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AWS Elemental MediaLive とは?
AWS Elemental MediaLive はリアルタイムの動画サービスで、ブロードキャストおよびストリーミ
ング配信用のライブ出力を簡単に作成できます。

MediaLive ライブビデオコンテンツをある形式やパッケージから他の形式やパッケージに変換するた
めに使用します。通常、再生デバイスで処理できる形式とパッケージを提供するためには、コンテン
ツを変換する必要があります。再生デバイスには、スマートフォンやテレビに接続されたセットトッ
プボックスが含まれます。

トピック

• AWS Elemental 用語 MediaLive

• 関連 サービス

• AWS Elemental へのアクセス MediaLive

AWS Elemental 用語 MediaLive

CDN

コンテンツ配信ネットワーク (CDN) は、オリジンサーバーまたはパッケージャのダウンストリー
ムにあるサーバーのネットワークです。CDN は、コンテンツをオリジンサーバーから数十または
数百のネットワークサーバーに配信し、視聴ユーザーにコンテンツを提供します。この分散ネッ
トワークにより、コンテンツを数千人または数百万人の視聴ユーザーに同時に配信できます。

チャンネル

MediaLive チャネルは、そのチャネルに接続された入力からソースコンテンツを取り込んでトラ
ンスコード (デコードおよびエンコード) し、新しいコンテンツを出力にパッケージ化します。

チャンネルクラス

各チャンネルは、次のいずれかのクラスに属します。

• 標準クラス - 2 つの処理パイプラインがあるチャンネル

• 単一パイプラインクラス - 1 つの処理パイプラインがあるチャンネル

チャンネル設定

MediaLive チャンネル構成には、チャンネルがどのようにコンテンツを取り込み、トランスコー
ドし、出力にパッケージ化するかについての情報が含まれます。

用語 1
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ダウンストリームシステム

ダウンストリーム・システムは、 MediaLive ワークフローの後方に配置される 1 つ以上のサー
バーの集合です。ダウンストリームシステムは、 MediaLive から出力されるコンテンツを処理し
ます。

エンコード

エンコードは、出力内に存在します。エンコードには、動画、オーディオ、字幕の 3 種類があり
ます。各エンコードには、変換プロセスで作成される 1 つの動画ストリーム、1 つのオーディオ
ストリーム、または 1 つの字幕トラックの指示が含まれています。エンコードによってその特徴
は異なります。例えば、入力から生成されるビデオエンコードは高解像度のものもあれば、低解
像度のものもあります。

入力

MediaLive 入力には、 MediaLive上流システムとチャネルがどのように接続されているかを説明
する情報が格納されます。入力は、(プッシュ入力の場合はアップストリームシステムがプッシュ
する) のエンドポイント MediaLive (IP アドレス MediaLive)、またはアップストリームシステム 
(プル入力の場合、 MediaLive アップストリームシステムからのプル) の送信元 IP アドレスを識
別します。 MediaLive ソースコンテンツの形式やプロトコルによって、入力タイプが異なりま
す。例えば、HLS 入力と RTMP プッシュ入力です。

入力セキュリティグループ

MediaLive 入力セキュリティグループは、許可リストを定義する 1 つ以上の IP アドレス範囲の
セットです。入力に対してコンテンツのプッシュが許可されている IP アドレスの範囲を識別する
ために、1 つ以上の入力セキュリティグループをプッシュ入力に関連付けます。

出力

出力は、出力グループ内に存在します。これは、1 つのセットとして処理するエンコードのコレ
クションです。

オリジンサービス

オリジンサービスは、ワークフローの MediaLive の後に配置されるダウンストリームシステムの
一部である場合があります。からのビデオ出力を受け付けます MediaLive。

出力グループ

MediaLive 出力グループはチャンネル内の出力の集まりです。

用語 2
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パッケージャ

パッケージャは、ダウンストリームシステムの一部である場合があります。 MediaLive からの動
画出力を受け取り、再パッケージ化します。AWS Elemental MediaPackage はパッケージャで
す。

パイプライン

には MediaLive、 MediaLive MediaLive 入力とチャネル内で処理を行う独立したパイプラインが 
1 つか 2 つあります。

再生デバイス

再生デバイスは、ダウンストリームシステムの最終コンポーネントです。これは、視聴者である
ユーザーが動画を表示するために使用するデバイスです。

スケジュール

MediaLive 各チャネルには関連するスケジュールがあります。スケジュールには、特定の時間に
チャンネルで実行するアクションのリストが含まれます。

ソースコンテンツ

MediaLive トランスコードする動画コンテンツ。コンテンツは通常、動画、オーディオ、字幕、
メタデータで構成されています。

アップストリームシステム

MediaLive ワークフローの最前線にあり、ソースコンテンツを保持するシステム。アップスト
リームシステムの例としては、インターネットに直接接続されているストリーミングカメラまた
はアプライアンス、またはスポーツイベントでスタジアムに配置されるコントリビューションエ
ンコーダーが挙げられます。

関連 サービス

Amazon CloudWatch は、AWSクラウドリソースと AWS で実行するアプリケーションを監視する
サービスです。 MediaLive 実行中のチャネルの進行状況に関するイベントを追跡したり、リソース
に関するメトリックスを表示したりするのに使用します CloudWatch 。

AWS Identity and Access Management (IAM) は、AWS リソースへのユーザーアクセスを安全に管理
するウェブサービスです。IAM を使用して、どのユーザーが AWS リソースを使用できるかを制御し 
(認証)、さらに、どのリソースをユーザーがどのように使用できるかを制御します (権限付与)。

関連 サービス 3
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AWS Elemental MediaPackage just-in-time AWSはクラウド上で動作する動画パッケージングおよび
オリジネーションサービスです。AWS Elemental MediaPackage MediaLiveを使用してエンコードさ
れたコンテンツをパッケージ化できます。

AWS Elemental MediaConnect は、AWS クラウドで実行されるライブ動画の転送サービスです。 
MediaConnect 動画をトランスコードするためのソースとして使用できます。

AWS Elemental MediaStore は、ライブおよびオンデマンドのメディアに必要な高パフォーマン
スおよび即時の一貫性を実現する、動画発信およびストレージサービスです。AWS Elemental 
MediaStore MediaLive トランスコード時に取得して使用するアセットを保存したり、出力先として
使用したりできます。 MediaLive

AWS Resource Groups には、AWS リソースにメタデータを割り当てることができるタグ付けエ
ディタが含まれています。タグエディターを使用して、 MediaLive チャンネルやその他のリソース
にメタデータを割り当てることができます。

Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) は、インターネット用のストレージです。Amazon S3 
を使用して、 MediaLive トランスコーディング時に取得して使用するアセットを保存したり、から
の出力先として使用したりできます。 MediaLive

AWS Systems Managerパスワードをプレーンテキストとして保存するのではなく、安全な方法で
保存できます。 MediaLive ユーザー認証情報を提供する外部サーバーに接続する場合は、Systems 
Manager の使用が必要になる可能性があります。

Amazon 仮想プライベートクラウドでは、AWS Cloud 内に独自の仮想ネットワークをセットアップ
できます。ソースコンテンツの転送がプライベートクラウド内で完了するように、アップストリーム
システムの場所として Use Amazon VPC を使用します。

AWS Elemental へのアクセス MediaLive

MediaLive 以下のいずれかの方法を使用してアクセスできます。

• AWS Management Console— このガイドの手順では、を使用して AWS Elemental MediaLive のタ
スクを実行する方法について説明します。AWS Management Console

• AWSSDK — の SDK AWS を提供するプログラミング言語を使用している場合は、SDK を使用
して AWS MediaLive Elemental にアクセスできます。SDK では、認証を簡素化し、開発環境と
容易に統合して、 MediaLive のコマンドに簡単にアクセスできます。詳細については、Tools for 
Amazon Web Services を参照してください。

AWS Elemental へのアクセス MediaLive 4
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• AWS Elemental MediaLive API — SDK に対応していないプログラミング言語を使用している場合
は、API アクションと AWS Elemental MediaLiveAPI リクエストの作成方法について、API リファ
レンスを参照してください。

• AWS Command Line Interface - 詳細については、「AWS Command Line Interface ユーザーガイ
ド」を参照してください。

• AWSWindows 用ツール PowerShell — 詳細については、AWS Tools for Windows PowerShellユー
ザーガイドを参照してください。

AWS Elemental へのアクセス MediaLive 5
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AWS Elemental MediaLive の仕組み

の観点から見るとAWS Elemental MediaLive、ライブストリーミングワークフローには次の 3 
MediaLive つのシステムが含まれます。

• MediaLive ソースコンテンツを取り込んでトランスコードするチャネル。

• ソースコンテンツ (動画やその他のメディア) をに提供する 1 つ以上のアップストリームシステ
ム。 MediaLive

アップストリームシステムの例としては、インターネットに直接接続されているストリーミング
カメラまたはアプライアンス、またはスポーツイベントが開催されている競技場にあるコントリ
ビューションエンコーダーが挙げられます。

ソースコンテンツは、特定のパッケージ形式とプロトコルです。例えば、ソースコンテンツは、ス
トリーミング HLS またはストリーミング TS (トランスポートストリーム) として使用できる場合
があります。ソースコンテンツには、特定のコーデックまたは形式の動画、オーディオ、およびオ
プションの字幕ストリームが含まれます。

• MediaLive 生成する出力の宛先となる 1 つ以上のダウンストリームシステム。

一般的なダウンストリームシステムは、接続されているオリジンサービスまたはパッケージャー 
MediaLive、オリジンサービスまたはパッケージャーの下流にあるコンテンツ配信ネットワー
ク (CDN)、およびユーザーがコンテンツを閲覧する再生デバイスまたは Web サイトで構成さ
れます。 AWS Elemental MediaPackageはオリジンサービスとパッケージャーの一例です。 
CloudFront アマゾンは CDN の一例です。

MediaLive ワークフローを作成するには、1 MediaLive つ以上の入力を作成します。入力には、 
MediaLive 上流システムの接続方法と接続方法に関する情報が含まれています。また、 MediaLive 
チャンネルを作成し、入力をチャンネルにアタッチします。チャンネル設定データには、 MediaLive 
ダウンストリームシステムへの接続方法に関する情報が含まれています。

この設定では、次の図に示すようにコンポーネントを接続します。
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コンテンツの処理を開始するには、チャンネルを開始します。チャンネルが実行中の場合、入力に
よって識別されたアップストリームシステムからソースコンテンツを取り込みます。次いで、チャン
ネルは、その動画 (および関連するオーディオ、字幕、メタデータ) をトランスコードし、出力を作
成します。 MediaLive 指定されたダウンストリームシステムに出力を送信します。

トピック

• AWS Elemental MediaLive入力

• AWS Elemental MediaLive チャネル

• AWS Elemental MediaLive パイプライン

• AWS Elemental MediaLiveスケジュール

AWS Elemental MediaLive入力

入力には、アップストリームシステムとチャンネルが相互に接続する方法に関する情報が含まれてい
ます。入力と上流システム間の接続は、プッシュ (上流システムがコンテンツをプッシュする) でも
プル (MediaLive 上流システムからコンテンツをプルする) でもかまいません。

MediaLive プッシュ入力には入力セキュリティグループが関連付けられています。入力セキュリティ
グループは、アップストリームシステムのソースアドレスを含む IP アドレスの範囲を識別します。
この範囲内の IP アドレスは、入力にコンテンツをプッシュできます。

AWS Elemental MediaLive チャネル

チャンネルには複数の入力をアタッチできますが、ソースコンテンツは一度に 1 つの入力からのみ
取り込まれます。(チャンネルスケジュールを使用して、1 つの入力から別の入力に切り替えるよう
にチャンネルを設定します。)

MediaLive 入力 7
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チャンネルはソースコンテンツを取り込んで変換 (デコードおよびエンコード) し、出力グループに
パッケージ化します。

チャンネルには 1 つ以上の出力グループが含まれます。さまざまなダウンストリームシステムの要
件を処理するために、さまざまなタイプの出力グループがあります。

出力グループは、1 つ以上の出力で構成されます。各出力には、特定のエンコードの組み合わせが含
まれます。エンコードとは、1 つの動画ストリーム、1 つのオーディオストリーム、または 1 つの字
幕トラックです。エンコードによってその特徴は異なります。エンコードを出力に結合するルール
と、出力を出力グループに結合するルールは、出力グループのタイプによって異なります。

次の図は、ワークフローの詳細な図です。

この図は、出力グループが 1 つだけのチャンネルを示しています。

別の例として、チャンネルには 1 つの HLS 出力グループと 1 つの RTMP 出力グループが含まれて
いる場合があります。HLS 出力グループに 2 つの出力が含まれる場合があります。1 つの HLS 出
力には、1 つの高解像度動画、1 つのオーディオ、1 つの字幕エンコードが含まれています。もう 1 
つの HLS 出力には、1 つの低解像度動画、1 つのオーディオが含まれており、字幕は含まれていま
せん。RTMP 出力グループには、1 つの動画と 1 つのオーディオを含む 1 つの出力が含まれていま
す。

MediaLive チャネル 8
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このワークフローの設計とチャンネルの作成については、「セットアップ: アップストリームとダウ
ンストリームの準備」と「セットアップ: チャンネルの計画」を参照してください。

AWS Elemental MediaLive パイプライン

内部の処理は 1 つまたは 2 MediaLive つのパイプライン内で行われます。

チャンネルと入力が 2 つのパイプラインを持つようにワークフローを設定した場合 (推奨)、両方の
パイプラインは互いに独立して動作しますが、同一の処理を実行します。2 つのパイプラインを設定
することで、内部の耐障害性が向上します。 MediaLive

2 つのパイプラインの場合、アップストリームシステムが 2 つのソースを提供し、ダウンストリーム
システムが 2 つの出力を受け取るように設定する必要があります。

AWS Elemental MediaLiveスケジュール

MediaLive 各チャンネルには 1 つのスケジュールが関連付けられています。要件に合わせてスケ
ジュールにアクションを追加します。「入力を切り替える」 (別の入力の取り込みに切り替える) や
「イメージオーバーレイを挿入する」 (指定したイメージを動画に重ねる) など、さまざまなタイプ
のアクションがあります。

これらのアクションは、チャンネルが稼働していないときや実行中のときに追加できます。 
MediaLive スケジュールで指定された時間にチャンネルにアクションを送信し、チャンネルがアク
ションを実行します。

スケジュールの詳細については、「設定:スケジュールの作成」を参照してください。

MediaLive パイプライン 9
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料金と予約
このセクションにはAWS Elemental MediaLive、ご利用料金と、AWS Elemental MediaLiveアクティ
ビティの特別価格を取得するための予約作成という 2 つの関連トピックに関する情報が含まれてい
ます。

トピック

• 料金

• での予約処理 AWS Elemental MediaLive

料金

他の AWS 製品と同様、AWS Elemental MediaLive を使用するための契約や最低契約金は必要ありま
せん。

このセクションでは、料金に関する非常に一般的な情報を提供します。詳細については、「https:// 
aws.amazon.com/medialive/pricing/」を参照してください。

MediaLive リソースの状態に基づいて料金がかかります。アイドル料金とランニング料金がありま
す。

[States] (状態)

• チャンネルは稼働中か稼働していないかのどちらかです。

以下のいずれかの状況に当てはまる場合、そのチャンネルは実行されていません。

• まだ起動されていません。

• 実行中だったが障害が発生し、まだ自動的に再起動していない。

• 実行中だったが、メンテナンスのため停止され、まだ自動的に再起動されていない。

• 入力がアイドル状態か実行中です。

以下のいずれかの状況に当てはまる場合、その入力はアイドル状態です。

• チャンネルには接続されていません。

• チャンネルに接続されているが、そのチャンネルは稼働していない。

アイドルチャージ

料金 10
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• 稼働していないチャンネルにはアイドルチャンネル料金がかかります。実行中のチャンネルには
チャンネル料金はありません。料金は、チャンネルの入力と出力の料金です。

• チャネルに接続されていない各プッシュ入力、および稼働していないチャネルに接続されている
プッシュ入力ごとに、アイドル状態のプッシュ入力料金が発生します。

• アイドル状態のプル入力には課金されません。

ランニングチャージ

• 実行中のチャンネルにはチャンネルチャージはかかりません。チャンネルの入力と出力には料金が
かかります。

• 実行中のチャネルに設定された各出力には、実行中の出力料金がかかります。ユーザーまたは
Elemental Liveによって出力が一時停止された場合でも課金されます。

各出力の料金は、出力のタイプ、およびビデオ出力コーデックやビデオフレームレートなど、出力
の主要なビデオ特性の組み合わせに基づいて決まります。チャンネル内の各出力のビデオ設定で特
性を指定します。詳細については、「the section called “セットアップビデオ”」を参照してくださ
い。

• 実行中のチャンネルに接続された各入力には、ランニングインプット料金がかかります。この電荷
はプッシュ入力とプル入力の両方に適用されます。チャンネル内の入力のうち、現在アクティブに
なっていないものや、コンテンツを受信していないものにも適用されます。

入力料金は、入力タイプと、入力コーデック、ビットレート、解像度などの入力の主要な特性
の組み合わせに基づいています。入力価格の基準に関する詳細については、を参照してくださ
い。https://aws.amazon.com/medialive/pricing/チャネルを作成するときには、入力仕様でこれらの
特性のいくつかを指定します。詳細については、「the section called “入力仕様設定”」を参照して
ください。

• 特定の機能が有効になっているチャンネルの実行には追加料金がかかります。この料金はチャンネ
ルに適用され、チャンネル内の個々の入力、出力、その他のコンポーネントには適用されません。
たとえば、アドバンスオーディオの追加料金は、アドバンスオーディオを使用する出力が 1 つの
ランニングチャンネルと、アドバンスオーディオを使用する出力が 3 つあるランニングチャンネ
ルと同じレートで適用されます。アドオン料金の一覧については、を参照してください。https:// 
aws.amazon.com/medialive/pricing/
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での予約処理 AWS Elemental MediaLive

予約とは、特定の入力設定または出力設定への 1 年間のコミットメントです。予約は割り当てら
れ、その年を通して月単位で請求されます。予約が自動的に更新されるように設定できます。

入力処理、出力処理、コーデックライセンスなどのアドオンなど、請求対象となる処理リソースの予
約を購入できます。各予約で、関連するリソースの処理の料金が削減されます。

チャンネルが 1 か月間に消費した分数に対して、時間単位の料金を支払います。予約料金について
詳しくは、 MediaLive 料金表をご覧ください。

Important

予約に含まれる分の一部または全部がその月に使われなかった場合、その分は失われます。
議事録は翌月に転送されません。

トピック

• 入力予約および出力予約

• アドオン予約

• 予約の購入

• 購入済みの予約の表示

• 期限切れの予約を削除する

入力予約および出力予約

MediaLive 入力と出力の予約を提供します。

トピック

• 入力予約の属性とマッチング

• 出力予約の属性とマッチング

• 入力予約または出力予約が適用される方法

入力予約の属性とマッチング

入力予約 は入力処理のコストに適用されます。入力予約には、次の属性があります。

予約 12
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• コーデック

• 解像度 (範囲)

• ビットレート (範囲)

• リージョン (入力が流れる地域)

一致の仕組み

予約を入力に適用するには、入力予約の属性がチャンネルの入力仕様のフィールドと一致する必要が
あります。また、チャンネルは予約で指定されたリージョンでも稼働している必要があります。例え
ば、チャンネルの入力仕様が [AVC]、[HD]、[Max 20 Mbps] (最大 20 Mbps) であるとします。それら
の属性と一致する予約が、そのチャンネルの入力に適用される可能性があります。

出力予約の属性とマッチング

出力予約は出力処理のコストに適用されます。出力予約には以下の属性があります。

• コーデック

• 解像度 (範囲)

• ビットレート (範囲)

• フレームレート (範囲)

• リージョン (入力が流れる領域)

一致の仕組み

予約を出力に適用するには、出力予約の属性がチャンネル設定の対応するフィールドと一致する
必要があります。また、チャンネルは予約で指定されたリージョンでも稼働している必要がありま
す。AWS Elemental MediaLive コンソールでフィールドを見つけることができます。

• 通常の動画およびオーディオ出力では、フィールドはチャンネル設定の [Video output ] (動画出力) 
セクションにあります。フィールドの大部分を表示させるには、ページでコーデックを選択する必
要があります。

• オーディオのみの出力では、フィールドはチャンネル設定の [Audio output] (オーディオ出力) セク
ションにあります。

マッチングの例

入力予約および出力予約 13
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チャンネルのすべてのフィールドが対応する予約の属性と一致する場合、既存のチャンネルと予約は
一致します。

チャネル内のフィールドの値が対応する属性と等しいか、その範囲内にある場合に一致します。
たとえば、チャンネル設定のフレームレートが、予約のフレームレート属性の範囲内にあるとしま
す。29.97 fps <=30fps

フレームレート属性には、次のように一致します。

• チャンネル出力フレームレートが特定のフレームレートに設定されている場合:チャンネル設
定で指定されているフレームレートが予約フレームレート範囲内であれば一致します。たとえ
ば、24fps指定されたフレームレートはで、予約はです<=30fps。

• チャンネル出力フレームレートがソースから初期化するように設定されている場合、60fps予約範
囲に含まれる場合にのみ一致します。例えば、予約フレームレートの範囲が「30-60fps」であれ
ば、一致となります。

注:特定の出力をターゲットとする予約を購入し、その出力のフレームレートがソースか
ら初期化するように設定されている場合は、必ず指定のフレームレートを購入してくださ
い。30-60fps「<=30fps」を指定する予約は購入しないでください。

一致しない場合の例

対応する予約属性と一致しないフィールドが 1 つだけの場合、出力と予約は一致しません。

入力予約または出力予約が適用される方法

毎月の請求サイクルの開始時に、AWSその月の合計分数を各予約に補充します。

サイクルの終わりに、AWS特定の予約の分数を適用して、その予約と一致する属性を持つ処理済み
アイテム（入力または出力）のコストを削減します。その月の 1 分ごとに、一致する項目が 1 AWS 
つ以上実行されていたかどうかを判断します。1 時間内の実行時間 (分) が累積され、1 時間あたり最
大 60 分になります。

1 時間の予約分数を使い切ると、その 1 AWS rate-per-minute 時間の残りのアイテムについて通常料
金が請求されます。

実行分は項目間で割り当て可能

実行分は、複数の項目から発生する場合があります。例えば、特定の予約と一致する入力があるチャ
ンネル A を開始します。この予約には 1 つのインスタンスしか購入していません。45 分後に、同じ

入力予約および出力予約 14
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く特定の予約と一致する入力を含むチャネル B を起動します。さらに 15 分後に、チャネル A を停
止します。実行時間 (分) は、次の図のシェーディングのように累積されます。

異なる項目が実行分を消費する方法に関するもう 1 つの例をあげます。1 時間後に、特定の予約に一
致する出力のみを実行したとします。この予約には 1 つのインスタンスしか購入していません。こ
れら 4 つの一致する出力をそれぞれ 15 分、同時に実行します。その 1 時間中、他の一致する出力を
どれも実行しません。これら 4 つの出力はすべて、60 分に寄与します。

処理バーストはサポートされていません

60 分ルールは、予約をバーストの処理に使用できないことを意味します。

例えば、1 時間中に、特定の予約と一致する 4 つの出力を実行します。この予約には 1 つのイン
スタンスしか購入していません。これら 4 つの一致する出力を、それぞれ 60 分、同時に実行しま
す。1 時間あたりの 60 実行分を使い果たすには 1 つの出力で十分なため、これらの出力のうち 1 つ
のみが予約の対象です。

未使用の分

予約に含まれる分の一部または全部がその月に使われなかった場合、その分は失われます。

議事録は翌月に転送されません。

実行分は項目間で割り当て可能

チャンネルに関する制約はありません。

入力予約および出力予約 15
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• 例えば、予約は、あるチャンネルのある入力と、別のチャンネルの別の入力の処理に基づいて消費
されます。

• 特定のチャンネルのすべてのインプットまたはアウトプットを予約の対象にする必要はありませ
ん。

アドオン予約

コーデックライセンスなど、 MediaLive 価格表のアドオンと見なされる項目については予約が可能
です。

アドオン予約は、チャンネル全体のアドオンのコストに適用されます。予約は、アドオンがチャン
ネルに適用される回数にかかわらず、アドオンのコストを削減します。例えば、同じチャンネルの 3 
つの出力すべてがアドバンストオーディオコーデックを使用する場合、アドオンのコストを削減する
には 1 つの予約のみが必要です。このチャンネルに 3 つの予約は必要ありません。

トピック

• 予約属性

• アドオン予約が適用される仕組み

予約属性

アドオン予約には、これらの属性があります。

• アドオン (アドバンスド・オーディオまたはオーディオ・ノーマライゼーション)

• リージョン (チャンネルが動作している地域)

アドオン予約が適用される仕組み

毎月の請求サイクルの開始時に、AWS各アドオン予約にその月の分数を補充します。

サイクルの終わりに、AWS特定の予約の分数を適用して、アドオンを使用するチャンネルのコスト
を削減します。1 か月の 1 分ごとに、一致するチャンネルが 1 つ以上稼働していたかどうかが判断
されます。アドオン機能が有効になっている場合、チャンネルは予約と一致します。

AWS1 時間以内の実行時間 (最大 60 分) を累積します。その 1 時間の予約分数を使い切ると、その 1 
AWS rate-per-minute 時間の残りのチャンネルについてレギュラーに料金を請求します。

アドオン予約 16
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アドオンはチャンネル単位

アドオン機能が 1 回以上有効化された場合、チャンネルは予約と一致します。1 つのチャンネル内で
は、アドオンを使用するアウトプットの数は関係ありません。予約はチャンネル全体で 1 回だけ消
費されます。例えば、オーディオ正規化を有効にする 1 つのチャンネルに 2 つの出力がある場合、1 
つの予約のみが消費されます。

実行分はチャンネル間で割り当て可能

入力予約と出力予約に適用されるルールは、アイテムが常にチャネルであることを除き、アドオンに
も適用されます。例えば、アドバンストオーディオ予約と一致する 2 つの出力でチャンネル A を開
始します。この予約には 1 つのインスタンスしか購入していません。45 分後に、同じ予約と一致す
る出力が 1 つあるチャネル B を起動します。さらに 15 分後に、チャネル A を停止します。実行時
間 (分) は、次の図のシェーディングのように累積されます。

異なるチャンネルが実行分を消費する方法に関するもう 1 つの例をあげます。1 時間中に、アドバン
ストオーディオ予約と一致するチャンネルのみを実行するとします。この予約には 1 つのインスタ
ンスしか購入していません。これら 4 つの一致する出力をそれぞれ 15 分、同時に実行します。その 
1 時間中、他の一致する出力をどれも実行しません。これら 4 つの出力はすべて、60 分に寄与しま
す。

ライセンシングバーストはサポートされていません

インプット予約とアウトプット予約に適用されるバーストルールは、アイテムが常にチャンネルであ
るという点を除いて、アドオン予約にも適用されます。例えば、1 時間中に、アドバンストオーディ
オ予約と一致する 4 つのチャンネルを実行します。この予約には 1 つのインスタンスしか購入して
いません。これら 4 つの一致するチャンネルを、それぞれ 60 分、同時に実行します。1 時間あたり
の 60 実行分を使い果たすには 1 つのチャンネルで十分なため、これらのチャンネルのうち 1 つのみ
が予約の対象です。

アドオン予約 17
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未使用の分

サイクルの終わりに、アドオン予約の一部またはすべての分が使用されなかった場合、その分は失わ
れます。議事録は翌月に転送されません。

予約の購入

コンソールで、[Reservations] (予約) タブを使用して 1 つ以上の予約を購入します。

予約を購入するには (コンソール)

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Reservations] (予約)、[Reserve offerings] (サービスの予約) の順に
選択します。[Offerings] (サービス) ページで、[Filter offerings] (サービスのフィルタリング) セク
ションを完了して特定のサービスをフィルタリングします。詳細については、「サービスページ
でのフィルタリング」を参照してください。

3. オファーを選択します。

特定の出力をターゲットにする予約を購入していて、その出力のフレームレートがソースから
初期化するように設定されている場合は、30-60fps必ず指定する予約を購入してください。
「=30fps」を指定する予約は購入しないでください。

4. 選択する特定のサービスの番号を選択し、「カウント」フィールドに入力します。たとえ
ば、HD AVC 出力を 5 つ予約する場合は、「カウント」5 フィールドに入力します。

5. [Add to cart] (カートに追加) を選択します。左上ペインの [Cart] (カート) タブタイトルが増分
し、現在カートに入っているサービスの合計を示します。カートに追加した商品を削除するに
は、「カート」タブに切り替えます。

6. カートの内容を表示するには、[Cart] (カート) タブを選択します。オプションで、カートの中身
を表示しているときに、[自動更新を有効にする] を選択して予約を自動的に更新するように設定
できます。このオプションはデフォルトではオフになっています。

7. 「カート」タブに表示されているすべての商品を購入するには、「購入」を選択します。

予約の購入 18
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Important

購入後に予約をキャンセルすることはできません。

サービスページでのフィルタリング

「オファリング」ページには、購入可能なさまざまな予約が表示されます。

インプットオファリングとアウトプットオファリングの説明は次のとおりです。

• 解像度 — コーデック — 入力/出力 — ビットレート — フレームレート (出力のみ) — リージョン

例:米国西部 (オレゴン) の 10～20 Mbps の UHD AVC 入力

チャネル (アドオン) サービス。説明は次のとおりです。

• アドオン – リージョン

例: 米国西部 (オレゴン) でのアドバンストオーディオ予約出力

以下のように、左側のペインにあるフィルターを使用してサービスを絞り込むことができます。

• 予約タイプを絞り込む:入力、出力、チャネル (アドオン用)。

• 解像度やビットレートなどの属性に基づいてサービスをフィルタリングします。

• 「既存のチャンネルに一致」フィルターを使用すると、選択したチャンネルの入力と出力に一致す
るオファリングのみが表示されます。

• 「特殊機能」フィルターを使うと、アドオン製品だけが表示されます。

フィルタリングは、カート内の項目には影響しません。

購入済みの予約の表示

コンソールで、購入した予約を表示できます。作成した自動更新を表示または編集することもできま
す。

購入済みの予約の表示 19
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購入した予約を表示するには (コンソール)

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Reservations] (予約) を選択します。

各予約に表示される情報には、「有効期限」列に有効期限または自動更新日が含まれます。

自動更新を表示するには (コンソール)

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Reservations] (予約) を選択します。既存の自動更新はすべて [有効
期限] 列に表示されます。

3. 詳細を表示するには、名前をクリックして予約を選択します。

4. その他の詳細に加えて、自動更新ステータスは自動更新セクションに表示されます。

自動更新を編集するには (コンソール)

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Reservations] (予約) を選択します。

3. 名前をクリックして、編集する予約を選択します。

4. 「自動更新」セクションで、「自動更新を編集」を選択します。

5. 「予約の自動更新の編集」ウィンドウでは、自動更新をオンまたはオフにできます。更新回数を
変更することもできます。

6. [Save] を選択して変更を確定するか、[Cancel] を選択して変更を破棄します。

期限切れの予約を削除する

予約の期限が切れた場合、リストから予約を削除できます。

有効期限が切れていない予約はキャンセルできません。

期限切れの予約を削除するには (コンソール)

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Reservations] (予約) を選択します。

3. 1 つまたは複数の項目を選択し、[Delete ] (削除) を選択します。

期限切れの予約を削除する 20
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AWS Elemental MediaLive のクォータ
AWS Elemental のリソースとオペレーションにはクォータ (以前は制限と呼ばれていました) があり
ます。 MediaLiveクォータは、増やすことができるリソースまたはオペレーションの上限です。

クォータ引き上げのリクエスト

Service Quotas ータコンソールを使用して、クォータの増額をリクエストしたり、現在のクォータ
に関する情報を表示したりできます。

クォータと制約

MediaLive クォータがあります。また、変更できない制限である制約もあります。制約の詳細につい
ては、「機能ルールと制限」を参照してください。

Note

チャンネルスケジュールに含めることができるアクションの数には制限があります。この制
限は、変更できるクォータではないため、ここに挙げていません。この制限はに記載されて
います。機能ルールと制限

クォータ引き上げのリクエスト 21
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AWS Elemental MediaLive 機能ルールと制限
次の表に、AWS Elemental MediaLive 機能に適用される多くのルールと制約の概要を示します。こ
れらの制約は変更できません。

MediaLive また、クォータも含まれますが、これは変更できます。クォータの詳細については
「クォータ」を参照してください。

トピック

• 入力の制限

• 出力の制限

• その他の機能の制限

• API リクエストの制限

入力の制限

リソースまたは機能 制約またはルール

入力番号、プッシュ入力 チャンネルには 0～2 個のプッシュ入力を接続
できます。

入力番号、プル入力 チャンネルには最大 20 の入力を接続できま 
す。プッシュ入力を数えた後、残りはプル入力
でかまいません。

入力番号、CDI 入力 チャンネルに 0 または 1 つの通常の CDI 入力
を接続できます。この入力はプッシュ入力であ
るため、チャンネル内のプッシュ入力の最大数
にカウントされます。

チャンネルに 1 つのパートナー CDI 入力をア
タッチできます。このセットを接続すると、
チャンネル内のプッシュ入力の最大数が使用
されます。これらの入力については、「the 
section called “パートナー入力としての CDI 入
力”」を参照してください。

入力の制限 22
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リソースまたは機能 制約またはルール

入力番号、Elemental Link 入力 1 つのチャンネルに Elemental Link 入力を 2 つ
までアタッチできます。Elemental Link 入力は
プッシュ入力であるため、各入力はチャンネル
内のプッシュ入力の最大数にカウントされます 
。

• これら 2 つの Elemental Link 入力を 1 つの
標準チャンネルに接続することで、パイプラ
インの冗長性を実現できます。

• これらのElemental Link 入力の一方または両 
方を入力切り替えワークフローの一部として
複数入力チャンネルに含めることができま
す。

入力番号、ハードウェアデバイスごとの 
Elemental Link 入力 AWS Elemental Link

AWS Elemental Link各ハードウェアデバイス
から最大 4 つの入力 (Link 入力) を作成できま
す。その後、各入力を別のチャンネルにアタッ 
チできます。

入力タイプ — 自動入力フェイルオーバー 自動入力フェイルオーバーペアとして 2 つの
プッシュ入力を設定できます。プル入力をフェ
イルオーバーペアとして設定することはできま
せん。

フェイルオーバーペアは、プッシュ入力の最大
数を使い切ります。

入力タイプ — 動的入力用 Amazon S3 に保存されている、AWS 
Elemental MediaStoreまたは動的入力として設
定されている MP4 およびトランスポートスト
リーム (TS) ファイル入力のみ。

入力の制限 23
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リソースまたは機能 制約またはルール

チャンネルに複数の入力を接続して、入力切替
を実装できます。

VOD アセットである HLS 入力を含めること
はできません。VOD アセットの定義について
は、「the section called “ライブ入力とファイ
ル入力のサポート”」を参照してください。

入力タイプ – i複数入力チャンネル

入力切替を実装するためにアタッチする入力に
は、入力タイプとアベイラビリティーゾーンに
関係する制限があります。

• 1 MediaConnect つのチャネルに複数の入力
を接続できますが、それらの入力はすべて同
じ 2 つのアベイラビリティーゾーンにある必 
要があります。

• 1 つのチャンネルに複数の VPC 入力をア
タッチできますが、これらの入力はすべて
同じ 2 つのアベイラビリティーゾーンにあ
る必要があります。VPC 入力には、CDI 入
力、RTP VPC 入力、RTMP VPC 入力が含ま
れます。

• MediaConnectチャネルに入力と VPC 入力の
両方がある場合、これらの入力はすべて同じ 
2 つのアベイラビリティーゾーンにある必要
があります。

入力 — オーディオおよび字幕セレクタ 1 つのチャンネルに最大 32 のオーディオおよ
び字幕セレクタ (任意の組み合わせ)。

入力の制限 24
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リソースまたは機能 制約またはルール

入力 — OCR 変換の字幕セレクタ 入力ごとに OCR 変換を使用する字幕セレクタ
は最大 3 つです。

指定された形式が DVB-SUB または SCTE-27 
の場合、セレクタは OCR 変換を使用し、セレ 
クタを使用する少なくとも 1 つの出力エンコー
ドが WebVTT エンコードになります。
セレクタが複数の WebVTT エンコード (2 つの
出力グループなど) で使用されている場合、セ
レクタは制限に対して一度だけカウントされま
す。

入力料金 AWS Elemental LinkUHD デバイスからの入力 
は 1 つのレートで課金されます。コンテンツ内
の解像度ごとに個別のレートはありません。

出力の制限

リソースまたは機能 制約またはルール

出力、タイプ 1 つのチャンネルで最大 1 つのアーカイブ出力 
グループ。

出力タイプの詳細については、「the section 
called “サポートされているコンテナとダウン 
ストリームシステム”」を参照してください。

出力エンコード、フレームキャプチャ フレームキャプチャエンコードの場合:

• 1 つのチャンネルで最大 3 つのフレームキャ
プチャエンコード。フレームキャプチャ出 
力グループ内の単一のエンコード、および 
HLS 出力グループ内の各フレームキャプ
チャエンコード (オプション) はいずれも、
この制限の対象としてカウントされます。

出力の制限 25
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リソースまたは機能 制約またはルール

• HLS 出力グループごとに最大 3 つのフレー
ムキャプチャ出力。

出力タイプの詳細については、「the section 
called “サポートされているコンテナとダウン 
ストリームシステム”」を参照してください。

出力ビデオエンコード、UHD 解像度、および
入力タイプ

CDI 入力のあるチャンネルでは、1 つの UHD 
出力エンコード (最大) を使用できます。

UHD によるチャンネルの最大数は、「クォー
タ」で説明しているように、変更できるクォー
タです。CDI 入力を使用する場合、UHD 出力
の最大数は制限です。これを変更することはで
きません。

標準解像度 (SD) ビデオは、すべてのコーデッ
クでサポートされています。サポートされて
いる出力コーデックについては、the section 
called “出力でサポートされているコーデック”
を参照してください。

高解像度 (HD) ビデオは、H.264 および H.265 
でサポートされています。

出力ビデオエンコード、解像度、コーデック

H.264 および H.265 では、超高解像度 (UHD 
または 4K) ビデオがサポートされています。

出力ビデオ解像度については、「the section 
called “出力でサポートされているコーデック 
”」を参照してください。

出力 — オーディオエンコード 1 つのチャンネルに最大 33 のオーディオエン
コード。

出力の制限 26
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その他の機能の制限

リソースまたは機能 制約またはルール

カラースペース、チャンネル内の 3D LUT ファ
イル

各チャンネルに最大 8 ファイル。

カラースペースの変換時に 3D LUT ファイルを
使用する方法については、を参照してくださ
いthe section called “3D LUT ファイル”。

イメージオーバーレイ チャンネルで一度に最大 8 つの異なるオーバー 
レイ (レイヤー) をアクティブにします。つま
り、ビデオは同時に最大 8 つの異なるオーバー 
レイを表示できます。

イメージオーバーレイの詳細については、
「the section called “イメージオーバーレイ”」
を参照してください。

モーショングラフィックスオーバーレイ チャンネルで一度に最大 1 つのモーショングラ 
フィックオーバーレイをアクティブにします。

モーショングラフィックオーバーレイの詳細に
ついては、「the section called “モーショング
ラフィックスオーバーレイ”」を参照してくだ
さい。

各マルチプレックスが生成する MPTS は 1 つ
のみです。

マルチプレックスの詳細については、「the 
section called “マルチプレックスと MPTS”」を
参照してください。

マルチプレックス

すべてのマルチプレックスプログラムにはビデ
オが含まれている必要があります。

マルチプレックス、マルチプレックスのプログ
ラム

マルチプレックスごとに最大 20 プログラム。
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リソースまたは機能 制約またはルール

マルチプレックス内の各プログラムは単一使用
です。プログラムは 1 つのマルチプレックスに
のみアタッチされ、そのマルチプレックスでの
み使用できます。

各チャンネルには、マルチプレックスタイプの
出力グループが 1 つのみ含まれます。他のタイ
プの出力グループを含めることはできません。

マルチプレックス、マルチプレックスのチャン
ネル

各チャンネルは単一使用です。マルチプレック
ス内の 1 つのプログラムにのみアタッチでき
ます。そのマルチプレックスにのみ使用できま
す。

出力ロック機能 出力ロックは、HLS および Microsoft Smooth 
でのみサポートされています。この機能はグ
ローバルで (チャンネル全体で) 有効になりま
すが、HLS 出力グループと Microsoft Smooth 
出力グループでのみ機能します。

回復性、自動入力フェイルオーバー 自動入力フェイルオーバーは、チャンネル全体
ではなく、入力に適用されます。

フェイルオーバーを設定できるのは、ペアの 2 
つの入力のみです。入力はプッシュ入力でなけ
ればなりません。

その他の機能の制限 28



MediaLive ユーザーガイド

リソースまたは機能 制約またはルール

回復性、パイプラインの冗長性 パイプライン冗長機能 (チャンネルクラス) 
は、チャンネルとそのすべての入力に適用され
ます。チャンネルと入力には、次のルールが適
用されます。

• 標準チャンネル — 標準クラスの入力のみを
アタッチできます。

• 単一パイプラインチャンネル — 単一クラス
の入力 (パイプラインの冗長性のサポートを
省略するため) または標準クラスの入力 (後
日チャンネルを簡単にアップグレードできる
ように) をアタッチできます。

スケジュール、アクションの最大数 スケジュールには最大 1500 個のアクションを
含めることができます。この最大数を変更する
ことはできません。

この最大値には、古いアクション、進行中のア
クション、まだアクティブでないアクションが
含まれます。この最大値に近い場合は、古いア 
クションを削除する必要があります。

スケジュールには、スケジュールされた入力切
り替えアクションをいくつでも含めることがで
きます。

入力切替の詳細については、「the section 
called “入力切り替え”」を参照してください。

スケジュールおよび入力スイッチ

特定の入力に何度でも切り替えることができま
す。
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API リクエストの制限

API リクエストには以下の制限があります。現在の最大容量 (クォータ) とクォータの引き上げをリ
クエストする方法については、Service Quotas ォータコンソールを参照してください。

リクエストのタイプ ルール

最大 5 つの定常状態 TPS (1 秒あたりのトラン
ザクション数)。

この制限は引き上げることができるクォータで
はありません。

API リクエストの頻度 (サムネイル API へのリ
クエストは含まない)

最大 30 バースト。

この制限は引き上げることができるクォータで
はありません。

サムネイル API へのリクエストの頻度。詳細に
ついては、the section called “サムネイルの制
限”を参照してください。

サムネイルリクエストの TPS には上限があり
ます。

この制限は、増やすことができるクォータで
す。現在のクォータについて、およびクォータ
の増額をリクエストするには、Service Quotas
コンソールを参照してください。
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はじめに:の IAM 権限 MediaLive

このセクションでは、AWS Elemental MediaLive組織が使用できるように設定する手順について説明
します。また、ユーザーやその他の AWS ID が必要とする IAM 権限の決定に関する情報も提供しま
す。これらの権限により、組織のセキュリティポリシーや手順に従って、ユーザーやその他の AWS 
ID を制限付きで制御できます。

トピック

• セットアップの準備手順

• ユーザーの IAM 権限の設定

• MediaLive 信頼できるエンティティとしての IAM 権限

セットアップの準備手順

このトピックでは、アカウントの作成など、ユーザーが使用できるようにするための準備段階につい
て説明します。 MediaLiveこれらの暫定項目は請求されません。料金が発生するのは、実際に使用し
た AWS のサービスに対してのみです。

トピック

• AWS アカウントへのサインアップ

• 管理ユーザーの作成

• ツールをダウンロード

AWS アカウントへのサインアップ

AWS アカウントがない場合は、以下のステップを実行して作成します。

AWS アカウントにサインアップするには

1. https://portal.aws.amazon.com/billing/signup を開きます。

2. オンラインの手順に従います。

サインアップ手順の一環として、通話呼び出しを受け取り、電話のキーパッドを使用して検証
コードを入力するように求められます。

事前設定手順 31
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AWS アカウントにサインアップすると、AWS アカウントのルートユーザーが作成されます。
ルートユーザーには、アカウントのすべての AWS のサービスとリソースへのアクセス権があ
ります。セキュリティのベストプラクティスとして、管理ユーザーに管理アクセスを割り当
て、ルートユーザーアクセスが必要なタスクを実行する場合にのみ、ルートユーザーを使用して
ください。

サインアップ処理が完了すると、AWS からユーザーに確認メールが送信されます。https:// 
aws.amazon.com/ の [アカウント] をクリックして、いつでもアカウントの現在のアクティビティを
表示し、アカウントを管理することができます。

管理ユーザーの作成

にサインアップしたらAWS アカウント、日常のタスクに root ユーザーを使用しないようにAWS 
IAM Identity Center、管理ユーザーを保護し、有効にしてから作成してください。AWS アカウント
のルートユーザー

AWS アカウントのルートユーザーをセキュリティで保護する

1. [ルートユーザー] を選択し、AWS アカウント のメールアドレスを入力して、アカウント所有者
として AWS Management Console にサインインします。次のページでパスワードを入力しま
す。

ルートユーザーを使用してサインインする方法については、「AWS サインイン User Guide」の
「Signing in as the root user」を参照してください。

2. ルートユーザーの多要素認証 (MFA) を有効にします。

手順については、「IAM ユーザーガイド」の「AWS アカウントのルートユーザーの仮想 MFA 
デバイスを有効にする (コンソール)」を参照してください。

管理ユーザーを作成する

1. IAM Identity Center を有効にする

手順については、『AWS IAM Identity Centerユーザーガイド』AWS IAM Identity Centerの「有
効化」を参照してください。

2. IAM Identity Center で、管理ユーザーに管理アクセスを許可します。

管理ユーザーの作成 32

https://docs.aws.amazon.com/singlesignon/latest/userguide/getting-started.html
https://docs.aws.amazon.com/singlesignon/latest/userguide/getting-started.html
https://docs.aws.amazon.com/accounts/latest/reference/root-user-tasks.html
https://aws.amazon.com/
https://aws.amazon.com/
https://console.aws.amazon.com/
https://docs.aws.amazon.com/signin/latest/userguide/console-sign-in-tutorials.html#introduction-to-root-user-sign-in-tutorial
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/enable-virt-mfa-for-root.html
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/enable-virt-mfa-for-root.html
https://docs.aws.amazon.com/singlesignon/latest/userguide/get-set-up-for-idc.html
https://docs.aws.amazon.com/singlesignon/latest/userguide/get-set-up-for-idc.html


MediaLive ユーザーガイド

IAM アイデンティティセンターディレクトリをアイデンティティソースとして使用するチュー
トリアルについては、『ユーザーガイド』の「IAM アイデンティティセンターディレクトリデ
フォルトでのユーザーアクセスの設定」を参照してください。AWS IAM Identity Center

管理ユーザーとしてサインインする

• IAM アイデンティティセンターのユーザーとしてサインインするには、IAM アイデンティティ
センターのユーザーの作成時に E メールアドレスに送信されたサインイン URL を使用します。

IAM アイデンティティセンターのユーザーを使用してサインインする方法については、「AWS 
サインイン User Guide」の「Signing in to the AWS access portal」を参照してください。

ツールをダウンロード

AWS Management Consoleにはのコンソールが含まれていますがAWS Elemental MediaLive、サー
ビスにプログラムでアクセスしたい場合は、以下を参照してください。

• API ガイドには、サービスがサポートする操作が記載されており、関連する SDK および CLI のド
キュメントへのリンクも確認できます。

• AWS Elemental MediaLive API リファレンス

• 生の HTTP リクエストの組み立てなど、低レベルの詳細を処理せずに API を呼び出すには、AWS 
SDK を使用できます。AWS SDK は、AWS サービスの機能性をカプセル化する機能とデータタイ
プを提供します。AWS SDK をダウンロードしてインストール手順をアクセスするには、該当する
ページを参照してください。

• Go

• JavaScript

• .NET

• Node.js

• Python

• Ruby

AWS SDK の完全なリストについては、「Tools for Amazon Web Services」(アマゾン ウェブ 
サービス用のツール) を参照してください。

ツールをダウンロード 33

https://docs.aws.amazon.com/singlesignon/latest/userguide/quick-start-default-idc.html
https://docs.aws.amazon.com/singlesignon/latest/userguide/quick-start-default-idc.html
https://docs.aws.amazon.com/signin/latest/userguide/iam-id-center-sign-in-tutorial.html
https://docs.aws.amazon.com/medialive/latest/apireference/
https://aws.amazon.com/sdk-for-go/
https://aws.amazon.com/sdkforbrowser/
https://aws.amazon.com/sdk-for-net/
https://aws.amazon.com/sdk-for-node-js/
https://github.com/boto/boto
https://aws.amazon.com/sdk-for-ruby/
https://aws.amazon.com/tools/


MediaLive ユーザーガイド

• AWS Command Line Interface (AWS CLI) を使用して複数の AWS サービスをコマンドラインから
制御できます。スクリプトを使用してコマンドを自動化することもできます。詳細については、
「AWS Command Line Interface」を参照してください。

• AWS Tools for Windows PowerShell はこれらの AWS サービスをサポートします。詳細について
は、「AWS Tools for PowerShell Cmdlet Reference」(Cmdlet リファレンス) を参照してくださ
い。

ユーザーの IAM 権限の設定

このセクションでは、ユーザーやその他の AWS ID が連携できるようにするために割り当てる必要
がある権限、AWS Elemental MediaLiveAWSおよびワークフローが使用する他のサービスについて
説明します。必要な権限を特定したら、関連するポリシーを設計、作成し、それらのポリシーをユー
ザーグループまたはロールにアタッチできます。

このセクションでは、以下のタスクを既に実行していることを前提としています。

• MediaLive 管理者への登録と作成を行うために、the section called “事前設定手順”で説明した初期
設定が完了しました。

• 管理者、ユーザー、その他の AWS ID the section called “ID とアクセス管理” の作成方法に関する
推奨事項を読み終えました。

トピック

• リファレンス: 管理者以外のユーザーアクセス要件の概要

• AWS Elemental MediaLive機能の要件

• AWS CloudFormation の要件

• アマゾンの要件 CloudFront

• AWS CloudTrail の要件

• Amazon CloudWatch — チャネルの状態を監視するための要件

• CloudWatchと Amazon SNS の要件—E メール通知のセットアップ

• Amazon CloudWatch ログの要件 — チャネルロギングの設定

• Amazon Elastic Compute Cloud の要件 — VPC 入力

• Amazon Elastic Compute Cloud の要件 — VPC 経由での配信

• IAM — 信頼済みエンティティロールの要件

• AWS Elemental Link の要件
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• AWS Elemental MediaConnect の要件

• AWS Elemental MediaPackage の要件

• AWS Elemental MediaStore の要件

• AWS Resource Groups の要件 — タグ付け

• Amazon S3 の要件

• AWS Systems Manager の要件 — パラメータストアでのパスワードパラメータの作成

リファレンス: 管理者以外のユーザーアクセス要件の概要

次の表に、ユーザーに割り当てることが必要な場合があるすべてのタイプのアクセス許可を示しま
す。列の各行には、ユーザーが実行できるようにするアクティビティまたは関連するアクティビティ
のセットが示されます。最後の列には、これらのアクティビティへのアクセスを制御する IAM アク
ションが一覧表示されます。

この表ではユーザーに割り当てる権限を決定するのに十分な情報が得られない場合は、このセクショ
ンに続くサービスのアルファベット順のリストを参照してください。

ユーザーが実行でき 
る一般的なアクティ 
ビティ

対応する IAM のサー
ビス

ユーザーが実行でき 
る特定のアクティビ 
ティ

ポリシーに含めるア 
クション

以下の機能を使用
してください。 
MediaLive

MediaLive チャンネル、デバイ 
ス、入力、入力セキ 
ュリティグループを 
作成、変更、削除す 
る

CreateChannel

CreateInput

CreateInp 
utSecurit 
yGroup

DeleteChannel

DeleteInput

DeleteInp 
utSecurit 
yGroup

UpdateChannel
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ユーザーが実行でき 
る一般的なアクティ 
ビティ

対応する IAM のサー
ビス

ユーザーが実行でき 
る特定のアクティビ 
ティ

ポリシーに含めるア 
クション

UpdateInput

UpdateInp 
utDevice

UpdateInp 
utSecurit 
yGroup

MediaLive チャンネル、デバイ 
ス、入力、入力セキ 
ュリティグループを 
表示する

ListChannels

ListInput 
Devices

ListInputs

ListInput 
SecurityGroups

DescribeChannel

DescribeInput

DescribeI 
nputDevice

DescribeI 
nputDevic 
eThumbnail

DescribeI 
nputSecur 
ityGroup
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ユーザーが実行でき 
る一般的なアクティ 
ビティ

対応する IAM のサー
ビス

ユーザーが実行でき 
る特定のアクティビ 
ティ

ポリシーに含めるア 
クション

MediaLive 複数のチャンネル、 
入力、マルチプレッ 
クス、または入力セ 
キュリティグループ 
でバッチ操作を実行 
する

BatchDelete
BatchStart

BatchStop

MediaLive 発信デバイス移管を 
作成またはキャンセ 
ルする、または着信 
デバイス移管を承諾 
または拒否し、保留 
中のデバイス移管を 
表示する

AcceptInp 
utDeviceT 
ransfer

CancelInp 
utDeviceT 
ransfer

ListInput 
DeviceTra 
nsfers

RejectInp 
utDeviceT 
ransfer

TransferI 
nputDevice

MediaLive スケジュールの使用 DescribeS 
chedule

BatchUpda 
teSchedule
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ユーザーが実行でき 
る一般的なアクティ 
ビティ

対応する IAM のサー
ビス

ユーザーが実行でき 
る特定のアクティビ 
ティ

ポリシーに含めるア 
クション

MediaLive CreateMultiplex

DescribeM 
ultiplex

ListMultiplexes

UpdateMultiplex

Amazon EC2

マルチプレックスの 
作成または変更

DescribeA 
vailabili 
tyZones

この操作は、 
MediaLive アベイラ
ビリティーゾーンの
リストをコンソール
に表示し、マルチプ
レックス用に 2 つ選
択できるようにする
ために必要です。

MediaLive マルチプレックスの 
削除

DeleteMultiplex

DescribeM 
ultiplex

ListMultiplexes

MediaLive マルチプレックスの 
表示

DescribeM 
ultiplex

ListMultiplexes
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ユーザーが実行でき 
る一般的なアクティ 
ビティ

対応する IAM のサー
ビス

ユーザーが実行でき 
る特定のアクティビ 
ティ

ポリシーに含めるア 
クション

MediaLive チャンネルのクラス 
を変更する

UpdateCha 
nnelClass

MediaLive チャンネルの実行 StartChannel

StopChannel

MediaLive チャンネルの一時停 
止

一時停止 (Pause) 
は、この表で前述し 
たスケジュール機能 
内のアクティビティ 
です。

MediaLive マルチプレックスの 
実行

StartMultiplex

StopMultiplex

MediaLive これらのリソースの 
作成時にチャンネル 
、入力、入力セキュ 
リティグループにタ 
グをアタッチする

CreateTag

DeleteTags

ListTagsF 
orResources
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ユーザーが実行でき 
る一般的なアクティ 
ビティ

対応する IAM のサー
ビス

ユーザーが実行でき 
る特定のアクティビ 
ティ

ポリシーに含めるア 
クション

MediaLive 予約とサービスの作 
成、変更、削除、お 
よび表示

DeleteRes 
ervation

DescribeO 
ffering

DescribeR 
eservation

ListOfferings

ListReser 
vations

PurchaseO 
ffering

AWS CloudFormation AWS CloudFormation 
スタックを作成およ 
び削除します。これ 
らのアクセス許可は 
、常に必要です。た 
とえば、CreateSta 
ck ユーザーがワー
クフローウィザード
を使用していてアク
セス権がない場合、 
MediaLive ワークフ
ローの作成は失敗し
ます。

ListStacks

DescribeStacks

DescribeS 
tackResources

CreateStack

DeleteStack
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ユーザーが実行でき 
る一般的なアクティ 
ビティ

対応する IAM のサー
ビス

ユーザーが実行でき 
る特定のアクティビ 
ティ

ポリシーに含めるア 
クション

CloudFront MediaPackage 組織が
出力先としてサポー
トしている場合、 
CloudFront ディス
トリビューションの
作成と削除を行いま
す。

ワークフローウィザ 
ードが実際にディス 
トリビューションを 
作成するため、ここ 
で必要なアクセス許 
可がアクセス許可と 
大きく異なる点に注 
意してください。

ListDistr 
ibutions

DescribeD 
istribution

CreateDis 
tribution

DeleteDis 
tribution

Amazon EC2 VPC 入力の作成 
— VPC サブネッ
トと VPC セキュリ
ティグループをコン
ソールに表示します 
MediaLive

DescribeSubnets

DescribeS 
ecurityGroups

Amazon EC2 VPC 経由で出力を配
信するためのチャネ
ルを設定する — VPC 
サブネットと VPC セ
キュリティグループ
をコンソールに表示
します。 MediaLive

DescribeSubnets

DescribeS 
ecurityGroups
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ユーザーが実行でき 
る一般的なアクティ 
ビティ

対応する IAM のサー
ビス

ユーザーが実行でき 
る特定のアクティビ 
ティ

ポリシーに含めるア 
クション

Amazon EC2 VPC 経由で出力を配
信するためのチャン
ネルを設定する — コ
ンソールで Elastic IP 
アドレスを表示しま 
す。コンソールには 
、AWS アカウントで
使用するために割り
当てられた Elastic IP 
アドレスが表示され 
ます。

DescribeA 
ddresses

MediaConnect 所属する組織がから 
のソースをサポート 
している場合は、 
MediaConnect ワー
クフローウィザー
ドを使用してフロ 
ーを作成します。 
MediaConnect

ワークフローウィザ 
ードを使用して、か 
らのソースを含むワ 
ークフローを削除し 
ます MediaConnect。

List*

Describe*

Create*

Delete*

MediaPackage MediaLive MediaPack 
age MediaLive コン
ソールのチャンネル
のドロップダウンリ
ストにチャンネルが
表示されます。

Describe*
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ユーザーが実行でき 
る一般的なアクティ 
ビティ

対応する IAM のサー
ビス

ユーザーが実行でき 
る特定のアクティビ 
ティ

ポリシーに含めるア 
クション

MediaPackage 組織が
出力先としてサポー
トしている場合は、 
MediaPackage ワーク
フローウィザードを
使用してチャンネル
を作成します。

ワークフローウィザ 
ードを使用して、 
MediaPackage出力を
含むワークフローを
削除します。

List*

Describe*

Create*

Delete*

MediaStore MediaStore 組織が
出力先としてサポー
トしている場合は、 
MediaStore ワークフ
ローウィザードを使
用してコンテナを作
成します。

ワークフローウィザ 
ードを使用して、 
MediaStore出力を含
むワークフローを削
除します。

List*

Describe*

Create*

Delete*

チャンネルヘルスを 
監視します。

CloudWatch   ListMetrics

GetMetricData

GetMetric 
Statistics
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ユーザーが実行でき 
る一般的なアクティ 
ビティ

対応する IAM のサー
ビス

ユーザーが実行でき 
る特定のアクティビ 
ティ

ポリシーに含めるア 
クション

イベントを設定する CloudWatch イベント   すべてのアクション

CloudWatc 
hEventsFu 
llAccess  マネージ
ドポリシーには、こ
れらのアクセス許可
が含まれています

ログの表示 FilterLogEvents

GetLogEvents

チャンネルロギング 
をセットアップ

Amazon CloudWatch 
ログ

保持ポリシーの設定 DeleteRet 
entionPolicy

PutRetent 
ionPolicy

MediaLive 
AccessRole  の作
成

CreateRole

PutRolePolicy

AttachRol 
ePolicy

MediaLive 
AccessRole

ListRole

PassRole

トラステッドエンテ 
ィティロール用のシ 
ンプルなオプション

IAM

MediaLive 
AccessRole  の更
新

GetRolePolicy

PutRolePolicy

AttachRol 
ePolicy
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ユーザーが実行でき 
る一般的なアクティ 
ビティ

対応する IAM のサー
ビス

ユーザーが実行でき 
る特定のアクティビ 
ティ

ポリシーに含めるア 
クション

信頼済みエンティテ 
ィロール用の複合オ 
プション

IAM 信頼されるエンティ 
ティのロールを入力 
します。

PassRole

AWS Elemental Link
デバイスの導入と操
作

MediaLive AWS Elemental Link
デバイスのデプロ
イ、設定、表示

DescribeI 
nputDevice

DescribeI 
nputDevic 
eThumbnail

ListInput 
Devices

RebootInp 
utDevice

StartInpu 
tDeviceMa 
intenance 
Window

StartInpu 
tDevice

StopInputDevice

UpdateInp 
utDevice
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ユーザーが実行でき 
る一般的なアクティ 
ビティ

対応する IAM のサー
ビス

ユーザーが実行でき 
る特定のアクティビ 
ティ

ポリシーに含めるア 
クション

AWS Elemental Link
デバイスの転送を処
理

MediaLive AWS Elemental Link
デバイスの転送を処
理

AcceptInp 
utDeviceT 
ransfer

CancelInp 
utDeviceT 
ransfer

ClaimDevice

ListInput 
DeviceTra 
nsfers

RejectInp 
utDeviceT 
ransfer

TransferI 
nputDevice

AWS Elemental Link 
MediaConnectデバイ
スをフローのソース
として設定する。

MediaConnect MediaLive MediaConn 
ect コンソールのド
ロップダウンリス
トにフローが表示
されます。このド
ロップダウンリス
トは、デバイス詳細
ページの「添付ファ
イル」タブの「フ
ロー ARN」フィール
ドに表示されます。

ListFlows
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ユーザーが実行でき 
る一般的なアクティ 
ビティ

対応する IAM のサー
ビス

ユーザーが実行でき 
る特定のアクティビ 
ティ

ポリシーに含めるア 
クション

IAM MediaLive コンソール
のドロップダウンリ
ストに IAM ロールが
表示されます。この
ドロップダウンリス
トは、デバイス詳細
ページの「添付ファ
イル」タブの「ロー
ル ARN」フィールド
に表示されます。

ListRoles

Secrets Manager MediaLive コンソー
ルのドロップダウ
ンリストに Secrets 
Manager シークレッ
トが表示されます。
このドロップダウ
ンリストは、デバイ
ス詳細ページの「添
付ファイル」タブ
の「Secret ARN」
フィールドに表示さ
れます。

ListSecrets

E メール通知を設定し 
ます。

Amazon SNS   すべてのアクション

AmazonSNS 
FullAccess  マ
ネージドポリシーに
は、これらのアクセ
ス許可が含まれてい
ます
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ユーザーが実行でき 
る一般的なアクティ 
ビティ

対応する IAM のサー
ビス

ユーザーが実行でき 
る特定のアクティビ 
ティ

ポリシーに含めるア 
クション

Systems Manager MediaLive コンソール
またはコンソールを
使用してパスワード
パラメータを作成し
ます。AWS Systems 
Manager

DeleteParameter

DeletePar 
ameters

DescribeP 
arameters

GetParameter

GetParame 
terHistory

GetParameters

GetParame 
tersByPath

PutParameter

AWS Systems 
Manager

Systems Manager MediaLive コンソール
のドロップダウンリ
ストからパスワード
パラメータを選択す
る

DescribeP 
arameters

AWS Elemental MediaLive機能の要件

AWS Elemental MediaLive 機能へのアクセス権限をユーザーに付与する必要があります。の権限は
次の 3 MediaLive つのカテゴリに分類できます。

• 作成のアクセス許可

• 表示するアクセス許可

• 実行する許可
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異なる種類のユーザーに異なるアクセス権限を付与することもできます。例えば、「ベーシックオペ
レーター」が作成のためのアクセス許可を持たないように決定できます。

特に、予約を操作する機能を制限するかどうかを決定する必要があります。このアクセス権限を管
理者またはアドバンストユーザーにのみ付与することもできます。予約の詳細については、「the 
section called “予約”」を参照してください。

次の表は、へのアクセスに関連する IAM MediaLive の操作を示しています。

アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

チャンネル、デバイス、入
力、入力セキュリティグルー
プを作成、変更、削除する

MediaLive CreateChannel

CreateInput

CreateInputSecurit 
yGroup

DeleteChannel

DeleteInput

DeleteInputSecurit 
yGroup

UpdateChannel

UpdateInput

UpdateInputDevice

UpdateInputSecurit 
yGroup

チャンネル、デバイス、入
力、入力セキュリティグルー
プを表示する

MediaLive ListChannels

ListInputDevices

ListInputs

ListInputSecurityG 
roups
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アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

DescribeChannel

DescribeInput

DescribeInputDevice

DescribeInputDevic 
eThumbnail

DescribeInputSecur 
ityGroup

実行中のチャンネルのアラー
トを表示する

このアクションは IAM コン
ソールのポリシーウィザード
に表示されないことに注意 
してください。このアクショ
ンを含めるには、ポリシー
を作成し、ポリシーを編集し
て "medialive:ListAle 
rts",  の行を JSON に直接
入力します。これらの手順は
すべて IAM コンソールで実行
できます。

MediaLive ListAlerts

複数のチャンネル、入力、マ
ルチプレックス、または入力
セキュリティグループでバッ
チ操作を実行する

MediaLive BatchDelete
BatchStart

BatchStop
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アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

発信デバイス移管を作成また
はキャンセルする、または着
信デバイス移管を承諾または
拒否し、保留中のデバイス移
管を表示する

MediaLive AcceptInputDeviceT 
ransfer  CancelInp 
utDeviceTransfer
ListInputDeviceTra 
nsfers  RejectInp 
utDeviceTransfer
TransferInputDevice

スケジュールの使用 MediaLive DescribeSchedule

BatchUpdateSchedule

MediaLive CreateMultiplex

DescribeMultiplex

ListMultiplexes

UpdateMultiplex

マルチプレックスの作成また
は変更

EC2 DescribeAvailabili 
tyZones

この操作は、 MediaLive アベ
イラビリティーゾーンのリス
トをコンソールに表示し、マ
ルチプレックス用に 2 つ選択
できるようにするために必要
です。

マルチプレックスの削除 MediaLive DeleteMultiplex

DescribeMultiplex

ListMultiplexes
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アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

マルチプレックスの表示 MediaLive DescribeMultiplex

ListMultiplexes

チャンネルのクラスを変更す
る

MediaLive UpdateChannelClass

チャンネルの実行 MediaLive StartChannel

StopChannel

チャンネルの一時停止 MediaLive 一時停止は、上記のスケ
ジュール機能の一部です。

マルチプレックスの実行 MediaLive StartMultiplex

StopMultiplex

これらのリソースの作成時に
チャンネル、入力、入力セ
キュリティグループにタグを
アタッチする

MediaLive CreateTag

DeleteTags

ListTagsForResources

予約とサービスの作成、変
更、削除、および表示

MediaLive DeleteReservation

DescribeOffering

DescribeReservation

ListOfferings

ListReservations

PurchaseOffering
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AWS CloudFormation の要件

MediaLive にはワークフローウィザードが含まれています。ワークフローの作成には、常に AWS 
CloudFormation スタックの自動作成が含まれます。したがって、ワークフローウィザードを使用す
るには、AWS CloudFormation でのアクセス許可が必要です。

アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

ワークフローウィザードの操
作

AWS CloudFormation ListStacks

DescribeStacks

DescribeStackResou 
rces

CreateStack

DeleteStack

アマゾンの要件 CloudFront

MediaLive にはワークフローウィザードが含まれています。ウィザードのオプションの 1 つ
は、Amazon AWS Elemental MediaPackage への出力とそこからの出力を Amazon に配信すること
です CloudFront。そのため、ユーザーがに配信するワークフローを作成するには MediaPackage、
ユーザーにはアクセス権限が必要です CloudFront。

アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

MediaPackage 組織が出力先
としてサポートしている場合
は、 CloudFront MediaPack 
age ワークフローウィザード
を使用してチャンネルに関連
するディストリビューション
を作成します。

ワークフローウィザードを使
用して、 CloudFront ディスト

CloudFront ListDistributions

DescribeDistribution

CreateDistribution

DeleteDistribution
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アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

リビューションを含むワーク
フローを削除します。

CloudFrontCreate また、 MediaPackage 所属する組織が出力先としてサポートしている場合は、 
CloudFront ディストリビューションを削除します。

ワークフローウィザードが実際にディストリビューションを作成するため、ここで必要なアクセス許
可がアクセス許可と大きく異なる点に注意してください。

AWS CloudTrail の要件

MediaLive はAWS CloudTrail、ユーザー、ロール、AWSまたはサービスが実行したアクションの記
録を提供するサービスと統合されています MediaLive。

ユーザーには、AWS CloudTrail の特別なアクセス許可は必要ありません。

Amazon CloudWatch — チャネルの状態を監視するための要件

AWS Elemental MediaLiveコンソールには、 CloudWatch MediaLive チャンネルの状態に関するメト
リック情報を収集してコンソールに直接表示するページ (Channel details) があります。

コンソールでメトリクスを表示するアクセス許可の一部またはすべてのユーザーに付与するかどうか
を決定する必要があります。

MediaLive ユーザーがコンソールでこの情報を表示するには、Amazon CloudWatch でのメトリクス
操作の閲覧権限が必要です。ユーザーがこれらのアクセス許可を持っている場合、 CloudWatch コン
ソール、AWS CLI、または REST API を通じて情報を表示することもできます。

次の表は、チャンネルヘルスをモニタリングするためのアクセスに関連する IAM のアクションを示
しています。

アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

メトリクスの表示 CloudWatch ListMetrics

GetMetricData

GetMetricStatistics
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CloudWatchと Amazon SNS の要件—E メール通知のセットアップ

MediaLive 実行中のチャネルに関する情報を提供します。 CloudWatch この情報をイベントとして 
Amazon に送信します。これらのイベントの詳細は、オプションで 1 人以上のユーザーに配布でき
ます。誰かがこのディストリビューションをセットアップする必要があります。(セットアップ手順
については、「the section called “ CloudWatch イベントによるモニタリング”」を参照してくださ
い。)

これらのアクセス許可を一部またはすべてのユーザーに付与するかどうかを決定する必要がありま
す。各ユーザーに独自のディストリビューション設定を実行することを許可することもできます。ま
たは、管理者が、該当するユーザーの起動時にセットアップを実行し、新しいユーザーが追加される
たびに再度実行する必要があると判断する場合があります。

次の表は、E メール通知をセットアップするためのアクセスに関連する IAM のアクションを示して
います。

アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

書き込み CloudWatch イベント すべてのアクション

書き込み SNS すべてのアクション

Amazon CloudWatch ログの要件 — チャネルロギングの設定

MediaLive チャネルログを生成して CloudWatch Logs に送信し、ユーザーが閲覧できるようにしま
す。チャンネルログの詳細については、「the section called “CloudWatch ログ”」を参照してくださ
い。

Logs CloudWatch 内のログを閲覧する権限を一部のユーザーに付与するか、すべてのユーザーに付
与するかを決定する必要があります。

また、一部またはすべてのユーザーにログの保持ポリシーを設定するアクセス許可を与えるかどうか
も決定する必要があります。このアクセス権限をユーザーに付与しない場合は、管理者がポリシーを
設定する必要があります。

ユーザーには、 MediaLive 内からのログ記録を有効にするための特別なアクセス許可は必要ありま
せん。
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次の表は、チャンネルログをセットアップするためのアクセスに関連する IAM のアクションを示し
ています。

アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

ログを表示する CloudWatch ログ FilterLogEvents

GetLogEvents

保持ポリシーの設定 CloudWatch ログ DeleteRetentionPol 
icy

PutRetentionPolicy

Amazon Elastic Compute Cloud の要件 — VPC 入力

デプロイには、Amazon VPC で作成した VPC MediaLive から接続するプッシュ入力が含まれる場合
があります。

MediaLive ユーザーがコンソールでこのタイプの入力を作成すると、ドロップダウンリストからサブ
ネットとセキュリティグループを選択できます。ドロップダウンリストに Amazon VPC のリソース
が入力されるようにするには、ユーザーに適切なアクセス許可が必要です。Amazon VPC 入力の詳
細については、「the section called “入力の作成”」を参照してください。

次の表は、ドロップダウンに入力するためのアクセスに関連する IAM のアクションを示していま
す。

アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

MediaLive コンソールで VPC 
サブネットと VPC セキュリ
ティグループを表示する

EC2 DescribeSubnets

DescribeSecurityGr 
oups

Amazon Elastic Compute Cloud の要件 — VPC 経由での配信

デプロイには、Amazon 仮想プライベートクラウド (Amazon VPC) の出力エンドポイントへの配信
用にいくつかのチャンネルのセットアップが含まれる場合があります。
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MediaLive ユーザーがコンソールでこの機能を設定すると、ドロップダウンリストからサブネット、
セキュリティグループ、EIP を選択できます。ドロップダウンリストに Amazon VPC のリソース
が入力されるようにするには、ユーザーに適切なアクセス許可が必要です。この機能については、
「the section called “VPC 配信”」を参照してください。

次の表は、ドロップダウンに入力するためのアクセスに関連する IAM のアクションを示していま
す。

アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

VPC サブネットと VPC セ
キュリティグループをコ
ンソールに表示します。 
MediaLive

EC2 DescribeSubnets

DescribeSecurityGr 
oups

Elastic IP アドレスをコンソー 
ルに表示します。コンソール
には、AWS アカウントで使
用するために割り当てられた 
Elastic IP アドレスが表示され 
ます。

EC2 DescribeAddresses

IAM — 信頼済みエンティティロールの要件

ユーザーが信頼済みエンティティロールを使用して作業できるように、制限付きの IAM 機能へのア
クセスをユーザーに許可する必要があります。 MediaLive このロールにより、AWS組織のアカウン
トに属するリソースに対して操作を実行できます。 MediaLive チャンネルが稼働しているときには
この機能が必要です。

Important

このセクションを読む前に、を読んでthe section called “信頼されたエンティティの IAM 権
限”、信頼できるエンティティの仕組みを理解し、所属する組織が単純オプションと複合オプ
ションのどちらを使用しているかがわかるようにしてください。
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簡易オプションのユーザーアクセス

信頼されるエンティティ向けのシンプルなオプションが導入環境に適していると判断した場合は、こ
のセクションをお読みください。このオプションでは、 MediaLiveAccessRole ユーザーはロールの
みを使用して信頼されたエンティティを操作します。

このセクションを読む前に、を読んでthe section called “信頼されたエンティティの IAM 権限”、信頼
されるエンティティの仕組みを理解し、所属する組織が単純オプションと複合オプションのどちらを
使用しているかがわかるようにしてください。

ユーザーが [Channel and input details] ペインの [IAM Role] セクションで作業するには、このペイン
でオプションを選択できる必要があります。以下のスクリーンショットは、チャンネルの作成を開始
したときに表示される IAM Role セクションを示しています。

次の表に記載されているアクセス権をユーザーに付与する必要があります。すべてのアクションは 
IAM サービスにあります。
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コンソールのフィールド 説明 アクション

[既存のロールを使用] を選択
します。

ユーザーは、「既存のロー
ルを使用」MediaLive 
AccessRole  フィールドに
付随する選択フィールドから
選択できる必要があります。

ListRole

PassRole

「テンプレートからロールを
作成」オプションを選択しま
す。

ユーザーは「テンプレートか
らロールを作成」フィールド
を選択できる必要がありま 
す。

(ロールは、最初にチャンネル
を作成したユーザーが一度だ 
け作成する必要があります。 
ただし、これらの権限をすべ
てのユーザーに付与するのが
最も簡単です。)

CreateRole

PutRolePolicy

AttachRolePolicy

「カスタムロール ARN を指
定」を選択します

ユーザーはこのフィールドを
選択できる必要はありませ
ん。ユーザーは MediaLive 
AccessRole  を使用しま
す。カスタムロールを使用す 
ることはありません。

なし

[更新] を選択します。 MediaLive MediaLive 
AccessRole を新しい権限
で更新するには、ユーザがこ
のボタンを選択できる必要が
あります。新しい機能が追加 
されたときに、ロールに権限
を追加しなければならない場
合があります MediaLive。

GetRolePolicy

PutRolePolicy

AttachRolePolicy
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複合オプションへのユーザーアクセス

信頼されるエンティティ用の複合オプションが導入環境に適していると判断した場合は、このセク
ションをお読みください。このオプションでは、ユーザーは作成したカスタムロールを使用して信頼
されたエンティティを操作します。

このセクションを読む前に、「」を読み、the section called “信頼されたエンティティの IAM 権限”そ
の手順に従って複合オプション用の信頼済みエンティティロールを作成する必要があります。

トピック

• ユーザーが必要とする権限

• ユーザーが必要とする情報

ユーザーが必要とする権限

ユーザーが [チャンネルと入力の詳細] ペインの [IAM ロール] セクションで作業するには、このペイ
ンでオプションを選択できる必要があります。以下のスクリーンショットは、チャンネルの作成を開
始したときに表示される IAM Role セクションを示しています。
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次の表に記載されているアクセス権をユーザーに付与する必要があります。すべてのアクションは 
IAM サービスにあります。

コンソールのフィールド 説明 アクション

[既存のロールを使用] を選択
します。

ユーザーは、「既存のロール
を使用」フィールドに付随す
る選択フィールドのリストを
表示できないようにする必要 
があります。

このリストには、AWSアカ
ウントで作成されたすべての
ロールが表示されます。ユー
ザーはこのリストから選択で

なし
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コンソールのフィールド 説明 アクション

きないようにする必要があり
ます。

「テンプレートからロールを
作成」オプションを選択しま
す。

ユーザーは「テンプレートか
らロールを作成」フィールド
を選択できないようにする必 
要があります。

ユーザーはロールを作成しま
せん。ロールを作成するのは
管理者だけです。

なし

「カスタムロール ARN を指
定」を選択します

ユーザーは、「Specify 
custom role ARN」フィールド
に付随する入力フィールドに
ロールを入力できる必要があ
ります。その後、そのロール 
をに渡せる必要があります。 
MediaLive

iam:PassRole

[更新] を選択します。 「更新」MediaLive 
AccessRole  ボタンはを使
用する実装でのみ表示される
ため、ユーザーは「更新」ボ
タンを選択する必要はありま
せん。複雑なオプションはこ
のロールを使用しないため、
このボタンは表示されませ 
ん。

なし

ユーザーが必要とする情報

ユーザーがチャンネルを作成すると、 MediaLive MediaLive 正しい信頼できるポリシーを設定する権
限がユーザーに渡されます。これらのポリシーは、信頼されたエンティティを設定したときに作成し
ました。具体的には、信頼されるエンティティのロールを作成したときに、作成したすべてのロール
の ARN を書き留めました。
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各ユーザーに、作業する各ワークフロー (チャネル) で使用する必要があるロール (ARN で識別) のリ
ストを提供する必要があります。

• 各ユーザーには、担当するワークフローに適した役割を割り当てるようにしてください。各ロール
は、 MediaLive 特定のワークフローに適用されるリソースへのアクセスを許可します。

• ユーザーごとに役割のリストは異なる可能性があります。

ユーザーが [カスタムロール ARN を指定] を選択すると、ユーザーはリストを参照して、チャネルが
適用されるワークフローと、それに応じて適用されるロール ARN を見つけます。

AWS Elemental Link の要件

組織では、AWS Elemental Link次のどちらかまたは両方の方法でハードウェアデバイスを導入する
場合があります。

• AWS Elemental MediaLiveチャンネルに接続する入力のビデオソースとして。

• AWS Elemental MediaConnectフローのビデオソースとして。

このセクションでは、AWS Elemental Link MediaLive 入力やフローを処理するようにデバイスを設
定できるように、ユーザー (IAM 管理者) がユーザーやその他の AWS ID に割り当てる必要がある
権限について説明します。 MediaConnect これらのデバイスの詳細については、を参照してくださ
い。セットアップ:AWS Elemental Link

この情報を次のように読んでください。

• 組織にデバイスを導入し、そのデバイスを一緒に使用するユーザーがいる場合は、この情報をお読
みください MediaLive。

• また、 MediaLiveデバイスを展開してソースとして使用するように設定するだけのユーザーが組織
にいる場合もあるので、それらのユーザーには最低限の権限ルールに従う必要があるかもしれませ
ん。その場合は、を参照してくださいthe section called “IAM 権限を持つユーザーを設定する”。

次の表に示すように、複数のサービスのアクションに権限を割り当てる必要があります。

アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

AWS Elemental Linkデバイス
をデプロイ、設定、表示する

MediaLive DescribeInputDevice
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アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

DescribeInputDevic 
eThumbnail

ListInputDevices

RebootInputDevice

StartInputDeviceMa 
intenanceWindow

StartInputDevice

StopInputDevice

UpdateInputDevice

AWS Elemental Linkデバイス
の転送を処理

MediaLive AcceptInputDeviceT 
ransfer

CancelInputDeviceT 
ransfer

ClaimDevice

ListInputDeviceTra 
nsfers

RejectInputDeviceT 
ransfer

TransferInputDevice
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アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

MediaLive MediaConnect コ
ンソールのドロップダウンリ
ストにフローが表示されます 
。このドロップダウンリス
トは、デバイス詳細ページ 
の「添付ファイル」タブの
「フロー ARN」フィールドに
表示されます。

MediaConnect ListFlows

MediaLive コンソールのド
ロップダウンリストに IAM 
ロールが表示されます。この
ドロップダウンリストは、デ
バイス詳細ページの「添付
ファイル」タブの「ロール 
ARN」フィールドに表示され
ます。

IAM ListRoles

MediaLive コンソールのド
ロップダウンリストに Secrets 
Manager シークレットが表
示されます。このドロップダ
ウンリストは、デバイス詳細
ページの「添付ファイル」タ
ブの「Secret ARN」フィール
ドに表示されます。

Secrets Manager ListSecrets

AWS Elemental MediaConnect の要件

デプロイには、AWS Elemental MediaConnect からのフローを AWS Elemental MediaLive への入力
として使用することが含まれる場合があります。

MediaConnect MediaLive ユーザーがワークフローウィザードを使用する際には、アクションを実行
する権限が必要です。 MediaLive MediaConnect 通常のコンソールを使用して入力またはチャネルの
フローを指定する場合、ユーザーは特別な権限を必要としません。
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アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

所属する組織がからのソー
スをサポートしている場合
は、 MediaConnect ワークフ
ローウィザードを使用して
フローを作成してください 
MediaConnect。

ワークフローウィザードを使
用して、からのソースを含む
ワークフローを削除します 
MediaConnect。

MediaConnect List*

Describe*

Create*

Delete*

AWS Elemental MediaPackage の要件

AWS Elemental MediaPackageデプロイメントでは、HLS 出力グループを作成するか、出力グルー
プを作成して、 MediaPackage 出力をに送信する場合があります。( MediaLive MediaPackage 両者
には「チャネル」がありますが、これらは異なるオブジェクトであることに注意してください)。

ユーザーには、 MediaPackage MediaLive MediaLive コンソールを使用するときとワークフローウィ
ザードを使用するときにアクションを実行する権限が必要です。

アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

MediaLive MediaPackage 
MediaLive コンソールのチャ
ンネルのドロップダウンリス
トにチャンネルが表示されま
す。

MediaPackage Describe*

MediaPackage 組織が出力先
としてサポートしている場合
は、 MediaPackage ワーク
フローウィザードを使用して
チャンネルを作成します。

MediaPackage List*

Describe*

Create*

Delete*
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アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

ワークフローウィザードを使
用して、 MediaPackage出力
を含むワークフローを削除し 
ます。

AWS Elemental MediaStore の要件

AWS Elemental MediaStore コンテナ内のファイルをデプロイで使用する場合があります。例えば、
デプロイでは次の方法でファイルを使用できます。

• HLS 入力のソースとして

• HLS 出力グループの送信先として

MediaStore MediaLive ユーザーがワークフローウィザードを使用する際には、アクションを実行す
る権限が必要です。 MediaLive MediaStore 通常のコンソールを使用してチャンネル内のコンテナを
指定する場合、ユーザーは特別な権限を必要としません。

アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

MediaStore 所属する組織が出
力先として対応している場合
は、 MediaStore ワークフロー
ウィザードを使用してコンテ
ナを作成します。

ワークフローウィザードを使
用して、 MediaStore出力を含
むワークフローを削除します 
。

MediaStore List*

Describe*

Create*

Delete*

AWS Resource Groups の要件 — タグ付け

ユーザーがチャンネル、入力、または入力セキュリティグループを作成するときに、作成時にオプ
ションでタグをリソースにアタッチできます。通常、組織にはタグ付け、またはタグの省略のポリ
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シーがあります。2 つの異なるシナリオで、タグ付けのアクセス許可を制御する 2 つのサービスがあ
ります。

• チャネルの作成中にタグを付ける機能は、AWS Elemental MediaLive 内のアクションによって制
御されます。the section called “MediaLive” を参照してください。

• 既存のリソースのタグを変更する機能は、リソースグループのタグ付けのアクションによって制御
されます。詳細については、AWS Management Console の開始方法の「タグエディタの使用」を
参照してください。

Amazon S3 の要件

Amazon S3 バケット内のファイルをデプロイで使用する場合があります。例えば、デプロイでは次
の方法でファイルを使用できます。

• HLS 入力のソースとして

• アーカイブ出力グループの送信先として

• HLS 出力グループの送信先として

ユーザーは、 MediaLive コンソールのフィールドに Amazon S3 バケットを指定するための特別な権
限を必要としません。

AWS Systems Manager の要件 — パラメータストアでのパスワードパラ
メータの作成

AWS Elemental MediaLive コンソールには、ユーザーが AWS Systems Manager パラメータストア
でパスワードパラメータを作成できる機能が含まれています。この機能は、[Create Channel] (チャ
ンネルの作成) ページの一部です。この機能は AWS CLI または REST API には存在しません。

一部またはすべてのユーザーに、この機能を使用するアクセス許可を付与するかどうかを決定する必
要があります。(このアクセス権限をユーザーに付与しない場合、パラメータの作成は管理者が行う
必要があります。)

パスワードパラメータを作成する機能について

AWS Systems Manager パラメータストアは、AWS Elemental MediaLive で広く使用されています。
このストアを各ユーザーが使用する確率は高いと言えます。外部でファイルを取得して保存できるよ
うに、ストアは MediaLive に必要なパスワードを保持しています。
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MediaLive このストアを使用してパスワードを保持する関数には、次のようなものがあります。

• RTMP Pull タイプ、または HLS Pull タイプの入力 (接続が安全な場合)。

• 外部ファイルの URL を保持するチャンネルのフィールド (接続が安全な場合)。このタイプの
フィールドの例は、[Avail blanking image] (表示のブランキングイメージ) です。

• HLS 出力グループまたは Microsoft Smooth 出力グループのターゲット (接続がセキュアである場
合)。

いずれの場合も、 MediaLive ユーザー名とパスワードが必要です。パスワードは常にパラメータ
に保存されます。したがって、コンソールには [Username] (ユーザー名) フィールドと [Password 
parameter] (パスワードパラメータ) フィールドが含まれます。関連フィールドの例として、 
MediaLive コンソールを開いて [チャンネルを作成]、[一般設定]、[Avail Blanking]、[Avail Blanking
image] を選択し、[Credentials] を選択します。

パスワードパラメータの仕組み

パスワードパラメータ機能を使用すると、ユーザーがチャネルを作成するときに、AWS Elemental 
MediaLive はパスワードをプレーンテキストで保存しません。このプロセスは、次のように機能しま
す。

• まず、ユーザーまたは管理者が AWS Systems Manager パラメータストアでパ
スワードパラメータを作成します。パラメータは名前と値のペアであり、名前は
corporateStorageImagesPassword のようになります。値は実際のパスワードです。

• 次に、 MediaLive ユーザーがチャンネルやインプットインを作成しているときにパスワードを入
力する必要がある場合、ユーザーはパスワードの代わりにパスワードパラメーター名を指定しま
す。その名前はに保存されます MediaLive。実際のパスワードは保存されません MediaLive。

• 最後に、チャネルが実行中で (外部の場所への読み取りまたは書き込みのために) MediaLive パス
ワードが必要になったら、パスワードパラメータ名を Parameter Store に送信し、応答として実際
のパスワードを返します。

に組み込まれている機能を作成します。AWS Elemental MediaLive

コンソールにパスワードフィールドが表示されると、AWS Elemental MediaLive の機能を使用し
て、ユーザーは次のいずれかの操作を行うことができます。

• 既存のパスワードパラメータの名前を入力します。
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• 名前と値のペア (パラメータ名と実際のパスワード) を入力して、パスワードパラメータを作成し
ます。

必要なアクセス許可

ユーザーは、パスワードパラメータの名前を入力するか、ドロップダウンリストから名前を選択する
必要があります。一部のユーザーには、AWS Elemental MediaLive 内でパスワードパラメータを作
成するアクセス許可が必要な場合があります。

名前を入力するためのアクセス許可

AWS Elemental MediaLive コンソールで既存のパスワードパラメータの名前を入力するために、特
別なアクセス許可は必要ありません。

名前を選択するためのアクセス許可

ユーザーがドロップダウンリストから名前を選択するには、ユーザーには AWS Systems Manager 
の GetParameters アクセス許可が必要です。

作成するためのアクセス許可

AWS Elemental MediaLive コンソールでパスワードパラメータを作成するユーザーには、AWS 
Systems Manager パラメータストアでの特定のオペレーションに対するアクセス許可が必要です。
(このアクセス許可により、ユーザーは AWS Systems Manager コンソールでこれらのパスワードパ
ラメータを事前に作成することもできます。)

一部またはすべてのユーザーに、これらのパスワードパラメータを作成するアクセス権限を付与でき
ます。通常、このアクセス権限は、機密性の高いパスワードを持つ信頼されているユーザーにのみ付
与されます。これらのユーザーは、アドバンストユーザーとして識別されたユーザーである場合があ
ります。

• 上級ユーザーのみにアクセス権限を付与する場合、これらのユーザーには、該当するアセットの起
動時、および MediaLive によって新しいアセットが必要となるたびに、パラメータを作成する責
任があります。 MediaLive ユーザーはコンソールまたはコンソールでセットアップを実行できま
す。AWS Systems Manager

• このアクセス権限をユーザーに付与しない場合、管理者には、該当するアセットの起動時、および 
MediaLive に新しいアセットが必要となるたびに、そのパラメータを作成する責任があります。管
理者は、AWS Systems Manager コンソールでこのセットアップを実行することもできます。
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変更と削除のためのアクセス許可

ユーザーがパスワードパラメータを変更および削除 (および作成) できるようにするには、変更およ
び削除オペレーションのアクセス権限を付与します。ユーザーは、AWS Systems Manager パラメー
タストアから変更および削除できます。AWS Elemental MediaLive コンソールには、変更と削除の
ための機能はありません。

このアクセス許可を、作成権限を持つユーザーに付与することもできます。または、管理者にのみ、
このアクセス権限を付与することもできます。

次の表は、パラメータストアのアクセスに関連する IAM のアクションを示しています。

アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

選択 Systems Manager GetParameters

作成 Systems Manager PutParameter

変更と削除 Systems Manager DeleteParameter

DeleteParameters

DescribeParameters

GetParameter

GetParameterHistory

GetParameters

GetParametersByPath

MediaLive 信頼できるエンティティとしての IAM 権限

AWS Elemental MediaLiveチャンネルが稼働しているときに、 MediaLive AWSそのチャンネル自体
が組織のアカウントに属するリソースに対して操作を実行できるように設定する必要があります。つ
まり、 MediaLive 組織のアカウントの信頼できるエンティティとして設定する必要があります。

このセクションでは、信頼されるエンティティに関連する 3 つの設定を行う方法について説明しま
す。
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• トラステッド・エンティティを実装するためのオプションを決定してください。

• MediaLive 信頼できるエンティティとして設定し、信頼されたエンティティで作業するときにその
信頼できるエンティティと連携できるようにユーザーを設定します MediaLive。

信頼されたエンティティロールについて

AWS Elemental MediaLiveチャンネルが稼働しているときに、 MediaLive AWSそのチャンネル自体
が組織のアカウントに属するリソースに対して操作を実行できるように設定する必要があります。た
とえば、デプロイメントでは、 MediaLive 処理中に必要なブラックアウトイメージなどのファイル
のソースとして Amazon S3 を使用する場合があります。 MediaLive これらのファイルを取得するに
は、Amazon S3 の一部またはすべてのバケットへの読み取りアクセス権が必要です。

これらのリソースで必要な操作を実行するには、 MediaLive をアカウントの信頼できるエンティ
ティとして設定する必要があります。

MediaLive は、信頼されたエンティティとして次のように設定されます。(AWSアカウントに属する) 
ロールは、 MediaLive 信頼できるエンティティとして識別されます。ロールは 1 つ以上のポリシー
にアタッチされています。各ポリシーには、許可されたオペレーションとリソースに関するステート
メントが含まれています。信頼されたエンティティ、ロール、ポリシー間のチェーンは、次のステー
トメントを作成します。

「MediaLive ポリシーで指定されたリソースに対して操作を実行するために、このロールを引き受け
ることが許可されています。」

このロールを作成すると、 MediaLive ユーザーはチャンネルを作成または編集するときに、指定さ
れたチャンネルにロールをアタッチします。このアタッチメントにより、次のステートメントが記述
されます。

「このチャンネルでは、 MediaLive ポリシーで指定されたリソースに対して操作を実行するために
このロールを引き受けることができます。」
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アタッチメントはチャンネルレベルで行われるため、チャンネルごとに異なるロールを柔軟に作成
できます。ロールごとに異なるオペレーション、 MediaLive 特に異なるリソースにアクセスできま
す。

ステップ 1: 信頼されるエンティティを実装するためのオプションを選択し
ます。

AWS Elemental MediaLive で信頼されたエンティティロールをセットアップするには、シンプルな
オプションと複雑なオプションの 2 つのオプションがあります。

どのオプションを使用するかは、組織で決定する必要があります。この決定は、組織のリソースへ
のアクセス要件を理解している組織内の担当者が行う必要があります。この担当者は、他の AWS の
サービスのリソースへの AWS Elemental MediaLive チャネルのアクセスが制限される必要があるか
どうかを理解する必要があります。たとえば、この担当者は、Amazon S3 のバケットへのチャネル
アクセスを制限して、特定のチャネルが一部のバケットにアクセスでき、他のバケットにはアクセス
できないようにする必要があるかどうかを判断する必要があります。

トピック

• シンプルなオプション

• 複雑なオプション

シンプルなオプション

この単純なオプションは通常、以下の両方の状況に当てはまる場合に適用されます。

• 組織内のユーザーは、組織自身の資産 (顧客の資産ではない) AWS Elemental MediaLive のエン
コードに使用しています。

• 組織には、アセットへのアクセスに関する厳密なルールはありません。たとえば、特定のユーザー
や部署だけが処理できる動画アセットはありません。

シンプルなオプションでは、ロールは MediaLiveAccessRole の 1 つだけです。すべてのチャン
ネルにこのロールが使用され、組織内のすべてのユーザーが担当するチャンネルにそのロールを割り
当てることができます。

MediaLiveAccessRole ロールは、オペレーションへの広範なアクセスと、すべてのリソースへ
の完全なアクセスを付与します。これにより、 MediaLive チャンネルの稼働中にアクセスする必要
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のあるすべてのサービスに、読み取り専用アクセスまたは読み取り/書き込みアクセスが許可されま
す。また、最も重要な点として、これらのサービスに関連付けられているすべてのリソースへのフル
アクセスが許可されます。

このシンプルなオプションが導入環境に適している場合は、の手順に従ってください。the section 
called “ステップ 2: 簡単なオプションによるセットアップ”

複雑なオプション

複雑なオプションは、オペレーションへの広範なアクセスと、すべてのリソースへの完全なアクセス
を許可するため、MediaLiveAccessRole ロールの使用範囲が広すぎる場合に適用されます。

例えば、次のような要件があるとします。

• あるチャンネルには特定のリソースのみへのアクセスを許可し、別のチャンネルには特定の異なる
リソースのみへのアクセスを許可するという要件。このような状況では、複数のアクセスロールを
作成する必要があります。各ロールは、権限を異なるリソースセットに絞り込みます。

• ユーザーが知るべきでないロールを表示できないようにする、またはユーザーが間違ったロールを
選択することを防ぐために、各ユーザーがコンソールに特定のロールのみを表示できるようにする
必要がある要件。たとえば、ユーザー A だけがワークフロー X を操作できるように設定し、さら
にユーザー A だけがワークフロー X について知っているようにする必要がある場合があります。

複雑なオプションが導入環境に適用できる場合は、the section called “ステップ 2: 複合オプションに
よるセットアップ”の手順に従ってください。

ステップ 2: トラストエンティティを作成する — 簡単なオプション

信頼されたエンティティの設定に簡易オプションを使うべきだと決めた場合は、このセクションをお
読みください。

このオプションでは、 MediaLive MediaLive ユーザーの1人がコンソールのウィザードを使用して信
頼済みエンティティを作成します。このウィザードは、信頼されたエンティティを作成するメカニズ
ムを提供します。また、信頼されたエンティティを新しい権限で更新するメカニズムも含まれていま
す。新しい機能が追加されたときに、信頼されたエンティティに権限を追加しなければならない場合
があります MediaLive。

ユーザーが実行すべきタスク
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したがって、このオプションでは、実行するタスクは 1 つだけです。 MediaLive すべてのユーザー
に権限を設定して、これらのユーザーがウィザードを使用して次の 2 種類のアクティビティを実行
できるようにする必要があります。

• ユーザーは信頼されたエンティティを作成および更新できます。

• ユーザーはウィザードを使って特定の信頼されたエンティティをチャンネルにアタッチできます。

この設定の詳細については、を参照してくださいthe section called “簡易オプションのユーザーアク
セス”。

ステップ 2: 信頼済みエンティティの作成 — 複合オプション

信頼されるエンティティの設定に複合オプションを使用すべきだと判断した場合は、このセクション
をお読みください。

MediaLive デプロイメント内で相互作用するサービスを特定する必要があります。次に、各サービス
内で、 MediaLive アクセスする必要のあるオペレーションとリソースを特定する必要があります。
次に、必要なアクセスを記述するポリシーを作成し、ロールを作成し MediaLive、そのロールにポ
リシーをアタッチする信頼関係 (信頼できるエンティティ) を作成する必要があります。ポリシー、
ロール、信頼されたエンティティがどのように連携するかの図については、を参照してくださいthe 
section called “信頼されたエンティティロールについて”。

MediaLive 信頼されたエンティティを設定すると、のユーザーは、作成中のチャネルに接続する信頼
されたエンティティを選択します。

あなたが実行すべきタスク

そのため、このオプションでは以下のタスクを実行する必要があります。

• ポリシーとロールを作成し、 MediaLive そのポリシーとロールを使用して信頼できるエンティ
ティとして設定します。

• チャネルを作成または編集するときに、 MediaLive 特定の信頼ポリシーをチャネルに適用できる
権限を持つすべてのユーザーを設定します。

これらのステップはステップ A ～ E で説明されています。

トピック

• ステップ A: アクセス要件を決定する
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• ステップ B: ポリシーを作成する

• ステップ C: ロールを作成する

• ステップ D: ユーザーを設定する

ステップ A: アクセス要件を決定する

MediaLive デプロイメント内で相互作用するサービスを特定する必要があります。次に、各サービス
内で、 MediaLive アクセスする必要のあるオペレーションとリソースを特定する必要があります。
最後に、これらの要件に対応する IAM ポリシーを設計する必要があります。

この要件分析は、リソースへのアクセスに関する組織の要件を理解している組織内のユーザーが
実行する必要があります。この担当者は、他の AWS のサービスのリソースへの MediaLive チャネ
ルのアクセスが制限される必要があるかどうかを理解する必要があります。たとえば、この担当者
は、Amazon S3 のバケットへのチャネルアクセスを制限して、特定のチャネルが一部のバケットに
アクセスでき、他のバケットにはアクセスできないようにする必要があるかどうかを判断する必要が
あります。

のアクセス要件を判断するには MediaLive

1. the section called “リファレンス: 信頼されたエンティティアクセスの概要” MediaLive 通常アク
セスが必要なサービスについては、の表を参照してください。デプロイで使用するサービスと、
必要なオペレーションを特定します。

2. サービス内で、作成する必要があるポリシーの数を決定します。ワークフローごとにオブジェ
クトとオペレーションの複数の異なる組み合わせが必要ですか? また、セキュリティ上の理由か
ら、これらの組み合わせをそれぞれ分離しておく必要がありますか?

具体的には、ワークフローごとに異なるリソースにアクセスする必要があるかどうか、およ
び特定のリソースへのアクセスを制限することが重要かどうかを判断します。例えば、AWS 
Systems Manager パラメータストアに、異なるワークフローに属するパスワードがあり、特定
のユーザーのみに特定のワークフローのパスワードへのアクセスを許可する場合があります。

ワークフローごとにオブジェクト、オペレーション、リソースの要件が異なる場合、そのサービ
スでは、ワークフローごとに個別のポリシーが必要です。

3. 各ポリシーを設計する。ポリシーで許可されている (または許可されていない) オブジェクト、
オペレーション、および許可されている (または許可されていない) リソースを識別します。

4. 識別したポリシーのいずれかがマネージドポリシーの対象かどうかを調べます。
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5. ワークフローごとに、ワークフローで使用されるすべてのサービスに必要なポリシーを特定しま
す。ポリシーを作成すると、ポリシーに複数のサービスを含めることができます。個別のサービ
スごとにポリシーを作成する必要はありません。

6. 必要なロールの数を特定します。ポリシーの一意の組み合わせごとに 1 つのロールが必要で
す。

7. 識別したすべてのポリシーとロールに名前を割り当てます。これらの名前には、機密性の高い識
別情報 (顧客のアカウント名など) を含めないように注意してください。

ステップ B: ポリシーを作成する

必要なポリシーを特定したら、IAM コンソールでポリシーを作成します。ポリシーごとに以下の手
順に従います。このポリシーは、 MediaLive ユーザーが選択した信頼できるエンティティに関連付
けられていることを覚えておいてください。そのユーザーに代わって作業する場合、 MediaLive 実
行時に実行できるようにしたいアクションのみを含めてください。

1. AWS Management Console にサインインして、IAM コンソール (https://
console.aws.amazon.com/iam/) を開きます。

2. 左側のナビゲーションペインで、[ポリシー] を選択します。次に、[ポリシーの作成] を選択しま
す。[ポリシーの作成] ウィザードが表示されます。このウィザードでは、以下の主な手順を含む
手順を順を追って説明します。

• サービスを選択してください。

• そのサービスのアクションを選択します。

通常は (デフォルトで) 許可するアクションを指定します。

ただし、代わりに [権限を拒否に切り替え] ボタンを選択して、選択したアクションを拒否する
こともできます。セキュリティ上のベストプラクティスとして、別のステートメントまたはポ
リシーで個別に許可されている権限を上書きしたい場合にのみ、アクセス権限を拒否すること
をおすすめします。これにより、アクセス許可のトラブルシューティングがより困難になる可
能性があるため、拒否ステートメントの数は最小限に制限することをお勧めします。

• アクションごとにリソースを指定します (そのアクションがサポートされている場合)。たとえ
ば、 MediaLive DescribeChannel ARN を選択した場合、特定のチャネルの ARN を指定でき
ます。

• 条件を指定します (オプション)。例:

• 特定の時間範囲内にユーザーのリクエストが発生した場合にのみ、ユーザーがアクションを
実行できるように指定できます。
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• ユーザーが認証に多要素認証 (MFA) デバイスを使用する必要があることを指定できます。

• リクエストはさまざまな IP アドレスから発信される必要があるように指定できます。

ポリシー条件で使用できるすべてのコンテキストキーのリストについては、「サービス認証リ
ファレンス」の「AWS サービスのアクション、リソース、および条件キー」を参照してくださ
い。

3. [ポリシーを作成] を選択します。

ステップ C: ロールを作成する

管理者であるユーザーは、ロールを作成し、そのロールにポリシーをアタッチする手順を実行できま
す。

the section called “A: 要件を決定する” では、組織内のユーザーが作成する必要のあるロールを特定
しました。IAM を使用してこれらのロールを作成します。

このステップでは、信頼ポリシー (「 MediaLive AssumeRoleアクションを呼び出そう」) と 1 つ
以上のポリシー (先ほど作成したポリシー) で構成されるロールを作成します。このようにして、 
MediaLive にはロールを引き受ける権限が付与されます。役割を引き受けると、ポリシーで指定され
た権限を取得します。

1. IAM コンソールの左側のナビゲーションペインで [Roles] を選択し、[Create Role] を選択しま
す。「ロールの作成」ウィザードが表示されます。このウィザードでは、信頼できるエンティ
ティを設定する手順と、(ポリシーを追加して) 権限を追加する手順を順を追って説明します。

2. 「信頼できるエンティティの選択」 ページで、「カスタム信頼ポリシーカード」を選択しま
す。サンプルポリシーを含む [カスタム信頼ポリシー] セクションが表示されます。

3. サンプルを消去し、次のテキストをコピーして、そのテキストを [カスタム信頼ポリシー] セク
ションに貼り付けます。これで、カスタム信頼ポリシーセクションは以下のようになります。

{ 
    "Version": "2012-10-17", 
    "Statement": [ 
 { 
            "Effect": "Allow", 
            "Principal": { 
                "Service": "medialive.amazonaws.com" 
            }, 
            "Action": "sts:AssumeRole" 
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        } 
    ]
}

4. [次へ] をクリックします。

5. [権限の追加] ページで、作成した 1 つまたは複数のポリシー 
(例:medialiveForLinkFlowAccess) を探し、それぞれのチェックボックスを選択します。続
いて、[Next] (次へ) を選択します。

6. レビューページで、ロールの名前を入力します。MediaLiveAccessRole という名前はシンプル
なオプション に予約されているので、使用しないことをお勧めします。代わりに、medialive
を含み、このロールの目的を説明する名前を使用します。

7. [ロールの作成] を選択します。

8. ロールの [概要] ページで、[ロール ARN] の値を書き留めます。以下のように表示されます。

arn:aws:iam::111122223333:role/medialiveWorkflow15

この例では、111122223333 が AWS のアカウント番号です。

9. 作成したすべてのロールの ARN のリストを作成します。各項目には以下の情報を含めてくださ
い。

• ロールの ARN

• ARN が適用されるワークフローの説明。

• このワークフローを操作できるユーザー。そのため、作成および編集するチャネルにこの信頼
ポリシーを適用できる必要があります。

このリストは、信頼されたエンティティによるユーザーアクセスを設定する際に必要になりま
す。

ステップ D: ユーザーを設定する

組織が必要とする信頼ポリシーをすべて設定したら、 MediaLive 各ユーザー (またはユーザーグルー
プ) にアクセス許可を設定する必要があります。これらの権限により、各ユーザーは特定の信頼ポ
リシーをチャネルにアタッチできます。詳細については、「the section called “複合オプションへの
ユーザーアクセス”」を参照してください。
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参考資料: MediaLive 信頼されるエンティティの要件のまとめ

次の表は、 MediaLive信頼されるエンティティが必要とする可能性のあるすべての種類の権限を示し
ています。 MediaLive 信頼されるエンティティのアクセス要件を判断するときは、この表を参照し
てください。

列の各行には、 MediaLive 信頼されるエンティティがユーザーのために実行する必要のある 1 つま
たは複数の関連タスクが記述されています。3 列目は、信頼されたエンティティがそのタスクを実
行するために必要なアクセスのタイプを示します。1 列目には、そのアクセスを制御する IAM アク
ションまたはポリシーが一覧表示されます。

サービス タスク 必要なアクセスのタ 
イプ

推奨されるアクショ 
ンまたはポリシー

AWS Elemental 
MediaLive

MediaLive 機能の操
作。

MediaLive それ自体
にアクセスする必要
はありません。ユー
ザーのみがアクセ
スする必要がありま
す。

 

AWS CloudTrail MediaLive アクティビ
ティをキャプチャし
ます。

MediaLive このタスク
には IAM アクセスは
必要ありません。

 

CloudWatch CloudWatch チャネル
の状態を監視するた
めのメトリクス情報
をコンソールに表示
する。

MediaLive このタス
クには IAM アクセス
は必要ありません。
ユーザーのみがアク
セスする必要があり
ます。

 

CloudWatch イベント
とAmazon SNS

CloudWatch Events 
MediaLive に送信され
たアラートについて
ユーザーに通知でき
るように E メール通
知を設定します。

MediaLive このタスク
にはアクセス権は必
要ありません。ユー
ザーのみがアクセ
スする必要がありま
す。
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サービス タスク 必要なアクセスのタ 
イプ

推奨されるアクショ 
ンまたはポリシー

CloudWatch ログ CloudWatch チャンネ
ルの実行中にチャン
ネルログ情報をログ
に送信する。

チャンネルが稼働し 
ているとき。

MediaLive ログメッ
セージを CloudWatch 
Logs に送信できる必
要があります。
.

CreateLogGroup

CreateLogStream

PutLogEvents

PutMetricFilter

PutRetent 
ionPolicy

DescribeL 
ogStreams

DescribeL 
ogGroups

また、これらのリソ 
ースは次のとおりで 
す。

arn:aws:logs: *

arn:aws:log-
group: *
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サービス タスク 必要なアクセスのタ 
イプ

推奨されるアクショ 
ンまたはポリシー

CDI VPC、RTP VPC 
入力、RTMP VPC 
プッシュ入力の作成 
。

ユーザーが VPC 入
力を作成していると
き。

MediaLive Amazon 
EC2 への書き込みア
クセス権が必要です
入力用のネットワー 
クインターフェース 
を作成するため。

CreateNet 
workInterface

CreateNet 
work Interface 
Permission

DescribeN 
etworkInt 
erfaces

DescribeS 
ecurityGroups

DescribeSubnets

Amazon EC2

CDI VPC、RTP VPC 
入力、RTMP VPC 
プッシュ入力の削除 
。

ユーザーが VPC 入力
を削除したとき。

MediaLive 入力用の
ネットワークイン
ターフェイスを削除
するには、Amazon 
Elastic Compute 
Cloud への書き込み権
限が必要です。

DeleteNet 
workInterface

DeleteNet 
workInter 
facePermission

DescribeN 
etworkInt 
erfaces

DescribeSubnets
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サービス タスク 必要なアクセスのタ 
イプ

推奨されるアクショ 
ンまたはポリシー

VPC 経由で出力を配
信するためのチャン
ネルを設定する

VPC で Elastic ネット
ワークインターフェ
イスを作成および削
除します。

MediaLive これらの
ネットワークイン
ターフェースをチャ
ネルパイプライン
エンドポイントのサ
ブネットに作成しま
す。

CreateNet 
workInterface

CreateNet 
workInter 
facePermission

DeleteNet 
workInterface

DescribeSubnets

DescribeS 
ecurityGroups

DescribeA 
ddresses
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サービス タスク 必要なアクセスのタ 
イプ

推奨されるアクショ 
ンまたはポリシー

Elastic IP アドレス
を、 MediaLive 作成
した Elastic ネット
ワークインターフェ
イスに関連付けま
す。Elastic IP アドレ
スの関連付けはオプ
ションです。

にアクセス権を付与 
する必要はありま
せん。Disassoci 
ateAddress
MediaLive が不要な
ネットワークイン
ターフェースを削除
すると、Elastic IP ア
ドレスとネットワー
クインターフェース
との関連付けが自動
的に解除されます。

Associate 
Address

DescribeA 
ddresses
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サービス タスク 必要なアクセスのタ 
イプ

推奨されるアクショ 
ンまたはポリシー

AWS Elemental 
MediaConnect

入力の作成。 
MediaConnect

MediaConnect ユー
ザーが入力を作成し
たとき。

MediaLive そのフロー
に出力を追加するに
は、 MediaConnect 
そのフローへの読み 
取り/書き込み権限が
必要です。

ManagedDe 
scribeFlow

ManagedAd 
dOutput

ポリシーに「Man 
aged」で始まるこ
れらのアクションを
含めるには、[JSON]
タブでポリシーを表 
示し、アクションの 
名前を入力する必要 
があります。[visual 
editor] (ビジュアルエ
ディタ) を使用してこ
れらのアクションを
選択することはでき
ません。
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サービス タスク 必要なアクセスのタ 
イプ

推奨されるアクショ 
ンまたはポリシー

入力を削除する。 
MediaConnect

MediaConnect ユー
ザーが入力を削除し
たとき。

MediaLive フローの出
力を削除するには、 
MediaConnect フロー
への読み取り/書き込
み権限が必要です。
出力は不要になった
からです。

ManagedDe 
scribeFlow

ManagedRe 
moveOutput

ポリシーに「Man 
aged」で始まるこ
れらのアクションを
含めるには、[JSON]
タブでポリシーを表 
示し、アクションの 
名前を入力する必要 
があります。[visual 
editor] (ビジュアルエ
ディタ) を使用してこ
れらのアクションを
選択することはでき
ません。

エンタイトルメント 
の作成。 MediaConn 
ect ユーザーがマルチ
プレックスを作成す
ると、 MediaLive は 
MPTS の宛先として
エンタイトルメント
を自動的に作成しま
す。

MediaLive このタスク
にはアクセス権は必
要ありません。
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サービス タスク 必要なアクセスのタ 
イプ

推奨されるアクショ 
ンまたはポリシー

デプロイメントでこ 
のサービスを使用し 
ている場合、チャン 
ネルの実行中にチャ 
ンネル出力を送信す 
る。 MediaPackage

MediaPackage ユー
ザーが出力グループ
を作成したとき。

MediaLive AWS 
Elemental MediaPack 
ageそのチャンネル
への送信に必要な認
証情報を取得するに
は、チャンネルへの
読み取り権限が必要
です。

DescribeChannelAWS Elemental 
MediaPackage

デプロイメントでそ 
のサービスのバージ 
ョン MediaPackage 
2 を使用している場
合、チャンネルの実
行中に v2 にチャンネ
ル出力を送信する。
この方法で配信する
には、出力グループ
ではなく HLS 出力
グループを作成しま
す。 MediaPackage

チャンネルが稼働し 
ているとき。

MediaPackage v2 を
使用するチャンネル
に配信している HLS 
MediaPackage 出力
がチャンネルに含
まれている場合。 
MediaLiveチャンネ
ルへの書き込み権限
が必要です。AWS 
Elemental MediaPack 
age

mediapack 
agev2:Put 
Object
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サービス タスク 必要なアクセスのタ 
イプ

推奨されるアクショ 
ンまたはポリシー

AWS Elemental 
MediaStore

デプロイメントでこ 
のサービスを使用
している場合は、 
MediaStore チャンネ
ルの実行中にコンテ
ナからアセットを送
受信する。

チャンネルが稼働し 
ているとき。

MediaLive 読み取り権
限 (送信元用) または
読み取り/書き込み権
限 (送信先用) が必要
です。

ListContainers

DescribeObject

PutObject

GetObject

DeleteObject

リソースグループの 
タグ付け

チャンネル、入力、 
入力セキュリティグ 
ループなどのリソー 
スを作成するときの 
タグのアタッチおよ 
び既存のリソースの 
タグの修正。

MediaLive このタス
クには IAM アクセス
は必要ありません。
ユーザーのみがアク
セスする必要があり
ます。

 

チャンネル実行時の 
Amazon S3 バケット
からのアセット送信
と取得 (デプロイでこ
のサービスを使用す
る場合)。

チャンネルが稼働し 
ているとき。

MediaLive バケットへ
の読み取り権限 (送信
元用) または読み取り/
書き込み権限 (送信先
用) が必要です。

ListBucket

PutObject

GetObject

DeleteObject

Amazon S3

チャンネルの実行中 
に Amazon S3 バケッ
トにサムネイルを送
信する (チャンネルで
入力サムネイルが有
効になっている場合)

チャンネルが稼働し 
ているとき。

MediaLive 読み取り/
書き込み権限が必要
です。

PutObject
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サービス タスク 必要なアクセスのタ 
イプ

推奨されるアクショ 
ンまたはポリシー

コンソールでパスワ 
ードパラメータを作 
成する。 MediaLive

MediaLive このタス
クには IAM アクセス
は必要ありません。
ユーザーのみがアク
セスする必要があり
ます。

 AWS Systems 
Manager

チャンネル設定でパ 
スワードパラメー
タを使用する。the 
section called “AWS 
Systems Manager 
Parameter Store” を参
照してください。

チャンネルが稼働し 
ているとき。

MediaLive AWS 
Systems Managerパ
ラメータストアへの
読み取りアクセス権
が必要です。

AmazonSSMRead 
OnlyAccess  マネー
ジドポリシー

リファレンス: 信頼されたエンティティアクセスの概要 89



MediaLive ユーザーガイド

との連携方法 AWS Elemental MediaLive
ここでは、始める方法について 3 つの提案を紹介しますAWS Elemental MediaLive。

• ワークフローウィザードを使用して、機能するチャンネルをすばやく作成します。the section 
called “ワークフローウィザード” を参照してください。

ウィザードはコンパクトなユーザーエクスペリエンスを提供し、簡単で一般的な入力 (ソース) タ
イプと出力タイプをサポートしています。

ビデオエンコーディングを初めて使用する場合は、ウィザードを使い始めることができ、必要なも
のだけかもしれません。

動画エンコーディングの経験がすでにある場合は、このウィザードを使用して基本的なワークフ
ローをすばやく作成し、 MediaLive 通常のコンソールを使用して拡張できます。

• チュートリアルに従ってください。

ウィザードに従ってワークフローを作成し、ワークフローにさらに機能を追加する必要があると判
断できます。このチュートリアルでは、 MediaLive コンソールの基本的な仕組みを紹介します。

• ワークフローの設計を開始する際には、ゼロから設計することも、ワークフローウィザードで拡張
することも可能です。この場合は、「Setup」というプレフィックスが付いたセクションから始め
てガイドを読む必要があります。これらのセクションでは、ワークフローの設計とそのワークフ
ロー内のチャンネルの設計に関する詳細な手順について説明しています。これらのセクションに
は、ガイド内の残りのセクションへの相互参照が含まれています。

トピック

• MediaLive ワークフローウィザードの使用

• AWS Elemental MediaLive のチュートリアル

MediaLive ワークフローウィザードの使用

AWS Elemental MediaLiveワークフローウィザードを使うと、 MediaLive チャンネルを素早く立ち上
げて稼働させることができます。ウィザードでは、チャンネルと入力を作成します (まだ存在しない
場合)。ただし、他のサービス (チャンネルインなどAWS Elemental MediaPackage) にも関連リソー
スが作成されます。そのため、 MediaLive ワークフローの一部だけでなく、ワークフロー全体にも
役立ちます。
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トピック

• ワークフローウィザードについて

• ワークフローウィザードの使用

• 次のステップ - 初心者ユーザー

• 次のステップ - 経験豊富なビデオユーザー

ワークフローウィザードについて

サポートされる入力

ワークフローウィザードを使用するには、次のいずれかから 1 つのソースを取り込む必要がありま
す。

• フローイン。AWS Elemental MediaConnect

• AWS Elemental Linkハードウェアデバイスからのコンテンツ。

• 携帯電話またはウェブカメラのコンテンツ。ソースは RTMP プロトコルを使用して配信されま
す。

• Amazon S3 または HTTP サーバーに保存されている MP4 ファイル。

サポートされる出力

ワークフローウィザードでは、ソースから 1 つのビデオアセットと 1 つのオーディオアセットを抽
出し、次の 1 つ以上の出力タイプに変換できます。

• AWS Elemental MediaPackage出力してチャンネルに送信し、Amazon CloudFront に配信しま
す。 CloudFrontコンテンツをエンドユーザーに配信します。

• AWS Elemental MediaStore出力をコンテナに送り、に配信します。 CloudFront CloudFrontコンテ
ンツをエンドユーザーに配信します。

• フェイスブック、Twitch、またはへの出力 YouTube

ロータッチ設定

ワークフローウィザードは、アップストリームシステムで可能な限り多くの設定を自動的に実行しま
す。たとえば、 MediaConnect ソースは入っているが、フローを作成していない場合があります。こ
の場合、ワークフローウィザードによって自動的にフローが作成されます。
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ワークフローウィザードは、ダウンストリームシステムで、できるだけ多くのセットアップを自動的
に実行します。たとえば、に送信しているけれども MediaPackage、 MediaPackage チャネルを作
成しておらず、設定もしていない可能性があります CloudFront。この場合、ワークフローウィザー
ドはこれらのサービスで設定を実行します。

ワークフローウィザードは、既存のリソースを使用するよりも、このウィザードを使用してこれらの
リソースを作成する場合に最適です。

ワークフローウィザードの使用

ワークフローの作成

1. 必要な出力のタイプを決定します。

Facebook、Twitch、 YouTubeまたはに送信しない場合、 MediaPackage MediaStore主な決定事
項はまたはを使用するかどうかです。出力を再パッケージ化する予定の場合は、を選択してくだ
さい。MediaPackage再パッケージ化について知らず、必要ないと思われる場合は、選択できま
す。MediaStore間違った判断をしたと気付いた場合は、後でいつでもワークフローを変更できま
す。

2. 使用しているソースのタイプを特定します。必要に応じて、ソースの提供者に話してください。

3. ソースが RTMP プロトコルを使用している場合は、 MediaLive 通常のコンソールを使用して入力
セキュリティグループを設定する必要があります。the section called “入力セキュリティグループ”
を参照してください。

4. ユーザーがワークフローを作成して実行できるように、ユーザーが持つ必要のある IAM アクセス
許可を設定していることを確認します。「the section called “ユーザーの IAM 権限”」、特に「the 
section called “リファレンス: ユーザーアクセスの概要”」を参照してください。

5. AWS Management Consoleにサインインし、https://console.aws.amazon.com/medialive/ 
MediaLive  のコンソールを開きます。

6. ナビゲーションパネルから Workflow wizard (ワークフローウィザード) を選択します。ワークフ
ローウィザードの指示に従って操作します。

7. [Create] (作成) ページを選択すると、ワークフローの詳細が表示されます。ワークフローウィザー
ドが関与するリソースごとにカードが表示されます。

ワークフローウィザードは、AWS CloudFormation スタックを作成します。AWS CloudFormation 
はそのスタックを実行して、他のすべてのリソースを作成します。

• 1 MediaLive つの入力。

• 1 MediaLive つのチャネル。
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• 作成したワークフローに関連するすべての AWS サービス内のすべてのリソース。ワークフ
ローには MediaPackage、、 MediaStore、が含まれる場合があります CloudFront。

8. リソースがすべて作成されたら、ワークフローの詳細ページで [Start workflow] (ワークフローの
開始) を選択します。ウィザードがチャンネルを開始します。また、 MediaConnect ウィザードに
よってフローが開始されます (ある場合)。

ワークフローの変更

ワークフローウィザードを使用して既存のワークフローを変更することはできません。変更のしか
たに関する提案については、「the section called “次のステップ - 初心者ユーザー”」と「the section 
called “次のステップ - 経験豊富なビデオユーザー”」を参照してください。

ワークフローの削除

ワークフローは削除できます。 MediaLive ワークフローに属するリソースを次のように処理しま
す。

• チャンネルは常に削除されます。

• AWS CloudFormation スタックは常に削除されます。

• ワークフローウィザードによって入力が作成された場合、その入力が削除されます。入力が既に存
在する場合、入力は削除されません。

• ワークフローウィザードがフローを作成した場合、 MediaConnect 入力に関連するフロー (存在す
る場合) を削除します。

• MediaPackage チャネル (存在する場合) とそのエンドポイントを削除します。

• MediaStore コンテナが存在し、ワークフローウィザードによって作成された場合は、そのコンテ
ナを削除しようとします。コンテナ内にオブジェクト (このワークフローに関連付けられていない
オブジェクトを含む) がある場合、削除は失敗します。

• CloudFront ワークフローウィザードによってディストリビューションが作成された場合は、ディ
ストリビューションが削除されます。

次のステップ - 初心者ユーザー

ビデオストリーミングの世界に入ったばかりで、必要な機能がかなり限られている場合、ワークフ
ローウィザードで必要な機能をすべて実装し、[Workflow Details] (ワークフローの詳細) ページで必
要なモニタリングの詳細や実行時の制御が可能になることに気付く可能性があります。
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ただし、必要であれば、 MediaLive 通常のコンソールを使用してチャネルに機能を追加することも
できます。例えば、ソースに字幕が含まれていると仮定して、出力に字幕を追加できます。チャン
ネルを変更する方法については、「the section called “チャンネルの編集と削除”」を参照してくださ
い。

MediaStore、を含むワークフローを作成した場合は MediaPackage、それらのサービスのユーザー
ガイドを読んで、各サービスの役割をよりよく理解し、追加できるサービスの機能に関する情報を確
認する必要があります。 CloudFront

また MediaLive、ワークフローで発生する料金を把握するために、AWSAWSおよびその他のサービ
スの料金に関する情報も読んでください。 MediaLive 料金については、を参照してください。the 
section called “料金”

次のステップ - 経験豊富なビデオユーザー

AWSビデオストリーミングや他のサービスの使用経験がある場合は、 MediaLive リソースを増やし
たり、AWS他のサービスのリソースをワークフローに追加したりする必要があるかもしれません。
ワークフローを修正できるいくつかの方法を示します。

• AWS コンソールまたは AWS SDK を使用して、各サービスを操作できます。たとえば、 
MediaLive MediaLive コンソールを使用してチャンネルにさらに入力を追加できます。また
は、AWS CLI MediaStore を使用してコンテナを作成し、 MediaLive そのコンテナを宛先として使
用する新しい出力をチャネルに作成することもできます。

• AWS CloudFormation を使用して AWS CloudFormation スタックを修正すると、作成する AWS 
CloudFormation により多くのリソースを含めることができます。たとえば、 MediaLive 入力をさ
らに作成してアタッチすることもできます。または、AWS Lambda 関数をワークフローに適用し
ます。詳細については、 MediaLive コンソールにワークフローの詳細ページを表示し、適切なリ
ンクを選択してください。

• メディアサービスアプリケーションマッパー (MSAM) を使用して、リソースをモニタリングでき
ます。詳細については、 MediaLive コンソールにワークフローの詳細ページを表示し、適切なリ
ンクを選択してください。

MediaStore、を含むワークフローを作成した場合は MediaPackage、それらのサービスのユーザー
ガイドを読んで、各サービスの役割をよりよく理解し、追加できるサービスの機能に関する情報を確
認する必要があります。 CloudFront
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また MediaLive、そのワークフローで発生する料金を把握するために、AWSAWSおよびその他の
サービスの料金に関する情報も読んでください。 MediaLive 料金については、を参照してくださ
い。the section called “料金”

AWS Elemental MediaLive のチュートリアル

このチュートリアルでは、RTP ソースからビデオソースを取り込み、1 つの H.264 ビデオエンコー
ドと 1 つのオーディオエンコードを含む 1 つの HLS 出力を生成する方法について説明します。 
MediaLive 出力をに送信します。AWS Elemental MediaPackage出力は以下で構成されます。

• 1 つの親マニフェスト: channel.m3u8

• 1 つのレンディションマニフェスト: channel-1.m3u8

• 出力ごとの TS ファイル: channel-1.00001.ts、channel-1.00002.ts、channel-1.00003.ts など

このチュートリアルでは、チャンネルのほとんどの設定フィールドでデフォルト値を使用します。

Note

このチュートリアルで示す各テキスト例は、一般的な表示例に過ぎません。状況に応じて、
各例を有効な情報に置き換えてください。
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• ステップ 11: クリーンアップ

前提条件

を使用する前に MediaLive、 MediaLive コンポーネントへのアクセス、作成、AWS表示を行うため
のアカウントと適切な権限が必要です。「the section called “事前設定手順”」の手順を完了してか
ら、このチュートリアルに戻ってください。これらのステップを実行するまでは MediaLive、フルア
クセス権を持つ管理者であっても使用できません。

ステップ 1: アップストリームシステムを設定する

アップストリームシステムは、動画を MediaLive にストリーミングするシステムです。アップスト
リームシステムは、"コントリビューションエンコーダー" として機能するオンプレミスアプライアン
スから、スマートフォン上で稼働するアプリケーションに至るまで、さまざまです。 MediaLiveで作
業を開始する前に、アップストリームシステムのセットアップをいくつか実行する必要があります。

このチュートリアルでは、アップストリームシステムで RTP のプッシュを介して動画ストリームを
送信する必要があります。

「プッシュ」配信では、アップストリームシステムは、アップストリームシステム上の 2 つ
の IP アドレスから (例えば、203.0.113.111 から、および 203.0.113.112 から) ストリー
ムをプッシュしています。アップストリームシステムは 2 つの IP アドレス MediaLive (たとえ
ば、rtp://198.51.100.10:5000とrtp://192.0.2.131:5000) にプッシュします。次の手順
では、送信元の 2 つの IP MediaLive アドレスがホワイトリストに登録されるように設定します。さ
らに、 MediaLive は 2 つのプッシュ先 IP アドレスを生成します。これらのアドレスをプッシュする
ようにアップストリームシステムを設定します。

アップストリームシステムを設定するには

1. 2 つの異なる IP アドレスから RTP プッシュを行うように、アップストリームシステムを設定し
ます。 MediaLive は常に冗長な入力を期待するため、2 つのアドレスからプッシュする必要があ
ります。

2. IP アドレスをメモします。例えば、203.0.113.111、および 203.0.113.112 から、とメモ
します。後述の手順で入力セキュリティグループを設定するときに、これらのアドレスが必要に
なります。
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ステップ 2: ダウンストリームシステムを設定する

このチュートリアルでは、ダウンストリームシステム (出力先 MediaLive) はですAWS Elemental 
MediaPackage。

AWS Elemental MediaPackage でチャネルを設定する必要があります。AWS Elemental 
MediaPackage によって生成される 2 つの入力 URL が必要となるため、今すぐ設定する必要があり
ます。これらの入力 URL をに入力します。 MediaLive

ダウンストリームシステムを設定するには

1. AWS Management Consoleにサインインし、https://console.aws.amazon.com/mediapackage/ 
MediaPackage  のコンソールを開きます。

2. ウェブブラウザの新しいタブまたはウィンドウで「AWS Elemental MediaPackage の使用開
始」を表示し、手順 1 〜 3 に従って、1 つのチャネルとそのエンドポイントを作成します。

3. AWS Elemental MediaPackage によって生成されたデータ (2 つの入力 URL とそれらに関連付
けられた名前とパスワード) をメモします。例えば、1 つの入力 URL のデータは次のようになり
ます。

• https://39fuo4.mediapackage.us-east-1.amazonaws.com/in/v1/88dpie/
channel

• ue739wuty

• due484u

リージョンが異なる場合、上の例とは異なるチャンネルになります。

4. ウェブブラウザを開いたままにします。まだ閉じないでください。

ステップ 3: 入力を作成する

入力を作成する必要があります。入力は、アップストリームシステムがソースビデオストリームを提
供する方法を定義します MediaLive。このチュートリアルでは、RTP 入力を作成します。

また、入力用の入力セキュリティグループを作成する必要があります。この入力セキュリティグルー
プは、「この特定の IP アドレス (所有する IP アドレス) のみがこの入力にプッシュできる」という
ルールを適用します。 MediaLiveこのルールを保護しないと、 MediaLive入力の IP アドレスとポー
トを知っていれば、第三者がコンテンツを入力にプッシュする可能性があります。
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入力と入力セキュリティグループを作成するには

1. AWS Management Consoleにサインインし、https://console.aws.amazon.com/medialive/ 
MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。

3. [Inputs] (入力) ページで [Create input] (入力の作成) を選択します。

4. [Input details] (入力の詳細) セクションの [Input name] (入力名) に「my rtp push」と入力しま
す。

5. [Input type] (入力タイプ) で [ RTP] を選択します。

6. [Input security group] (入力セキュリティグループ) で [Create] (作成) を選択します。

7. テキストボックスに、このチュートリアルの「the section called “ステップ 1: アップストリーム
システムを設定する”」でメモした IP アドレスを入力します。アドレスは CIDR ブロックとして
入力します。例えば、203.0.113.111/32 と 203.0.113.112/32。

8. [Create input security group] (入力セキュリティグループの作成) を選択します。

9. [Create] (作成) を選択して入力を作成します。

MediaLive 入力を入力リストに追加し、2 つの宛先 (1 つはプライマリ、もう 1 つは
冗長) を自動的に作成します。これらの宛先にはポート 5000 が含まれます。たとえ
ば、rtp://198.51.100.10:5000とrtp://192.0.2.131:5000. は、アップストリームシ
ステムがソースをプッシュする必要がある 2 つの場所です。

10. これらの 2 つのアドレスは、「the section called “ステップ 10: アップストリームシステムと
チャンネルを開始する”」で必要となるため、メモしておきます。

ステップ 4: 主要な情報を設定する

チャネルを最初から作成する最初のステップは、チャネルの実行 (開始) 時にチャネルへのアクセス
に使用する IAM ロールを選択し、入力の主要な特性を指定することです。 MediaLive 次にチャンネ
ルの作成を開始します。まずは、入力を特定します。チャンネルには、入力を特定の出力にトランス
コード (デコードおよびエンコード) MediaLive してパッケージ化する方法を説明する詳細が含まれ
ています。

チャンネルを最初から作成する最初のステップは、チャンネルの実行 (開始) 時にチャンネルへのア
クセスに使用する IAM ロールを選択し、入力の主要な特性を指定することです。 MediaLive
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チャンネルの主要な情報を指定するには

1. MediaLive コンソールのナビゲーションペインで、[Channels] を選択します。

2. [Channels] (チャンネル) セクションで [Create channel] (チャンネルの作成) を選択します。

3. [Channel and input details (チャンネルと入力の詳細)] ペインで、[General info] (全般情報) の
[Channel name] (チャンネル名) に「Test channel」と入力します。

4. IAM ロールの場合は、[Create role from template] (テンプレートからロールを作成) を選択
し、[Create IAM role] (IAM ロールの作成) を選択します。[Use existing role] (既存のロールの使
用) リストに、ロール MediaLiveAccessRole が表示されます。

5. [Remember role] (ロールを記憶) を選択します。

ステップ 5: 入力をアタッチする

これで、チャンネルが取り込む入力を特定する準備が整いました。

入力をチャンネルにアタッチするには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページのナビゲーションペインで、[Input attachments] (入
力アタッチ) の [Add] (追加) を選択します。

2. [Attach input] (アタッチ入力) の [Input] (入力) で、以前に入力として作成した My RTP push を選
択します。

[Attachment name] (アタッチ名) フィールドには、自動的に入力そのものの名前が入力されま
す。この名前は変更しなくてもかまいません。

3. [Confirm] (確認) を選択します。[Input attachment] (入力アタッチ) セクションが閉じ、[General 
input settings] (入力全般設定) セクションが表示されます。

ステップ 6: 入力の動画、オーディオ、字幕を設定する

入力から抽出する特定の動画、オーディオ、および字幕を特定するための「セレクタ」を作成できま
す。

このチュートリアルでは、動画セレクタは作成しません。代わりに、 MediaLive チャンネルが開始
されると、入力内の動画 (または最初の動画) が自動的に選択されます。また、字幕セレクタも作成
しません。通常、チャンネル設定に字幕を含めますが、このチュートリアルでは省略します。

オーディオセレクタを作成します。
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抽出するコンテンツを特定するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Input settings] (入力設定) ペインで、[Audio]
(オーディオ) セレクタの [Add audio selectors] (オーディオセレクタの追加) を選択します。

2. [Audio selector name] (オーディオセレクタ名) に「My audio source」と入力します。

[Selector settings] (セレクタ設定) フィールドを無視します。PID や言語を指定する必要はあり
ません。チャネルの開始時に、 MediaLive が自動的に最初のオーディオを選択します。この
オーディオは、このチュートリアルでは受け入れ可能です。

3. このペインの他のすべてのフィールドについては、デフォルト値をそのまま使用します。

ステップ 7: HLS 出力グループを作成する

入力を設定したら、出力グループを作成してチャンネルの作成を続けます。このチュートリアルで
は、HLS 出力グループを設定します。

出力グループを作成するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Output groups] (出力グループ) セクションで
[Add] (追加) を選択します。

2. [Add output group] (出力グループの追加) セクションで [HLS] を選択し、[Confirm] (確認) を選択
します。

3. [HLS グループ送信先 A] セクションの [URL] に、「the section called “ステップ 2: ダウ
ンストリームシステムを設定する”」で AWS Elemental MediaPackage によって作成さ
れた最初の入力 URL を入力します。例えば、https://39fuo4.mediapackage.us-
east-1.amazonaws.com/in/v1/88dpie/channel。

4. [Credentials] (認証情報) には以下のように入力します。

• [Username] (ユーザー名) に、この URL に対応するユーザー名を入力します。例え
ば、ue739wuty。

• [Password] (パスワード) で、[Create parameter] (パラメータの作成) を選択します。[名前] 
に DestinationA-MyHLS と入力します。[Password] (パスワード) に、URL に対応するパス
ワードを入力します。例えば、due484u。

5. [Create parameter] (パラメータの作成) を選択します。

パスワード「due484u」を保持する「DestinationA-MyHLS」という名前のパラメータを作成
しました。パラメータは AWS Systems Manager パラメータストアに保存されます。詳細につ
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いては、「the section called “パスワードパラメータを作成する機能について”」を参照してくだ
さい。

6. [HLS グループ送信先 B] セクションの [URL] に、「the section called “ステップ 2: ダウ
ンストリームシステムを設定する”」で AWS Elemental MediaPackage によって作成され
た 2 番目の入力 URL を入力します。例えば、https://mgu654.mediapackage.us-
east-1.amazonaws.com/in/v1/xmm9s/channel。

7. [Credentials] (認証情報) には以下のように入力します。

• [Username] (ユーザー名) に、この URL に対応するユーザー名を入力します。例え
ば、883hdux。

• [Password] (パスワード) で、[Create parameter] (パラメータの作成) を選択します。[名前] 
に DestinationB-MyHLS と入力します。[Password] (パスワード) に、URL に対応するパス
ワードを入力します。例えば、634hjik。

8. [Create parameter] (パラメータの作成) を選択します。

パスワード「634hjik」を保持する「DestinationB-MyHLS」という名前のパラメータを作成
しました。パラメータは AWS Systems Manager パラメータストアに保存されます。

9. [HLS settings] (HLS 設定) セクションで [Name] (名前) に「MyHLS」と入力します。

10. [CDN settings] (CDN 設定) で [Hls webdav] を選択します。これは、AWS Elemental 
MediaPackage (チャネル出力のダウンストリームシステム) で使用する接続です。

[CDN settings] (CDN 設定) の他のすべてのフィールドはデフォルト値のままにします。

11. このペインの他のすべてのフィールドについては、デフォルト値をそのまま使用します。

ステップ 8: 出力とエンコードを設定する

チャンネルに 1 つの出力グループを定義したので、次は、その出力グループに出力を設定し、動画
出力とオーディオ出力のエンコード方法を指定します。

出力を設定するには

1. 「出力グループ」セクションで「出力 1」を選択します。 MediaLive この出力は、出力グループ
の作成時に自動的に追加されました。さらに、ストリーム設定セクションに示されているよう
に、1 つのビデオと 1 MediaLive つのオーディオで出力を自動的に設定します。

2. [Stream settings] (ストリーム設定) で [Video] (ビデオ) を選択します。
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3. [Video description name] (ビデオ説明の名前) で、デフォルト名を「H264 video」に変更しま
す。

4. [Codec settings] (コーデック設定) で [H264] を選択します。

残りのフィールドはデフォルト値のままにします。特に、[Width] (幅) と [Height] (高さ) は空の
ままにして、入力と同じ幅を使用します。

5. [Stream settings] (ストリーム設定) で [Audio 1] (オーディオ 1) を選択します。

6. [Audio description name] (オーディオ説明の名前) で、デフォルト名を「AAC audio」に変更し
ます。

7. [Audio selector name] (オーディオセレクタ名) に「My audio source」と入力します。これ
は、「the section called “ステップ 6: 入力の動画、オーディオ、字幕を設定する”」で作成した
オーディオセレクタです。

8. [Codec settings] (コーデック設定) で [AAC] を選択します。

9. 残りのフィールドはデフォルト値のままにします。

ステップ 9: チャンネルを作成する

最低限必要な情報を入力したので、これでチャンネルを作成する準備が整いました。

チャンネルを作成するには

• [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Channel] (チャンネル) セクションで [Create 
channel] (チャンネルの作成) を選択します。

[Channel] (チャンネル) が再度表示され、新しく作成したチャンネル「MyHLS」が表示されま
す。状態が [Creating] (作成中) に変わり、次に [Ready] (準備完了) に変わります。

ステップ 10: アップストリームシステムとチャンネルを開始する

これで、アップストリームシステムを起動して、ストリーミングコンテンツのプッシュ 
MediaLive、コンテンツのエンコード、送信を行うことができます。AWS Elemental MediaPackage 
MediaPackage で出力をプレビューできます。

アップストリームシステムを開始するには

1. アップストリームシステムで、「the section called “ステップ 1: アップストリームシステムを
設定する”」で設定した動画ソースのストリーミングを開始します。「the section called “ステッ
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プ 3: 入力を作成する”」でメモした 2 つの送信先にプッシュするように設定します。これらは 
MediaLive の入力に含まれる 2 つのアドレスです。例えば、rtp://198.51.100.10:5000 と
rtp://192.0.2.131:5000 です。

2. [Channels] (チャンネル) リストでチャンネルを選択します。

3. [Start] (開始) を選択します。チャンネルの状態が [Starting] (開始中) に変わり、次に [Running]
(実行中) に変わります。

4. AWS Elemental MediaPackage が表示されているウェブブラウザのタブまたはウィンドウに切
り替えます。

5. チャンネルリンク (ラジオボタンではなく) を選択します。詳細ページで、[Endpoints] (エンドポ
イント) の [Play] (再生) を選択します。プレビューウィンドウが表示されます。

6. 動画を開始します。AWS Elemental MediaLiveからの出力が再生を開始します。

ステップ 11: クリーンアップ

不要な課金を回避するには、操作が完了したら、このチャンネルと入力を削除します。

チャンネルを削除するには

1. [Channels] (チャンネル) ページでチャンネルを選択します。

2. 必要に応じて、[Stop] (停止) を選択します。

3. [Delete] (削除) を選択します。

4. [Inputs] (入力) ページで入力を選択します。

5. [Delete] (削除) をクリックします。
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AWS Elemental Link のセットアップ

AWS Elemental LinkAWS Elemental MediaLive組織でまたはを搭載したデバイスを使用している場合
はAWS Elemental MediaConnect、デバイスを展開してデバイスを設定する必要があります。

AWS Elemental Link(リンク) は、 MediaLiveカメラやビデオ制作機器などのライブビデオソースを
に接続するハードウェアデバイスです。リンクデバイスは、AWS が管理する安全な接続を介して 
AWS に接続します。

組織では、以下のいずれかまたは両方の方法で Link を使用する場合があります。

• AWS Elemental MediaLiveチャンネルに添付する入力のビデオソースとして。この入力の詳細につ
いては、を参照してくださいthe section called “Elemental Link 入力”。

• AWS Elemental MediaConnectフローのビデオソースとして。AWS Elemental LinkUHD のみがこ
の使用法をサポートしています。この入力について詳しくは、AWS Elemental MediaConnectユー
ザーガイドの「標準ソースを使用するトランスポートストリームフローの作成」を参照してくださ
い。

Link デバイスを使用できるようにするには、事前設定タスクを実行する必要があります。次に、デ
バイスを使用するには、 MediaLive MediaConnect またはワークフローで使用するように設定する必
要があります。

トピック

• HD デバイスと UHD デバイス

• ハードウェアのデプロイ AWS Elemental Link

• Link と入力の併用 MediaLive

• Link をフローと共に使用する MediaConnect

• Link デバイスの管理

HD デバイスと UHD デバイス

Link デバイスには 2 つのバージョンがあります。デバイスはそれぞれ異なる用途に対応し、異なる
解像度を取り込み、異なるフォーマットをストリーミングできます。

HD デバイスと UHD デバイス 104
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デバイス 使用方法 デバイスが取り込む 
解像度

デバイスが生成する 
解像度とコーデック

AWS Elemental 
LinkHD (HDリンク)

MediaLive 入力への
Connect

HD またはそれ以下 インジェストと同じ 
解像度 (HEVC)

MediaLive 入力への
Connect

UHD 以下 HEVC でのインジェ
ストと同じ解像度

AWS Elemental 
LinkUHD (リンク 
UHD)

MediaConnect フロー
Connect する

UHD 以下 AVC または HEVC で
のインジェストと同
じ解像度

ハードウェアのデプロイ AWS Elemental Link

Link AWS デバイスをクラウドにデプロイする必要があります。

Note

Link デバイスを設定する際、AWSどのサービスにもログインする必要はありません。

ハードウェアのデプロイ

1. ソースコンテンツを提供するデバイスとカメラをセットアップし、デバイスをインターネットに
接続するには、パッケージに含まれている説明書を参照してください。

デバイスをインターネットに接続すると、デバイスは次のドメインに連絡して接続を確認しま
す。ネットワークトラフィックを監視している場合、これらのドメインへのアウトバウンドトラ
フィックが表示されることがあります。

• amazon.com

• aws.amazon.com

2. デバイスをインターネットに接続すると、 MediaLive AWSAWSデバイスはアカウントと設定され
ているリージョンに自動的に接続されます。

AWS権限を持つユーザーは、コンソールでデバイスを表示したり、デバイスを別のリージョンに
転送したりできます。
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ネットワーク診断の実行

デバイスをインターネットに接続する際に問題が発生した場合は、診断ユーティリティを使用して問
題のトラブルシューティングを行うことができます。

1. Link パッケージの指示に従って、デバイスの内蔵ユーザーインターフェースに接続します。

2. 左側のナビゲーションペインを探します。

3. [ネットワーク診断] を選択し、ページ上部の [診断テストを実行] を選択します。

ネットワーク診断テストが開始され、実行に数秒かかります。

4. [テスト情報] ページが表示されます。このページには、ネットワーク情報とテスト結果 (合格また
は不合格) が表示されます (理由と、場合によってはトラブルシューティング手順を含む)。

診断機能では以下をテストします。

• IP アドレス有効 — 設定された IP アドレスはデバイスに正常に適用されました。

• ゲートウェイ対応 — デバイスとゲートウェイが接続されている。

• DNS 解決 — ホスト名は設定済みの各 DNS サーバに解決されます。

• AWS接続 — デバイスと AWS の間には HTTPS 経由で接続されています。

• タイムサーバー接続 — デバイスはポート 123 で NTP を使用して内部タイムクロックを同期でき
ます。

• ストリーム接続 — デバイスはポート 2088 を使用して AWS にビデオパケットを送信できます。

Link と入力の併用 MediaLive

MediaLive チャンネルに接続する入力のソースとして、Link HD または Link UHD を設定できます。
詳細については、「the section called “AWS Elemental Link”」を参照してください。

Link をフローと共に使用する MediaConnect

Link UHD MediaConnect をフローのソースとして設定できます。

トピック

• ネットワークにデバイスをセットアップします。

• Link 入力デバイスをセットアップします。
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• フローに合わせてデバイスをセットアップします。

• デバイスを監視してください。

ネットワークにデバイスをセットアップします。

Link デバイスが組織にとって初めての場合は、次の手順に従ってください。

1. インターネット上でデバイスをセットアップします。詳細については、「the section called “ハー
ドウェアのデプロイ”」を参照してください。

2. IAM 管理者に依頼して、リンク入力デバイスインターフェースを操作するための IAM 権限を付与
してもらってください。the section called “IAM 権限を持つユーザーを設定する” を参照してくだ
さい。

3. IAM 管理者に依頼して、 MediaLive 信頼できるエンティティとして設定してください。the 
section called “ MediaLive 信頼済みエンティティとして設定” を参照してください。

4. AWS Management Consoleにサインインし、https://console.aws.amazon.com/medialive/ 
MediaLive  のコンソールを開きます。

5. AWS所属する組織がリセラーからデバイスを入手したかどうかを確認してください。その場合
は、申請する必要があります。

Link 入力デバイスをセットアップします。

MediaLive を使用して以下の手順を実行します。

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [入力デバイス] を選択します。アクセスできるデバイスが [デバイスリス
ト] ページに表示されます。目的のデバイスを見つけます。見つからない場合は、に記載されてい
るトラブルシューティングのヒントに従ってくださいthe section called “デバイスの詳細を表示す
る”。

3. 正しい地域でセットアップしてください。デバイスとフローは同じリージョンにある必要があり
ます。次の手順に従って調整してください。

• 仕事をする地域を決めてください。

• 別の地域で作業したい場合は、今すぐデバイスを移管してください。次に、 MediaLive コン
ソールをそのリージョンに切り替えます。今後は、必ずこのリージョンで作業するようにして
ください。
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4. デバイスが [デバイスリスト] ページに表示されたら、個々のカードのリンクを選択して [デバイス
の詳細] ページを表示します。

5. 「添付ファイル」タブのメッセージをチェックして、デバイスの現在の使用状況を確認してくだ
さい。

デバイスは使用されていません。

デバイスが使用されていない、 MediaLive MediaConnect つまり入力やフローに接続されていな
いことを伝えるメッセージが表示されます。

この場合、デバイスはセットアップできる状態になっています。下記の手順を参照してくださ
い。

デバイスはフローに使用されています。

MediaConnect デバイスがすでに別のフローのソースとして使用されていることを伝えるメッセー
ジが表示されます。

このデバイスには別のフローをアタッチできます。使用方法を変更できるかどうかは、組織内の
他の人に確認する必要があります。既存のフローを切り離す必要はありませんが、デバイスを停
止してアイドル状態に設定する必要がある場合があります。

デバイスがアイドル状態になると、すぐにセットアップできるようになります。下記の手順を参
照してください。

デバイスは入力に使用されています。

デバイスがすでに入力ソースとして使用されていることを伝えるメッセージが表示されます。

このデバイスをフローに使用するには、まず現在の使用を中止する必要があります。組織内の他
の人に確認して、現在の使用状況では誰もこのデバイスを使用する予定がないことを確認する必
要があります。次に、このデバイスが接続されている入力をすべて書き留めておきます。入力は
それぞれ削除する必要があります。

最後の入力を削除すると、デバイスを設定できるようになります。下記の手順を参照してくださ
い。

フローに合わせてデバイスをセットアップします。

MediaLive を使用してデバイスをセットアップします。
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1. MediaConnect 組織内のユーザーにフローの作成を依頼してください。以下を確認してください。

• フローは特定した地域にある必要があります。

• フローは、リンクデバイス用の Zixi push で説明されているプロトコルを使用する必要があ
り、AES 128 で静的キーで暗号化されたソース用に設定する必要があります。詳細について
は、AWS Elemental MediaConnectユーザーガイドの標準ソースを使ったフローの作成に関する
セクションを参照してください。

2. MediaConnect ユーザーから次の情報を入手してください。

• フローの ARN。

• フローのソースの名前。

• シークレットの ARN。このシークレットには暗号化キーが含まれています。デバイスは暗号化
キーを使用してコンテンツを暗号化します。 MediaConnect受信したコンテンツを復号化するに
は、同じ鍵を使用する必要があります。

3. IAM ユーザーから次の情報を入手してください。

• MediaLive フローとシークレットへのアクセスに使用するロールの ARN。詳細については、
「the section called “ MediaLive 信頼済みエンティティとして設定”」を参照してください。

4. デバイスを設定します。デバイスが以前に別の入力またはフローで使用されていた場合は、現在
の設定を確認し、必要な変更を加えます。最適なパフォーマンスを得るには、デバイスを正しく
設定する必要があります。

詳細については、「the section called “デバイスの設定”」を参照してください。

5. [ MediaConnect フローをアタッチ] または [ MediaConnect フローを編集] を選択し、新しいフ
ローを指定します。詳細については、「the section called “デバイスの取り付けと取り外し”」を参
照してください。

フローがアクティブになったら、デバイスを起動できます。(フローがアクティブになる前にデバイ
スを起動することはお勧めしません)。[デバイスの詳細] タブの上部にある [開始] を選択します。デ
バイスのストリーミングが開始されます。

デバイスを監視してください。

MediaLive を使用してデバイスを監視できます。

• デバイスがストリーミング中の場合は、コンテンツのサムネイルを表示できます。

• メトリクスを見てデバイスのパフォーマンスを監視できます。

デバイスを監視してください。 109
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Link デバイスの管理

このセクションでは、Link デバイスで実行できる操作に関する参考情報を提供します。 MediaLive 
MediaConnectチャネルまたはフローで Link を使用する手順の詳細については、「」the section 
called “Link と入力の併用 MediaLive” と「」を参照してくださいthe section called “Link をフローと
共に使用する MediaConnect ”。

トピック

• IAM 権限を持つユーザーを設定する

• MediaLive 信頼済みエンティティとして設定

• リンクデバイスの申請

• リンク入力デバイスの作成

• リンクデバイスを表示する

• Link デバイスを別のアカウントに転送する。

• リンクデバイスを別のリージョンに転送する

• リンクデバイスの設定

• Link デバイスの接続と取り外し

• Link デバイスの起動と停止

• Link デバイスの再起動

• Link デバイス上のソフトウェアを更新する

• Link 入力デバイスの削除

IAM 権限を持つユーザーを設定する

このセクションでは、IAM 管理者がユーザーやその他の AWS ID に割り当てる必要がある権限につ
いて説明します。これにより、ユーザーは、 MediaLive 入力またはフローと連携するようにリンク
デバイスを設定できます。 MediaConnect

この情報は、 MediaLive ユーザーがすべての機能を使用できるように設定するための情報を補足す
るものです。この情報を次のように読んでください。

• MediaLive デバイスをデプロイしてソースとして使用するように設定することしかできないユー
ザーが組織にいて、最低限の権限ルールに従いたい場合は、このセクションをお読みください。
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• デバイスを導入し、そのデバイスを使用し、 MediaLive すべての機能を使用するユーザーが組織
にいる場合は、を参照してくださいthe section called “リンク”。既存のポリシーを改訂して、デバ
イス権限を含める必要があります。

このセクションでは、以下のタスクを既に実行していることを前提としています。

• MediaLive 管理者への登録と作成を行うために、the section called “事前設定手順”で説明した初期
設定が完了しました。

• 管理者、ユーザー、その他の AWS ID the section called “ID とアクセス管理” の作成方法に関する
推奨事項を読み終えました。

トピック

• 必要なアクセス許可

• ポリシーの作成

必要なアクセス許可

次の表に示すように、複数のサービスのアクションに権限を割り当てる必要があります。

アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

Link デバイスを表示、設定、
管理します。

medialive DescribeInputDevice

DescribeInputDevic 
eThumbnail

ListInputDevices

RebootInputDevice

StartInputDeviceMa 
intenanceWindow

StartInputDevice

StopInputDevice

UpdateInputDevice
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アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

Link デバイスの転送を処理す
る

medialive AcceptInputDeviceT 
ransfer

CancelInputDeviceT 
ransfer

ClaimDevice

ListInputDeviceTra 
nsfers

RejectInputDeviceT 
ransfer

TransferInputDevice

MediaLive MediaConnect コ
ンソールのドロップダウンリ
ストにフローが表示されます 
。このドロップダウンリス
トは、デバイス詳細ページ 
の「添付ファイル」タブの
「フロー ARN」フィールドに
表示されます。

mediaconnect ListFlows

MediaLive コンソールのド
ロップダウンリストに Secrets 
Manager シークレットが表
示されます。このドロップダ
ウンリストは、デバイス詳細
ページの「添付ファイル」タ
ブの「Secret ARN」フィール
ドに表示されます。

secretsmanager ListSecrets
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アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション

MediaLive コンソールのド
ロップダウンリストに IAM 
ロールが表示されます。この
ドロップダウンリストは、デ
バイス詳細ページの「添付
ファイル」タブの「ロール 
ARN」フィールドに表示され
ます。

iam ListRoles

ポリシーの作成

1. AWS Management Console にサインインして、IAM コンソール (https://
console.aws.amazon.com/iam/) を開きます。

2. 左側のナビゲーションペインで、[ポリシー] を選択します。[Create Policy] (ポリシーの作成) を
選択し、[JSON] タブを選択します。

3. ポリシーエディターで、サンプルコンテンツをクリアし、この手順の後に表示されるポリシーを
貼り付けます。

4. このポリシーが Link を使用するためのものであることが分かるような名前をポリシーに付けて
ください。例えば、ElementalLinkAccess などです。

5. [ポリシーを作成] を選択します。

サンプルポリシー:

 { 
  "Version": "2012-10-17", 
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "medialive:DescribeInputDevice", 
        "medialive:DescribeInputDeviceThumbnail", 
        "medialive:ListInputDevices", 
        "medialive:RebootInputDevice", 
        "medialive:StartInputDeviceMaintenanceWindow", 
        "medialive:StartInputDevice", 

IAM 権限を持つユーザーを設定する 113

https://console.aws.amazon.com/iam/
https://console.aws.amazon.com/iam/


MediaLive ユーザーガイド

        "medialive:StopInputDevice", 
        "medialive:UpdateInputDevice" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "medialive:AcceptInputDeviceTransfer", 
        "medialive:CancelInputDeviceTransfer", 
        "medialive:ClaimDevice", 
        "medialive:ListInputDeviceTransfers", 
        "medialive:RejectInputDeviceTransfer", 
        "medialive:TransferInputDevice" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "mediaconnect:ListFlows" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "secretsmanager:ListSecrets" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "iam:ListRoles" 
      ], 
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      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    } 
  ]
}

MediaLive 信頼済みエンティティとして設定

IAM 管理者は、 MediaLive組織がリンクデバイスをフローのソースとして使用する場合に必要となる
特別な権限を考慮する必要があります。 MediaConnect

MediaLive 信頼できるエンティティとして設定する必要があります。信頼されたエンティティの関係
では、 MediaLive ロールは信頼されたエンティティとして識別されます。1 つ以上のポリシーがロー
ルにアタッチされます。各ポリシーには、許可されたオペレーションとリソースに関するステートメ
ントが含まれています。信頼されたエンティティ、ロール、ポリシー間のチェーンは、次のステート
メントを作成します。

「MediaLive ポリシーで指定されたリソースに対して操作を実行するために、このロールを引き受け
ることができます。」

Important

MediaLive 実行時にチャネルを操作する必要があるトラステッド・エンティティの役割につ
いてはご存知かもしれません。 MediaLive リンクデバイスで使用するトラステッドエンティ
ティロールを別途作成することをお勧めします。チャンネルの権限は非常に複雑です。デバ
イスの権限はとてもシンプルです。これらは別々に保管してください。

MediaLive 必要な権限

MediaLive リンクデバイスを使用するには、Secrets Manager の操作とリソースに対する権限が必要
です。 MediaConnectand

• 対象 MediaConnect: MediaLive フローの詳細を読み取れる必要があります。

• Secrets Manager の場合: MediaConnectデバイスは送信先のコンテンツを常に暗号化します。暗
号化キーを使用して暗号化します。 MediaLiveprovides MediaLive 次に、 MediaConnect ユーザー
が Secrets Manager に保存したシークレットから暗号化キーを取得します。そのため、 MediaLive 
シークレットに保存されている暗号化キーを読み取る権限が必要です。
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この表には、必要な操作とリソースが記載されています。

アクセス許可 IAM でのサービス名 アクション リソース

フローの詳細を表示 
します。

mediaconnect DescribeFlow すべてのリソース

シークレットから暗 
号化キーを取得しま 
す。この表の後の説 
明を参照してくださ 
い。

secretsmanager GetSecretValue MediaLive アクセス
する必要がある暗号
化キーを保持する各
シークレットの ARN

トピック

• ステップ 1: IAM ポリシーの作成

• ステップ 2: 信頼されたエンティティのロールを設定する

ステップ 1: IAM ポリシーの作成

このステップでは、「プリンシパルに、指定されたリソース上の指定された Secrets Manager アク
ションへのアクセスを許可する」というステートメントを作成するポリシーを作成します。このポリ
シーではプリンシパルは指定されていないことに注意してください。プリンシパルは、次のステップ
で信頼済みエンティティロールを設定するときに指定します。

1. AWS Management Console にサインインして、IAM コンソール (https://
console.aws.amazon.com/iam/) を開きます。

2. 左側のナビゲーションペインで、[ポリシー] を選択します。[Create Policy] (ポリシーの作成) を
選択し、[JSON] タブを選択します。

3. ポリシーエディタで、サンプルコンテンツをクリアし、以下を貼り付けます。

  { "Version":  "2012-10-17", 
     "Statement": [ 
        { 
          "Effect": "Allow", 
          "Action": [ 
            "mediaconnect:DescribeFlow" 
          ], 
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          "Resource": [ 
            "*" 
      ] 
    }, 
       { "Effect":  "Allow", 
         "Action": [ 
           "secretsmanager:GetSecretValue" 
        ], 
         "Resource": [ 
        "arn:aws:secretsmanager:Region:account:secret:secret name" 
      ] 
    } 
  ]
}

4. secretsmanager の「リソース」セクションで、リージョン、アカウント、シークレット名を実
際の値に置き換えます。

5. Resources セクションにさらに行を追加するかsecretsmanager、シークレットごとに 1 行ず
つ追加します。最後の行を除くすべての行の末尾には、必ずカンマを入れてください。例:

      "Resource": [ 
        "arn:aws:secretsmanager:us-west-2:111122223333:secret:emx_special_skating-
KM19jL", 
        "arn:aws:secretsmanager:us-
west-2:111122223333:secret:aes-":secret:emx_weekly_live_poetry-3ASA30", 
        "arn:aws:secretsmanager:us-
west-2:111122223333:secret:aes-":secret:emx_tuesday_night_curling-AMcb01" 
      ]

6. ポリシーには、このポリシーがリンクとフローに関するものであることが明確になるような名前
を付けてください。例えば、medialiveForLinkFlowAccess などです。

7. [ポリシーを作成] を選択します。

ステップ 2: 信頼されたエンティティのロールを設定する

このステップでは、信頼ポリシー (「 MediaLive AssumeRoleアクションを呼び出そう」) とポリ
シー (先ほど作成したポリシー) で構成されるロールを作成します。このようにして、 MediaLive に
はロールを引き受ける権限が付与されます。ロールを引き受けると、ポリシーで指定された権限を取
得します。
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1. IAM コンソールの左側のナビゲーションペインで [Roles] を選択し、[Create Role] を選択しま
す。「ロールの作成」ウィザードが表示されます。このウィザードでは、信頼できるエンティ
ティを設定する手順と、(ポリシーを追加して) 権限を追加する手順を順を追って説明します。

2. 「信頼できるエンティティの選択」 ページで、「カスタム信頼ポリシーカード」を選択しま
す。サンプルポリシーを含む [カスタム信頼ポリシー] セクションが表示されます。

3. サンプルを消去し、次のテキストをコピーして、そのテキストを [カスタム信頼ポリシー] セク
ションに貼り付けます。これで、カスタム信頼ポリシーセクションは以下のようになります。

{ 
    "Version": "2012-10-17", 
    "Statement": [ 
 { 
            "Effect": "Allow", 
            "Principal": { 
                "Service": "medialive.amazonaws.com" 
            }, 
            "Action": "sts:AssumeRole" 
        } 
    ]
}

4. [次へ] をクリックします。

5. [権限の追加] ページで、作成したポリシー (例:medialiveForLinkFlowAccess) を探し、
チェックボックスを選択します。続いて、[Next] (次へ) を選択します。

6. レビューページで、ロールの名前を入力します。例え
ば、medialiveRoleForLinkFlowAccess などです。

7. [ロールの作成] を選択します。

リンクデバイスの申請

AWSリセラーからデバイスを購入した場合は、そのデバイスを請求する必要があります。

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. MediaLive コンソールで、ページ上部のナビゲーションバーにある Region メニューを探しま
す。us-west-2 リージョンに切り替えます。

3. ナビゲーションペインで [入力デバイス] を選択します。[デバイスの申請] ボタンが表示されま
す。(このボタンはこのリージョンにのみ表示されます)。
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4. [デバイスの申請] を選択し、デバイスの ID を入力します。たとえ
ば、hd-0000aaaa1111bb2222cccc または uhd-9999aaaa8888bbbb7777cccc と入力します。

これで、そのデバイスがデバイスのリストに表示されるようになりました。

5. Link 入力デバイス用のカードを探します。Link 入力デバイスが多数ある場合は、名前の一部を入
力してリストをフィルタリングします。

リンク入力デバイスの作成

MediaLive内部では、リンクデバイスはリンク入力デバイスと呼ばれるリソースとして表されます。
このリソースは作成する必要はありません。代わりに、ユーザーがリンクデバイスをインターネット
に接続して電源を入れると、 MediaLive AWSデバイスはアカウント内、 MediaLive AWS具体的には
設定されているリージョンに自動的に接続されます。

リンクデバイスを表示する

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [入力デバイス] を選択します。アクセスできるデバイスが [デバイスリス
ト] ページに表示されます。

3. ナビゲーションペインに [リンク入力デバイス] が表示されない場合や、目的のデバイスのカード
が表示されない場合は、地域が間違っている可能性があります。この手順の後のトラブルシュー
ティングのヒントに従ってください。

4. 目的のリンク入力デバイス用のカードを探します。Link 入力デバイスが多数ある場合は、名前の
一部を入力してリストをフィルタリングします。

5. ハイパーリンクを選択します。[デバイスの詳細] ページが表示されます。このページ
は、Aggregate ステータスパネルと 3 つのタブのあるパネルで構成されています。

トラブルシューティングのヒント

リストに目的のデバイスが見つからない場合は、次のことを試してください。

• 組織内の別のユーザーがデバイスを別の地域に移動した可能性があります。

デバイスが置かれている地域を特定します。 MediaLive コンソールで、ページ上部のナビゲー
ションバーにある Region メニューを探します。適切な地域に切り替えます。

• これは購入した新しいデバイスである可能性がありますAWS。この場合、デバイスは購入時に指
定した地域に最初に表示されます。

デバイスの作成 119

https://console.aws.amazon.com/medialive/


MediaLive ユーザーガイド

MediaLive コンソールで、ページ上部のナビゲーションバーにある Region メニューを探してくだ
さい。適切な地域に切り替えます。

• AWSこれはリセラーから購入した新しいデバイスである可能性があります。この場合、デバイス
は us-west-2 リージョンにあります。

MediaLive コンソールで、ページ上部のナビゲーションバーにある Region メニューを探しま
す。us-west-2 リージョンに切り替えます。それでもデバイスが表示されない場合は、おそらくデ
バイスを申請する必要があります。

トピック

• アグリゲートステータスパネル

• [詳細] タブ

• [添付ファイル] タブ

• [Tags] (タグ) タブ

アグリゲートステータスパネル

パネルには、この表で指定されているセクションとフィールドが含まれます。

セクション フィールド 詳細

リンクハードウェアのユニー
ク ID。

 

同期状態。  

タイトルライン

ソフトウェアステータス ソフトウェアを更新するに
は、を参照してくださいthe 
section called “デバイスソフト
ウェアの更新”。

アグリゲートステータス デバイスのサムネイル。 デバイスによって現在プッ
シュされているコンテンツの
サムネイル (プッシュされてい 
るコンテンツがある場合)。デ
バイスは、約 5 秒ごとにビデ
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セクション フィールド 詳細

オフレームをキャプチャして
サムネイルを生成します。

デバイスの状態、接続状態、
ビデオ解像度 (WxH)、アクテ 
ィブ入力

AWSデバイスが接続され、コ
ンテンツを送信している場合 
にのみ情報が表示されます。

[詳細] タブ

このタブには、この表で指定されているセクションとフィールドが含まれます。

セクション フィールド 詳細

ネットワーク設定 現在のネットワーク設定。 デバイスが接続されている場
合にのみ情報を表示しますAW 
S。接続するには、を参照し
てくださいthe section called 
“ハードウェアのデプロイ”。

デバイス設定 デバイスの現在の設定。 ストリーミングフィールド (フ
レームレートなど) には、デバ
イスがにコンテンツを送信し 
ている場合にのみ情報が表示
されます。AWS

一部のフィールドは設定でき
ます。「修正」から「設定」
デバイスを選択します。こ
のダイアログの詳細について
は、を参照してくださいthe 
section called “デバイスの設
定”。

デバイスメタデータ デバイス ARN (固有のデバ
イス ID を含む)、シリアル番
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セクション フィールド 詳細

号、デバイス ID、タイプ、デ
バイスの名前

[添付ファイル] タブ

このタブには、 MediaLive MediaConnect デバイスが入力やフローに接続されているか、使用されて
いないかなど、デバイスの現在の使用状況に関する情報が表示されます。

デバイスが接続されているフローは変更できます。フローをデタッチして、デバイスが使用されない
ようにすることができます。これらのタスクの詳細については、「」を参照してくださいthe section 
called “デバイスの取り付けと取り外し”。

デバイスはいかなる用途にも設定されていません。

デバイスが使用されていないことを示すメッセージが表示されます。デバイスを入力のソースとし
て設定する方法については、を参照してくださいthe section called “Link と入力の併用 MediaLive”。 
MediaConnect デバイスをフローのソースとして設定するには (UHD デバイスのみ)、を参照してく
ださいthe section called “Link をフローと共に使用する MediaConnect ”。

デバイスが 1 つ以上の入力のソースとして設定されている。

このタブには、 MediaLive デバイスが接続されている入力の ARN が表示されます。デバイスを最大 
4 つの入力のソースとして設定できます。入力をデタッチして、デバイスが使用されないようにする
ことができます。これらのタスクの詳細については、「」を参照してくださいthe section called “デ
バイスの取り付けと取り外し”。

MediaConnectデバイスがフローのソースとして設定されている。

UHD デバイスにのみ適用されます。このタブには、フローへの添付に関する情報が表示されます。

• フローの ARN

• フローのソース名。フローには複数のソースがある場合があることに注意してください。

• 暗号化に使用されるシークレットの ARN。

• MediaLive フローを操作するために使用するロールの ARN。
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[Tags] (タグ) タブ

このテーブルには、デバイスに設定したタグが表示されます。[タグを追加] と [タグを削除] を選択し
てタグを変更できます。タグについて詳しくは、「タグ付け」を参照してください。AWS Elemental 
MediaLiveリソース。

Link デバイスを別のアカウントに転送する。

AWSデバイスを別のアカウントに移管して、デバイスの所有権をそのアカウントに移すことができ
ます。移管を確定するには、送金の受領者が受信した送金を承諾または拒否する必要があります。移
管が完了すると、デバイスの使用料はすべて新しいアカウントに適用されます。

トピック

• デバイス移管の開始

• 発信デバイス移管のキャンセル

• デバイス移管の受け入れ

デバイス移管の開始

AWSリンクを別のアカウントに移すには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [入力デバイス] を選択します。転送するリンクのカードを探し、ハイ
パーリンクを選択します。

3. デバイスの「デバイス詳細」ページで、「その他のデバイスアクション」、「デバイスの転送」
の順に選択します。

4. 「入力デバイスの転送」ダイアログで、「別の AWS アカウントに転送」を選択し、AWS転送
先のアカウントを入力して、オプションのメッセージを入力します。次に [転送] を選択しま
す。

5. ナビゲーションペインで [入力デバイス] を選択し、[デバイス転送] を選択します。移管リクエス
トが [Outgoing transfers] (発信移管) タブに表示されます。

受信者がデバイスを受け入れるまで移管は保留中です。移管が保留中の間は、次のセクションで
説明するように、リクエストをキャンセルできます。

受信者が移管を受け入れると、デバイスはどのデバイスリストにも表示されなくなります。
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受信者が移管を拒否すると、デバイスが [Input devices] (入力デバイス) ページに表示されます。

発信デバイス移管のキャンセル

リクエストが保留されている間は、デバイス移管をキャンセルできます。

発信デバイス移管をキャンセルするには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [入力デバイス] を選択します。[デバイス転送] を選択し、[送信転送] タ
ブを選択します。

3. 移管の一覧で、キャンセルしたい移管を選択してから [Cancel] (キャンセル) を選択します。

デバイス移管の受け入れ

デバイスの所有者は、デバイスをあなたの AWS アカウントに移管できます。たとえば、AWSAWS
組織内の誰かがデバイスを組織内のあるアカウントから別のアカウントに転送する可能性がありま
す。

デバイス移管を受け取る予定の場合は、[Transfer device] (デバイスを移管) ページで [Incoming 
transfers] (着信移管) タブの表示を定期的に確認してください。移管を受け入れる必要があります。
移管を受け入れるまでデバイスを使用することはできません。

デバイス移管を受け入れるにか

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [入力デバイス] を選択します。[デバイス転送] を選択し、[受信転送] タ
ブを選択します。

3. 移管のリストで、対象になるデバイスを選択してから [Accept] (受け入れ)または [Reject] (拒否) 
を選択します。

4. ナビゲーションペインで、もう一度 [入力デバイス] を選択します。これで、デバイスは、[Inout 
device] (入力デバイス) ページでにあるデバイスのリストに表示されます。
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リンクデバイスを別のリージョンに転送する

AWSデバイスを別の地域に移管できます。(代わりに既存のリージョンの別のアベイラビリティー
ゾーンにデバイスを転送したい場合は、を参照してください) the section called “デバイスの設定”。

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [入力デバイス] を選択します。転送するリンクのカードを探し、ハイ
パーリンクを選択します。

3. デバイスの「デバイス詳細」ページで、「その他のデバイスアクション」、「デバイスの転送」
の順に選択します。

4. 「入力デバイスの転送」ダイアログで、「AWS別のリージョンに転送」を選択し、リージョンを
入力します。次に [転送] を選択します。転送はただちに行われます。転送を確認する必要はあり
ません。

5. 移動したデバイスを見つけるには、ターゲットリージョンに切り替えます。左側のナビゲーショ
ンペインで [入力デバイス] を選択します。アクセス権のあるデバイスが表示されます。

すべてのカスタマイズ (アベイラビリティーゾーンなど) は転送中に削除されるため、設定を確認
する必要があります。

リンクデバイスの設定

リンクデバイスには、ストリーミング中の動作を制御するプロパティがあります。これらのプロパ
ティは設定できます。

設定フィールド変更のガイドライン

デバイスがアクティブなフローや実行中のチャンネルに接続されている場合を含め、ほとんどの
フィールドはいつでも変更できます。

アベイラビリティーゾーンの変更

アベイラビリティーゾーンは、 MediaLiveデバイスが入力に接続されている場合にのみ変更できま
す。通常、アベイラビリティーゾーンを変更するのは、アベイラビリティーゾーンをデプロイして新
しいチャネルで使用する場合のみです。チャネルを停止しても (デバイスが自動的に停止します)、ア
ベイラビリティーゾーンを単純に変更することはできません。そうすると、チャネルが動作しなくな
る可能性があります。

入力のコーデックを変更すると、

リージョンを転送する 125

https://console.aws.amazon.com/medialive/


MediaLive ユーザーガイド

デバイスが入力に接続されている場合、コーデックを変更しても意味がありません。 MediaLive サ
ポートされているコーデック (HEVC) は 1 つだけです。

フローのコーデックの変更

UHD デバイスがフローに接続されているときに、コーデックを変更したい場合があります。 
MediaConnect (コーデックを選択できるのは UHD デバイスのみです)。そのためには、まずデバイ
スを停止する必要があります。デバイスを停止してもフローには影響しません。コンテンツを受信
していなくても、フローはアクティブなままです。変更を加えてから、デバイスを再起動します。フ
ローは再びコンテンツの受信を開始します。

多目的シナリオでのコーデックの管理

UHD MediaLive デバイスを入力とフローのどちらに使用するかを切り替えることもできます。 
MediaConnect ただし、この 2 つの用途では、そのデバイスではサポートするコーデックが異なりま
す。

• MediaLive 入力は UHD デバイスを搭載した AVC のみをサポートします。

• MediaConnect フローは UHD デバイスを搭載した HEVC のみをサポートします。

次のようなシナリオを考えてみましょう。 MediaConnect フロー付きの UHD デバイスを使用し、
コーデックを AVC に設定します。後でデバイスを入力に接続します。 MediaLive デバイスが起動す
ると (入力に接続されると)、 MediaLive 設定内のコーデックが HEVC に自動的に変更され、HEVC 
を使用してエンコードされます。

フローのあるデバイスを使用するように切り替えたら、コーデックを確認する必要があります。期待
していたものと異なる可能性があるためです。

デバイスを設定するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[入力デバイスをリンク] を選択します。目的のリンクを探します。一
覧に多数のデバイスがある場合は、名前の一部を入力してリストをフィルタリングします。

3. デバイスのハイパーリンクを選択します。このデバイスの [デバイス詳細] ページが表示されま
す。

4. [修正] を選択し、[デバイスの設定] を選択します。フィールドを変更。各フィールドの詳細につい
ては、この手順の後のセクションを参照してください。次に、[更新] を選択します。
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MediaLive 新しい値 (名前を除く) をデバイスに送信し、デバイスが自動的に更新できるようにし
ます。

5. デバイス詳細ページを表示し、適切なアクションを実行します。

• MediaLive MediaConnect デバイスが入力またはフローに接続されていない場合は、デバイスの
状態がアイドル状態に戻るのを待ってください。これで、チャンネルを起動できる (デバイスが
自動的に起動する) か、デバイスとフローを起動できます。

• MediaLive MediaConnect デバイスが現在アクティブな入力またはフローに接続されている場合
は、デバイスの状態が [使用中] に戻るのを監視します。入力やフローを再起動する必要はない
ことに注意してください。

設定フィールド

フィールド 説明

[Name] (名前) デバイスのわかりやすいニックネームを入力します。これはでのみ使用でき
ます。 MediaLiveLink HD であることがわかるように、名前にはプレフィック
ス (などhd-) を付けることをお勧めします。

入力ソース リンクが送信するソース (SDI または HDMI) を設定します MediaLive。

デバイスに通常ソースが 1 つしかない場合は、「自動」を選択します。Link 
は唯一のソースを送信するか、最初に検出したソースを送信します。

デバイスに SDI と HDMI の両方でアクティブなソースが頻繁にある場合は、
デバイスに送信させたいソースを指定する必要があります。他のソースを使
用する場合は、必ずこの値を変更する必要があります。

最大ビットレー
ト

配信ビットレートを以下の値に抑えたい場合は、値を設定します。 MediaLive

デバイスと間のネットワーク条件に最適なビットレートをデバイスが決定で
きるようにするには、このフィールドを空白のままにします。 MediaLive

レイテンシー デバイスのバッファサイズ (レイテンシー) を設定します。

レイテンシー値が大きいほど、デバイスからへの転送の遅延は長くなります
が MediaLive、耐障害性は向上します。
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フィールド 説明

レイテンシー値が低いほど、遅延は短くなりますが、回復力は低下します。

このフィールドを空白のままにすると、サービスはデフォルト値を使用しま
す。

デフォルト:1000 ミリ秒 (HD デバイス) または 2000 ミリ秒 (UHD デバイス)。

最小:0 ミリ秒。最大:6000 ミリ秒。

アベイラビリ
ティーゾーン

デバイスのアベイラビリティーゾーン (AZ)。このフィールドは、 MediaLive 
デバイスが入力に接続されている場合にのみ有効です。デバイスがフローに
接続されている場合は無視されます。

デバイスを別のアベイラビリティーゾーンに属させる必要があるときはいつ
でも、デバイスのアベイラビリティーゾーンを変更する必要があります。ア
ベイラビリティーゾーンを変更する主な使用例は次のとおりです。

• 複数の入力があり、複数の入力がアベイラビリティーゾーンに対応してい
る 1 つのパイプラインチャネルでデバイスを使用したい場合。すべての入
力で同じアベイラビリティーゾーン (またはスタンダードクラス入力の場合 
は 2 つのアベイラビリティーゾーン) を使用する必要があります。

• パイプラインの冗長性を実装するために、デバイスを標準チャネル (2 つの
パイプライン) で使用したい場合。

コーデック このフィールドは、デバイスが UHD デバイスの場合にのみ表示されます。出 
力するビデオのエンコードに使用するデバイスのコーデックを選択します。
デフォルトは HEVC です。

デバイスでの使用がサポートしていないコーデックでこのフィールドを設定
すると、 MediaLive 値がデフォルトのコーデックにリセットされます。通
常、この動作は、デバイスを準拠した方法でデプロイし、指定したコーデッ
クがサポートされていないデプロイメントに切り替えた場合に発生します。
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Link デバイスの接続と取り外し

フローのソースとしてリンクデバイスを使用している場合は、 MediaConnect フローをデバイスに接
続する必要があります。また、フローをデタッチして、デバイスをそのフローのソースとして使用し
ないようにすることもできます。

デバイスをフローにアタッチするには

1. フローを作成した人からフローに関する情報を入手します。

2. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

3. ナビゲーションペインで [入力デバイス] を選択します。該当するリンクのカードを探し、ハイ
パーリンクを選択します。

4. [ MediaConnect フローを添付] を選択します。フィールドに入力します。

• フロー ARN: ユーザーから取得したフローの ARN。 MediaConnect [ARN のリスト] を選択し
て ARN を選択するか、[手動入力] を選択して ARN を入力します。

• ソース名:ユーザーから取得した名前を入力します。 MediaConnect フローには複数のソース
がある場合があるので、正しい名前を付けてください。

• シークレット ARN: このフローで使用する暗号化キーを保持するシークレットの ARN。この
値はユーザーから取得しました。 MediaConnect

• ロール ARN: MediaLive 引き受けなければならないロールの ARN。この値は IAM 管理者から
入手してください。

5. [保存] を選択します。

デバイスは指定されたフローに接続されます。後でデバイスを起動すると、ロール ARN 
MediaLive を使用して、シークレットに保存されている暗号化キーを取得します。 MediaLive
キーをデバイスに配信すると、デバイスはストリーミングするコンテンツを暗号化します。 
MediaConnect フローは、コンテンツを受信したときと同じキーを使用してコンテンツを復号化
します。

フローをデバイスから切り離すには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [入力デバイス] を選択します。該当するリンクのカードを探し、ハイ
パーリンクを選択します。
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MediaConnectデバイス詳細ページにフローに関する情報が表示されていれば、そのデバイスが
現在フローに接続されていることがわかります。

3. [ MediaConnect フローを削除] を選択します。次に、[Save] (保存) を選択します。

デバイスを入力から切り離すには

デバイスと Elemental Link 入力間の接続を解除するには、以下のいずれかの変更を行います。

• ???別のデバイスに接続するようにできます。

• 入力は削除できます。Elemental Link 入力を変更して、デバイスが接続されないようにすることは
できないことに注意してください。

Link デバイスの起動と停止

MediaConnectリンクがフローのソースとして設定されている場合のみ、リンクを起動または停止す
る必要があります。( MediaLive デバイスが入力のソースとして設定されている場合は、デバイスを
起動または停止する必要はありません。 この場合、関連するチャンネルを開始および停止すると、 
MediaLive デバイスが自動的に起動および停止します。)

送信する動画コンテンツのストリーミングを開始するよう端末に指示するには、デバイスを起動する
必要があります。 MediaConnectデバイスを起動すると、常にコンテンツのストリーミングを試みま
す。明示的に停止した場合にのみ、ストリーミングが停止されます。つまり、デバイスを再起動する
と、再起動後にストリーミングが自動的に再開されます。

次の操作を実行する前に、デバイスを停止する必要があります。

• 一部の設定を更新してください。

• フローを別のデバイスにアタッチするか、デバイスからフローをデタッチします。

デバイスを起動または停止するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [入力デバイス] を選択します。該当するリンクのカードを探し、ハイ
パーリンクを選択します。

3. デバイスの「デバイス詳細」ページで、「開始」または「停止」を選択します。
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Link デバイスの再起動

Link AWS デバイスはコンソールからリモートで再起動できます。デバイスに物理的にアクセスする
必要はありません。

通常、デバイスの再起動は、デバイスの応答やストリーミング中のコンテンツに関する問題を解決す
るための最後の手段としてのみ行います。

再起動する前にデバイスやチャンネルを停止する必要はありません。 MediaLive 再起動をスムーズ
に処理します。

デバイスを再起動するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [入力デバイス] を選択します。再起動するリンクのカードを探し、ハ
イパーリンクを選択します。

3. デバイスの「デバイス詳細」ページで、「その他のデバイスアクション」、「デバイスの再起
動」の順に選択し、リクエストを確認します。

MediaLive MediaConnect デバイスを使用しているチャンネルやフローは一時的に入力を失いま
すが、チャンネルやフローが停止したり停止したりすることはありません。

再起動が完了すると、デバイスの接続状態は Connected に変わります。再起動前にデバイスが
ストリーミングしていた場合は、自動的にストリーミングが再開されます。

Link デバイス上のソフトウェアを更新する

リンクデバイスは、 MediaLive そのデバイスを使用するチャネルが停止していると仮定して、電源
がオンになると自動的にアップデートをインストールします。

ただし、チャンネルを頻繁に停止しない場合は、都合の良いときにメンテナンスウィンドウを開始
する必要があります。デバイスは次の 2 時間以内にソフトウェアアップデートをインストールしま
す。

メンテナンスウィンドウを開始する前に、デバイスもチャネルも停止する必要はありません。 
MediaLive 更新をスムーズに処理します。

デバイスのメンテナンスウィンドウを開始するには:

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。
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2. ナビゲーションペインで [入力デバイス] を選択します。更新するリンクのカードを探し、ハイ
パーリンクを選択します。

3. デバイスの「デバイス詳細」ページで、「その他のデバイスアクション」、「メンテナンスの開
始」の順に選択し、リクエストを確認します。

メンテナンスウィンドウが開始されます。アップデートは次の 2 時間以内に開始されます。
アップデートが開始されると、そのデバイスを使用しているすべてのチャンネルが一時的に入力
を失いますが、チャンネルが停止したり機能しなくなることはありません。

再起動が完了すると、デバイスの接続状態は Connected に変わります。再起動前にデバイスが
ストリーミングしていた場合は、ストリーミング出力が自動的に再開されます。

Link 入力デバイスの削除

Link 入力デバイスは削除しません。代わりに、誰かがリンクデバイスの登録を解除すると、リンク
入力デバイス (コンソール内のデバイスのインターフェイス) は Devices セクションに表示されなく
なります。これがリンク入力デバイスを削除する唯一の方法であることに注意してください。

• 誰かがデバイスの電源を切っても、リンク入力デバイスはリストに表示されたままです。

• デバイスがインターネットから切断された場合や、リンクデバイスとの接続が切断された場合で
も、リンク入力デバイスはリストに表示されたままになります。 MediaLive
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ワークフローにおける上流システムと下流システムの準備 
MediaLive
の観点から見るとAWS Elemental MediaLive、ライブストリーミングワークフローには次の 3 
MediaLive つのシステムが含まれます。

• にビデオコンテンツを提供するアップストリームシステム。 MediaLive

• MediaLiveコンテンツを取り込み、コンテンツをトランスコードします。

• 生成する出力の宛先となる下流システム。 MediaLive

チャンネルの作成を開始する前に、そのワークフローを計画する必要があります。計画の第一段階と
して、アップストリームおよびダウンストリームシステムを設定する必要があります。第 2 段階で
は、チャンネル自体を計画する必要があります。ソースコンテンツから抽出すべきコンテンツを特定
し、生成する出力を計画します。

この章では、アップストリームおよびダウンストリームセクションの準備について説明します。セッ
トアップ: チャンネルの計画 では、チャンネルの計画を扱います。

Important

この手順では、出力から遡ってワークフローを計画してから、入力に戻って作業する方法に
ついて説明します。これは、ワークフローを計画するにあたって最も効果的な方法です。

ワークフローを計画するには MediaLive

1. 下流にあるシステムに基づいて、作成する必要のあるアウトプットグループを特定します。 
MediaLivethe section called “ステップ 1: 出力グループのタイプを特定する” を参照してくださ
い。

2. HLS 出力グループ内で必要なビデオエンコードを指定します。the section called “ステップ 2: エ
ンコード要件を特定する” を参照してください。

3. チャンネルクラスを決定する - 冗長性をサポートする標準チャンネルを作成するか、冗長性を
サポートしない単一パイプラインチャンネルを作成するかを指定します。the section called “ス
テップ 3: 回復性要件を特定する” を参照してください。

4. ソースコンテンツを評価して、 MediaLive作成する必要のあるアウトプットと互換性があり、作
成する必要のあるアウトプットと一致していることを確認します。たとえば、 MediaLive ソー
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スコンテンツが対応しているビデオコーデックを使用していることを確認してください。the 
section called “ステップ 4: アップストリームシステムを評価する ” を参照してください。

この 4 つのステップを実行すると、 MediaLiveトランスコーディングリクエストを処理できるか
どうかがわかります。

5. ソースコンテンツの識別子を収集します。例えば、コンテンツから抽出したいさまざまなオー
ディオ言語の識別子について、アップストリームシステムのオペレータに問い合わせます。the 
section called “ステップ 5: ソースコンテンツに関する情報を収集する” を参照してください。

6. 下流の 1 つまたは複数のシステムと連携して、 MediaLive 作成する出力グループの宛先を指定
します。the section called “ステップ 6: 下流システムとの調整” を参照してください。

トピック

• ステップ 1: ダウンストリームシステムの出力グループのタイプを特定する

• ステップ 2: 出力グループのエンコード要件を特定する

• ステップ 3: 回復性要件を特定する

• ステップ 4: アップストリームシステムを評価する

• ステップ 5: ソースコンテンツに関する情報を収集する

• ステップ 6: 下流システムへの配送を手配する

• 次のステップ

ステップ 1: ダウンストリームシステムの出力グループのタイプを
特定する

AWS Elemental MediaLiveワークフローを計画する際の最初のステップは、下流にあるシステムの要
件と機能に基づいて、作成する必要のある出力グループのタイプを決定することです。 MediaLive

アップストリームシステムを評価する前に、ダウンストリームシステムでこの作業を実行してくださ
い。ワークフローでの意思決定は、ダウンストリームシステムから始まり、アップストリームシステ
ムに戻ります。

Important

このワークフローでは、 MediaLive 出力の送信先となるダウンストリームのシステム (1 つ
または複数) をすでに特定しているはずです。ダウンストリームシステムをまだ特定してい
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ない場合は、ワークフローの準備を続ける前に調査を行う必要があります。このガイドで
は、ダウンストリームのシステムを特定することはできません。ダウンストリームシステム
が何であるかを知ったら、このセクションに戻ります。

出力グループを特定するには

1. ダウンストリームシステムから次の情報を取得します。

• 必要な出力形式。例えば、HLS。

• それぞれのアプリケーションプロトコル。例えば、HTTP のように指定します。

2. 出力の配信モードを決定します。

• 出力は、VPC の EC2 インスタンスにあるサーバーにある可能性があります。または、出力
が Amazon S3 にある可能性があります。これらの状況のいずれか、または両方が当てはまる
場合は、VPC 経由での配信を設定することをお勧めします。詳細については、「the section 
called “VPC 配信”」を参照してください。

• これらの出力タイプがない場合は、通常の方法で配信されます。

3. MediaLive ダウンストリーム・システムが必要とする出力形式とプロトコルをサポートする出力
グループが含まれていることを確認してください。the section called “サポートされているコン
テナとダウンストリームシステム” を参照してください。

4. 使用したいダウンストリームシステムが別の AWS メディアサービスである場合、サービスの選
択については、こちらをお読みください。

5. ダウンストリームシステムが Microsoft スムーズストリーミングをサポートしている場合は、オ
プションに関する「the section called “Microsoft Smooth のオプション”」を参照してください。

6. コンテンツのアーカイブファイルを作成するために、アーカイブ出力グループを作成するかどう
かを決定します。アーカイブファイルはストリーミングの補足であり、それ自体がストリーミン
グ出力ではありません。通常、アーカイブファイルは、ストリーミング出力の永続ファイルバー
ジョンとして作成します。

7. フレームキャプチャ出力を生成するために、フレームキャプチャ出力グループを作成するかどう
かを指定します。フレームキャプチャ出力はストリーミングの補足であり、それ自体がストリー
ミング出力ではありません。このタイプの出力は、ワークフローに役立つ可能性があります。例
えば、フレームキャプチャ出力を使用して、コンテンツのサムネイルを作成することができま
す。

8. 決定した出力グループを書き留めます。この情報は、出力グループを設計するときに必要になり
ます。
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例えば、次の手順を実行した後、次の出力グループのリストを作成できます。

• AWS Elemental MediaPackageダウンストリームシステムとして使用する 1 つの HLS 出力グ
ループ。

• 1 つの RTMP 出力グループが、ソーシャルメディアサイトのダウンストリームシステムに送
信されます。

• レコードとしての 1 つのアーカイブ出力グループ。

トピック

• AWSメディアサービスの中から選ぶ

• HLS 出力グループと出力グループのどちらかを選択します。 MediaPackage

• Microsoft Smooth 出力を処理するためのオプション

AWSメディアサービスの中から選ぶ

AWS使用するダウンストリームシステムが別のメディアサービスの場合、使用するサービスを選択
する際に役立つヒントを以下に示します。

• HLS 出力のいずれか、AWS Elemental MediaPackageまたは HLS AWS Elemental MediaStore 出
力用に選択する必要がある場合は、次のガイドラインに従ってください。

• デジタル著作権管理 (DRM) ソリューションを使用してコンテンツを保護するかどうかを決定し
ます。DRM は、権限のないユーザーがコンテンツにアクセスするのを防ぎます。

• コンテンツに広告を挿入するかどうかを決定します。

これらの機能のいずれかまたは両方が必要な場合は、出力を再パッケージ化する必要があるため、 
MediaPackage オリジンサービスとして選択する必要があります。

これらの機能が不要な場合は、 MediaPackageAWS Elemental MediaStoreまたはを選択できま
す。 AWS Elemental MediaStoreは一般に、オリジンサービスとしてはシンプルなソリューション
ですが、の再パッケージ化機能はありません。 MediaPackage

• AWS Elemental MediaPackageオリジンサービスとして指定した場合は、HLS 出力グループを使
用するか、出力グループを使用して HLS 出力を作成するかを決めてください。 MediaPackage こ
の選択に関するガイドラインについては、次のセクションを参照してください。
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HLS 出力グループと出力グループのどちらかを選択します。 
MediaPackage

HLS 出力をに配信する場合はAWS Elemental MediaPackage、HLS 出力グループを作成するか、出
力グループを作成するかを決定する必要があります。 MediaPackage

v2 への配信 MediaPackage

MediaPackage v2 MediaPackage を使用するチャンネルに配信する場合は、HLS 出力グルー
プを作成する必要があります。チャンネルがバージョン 2 の API を使用しているかどうかは、 
MediaPackage オペレーターが判断できます。バージョン 2 を使用するユースケースの 1 つは、 
glass-to-glass MediaLive との両方を含む低レイテンシーのワークフローを実装することです 
MediaPackage。

標準 MediaPackage (v1) への配信

出力グループのタイプごとに設定に違いがあります。

• MediaPackage 出力に必要な設定は少なくて済みます。 AWS Elemental MediaLiveAWS Elemental 
MediaPackage出力をパッケージ化して指定したチャンネルに配信するのに必要なほとんどの情報
がすでに設定されている。このように簡単に設定できることには利点がありますが、一部の構成を
制御できないという欠点もあります。 MediaLive MediaPackage 出力グループの設定方法につい
ては、を参照してくださいthe section called “この手順の結果”。

• MediaPackage 出力するには、 MediaLive AWS Elemental MediaPackageAWSチャンネルとチャ
ンネルが同じリージョンにある必要があります。

• MediaPackage アウトプットでは、ID3 メタデータの設定にいくつかの制限があります。詳細につ
いては、「the section called “ID3 メタデータ”」を参照してください。

Microsoft Smooth 出力を処理するためのオプション

Microsoft Smooth Streaming サーバーに配信する場合、デジタル著作権管理 (DRM) ソリューション
でコンテンツを保護するかどうかによって、セットアップが異なります。DRM は、権限のないユー
ザーがコンテンツにアクセスするのを防ぎます。

• DRM を実装しない場合は、Microsoft Smooth 出力グループを作成します。

• DRM を実装したい場合は、出力を送信する HLS MediaPackage または出力グループを作成し
AWS Elemental MediaPackage、AWS Elemental MediaPackageそれを使用して DRM を追加でき
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ます。次に、Microsoft Smooth AWS Elemental MediaPackage オリジンサーバーへの配信を設定
します。

ステップ 2: 出力グループのエンコード要件を特定する

作成する必要がある出力グループを特定したら、各出力グループに含めるビデオおよびオーディオエ
ンコードの要件を特定する必要があります。ダウンストリームシステムは、これらの要件を制御しま
す。

アップストリームシステムを評価する前に、ダウンストリームシステムでこの作業を実行してくださ
い。ワークフローでの意思決定は、ダウンストリームシステムから始まり、アップストリームシステ
ムに戻ります。

各出力グループ内のビデオコーデックとオーディオコーデックを識別するには

特定したすべての出力グループに対して、この手順を実行します。

1. ダウンストリームシステムから次の動画情報を取得します。

• サポートされているビデオコーデック (またはコーデック)。

• サポートできる最大ビットレートと最大解像度。

2. ダウンストリームシステムから次のオーディオ情報を取得します。

• サポートされているオーディオコーデック (複数可)。

• 各コーデックでサポートされているオーディオコーディングモード (2.0 など)。

• オーディオでサポートされる最大ビットレート。

• HLS または Microsoft Smooth 出力形式の場合、ダウンストリームシステムでオーディオがビ
デオにバンドルされているか、各オーディオが独自のレンディションに表示されるかを指定し
ます。この情報は、この情報は、この情報は、この情報は、 MediaLiveアウトプットを整理す
るときに必要になります。

3. ダウンストリームシステムから次の字幕情報を取得します。

• サポートされている字幕形式。

4. 動画を確認します。ダウンストリームシステムが必要とするビデオコーデックと、この出力グ
ループに対して Live MediaLive がサポートするビデオコーデックを比較します。「the section 
called “出力でサポートされているコーデック”」の表を参照してください。ダウンストリームシ

ステップ 2: エンコード要件を特定する 138



MediaLive ユーザーガイド

ステムで提供されているコーデックの少なくとも 1 つがサポートされていることを確認してく
ださい。

5. オーディオを確認します。ダウンストリームシステムが必要とするオーディオコーデックと、こ
の出力グループに対して Live MediaLive がサポートするビデオコーデックを比較します。「the 
section called “出力でサポートされているコーデック”」の表を参照してください。ダウンスト
リームシステムで提供されているコーデックの少なくとも 1 つがサポートされていることを確
認してください。

6. 今のところ字幕形式の評価をスキップしてください。これらの要件は、後のセクションで評価し
ます。

7. 出力グループごとに生成できるビデオコーデックとオーディオコーデックを書き留めます。

8. トリックプレイトラックを実装するかどうかを決定します。詳細については、「the section 
called “トリックプレイトラック”」を参照してください。

このステップの結果

この手順を実行すると、作成する出力グループと、それらの出力グループがサポートできるビデオお
よびオーディオコーデックがわかります。したがって、この例のような出力情報が必要です。

例

出力グループ ダウンストリームシ 
ステム

ダウンストリームシ 
ステムでサポートさ 
れるビデオコーデッ 
ク

ダウンストリームシ 
ステムでサポートさ 
れるオーディオコー 
デック

HLS MediaPackage AVC AAC 2.0、Dolby 
Digital Plus

RTMP ソーシャルメディア 
サイト

AVC AAC 2.0

アーカイブ Amazon S3 ダウンストリームシ 
ステムはコーデック 
を指示しません。必 
要なコーデックを選 
択します。

ダウンストリームシ 
ステムはコーデック 
を指示しません。必 
要なコーデックを選 
択します。
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ステップ 3: 回復性要件を特定する

レジリエンシーとは、問題が発生してもチャネルが機能し続ける能力です。MediaLive には、ここで
計画する必要がある 2 つの回復機能が含まれています。これらの機能のうち、どの機能を実装する
かを決定する必要があります。この決定は、コンテンツに必要なソースの数に影響するため、ここで
行う必要があります。これは、アップストリームシステムとのディスカッションが必要なためです。

パイプラインの冗長性

2 つのパイプラインを持つチャネルを設定して、チャネル処理パイプライン内での回復性を実現でき
ます。

パイプラインの冗長性は、チャネル全体と、チャネルに接続されているすべての入力に適用される機
能です。チャネルの計画の早い段階で、パイプラインをどのように設定するかを決定する必要があり
ます。

パイプライン冗長性を設定するには、チャネルを標準チャネル2 つのエンコーディングパイプライン
を持つようにします。両方のパイプラインは、ソースコンテンツを取り込み、出力を生成します。現
在のパイプラインで障害が発生した場合、ダウンストリームシステムはコンテンツを受信していない
ことを検出し、他の出力に切り替えることができます。ダウンストリームシステムを中断することは
ありません。MediaLiveは、2 番目のパイプラインを数分以内に再起動します。

パイプラインの冗長性の詳細については、「the section called “パイプラインの冗長性”」を参照して
ください。

自動入力フェイルオーバー

自動入力フェイルオーバー用に 2 つのプッシュ入力を設定して、チャネル内の 1 つの入力に復元力
を提供できます。

自動入力フェイルオーバーは、個々の入力に適用される機能です。チャネルを計画するときに、自動
入力フェイルオーバーの実装について決定する必要はありません。新しいプッシュ入力を接続すると
き、または既存のプッシュ入力をアップグレードして自動入力フェイルオーバーを実装する場合に、
後で実装できます。

自動入力フェイルオーバーを設定するには、2 つのプッシュ入力 (まったく同じソースコンテンツを
持つ) を入力フェイルオーバーペア。このように設定すると、アップストリームシステム、または
アップストリームシステムとチャネル間で障害が発生した場合の回復性が得られます。
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入力ペアでは、入力の1つがアクティブ入力して 1 つがオンスタンバイ。MediaLiveは、常に切り替
える準備ができているように両方の入力を取り込みますが、通常はスタンバイ入力をただちに破棄し
ます。アクティブな入力に障害が発生すると、MediaLive はただちにフェイルオーバーし、スタンバ
イ入力から処理を破棄するのではなく、スタンバイ入力から処理を開始します。

自動入力フェイルオーバーは、パイプラインの冗長性を設定されているチャネル (標準チャネル)、ま
たはパイプラインの冗長性を設定されていないチャネル (単一パイプラインチャネル) に実装できま
す。

自動入力フェイルオーバーの詳細については、「the section called “自動入力フェイルオーバー”」を
参照してください。

2 つの機能の比較

次に、パイプラインの冗長性と自動入力フェイルオーバーの比較を示します。

• 各機能が扱う障害には、次のような違いがあります。

パイプラインの冗長性は、で障害が発生した場合の復元力を提供します。MediaLiveエンコーダー
のパイプライン。

自動入力フェイルオーバは、障害発生時に回復力を提供MediaLiveで、アップストリームシステ
ム、またはアップストリームシステムととの間のネットワーク接続のいずれかでMediaLive入力。

• どちらのフィーチャにもコンテンツソースの 2 つのインスタンスが必要なため、どちらの場合
も、上流システムが 2 つのインスタンスを提供できる必要があります。

パイプラインの冗長性により、2 つのソースは同じエンコーダから発信できます。

自動入力フェイルオーバーでは、ソースは異なるエンコーダから発生する必要があります。そうし
ないと、両方のソースが同時に故障し、入力フェイルオーバースイッチが故障します。

• パイプラインの冗長性は、チャネル全体に適用されます。したがって、チャネルを計画するときに
実装するかどうかを決定する必要があります。自動入力フェイルオーバーは、1 つの入力にのみ適
用されます。したがって、たとえば、最も重要なプッシュ入力を接続するときにのみ、自動入力
フェイルオーバーを実装できます。

• 自動入力フェールオーバーでは、ダウンストリームシステムが出力の 2 つのインスタンスを処理
し、一方のインスタンスから（障害が発生した場合）他方のインスタンスに切り替えることができ
る必要があります。MediaPackageたとえば、は 2 つのインスタンスを処理できます。
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ダウンストリームシステムにこのロジックが組み込まれていない場合は、自動入力フェイルオー
バーを実装できません。

ステップ 4: アップストリームシステムを評価する

MediaLive ワークフローの計画の一環として、コンテンツのソースであるアップストリームシステム
を評価し、互換性があることを確認する必要があります。 MediaLive次に、ソースコンテンツを評価
して、 MediaLive 取り込むことができ、 MediaLive 必要な出力に含めることができる形式が含まれ
ていることを確認する必要があります。

ソースコンテンツは、コンテンツプロバイダーから入手可能です。ソースコンテンツは、コンテン
ツプロバイダが制御するアップストリームシステムから提供されます。通常、コンテンツプロバイ
ダーは既に特定されています。ソースコンテンツとアップストリームシステムの詳細については、「
MediaLive 仕組み」を参照してください。

アップストリームシステムを評価するには

1. コンテンツプロバイダに連絡して、アップストリームシステムに関する情報を取得します。この
情報を使用して、 MediaLive 上流システムへの接続能力を評価し、上流システムからのソース
コンテンツを使用する能力を評価します。 MediaLive

取得および評価する情報の詳細については、以下のセクションを参照してください。

• the section called “ソース形式とパッケージングを評価する”

• the section called “動画コンテンツの評価”

• the section called “オーディオコンテンツの評価”

• the section called “字幕の評価”

2. MediaLive ソースコンテンツ用に特定した入力タイプをメモしておきます。

3. ソースストリームの次の 3 つの特性を書き留めます。この情報は、チャンネルをセットアップ
するときに必要になります。

• ビデオコーデック

• 動画の解像度 — SD、HD、または UHD。

• 最大入力ビットレート

このステップの結果
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このステップが完了すると、 MediaLive コンテンツを取り込むことができるという確信が持てるよ
うになります。さらに、以下の項目も確認できたはずです。

• MediaLive ソースコンテンツを取り込むために作成する入力のタイプ。

• ビデオ、オーディオ、キャプションをソース ( MediaLive 入力から) から抽出するために必要な情
報。例:

情報 [Format] (形式) 特徴

ソース形式とパッケージング RTP FEC による

サポートされるビデオコー
デック

HEVC 1920×1080

最大 5 Mbps。

ドルビーデジタル 5.1 英語、スペイン語サポートされているオーディ
オコーデック、コーディング
モード、および言語 AAC 2.0 英語、スペイン語、フランス

語、ドイツ語

埋め込み 英語、スペイン語、フランス
語、ドイツ語

サポートされている字幕形式

テレテキスト 10 言語

ソース形式とパッケージングを評価する

ソース形式とパッケージングを評価する方法については、次の表を参照してください。列の各行を読
みます。

取得する情報 以下について確認してください。

コンテンツプロバイダーが提供できるソースの
数。

回復性機能を実装する予定の場合、必要な入力
をコンテンツプロバイダーが提供できることを
確認します。
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取得する情報 以下について確認してください。

• 自動入力フェイルオーバーの場合、同じソー
スコンテンツの 2 つの同一のインスタンスを
配信する必要があります。

• パイプラインの冗長性の場合、同じソースコ
ンテンツの 2 つの同一のインスタンスを配信
する必要があります。

• 両方の機能を実装する場合は、4 つのインス
タンスを提供する必要があります。

配信形式とプロトコル

MediaLive 特定した形式に適用される入力のタ
イプ

アップストリームシステムが配信でサポートす
る形式とプロトコルを調べます。

この形式が the section called “サポートされて
いる入力形式とプロトコル” の表に載っている
ことを確認してください。

• 形式が一覧に表示されている場合は、 
MediaLive その形式に適用される入力タイプ
を特定します。

• フォーマットがリストにない場合は、サポー
トを追加する方法についてコンテンツプロバ
イダーに問い合わせてください MediaLive。

CDI 経由で配信されるコンテンツやから配信さ
れるコンテンツについては、この情報を確認す
る必要はないことに注意してください。AWS 
Elemental Link MediaLive これらの入力タイプ 
はいつでも処理できます。

アップストリームシステムが最新の SDK を使
用しているかどうか

コンテンツプロバイダーが、アップストリー
ム CDI ソースデバイス上で最新バージョンの
AWS CDI SDK を使用していることを確認しま
す。
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取得する情報 以下について確認してください。

ソースコンテンツがストリームアセットか 
VOD アセットか

ソースコンテンツがライブストリームか VOD 
アセットかを調べます。

MediaLive 指定した形式での配信に対応してい
ることを確認してください。the section called 
“ライブ入力とファイル入力のサポート” の表を
参照してください。

コンテンツが暗号化されているかどうか MediaLive 暗号化されたコンテンツは HLS コ
ンテンツからのみ取り込むことができます。

ソースコンテンツが HLS で暗号化されている 
場合は、サポートする形式で暗号化されてい
ることを確認してください。 MediaLive the 
section called “暗号化された HLS コンテンツ”
を参照してください。 MediaLive 利用可能な暗
号化形式をサポートしていない場合は、暗号化 
されていない形式でコンテンツを取得できるか
どうかを確認してください。

ソースコンテンツが RTP の場合のみ、FEC が
含まれているかどうかです。

ソースコンテンツに FEC が含めることをお勧 
めします。その方が出力結果で視覚的な乱れが
発生する可能性が減ります。

HLS ソースにおける暗号化されたソースコンテンツの処理

MediaLive HTTP ライブストリーミング仕様に従って暗号化された HLS ソースを取り込むことがで
きます。

サポートされている暗号化形式

MediaLive 暗号化された HLS ソースでは以下の形式をサポートします。

• ソースコンテンツは AES-128 で暗号化されます。 MediaLive AES-サンプルはサポートしていませ
ん。

• ソースコンテンツは、静的キーまたは回転キーを使用して暗号化されます。
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• マニフェストには、以下の属性を持つ #EXT-X-KEY  タグが含まれます。

• METHOD 属性は AES-128 を指定します。

• URI は、暗号化キーのライセンスサーバーを指定します。

• IV は空白か、または使用する初期化ベクトル (IV) を指定します。IV が空白の場合は、 
MediaLive #EXT-X-MEDIA-SEQUENCEタグ内の値を IV として使用します。

• 上流システムとライセンスサーバーの両方が認証情報 (ユーザー名とパスワード) を必要とする場
合は、両方のサーバーで同じ認証情報が使用されていることを確認してください。 MediaLive こ
れら 2 つのサーバーで異なる認証情報を使用することはサポートされていません。

復号化の仕組み

コンテンツ所有者は、メインマニフェストを設定して、#EXT-X-KEY とメソッド (AES-128)、ライ
センスサーバーの URL、初期化ベクトル (IV) を含めるようにします。コンテンツ所有者は、ライ
センスサーバーに暗号化キーを配置します。 MediaLive このソースを使用するチャネルが起動する
と、 MediaLive メインマニフェストを取得し、ライセンスサーバーの URL #EXT-X-KEY  のタグを
読み取ります。

MediaLive ライセンスサーバーに接続し、暗号化キーを取得します。 MediaLive 上流システムからコ
ンテンツの取得を開始し、暗号化キーと IV を使用してコンテンツを復号化します。

動画コンテンツの評価

ビデオソースを評価する方法については、次の表を参照してください。列の各行を読みます。

Note

CDI 経由またはデバイスから配信される動画の評価を行う必要はありません。AWS 
Elemental Linkこれらのソースはいつでも受け入れられます。 MediaLive

取得する情報 以下について確認してください。

使用可能なビデオコーデックまたは形式。 パッケージ形式のビデオコーデックのリスト
に、少なくとも 1 つのビデオコーデックが含ま
れていることを確認します。the section called 
“入力でサポートされているコーデック” を参照
してください。
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取得する情報 以下について確認してください。

サポートされている複数のコーデックでコンテ
ンツが使用可能な場合は、使用する単一のビデ
オコーデックを決定します。ソースコンテンツ 
から抽出できる動画アセットは 1 つだけです。

使用可能な解像度。 MediaLive ランドスケープモードのみをサポー
トします。

最大予想ビットレート。 MediaLiveアップストリームシステムと間の帯
域幅が、ソースコンテンツの予想される最大 
ビットレートを処理するのに十分であることを
確認してください。

標準チャンネルを設定 (パイプラインの冗長 
性を実装) しようとする場合、パイプラインが 
2 つになるので、帯域幅が予測される最大ビッ
トレートの 2 倍であることを確認してくださ
い。

ストリームの途中でビデオの特性が変化するか
どうか。

最良の結果を得るには、ビデオソースのビデオ
特性がストリームの途中で変化しないことを確
認します。例えば、コーデックを変更しないで 
ください。フレームレートを変更しないでくだ
さい。

オーディオコンテンツの評価

音源を評価する方法については、次の表を参照してください。列の各行を読みます。

Note

CDI 経由またはデバイスから配信されるオーディオの評価を行う必要はありません。AWS 
Elemental Linkこれらのソースはいつでも受け入れられます。 MediaLive
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取得する情報 以下について確認してください。

使用可能なオーディオコーデックまたは形式。 the section called “入力でサポートされている
コーデック” のオーディオコーデックのリスト
に、少なくとも 1 つのオーディオコーデックが
含まれていることを確認します。

各コーデックで使用可能な言語。例えば、英
語、フランス語。

提供したい言語を特定します。コンテンツプロ
バイダが提供できる言語を決定します。

各コーデックで使用可能なコーディングモード 
(2.0 と 5.1 など)。

各オーディオ言語に適したオーディオコーディ
ングモードを特定します。コンテンツプロバイ
ダが提供できるコーディングモードを決定しま 
す。詳細については、表の後にあるセクショ
ンを参照してください。

ストリームの途中でオーディオの特性が変化す
るかどうか。

最良の結果を得るには、ソースコンテンツの
オーディオ特性がストリームの途中で変化し
ないことを確認します。例えば、ソースのコー
デックを変更しないでください。コーディング
モードは変更しないでください。言語が消えて
はいけません。

ソースコンテンツが HLS の場合、オーディオ 
アセットがオーディオレンディショングループ
内にあるか、ビデオと多重化されているか。

MediaLive 別のレンディショングループにある
オーディオアセットや、ビデオと一緒に 1 つ
のストリームにマルチプレクスされているオー
ディオアセットを取り込むことができます。

コーディングモードを決定するには

同じ言語で複数のコーディングモードが使用可能な場合は、使用するモードを決定します。次のガイ
ドラインに従ってください。

• あるコーデックおよびコーディングモードで一部の言語を抽出し、別のコーデックおよびコーディ
ングモードで他の言語を抽出できます。例えば、1 つまたは 2 つの言語を 5.1 コーディングモード
で使用し、2.0 コーディングモードで他の言語を使用したい場合があります。
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• 同じ言語を複数回抽出できます。例えば、5.1 コーディングモードとコーディングモード 2.0 の両
方で 1 つの言語が必要な場合があります。

• 特定の言語で抽出するコーデックとコーディングモードを決定するときは、出力でその言語に必要
なコーディングモードを検討してください。どの言語でも、ソースコンテンツのコーディングモー
ドが出力のコーディングモードと一致していれば最も簡単です。コーディングモードを変換するた
めにオーディオをリミックスする必要がないからです。 MediaLiveリミックスをサポートしていま
すが、リミックスは高度な機能であり、オーディオを十分に理解している必要があります。

例えば、出力では、1 つの言語をコーディングモード 5.1 にしたい場合があります。コーディング
モード 2.0 で他の言語を使用できるようにしたい場合があります。

例えば、以下のように抽出する選択が考えられます。

• ドルビーデジタル 5.1、スペイン語

• AAC 2.0 でフランス語と英語。

字幕の評価

出力グループにキャプションを含める場合は、 MediaLive ソースのキャプション形式を使用して出
力に必要なキャプション形式を生成できるかどうかを判断する必要があります。

字幕ソースに関する次の情報を取得します。

取得する情報 以下について確認してください。

使用可能な字幕形式。

各形式で使用可能な言語。

この表の後にある手順を参照してください。

字幕要件を評価するには

ワークフローについて特定した出力グループごとの手順に従います。

1. the section called “キャプション:対応フォーマット” に移動し、出力グループに関するセクショ
ンを見つけます。例えば、「the section called “HLS または出力 MediaPackage ”」を見つけま
す。そのセクションの表で、最初の列を読んで、コンテンツプロバイダが提供している形式 (コ
ンテナ) を見つけます。
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2. 「ソースキャプション入力」列を読んで、 MediaLive そのソース形式でサポートされるキャプ
ション形式を確認してください。

3. 次に、「サポートされている出力キャプション」列を読んで、 MediaLive ソースフォーマット
を変換できるキャプションフォーマットを探してください。

「HLS 出力を生成し、ソースコンテンツが RTMP である場合、埋め込み字幕をバーンイン、埋
め込み、または WebVTT に変換できます」というような意味の文が表示されます。

4. コンテンツプロバイダーからのソースコンテンツが、表の [サポートされている字幕入力] 列に
ある形式のいずれかに一致することを確認します。例えば、ソースコンテンツに字幕が埋め込ま
れていることを確認します。

5. ダウンストリームシステムがサポートする字幕形式のリストを見つけます。このリストは、特定
した出力グループのエンコード要件を特定したときに入手したものです。これらの出力形式の少
なくとも 1 つが表の [サポートされている出力字幕] 列に表示されていることを確認します。

ソースコンテンツに一致するものがない場合、または出力にマッチしない場合、出力に字幕を含
めることはできません。

例えば、HLS 出力グループを生成する必要があるとします。コンテンツプロバイダーが、字幕が
埋め込まれた RTP 形式のコンテンツを提供できると仮定します。ダウンストリームシステムで
は、HLS 出力の場合、出力に WebVTT 字幕を含める必要があると仮定します。

上記の手順に従って、HLS 出力の表を読みます。表のコンテナ列には、RTP 形式の行があります。
ソース列を読み、埋め込み字幕がサポートされているソース形式であることを特定します。次いで、
出力列の各行を読むと、埋め込み字幕を焼き付け、埋め込み、または WebVTT 字幕に変換できる
ことがわかります。WebVTT 字幕は、ダウンストリームシステムが必要とする形式です。したがっ
て、HLS 出力に字幕を含めることができるという結論になります。

ステップ 5: ソースコンテンツに関する情報を収集する

ソースコンテンツを評価し、そのコンテンツ内の適切なビデオ、オーディオ、および字幕のアセット
を特定したら、それらのアセットに関する情報を取得する必要があります。必要な情報は、ソースの
種類ごとに異なります。

この情報は、での入力を作成するのに必要ありません MediaLive。しかし、この情報は入力をチャン
ネルインにアタッチするときに必要になります MediaLive。

このステップの結果
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このステップの実行後には、この例に示すようなソースコンテンツ情報が必要になります。

例

情報 [Format] (形式) 特徴 ID

アップストリームシ 
ステム

RTP FEC による  

選択した動画 HEVC 1920×1080

最大 5 Mbps

PID 600

ドルビーデジタル 5.1   PID 720 でスペイン語

AAC 2.0   PID 746 でスペイン語

AAC 2.0   PID 747 でフランス語

選択したオーディオ

AAC 2.0   PID 759 で英語

C1 = スペイン語

C2 = フランス語

埋め込み  

C4 = 英語

選択した字幕

テレテキスト 10 言語 PID 815

トピック

• CDI ソース内のコンテンツの識別

• ソース内のコンテンツの識別 AWS Elemental Link

• HLS ソース内のコンテンツの識別

• ソース内のコンテンツの識別 MediaConnect

• MP4 ソース内のコンテンツの識別

• RTMP ソース内のコンテンツの識別

• RTP ソース内のコンテンツの識別
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CDI ソース内のコンテンツの識別

CDI ソースのコンテンツは、常に非圧縮ビデオ、非圧縮オーディオ、および字幕で構成されます。

コンテンツプロバイダーから識別情報を取得します。

• 動画の場合 — 識別情報は必要ありません。 MediaLive 常に最初に遭遇した動画を抽出します。

• オーディオの場合 — ソースには複数のオーディオトラック (通常は言語ごとに 1 つ) を含めること
ができます。抽出する各オーディオアセットのトラック番号を取得します。

• 字幕の場合 — ソースには、補助データに字幕が含まれている場合があります。サポートされて
いる字幕タイプは、ARIB、埋め込み (EIA-608 または CEA-708)、およびテレテキスト (OP47) で
す。

• ARIB 字幕 — 情報は必要ありません。ARIB キャプションでは、 MediaLive すべての言語を抽出
します。

• 埋め込み字幕の場合は、チャンネル番号の言語を取得します。例えば、「チャンネル 1 はフラ
ンス語」です。

• テレテキスト字幕について、字幕の計画で異なる形式の字幕を変換する予定がある場合、変換す
る言語のページ番号を取得する必要があります。出力で字幕をテレテキストとしてパススルーす
る予定である場合、識別子は必要ありません。

ソース内のコンテンツの識別 AWS Elemental Link

AWS Elemental Linkソース内のコンテンツは常に 1 つのビデオアセットと 1 つのオーディオペアを
含むトランスポートストリーム (TS) です。埋め込みスタイルまたはオブジェクトスタイルの字幕が
含まれる場合もあります。

コンテンツプロバイダーから識別情報を取得します。

• 動画の場合 — 識別情報は必要ありません。

• オーディオ用 — トラック内の言語を取得します。例えば、「トラック 1 はフランス語」などで
す。

• 字幕の場合 — 識別子を取得します。

• 埋め込み字幕の場合は、チャンネル番号の言語を取得します。例えば、「チャンネル 1 はフラ
ンス語」です。
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• テレテキスト字幕について、字幕の計画で異なる形式の字幕を変換する予定がある場合、変換す
る言語のページ番号を取得する必要があります。出力で字幕をテレテキストとしてパススルーす
る予定である場合、識別子は必要ありません。

また、コンテンツに関する次の情報も入手してください。

• 最大ビットレート。 MediaLive でデバイスを設定するときに、このビットレートを調整できま
す。詳細については、「セットアップ:AWS Elemental Link 」を参照してください。

• コンテンツにタイムコードが埋め込まれているかどうか。埋め込まれている場合は、そのタイム
コードの使用を選択できます。詳細については、「タイムコード設定」the section called “タイム
コード”を参照してください。

• コンテンツに広告配信メッセージ（ MediaLive SCTE-104メッセージはSCTE-35メッセージに自動
的に変換される）が含まれているかどうか。広告表示メッセージの詳細については、「the section 
called “SCTE-35 メッセージの処理”」を参照してください。

HLS ソース内のコンテンツの識別

HLS コンテナ内のコンテンツは、常に 1 つのビデオレンディション (プログラム) のみを含むトラン
スポートストリーム (TS) です。

コンテンツプロバイダーから識別情報を取得します。

• 動画の場合 — 使用可能なビデオレンディションのビットレートを取得します。

• オーディオの場合 — 必要な言語の PID または 3 文字の言語コードを取得します。

Note

オーディオアセットの PID を取得することをお勧めします。これらは、オーディオアセッ
トを識別するより信頼性の高い方法です。言語は、オーディオアセットに各オーディオ言
語のインスタンスが 1 つしかない場合にのみ使用します。

• 字幕の場合 — チャンネル番号の言語を取得します。例えば、「チャンネル 1 はフランス語」で
す。字幕は常に埋め込み形式で、それぞれ独自のチャンネル番号を持つ最大 4 つの言語が含まれ
ています。

HLS ソース 153

https://docs.aws.amazon.com/medialive/latest/ug/timecode.html


MediaLive ユーザーガイド

ソース内のコンテンツの識別 MediaConnect

AWS Elemental MediaConnectソースのコンテンツは常にトランスポートストリーム (TS) です。TS 
は、1つのプログラム (SPTS) または複数のプログラム (MPTS) で構成されています。各プログラム
には、ビデオとオーディオを組み合わせて収録しています。埋め込みスタイルまたはオブジェクトス
タイルの字幕が含まれる場合もあります。

コンテンツプロバイダーから識別情報を取得します。

• ビデオの場合 — 目的の 1 つのビデオプログラムを選択し、その PID またはビットレートを取得し
ます。(ソースコンテンツには複数のビデオプログラムが含まれている場合があります)。

2 つのビデオプログラムが同一の場合は、各プログラムのオーディオと字幕を見てください。これ
らは異なる可能性があります。その場合、必要なオーディオ形式または字幕形式を含むビデオプロ
グラムを選択する必要があります。

• オーディオ用 — ビデオと同じプログラムで、必要なオーディオ言語の PID または 3 文字の言語
コードを取得します。

Note

オーディオアセットの PID を取得することをお勧めします。これらは、オーディオアセッ
トを識別するより信頼性の高い方法です。言語は、オーディオアセットに各オーディオ言
語のインスタンスが 1 つしかない場合にのみ使用します。

• 字幕の場合 — ビデオと同じプログラムで、識別子を取得します。

• 字幕が埋め込まれている場合は、チャンネル番号の言語を取得します。例えば、「チャンネル 1 
はフランス語」です。

• 字幕がオブジェクトスタイルの字幕 (DVB-Sub など) の場合は、目的の字幕言語の PID を取得し
ます。

MP4 ソース内のコンテンツの識別

MP4 ソースのコンテンツは、常に 1 つのビデオトラックと 1つ以上のオーディオトラックで構成さ
れています。埋め込みスタイルの字幕が含まれている場合もあります。

コンテンツプロバイダーから識別情報を取得します。

• オーディオの場合 — 必要な言語のトラック番号または 3 文字の言語コードを取得します。
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Note

オーディオアセットのトラックを取得することをお勧めします。これらは、オーディオア
セットを識別するより信頼性の高い方法です。言語は、オーディオアセットに各オーディ
オ言語のインスタンスが 1 つしかない場合にのみ使用します。

• 字幕の場合 — チャンネル番号の言語を取得します。例えば、「チャンネル 1 はフランス語」で
す。字幕は常に埋め込み形式で、それぞれ独自のチャンネル番号を持つ最大 4 つの言語が含まれ
ています。字幕は、ビデオトラックに埋め込まれているか、補助トラックに埋め込まれている場合
があります。

RTMP ソース内のコンテンツの識別

この手順は、インターネットからの RTMP プッシュ入力とプル入力、および Amazon 仮想プライ
ベートクラウからの RTMP 入力の両方に適用されます。RTMP 入力のコンテンツは、常に 1 つの
ビデオと 1 つのオーディオで構成されます。埋め込みスタイルの字幕が含まれている場合もありま
す。

コンテンツプロバイダーから識別情報を取得します。

• 動画の場合 — 識別情報は必要ありません。 MediaLive常に 1 つの動画アセットを抽出します。

• オーディオ用 — 識別情報は必要ありません。 MediaLive常に 1 つのオーディオアセットを抽出し
ます。

• 字幕の場合 — チャンネル番号の言語を取得します。例えば、「チャンネル 1 はフランス語」で
す。字幕は常に埋め込み形式で、それぞれ独自のチャンネル番号を持つ最大 4 つの言語が含まれ
ています。字幕は、ビデオトラックに埋め込まれているか、補助トラックに埋め込まれている場合
があります。

RTP ソース内のコンテンツの識別

この手順は、インターネットからの RTP 入力と Amazon 仮想プライベートクラウド からの入力
の両方に適用されます。RTP 入力のコンテンツは、常にトランスポートストリーム (TS) です。TS 
は、1つのプログラム (SPTS) または複数のプログラム (MPTS) で構成されています。各プログラム
には、ビデオとオーディオを組み合わせて収録しています。埋め込みスタイルまたはオブジェクトス
タイルの字幕が含まれる場合もあります。
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コンテンツプロバイダーから識別情報を取得します。

• ビデオの場合 — 目的の 1 つのビデオレンディションを選択し、その PID またはビットレートを
取得します。(ソースコンテンツには、複数のビデオレンディションが含まれている場合がありま
す)。

2 つのビデオレンディションが同じ場合は、各プログラムのオーディオと字幕を調べます。これら
は異なる可能性があります。その場合は、必要なオーディオ形式または字幕形式を含むビデオレン
ディションを選択する必要があります。

• オーディオ用 — ビデオと同じレンディションで、必要なオーディオ言語の PID または 3 文字の言
語コードを取得します。

Note

オーディオアセットの PID を取得することをお勧めします。これらは、オーディオアセッ
トを識別するより信頼性の高い方法です。言語は、オーディオアセットに各オーディオ言
語のインスタンスが 1 つしかない場合にのみ使用します。

• 字幕の場合 — ビデオと同じレンディションに対して、識別子を取得します。

• 字幕が埋め込まれている場合は、チャンネル番号の言語を取得します。例えば、「チャンネル 1 
はフランス語」です。

• 字幕がオブジェクトスタイルの字幕 (DVB-Sub など) の場合は、目的の字幕言語の PID を取得し
ます。

ステップ 6: 下流システムへの配送を手配する

ワークフローでダウンストリームおよびアップストリームシステムの準備の最終段階として、各下流
システムでこのステップを実行する必要があります。

• AWS Elemental MediaLive下流システムから下流システムへの経路の一部について、あなたと下流
システムのオペレーターが合意する必要があります。

• 下流システムのオペレータに何らかの設定を行ってもらい、 MediaLive これらのシステムに出力
を正常に送信できるようにする必要があります。

セットアップは、出力グループおよびダウンストリームシステムのタイプごとに異なります。
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MediaLive からの出力は、この下流システムへの入力とみなされます。 MediaLive チャンネルを作成
するときには、その URL ロケーションが必要になるため、ダウンストリームシステムのオペレータ
とダウンストリームシステムのオペレータは、この時点でダウンストリームシステムの入力ロケー
ションについて合意する必要があります。

このガイドでは、オリジンサーバーを設定する方法について説明します。オリジンサーバーのダウン
ストリームにある CDN の設定方法については説明していません。この設定の詳細については、選択
したオリジンサーバーのドキュメントを参照してください。

オプション

次の表は、次のセクションで説明する出力グループとダウンストリームシステムの組み合わせをまと
めたものです。

出力グループ ダウンストリームシステム お読みいただきたいセクショ
ン

アーカイブ Amazon S3 the section called “アーカイブ
またはフレームキャプチャ”

フレームキャプチャ Amazon S3 the section called “アーカイブ
またはフレームキャプチャ”

HLS Amazon S3 the section called “Amazon S3 
への HLS”

HLS AWS Elemental MediaStore the section called “HLS から 
MediaStore”

HLS AWS Elemental MediaPack 
age

the section called “HLS から 
MediaPackage”

HLS AWS Elemental MediaPack 
age

the section called “HLS から 
v2 へ MediaPackage”

HLS HTTP サーバーまたは Akamai 
CDN

the section called “HTTP への 
HLS”

MediaPackage AWS Elemental MediaPack 
age

the section called “MediaPac 
kage ”
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出力グループ ダウンストリームシステム お読みいただきたいセクショ
ン

Microsoft Smooth HTTP サーバー the section called “Microsoft 
Smooth”

RTMP RTMP サーバー the section called “RTMP”

UDP UDP アドレス the section called “UDP”

このステップの結果

このステップを終了すると、ダウンストリーム・システムがコンテンツを受信できるように準備する
ためのすべてのステップが完了します。 MediaLive

トピック

• アーカイブまたはフレームキャプチャ出力グループ

• Amazon S3 への HLS 出力グループ

• HLS 出力グループをへ MediaStore

• HLS 出力グループへ MediaPackage

• HLS は v2 MediaPackage にグループを出力します。

• HTTP への HLS 出力グループ

• MediaPackage 出力グループ

• Microsoft Smooth 出力グループ

• RTMP 出力グループ

• UDP 出力グループ

アーカイブまたはフレームキャプチャ出力グループ

この手順に従って、アーカイブ出力グループまたはフレームキャプチャ出力グループを作成すること
に決めました。これらの出力グループの送信先は、常に Amazon S3 です。

この出力グループの出力の送信先について、ダウンストリームシステムのオペレータと同意する必要
があります。この情報は、 MediaLive チャンネルを作成する際に必要になります。
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送信先のセットアップを手配するには

1. 出力に 2 つの送信先が必要かどうかを判断します。

• 標準チャンネルからの出力には 2 つの送信先が必要です。

• 単一パイプラインチャンネルからの出力先は 1 つ必要です。

2. Amazon S3 ユーザーに相談し、バケットの名前を決定します。Amazon S3 ユーザーに、まだ存
在しないバケットを作成するように依頼します。

3. Amazon S3 ユーザーと所有権について話し合います。バケットが別の AWS アカウントに属し
ている場合、通常はそのアカウントを出力の所有者にします。詳細については、この手順の後の
「the section called “出力へのアクセスの制御”」を参照してください。

4. 送信先のフルパスをここで設計することも、出力グループを作成するときに設計することもでき
ます。

フルパスを設計したいけれどもパスの要件に精通していない場合は、「the section called “送信
先フィールド”」または「the section called “送信先フィールド”」を参照してください。

送信先が 2 つある場合、送信先のパスは何らかの方法で互いに異なっていなければなりませ
ん。1 つのパスの少なくとも 1 つの部分が、もう一方のパスと異なっていなければなりません。
すべての部分が異なっていても許容されます。

5. バケットまたは送信先のフルパスを書き留めておきます。

S3 バケットに送信するためにユーザー認証情報が必要になります。 MediaLive 信頼できるエンティ
ティを経由してバケットに書き込む権限がある。これらのアクセス権限が組織内の誰かによって既に
設定されている必要があります。詳細については、「the section called “リファレンス: 信頼されたエ
ンティティアクセスの概要”」を参照してください。

出力へのアクセスの制御

別の AWSア カウントによって所有されている Amazon S3 バケットに出力ファイルを送信したい場
合があります。このような場合、通常、もう一方のアカウントが出力ファイル (バケットに入れられ
るオブジェクト) の所有者になることが望まれます。バケット所有者がオブジェクト所有者にならな
い場合、ファイルが不要になったときにファイルを削除できるエージェントは、あなた (MediaLive) 
だけです。

したがって、Amazon S3 バケット内の出力ファイルの所有権を転送することは、すべての人に関
わってきます。
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オブジェクトの所有権を転送するには、次の設定が必要です。

• バケット所有者は、 MediaLive 出力ファイルをバケットに配信するときに Amazon S3 の定型ア
クセスコントロールリスト (ACL) を追加する権限を付与するバケットアクセス権限ポリシーを追
加する必要があります。バケット所有者は、「Amazon Simple Storage Service ユーザーガイド」
の「ACL によるアクセス管理」の説明をお読みください。バケット所有者は、オブジェクトでは
なく、バケットの ACL アクセス許可を設定する必要があります。

• バケット所有者はオブジェクトの所有権も設定してください。この機能により、送信者 () がバ
ケット所有者フルコントロール ACL を含めることが (オプションではなくMediaLive) 実質的に義
務付けられるようになります。バケット所有者は、「Amazon Simple Storage Service ユーザーガ
イド」の「オブジェクト所有者の管理」の説明をお読みください。

バケット所有者がこの機能を実装している場合は、ACL MediaLive を含めるように設定する必要
があります。重複してしまうと、Amazon S3 バケットへの配信は失敗します。

• MediaLive バケットへの配信時に、バケット所有者のフルコントロール ACL を含めるように設定
する必要があります。この設定は、チャンネルの作成時に実行します。

S3 の既定 ACL 機能は、バケット所有者のフルコントロール以外の ACL をサポートします。ただ
し、これらの ACL は通常、 MediaLiveから動画を配信するユースケースには適用されません。

Amazon S3 への HLS 出力グループ

この手順に従って、Amazon S3 を送信先とする HLS 出力グループを作成することに決めました。

HLS 出力グループの出力の送信先について、ダウンストリームシステムのオペレータと合意する必
要があります。 MediaLive この情報はチャンネルを作成するときに必要になります。

送信先のセットアップを手配するには

1. 出力に 2 つの送信先が必要かどうかを判断します。

• 標準チャンネルからの出力には 2 つの送信先が必要です。

• 単一パイプラインチャンネルからの出力先は 1 つ必要です。

2. Amazon S3 ユーザーに相談し、バケットの名前を決定します。Amazon S3 ユーザーに、まだ存
在しないバケットを作成するように依頼します。

3. Amazon S3 ユーザーと所有権について話し合います。バケットが別の AWS アカウントに属し
ている場合、通常はそのアカウントを出力の所有者にします。詳細については、この手順の後の
「the section called “出力へのアクセスの制御”」を参照してください。
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4. 送信先のフルパスをここで設計することも、出力グループを作成するときに設計することもでき
ます。

フルパスを設計したいが、パスの要件に精通していない場合は、「the section called “ステップ 
1: パスの設計”」を参照してください。

送信先が 2 つある場合、送信先のパスは何らかの方法で互いに異なっていなければなりませ
ん。1 つのパスの少なくとも 1 つの部分が、もう一方のパスと異なっていなければなりません。
すべての部分が異なっていても許容されます。

5. バケットまたは完全な送信先パスを書き留めておきます。

S3 バケットに送信するためにユーザー認証情報が必要になります。 MediaLive 信頼できるエンティ
ティを介して S3 バケットに書き込む権限があります。これらのアクセス権限が組織内の誰かによっ
て既に設定されている必要があります。詳細については、「the section called “リファレンス: 信頼さ
れたエンティティアクセスの概要”」を参照してください。

出力へのアクセスの制御

別の AWSア カウントによって所有されている Amazon S3 バケットに出力ファイルを送信したい場
合があります。このような場合、通常、もう一方のアカウントが出力ファイル (バケットに入れられ
るオブジェクト) の所有者になることが望まれます。バケット所有者がオブジェクト所有者にならな
い場合、ファイルが不要になったときにファイルを削除できるエージェントは、あなた (MediaLive) 
だけです。

したがって、Amazon S3 バケット内の出力ファイルの所有権を転送することは、すべての人に関
わってきます。

オブジェクトの所有権を転送するには、次の設定が必要です。

• バケット所有者は、 MediaLive 出力ファイルをバケットに配信するときに Amazon S3 の定型ア
クセスコントロールリスト (ACL) を追加する権限を付与するバケットアクセス権限ポリシーを追
加する必要があります。バケット所有者は、「Amazon Simple Storage Service ユーザーガイド」
の「ACL によるアクセス管理」の説明をお読みください。バケット所有者は、オブジェクトでは
なく、バケットの ACL アクセス許可を設定する必要があります。

• バケット所有者はオブジェクトの所有権も設定してください。この機能により、送信者 () がバ
ケット所有者フルコントロール ACL を含めることが (オプションではなくMediaLive) 実質的に義
務付けられるようになります。バケット所有者は、「Amazon Simple Storage Service ユーザーガ
イド」の「オブジェクト所有者の管理」の説明をお読みください。
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バケット所有者がこの機能を実装している場合は、ACL MediaLive を含めるように設定する必要
があります。重複してしまうと、Amazon S3 バケットへの配信は失敗します。

• MediaLive バケットへの配信時に、バケット所有者のフルコントロール ACL を含めるように設定
する必要があります。この設定は、チャンネルの作成時に実行します。

S3 の既定 ACL 機能はバケットオーナーフルコントロール以外の ACL をサポートしていますが、こ
れらの ACL は通常、から動画を配信するユースケースには適用されません。 MediaLive

HLS 出力グループをへ MediaStore

AWS Elemental MediaStore宛先として HLS 出力グループを作成することに決めた場合は、次の手順
に従ってください。

HLS 出力グループの出力の送信先について、ダウンストリームシステムのオペレータと合意する必
要があります。 MediaLive この情報はチャンネルを作成するときに必要になります。

送信先のセットアップを手配するには

1. 出力に 2 つの送信先が必要かどうかを判断します。

• 標準チャンネルからの出力には 2 つの送信先が必要です。

• 単一パイプラインチャンネルからの出力先は 1 つ必要です。

2. 送信先が 2 つある場合、送信先のパスは何らかの方法で互いに異なっていなければなりませ
ん。1 つのパスの少なくとも 1 つの部分が、もう一方のパスと異なっていなければなりません。
すべての部分が異なっていても許容されます。

ここで送信先のフルパスを設計することも、コンテナ名またはコンテナ名のみを決定することも
できます。

• フルパスを設計したいけれどもパスの要件に精通していない場合は、「the section called “ス
テップ 1: パスの設計”」を参照してください。 MediaStore 使用したいコンテナについてユー
ザーと合意する必要があります。

• コンテナだけを決めたい場合は、 MediaStore どのコンテナを使用するかについてユーザーと
合意する必要があります。

3. MediaStore まだ存在しないコンテナを作成するようユーザに依頼してください。

4. 1 つ以上のコンテナのデータエンドポイントを取得します。例:
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https://a23f.data.mediastore.us-west-2.amazonaws.com

https://fe30.data.mediastore.us-west-2.amazonaws.com

データエンドポイントが必要です。コンテナ名は不要です。

MediaStoreコンテナへの送信にはユーザー認証情報は必要ないことに注意してください。 MediaLive 
MediaStore 信頼できるエンティティを経由してコンテナに書き込む権限がある。これらのアクセス
権限が組織内の誰かによって既に設定されている必要があります。詳細については、「the section 
called “リファレンス: 信頼されたエンティティアクセスの概要”」を参照してください。

HLS 出力グループへ MediaPackage

HLS 出力グループを作成し、HTTPS AWS Elemental MediaPackage経由で送信することに決めた場
合は、次の手順に従ってください。AWS Elemental MediaPackage MediaPackage出力グループを作
成してに送信することもできます。詳細については、を参照してください。the section called “HLS 
と MediaPackage”

HLS 出力グループの出力の送信先について、ダウンストリームシステムのオペレータと合意する必
要があります。 MediaLive この情報はチャンネルを作成するときに必要になります。

送信先のセットアップを手配するには

1. チャンネルを 1 MediaPackage つ作成するようユーザーに依頼してください MediaPackage。 
MediaLive チャネルが標準チャネル (2 つのパイプライン) であっても、 MediaPackage 必要な
チャネルは 1 つだけです。

2. HTTPS MediaPackage ユーザー認証情報を設定するようにユーザーと調整してください。 
MediaPackage には安全な接続で送信する必要があります。

3. 以下の情報を提供します。

• チャネルの 2 つの URL ( MediaPackage入力エンドポイントは用語)。チャンネルの 2 つの 
URL は次のようになります。

https://6d2c.mediapackage.uswest-2.amazonaws.com/in/v2/9dj8/9dj8/
channel

https://6d2c.mediapackage.uswest-2.amazonaws.com/in/v2/9dj8/e333/
channel
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この 2 つの URL は、直前のフォルダーを除いて常に同じです。channel

必ず、チャンネル名 (で始まるhttps://) ではなく URL (で始まるarn) を取得してくださ
い。

• ダウンストリームシステムが認証リクエストを必要とする場合、ダウンストリームシステムに
アクセスするためのユーザー名とパスワードです。これらのユーザー認証情報は、プロトコル
ではなくユーザー認証に関連することに注意してください。ユーザー認証は、ダウンストリー
ムシステムがリクエストを受け入れるかどうかにまつわることです。プロトコルは、リクエス
トが安全な接続を介して送信されるかどうかに関するものです。

HLS は v2 MediaPackage にグループを出力します。

HLS 出力グループを作成して v2 に送信することに決めた場合は、以下の手順に従ってください。 
MediaPackage バージョン 2 を使用する場合の 1 つの使用例は、 glass-to-glass MediaLive との両方
を含む低レイテンシのワークフローを実装することです。 MediaPackage

HLS 出力グループの出力の送信先について、ダウンストリームシステムのオペレータと合意する必
要があります。 MediaLive この情報はチャンネルを作成するときに必要になります。

送信先のセットアップを手配するには

1. チャンネルを 1 MediaPackage つ作成するようユーザーに依頼してください MediaPackage。 
MediaLive チャネルが標準チャネル (2 つのパイプライン) であっても、 MediaPackage 必要な
チャネルは 1 つだけです。

2. チャンネルの 2 つの URL ( MediaPackage入力エンドポイントは用語) を取得します。チャンネ
ルの 2 つの URL は次のようになります。

https://mz82o4-1.ingest.hnycui.mediapackagev2.us-west-2.amazonaws.com/
in/v1/live-sports/1/curling/index

https://mz82o4-2.ingest.hnycui.mediapackagev2.us-west-2.amazonaws.com/
in/v1/live-sports/2/curling/index

上の例のように、この 2 つの URL は少し異なります。

必ず、チャンネル名 (で始まるhttps://) ではなく URL (で始まるarn) を取得してください。

MediaPackage v2 への送信にはユーザー認証情報を使用しないことに注意してください。
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HTTP への HLS 出力グループ

この手順に従って、次のダウンストリームシステムのいずれかを送信先とする HLS 出力グループを
作成することに決めました。

• HTTP または HTTPS PUT サーバー。

• HTTP または HTTPS WebDAV サーバー。

• Akamai オリジンサーバー。

HLS 出力グループの出力の送信先について、ダウンストリームシステムのオペレータと合意する必
要があります。 MediaLive この情報はチャンネルを作成する際に必要になります。

HTTP 経由で HLS を配信する場合、多くの場合、オリジンサーバーに配信されます。通常、オリジ
ンサーバーには、メインマニフェスト (.M3U8 ファイル) のファイル名など、送信先パスのルールに
関する明確なガイドラインがあります。

送信先のセットアップを手配するには

設定を調整するには、ダウンストリームシステムでオペレータに相談する必要があります。

1. ダウンストリームシステムが Akamai サーバーでない場合は、PUT または WebDAV を使用して
いるかどうかを調べます。

2. ダウンストリームシステムに特別な接続要件がないか、調べます。これらの接続フィールドは、
コンソールの HLS 出力グループ [CDN settings] (CDN 設定) セクションにあります。 MediaLive
このページをコンソールに表示するには、「チャンネルの作成」ページの「出力グループ」
セクションで「追加」を選択し、次に「HLS」を選択します。グループを選択してから [HLS 
settings] (HLS 設定) で [CDN settings] (CDN 設定) を開きます。

3. 出力に 2 つの送信先が必要かどうかを判断します。

• 標準チャンネルからの出力には 2 つの送信先が必要です。

• 単一パイプラインチャンネルからの出力先は 1 つ必要です。

4. ダウンストリームシステムがセキュア接続を使用しているかどうかを調べます。その場合は、オ
ペレータにユーザー認証情報を設定するように配置します。

5. そのダウンストリームシステムで、メインマニフェストと子マニフェスト内にカスタムパスが必
要かどうかを調べます。詳細については、「the section called “マニフェスト — カスタム HLS 
マニフェストパス”」を参照してください。
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6. 標準チャンネルを設定しようとする場合、ダウンストリームシステムが冗長マニフェストをサ
ポートしているかどうかを確認してください。サポートしている場合は、この機能を実装する
かどうかを決定します。詳細については「the section called “マニフェスト - 冗長な HLS マニ
フェスト”」を参照し、具体的な手順については、特に「the section called “ほとんどのシステム
のルール”」と「the section called “Akamai のルール”」を参照してください。

7. ダウンストリームシステムのオペレータと話し合って、HLS ファイルの 3 つのカテゴリ (メイ
ンマニフェスト、子マニフェスト、メディアファイル) の完全な宛先パスを決めてください。 
MediaLive 各デスティネーションの 3 つのカテゴリのファイルを、常に 1 つの場所に格納しま
す。 MediaLive 一部のファイルを別の場所に配置するように設定することはできません。

送信先が 2 つある場合、送信先のパスは何らかの方法で互いに異なっていなければなりませ
ん。1 つのパスの少なくとも 1 つの部分が、もう一方のパスと異なっていなければなりません。
すべての部分が異なっていても許容されます。この要件は、ダウンストリームシステムのオペ
レータと話し合います。ダウンストリームシステムには、一意性に関する特定のルールがある場
合があります。

8. HLS ファイルの 3 つのカテゴリの名前に関する特別な要件については、ダウンストリームシス
テムのオペレータに相談してください。通常、ダウンストリームシステムには特別な要件はあり
ません。

9. 子マニフェストとメディアファイルの名前に関する修飾子の特別な要件については、ダウンスト
リームシステムのオペレータに相談してください。

子マニフェストとメディアファイルでは、ファイル名にこの修飾子が常に含まれています。こ
の修飾子は、個々の出力を区別できるように各出力で一意である必要があります。例えば、高
解像度出力のファイルは、低解像度出力のファイルとは異なる名前である必要があります。例え
ば、1 つの出力のファイルに、ファイル名と修飾子 curling_high を指定し、一方、他の出力
に curling_low を含めることができます。

通常、ダウンストリームシステムには特別な要件はありません。

10. メディアファイルを専用のサブディレクトリに設定すべきかは、ダウンストリームシステムのオ
ペレータに問い合わせてください。例えば、最初の 1000 個のセグメント用に 1 つのサブディレ
クトリ、次の 1000 個用に別のサブディレクトリ、というように続きます。

ほとんどのダウンストリームシステムでは、個別のサブディレクトリは必要ありません。

11. ダウンストリームシステムに特別な要件がある送信先パスの部分について合意します。

• 例えば、ダウンストリームシステムでは、特定のホストへの送信のみが必要になる場合があり
ます。
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例えば、名前を付けた 2 つのフォルダに送信しますが、https://203.0.113.55 のホスト
上です。

または、ホスト上にある https://203.0.113.55 および https://203.0.113.82 とい
う 2 つのフォルダに送信します。

• または、ダウンストリームシステムでは、選択したファイル名を持つ特定のホストとフォルダ
が必要になる場合があります。例えば、次のホストとフォルダは次のようになります。

https://203.0.113.55/sports/delivery/

https://203.0.113.55/sports/backup/

12. 収集した情報を書き留めておきます。

• ダウンストリームシステムの接続タイプ — Akamai、PUT、または WebDAV。

• ダウンストリームシステムに特別な要件がある場合は、接続フィールドの設定。

• 配信用のプロトコル — HTTP または HTTPS。

• ダウンストリームシステムが認証リクエストを必要とする場合、ダウンストリームシステムに
アクセスするためのユーザー名とパスワードです。これらのユーザー認証情報は、プロトコル
ではなくユーザー認証に関連することに注意してください。ユーザー認証は、ダウンストリー
ムシステムがリクエストを受け入れるかどうかにまつわることです。プロトコルは、リクエス
トが安全な接続を介して送信されるかどうかに関するものです。

• ファイル名を含む送信先パスの全部または一部。

• 個別のサブディレクトリを設定する必要があるかどうか。

MediaPackage 出力グループ

MediaPackage 出力グループを作成することに決めた場合は、以下の手順に従ってください。

ユーザーと下流システムのオペレーターは、 MediaPackage 出力グループの出力先について合意す
る必要があります。この情報は、 MediaLive チャンネルを作成する際に必要になります。

出力グループを作成するか、HLS AWS Elemental MediaPackage MediaPackage 出力グループを作
成することでに送信できることに注意してください。相違点の説明については、「the section called 
“HLS と MediaPackage”」を参照してください。このセクションでは 1 つ目のオプションについて説
明します。
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送信先のセットアップを手配するには

1. MediaPackage ユーザーにチャンネルを 1 つ作成するように依頼してください。 MediaLive
チャネルが標準チャネル (2 つのパイプライン) であっても、 MediaPackage 必要なチャネルは 
1 つだけです。

2. MediaPackage チャンネルの ID を取得します。チャンネル ID では大文字と小文字が区別されま
す。

MediaPackage出力を送信するのにユーザー認証情報は必要ないことに注意してください 
MediaPackage。 MediaLive MediaPackage 信頼できるエンティティ経由で書き込む権限がある。
これらのアクセス権限が組織内の誰かによって既に設定されている必要があります。詳細について
は、「the section called “リファレンス: 信頼されたエンティティアクセスの概要”」を参照してくだ
さい。

Microsoft Smooth 出力グループ

この手順に従って、Microsoft Smooth 出力グループを作成することに決めました。

Microsoft Smooth 出力グループの出力の送信先について、ダウンストリームシステムのオペレータ
と合意する必要があります。 MediaLiveこの情報はチャンネルを作成する際に必要になります。

送信先のセットアップを手配するには

1. 出力に 2 つの送信先が必要かどうかを判断します。

• 標準チャンネルからの出力には 2 つの送信先が必要です。

• 単一パイプラインチャンネルからの出力先は 1 つ必要です。

2. Microsoft IIS サーバーのオペレータに問い合わせて、出力のフルパスについて合意します。同意
した URL を書き留めておきます。例:

https://203.0.113.55/sports/curling

https://203.0.113.82/sports/curling

3. プロトコルが HTTPS の場合は、オペレータでユーザーの認証情報をセットアップするように配
置します。

4. ダウンストリームシステムに特別な接続要件がないか、調べます。これらの接続フィールド
は、Microsoft Smooth 出力グループの [General configuration] (全般設定) セクションにグループ
にあります。 MediaLive このページをコンソールに表示するには、「チャンネルの作成」ペー
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ジの「出力グループ」セクションで、「追加」を選択し、次に「Microsoft Smooth」を選択し
ます。グループを選択してから [Microsoft Smooth settings] (Microsoft Smooth 設定) で [General 
configuration] (全般設定) を開きます。

5. 収集した情報を書き留めておきます。

• URL。

• サーバーで認証リクエストが必要な場合、Microsoft IIS サーバーにアクセスするためのユー
ザー名とパスワードです。これらのユーザー認証情報は、プロトコルではなくユーザー認証に
関連することに注意してください。ユーザー認証は、サーバーがリクエストを受け入れるかど
うかにまつわることです。プロトコルは、リクエストが安全な接続を介して送信されるかどう
かに関するものです。

• ダウンストリームシステムに特別な要件がある場合は、接続フィールドの設定。

RTMP 出力グループ

この手順に従って、RTMP 出力グループを作成することに決めました。

RTMP 出力グループの出力の送信先について、ダウンストリームシステムのオペレータと合意する
必要があります。 MediaLive この情報はチャンネルを作成するときに必要になります。

送信先のセットアップを手配するには

1. RTMP サーバーがソーシャルメディアサイトの場合、サイトのホストに次の情報を補足できる
指示がある可能性があります。以下の手順を取得します。

2. 出力に 2 つの送信先が必要かどうかを判断します。

• MediaLive チャンネルが標準チャンネルの場合は、2 つの宛先が必要です。

• MediaLive チャネルが単一パイプラインチャネルの場合は、宛先が 1 つ必要です。

3. RTMP オペレータが、必要に応じて RTMP サーバの 1 つまたは 2 MediaLive つの入力で出力を
期待するように設定してください。

4. RTMP オペレータから次の情報を取得します。

• 使用するプロトコル (RTMP または MediaLive RTMPS)。

• ダウンストリームシステムが認証リクエストを必要とする場合、ダウンストリームシステムに
アクセスするためのユーザー名とパスワードです。これらのユーザー認証情報は、プロトコル
ではなくユーザー認証に関連することに注意してください。ユーザー認証は、ダウンストリー
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ムシステムがリクエストを受け入れるかどうかにまつわることです。プロトコルは、リクエス
トが安全な接続を介して送信されるかどうかに関するものです。

• IP アドレス。

• ポート番号。

• アプリケーション名。別名はアプリ名です。

• ストリーム名。別名は、アプリケーションインスタンスまたはアプリインスタンスまたはスト
リームキーです。

オペレータは、アプリケーション名とストリーム名を別々のデータとして指定することがあ
ります。または、string/string の形式でフルパスが提供されることもあります。この場
合、最初の文字列がアプリケーション名で、2 番目の文字列はストリーム名です。

以下に、オペレータから提供される情報の例を示します。

rtmp://203.0.113.28:80/xyz/ywq7b

rtmp://203.0.113.17:80/xyz/ywq7b

xyz はアプリケーション名、ywq7b はストリーム名です。

この例では、2 つの URL の IP アドレスは異なりますが、アプリケーション名/ストリーム名の
部分は同じです。RTMP サーバーは別のルールに従う可能性があります。

UDP 出力グループ

UDP 出力グループを作成することが決定している場合は、この手順に従ってください。

ユーザーとダウンストリームシステムのオペレータは、UDP 出力グループの出力の送信先について
同意する必要があります。この情報はチャンネルを作成するときに必要になります。 MediaLive

送信先のセットアップを手配するには

1. 出力に 2 つの送信先が必要かどうかを判断します。

• MediaLive チャンネルが標準チャンネルの場合は、2 つの宛先が必要です。

• MediaLive チャネルが単一パイプラインチャネルの場合は、宛先が 1 つ必要です。

UDP 170



MediaLive ユーザーガイド

2. UDP コンテンツを受信するダウンストリームシステムを管理するオペレータに話します。オ
ペレータは、必要に応じて 1 つまたは 2 MediaLive つの出力を想定するように設定してくださ
い。

3. オペレータから次の情報を取得します。

• プロトコルが UDP か RTP か

• URL

• ポート番号

各 URL は、例えば次のようになります。

udp://203.0.113.28:5000

udp://203.0.113.33:5005

この例では、ポート番号は連番ではないことに注意してください。これらの連続しない数字
は、出力で FEC を有効にしようとする場合に重要です (このフィールドは UDP 出力グループの
[Output] (出力) ペインにあります。FEC では、2 つの送信先のポート番号の間にスペースを残す
必要があります。例えば、1 つの送信先が rtp://203.0.113.28:5000 である場合は、FEC 
がポート 5002 と 5004 も使用すると想定します。そして、もう 1 つの送信先の使用可能な最小
ポート番号は 5005 とします。

次のステップ

これでチャンネルの計画が立ちました、ワークフローを計画しました、ワークフローを計画しまし
た。

• まず、必要な出力を特定しました。

• その後、ソースに戻りました。上流システムを評価し、ソースに関する情報を入手しました。

• MediaLive 作成する入力のタイプを特定しました。

• その後、出力側に戻り、ワークフローの出力を配信するためにダウンストリームシステムと調整し
ます。 MediaLive

これで、次の手順を実行するために必要な情報が揃いました。
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• ワークフローの主要リソースであるチャンネルを設計する準備が整いました。セットアップ: チャ
ンネルの計画 を参照してください。

• の説明に従って、 MediaLive 適切な入力を作成しますセットアップ: 入力の作成。
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MediaLive ワークフローにおけるチャンネルの計画
トランスコーディングワークフローを計画する第 2 AWS Elemental MediaLive 段階としてチャンネ
ルを計画する必要があります。で説明されているように、アップストリームシステムとダウンスト
リームのシステムを設定する第 1 段階はすでに実行されているはずです。セットアップ: アップスト
リームとダウンストリームの準備

チャンネルには、さまざまな特性の出力、および幅広い動画機能を含めて構成する機能があります。
しかし、これらの詳細を計画する前に、チャンネルの基本機能を計画してください。

この章では、これらの基本機能を計画する方法について説明します。少し時間をかけてチャンネルの
これらの機能を慎重に計画することで、チャンネル作成のジョブがスムーズに進みます。

Note

出力側では、動画、オーディオ、字幕のストリーム、トラック、またはプログラムのそれぞ
れをエンコードとして参照します。

トピック

• ステップ 1: 出力エンコードの識別

• ステップ 2: 出力エンコードをソースにマッピングする

• ステップ 3: 出力グループの設計

• ステップ 4: エンコードの設計

• 次のステップ

ステップ 1: 出力エンコードの識別

下流システムを準備したら、出力グループの識別必要なこと。ここで、チャネルの計画の一環とし
て、作成を決定した各出力グループに含めるエンコードを特定する必要があります。Anエンコード
します出力内のオーディオ、ビデオ、またはキャプションストリームを参照します。

トピックス

• ビデオエンコードの識別

• オーディオエンコード

ステップ 1: 出力エンコードの識別 173



MediaLive ユーザーガイド

• キャプションエンコードの識別

• 出力グループのエンコードルールの概要

• 出力エンコードの計画の例

ビデオエンコードの識別

ビデオエンコードとそのコーデックの数を決定する必要があります。出力グループごとに、以下の手
順に従います。

1. 出力グループで許可されるエンコードの最大数を決定します。出力グループのタイプごとに、次
のルールが適用されます。

出力グループのタイプ ビデオエンコードのルール

アーカイブ 1 つの動画エンコード。

フレームキャプチャ 1 つの動画エンコード。

HLS またはMediaPackage 1 つ以上のビデオエンコード。通常、複数の
ビデオエンコードがあります。

Microsoft Smooth 1 つ以上のビデオエンコード。通常、複数の
ビデオエンコードがあります。

RTMP 1 つの動画エンコード。

ユーザーデータグラムプロトコル 1 つの動画エンコード。

2. 出力グループで複数のビデオエンコードが許可されている場合は、必要な数のビデオを決定
します。単一のビデオソースから複数の出力エンコードを作成できることに注意してくださ
い。MediaLive取り込み。

3. ビデオエンコードのコーデックを特定します。

• ほとんどのタイプの出力グループでは、ダウンストリームシステムが各ビデオエンコードの
コーデックを指示するため、この情報は出力エンコードの識別。

• アーカイブ出力グループでは、目的に合ったコーデックを決定します。

4. 各ビデオエンコードの解像度とビットレートを特定します。次の場合、ダウンストリームシステ
ムから要件または推奨事項を取得している可能性があります。出力エンコードの識別。
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5. 各ビデオエンコードのフレームレートを特定します。複数のビデオエンコードを使用している場
合は、使用する最低フレームレートの倍数である出力フレームレートを選択することで、互換性
を確保できます。

例:

• 29.97 および 59.94 フレーム/秒は互換性のあるフレームレートです。

• 15、30、60 フレーム/秒は、互換性のあるフレームレートです。

• 29.97と30フレーム/秒はじゃない互換性のあるフレームレート。

• 毎秒30フレームと59.94フレームはじゃない互換性のあるフレームレート。

オーディオエンコード

オーディオエンコードの個数を決定する必要があります。出力グループごとに、以下の手順に従いま
す。

1. 出力グループで許可されるエンコードの最大数を決定します。出力グループのタイプごとに、次
のルールが適用されます。

出力グループのタイプ オーディオエンコード

アーカイブ 0 つ以上のオーディオエンコード。

フレームキャプチャ ゼロオーディオエンコード。

HLS またはMediaPackage 0 つ以上のオーディオエンコード。通常、複
数のオーディオエンコードがあります。

Microsoft Smooth 0 つ以上のオーディオエンコード。通常、複
数のオーディオエンコードがあります。

RTMP ゼロまたは 1 つのオーディオエンコード。

ユーザーデータグラムプロトコル 1 つ以上のオーディオエンコード。

2. 出力グループで複数のオーディオエンコードが許可されている場合は、必要な数を指定します。
次のガイドラインが適用されます。
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• 出力コーデック、コーディングモード、および言語のそれぞれ異なる組み合わせが 1 つのエ
ンコードです。

MediaLiveは、ソースにそのコーディングモードまたは上位モードが含まれている場合にの
み、特定のコーディングモードを生成できます。たとえば、MediaLive1.0 または 2.0 のソー
スから 1.0 を作成できます。2.0 ソースから 5.1 を作成することはできません。

• MediaLiveソースにその言語が含まれている場合にのみ、特定の言語を生成できます。

• MediaLiveは、特定の言語に対して複数のエンコードを生成できます。

たとえば、ドルビー 5.1 と AAC 2.0 にスペイン語を含めるように選択できます。

• すべての言語でエンコード数を同じにする必要はありません。たとえば、スペイン語には 2 
つのエンコードを作成し、他の言語にはエンコードを 1 つだけ作成できます。

3. 各オーディオエンコードのビットレートを特定します。次の場合、ダウンストリームシステムか
ら要件または推奨事項を取得している可能性があります。出力エンコードの識別。

キャプションエンコードの識別

キャプションエンコードの個数を決定する必要があります。出力グループごとに、以下の手順に従い
ます。

1. 出力グループで許可されるキャプションエンコードの最大数を決定します。出力グループのタイ
プごとに、次のルールが適用されます。

出力グループのタイプ キャプションエンコードのルール

アーカイブ ゼロ以上のキャプションがエンコードされま
す。キャプションは、埋め込みキャプション
またはオブジェクトスタイルのキャプション
です。

フレームキャプチャ ゼロキャプションがエンコードされます。

HLS またはMediaPackage ゼロ以上のキャプションがエンコードされま
す。通常、オーディオ言語に一致するキャプ
ション言語があります。キャプションは、埋
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出力グループのタイプ キャプションエンコードのルール

め込みキャプションまたはサイドカーキャプ
ションのいずれかです。

Microsoft Smooth ゼロ以上のキャプションがエンコードされま
す。通常、オーディオ言語に一致するキャプ
ション言語があります。キャプションは常に
サイドカーキャプションです。

RTMP ゼロまたは 1 つのキャプションがエンコード
されます。キャプションは、埋め込みキャプ
ションまたはオブジェクトスタイルのキャプ 
ションです。

ユーザーデータグラムプロトコル 1 つ以上のキャプションがエンコードされま
す。キャプションは、埋め込みキャプション
またはオブジェクトスタイルのキャプション
です。

2. 各キャプションフォーマットが属するカテゴリを特定します。のリストを参照してくださ
い。the section called “字幕カテゴリ”。たとえば、WebVTT キャプションはサイドカーキャプ
ションです。

3. このカテゴリを使用して、出力グループで必要なキャプションエンコーディングの数を特定しま
す。

• 埋め込みキャプションの場合は、常に 1 つのキャプションエンコードを作成します。

• オブジェクトスタイルのキャプションとサイドカーキャプションの場合、含める形式と言語ご
とに 1 つのキャプションエンコードを作成します。

出力グループのエンコードルールの概要

この表は、各出力グループのエンコードのルールをまとめたものです。最初の列で、必要な出力を検
索し、行全体を読み込みます。
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出力グループのタイ 
プ

ビデオエンコードの 
ルール

オーディオエンコー 
ド

キャプションエンコ 
ードのルール

アーカイブ 1 つの動画エンコード 
。

0 つ以上のオーディオ 
エンコード。

ゼロ以上のキャプシ 
ョンがエンコードさ 
れます。キャプショ 
ンは、埋め込みキャ 
プションまたはオブ 
ジェクトスタイルの 
キャプションです。

フレームキャプチャ 1 つの動画エンコード 
。

ゼロオーディオエン 
コード。

ゼロキャプションが 
エンコードされます 
。

HLS またはMediaP 
ackage

1 つ以上のビデオエン 
コード。通常、複数 
のビデオエンコード 
があります。

0 つ以上のオーディオ 
エンコード。通常、 
複数のオーディオエ 
ンコードがあります 
。

ゼロ以上のキャプシ 
ョンがエンコードさ 
れます。通常、オー 
ディオ言語に一致す 
るキャプション言語 
があります。キャプ 
ションは、埋め込み 
キャプションまたは 
サイドカーキャプシ 
ョンのいずれかです 
。

Microsoft Smooth 1 つ以上のビデオエン 
コード。通常、複数 
のビデオエンコード 
があります。

0 つ以上のオーディオ 
エンコード。通常、 
複数のオーディオエ 
ンコードがあります 
。

ゼロ以上のキャプシ 
ョンがエンコードさ 
れます。通常、オー 
ディオ言語に一致す 
るキャプション言語 
があります。キャプ 
ションは常にサイド 
カーキャプションで 
す。
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出力グループのタイ 
プ

ビデオエンコードの 
ルール

オーディオエンコー 
ド

キャプションエンコ 
ードのルール

RTMP 1 つの動画エンコード 
。

ゼロまたは 1 つの
オーディオエンコー
ド。

ゼロまたは 1 つの
キャプションがエ
ンコードされます 
。キャプションは、 
埋め込みキャプショ 
ンまたはオブジェク 
トスタイルのキャプ 
ションです。

ユーザーデータグラ 
ムプロトコル

1 つの動画エンコード 
。

1 つ以上のオーディオ 
エンコード。

1 つ以上のキャプショ 
ンがエンコードされ 
ます。キャプション 
は、埋め込みキャプ 
ションまたはオブジ 
ェクトスタイルのキ 
ャプションです。

一部の出力グループでは、オーディオのみの出力もサポートします。「the section called “出力グ
ループと出力”」を参照してください。

一部の出力グループでは、Roku 仕様に従ってトリックプレイをサポートするために、JPEG ファイ
ルを含む出力もサポートしています。「the section called “イメージメディアプレイリスト仕様によ
るトリックプレイトラック”」を参照してください。

出力エンコードの計画の例

この手順を実行したら、この例のような情報が必要になります。

例

出力グループ エンコードタイプ エンコードニックネ 
ーム

エンコードの特徴

HLS 動画 VideoA AVC 1920x1080 
、5Mbps
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出力グループ エンコードタイプ エンコードニックネ 
ーム

エンコードの特徴

VideoB AVC 1280x720、3 
Mbps

VideoC AVC 320x240、7 
50Kbps

AudioA 192000bpsで英語で
AAC 2.0

音声

AudioB 192000bpsでフランス
語でAAC 2.0

captionSA WebVTT (オブジェク
トスタイル) が組み込
みから変換された、
英語で

キャプション

captionsB WebVTT (オブジェク
トスタイル) が組み込
みから変換された、
フランス語で

動画 VideoD AVC 1920x1080 
、5Mbps

音声 AudioC スペイン語のドルビ 
ーデジタル 5.1

RTMP

キャプション captionsC RTMPCaptionInfoスペ
イン語で (組み込みか
ら変換)

アーカイブ 動画 VideoE AVC、1920x 
1080、8.5Mbps
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出力グループ エンコードタイプ エンコードニックネ 
ーム

エンコードの特徴

audioD スペイン語のドルビ 
ーデジタル2.0

audioE フランス語のドルビ 
ーデジタル2.0

音声

audiOF ドルビーデジタル2 
.0（英語）

キャプション captionSD DVB-Sub (オブジェク
トスタイル) をテレテ
キストから変換し、6 
つの言語で

ステップ 2: 出力エンコードをソースにマッピングする

チャンネルを計画する最初のステップで、各出力グループに必要なエンコードの数を特定しました。
ここで、これらのエンコードの生成に使用できるソースのアセットを判断する必要があります。

この手順の結果

この手順を実行した後、チャンネル内で作成する次の主要コンポーネントを特定します。

• ビデオ入力セレクタ

• オーディオ入力セレクタ

• 字幕入力セレクタ

これらのコンポーネントを特定することが、チャンネルの入力側を計画する際の最終ステップです。

出力をソースにマップするには

1. 生成したい出力エンコードのリストを入手します。このリストは前のステップで作成したもので
す。このリストを整理して表にすると便利です。例:
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例

出力グループ エンコードのタイプ ニックネームのエン 
コード

エンコードの特徴

VideoA AVC 1920×1080、5 
Mbps

VideoB AVC 1280×720、3 
Mbps

動画

VideoC AVC 320×240、750 
Kbps

AudioA 192000 bps 英語 
AAC 2.0

オーディオ

AudioB 192000 bps フラン
ス語 AAC 2.0

CaptionsA WebVTT (オブジェ
クトスタイル) を埋
め込みから変換、英
語

HLS

字幕

CaptionsB WebVTT (オブジェ
クトスタイル) を埋
め込みから変換、フ
ランス語

動画 VideoD AVC 1920×1080、5 
Mbps

オーディオ AudioC ドルビーデジタル 
5.1、スペイン語

RTMP

字幕 CaptionsC スペイン語の RTMP 
CaptionInfo (埋め込
みから変換)
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出力グループ エンコードのタイプ ニックネームのエン 
コード

エンコードの特徴

動画 VideoE AVC 1920×1080 
、8.5 Mbps

AudioD ドルビーデジタル 
2.0、スペイン語

AudioE ドルビーデジタル 
2.0、フランス語

オーディオ

AudioF ドルビーデジタル 
2.0、英語

アーカイブ

字幕 CaptionsD DVB-Sub (オブジェ
クトスタイル) をテ
レテキストから変
換、6 言語。

2. ソースコンテンツを評価して識別子を収集したときに作成したソースのリストを入手します。こ
のようなリストの例については、「the section called “ステップ 4: アップストリームシステムを
評価する ”」を参照してください。

3. 出力エンコードのテーブルに Source と Identifier in source というラベルを付けて 2 列を追加し
ます。

4. エンコード (列 2) ごとに、そのエンコードを生成できるソースの一覧が見つかります。ソース
コーデックとそのソースコーデックの識別子を追加します。この例は、完成したテーブルを示し
ています。

例

出力グルー
プ

エンコード
のタイプ

ニックネー
ムのエン 
コード

エンコード
の特徴

ソース ソース内の
識別子

HLS 動画 VideoA AVC 
1920×1080 
、5 Mbps

HEVC PID 600
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出力グルー
プ

エンコード
のタイプ

ニックネー
ムのエン 
コード

エンコード
の特徴

ソース ソース内の
識別子

VideoB AVC 
1280×720、 
3 Mbps

HEVC PID 600

VideoC AVC 
320×240、7 
50 Kbps

HEVC PID 600

AudioA 192000 bps 
英語 AAC 
2.0

AAC 2.0 PID 759オーディオ

AudioB 192000 bps 
フランス語 
AAC 2.0

AAC 2.0 PID 747

CaptionsA WebVTT (オ
ブジェクト
スタイル) を
埋め込みか
ら変換、英
語

埋め込み チャンネル 4字幕

CaptionsB WebVTT (オ
ブジェクト
スタイル) を
埋め込みか
ら変換、フ
ランス語

埋め込み チャンネル 2

RTMP 動画 VideoD AVC 
1920×1080 
、5 Mbps

HEVC PID 600
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出力グルー
プ

エンコード
のタイプ

ニックネー
ムのエン 
コード

エンコード
の特徴

ソース ソース内の
識別子

オーディオ AudioC ドルビーデ
ジタル 5.1、
スペイン語

ドルビーデ
ジタル 5.1

PID 720

字幕 CaptionsC スペイン語
の RTMP 
CaptionInfo 
(埋め込みか
ら変換)

埋め込み チャンネル 3

動画 VideoE AVC 
1920×1080 
、5 Mbps

HEVC PID 600

AudioD ドルビーデ
ジタル 2.0、
スペイン語

AAC 2.0 PID 746

AudioE ドルビーデ
ジタル 2.0、
フランス語

AAC 2.0 PID 747

オーディオ

AudioF ドルビーデ
ジタル 2.0、
英語

AAC 2.0 PID 759

アーカイブ

字幕 CaptionsD DVB-Sub (オ
ブジェクト
スタイル) 
をテレテキ
ストから変
換、6 言語。

テレテキス
ト

PID 815

チャンルを作成する際にこの情報を使用することになります。
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• ソース識別子とソース識別子情報は、入力セレクタを作成するときに使用することになりま
す。

• その特性情報は、出力におけるエンコードを作成するときに表示されます。

5. ソースアセットを特定したら、複数回使用されているアセットをグループ化し、重複を削除しま
す。

6. 各アセットをタイプ別 (ビデオ、オーディオ、字幕) にラベル付けします。

例

入力アセット アセットニック
ネーム

ソース 特徴 ソース内の識別
子

ビデオ 1 Video1 動画 HEVC PID 600

オーディオ 1 Audio1 オーディオ AAC 2.0 スペイ
ン語

PID 746

オーディオ 2 Audio2   AAC 2.0 フラン
ス語

PID 747

オーディオ 3 Audio3   AAC 2.0 英語 PID 759

オーディオ 4 Audio4   ドルビーデジタ
ル 5.1、スペイ
ン語

PID 720

字幕 1 Captions1 字幕 埋め込みフラン
ス語

チャンネル 2

字幕 2 Captions2   埋め込みスペイ
ン語

チャンネル 3

字幕 3 Captions3   埋め込み、英語 チャンネル 4

字幕 4 Captions4   テレテキスト、
すべての言語

PID 815

ステップ 2: 出力をソースにマッピングする 186



MediaLive ユーザーガイド

マッピングの例

以下の図は、ソースアセットへの出力エンコードのマッピングを示しています。最初の図は、出力 
(上部) とソース (下部) を示しています。他の 3 つの図は、同じ出力とソースをビデオ、オーディ
オ、字幕のマッピングで示したものです。

エンコードとアセット

ビデオエンコードをアセットにマッピングする

オーディオエンコードをアセットにマッピングする

字幕エンコーディングをアセットにマッピングする
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ステップ 3: 出力グループの設計

チャンネルの計画を立てる最初のステップで、各出力グループに含める動画、オーディオ、字幕のエ
ンコードを特定しました。

ここで、これらの動画、オーディオ、および字幕エンコードを整理して各出力グループ内の出力にす
る必要があります。これらのエンコードは、各タイプの出力グループによって規定されるルールに従
うように整理する必要があります。

この手順の結果

この手順を実行すると、次の設計が得られます。

• 各出力グループ内の出力の編成。

• 各出力の動画、オーディオ、字幕の編成がエンコードされます。

これで出力チャンネル側の計画が立ちました。

AWS Elemental MediaLiveと比較 AWS Elemental Live

ご存じの方もいらっしゃると思いますがAWS Elemental Live、AWS Elemental Liveこれは出力スト
リームを指し、 MediaLive エンコードを指すことに注意してください。それ以外は、概念は同じで
す。 MediaLive チャンネルはビデオ、オーディオ、キャプションのエンコードを出力に結合し、出
力は出力グループに配置されます。

トピック

• アーカイブ出力グループ内のエンコードを整理する

• フレームキャプチャ出力グループ内のエンコードを整理する

• エンコードは HLS または出力グループにまとめます。 MediaPackage
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• Microsoft Smooth 出力グループ内のエンコードを整理する

• RTMP 出力グループ内のエンコードを整理する

• UDP 出力グループ内のエンコードを整理する

• 例

アーカイブ出力グループ内のエンコードを整理する

アーカイブ出力グループには、1 つのビデオエンコード、1 つ以上のオーディオエンコード、および 
1 つ以上の字幕エンコード (埋め込みまたはオブジェクトタイプのいずれか) を含めることができま
す。

出力グループに、すべてのエンコードを含む出力を 1 つ含めるように計画します。

この図は、字幕が埋め込まれた 1 つのビデオエンコード、および 2 つのオーディオエンコードを保
持する 1 つの出力を含むアーカイブ出力グループを示しています。

この図は、1 つのビデオエンコード、2 つのオーディオエンコード、および 2 つのオブジェクトスタ
イルの字幕エンコードを保持する 1 つの出力を含むアーカイブ出力グループを示しています。

フレームキャプチャ出力グループ内のエンコードを整理する

フレームキャプチャ出力グループには、1 つの動画 JPEG エンコードのみを含めることができます。
その単一のエンコードを 1 つの出力に入れます。

エンコードは HLS または出力グループにまとめます。 MediaPackage

HLS MediaPackage または出力グループは通常、ビデオ ABR スタックとして設定されます。ABR
は Adaptive Bit Rate の略です。動画 ABR スタックは、次の内容を含む出力グループです。

• ビデオの複数のバージョン (レンディション)。各レンディションの解像度は異なります。
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• 1 つ以上のオーディオエンコード。

• 1 つ以上の字幕がエンコード。

エンコードを編成するには、オーディオエンコードをバンドルする必要があるか、それぞれのレン
ディションにバンドルする必要があるかによって、2 つの方法があります。既にダウンストリームシ
ステムからこの情報を取得したはずです。

バンドルされたオーディオが必要なダウンストリームプレイヤー

出力グループに次のものが含まれるように計画します。

• ビデオエンコードごとに 1 つの出力。この出力には、1 つのビデオエンコード、すべてのオーディ
オエンコード、およびすべての字幕エンコード (字幕が埋め込まれている場合) が格納されます。

同じオーディオエンコーディングが各出力に表示されます。例えば、英語とフランス語のエンコー
ドが高解像度出力に表示され、同じ英語とフランス語のエンコードが低解像度出力に表示されま
す。

• 字幕がサイドカーの場合、字幕ごとに1つの出力がエンコードされます。

この図は、字幕エンコーディングが埋め込まれた場合の HLS 出力グループを示しています。

この図は、字幕エンコーディングがサイドカーの場合の HLS 出力グループを示しています。

個別のオーディオが必要なダウンストリームプレイヤー

出力グループに次のものが含まれるように計画します。

• ビデオエンコードごとに 1 つの出力。この出力には、1 つのビデオ、およびすべての字幕エンコー
ド (字幕が埋め込まれている場合) が格納されます。

• オーディオエンコードごとに 1 つの出力。
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オーディオエンコードは言語が異なる場合もあれば、ビットレートが異なる場合もあれば、言語や
ビットレートが異なる場合があります。

• 字幕がサイドカーの場合、字幕ごとに1つの出力がエンコードされます。

この出力グループ内のオーディオエンコードの配置は、オーディオレンディショングループと呼ばれ
ます。

この図は、オーディオレンディショングループと埋め込み字幕エンコードを使用した HLS 出力グ
ループを示しています。

この図は、オーディオレンディショングループとサイドカー字幕エンコードを使用した ABR スタッ
クの HLS 出力グループを示しています。

Microsoft Smooth 出力グループ内のエンコードを整理する

Microsoft Smooth 出力グループは通常、ビデオ ABR スタックとして設定されます。ABR は
Adaptive Bit Rate の略です。動画 ABR スタックは、次の内容を含む出力グループです。

• ビデオの複数のバージョン (レンディション)。各レンディションの解像度は異なります。

• 1 つ以上のオーディオエンコード。

• 1 つ以上の字幕がエンコード。

エンコードを編成するには、オーディオエンコードをバンドルする必要があるか、それぞれのレン
ディションにバンドルする必要があるかによって、2 つの方法があります。既にダウンストリームシ
ステムからこの情報を取得したはずです。

バンドルされたオーディオが必要なダウンストリームプレイヤー

出力グループに次のものが含まれるように計画します。
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• ビデオエンコードごとに 1 つの出力。この出力には、1 つのビデオエンコードとすべてのオーディ
オエンコードが格納されます。

同じオーディオエンコーディングが各出力に表示されます。例えば、英語とフランス語のエンコー
ドが高解像度出力に表示され、同じ英語とフランス語のエンコードが低解像度出力に表示されま
す。

• 字幕ごとに 1 つの出力がエンコードされます。Microsoft Smooth 出力グループ内の字幕は、常に
サイドカー字幕になります。

この図は、オーディオを持つ Microsoft Smooth 出力グループを示しています。

個別のオーディオが必要なダウンストリームプレイヤー

出力グループに次のものが含まれるように計画します。

• ビデオエンコードごとに 1 つの出力。

• オーディオエンコードごとに 1 つの出力。

オーディオエンコードは言語が異なる場合もあれば、ビットレートが異なる場合もあれば、言語や
ビットレートが異なる場合があります。

• 字幕ごとに 1 つの出力がエンコードされます。Microsoft Smooth 出力グループ内の字幕は、常に
サイドカー字幕になります。

この出力グループ内のオーディオエンコードの配置は、オーディオレンディショングループと呼ばれ
ます。

この図は、オーディオレンディショングループを持つ Microsoft Smooth 出力グループを示していま
す。
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RTMP 出力グループ内のエンコードを整理する

RTMP 出力グループの出力は、1 つのビデオエンコード、1 つのオーディオエンコード、および 1 つ
の字幕エンコードを含めることができます。

出力グループに、すべてのエンコードを保持する出力を 1 つ含めるように計画します。

この図は、ビデオエンコードに字幕が埋め込まれている RTMP 出力グループを示しています。

この図は、オブジェクトスタイルの字幕を持つ RTMP 出力グループを示しています。

UDP 出力グループ内のエンコードを整理する

UDP 出力グループには、1 つのビデオエンコード、1 つ以上のオーディオエンコード、および 1 つ
以上の字幕エンコード (埋め込みまたはオブジェクトタイプのいずれか) を含めることができます。

出力グループに、単一のビデオエンコード、すべてのオーディオエンコード、およびすべての字幕エ
ンコーディングを保持する出力を 1 つ含めるように計画します。

この図は、ビデオエンコードに字幕が埋め込まれている UDP 出力グループを示しています。

この図は、オブジェクトスタイルの字幕を持つ UDP 出力グループを示しています。
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例

the section called “プランの例” に、3 つの出力グループを含むワークフローの例を示します。このセ
クションの表は、各出力グループに含める可能性のあるエンコードを示しています。

このセクションでは、これらの出力グループでエンコードを整理した結果を示します。

HLS 出力グループ

HLS 出力グループの例には、それぞれ異なる解像度を持つ 3 つのビデオが含まれています。オー
ディオエンコーディングはそれぞれ独自の出力に含まれます。つまり、出力グループにはオーディオ
レンディショングループが含まれます。字幕は WebVTT で、字幕のサイドカースタイルです。した
がって、各字幕は独自の出力になります。

RTMP 出力グループ

RTMP 出力グループの例には、1 つのビデオ、1 つのオーディオ、1 つの字幕エンコードが含まれて
います。

アーカイブ出力グループ

アーカイブ出力グループの例には、1 つのビデオエンコード、3 つのオーディオエンコード、および 
1 つの字幕エンコードが含まれています。アーカイブ出力では、動画とオーディオのエンコードを常
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に独自の出力に配置します。この例では、字幕は WebVTT で、字幕のサイドカースタイルです。し
たがって、各字幕は独自の出力になります。

ステップ 4: エンコードの設計

チャンネルの計画を立てる最初のステップで、各出力グループに含める動画、オーディオ、字幕のエ
ンコードを特定しました。3 番目のステップでは、これらのエンコードを各出力グループの出力に編
成しました。

次いで、各エンコードの設定パラメータを計画する必要があります。この計画の一環として、チャン
ネル内の同じ出力グループの出力と、チャンネル内の異なる出力グループの出力間でエンコードを共
有する機会を特定します。

この手順の結果

この手順を実行すると、作成する動画、オーディオ、字幕のエンコードのリストが表示されます。

トピック

• エンコードの計画

• エンコードの共有の機会を特定する

エンコードの計画

the section called “ステップ 2: 出力をソースにマッピングする” では、各出力グループで作成するエ
ンコードの概略計画を立てました。以下は、そのステップからの計画の例で、出力とエンコード、お
よびそれらのエンコードのソースを示しています。
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ある時点で、この表の 2 列目と 3 列目に識別されるエンコードの詳細を入力する必要があります。
次の選択肢があります。

• これらの詳細を今すぐ決定できます。

• 実際にチャンネルを作成する際には、詳細は後で決定できます。これを行う場合は、テーブルの後
の手順を読んで、エンコードの定義に何が含まれているかを理解することをお勧めします。

例

出力グループ エンコードの
タイプ

ニックネーム
のエンコード

エンコードの
特徴

ソース ソース内の識
別子

VideoA AVC 
1920×1080 
、5 Mbps

HEVC PID 600

VideoB AVC 
1280×720、3 
Mbps

HEVC PID 600

動画

VideoC AVC 
320×240、7 
50 Kbps

HEVC PID 600

AudioA 192000 bps 
英語 AAC 2.0

AAC 2.0 PID 759オーディオ

AudioB 192000 bps 
フランス語 
AAC 2.0

AAC 2.0 PID 747

HLS

字幕 CaptionsA WebVTT (オ
ブジェクトス
タイル) を埋
め込みから変
換、英語

埋め込み チャンネル 4
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出力グループ エンコードの
タイプ

ニックネーム
のエンコード

エンコードの
特徴

ソース ソース内の識
別子

CaptionsB WebVTT (オ
ブジェクトス
タイル) を埋
め込みから変
換、フランス
語

埋め込み チャンネル 2

動画 VideoD AVC 
1920×1080 
、5 Mbps

HEVC PID 600

オーディオ AudioC ドルビーデジ
タル 5.1、ス
ペイン語

ドルビーデジ
タル 5.1

PID 720

RTMP

字幕 CaptionsC RTMP 
CaptionInfo 
(埋め込みか
ら変換)、ス
ペイン語

埋め込み チャンネル 2

動画 VideoE AVC 
1920×1080 
、5 Mbps

HEVC PID 600

AudioD ドルビーデジ
タル 2.0、ス
ペイン語

AAC 2.0 PID 746

アーカイブ

オーディオ

AudioE ドルビーデジ
タル 2.0、フ
ランス語

AAC 2.0 PID 747
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出力グループ エンコードの
タイプ

ニックネーム
のエンコード

エンコードの
特徴

ソース ソース内の識
別子

AudioF ドルビーデジ
タル 2.0、英
語

AAC 2.0 PID 759

字幕 CaptionsD DVB-Sub (オ
ブジェクトス
タイル) をテ
レテキストか
ら変換、6 言
語。

テレテキスト PID 815

各ビデオエンコードの詳細を設計する

テーブル内の各ビデオエンコードについて、ソースアセット、コーデック、解像度、およびビット
レートが既に特定されています。ここで、設定する必要がある他のすべてのエンコーディングパラ
メータを特定する必要があります。

個々のビデオエンコードごとに、以下の手順に従います。

1. 各出力のビデオエンコードセクションのフィールドを見てください。これらのフィールドを表示
するには、次の手順を実行します。すべてのセクションを完了しない心配はありません。ビデオ
エンコードのフィールドのみを表示して、チャンネルをキャンセルします。

• MediaLive ホームページで [チャンネルを作成] を選択し、ナビゲーションペインで [チャンネ
ル] を選択します。

以前にチャンネルを作成したことがある場合、ホームページは表示されません。その場合は、 
MediaLive ナビゲーションペインで [チャネル] を選択し、[チャネルの作成] を選択します。

• [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Output groups] (出力グループ) で [Add] (追加) 
を選択します。

チャンネルに関する前のセクションの手順を完了していなくても心配いりません。ビデオエン
コードのフィールドをすべて表示しようとしています。

• [出力グループの追加] セクションで [HLS] を選択し、[確認] を選択します。

• [Output groups] (出力グループ) で、[出力 1] を選択します。
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• [出力] セクションで、[ストリーミング設定] セクションに移動し、[動画] リンクを選択しま
す。

• [Codec settings] (コーデック設定) フィールドで、このビデオエンコードに使用したいコー
デックを選択します。追加のフィールドが表示されます。すべてのセクションのフィールドラ
ベルを選択して、すべてのフィールドを表示します。

2. 各セクションで、デフォルトを変更する必要があるかどうかを判断します。

• 多くのフィールドにはデフォルトが設定されています。つまり、フィールド値をそのまま残す
ことができます。フィールドとそのデフォルト値の詳細については、フィールドの横にある
[Info] (情報) リンクを選択してください。

• ダウンストリームシステムの期待に応えるために、ダウンストリームシステムの指示に従って
設定する必要があるフィールドがあります。

• 入力する値がこのチャンネルの出力料金に影響するフィールドがいくつかあります。次のよう
なものがあります。

• [Width] (幅) と [Height] (高さ) のフィールド (ビデオの解像度を定義するフィールド)。

• [Frame rate] (フレームレート) のフィールド。

• [レート制御] のフィールド。

料金については、「 MediaLive 料金表」を参照してください。

• 次のセクションでは、いくつかのフィールドについて読むことができます。

• [色空間] フィールドの詳細については、「the section called “ビデオ — 複雑な色空間変
換”」を参照してください。

• 追加のエンコード設定のフィールドについては、「the section called “動画 – 拡張 VQ”」を
参照してください。

• [Rate Control (レート制御)] フィールドについては、「the section called “ビデオレート制御
モード”」を参照してください。このセクションには、このチャンネルの出力料金に影響を
与えるフィールドがあります。料金の詳細については、「 MediaLive 料金表」を参照して
ください。

• [Timecode] フィールドの詳細については、「the section called “タイムコード”」を参照して
ください。

3. 変更する予定のすべてのフィールドの値について詳細にメモしておきます。これは、特定したす
べてのビデオエンコードに対して行います。
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各オーディオエンコードの詳細を設計する

テーブル内の各オーディオエンコードについて、ソースアセット、コーデック、解像度、およびビッ
トレートが既に特定されています。ここで、設定する必要がある他のすべてのエンコーディングパラ
メータを特定する必要があります。

個々のオーディオエンコードごとに、以下の手順に従います。

1. 各出力のオーディオエンコードセクションのフィールドを見てください。これらのフィールドを
表示するには、ビデオエンコードの場合と同じ手順を踏みますが、[オーディオ 1] リンクを選択
します。

オーディオエンコードでは、コードごとのフィールドは多くありません。しかし、コーデックの
フィールドは互いに非常に異なります。

2. フィールドを調べて書き留めます。

各字幕エンコードの詳細を設計する

テーブル内の各字幕エンコードについて、ソース字幕、形式、言語が既に特定されています。ここ
で、設定する必要がある他のすべてのエンコーディングパラメータを特定する必要があります。

個々の字幕エンコードごとに、以下の手順に従います。

1. 各出力の字幕エンコードセクションのフィールドを見てください。これらのフィールドを表示
するには、ビデオエンコードと同じ手順を実行しますが、デフォルトで字幕セクションがないた
め、[字幕を追加] を選択して字幕セクションを追加します。

字幕エンコードでは、字幕形式ごとにフィールドの数が多くありません。しかし、フォーマット
のフィールドは互いに非常に異なっています。

2. フィールドを調べて書き留めます。

エンコードの共有の機会を特定する

すべての出力エンコーディングの詳細を既に特定している場合は、エンコードの共有の機会を特定で
きるようになりました。

後で詳細を特定する場合は、このセクションに戻って機会を特定することをお勧めします。

the section called “エンコードの共有とクローン作成” にて、エンコードの共有とエンコードのクロー
ン作成についてお読みください。
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チャンネルでエンコードを作成する際には、the section called “セットアップビデオ” で始めて、エン
コード共有とエンコードのクローンを使用します。

• 詳細なリストが表示されたら、エンコードの値を比較します。

• 同じ値を持つ 2 つ (またはそれ以上) のエンコードがある場合は、そのエンコードを共有で
きます。チャンネルを作成するときに、このエンコードを 1 回の出力で作成できます。その
後、そのエンコードを他の出力で再利用できます。エンコードを作成する手順では、再利用に
関する詳細な手順について説明します。

2 つのエンコードは、同じビデオソースの共有を含め、すべてのフィールドで同一である場
合にのみ同一であることに注意してください。例えば、このセクションの前のサンプル表で
は、HLS の最初のビデオエンコードと RTMP のビデオエンコードが同じビデオソースを共有
しています。

• ほぼ同じ値を持つ 2 つ (またはそれ以上) のエンコードがある場合は、エンコードをクローン
化して 2 番目のエンコードを作成し、2 番目のエンコードの特定のフィールドを変更できま
す。エンコードを作成する手順では、クローン作成に関する詳細な手順について説明します。

次いで、ビデオエンコードの場合と同じ方法で、共有の機会を特定します。2 つのエンコード
は、同じ音源の共有を含め、すべてのフィールドで同一である場合にのみ同一であることに注意
してください。

それぞれが属する出力グループおよび出力グループに注意して、共有するビデオエンコードを慎
重に特定します。

次いで、ビデオエンコードの場合と同じ方法で、共有の機会を特定します。2 つのエンコードは、同
じ字幕ソースの共有を含め、すべてのフィールドで同一である場合にのみ同一であることに注意して
ください。

例

チャンネル計画に関するこのセクションの前の手順の例に従って、これらの商談をこの表の最後の 2 
つの列に表示すると判断できます。
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ニックネームの
エンコード

エンコードの特
徴

ソース 機会 アクション

VideoA AVC 1920×1080 
、5 Mbps

HEVC   このエンコード
を最初から作成
します。

VideoB AVC 
1280×720、3 
Mbps

HEVC クローン VideoA のクロー
ンを作成し、
ビットレート
を変更します。
おそらく他の
フィールドもあ 
ります。

VideoC AVC 
320×240、750 
Kbps

HEVC クローン VideoA をクロー
ンして、ビット
レートと他のフ 
ィールドを変更
します。

AudioA 192000 bps 英語 
AAC 2.0

AAC 2.0   このエンコード
を最初から作成
します。

AudioB 192000 bps フラ
ンス語 AAC 2.0

AAC 2.0 クローン AudioA のクロー
ンを作成し、
オーディオセレ
クタ (ソースへの
参照) をフランス
語用のセレクタ
に変更します。
他のフィールド
も変更する可能
性があります。
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ニックネームの
エンコード

エンコードの特
徴

ソース 機会 アクション

CaptionsA WebVTT (オブ
ジェクトスタイ
ル) を埋め込みか
ら変換、英語

埋め込み   このエンコード
を最初から作成
します。

CaptionsB WebVTT (オブ
ジェクトスタイ
ル) を埋め込みか
ら変換、フラン
ス語

埋め込み クローン CaptionsC のク
ローンを作成し 
、字幕セレクタ 
(ソースへの参照) 
をフランス語用
のセレクタに変
更します。他の
フィールドも変
更する可能性が
あります。

VideoD AVC 1920×1080 
、5 Mbps

HEVC 共有 動画を共有する 
OA

AudioC ドルビーデジタ
ル 5.1、スペイン
語

ドルビーデジタ
ル 5.1

  このエンコード
を最初から作成
します。

CaptionsC RTMP CaptionIn 
fo (埋め込みから
変換)、スペイン
語

埋め込み クローン CaptionsA のク
ローンを作成し 
、字幕セレクタ 
(ソースへの参照) 
をフランス語用
のセレクタに変
更します。他の
フィールドも変
更する可能性が
あります。
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ニックネームの
エンコード

エンコードの特
徴

ソース 機会 アクション

VideoE AVC 1920×1080 
、5 Mbps

HEVC 共有 動画を共有する 
OA

AudioD ドルビーデジタ
ル 2.0、スペイン
語

AAC 2.0   このエンコード
をゼロから作
成します。ソー
スは Aa と同じ
ですが出力コ 
ーデックは異
なり、つまり、
すべての設定
フィールドが異
なります。した
がって、クロー
ンを作成するメ
リットはありま 
せん。
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ニックネームの
エンコード

エンコードの特
徴

ソース 機会 アクション

AudioE ドルビーデジタ
ル 2.0、フランス
語

AAC 2.0 クローン AudioD のクロー
ンを作成し、
オーディオセレ
クタ (ソースへの
参照) をフランス
語用のセレクタ
に変更します。
他のフィールド
も変更する可能
性があります。

AudioB と 
AudioA の出力
コーデックは異
なるので、Aud 
uioB のクローン
を作成しないで
ください。した
がって、クロー
ンを作成するメ
リットはありま
せん。
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ニックネームの
エンコード

エンコードの特
徴

ソース 機会 アクション

AudioF ドルビーデジタ
ル 2.0、英語

AAC 2.0 クローン AudioD のクロー
ンを作成し、
オーディオセレ
クタ (ソースへ
の参照) をスペイ
ン語語用のセレ
クタに変更しま 
す。他のフィー
ルドも変更する
可能性がありま
す。

AudioB と 
AudioF の出力
コーデックは異
なるので、Aud 
uioB のクローン
を作成しないで
ください。した
がって、クロー
ンを作成するメ
リットはありま
せん。

CaptionsD DVB-Sub (オブ
ジェクトスタイ
ル) をテレテキ
ストから変換、6 
言語。

テレテキスト   このエンコード
を最初から作成
します。

次のステップ

これでチャンネルの計画が立ました。
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• ソースを出力にマッピングしました。出力側では、使用したい動画、オーディオ、および字幕のエ
ンコードを特定しました。ソース側では、エンコードを生成できる具体的な動画、オーディオ、お
よび字幕のアセットを特定しました。

• 次いで、これらのエンコードを整理して、ワークフローの計画時に特定した出力グループ内の出力
に含めました。

• また、出力グループ内の異なるアウトプット間または異なるアウトプットグループ間でアセットを
共有する機会を特定しました。

これで、ソースフォーマットを評価したときに特定した入力を作成する準備が整いました。入力を作
成するには、を参照してくださいセットアップ: 入力の作成。
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セットアップ: 入力の作成

このセクションでは、 のコンテンツソースの入力を作成する方法について説明します 
MediaLivechannel。チャンネルの作成を開始する前に、これらの入力を作成する必要があります。

入力を作成するには、次のステップを実行する必要があります。

• アップストリームシステムのオペレータがセットアップを実行するように手配する必要がありま
す。

• で入力を作成する必要があります MediaLive。

これら 2 つのステップは、アップストリームシステムのアドレスと のアドレス間の接続を作成しま
すAWS Elemental MediaLive。ソースコンテンツは、アップストリームシステムによるプッシュまた
は によるプル MediaLive として、アップストリームシステムの指定されたアドレスから の指定され
たアドレスに移動します MediaLive。接続情報は、作成した入力に含まれています。

実行する設定は、アップストリームシステム (形式と配信プロトコル) と入力タイプの組み合わせご
とに異なります。まだ行っていない場合は、各コンテンツソースのアップストリームシステムと入力
タイプを特定する必要があります。the section called “ステップ 4: アップストリームシステムを評価
する ” を参照してください。

トピック

• Getting Ready

• CDI 入力のセットアップ

• Amazon VPC でパートナー CDI プッシュ入力を作成する

• Elemental Link 入力の設定

• HLS 入力のセットアップ

• 入力のセットアップ MediaConnect

• MP4 入力の設定

• RTMP プル入力のセットアップ

• RTMP プッシュ入力のセットアップ

• RTMP VPC 入力のセットアップ

• RTP プッシュ入力のセットアップ
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• RTP VPC 入力のセットアップ

• トランスポートストリーム (TS) ファイル入力の作成

• 次のステップ

Getting Ready

入力を作成する前に、ワークフローを計画する必要があります。以下のセクションを追加しました。

• セットアップ: アップストリームとダウンストリームの準備 — アップストリームシステムからの
配信をセットアップする必要があります。入力を作成するタスクは、その送信設定の一部です。入
力を作成する前に、アップストリームシステムおよびコンテンツプロバイダーと調整する必要があ
ります。

• the section called “パイプラインの冗長性” — パイプラインの冗長性を実装するかどうか、標準
チャンネルと単一パイプラインチャンネルのどちらを設定するかを決定する必要があります。パイ
プラインの冗長性を実装すると、チャンネル処理パイプラインに復元力が提供されます。

• the section called “自動入力フェイルオーバー” - 自動入力フェイルオーバーを実装するかどうかを
決定する必要があります。自動入力フェイルオーバーを実装すると、チャンネルの入力の 1 つに
対して、チャンネルのアップストリームの復元性が得られます。

CDI 入力のセットアップ

このセクションでは、CDI プッシュ入力を作成する方法について説明します。入力を取り込むチャン
ネルを作成する前に、入力を作成します。

Note

コンテンツプロバイダーが CDI ソースデバイスで最新バージョンの AWS CDI SDK を使用し
ていることを確認します。

CDI ソースでは、アップストリームシステムはコンテンツを にプッシュします MediaLive。

この設定を実行するには、アップストリームシステムのオペレータと Amazon VPC ユーザーと連携
し、 内で作業する必要があります MediaLive。

トピック
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• ステップ 1: VPC でセットアップをリクエストする

• ステップ 2: CDI 入力を作成する

• ステップ 3: アップストリームシステムでの正しい設定を確認する

• この手順の結果

ステップ 1: VPC でセットアップをリクエストする

Amazon VPC ユーザーは VPC を設定し、アップストリームシステムと の両方が MediaLive 使用す
るサブネットとセキュリティグループを特定する必要があります。

VPC をセットアップするには

1. Amazon VPC ユーザーに次のガイドラインを提供してください。

• サブネットのガイドライン — 2 つのサブネットをリクエストします。チャンネルが単一パイ
プラインチャンネルであっても、CDI 入力は常に標準クラスの入力なので、2 つのチャンネル
が必要になります。入力クラスについては、「the section called “チャンネルクラスと入力ク
ラス”」を参照してください。

次のルールが適用されます。

• 2 つのサブネットは、異なるアベイラビリティーゾーンに存在している必要があります。

• 各サブネットにはプライベート CIDR ブロック (IP アドレスの範囲) が必要です。

• 各サブネットには、そのブロック内に少なくとも 2 つの未使用のアドレスが必要です。1 つ
はアップストリームシステム用、もう 1 つは CDI 入力用です。

• この CDI ソース (ソース A) と同じチャンネルで使用するために作成するその他の VPC 
ベースのソース (ソース B) は、ソース A と同じアベイラビリティーゾーンにあるサブネッ
ト内に存在する必要があります。ソース B の 2 つのサブネットはソース A と異なる場合が
ありますが、これらの 2 つのサブネットのアベイラビリティーゾーンは、ソース A のアベ
イラビリティーゾーンと同じ

• セキュリティグループのガイドライン — 各サブネットのセキュリティグループは次のルール
に従う必要があります。

• セキュリティグループの結合インバウンドルールでは、そのサブネットのアップストリーム
システムの IP アドレスからのインバウンドトラフィックを許可する必要があります。

• サブネットには EFA 対応のセキュリティグループが必要です。このタイプのセキュリティ
グループ方法作成とそのルールについては、Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイ
ドを参照してください。
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2. Amazon VPC ユーザーがセットアップを実行した後、次の情報を取得します。

• VPC の ID。例: vpc-3f139646。

• 2 つのサブネットの ID。例えば、1 つのサブネットに次の ID があるとします:
subnet-1122aabb

• 1 つ以上のサブネットのセキュリティグループの ID。例: sg-51530134。

ステップ 2: CDI 入力を作成する

Amazon VPC ユーザーが VPC で を設定したら、 で CDI 入力を作成できます MediaLive。

このセクションでは、通常の CDI 入力を作成する方法について説明します。チャンネルにアタッチ
された CDI ソースの自動入力フェイルオーバーをサポートする予定がない場合は、このタイプの入
力を作成します。（実装する予定がある場合は、代わりに CDI パートナー入力を作成します。 ）

CDI プッシュ入力を作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ で MediaLive コンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。[Inputs] (入力) ページで [Create input]
(入力の作成) を選択します。

3. [Input details] (入力の詳細) セクションに値を入力します。

• [Input name] (入力名) — 名前を入力します。

• [Input type] (入力タイプ) — AWS CDI を選択します。

4. [VPC settings] (VPC の設定) セクションの入力を完了します。

• [Select subnets and security groups] (サブネットとセキュリティグループの選択) を選択しま
す。

• [Subnets] (サブネット) で、取得したサブネットの 1 つを選択します。ドロップダウンリスト
には、次のように識別された、すべての VPC のサブネットが表示されます。

<subnet ID> <Availability Zone of subnet> <IPv4 CIDR block of subnet> 
<VPC ID> <Subnet tag called "Name", if it exists>

例:

subnet-1122aabb us-west-2a 10.30.30.0/24 vpc-3f139646 Subnet for MLive push inputs
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サブネットのリストが空の場合は、[Specify custom VPC] (カスタム VPC を指定する) を選択
し、フィールドにサブネット ID を入力します。(サブネット ID のみを入力する必要がありま
す。例: subnet-1122aabb。)

• [Subnets] (サブネット) で、2 番目のサブネットを選択します。この 2 回目では、最初のサブ
ネットと同じ VPC 内のサブネットのみがドロップダウンリストに表示されます。

• [Security groups] (セキュリティグループ) で、サブネットと同じプロセスに従って、取得した 
1 つ以上のセキュリティグループを選択します。ドロップダウンリストには、選択した VPC 
に属するセキュリティグループが次のように表示されます。

<security group ID> <description attached to this security group> <VPC 
ID>

例:

sg-51530134 Security group for MLive push inputs vpc-3f139646

5. ロール ARN セクションを完了して、この入力で使用する MediaLive のロールを選択します。詳
細については、「the section called “IAM ロールと ARN”」を参照してください。

6. この入力にタグを関連付ける場合は、[Tags (タグ)] セクションでタグを作成します。詳細につい
ては、「the section called “リソースのタグ付け”」を参照してください

7. [Create] (作成) を選択します。

MediaLive は入力を作成し、その入力に 2 つのエンドポイントを自動的に作成します。これらの
エンドポイントは、サブネット範囲のプライベート IP アドレスを持っており、ポート 5000 を
指定します。例:

10.30.30.33:5000

10.30.30.44:5000

8. これらのエンドポイントをアップストリームシステムに渡します。

• チャンネルを標準チャンネルとして設定する予定の場合、両方のエンドポイントを指定しま
す。アップストリームシステムは、両方のエンドポイントにコンテンツをプッシュする必要が
あります。

• チャンネルを単一パイプラインチャンネルとして設定する予定の場合、最初のエンドポイント
のみを指定します。アップストリームシステムはこの 1 つのエンドポイントにプッシュする
必要があります。
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IAM ロールと ARN

このセクションでは、 MediaLive コンソールの入力の作成ペインでロール ARN セクションを完了す
る方法について説明します。

が RTP プッシュ入力を作成するときに MediaLive 引き受けるロールを選択する必要があります。
入力を作成するには、入力内の 2 つのエンドポイントのネットワークインターフェイスを取得 
MediaLive する必要があります。これらのエンドポイントは、識別したサブネットの CIDR 範囲にあ
ります。この入力に作成 を選択するとすぐに、 MediaLive はこれらのネットワークインターフェイ
スを Amazon VPC にリクエストします。選択したロールにより、 が Amazon VPC へのリクエスト
で MediaLive 成功します。

Note

MediaLive コンソールのこのセクションは、「チャネルの作成」ページ ( MediaLive コン
ソール上) の「IAM ロール」セクションと同じです。2 つの使用法の違いは、[Create input]
(入力の作成) ページでロールを入力にアタッチすることです。[Create channel] (チャンネル
の作成) ページで、ロールをチャンネルにアタッチしています。両方の使用で同じロール ( な
どMediaLiveAccessRole) を使用できます。

ロールを選択するための一般的なシナリオは 2 つあります。これは、組織に指定管理者がいるかど
うかに応じて異なります。

組織に指定管理者がいる

組織には、このサービスを管理する管理者がいる場合があります。その管理者が 1 つ以上のロール
を設定している可能性があります。

• どのロールを使用するかをその管理者に問い合わせます。または、[Use existing role (既存のロー
ルの使用)] に 1 つのロールのみが表示されている場合は、そのロールを選択します。

• 表示されているロールが のみの場合はMediaLiveAccessRole、そのロールを選択します。さら
に、このロール名の横に [Update] (更新) ボタンが表示されている場合は、そのボタンを選択しま
す。(このボタンは必ずしも表示されるわけではありませんが、表示されるときはいつでも選択し
てロールを更新します。)

• 選択したロールを次にリストの先頭に表示する場合は、[Remember ARN (ARN を記憶する)] を選
択します。

ステップ 2: 入力を作成する 213



MediaLive ユーザーガイド

組織に指定管理者がいない

組織でサービス管理者が指定されていない可能性があります。この場合、同僚が適切なロールを設定
していない場合は、自分で作成して選択しなければならない場合があります。

• というデフォルトのロールを作成できますMediaLiveAccessRole。まず、他のだれかがこのロール
を既に作成しているかどうかを確認するには (1 人のみが AWS アカウントのすべてのユーザー用
にこのロールを作成する必要があります)、[Create role from template (テンプレートからのロール
の作成)] を参照します。

• このオプションが灰色で表示されている場合、この作業は完了しています。その場合は、既存の
ロールを使用するを選択し、MediaLiveAccessRoleリストから選択します。

• このオプションが灰色で表示されていない場合は、[Create role from template] (テンプレートか
らロールを作成)、[Create IAM role] (IAM ロールの作成) の順に選択します。次に、そのロール
をリストから選択します。 MediaLive でロールを作成できない場合は、IAM アクセス許可につ
いて組織の管理者に問い合わせてください。

• MediaLiveAccessRole が既に作成されていて、その横に更新ボタンが表示されている場合は、ボ
タンを選択します。(このボタンは必ずしも表示されるわけではありませんが、表示されるときは
いつでも選択してロールを更新します。)

• 選択したロールを次にリストの先頭に表示する場合は、[Remember ARN (ARN を記憶する)] を選
択します。

ステップ 3: アップストリームシステムでの正しい設定を確認する

CDI 入力を作成したら、アップストリームシステムのオペレータが VPC で正しくセットアップさ
れ、 の正しい場所にコンテンツをプッシュしていることを確認する必要があります MediaLive。

標準チャンネルをセットアップするには

計画したチャンネルが標準チャンネルの場合、アップストリームシステムのオペレータが 2 つの
ソースを提供していることを確認する必要があります。

1. オペレータに次の情報を指定します。

• ステップ 1 で Amazon VPC ユーザーが提供した VPC、2 つのサブネット、およびセキュリ
ティグループの IDs。

• CDI 入力を作成したときに が MediaLive 生成した 2 つのエンドポイント (URLs )。これら
のエンドポイントは、この手順の後の図に示す青色のボックスのアドレスです。これらの各 
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URL は、サブネット範囲のプライベート IP アドレスを持っており、ポート 5000 を指定しま
す。例:

10.30.30.33:5000

10.40.40.44:5000

2. オペレータが標準チャンネルに適切に設定されていることを確認します。これらは以下のように
設定されている必要があります。

• 2 つの出力インターフェイスを設定します。1 つのサブネットに 1 つの出力インターフェイス
を持つアップストリームシステムをセットアップし、もう 1 つのサブネットに出力インター
フェイスを持つもう 1 つのアップストリームシステムをセットアップします。これらのイン
スタンスは、この手順の後の図に示す紫色のボックスのアドレスです。

• ビデオ解像度とビットレートから 2 つのコンテンツソースが同じであることを確認します。

• で正しい URLsします MediaLive。例えば、次の送信先にプッシュする必要があります。

10.30.30.33:5000

10.40.40.44:5000

単一パイプラインチャンネルを設定するには

• VPC 内のサブネットの 1 つだけにコンテンツを送信するアップストリームシステムが 1 つありま
す。

• コンテンツは VPC から入力のエンドポイントの 1 つにフローします。もう一方のエンドポイント
は決して使用されません。

• MediaLive は単一のソースコンテンツを取り込みます。

1. オペレータに次の情報を指定します。

• Amazon VPC ユーザーが提供した VPC、サブネットの 1 つ、およびすべてのセキュリティグ
ループの ID。

• CDI 入力の作成時に が MediaLive 生成した 2 つのエンドポイント (URLs) のうち最初のも
ののみ。これらのエンドポイントは、この手順の後にある図の青いボックスのアドレスで
す。URL は、サブネット範囲のプライベート IP アドレスを持っており、ポート 5000 を指定
します。
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10.30.30.33:5000

2. 単一パイプラインチャンネルについて、オペレータが正しく設定されていることを確認します。
次の条件を満たす必要があります。

• アップストリームシステムを設定するには

• 1 つの出力インターフェイスを設定します。インターフェイスは、この手順の後の図に示す紫
色のボックスのアドレスです。

• で正しい URL にプッシュします MediaLive。例えば、次の送信先にプッシュする必要があり
ます。

10.30.30.33:5000

この手順の結果

この設定の結果を次の図に示します。主なコンポーネントは 3 つあります。

• アップストリームシステム (プルボックス）。

• サブネット (緑色のボックス) と VPC セキュリティグループ (黄色のボックス) を持つ VPC。

• CDI 入力 (青いボックス）。

CDI 入力には、1 つまたは 2 つのエンドポイント URLs (青いボックスのアドレス) があります。こ
れらのエンドポイントは、VPC の Elastic Network Interface (ENIsです。 MediaLive には、これらの 
ENIs を入力に使用するアクセス許可があります。 MediaLive には、入力の ENIs あります。

アップストリームシステムには 2 つの出力があります。各出力には、VPC 内の指定されたサブネッ
トの 1 つに IP アドレスがあります。アップストリームシステムは、コンテンツをこれらのエンドポ
イントにプッシュするアクセス許可を (1 つ以上の Amazon VPC セキュリティグループのルールを通
じて) 持っています。アップストリームシステムは、ソースコンテンツを両方のエンドポイント (標
準チャンネルを設定している場合) または 1 つのエンドポイント (単一パイプラインチャンネルを設
定している場合) にプッシュします。

アップストリームシステムは VPC サブネットに IP アドレスを持ち、CDI 入力は同じ VPC サブネッ
トにエンドポイントを持ちます。このようにして、アップストリームシステムから へのコンテンツ
の配信は、VPC のセキュリティ内で MediaLive 行われます。

CDI 入力の 2 つの IP アドレスは、入力の存続期間にわたって固定されます。これらは、入力内の他
の情報の変更や、入力を別のチャンネルにアタッチするなどの変更に関係なく固定されます。
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プッシュ入力では、チャンネルを開始するときに、アップストリームシステムが動画ソースをプッ
シュする必要があることに注意してください。それまでは、アップストリームシステムをプッシュす
る必要はありません。

チャンネルの実行時に、 はプッシュされているコンテンツに MediaLive 反応し、それを取り込みま
す。

Amazon VPC でパートナー CDI プッシュ入力を作成する

パートナー CDI 入力は、CDI 入力の特定の構成です。チャンネルにアタッチされた CDI ソースの自
動入力フェイルオーバーをサポートしたい場合、2つの CDI 入力をパートナーとして設定する必要が
あります。パートナー CDI の詳細については、「the section called “パートナー入力としての CDI 入
力”」を参照してください。

2 つの入力は、自動フェイルオーバーペアの 2 つの入力として、常に連携して動作します。フェイル
オーバーペアとして使用できるのは、2 つの入力の組み合わせのみです。

2 つのステップでパートナー CDI 入力のセットを作成します。

• 最初のパートナー CDI 入力を通常の方法で作成します。

• 次いで、最初の入力から 2 番目の入力を作成します。

[CDI input] (CDI 入力) — パートナー CDI 入力 217



MediaLive ユーザーガイド

最初のパートナー CDI 入力を作成するには

• 既に通常の CDI 入力がある場合は、それを最初のパートナーとして使用できます。この手順を
スキップして、以下の 2 番目のパートナーを作成する手順に進みます。

そうでない場合、通常の方法で入力を作成します。

MediaLive は入力を作成し、その入力に 2 つのエンドポイントを自動的に作成します。これらの各エ
ンドポイントは、サブネット範囲のプライベート IP アドレスを持っており、ポート 5000 を指定し
ます。例:

10.30.30.33:5000

10.30.30.44:5000

2 番目のパートナーを作成するまでは、この情報をアップストリームシステムに提供しないでくださ
い。

2 番目のパートナー CDI 入力を作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ で MediaLive コンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。

3. 入力のリストで、最初のパートナー入力を選択します。入力の詳細が表示されます。

[Endpoints] (エンドポイント) セクションには、この入力に適用されるエンドポイントが表示さ
れます。例:

10.30.30.33:5000

10.30.30.44:5000

4. ページの上部で、[Create partner input] (パートナー入力の作成) を選択します。

5. 確認ダイアログで、必要に応じて、最初の入力からタグ (存在する場合) のコピーを選択しま
す。

6. [確認] を選択します。

この入力の [Input details] (入力の詳細) ページに新しい入力に関する情報が表示されます。

• [Details] (詳細) の [名前] に表示される入力の名前は、最初の入力と同じで「-partner」という
サフィックスが付いています。
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• [Details] (詳細) のパートナー [CDI ID] フィールドには、最初の入力の ID が表示されます。

• [Endpoints] (エンドポイント) に表示されむむ入力のエンドポイントは、ポート番号が異なる
ことを除いて最初の入力の 2 つのエンドポイントと同じです。例:

10.30.30.33:5001

10.30.30.44:5001

Elemental Link 入力の設定

このセクションでは、Elemental Link プッシュ入力を作成する方法について説明します。入力を取り
込むチャンネルを作成する前に、入力を作成します。

AWS Elemental Link デバイスはコンテンツを にプッシュします MediaLive。

この設定を実行するには、AWS Elemental Linkデバイスのオペレータと連携する必要があります。

トピック

• 手順 1: 情報を取得する

• ステップ 2: Elemental Link 入力を作成する

• この手順の結果

手順 1: 情報を取得する

AWS Elemental Link デバイスのオペレータから次の情報を取得します。

• ソースを提供する 1 つまたは複数のデバイスの名前。例:

hd-re87jr7crey

標準クラスの入力には 2 つのデバイス名、シングルクラス入力には 1 つのデバイス名が必要で
す。入力クラスとその使用方法については、「the section called “チャンネルクラスと入力クラ
ス”」を参照してください。

• デバイスが設定されているリージョン。これにより、そのリージョン MediaLive に を設定できま
す。次のルールが適用されます。

• 両方のデバイスが同じリージョンに存在する必要があります。
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• デバイス、そのデバイスの入力、および入力を使用するチャンネルは、すべて同じリージョンに
存在する必要があります。

ステップ 2: Elemental Link 入力を作成する

AWS Elemental Link ハードウェアデバイスに関する情報を取得したら、Elemental Link 入力を作成
できます。

Link 入力を作成するには

1. ステップ 1 の情報があることを確認します。

2. https://console.aws.amazon.com/medialive/ で MediaLive コンソールを開きます。

3. AWS Elemental Link デバイスが存在するAWSリージョンと一致するようにリージョンを設定し
ます。

4. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。[Inputs] (入力) ページで [Create input]
(入力の作成) を選択します。

5. [Input details] (入力の詳細) セクションに値を入力します。

• [Input name] (入力名) — 名前を入力します。

• [Input type] (入力タイプ) - Elemental Link を選択します。

6. [Input device] (入力デバイス) セクションの [入力クラス] で、この入力のクラスを選択します。

• STANDARD_INPUT

• SINGLE_INPUT

7. [Input device] (入力デバイス) で、この入力にソースとしてアタッチする 2 つのデバイスをソー
スとして選択します。ドロップダウンリストから、以前に取得したデバイス名を選択します。リ
ストには、現在のリージョンで設定されているデバイスのみが表示されます。

• 入力が標準クラス入力の場合は、両方のフィールドに値を入力して 2 つのソースデバイスを
指定します。

• 入力が単一クラス入力の場合は、最初のフィールドに値を入力し、2 番目のフィールドを空の
ままにします。

8. この入力にタグを関連付ける場合は、[Tags (タグ)] セクションでタグを作成します。詳細につい
ては、「the section called “リソースのタグ付け”」を参照してください

9. [Create] (作成) を選択します。
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入力の [Details (詳細)] ペインが開き、入力とそれに使用される MediaLive デバイスに関する詳
細が表示されます。

• ID — 入力の一意の数値 ID。

• ARN — その数値 ID を含む入力 ARN。

• 入力デバイス – AWS Elemental Linkデバイスの一意の ID。

• [Device thumbnail] (デバイスのサムネイル) – デバイスによって現在プッシュされているコン
テンツのサムネイル (プッシュされているコンテンツがある場合)。デバイスは、約 5 秒ごと
にビデオフレームをキャプチャしてサムネイルを生成します。

この手順の結果

このセットアップの結果、 に接続されている 1 つまたは複数のAWS Elemental Linkデバイス (オレ
ンジ色のボックス) を識別する Elemental Link 入力 (青いボックス) が存在します MediaLive。AWS 
Elemental Link デバイスは とシームレスに動作するように設計されているため、実行するための他
の設定はありません MediaLive。

チャンネルの実行時に、 AWS Elemental Linkはプッシュしているコンテンツに MediaLive 反応して
取り込みます。

HLS 入力のセットアップ

このセクションでは、HLS 入力を作成する方法について説明します。入力を取り込むチャンネルを
作成する前に、入力を作成します。

HLS 入力では、チャンネルの開始時に がアップストリームシステム MediaLive に接続し、ソース
をプルします。

この設定を実行するには、アップストリームシステムのオペレータと協力する必要があります。

トピック

• 手順 1: 情報を取得する
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• ステップ 2: HLS 入力を作成する

• ステップ 3: HLS アップストリームサーバーで正しい設定を確認する

• この手順の結果

手順 1: 情報を取得する

アップストリームシステムのオペレータから次の情報を取得します。

• M3U8 マニフェストファイルが格納されているアップストリームサーバー上の場所 (URL)。

標準クラス入力の場合は 2 つの URL、単一クラス入力の場合は 1 つの URL が存在します。入力
クラスとその使用方法については、「the section called “チャンネルクラスと入力クラス”」を参照
してください。

URL の形式と例については、このセクションで後述する表を参照してください。

完全 URL を書き留めます。

• アップストリームシステムが認証されたリクエストを求める場合は、アップストリームサーバー
にアクセスするためのユーザー名とパスワード (認証情報)、HLS ソースは暗号化されている場合
は、ライセンスサーバーにアクセスするためのパスワード (認証情報)。アップストリームシステ
ム、ライセンスサーバー、またはその両方に認証情報が必要な場合があります。

両方の認証情報が必要な場合、両方のサーバーで認証情報が同一である必要があります。暗号化要
件について話し合ったアップストリームシステムでは、ライセンスサーバーがアップストリームシ
ステムと同じ認証情報を使用していることを確認する必要があります。

これらのユーザー認証情報は、プロトコルではなくユーザー認証に関連することに注意してくださ
い。ユーザー認証は、アップストリームシステムまたはライセンスサーバーがリクエストを受け入
れるかどうかにまつわることです。プロトコルは、リクエストが安全な接続を介して送信されるか
どうかに関するものです。

アップストリームサーバーは HTTP または HTTPS サーバー

URL の形式 http//:<web server>[:port]/<pa 
th>/<file>.m3u8

または
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https//:<web server>[:port]/<pa 
th>/<file>.m3u8

例 https://203.0.113.13/sports/
curling.m3u8  および

https://198.51.100.54/sports/
curling.m3u8

アップストリームサーバーは AWS Elemental MediaStore

URL の形式 mediastoressl://<data endpoint 
for container>/<path>/<file>.m3 
u8

例 コンテンツソースのいずれかのコンテナ用の
データエンドポイントが次のものであるとしま
す。

eri39n.data.mediastore.us-w 
est-2.amazonaws.com .

curling.m3u8  という M3U8 ファイルが、パ
ス sports/canada  内のコンテナに保存され
ているとします。

いずれかのコンテンツソースの URL は次のよ
うになります。

mediastoressl://eri39n.data 
.mediastore.us-west-2.amazo 
naws.com/sports/canada/curl 
ing.m3u8 .

アップストリームサーバーは Amazon S3
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アップストリームサーバー URL の形式

URL の形式 s3ssl://<bucket>/<path>/<fi 
le>.m3u8

例 s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/ 
movies/main/mlaw.m3u8  および

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET1/
movies/redundant/mlaw.m3u8

ステップ 2: HLS 入力を作成する

アップストリームシステムから情報を取得したら、HLS 入力を作成できます。

HLS プル入力を作成するには

1. ステップ 1 の情報があることを確認します。

2. https://console.aws.amazon.com/medialive/ で MediaLive コンソールを開きます。

3. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。[Inputs] (入力) ページで [Create input]
(入力の作成) を選択します。

4. [Input details] (入力の詳細) セクションに値を入力します。

• [Input name] (入力名) — 名前を入力します。

• [Input type] (入力タイプ) — HLS を選択します。

5. [Input class] (入力クラス) セクションで、この入力のクラスを選択します。

• STANDARD_INPUT

• SINGLE_INPUT

6. [Input sources] セクションで、以前に取得した URL を入力します。

• 入力が標準クラス入力の場合は、両方のフィールドに入力して 2 つの URL を指定します。

• 入力が単一クラス入力の場合は、取得した URL で最初のフィールドに入力し、2 番目の
フィールドを空のままにします。

7. アップストリームシステムやライセンスサーバー (HLS ソースが暗号化されている場合) でユー
ザー認証情報を指定する必要がある場合は、場所にアクセスするためのユーザー名とパスワード
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キーも入力する必要があります。これらの認証情報は Systems Manager パラメータストアに保
存されます。詳細については、「the section called “パスワードパラメータを作成する機能につ
いて”」を参照してください。

一方のサーバー (アップストリームシステムまたはライセンスサーバー) に認証情報が必要で、
もう一方のサーバーに必要でない場合、 は両方にそれら MediaLive を表示します。しかし、そ
れらを必要としないサーバーは単にそれらを無視します。

8. この入力にタグを関連付ける場合は、[Tags (タグ)] セクションでタグを作成します。詳細につい
ては、「the section called “リソースのタグ付け”」を参照してください

9. [Create] (作成) を選択します。

MediaLive は入力を作成し、入力のリストに追加します。入力は、1 つまたは 2 つのソースを
指定します。それらはリストには表示されませんが、[Name (名前)] リンクを選択すると、詳細
ページに表示されます。

ステップ 3: HLS アップストリームサーバーで正しい設定を確認する

アップストリームサーバーのオペレータは、アップストリームシステムのソースコンテンツをセット
アップする必要があります。オペレータが次のようにセットアップしていることを確認します。

• オペレータは、正しい数のソースを配信するようにセットアップします。

• MediaLive チャンネルが標準チャンネルの場合、オペレータはコンテンツに 2 つのソースを設定
する必要があります。ビデオ解像度とビットレートから 2 つのソースが同じであることを確認
する必要があります。

• MediaLive チャンネルが単一パイプラインチャンネルの場合、オペレータはコンテンツに対して 
1 つのソースを設定する必要があります。

• オペレータは、合意された URL で M3U8 マニフェストファイルを使用できるようにセットアップ
します。これらは、ステップ 1 で取得し、HLS 入力に設定した URLs です。これらは、この手順
の後の図に示す URL に対応しています。

この手順の結果

このセットアップの結果、1 つまたは 2 つのソース URL を指定する HLS 入力が存在します。これら
のソースは、アップストリームサーバー上のソースコンテンツの URL です。チャンネルを開始する
と、 MediaLive はこのソースの場所または場所にあるアップストリームシステムに接続し、HLS マ
ニフェストを にプルします MediaLive。
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• 標準チャネルとして設定されているチャネルの場合、 MediaLive はアップストリームシステムが 2 
つのソースを提供することを想定しているため、両方のソースの場所からのプルを試みます。

• 単一パイプラインチャネルとして設定されているチャネルの場合、 MediaLive はアップストリー
ムシステムが 1 つのソースを提供することを想定しているため、1 つのソースの場所からのプルを
試みます。

入力のセットアップ MediaConnect
このセクションでは、 MediaConnect 入力を作成する方法について説明します。入力を取り込むチャ
ンネルを作成する前に、入力を作成します。

MediaConnect 入力を使用すると、サービスプロバイダーはコンテンツを にプッシュ MediaConnect 
します MediaLive。( の観点から見ると MediaLive、アップストリームシステムは です 
MediaConnect。 アップストリームシステムはサービスプロバイダーではありません）。

この設定を実行するには、 AWS Elemental MediaConnect ユーザーを使用する必要があります。

トピック

• ステップ 1: AWS Elemental MediaConnect を設定する

• ステップ 2: 入力を作成する MediaConnect

• この手順の結果

ステップ 1: AWS Elemental MediaConnect を設定する

MediaConnect ユーザーは、ソースコンテンツを に配信するためのフローAWS Elemental 
MediaConnectを設定する必要がありますAWS Elemental MediaLive。

標準チャンネルのフローを設定するには

1. 次の情報を MediaConnect ユーザーに提供します。

• ソースコンテンツのプロバイダーに関する情報。
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• -AWS作成するチャンネルのリージョン。AWS Elemental MediaConnect フローと MediaLive
チャンネル (および入力) は同じリージョンに存在する必要があります。

フローと MediaLive チャンネルが同じリージョンにない場合、 MediaConnect オペレータは
ソースコンテンツを入力と同じ MediaLiveリージョンに移動するディストリビューションを設
定する必要があります。

2. 新しいフローが必要かどうかを MediaConnect ユーザーと相談します。

• ソースコンテンツに のフローがまだない場合は、新しいフローが必要です MediaConnect。

• 以下のルールに従えば、既存のフローを再利用することができます。

• 各フローが最大出力帯域を超えないようにします。

• 各フローは、そのフローからの出力数の最大値を超えないようにします。（MediaLive は、
次のステップ で入力を作成した後、各フローに出力を自動的に作成します）the section 
called “ステップ 2: 入力を作成する”。

3. 新しいフローが必要であると判断した場合は、 MediaConnect ユーザーに 2 つのフローを作成
するように依頼します。

• サフィックスを除いて同一のフロー名を割り当てる必要があります。例え
ば、sports_event_A と sports_event_B です。これらのサフィックスは、 MediaLive フ
ローを の入力パイプラインと照合するのに役立ちます MediaLive。

• それぞれのフローを異なる Availability Zone に設定する必要があります。（フローが同じア
ベイラビリティーゾーンにある場合、 MediaLive ユーザーは入力を作成 MediaLiveできませ
ん。）

• 彼らは、サービスプロバイダーに次のことを話すべきです。

• 各フローのソース情報をどのように完了させるかを決定します。

• サービス提供者が 2 つのソースを配信することを確認します。

• 2 つのソースのビデオ解像度とビットレートが同じであることを確認します。

• 出力や資格を作成しません。

4. ユーザーから MediaConnect次の情報を取得します。

• フローの ARN。例:

arn:aws:mediaconnect:us-west-1:111122223333:flow:1bgf67:sports_event_A

arn:aws:mediaconnect:us-
west-1:111122223333:flow:9pmlk76:sports_event_B

ステップ 1: をセットアップする MediaConnect 227



MediaLive ユーザーガイド

ARN の最後の部分はフロー名であることに注意してください。

単一パイプラインチャンネルのフローをセットアップするには

1. 次の情報を MediaConnect ユーザーに提供します。

• ソースコンテンツのプロバイダーに関する情報。

• 作成するチャンネルの AWS リージョン。AWS Elemental MediaConnect フローと MediaLive 
チャンネル (および入力) は同じリージョンに存在する必要があります。

フローと MediaLive チャンネルが同じリージョンにない場合、 MediaConnect オペレータは
ソースコンテンツを入力と同じ MediaLiveリージョンに移動するディストリビューションを設
定する必要があります。

2. 新しいフローが必要かどうかを MediaConnect ユーザーと相談します。

• ソースコンテンツに のフローがまだない場合は、新しいフローが必要です MediaConnect。

• 次のルールに従う限り、既存のフローを再利用できます。

• フローは、最大出力帯域幅を超えません。

• フローは、フローからの出力の最大数を超えません。（MediaLive は、次のステップ で入
力を作成した後、フローに出力を自動的に作成します）the section called “ステップ 2: 入力
を作成する”。

3. 新しいフローが必要であると判断した場合は、フローを 1 つ作成するよう MediaConnect ユー
ザーに依頼します。

• フローのソース情報の入力方法については、サービスプロバイダーに相談する必要がありま
す。

• 出力やエンタイトルメントを作成しないでください。

4. MediaConnect ユーザーからフローの ARN を取得します。例:

arn:aws:mediaconnect:us-west-1:111122223333:flow:1bgf67:sports_event_A

ARN の最後の部分はフロー名であることに注意してください。
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ステップ 2: 入力を作成する MediaConnect

MediaConnect を設定したら、 MediaConnect 入力を作成できます。 MediaLive ユーザーはこのス
テップを実行します。

入力を取り込むチャンネルを作成する前に、入力を作成します。

で入力を作成するには MediaLive

1. ステップ 1 の情報があることを確認します。

2. https://console.aws.amazon.com/medialive/ で MediaLive コンソールを開きます。

3. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。[Inputs] (入力) ページで [Create input]
(入力の作成) を選択します。

4. [Input details] (入力の詳細) セクションに値を入力します。

• [Input name] (入力名) — 名前を入力します。

• 入力タイプ – を選択しますMediaConnect。

5. MediaConnect フローセクションに入力します。

• [Channel and input class] (チャンネルと入力クラス) — この入力のクラスを選択します。

• STANDARD_INPUT

• SINGLE_INPUT

• [ARN for flow A] (フロー A の ARN) - 最初のフローとして識別したフローの ARN を指定しま
す。

2 番目のフローを作成した場合は、[ARN for flow B] (フロー B の ARN) で、2 番目のフローの 
ARN を指定します。

6. ロール ARN セクションを完了して、この入力で使用する MediaLive のロールを選択します。詳
細については、the section called “IAM ロールと ARN” を参照してください。

7. この入力にタグを関連付ける場合は、[Tags (タグ)] セクションでタグを作成します。詳細につい
ては、「the section called “リソースのタグ付け”」を参照してください

8. [Create] (作成) を選択します。

MediaLive は入力を作成し、その入力に 2 つのエンドポイントを自動的に作成します。入力にフ
ロー (フロー A) を 1 つだけ指定した場合でも、 MediaLive always は 2 つのエンドポイントを作
成します。

9. 同時に、 は MediaConnect フロー MediaLive に自動的に接続します。
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• 入力に 2 つのフローを指定した場合、 は 2 つの出力を作成し、最初のステージで作成した 2 
つのフローにアタッチAWS Elemental MediaConnectするように に MediaLive 指示します。

• 入力 (単一パイプラインチャンネルをサポートするため） MediaLive に 1 つのフローのみを指
定した場合、 は AWS Elemental MediaConnect 1 つの出力を作成し、最初のステージで作成
した単一のフローにアタッチするように に指示します。

にチャンネルの 2 つのフロー MediaConnect がある場合、フローは異なるアベイラビリティー
ゾーンで実行されます。1 つはフロー A のゾーン、もう 1 つはフロー B のゾーンです。同様
に、 は各パイプラインを異なるアベイラビリティーゾーンで MediaLive 実行します。1 つはパ
イプライン A のゾーン、もう 1 つはパイプライン B のゾーンです。

MediaLive は と連携してAWS Elemental MediaConnect、 が MediaLive と同じ 2 つのアベ
イラビリティーゾーンでチャンネルパイプラインを実行するようにしますAWS Elemental 
MediaConnect。この設定により、1 つのフローに障害が発生した場合に最大の回復性が確保さ
れます。

IAM ロールと ARN

このセクションでは、 MediaLive コンソールの入力の作成ペインでロール ARN セクションを完了す
る方法について説明します。

が入力を作成するときに引き受け MediaLive るロールを選択する必要があります。ロールは、フ
ローに出力を作成 MediaConnect するための へのリクエストが に MediaLive 成功するようにしま
す。この入力に作成 を選択すると、 はこのリクエスト MediaLive を送信します。

Note

MediaLive コンソールのこのセクションは、「チャネルの作成」ページ ( MediaLive コン
ソール上) の「IAM ロール」セクションと同じです。2 つの使用法の違いは、[Create input]
(入力の作成) ページでロールを入力にアタッチすることです。[Create channel] (チャンネル
の作成) ページで、ロールをチャンネルにアタッチしています。両方の使用で同じロール ( な
どMediaLiveAccessRole) を使用できます。

ロールを選択するための一般的なシナリオは 2 つあります。これは、組織に指定管理者がいるかど
うかに応じて異なります。
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組織に指定管理者がいる

組織には、このサービスを管理する管理者がいる場合があります。その管理者が 1 つ以上のロール
を設定している可能性があります。

• どのロールを使用するかをその管理者に問い合わせます。または、[Use existing role (既存のロー
ルの使用)] に 1 つのロールのみが表示されている場合は、そのロールを選択します。

• 表示されているロールが のみの場合はMediaLiveAccessRole、そのロールを選択します。さら
に、このロール名の横に [Update] (更新) ボタンが表示されている場合は、そのボタンを選択しま
す。(このボタンは必ずしも表示されるわけではありませんが、表示されるときはいつでも選択し
てロールを更新します。)

• 選択したロールを次にリストの先頭に表示する場合は、[Remember ARN (ARN を記憶する)] を選
択します。

組織に指定管理者がいない

組織でサービス管理者が指定されていない可能性があります。この場合、同僚が適切なロールを設定
していない場合は、自分で作成して選択しなければならない場合があります。

• というデフォルトのロールを作成できますMediaLiveAccessRole。まず、他のだれかがこのロール
を既に作成しているかどうかを確認するには (1 人のみが AWS アカウントのすべてのユーザー用
にこのロールを作成する必要があります)、[Create role from template (テンプレートからのロール
の作成)] を参照します。

• このオプションが灰色で表示されている場合、この作業は完了しています。その場合は、「既存
のロールを使用するMediaLiveAccessRole」を選択し、リストから選択します。

• このオプションが灰色で表示されていない場合は、[Create role from template] (テンプレートか
らロールを作成)、[Create IAM role] (IAM ロールの作成) の順に選択します。次に、そのロール
をリストから選択します。 MediaLive でロールを作成できない場合は、IAM アクセス許可につ
いて組織の管理者に問い合わせてください。

• MediaLiveAccessRole が既に作成されていて、その横に更新ボタンが表示されている場合は、ボ
タンを選択します。(このボタンは必ずしも表示されるわけではありませんが、表示されるときは
いつでも選択してロールを更新します。)

• 選択したロールを次にリストの先頭に表示する場合は、[Remember ARN (ARN を記憶する)] を選
択します。
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この手順の結果

この設定の結果を次の図に示します。主なコンポーネントは 3 つあります。

• アップストリームシステム (プルボックス）

• 1 つまたは 2 つの MediaConnect フロー (赤いボックス）。

• に 1 つの MediaConnect 入力 MediaLive。

各 MediaConnect フローには、アップストリームシステムがプッシュしているソースがあります。各
フローには、 を使用するための出力が 1 つあります MediaLive。

MediaConnect の入力は、それらの出力ARNs MediaLive を指定します。

アップストリームシステムは、ソースコンテンツをAWS Elemental MediaConnectフローのソースに
プッシュします。フローはコンテンツを にプッシュします MediaLive。チャンネルの実行時に、 は
プッシュされているコンテンツに MediaLive 反応し、それを取り込みます。

MP4 入力の設定

このセクションでは、アップストリームシステムでソースコンテンツをセットアップする方法
と、コンテンツソースを に接続する MP4 入力を作成する方法について説明しますAWS Elemental 
MediaLive。入力を取り込むチャンネルを作成する前に、入力を作成します。

MP4 入力では、チャンネルの開始時に がアップストリームシステム MediaLive に接続し、ソースを
プルします。

この設定を実行するには、アップストリームシステムのオペレータと協力する必要があります。

トピック
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• 手順 1: 情報を取得する

• ステップ 2: MP4 入力を作成する

• ステップ 3: MP4 アップストリームシステムでの正しい設定を確認する

• この手順の結果

手順 1: 情報を取得する

アップストリームシステムのオペレータから次の情報を取得します。

• アップストリームシステム上の ソースファイルの URL。

標準クラス入力の場合は 2 つの URL、単一クラス入力の場合は 1 つの URL が存在します。入力
クラスとその使用方法については、「the section called “チャンネルクラスと入力クラス”」を参照
してください。

例については、このセクションで後述する表を参照してください。

完全 URL を書き留めます。

• アップストリームシステムが認証リクエストを必要とする場合、アップストリームシステムにアク
セスするためのユーザー名とパスワードです。これらのユーザー認証情報は、プロトコルではなく
ユーザー認証に関連することに注意してください。ユーザー認証は、アップストリームシステムが
リクエストを受け入れるかどうかにまつわることです。プロトコルは、リクエストが安全な接続を
介して送信されるかどうかに関するものです。

次の表は、 が MP4 入力で MediaLive サポートするさまざまなタイプのアップストリームシステムの 
URLs の形式を示しています。

アップストリームサーバーは HTTP または HTTPS サーバー

URL の形式 <protocol> //:<hostname> /<filename 
> .mp4

例 https://203.0.113.13/filler-
videos/oceanwaves.mp4

https://198.51.100.54/filler-
videos/oceanwaves.mp4
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アップストリームサーバーは AWS Elemental MediaStore

URL の形式 mediastoressl:// <data endpoint for 
container> /<path>/<filename>. mp4

例 コンテンツソースのいずれかのコンテナ用の
データエンドポイントが次のものであるとしま
す。

f31z.data.mediastore.us-wes 
t-2.amazonaws.com .

oceanwaves.mp4  というファイルが、パス
filler-video  内のコンテナに保存されてい
るとします。

いずれかのソースファイルの URL は次のよう
になります。

mediastoressl://f31z.data.m 
ediastore.us-west-2.amazona 
ws.com/filler-video/oceanwa 
ves.mp4

アップストリームサーバーは Amazon S3

アップストリームサーバー URL の形式

URL の形式 s3ssl://<bucket>/<path>/<filename 
> .mp4

例 s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/ 
filler-videos/main/oceanwav 
es.mp4

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/ 
filler-videos/redundant/oce 
anwaves.mp4
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アップストリームサーバー URL の形式

では MediaLive、S3 バケット名にドット表記
を使用しないでください。例えば、EXAMPLE-
BUCKET  は受け入れられますが、EXAMPLE.B 
UCKET  は受け入れられません。

ステップ 2: MP4 入力を作成する

アップストリームシステムから情報を取得したら、MP4 入力を作成できます。

MP4 プル入力を作成するには

1. ステップ 1 の情報があることを確認します。

2. この入力が複数入力チャンネルで使用されている場合は、静的入力と動的入力のどちらとして設
定するかを決定しておく必要があります。アップストリームシステムから取得した URL を変更
する必要がある場合があります。

• 入力が静的入力の場合は、URL を変更しないでください。

• 入力が動的入力の場合は、URL をオプションの絶対部分と必須の可変部分 ($urlPath$) として
入力します。例えば、この手順の後にある表を参照してください。

<protocol>/$urlPath$ という形式を使用することをお勧めします。

3. https://console.aws.amazon.com/medialive/ で MediaLive コンソールを開きます。

4. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。[Inputs] (入力) ページで [Create input]
(入力の作成) を選択します。

5. [Input details] (入力の詳細) セクションに値を入力します。

• [Input name] (入力名) — 名前を入力します。

• [Input type] (入力タイプ) — MP4 を選択します。

6. [Input class] (入力クラス) セクションで、この入力のクラスを選択します。

• STANDARD_INPUT

• SINGLE_INPUT

7. [Input sources] セクションで、以前に取得した URL を入力します。

• 入力が標準クラス入力の場合は、両方のフィールドに入力して 2 つの URL を指定します。

ステップ 2: 入力を作成する 235

https://console.aws.amazon.com/medialive/


MediaLive ユーザーガイド

• 入力が単一クラス入力の場合は、取得した URL で最初のフィールドに入力し、2 番目の
フィールドを空のままにします。

アップストリームシステムでユーザー認証情報を指定する必要がある場合は、場所にアクセ
スするためのユーザー名とパスワードキーも入力する必要があります。これらの認証情報は 
Systems Manager パラメータストアに保存されます。詳細については、「the section called “パ
スワードパラメータを作成する機能について”」を参照してください。

8. この入力にタグを関連付ける場合は、[Tags (タグ)] セクションでタグを作成します。詳細につい
ては、「the section called “リソースのタグ付け”」を参照してください

9. [Create] (作成) を選択します。

MediaLive は入力を作成し、入力のリストに追加します。入力は、1 つまたは 2 つのソースを
指定します。それらはリストには表示されませんが、[Name (名前)] リンクを選択すると、詳細
ページに表示されます。

チャンネルを開始すると、 MediaLive は、このソースの場所または場所にあるアップストリー
ムシステムに接続し、コンテンツをプルします。

• 標準チャンネル MediaLive の場合、 はアップストリームシステムが 2 つのソースを提供する
ことを想定しているため、両方のソースの場所からプルしようとします。

• 単一パイプラインチャンネル MediaLive の場合、 はアップストリームシステムが 1 つのソー
スを提供することを想定しているため、1 つのソースの場所からプルしようとします。

動的入力の URL の形式

次の表は、動的入力の URL のさまざまな形式を示しています。

形式 説明 例 $urlPath$ の例

<protocol>/$urlPath$ URL には、絶対部分
のプロトコルのみが
含まれます

s3ssl://$urlPath$ DOC-EXAMPLE-
BUCKET/my-movie 
.mp4

<protocol and path>/
$urlPath$

URL には、絶対部分
のプロトコルとパス
が含まれます

mediastoressl://f3 
1z.data.mediastore 
.us-west-2.amazona 

my-movie.mp4
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形式 説明 例 $urlPath$ の例

ws.com/movies/$url 
Path$

$urlPath$ URL は、変数部分の
みです

$urlPath$ s3ssl://DOC-EXAMPL 
E-BUCKET/my-movie. 
mp4

ステップ 3: MP4 アップストリームシステムでの正しい設定を確認する

アップストリームサーバーのオペレータは、アップストリームシステムのソースコンテンツをセット
アップする必要があります。オペレータが次のようにセットアップしていることを確認します。

• オペレータは、正しい数のソースを配信するようにセットアップします。

• MediaLive チャンネルが標準チャンネルの場合、オペレータは 2 つのファイルソースを設定する
必要があります。ビデオ解像度とビットレートから 2 つのファイルが同じであることを確認す
る必要があります。

• MediaLive チャンネルが単一パイプラインチャンネルの場合、オペレータは 1 つのファイルソー
スを設定する必要があります。

• オペレータは、合意された URL でコンテンツを利用できるようにセットアップします。これらの 
URL は、このセクションの前半で取得した URL であり、MP4 入力に設定したことを示していま
す。これらは、この手順の後の図に示す URL に対応しています。

この手順の結果

このセットアップの結果、1 つまたは 2 つのソース URLsを指定する MediaLive 入力が存在します。
これらのソースは、アップストリームサーバー上のソースコンテンツの URL です。

チャンネルの実行時に、 MediaLive はこれら 2 つの URLs (標準チャンネルの場合) または 1 
つの URL (単一パイプラインチャンネルの場合) に接続し、ソースコンテンツを にプルします 
MediaLive。
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RTMP プル入力のセットアップ

このセクションでは、アップストリームシステムでソースコンテンツをセットアップする方法
と、アップストリームシステムを に接続する RTMP プル入力を作成する方法について説明します 
MediaLive。入力を取り込むチャンネルを作成する前に、入力を作成します。

RTMP プル入力では、チャンネルの開始時にアップストリームシステム MediaLive に接続し、ソー
スをプルします。

この設定を実行するには、アップストリームシステムのオペレータと協力する必要があります。

トピック

• 手順 1: 情報を取得する

• RTMP プル入力を作成する

• RTMP アップストリームシステムでの正しい設定を確保

• この手順の結果

手順 1: 情報を取得する

アップストリームシステムの担当者から次の情報を取得します。

• ソースコンテンツのこのアプリケーション名とアプリケーションインスタンス。(アプリケーショ
ンインスタンスは、ストリームまたはストリームキーの別名でも知られています。) 標準クラスの
入力には 2 つのソースがあり、単一クラスの入力には 1 つのソースがあります。入力クラスとそ
の使用方法については、「the section called “チャンネルクラスと入力クラス”」を参照してくだ
さい。入力クラスとその使用方法については、「the section called “チャンネルクラスと入力クラ
ス”」を参照してください。

アップストリームシステムのオペレータは、これらの名前を割り当てるルールを既に持っている場
合があります。そうでない場合は、使用したい名前があるかもしれません。これらの名前が明確で
あることをアップストリームシステムのオペレータと確認してください。

この例では、アプリケーション名とインスタンス名が同じになっています。しかし、それらは異な
る可能性があります。

アプリケーション名: live、インスタンス名 curling

アプリケーション名: live、インスタンス名 curling

RTMP プル入力 238



MediaLive ユーザーガイド

• ソースコンテンツ MediaLive を取得するパブリック IP アドレス。

これらのアドレスには、ポート 1935 を含める必要があります。例:

rtmp://203.0.113.13:1935

rtmp://198.51.100.54:1935

• アップストリームシステムが認証リクエストを必要とする場合、アップストリームシステムにアク
セスするためのユーザー名とパスワードです。これらのユーザー認証情報は、プロトコルではなく
ユーザー認証に関連することに注意してください。ユーザー認証は、アップストリームシステムが
リクエストを受け入れるかどうかにまつわることです。プロトコルは、リクエストが安全な接続を
介して送信されるかどうかに関するものです。

RTMP プル入力を作成する

アップストリームシステムから情報を取得したら、HLS 入力を作成できます。

RTMP プル入力を作成するには

1. ステップ 1 の情報があることを確認します。

2. https://console.aws.amazon.com/medialive/ で MediaLive コンソールを開きます。

3. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。[Inputs] (入力) ページで [Create input]
(入力の作成) を選択します。

4. [Input details] (入力の詳細) セクションに値を入力します。

• [Input name] (入力名) — 名前を入力します。

• [Input type] (入力タイプ) — [RTMP (pull)] (RTMP (プル)) を選択します。

5. [Input class] (入力クラス) セクションで、この入力のクラスを選択します。

• STANDARD_INPUT

• SINGLE_INPUT

6. [Input sources] セクションで、以前に取得した URL を入力します。

• 入力が標準クラス入力の場合は、両方のフィールドに入力して 2 つの URL を指定します。

• 入力が単一クラス入力の場合は、取得した URL で最初のフィールドに入力し、2 番目の
フィールドを空のままにします。
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例:

rtmp://203.0.113.13:1935/live/curling

アップストリームシステムでユーザー認証情報を指定する必要がある場合は、場所にアクセ
スするためのユーザー名とパスワードキーも入力する必要があります。これらの認証情報は 
Systems Manager パラメータストアに保存されます。詳細については、「the section called “パ
スワードパラメータを作成する機能について”」を参照してください。

7. この入力にタグを関連付ける場合は、[Tags (タグ)] セクションでタグを作成します。詳細につい
ては、「the section called “リソースのタグ付け”」を参照してください

8. [Create] (作成) を選択します。

MediaLive は入力を作成し、入力のリストに追加します。入力は、1 つまたは 2 つのソースを
指定します。それらはリストには表示されませんが、[Name (名前)] リンクを選択すると、詳細
ページに表示されます。

チャンネルを開始すると、 MediaLive は、このソースの場所または場所にあるアップストリー
ムシステムに接続し、コンテンツをプルします。

• チャンネルを標準チャンネルとして設定する場合、 はアップストリームシステムが 2 つの
ソースを提供すると MediaLive 想定するため、両方のソースの場所からプルしようとしま
す。

• チャンネルを単一パイプラインチャンネルとして設定する場合、 はアップストリームシステ
ムが 1 つのソースを提供すること MediaLive を想定しているため、1 つのソースの場所から
のプルを試みます。

RTMP アップストリームシステムでの正しい設定を確保

アップストリームサーバーのオペレータは、アップストリームシステムのソースコンテンツをセット
アップする必要があります。オペレータが次のようにセットアップしていることを確認します。

• オペレータは、正しい数のソースを配信するようにセットアップします。

• MediaLive チャンネルが標準チャンネルの場合は、コンテンツの 2 つのソースを設定します。ビ
デオ解像度とビットレートから 2 つのソースコンテンツが同じであることを確認します。

• MediaLive チャンネルが単一パイプラインチャンネルの場合は、コンテンツに 1 つのソースを設
定します。
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• オペレータは、合意された URL でコンテンツを利用できるようにセットアップし、合意されたア
プリケーション名とインスタンス名を使用します。これらの URL は、このセクションの前半で取
得した URL であり、RTMP 入力に設定したことを示しています。これらは、この手順の後の図に
示す URL に対応しています。

この手順の結果

このセットアップの結果、1 つまたは 2 つのソース URL を指定する RTMP 入力が存在します。これ
らのソースは、アップストリームシステム上のソースコンテンツの URL です。

チャンネルの実行時に、入力は 2 つの URLs (標準チャンネルの場合) または 1 つの URL (単一パイ
プラインチャンネルの場合) に接続し、アプリケーション名とインスタンス名で識別されるソースコ
ンテンツを にプルします MediaLive。

RTMP プッシュ入力のセットアップ

このセクションでは、RTMP Push プロトコルを使用して、パブリックインターネットからソースコ
ンテンツを配信するアップストリームシステムのセットアップ方法を説明します。アップストリーム
システムでソースコンテンツをセットアップする方法、入力セキュリティグループを作成する方法、
アップストリームシステムを に接続する入力を作成する方法について説明します MediaLive。

入力を取り込むチャンネルを作成する前に、入力を作成します。

RTMP プッシュ入力では、アップストリームシステムはコンテンツを にプッシュします 
MediaLive。

この設定を実行するには、アップストリームシステムのオペレータと協力する必要があります。

トピック

• 手順 1: 情報を取得する

• ステップ 2: 入力セキュリティグループを作成する

• ステップ 3: RTMP プッシュ入力を作成する

• ステップ 4: アップストリームシステムでの正しい設定を確認する
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• この手順の結果

手順 1: 情報を取得する

アップストリームシステムの担当者から次の情報を取得します。

• ソースコンテンツのこのアプリケーション名とアプリケーションインスタンス。(アプリケーショ
ンインスタンスは、ストリームまたはストリームキーの別名でも知られています。) 標準クラスの
入力には 2 つのソースがあり、単一クラスの入力には 1 つのソースがあります。入力クラスとそ
の使用方法については、「the section called “チャンネルクラスと入力クラス”」を参照してくだ
さい。入力クラスとその使用方法については、「the section called “チャンネルクラスと入力クラ
ス”」を参照してください。

アップストリームシステムのオペレータは、これらの名前を割り当てるルールを既に持っている場
合があります。そうでない場合は、使用したい名前があるかもしれません。これらの名前が明確で
あることをアップストリームシステムのオペレータと確認してください。

この例では、アプリケーション名とインスタンス名が同じになっています。しかし、それらは異な
る可能性があります。

アプリケーション名: live、インスタンス名 curling

アプリケーション名: live、インスタンス名 curling

• パブリックネットワークの IP アドレス。これらは、コンテンツのソースまたはソースがパブリッ
クネットワーク上に表示される IP アドレスのセットです。この情報は、入力セキュリティグルー
プを作成するために必要になります。

例:

• 1 つのソースの場合: 203.0.113.19, 203.0.113.58, 203.0.113.25

• 他のソースの場合: 198.51.100.19, 198.51.100.59, 198.51.100.21

これらのアドレスは、この手順の後の図に示す赤色のボックスのアドレスです。

ステップ 2: 入力セキュリティグループを作成する

入力セキュリティグループを作成する必要があります。セキュリティグループは、パブリックネッ
トワークの IP アドレスが にプッシュすることを許可する必要があります MediaLive。前の例に続い
て、これらのアドレスを許可する必要があります。
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203.0.113.19、203.0.113.58、203.0.113.25、198.51.100.19、198.51.100.59、198.51.100.21

入力セキュリティグループの作成の詳細については、「the section called “入力セキュリティグルー
プの作成”」を参照してください。

ステップ 3: RTMP プッシュ入力を作成する

入力セキュリティグループを作成したら、RTMP プッシュ入力を作成できます。

RTMP プッシュ入力を作成するには

1. ステップ 1 の情報があることを確認します。

2. https://console.aws.amazon.com/medialive/ で MediaLive コンソールを開きます。

3. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。

4. [Inputs] (入力) ページで [Create input] (入力の作成) を選択します。

5. [Input details] (入力の詳細) セクションに値を入力します。

• [Input name] (入力名) — 名前を入力します。

• [Input type] (入力タイプ) — [RTMP (push)] (RTMP (プッシュ)) を選択します。

6. [Network mode (ネットワークモード)] セクションで、[Public (パブリック)] を選択します。

7. [入力セキュリティグループ] セクションで、このプッシュ入力にアタッチするグループを指定し
ます。既存のグループを選択するか、グループを作成することができます。セキュリティグルー
プは、パブリックネットワークの IP アドレスが にプッシュすることを許可する必要があります 
MediaLive。ステップ 1 の例に従って、これらのアドレスを許可する必要があります。

203.0.113.19、203.0.113.58、203.0.113.25、198.51.100.19、198.51.100.59、198.51.100.21

セキュリティグループの詳細については、the section called “入力セキュリティグループ” を参照
してください。

8. [Channel and input class] セクションで、この入力のクラスを選択します。

• スタンダード

• SINGLE-PIPELINE

詳細については、「the section called “パイプラインの冗長性”」を参照してください。

9. [Input destinations] セクションの [Destination] セクションで、以前に取得したアプリケーション
名とアプリケーションインスタンスを入力します。
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• 入力が標準クラス入力の場合は、両方のフィールドに入力して 2 つのソースを指定します。

• 入力が単一クラス入力の場合は、取得した情報で最初のフィールドに入力し、2 番目のフィー
ルドを空のままにします。

例:

[Application name:] (アプリケーション名:) live

[Application instance:] (アプリケーションインスタンス:) curling

10. この入力にタグを関連付ける場合は、[Tags (タグ)] セクションでタグを作成します。詳細につい
ては、「the section called “リソースのタグ付け”」を参照してください

11. [Create] (作成) を選択します。

MediaLive は入力を作成し、その入力に 2 つのエンドポイントを自動的に作成します。エンドポ
イントには、アプリケーション名、アプリケーションインスタンス、およびポート 1935 が含ま
れます。例:

198.51.100.99:1935/live/curling

192.0.2.18:1935/live/curling

IP アドレスは が MediaLive作成するアドレスであることに注意してください。これらは、セ
キュリティグループで使用したパブリックアドレスではありません。すべての IP アドレスの
ロールを示す図表については、をRTMP プッシュソースの設定に関するセクションの「the 
section called “この手順の結果”」を参照してください。

MediaLive は常に 2 つのエンドポイントを作成します。

• チャンネルを標準チャンネルとして設定する予定の場合は、両方のエンドポイントが使用され
ます。

• チャンネルを単一パイプラインチャンネルとして設定する場合、最初のエンドポイントのみが
使用されます。 MediaLive won は 2 番目のエンドポイントでコンテンツを受信することを想
定していません。

12. アップストリームシステムに次の情報を提供します。

• チャンネルを標準チャンネルとして設定する予定の場合、両方の場所を指定します。アップス
トリームシステムは、動画ストリームをこれらの場所にプッシュする必要があります。
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• チャンネルを単一パイプラインチャンネルとして設定する予定の場合、最初の場所のみを指定
します。アップストリームシステムは、1 つのストリームをこの場所にプッシュする必要があ
ります。

例えば、次のアドレスを指定します。

198.51.100.99:1935/live/curling

192.0.2.18:1935/live/curling

この手順の結果

このセットアップの結果、2 つの URL を指定する RTMP プッシュ入力が存在します。これらの 
URL は、発生した変更 (入力内の他の情報の変更、または入力を別のチャンネルに接続するなど) に
関係なく、入力の有効期間にわたって固定されます。

アップストリームシステムは、ソースコンテンツをこれらのエンドポイントにプッシュします。

プッシュ入力では、チャンネルを開始するときに、アップストリームシステムが動画ソースをプッ
シュする必要があることに注意してください。それまでは、アップストリームシステムをプッシュす
る必要はありません。

図表を含むこの設定については、RTMP プッシュソースの設定に関するセクションの「the section 
called “この手順の結果”」の説明を参照してください。

ステップ 4: アップストリームシステムでの正しい設定を確認する

アップストリームシステムが 内の正しい場所にコンテンツをプッシュしていることを確認する必要
があります MediaLive。

標準チャンネルをセットアップするには

MediaLive チャンネル が標準チャンネル の場合、この手順に従います。

1. オペレータに次の情報を指定します。

• RTMP 入力を作成したときに が MediaLive 生成した 2 つのエンドポイント (URLs )。これ
らのエンドポイントは、この手順の後の図に示す青色のボックスのアドレスです。URL には
ポート 1935 が含まれます。例:

198.51.100.99:1935/live/curling
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192.0.2.18:1935/live/curling

2. 単一パイプラインチャンネルまたは標準チャンネルに対して、オペレータが正しく設定されてい
ることを確認します。

チャンネルがシングルパイプラインチャンネルの場合、入力が標準 (デュアルパイプライン) 入
力であっても、オペレータは 1 つのソースのみを配信します。オペレータは、以下を実行する
必要があります。

• 1 つのソースを配信します。

• ソースがパブリックネットワーク上の合意された IP アドレスに表示されていることを確認し
ます。例:

• ソースは、次のアドレスに表示されます: 203.0.113.19, 203.0.113.58, 
203.0.113.25

• オペレータは他のアドレスを無視できます: 198.51.100.19, 198.51.100.59, 
198.51.100.21

これらのアドレスは、入力セキュリティグループを作成したときに使用しました。アップスト
リームシステムがこれらのアドレスを使用しない場合、 MediaLive プッシュを拒否します。

• で 1 つの URL にプッシュし MediaLive、合意されたアプリケーション名とインスタンス名を
使用します。例:

この URL にプッシュ: 198.51.100.99:1935/live/curling

他の URL を無視: 192.0.2.18:1935/live/curling

チャンネルが標準チャンネルの場合、オペレータは以下を実行する必要があります。

• ビデオの解像度とビットレートから 2 つのソースを配信します。

• ソースがパブリックネットワーク上の合意された IP アドレスに表示されていることを確認し
ます。例:

• 1 つのソースの場合: 203.0.113.19, 203.0.113.58, 203.0.113.25

• 他のソースの場合: 198.51.100.19, 198.51.100.59, 198.51.100.21

これらのアドレスは、入力セキュリティグループを作成したときに使用しました。アップスト
リームシステムがこれらのアドレスを使用しない場合、 MediaLive プッシュを拒否します。
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• の正しい URLs にプッシュし MediaLive、合意されたアプリケーション名とインスタンス名を
使用します。例えば、次の送信先にプッシュする必要があります。

198.51.100.99:1935/live/curling

192.0.2.18:1935/live/curling

この手順の結果

このセットアップの結果、1 つまたは 2 つのエンドポイント URL を指定する RTMP プッシュ入力が
存在します。これらのエンドポイントは にあります MediaLive。

アップストリームシステムは、2 つのエンドポイント (標準チャンネルの場合)、または 1 番目のエン
ドポイント (単一パイプラインチャンネルの場合) にソースコンテンツをプッシュするように設定さ
れています。入力セキュリティグループが入力に関連付けられています。この入力セキュリティグ
ループには、プッシュされたソースがパブリックネットワーク上に表示される IP アドレスをカバー
する CIDR ブロックがあり、プッシュされたコンテンツを が MediaLive 確実に受け入れます。

チャンネルの実行時に、 はプッシュされているコンテンツに MediaLive 反応し、それを取り込みま
す。

RTMP VPC 入力のセットアップ

このセクションでは、RTMP Push プロトコルを使用して、Amazon 仮想プライベートクラウド 
(Amazon VPC) から VPC にあるアップストリームシステムからソースコンテンツを配信するコンテ
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ンツをセットアップする方法について説明します。このセクションでは、アップストリームシステム
でソースコンテンツをセットアップする方法と、アップストリームシステムを に接続する入力を作
成する方法について説明します MediaLive。

入力を取り込むチャンネルを作成する前に、入力を作成します。

RTMP プッシュ入力では、アップストリームシステムはコンテンツを にプッシュします 
MediaLive。

この設定を実行するには、Amazon VPC ユーザーと、アップストリームシステムのオペレータと協
力する必要があります。

トピック

• ステップ 1: VPC でセットアップをリクエストする

• ステップ 2: RTMP 入力を作成する

• ステップ 3: アップストリームシステムでの正しい設定を確認する

• この手順の結果

ステップ 1: VPC でセットアップをリクエストする

Amazon VPC ユーザーは VPC を設定し、アップストリームシステムおよび が MediaLive 使用する
サブネットとセキュリティグループを特定する必要があります。

VPC をセットアップするには

1. Amazon VPC ユーザーに次のガイドラインを提供してください。

• サブネットのガイドライン — 2 つのサブネットをリクエストします。

次のルールが適用されます。

• 2 つのサブネットは、異なるアベイラビリティーゾーンに存在している必要があります。

• 各サブネットにはプライベート CIDR ブロック (IP アドレスの範囲) が必要です。

• 各サブネットには、そのブロック内に少なくとも 2 つの未使用のアドレスが必要であり、1 
つはアップストリームシステム用、もう 1 つは RTMP 入力用です。

• この RTMP ソース (ソース A) と同じチャンネルで使用するために作成するその他の VPC 
ベースのソース (ソース B) は、ソース A と同じアベイラビリティーゾーンにあるサブネッ
ト内に存在する必要があります。ソース B の 2 つのサブネットはソース A と異なる場合が
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ありますが、これらの 2 つのサブネットのアベイラビリティーゾーンは、ソース A のアベ
イラビリティーゾーンと同じ

• セキュリティグループのガイドライン — 各サブネットのセキュリティグループは次のルール
に従う必要があります。

• セキュリティグループの結合ルールでは、そのサブネットのアップストリームシステムの 
IP アドレスからのインバウンドトラフィックを許可する必要があります。

• セキュリティグループの結合ルールでは、ポート 1935 へのアウトバウンドトラフィックを
許可する必要があります。

2. Amazon VPC ユーザーがセットアップを実行した後、次の情報を取得します。

• VPC の ID。例: vpc-3f139646。

• 2 つのサブネットの ID。例えば、1 つのサブネットに次の ID があるとします:
subnet-1122aabb

• 1 つ以上のサブネットのセキュリティグループの ID。例: sg-51530134。

ステップ 2: RTMP 入力を作成する

Amazon VPC ユーザーが VPC で を設定したら、 で RTMP VPC プッシュ入力を作成できます 
MediaLive。

RTMP VPC プッシュ入力を作成するには

1. ステップ 1 の情報があることを確認します。

2. また、ビデオコンテンツのプロバイダから情報を取得している必要があります。ソースコンテン
ツのアプリケーション名とアプリケーションインスタンスです。(アプリケーションインスタン
スは、ストリームまたはストリームキーの別名でも知られています。) 例:

アプリケーション名: live、インスタンス名 curling

3. https://console.aws.amazon.com/medialive/ で MediaLive コンソールを開きます。

4. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。

5. [Inputs] (入力) ページで [Create input] (入力の作成) を選択します。

6. [Input details] (入力の詳細) セクションに値を入力します。

• [Input name] (入力名) — 名前を入力します。
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• [Input type] (入力タイプ) — [RTMP (push)] (RTMP (プッシュ)) を選択します。

7. [Network mode (ネットワークモード)] セクションで、[VPC] を選択します。

8. [VPC settings] (VPC の設定) セクションの入力を完了します。

• [Select subnets and security groups] (サブネットとセキュリティグループの選択) を選択しま
す。

• [Subnets] (サブネット) で、取得したサブネットの 1 つを選択します。ドロップダウンリスト
には、次のように識別された、すべての VPC のサブネットが表示されます。

<subnet ID> <Availability Zone of subnet> <IPv4 CIDR block of subnet> 
<VPC ID> <Subnet tag called "Name", if it exists>

例:

subnet-1122aabb us-west-2a 10.1.128.0/24 vpc-3f139646 Subnet for MLive push inputs

サブネットのリストが空の場合は、[Specify custom VPC] (カスタム VPC を指定する) を選択
し、フィールドにサブネット ID を入力します。(サブネット ID のみを入力する必要がありま
す。例: subnet-1122aabb。)

• [Subnets] (サブネット) で、2 番目のサブネットを選択します。この 2 回目では、最初のサブ
ネットと同じ VPC 内のサブネットのみがドロップダウンリストに表示されます。

• [Security groups] (セキュリティグループ) で、サブネットと同じプロセスに従って、取得した 
1 つ以上のセキュリティグループを選択します。ドロップダウンリストには、選択した VPC 
に属するセキュリティグループが次のように表示されます。

<security group ID> <description attached to this security group> <VPC 
ID>

例:

sg-51530134 Security group for MLive push inputs vpc-3f139646

9. ロール ARN セクションを完了して、この入力で使用する MediaLive のロールを選択します。詳
細については、「the section called “IAM ロールと ARN”」を参照してください。

10. [Input class] (入力クラス) セクションで、この入力のクラスを選択します。

• スタンダード

• SINGLE-PIPELINE
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11. [Input destinations] セクションの [Destination] セクションで、以前に設定したアプリケーション
名とアプリケーションインスタンスを入力します。

• 入力が標準クラス入力の場合は、両方のフィールドに入力して 2 つのソースを指定します。

• 入力が単一クラス入力の場合は、取得した情報で最初のフィールドに入力し、2 番目のフィー
ルドを空のままにします。

例:

[Application name:] (アプリケーション名:) live

[Application instance:] (アプリケーションインスタンス:) curling

12. この入力にタグを関連付ける場合は、[Tags (タグ)] セクションでタグを作成します。詳細につい
ては、「the section called “リソースのタグ付け”」を参照してください

13. [Create] (作成) を選択します。

MediaLive は入力を作成し、その入力に 2 つのエンドポイントを自動的に作成します。これらの
エンドポイントは、サブネット範囲のプライベート IP アドレスを持っており、ポート 1935 を
指定します。例:

10.12.30.44:1935/live/curling

10.99.39.15:1935/live/curling

14. これらのエンドポイントをアップストリームシステムに渡します。

• チャンネルを標準チャンネルとして設定する予定の場合、両方のエンドポイントを指定しま
す。アップストリームシステムは、両方のエンドポイントにコンテンツをプッシュする必要が
あります。

• チャンネルを単一パイプラインチャンネルとして設定する予定の場合、最初のエンドポイント
のみを指定します。アップストリームシステムはこの 1 つのエンドポイントにプッシュする
必要があります。

例えば、次のアドレスを指定します。

10.12.30.44:1935/live/curling

10.99.39.15:1935/live/curling

ステップ 2: 入力を作成する 251



MediaLive ユーザーガイド

これらの手順の結果

この設定の結果、アップストリームシステムの各出力には、VPC 内の指定されたサブネットの 1 つ
に IP アドレスが割り当てられます。

RTMP 入力には 2 つの IP アドレスがあります。これらのアドレスは、発生した変更 (入力内の他の
情報の変更、または入力を別のチャンネルに接続するなど) に関係なく、入力の有効期間にわたって
固定されます。

各アドレスは、サブネットの 1 つにあります。このようにして、アップストリームシステムから へ
のコンテンツの配信は、VPC のセキュリティ内で MediaLive 行われます。

図表を含むこの設定については、RTMP VPC ソースの設定に関するセクションの「the section 
called “この手順の結果”」の説明を参照してください。

プッシュ入力では、チャンネルを開始するときに、アップストリームシステムが動画ソースをプッ
シュする必要があることに注意してください。それまでは、アップストリームシステムをプッシュす
る必要はありません。

IAM ロールと ARN

このセクションでは、 MediaLive コンソールの入力の作成ペインでロール ARN セクションを完了す
る方法について説明します。

が RTMP プッシュ入力を作成するときに MediaLive 引き受けるロールを選択する必要がありま
す。入力を作成するには、入力内の 2 つのエンドポイントのネットワークインターフェイスを取得 
MediaLive する必要があります。これらのエンドポイントは、識別したサブネットの CIDR 範囲にあ
ります。この入力に作成 を選択するとすぐに、 MediaLive はこれらのネットワークインターフェイ
スを Amazon VPC にリクエストします。選択したロールにより、 が Amazon VPC へのリクエスト
で MediaLive 成功します。

Note

MediaLive コンソールのこのセクションは、「チャネルの作成」ページ ( MediaLive コン
ソール上) の「IAM ロール」セクションと同じです。2 つの使用法の違いは、[Create input]
(入力の作成) ページでロールを入力にアタッチすることです。[Create channel] (チャンネル
の作成) ページで、ロールをチャンネルにアタッチしています。両方の使用で同じロール ( な
どMediaLiveAccessRole) を使用できます。
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ロールを選択するための一般的なシナリオは 2 つあります。これは、組織に指定管理者がいるかど
うかに応じて異なります。

組織に指定管理者がいる

組織には、このサービスを管理する管理者がいる場合があります。その管理者が 1 つ以上のロール
を設定している可能性があります。

• どのロールを使用するかをその管理者に問い合わせます。または、[Use existing role (既存のロー
ルの使用)] に 1 つのロールのみが表示されている場合は、そのロールを選択します。

• 表示されているロールが のみの場合はMediaLiveAccessRole、そのロールを選択します。さら
に、このロール名の横に [Update] (更新) ボタンが表示されている場合は、そのボタンを選択しま
す。(このボタンは必ずしも表示されるわけではありませんが、表示されるときはいつでも選択し
てロールを更新します。)

• 選択したロールを次にリストの先頭に表示する場合は、[Remember ARN (ARN を記憶する)] を選
択します。

組織に指定管理者がいない

組織でサービス管理者が指定されていない可能性があります。この場合、同僚が適切なロールを設定
していない場合は、自分で作成して選択しなければならない場合があります。

• というデフォルトのロールを作成できますMediaLiveAccessRole。まず、他のだれかがこのロール
を既に作成しているかどうかを確認するには (1 人のみが AWS アカウントのすべてのユーザー用
にこのロールを作成する必要があります)、[Create role from template (テンプレートからのロール
の作成)] を参照します。

• このオプションが灰色で表示されている場合、この作業は完了しています。その場合は、既存の
ロールを使用するを選択し、MediaLiveAccessRoleリストから選択します。

• このオプションが灰色で表示されていない場合は、[Create role from template] (テンプレートか
らロールを作成)、[Create IAM role] (IAM ロールの作成) の順に選択します。次に、そのロール
をリストから選択します。 MediaLive でロールを作成できない場合は、IAM アクセス許可につ
いて組織の管理者に問い合わせてください。

• MediaLiveAccessRole が既に作成されていて、その横に更新ボタンが表示されている場合は、ボ
タンを選択します。(このボタンは必ずしも表示されるわけではありませんが、表示されるときは
いつでも選択してロールを更新します。)

• 選択したロールを次にリストの先頭に表示する場合は、[Remember ARN (ARN を記憶する)] を選
択します。
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ステップ 3: アップストリームシステムでの正しい設定を確認する

アップストリームシステムが VPC で正しく設定され、 の正しい場所にコンテンツをプッシュしてい
ることを確認する必要があります MediaLive。

標準チャンネルをセットアップするには

MediaLive チャンネル が標準チャンネル の場合、この手順に従います。

1. オペレータに次の情報を指定します。

• Amazon VPC ユーザーが提供した VPC、2 つのサブネット、およびセキュリティグループの 
ID。

• RTMP 入力を作成したときに が MediaLive 生成した 2 つのエンドポイント (URLs )。これら
のエンドポイントは、この手順の後の図に示す青色のボックスのアドレスです。URL にはプ
ライベート IP アドレスがあり、ポート 1935 が含まれます。例:

10.12.30.131:1935/live/curling

10.99.39.40:1935/live/curling

2. オペレータが標準チャンネルに適切に設定されていることを確認します。これらは以下のように
設定されている必要があります。

• 2 つの個別のアップストリームシステムを設定します。 MediaLive 2 つの出力インターフェ
イスを持つ 1 つのアップストリームシステムを設定することはできません。ユーザーである
ユーザーが、標準チャンネル (2 つの独立したパイプラインを持つ) で達成したい冗長性を失
うためです。

• 2 つの出力インターフェイスをセットアップする — 1 つの出力インターフェイスをもう 1 つ
のサブネットに設定し、もう 1 つのサブネットに出力インターフェイスを持つもう 1 つの
アップストリームシステムをセットアップします。これらのインスタンスは、この手順の後の
図に示す紫色のボックスのアドレスです。

• ビデオ解像度とビットレートから 2 つのコンテンツソースが同じであることを確認します。

• の正しい URLs にプッシュし MediaLive、合意されたアプリケーション名とインスタンス名を
使用します。例えば、次の送信先にプッシュする必要があります。

10.12.30.131:1935/live/curling

10.99.39.40:1935/live/curling
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単一パイプラインチャンネルを設定するには

MediaLive チャンネル が単一パイプラインチャンネル の場合、この手順に従います。

1. オペレータに次の情報を指定します。

• Amazon VPC ユーザーが提供した VPC、1 つのサブネット、およびセキュリティグループの 
ID。

• RTMP 入力を作成したときに が MediaLive 生成した 2 つのエンドポイント (URLs) のうち最
初のもののみ。これらのエンドポイントは、この手順の後の図に示す青色のボックスのアドレ
スです。URL にはプライベート IP アドレスがあり、ポート 1935 が含まれます。例:

10.12.30.131:1935/live/curling

2. 単一パイプラインチャンネルについて、オペレータが正しく設定されていることを確認します。
これらは以下のように設定されている必要があります。

• アップストリームシステムを設定するには

• 1 つの出力インターフェイスを設定します。インターフェイスは、この手順の後の図に示す紫
色のボックスのアドレスです。

• で正しい URL にプッシュします MediaLive。例えば、次の送信先にプッシュする必要があり
ます。

10.12.30.131:1935/live/curling

この手順の結果

このセットアップの結果、1 つまたは 2 つのエンドポイント URL を指定する RTMP 入力が存在
します。これらは、VPC エンドポイントによって使用される Elastic Network Interface です。 
MediaLive には、入力にこれらのネットワークインターフェイスを使用するアクセス許可がありま
す。 MediaLive には、入力のネットワークインターフェイスを自動的に管理するためのアクセス許
可 (IAM の信頼されたエンティティロール経由) があります。アップストリームシステムは、Amazon 
VPC セキュリティグループを介して、コンテンツをこれらのエンドポイントにプッシュするアクセ
ス許可を持ちます。

アップストリームシステムは、ソースコンテンツを 2 つのエンドポイント (標準チャンネルに設定し
ている場合) または 1 つのエンドポイント (単一パイプラインチャンネルに設定している場合) にプッ
シュするように設定されています。少なくとも 1 つの VPC セキュリティグループが各サブネットに
関連付けられています。各セキュリティグループの CIDR ブロックは、アップストリームシステムが
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プッシュする 2 つの URLs をカバーし、プッシュされたコンテンツを が MediaLive 確実に受け入れ
るようにします。

アップストリームシステムの各出力には、VPC 内の指定されたサブネットの 1 つに IP アドレスが
割り当てられます。RTMP 入力には 2 つの IP アドレスがあり、各アドレスはそれらのサブネット
の 1 つにあります。このようにして、アップストリームシステムから へのソースコンテンツの配信 
MediaLive は、VPC のプライバシー内で行われます。

チャンネルの実行時に、 はプッシュされているコンテンツに MediaLive 反応し、それを取り込みま
す。

RTP プッシュ入力のセットアップ
このセクションでは、RTP Push プロトコルを使用して、Amazon VPC から VPC にあるアップスト
リームシステムからソースコンテンツを配信するアップストリームシステムを設定する方法について
説明します。アップストリームシステムでソースコンテンツをセットアップする方法と、アップスト
リームシステムを に接続する入力を作成する方法について説明します MediaLive。

RTP プッシュソースでは、アップストリームシステムはコンテンツを にプッシュします 
MediaLive。

この設定を実行するには、アップストリームシステムのオペレータと協力する必要があります。

トピック

• ステップ 1: 情報を取得する
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• ステップ 2: 入力セキュリティグループを作成する

• ステップ 3: RTP 入力を作成する

• ステップ 4: アップストリームシステムでの正しい設定を確認する

• この手順の結果

ステップ 1: 情報を取得する

アップストリームシステムの担当者から次の情報を取得します。

• パブリックネットワークの IP アドレス。チャンネルが単一パイプラインチャンネルであって
も、RTP 入力は常に標準クラスの入力 であるため、2 セットの IP アドレスが必要です。入力クラ
スについては、「the section called “チャンネルクラスと入力クラス”」を参照してください。

これらは、コンテンツのソースがパブリックネットワークに表示される一連の IP アドレスです。
この情報は、入力セキュリティグループを作成するために必要になります。

例:

• 1 つのソースの場合: 203.0.113.19, 203.0.113.58, 203.0.113.25

• 他のソースの場合: 198.51.100.19, 198.51.100.59, 198.51.100.21

ステップ 2: 入力セキュリティグループを作成する

入力セキュリティグループを作成する必要があります。セキュリティグループは、パブリックネッ
トワークの IP アドレスが にプッシュすることを許可する必要があります MediaLive。前の例に続い
て、これらのアドレスを許可する必要があります。

203.0.113.19、203.0.113.58、203.0.113.25、198.51.100.19、198.51.100.59、198.51.100.21

入力セキュリティグループの作成の詳細については、「the section called “入力セキュリティグルー
プの作成”」を参照してください。

ステップ 3: RTP 入力を作成する

入力セキュリティグループを作成したら、RTP プッシュ入力を作成できます。

RTP プッシュ入力を作成するには

1. ステップ 1 の情報があることを確認します。
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2. https://console.aws.amazon.com/medialive/ で MediaLive コンソールを開きます。

3. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。[Inputs] (入力) ページで [Create input]
(入力の作成) を選択します。

4. [Input details] (入力の詳細) セクションに値を入力します。

• [Input name] (入力名) — 名前を入力します。

• [Input type] (入力タイプ) – RTP を選択します。

5. [Network mode (ネットワークモード)] セクションで、[Public (パブリック)] を選択します。

6. [Input security group] (入力セキュリティグループ) セクションで、この "プッシュ" 入力にアタッ
チするグループを指定します。既存のグループを選択するか、グループを作成することができま
す。セキュリティグループの詳細については、the section called “入力セキュリティグループ” を
参照してください。セキュリティグループは、パブリックネットワークの IP アドレスが にプッ
シュすることを許可する必要があります MediaLive。ステップ 1 の例に従って、これらのアドレ
スを許可する必要があります。

203.0.113.19、203.0.113.58、203.0.113.25、198.51.100.19、198.51.100.59、198.51.100.21

セキュリティグループの詳細については、the section called “入力セキュリティグループ” を参照
してください。

7. この入力にタグを関連付ける場合は、[Tags (タグ)] セクションでタグを作成します。詳細につい
ては、「the section called “リソースのタグ付け”」を参照してください

8. [Create] (作成) を選択します。

MediaLive は入力を作成し、その入力に 2 つのエンドポイントを自動的に作成します。これらの
エンドポイントには、ポート 5000 が含まれます。例:

198.51.100.99:5000

192.0.2.18:5000

IP アドレスは が MediaLive作成するアドレスであることに注意してください。これらは、セ
キュリティグループで使用したパブリックアドレスではありません。すべての IP アドレス
のロールを示す図表については、をRTP プッシュソースの設定に関するセクションの「the 
section called “この手順の結果”」を参照してください。

MediaLive は常に 2 つのエンドポイントを作成します。
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• チャンネルを標準チャンネルとして設定する予定の場合は、両方のエンドポイントが使用され
ます。

• チャンネルを単一パイプラインチャンネルとして設定する場合、最初のエンドポイントのみが
使用されます。 MediaLive won は 2 番目のエンドポイントでコンテンツを受信することを想
定していません。

9. アップストリームシステムに次の情報を提供します。

• チャンネルを標準チャンネルとして設定する予定の場合、両方の場所を指定します。アップス
トリームシステムは、動画ストリームをこれらの場所にプッシュする必要があります。

• チャンネルを単一パイプラインチャンネルとして設定する予定の場合、最初の場所のみを指定
します。アップストリームシステムは、1 つのストリームをこの場所にプッシュする必要があ
ります。

例えば、次のアドレスを指定します。

198.51.100.99:5000

192.0.2.18:5000

この手順の結果

このセットアップの結果、2 つの URL を指定する RTP プッシュ入力が存在します。これらの URL 
は、発生した変更 (入力内の他の情報の変更、または入力を別のチャンネルに接続するなど) に関係
なく、入力の有効期間にわたって固定されます。

アップストリームシステムは、ソースコンテンツをこれらのエンドポイントにプッシュします。

プッシュ入力では、チャンネルを開始するときに、アップストリームシステムが動画ソースをプッ
シュする必要があることに注意してください。それまでは、アップストリームシステムをプッシュす
る必要はありません。

図表を含むこの設定については、RTP ソースの設定に関するセクションの「the section called “この
手順の結果”」の説明を参照してください。

ステップ 4: アップストリームシステムでの正しい設定を確認する

アップストリームシステムが 内の正しい場所にコンテンツをプッシュしていることを確認する必要
があります MediaLive。
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標準チャンネルをセットアップするには

MediaLive チャンネル が標準チャンネル の場合、この手順に従います。

1. オペレータに次の情報を指定します。

• RTP 入力を作成したときに が MediaLive 生成した 2 つのエンドポイント (URLs )。これらの
エンドポイントは、この手順の後の図に示す青色のボックスのアドレスです。URL にはポー
ト 5000 が含まれます。例:

198.51.100.99:5000

192.0.2.18:5000

2. オペレータが標準チャンネルに適切に設定されていることを確認します。次の条件を満たす必要
があります。

• ビデオの解像度とビットレートから 2 つのソースを配信します。

• ソースがパブリックネットワーク上の合意された IP アドレスに表示されていることを確認し
ます。例:

• 1 つのソースの場合: 203.0.113.19, 203.0.113.58, 203.0.113.25

• 他のソースの場合: 198.51.100.19, 198.51.100.59, 198.51.100.21

これらのアドレスは、入力セキュリティグループを作成したときに使用しました。アップスト
リームシステムがこれらのアドレスを使用しない場合、 MediaLive プッシュを拒否します。

• で正しい URLsします MediaLive。例えば、次の送信先にプッシュする必要があります。

198.51.100.99:5000

192.0.2.18:5000

• UDP ではなく RTP 経由で送信してください。UDP プロトコルは、 への入力ではサポートさ
れていません MediaLive。

単一パイプラインチャンネルを設定するには

MediaLive チャンネル が単一パイプラインチャンネル の場合、この手順に従います。

1. オペレータに次の情報を指定します。
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• RTP 入力を作成したときに が MediaLive 生成した 2 つのエンドポイント (URLs) のうち最初
のもののみ。このエンドポイントは、この手順の後の図に示す青色のボックスのアドレスのう
ちの 1 つです。URL にはポート 5000 が含まれます。例:

198.51.100.99:5000

2. 単一パイプラインチャンネルについて、オペレータが正しく設定されていることを確認します。
次の条件を満たす必要があります。

• ソースがパブリックネットワーク上の合意された IP アドレスに表示されていることを確認し
ます。例:

203.0.113.19, 203.0.113.58, 203.0.113.25

これらのアドレスは、入力セキュリティグループを作成したときに使用しました。アップスト
リームシステムがこれらのアドレスを使用しない場合、 MediaLive プッシュを拒否します。

• で正しい URL にプッシュします MediaLive。例えば、次の送信先にプッシュする必要があり
ます。

198.51.100.99:5000

• UDP ではなく RTP 経由で送信してください。UDP プロトコルは、 への入力ではサポートさ
れていません MediaLive。

この手順の結果

このセットアップの結果、1 つまたは 2 つのエンドポイント URL を指定する RTP 入力が存在しま
す。これらのエンドポイントは にあります MediaLive。

アップストリームシステムは、2 つのエンドポイント (標準チャンネルの場合)、または 1 番目のエン
ドポイント (単一パイプラインチャンネルの場合) にソースコンテンツをプッシュするように設定さ
れています。入力セキュリティグループが入力に関連付けられています。この入力セキュリティグ
ループには、アップストリームシステムがプッシュする 2 つの URLs をカバーする CIDR ブロック
があり、プッシュされたコンテンツを が MediaLive 確実に受け入れます。

チャンネルの実行時に、 はプッシュされているコンテンツに MediaLive 反応し、それを取り込みま
す。
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RTP VPC 入力のセットアップ

このセクションでは、RTP Push プロトコルを使用して、Amazon 仮想プライベートクラウド 
(Amazon VPC) にあるアップストリームシステムからソースコンテンツを配信するアップストリーム
システムを設定する方法について説明します。アップストリームシステムでソースコンテンツをセッ
トアップする方法と、アップストリームシステムを に接続する入力を作成する方法について説明し
ます MediaLive。

RTP VPC ソースでは、アップストリームシステムはコンテンツを にプッシュします MediaLive。

この設定を実行するには、Amazon VPC ユーザーと、アップストリームシステムのオペレータと協
力する必要があります。

トピック

• ステップ 1: VPC でセットアップをリクエストする

• ステップ 2: Amazon VPC から RTP プッシュ用の入力を作成する

• ステップ 3: アップストリームシステムでの正しい設定を確認する

• この手順の結果

ステップ 1: VPC でセットアップをリクエストする

Amazon VPC ユーザーは VPC を設定し、アップストリームシステムおよび が MediaLive 使用する
サブネットとセキュリティグループを特定する必要があります。
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VPC をセットアップするには

1. Amazon VPC ユーザーに次のガイドラインを提供してください。

• サブネットのガイドライン — 2 つのサブネットをリクエストします。

次のルールが適用されます。

• チャンネルが単一パイプラインチャンネルであっても、RTP 入力は常に標準クラスの入
力なので、2 つのチャンネルが必要になります。入力クラスについては、「the section 
called “チャンネルクラスと入力クラス”」を参照してください。

• 2 つのサブネットは、異なるアベイラビリティーゾーンに存在している必要があります。

• 各サブネットにはプライベート CIDR ブロック (IP アドレスの範囲) が必要です。

• 各サブネットには、そのブロック内に少なくとも 2 つの未使用のアドレスが必要です。1 つ
はアップストリームシステム用、もう 1 つは RTP 入力用です。

• この RTP ソース (ソース A) と同じチャンネルで使用するために作成するその他の VPC 
ベースのソース (ソース B) は、ソース A と同じアベイラビリティーゾーンにあるサブネッ
ト内に存在する必要があります。ソース B の 2 つのサブネットはソース A と異なる場合が
ありますが、これらの 2 つのサブネットのアベイラビリティーゾーンは、ソース A のアベ
イラビリティーゾーンと同じ

• セキュリティグループのガイドライン — 各サブネットのセキュリティグループは次のルール
に従う必要があります。

• セキュリティグループの結合ルールでは、そのサブネットのアップストリームシステムの 
IP アドレスからのインバウンドトラフィックを許可する必要があります。

• セキュリティグループの結合ルールでは、ポート 5000 へのアウトバウンドトラフィックを
許可する必要があります。

2. Amazon VPC ユーザーがセットアップを実行した後、次の情報を取得します。

• VPC の ID。例: vpc-3f139646。

• 2 つのサブネットの ID。例えば、1 つのサブネットに次の ID があるとします:
subnet-1122aabb

• サブネットのセキュリティグループの ID。例: sg-51530134。
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ステップ 2: Amazon VPC から RTP プッシュ用の入力を作成する

Amazon VPC ユーザーが VPC で を設定したら、 で RTP VPC プッシュ入力を作成できます 
MediaLive。

Amazon VPC からの RTP VPC プッシュ入力を作成するには

1. ステップ 1 の情報があることを確認します。

• VPC の ID。

• 2 つのサブネットの ID。

• 1 つ以上のサブネットのセキュリティグループの ID。

2. https://console.aws.amazon.com/medialive/ で MediaLive コンソールを開きます。

3. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。

4. [Inputs] (入力) ページで [Create input] (入力の作成) を選択します。

5. [Input details] (入力の詳細) セクションに値を入力します。

• [Input name] (入力名) — 名前を入力します。

• [Input type] (入力タイプ) — RTP を選択します。

6. [Network mode (ネットワークモード)] セクションで、[VPC] を選択します。

7. [VPC settings] (VPC の設定) セクションの入力を完了します。

• [Select subnets and security groups] (サブネットとセキュリティグループの選択) を選択しま
す。

• [Subnets] (サブネット) で、取得したサブネットの 1 つを選択します。ドロップダウンリスト
には、次のように識別された、すべての VPC のサブネットが表示されます。

<subnet ID> <Availability Zone of subnet> <IPv4 CIDR block of subnet> 
<VPC ID> <Subnet tag called "Name", if it exists>

例:

subnet-1122aabb us-west-2a 10.1.128.0/24 vpc-3f139646 Subnet for MLive push inputs

サブネットのリストが空の場合は、[Specify custom VPC] (カスタム VPC を指定する) を選択
し、フィールドにサブネット ID を入力します。(サブネット ID のみを入力する必要がありま
す。例: subnet-1122aabb。)
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• [Subnets] (サブネット) で、2 番目のサブネットを選択します。この 2 回目では、最初のサブ
ネットと同じ VPC 内のサブネットのみがドロップダウンリストに表示されます。

• [Security groups] (セキュリティグループ) で、サブネットと同じプロセスに従って、取得した 
1 つ以上のセキュリティグループを選択します。ドロップダウンリストには、選択した VPC 
に属するセキュリティグループが次のように表示されます。

<security group ID> <description attached to this security group> <VPC 
ID>

例:

sg-51530134 Security group for MLive push inputs vpc-3f139646

8. ロール ARN セクションを完了して、この入力で使用する MediaLive のロールを選択します。詳
細については、「the section called “IAM ロールと ARN”」を参照してください。

9. この入力にタグを関連付ける場合は、[Tags (タグ)] セクションでタグを作成します。詳細につい
ては、「the section called “リソースのタグ付け”」を参照してください

10. [Create] (作成) を選択します。

MediaLive は入力を作成し、その入力に 2 つのエンドポイントを自動的に作成します。これらの
エンドポイントは、サブネット範囲のプライベート IP アドレスを持っており、ポート 5000 を
指定します。例:

rtp://10.12.30.44:5000

rtp://10.99.39.15:5000.

11. これらのエンドポイントをアップストリームシステムに渡します。

• チャンネルを標準チャンネルとして設定する予定の場合、両方のエンドポイントを指定しま
す。アップストリームシステムは、両方のエンドポイントにコンテンツをプッシュする必要が
あります。

• チャンネルを単一パイプラインチャンネルとして設定する予定の場合、最初のエンドポイント
のみを指定します。アップストリームシステムはこの 1 つのエンドポイントにプッシュする
必要があります。

これらの手順の結果

この設定の結果、アップストリームシステムの各出力には、VPC 内の指定されたサブネットの 1 つ
に IP アドレスが割り当てられます。
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RTP 入力には 2 つの IP アドレスがあります。これらのアドレスは、発生した変更 (入力内の他の情
報の変更、または入力を別のチャンネルに接続するなど) に関係なく、入力の有効期間にわたって固
定されます。

各アドレスは、サブネットの 1 つにあります。このようにして、アップストリームシステムから へ
のコンテンツの配信は、VPC のセキュリティ内で MediaLive 行われます。

図表を含むこの設定については、VPC ソースの設定に関するセクションの「the section called “この
手順の結果”」の説明を参照してください。

プッシュ入力では、チャンネルを開始するときに、アップストリームシステムが動画ソースをプッ
シュする必要があることに注意してください。それまでは、アップストリームシステムをプッシュす
る必要はありません。

IAM ロールと ARN

このセクションでは、 MediaLive コンソールの入力の作成ペインでロール ARN セクションを完了す
る方法について説明します。

が RTP プッシュ入力を作成するときに MediaLive 引き受けるロールを選択する必要があります。
入力を作成するには、入力内の 2 つのエンドポイントのネットワークインターフェイスを取得 
MediaLive する必要があります。これらのエンドポイントは、識別したサブネットの CIDR 範囲にあ
ります。この入力に作成 を選択するとすぐに、 MediaLive はこれらのネットワークインターフェイ
スを Amazon VPC にリクエストします。選択したロールにより、 が Amazon VPC へのリクエスト
で MediaLive 成功します。

Note

MediaLive コンソールのこのセクションは、「チャネルの作成」ページ ( MediaLive コン
ソール上) の「IAM ロール」セクションと同じです。2 つの使用法の違いは、[Create input]
(入力の作成) ページでロールを入力にアタッチすることです。[Create channel] (チャンネル
の作成) ページで、ロールをチャンネルにアタッチしています。両方の使用で同じロール ( な
どMediaLiveAccessRole) を使用できます。

ロールを選択するための一般的なシナリオは 2 つあります。これは、組織に指定管理者がいるかど
うかに応じて異なります。

ステップ 2: 入力を作成する 266



MediaLive ユーザーガイド

組織に指定管理者がいる

組織には、このサービスを管理する管理者がいる場合があります。その管理者が 1 つ以上のロール
を設定している可能性があります。

• どのロールを使用するかをその管理者に問い合わせます。または、[Use existing role (既存のロー
ルの使用)] に 1 つのロールのみが表示されている場合は、そのロールを選択します。

• 表示されているロールが のみの場合はMediaLiveAccessRole、そのロールを選択します。さら
に、このロール名の横に [Update] (更新) ボタンが表示されている場合は、そのボタンを選択しま
す。(このボタンは必ずしも表示されるわけではありませんが、表示されるときはいつでも選択し
てロールを更新します。)

• 選択したロールを次にリストの先頭に表示する場合は、[Remember ARN (ARN を記憶する)] を選
択します。

組織に指定管理者がいない

組織でサービス管理者が指定されていない可能性があります。この場合、同僚が適切なロールを設定
していない場合は、自分で作成して選択しなければならない場合があります。

• というデフォルトのロールを作成できますMediaLiveAccessRole。まず、他のだれかがこのロール
を既に作成しているかどうかを確認するには (1 人のみが AWS アカウントのすべてのユーザー用
にこのロールを作成する必要があります)、[Create role from template (テンプレートからのロール
の作成)] を参照します。

• このオプションが灰色で表示されている場合、この作業は完了しています。その場合は、既存の
ロールを使用するを選択し、MediaLiveAccessRoleリストから選択します。

• このオプションが灰色で表示されていない場合は、[Create role from template] (テンプレートか
らロールを作成)、[Create IAM role] (IAM ロールの作成) の順に選択します。次に、そのロール
をリストから選択します。 MediaLive でロールを作成できない場合は、IAM アクセス許可につ
いて組織の管理者に問い合わせてください。

• MediaLiveAccessRole が既に作成されていて、その横に更新ボタンが表示されている場合は、ボ
タンを選択します。(このボタンは必ずしも表示されるわけではありませんが、表示されるときは
いつでも選択してロールを更新します。)

• 選択したロールを次にリストの先頭に表示する場合は、[Remember ARN (ARN を記憶する)] を選
択します。
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ステップ 3: アップストリームシステムでの正しい設定を確認する

アップストリームシステムが VPC で正しく設定され、 の正しい場所にコンテンツをプッシュしてい
ることを確認する必要があります MediaLive。

標準チャンネルをセットアップするには

MediaLive チャンネル が標準チャンネル の場合、この手順に従います。

1. オペレータに次の情報を指定します。

• Amazon VPC ユーザーが提供した VPC、2 つのサブネット、およびセキュリティグループの 
ID。

• RTP 入力を作成したときに が MediaLive 生成した 2 つのエンドポイント (URLs )。これらの
エンドポイントは、この手順の後の図に示す青色のボックスのアドレスです。URL はプライ
ベート IP アドレスで、5000 番ポートを含んでいます。例:

10.12.30.44:5000

10.99.39.15:5000

2. オペレータが標準チャンネルに適切に設定されていることを確認します。次の条件を満たす必要
があります。

• 2 つの出力インターフェイスをセットアップする — 1 つの出力インターフェイスをもう 1 つ
のサブネットに設定し、もう 1 つのサブネットに出力インターフェイスを持つもう 1 つの
アップストリームシステムをセットアップします。これらのインスタンスは、この手順の後の
図に示す紫色のボックスのアドレスです。

• ビデオの解像度とビットレートから 2 つのソースを配信します。

• で正しい URLsします MediaLive。例えば、次の送信先にプッシュする必要があります。

10.12.30.131:5000

10.99.39.40:5000

• UDP ではなく RTP 経由で送信してください。UDP プロトコルは、 への入力ではサポートさ
れていません MediaLive。

単一パイプラインチャンネルを設定するには

MediaLive チャンネル が単一パイプラインチャンネル の場合、この手順に従います。
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1. オペレータに次の情報を指定します。

• Amazon VPC ユーザーが提供した VPC、1 つのサブネット、およびセキュリティグループの 
ID。

• RTP 入力を作成したときに が MediaLive 生成した 2 つのエンドポイント (URLs) のうち最初
のもののみ。これらのエンドポイントは、この手順の後の図に示す青色のボックスのアドレス
です。URL にはプライベート IP アドレスがあり、ポート 5000 が含まれます。例:

10.12.30.44:5000

10.99.39.15:5000

2. オペレータが標準チャンネルに適切に設定されていることを確認します。次の条件を満たす必要
があります。

• 1 つの出力インターフェイスを設定します。インターフェイスは、この手順の後の図に示す紫
色のボックスのアドレスです。

• で正しい URL にプッシュします MediaLive。例えば、次の送信先にプッシュする必要があり
ます。

10.12.30.131:5000

10.99.39.40:5000

• UDP ではなく RTP 経由で送信してください。UDP プロトコルは、 への入力ではサポートさ
れていません MediaLive。

この手順の結果

このセットアップの結果、1 つまたは 2 つのエンドポイント URL を指定する RTP 入力が存在しま
す。これらのエンドポイントは、VPC の Elastic Network Interface (ENIsです。 MediaLive には、こ
れらの ENIs を入力に使用するアクセス許可があります。 MediaLive には、入力の ENIs あります。
アップストリームシステムは、Amazon VPC セキュリティグループを介して、コンテンツをこれら
のエンドポイントにプッシュするアクセス許可を持ちます。

アップストリームシステムは、ソースコンテンツを 2 つのエンドポイント (標準チャンネルに設定し
ている場合) または 1 つのエンドポイント (単一パイプラインチャンネルに設定している場合) にプッ
シュするように設定されています。少なくとも 1 つの VPC セキュリティグループが各サブネットに
関連付けられています。各セキュリティグループの CIDR ブロックは、アップストリームシステムが
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プッシュする 2 つの URLs をカバーし、プッシュされたコンテンツを が MediaLive 確実に受け入れ
るようにします。

アップストリームシステムの各出力には、VPC 内の指定されたサブネットの 1 つに IP アドレスが
割り当てられます。RTP 入力には 2 つの IP アドレスがあり、各アドレスはそれらのサブネットの 
1 つにあります。このようにして、アップストリームシステムから へのソースコンテンツの配信 
MediaLive は、VPC のプライバシー内で行われます。

チャンネルの実行時に、 はプッシュされているコンテンツに MediaLive 反応し、それを取り込みま
す。

トランスポートストリーム (TS) ファイル入力の作成
入力を取り込むチャンネルを作成する前に、入力を作成します。

TS ファイル入力を作成するには

1. 既に動画コンテンツプロバイダーにコンテンツのアップストリームシステムを設定するように手
配したはずです。アップストリームシステムのオペレータから、次の情報が提供されていること
を確認してください。

• が TS ファイルを取得する場所 MediaLiveの完全な URLs。例:

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/filler-videos/main/oceanwaves.ts

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/filler-videos/redundant/oceanwaves.m2ts

2. この入力が複数入力チャンネルで使用されている場合は、静的入力と動的入力のどちらとして設
定するかを決定しておく必要があります。アップストリームシステムから取得した URL を変更
する必要がある場合があります。

• 入力が静的入力の場合は、URL を変更しないでください。
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• 入力が動的入力の場合は、URL をオプションの絶対部分と必須の可変部分 ($urlPath$) として
入力します。例えば、この手順の後にある表を参照してください。

<protocol>/$urlPath$ という形式を使用することをお勧めします。

3. https://console.aws.amazon.com/medialive/ で MediaLive コンソールを開きます。

4. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。[Inputs] (入力) ページで [Create input]
(入力の作成) を選択します。

5. [Input details] (入力の詳細) セクションに値を入力します。

• [Input name] (入力名) — 名前を入力します。

• [Input type] (入力タイプ) — TS を選択します。

6. [Input class] (入力クラス) セクションで、この入力のクラスを選択します。

• STANDARD_INPUT

• SINGLE_INPUT

7. [Input sources] セクションで、以前に取得した URL を入力します。

• 入力が標準クラス入力の場合は、両方のフィールドに入力して 2 つの URL を指定します。

• 入力が単一クラス入力の場合は、取得した URL で最初のフィールドに入力し、2 番目の
フィールドを空のままにします。

アップストリームシステムでユーザー認証情報を指定する必要がある場合は、場所にアクセ
スするためのユーザー名とパスワードキーも入力する必要があります。これらの認証情報は 
Systems Manager パラメータストアに保存されます。詳細については、「the section called “パ
スワードパラメータを作成する機能について”」を参照してください。

8. この入力にタグを関連付ける場合は、[Tags (タグ)] セクションでタグを作成します。詳細につい
ては、「the section called “リソースのタグ付け”」を参照してください

9. [Create] (作成) を選択します。

MediaLive は入力を作成し、入力のリストに追加します。入力は、1 つまたは 2 つのソースを
指定します。それらはリストには表示されませんが、[Name (名前)] リンクを選択すると、詳細
ページに表示されます。

チャンネルを開始すると、 MediaLive は、このソースの場所または場所にあるアップストリー
ムシステムに接続し、コンテンツをプルします。
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• 標準チャンネル MediaLive の場合、 はアップストリームシステムが 2 つのソースを提供する
ことを想定しているため、両方のソースの場所からプルしようとします。

• 単一パイプラインチャンネル MediaLive の場合、 はアップストリームシステムが 1 つのソー
スを提供することを想定しているため、1 つのソースの場所からプルしようとします。

動的入力の URL の形式

次の表は、動的入力の URL のさまざまな形式を示しています。

形式 説明 例 $urlPath$ の例

<protocol>/$urlPath$ URL には、絶対部分
のプロトコルのみが
含まれます

s3ssl://$urlPath$ doc-example-bucket/
my-movie.ts

<protocol and path>/
$urlPath$

URL には、絶対部分
のプロトコルとパス
が含まれます

mediastoressl://f3 
1z.data.mediastore 
.us-west-2.amazona 
ws.com/movies/$url 
Path$

my-movie.ts

$urlPath$ URL は、変数部分の
みです

$urlPath$ s3ssl://DOC-EXAMPL 
E-BUCKET/my-movie. 
ts

次のステップ

チャンネルに必要なすべての入力を作成したら、チャンネルの作成を開始する準備が整います。「設
定:チャンネルの作成 」を参照してください。
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ゼロからのチャンネルの作成

チャネルは、そのチャネルにアタッチされたインプットからソースコンテンツを取り込み、変換 (デ
コードおよびエンコード) し、新しいコンテンツをアウトプットとしてパッケージ化します。この処
理の実行方法をチャンネルに指示する詳細を使用して、チャンネルを作成して設定します。

チャンネルを作成する方法は 3 つあります。

• ゼロから作成します。この章のトピックを参照してください。

• 組み込みまたはカスタムテンプレートを使用する。the section called “テンプレートからのチャン
ネルの作成” を参照してください。

• 既存のチャンネルをクローンする。the section called “クローンによるチャンネルの作成” を参照し
てください。

Important

この章の情報はセクションに分かれており、 MediaLive 通常はコンソールのチャンネルペー
ジの各部分に 1 つのセクションがあります。セクションはどのような順序でも入力できま
す。セクションの一部を完了し、後でそのセクションに戻ることができます。
MediaLive チャンネルを保存した後に、すべての情報を一度検証します。

トピック

• Getting Ready

• チャンネルと入力の詳細をすべて記入してください。

• 入力をチャンネルにアタッチします。

• 各入力の設定を完了します。

• 一般設定を完了します。

• 出力を設定します。

• チャンネルを保存します。

• 次のステップ
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Getting Ready

チャンネルの作成を開始する前に、ワークフローの計画とチャンネルの計画を立てることをお勧めし
ます。これらの計画手順では、チャンネルの作成に必要な情報を取得します。さらに、必要な入力を
作成する必要があります。これらの入力を作成しない限り、チャンネルを作成することはできませ
ん。

必要な情報は、チャンネルの作成時に使用する順番でリストされています。

• the section called “チャンネルと入力の詳細” 内にある次の情報が必要です。

• のレジリエンシー機能を実装するかどうか MediaLive、特に標準チャネルと単一パイプライン
チャネルのどちらを作成するのか。これらのことを「セットアップ: アップストリームとダウン
ストリームの準備」のステップ 3 で決めました。

• the section called “インプットパート 1: インプットをアタッチする” 内にある次の情報が必要で
す。

• このチャンネルで使用する入力の名前。で 1 つまたは複数の入力を作成しました。セットアッ
プ: 入力の作成

• 入力セレクタを作成するには、「the section called “インプットパート 2: インプットの設定”」の
手順の一環として、次の情報が必要です。

• 各入力から抽出するアセット。これらのアセットは、「the section called “ステップ 2: 出力を
ソースにマッピングする”」でチャンネル計画の一環として特定しました。

• the section called “[Outputs] (出力)” 内にある次の情報が必要です。

• 作成する出力グループ。これらの出力グループは、「セットアップ: アップストリームとダウン
ストリームの準備」のステップ 1 で特定しました。

• 作成する出力。チャンネルの計画を立てる際に出力とエンコード (動画、オーディオ、字幕) を
設計しました。

• 各出力グループの出力先に関する情報。この情報は、「セットアップ: アップストリームとダウ
ンストリームの準備」のステップ 7 で取得しました。

• the section called “セットアップビデオ” で開始する 3 つのステップでは、次の情報が必要です。

• 各出力グループで作成する出力エンコード (動画、オーディオ、字幕) の詳細。これらの意思決
定は「セットアップ: チャンネルの計画」のステップ 3 で下しました。
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Note

マルチプレックスプログラム用のチャンネルを設定するための追加手順については、「the 
section called “マルチプレックスのセットアップ”」を参照してください。

チャンネルと入力の詳細をすべて記入してください。

「チャンネルを作成」ページの「チャンネルと入力の詳細」セクションでは、次の操作を行うことが
できます。

• チャネルが実行 (開始) AWS Elemental MediaLive されているときにチャネルへのアクセスに使用
する IAM ロールを選択します。

• オプションで、使用するテンプレートを選択します。

• チャンネルクラスを選択します。

• 仕様情報を入力します。

• タグ付けを設定します。

チャンネルと入力の詳細を提供するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. チャンネルを作成する前に、チャンネルに接続する入力が作成されていることを確認してくださ
い。

3. MediaLive ホームページで [チャンネルを作成] を選択し、ナビゲーションペインで [チャンネル] 
を選択します。

以前にチャンネルを作成したことがある場合、ホームページは表示されません。その場合は、 
MediaLive ナビゲーションペインで [チャネル] を選択し、[チャネルを作成] を選択します。

4. [Create channel] (チャンネルの作成) ペインで [Channel and input details] (チャンネルと入力の
詳細) を選択します。

5. このセクションを完了します。

• [General info] (一般情報) の [Channel name] (チャンネル名) に、チャンネルの名前を入力しま
す。

• [General info] (全般情報) で、[IAM role] (IAM ロール) を入力します。the section called “IAM 
ロールと ARN” を参照してください。
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• [Channel template] (チャンネルテンプレート) セクションについては、「the section called “テ
ンプレートからのチャンネルの作成”」を参照してください。

• [Channel class] (チャンネルクラス) で、クラスを選択します。the section called “チャンネル
クラス” を参照してください。

• [Input specifications] (入力の指定) で、入力と一致するようにフィールドに入力します。the 
section called “入力仕様設定” を参照してください。

• このチャンネルにタグを関連付ける場合は、[Tags] (タグ) セクションでタグを作成します。詳
細については、「the section called “リソースのタグ付け”」を参照してください。

6. 準備ができたら、次のセクションに進みます。

IAM ロールと ARN

このセクションでは、[Channel and input details] (チャンネルと入力の詳細) ペインにある [General 
info] (全般情報) セクションの [IAM role] (IAM ロール) への入力を完了する方法について説明します。

MediaLive このチャンネルと連携するときに引き受ける役割を選択する必要があります。ロールを選
択しないと、チャンネルを作成できません。一般的なシナリオが 2 つあります。これは、組織に指
定管理者がいるかどうかに応じて異なります。

Note

MediaLive コンソールのこのセクションは、 MediaConnect プッシュ入力の Create input
ページ ( MediaLive 同じくコンソール上) の IAM ロールセクションと同じです。2 つの使用法
の違いは、[Create channel] (チャンネルの作成) ページでロールをチャンネルにアタッチす
ることです。「インプットの作成」ページでは、 MediaConnect ロールを入力にアタッチし
ます。どちらの用途でも同じロール (たとえば MediaLiveAccessRole) を使用できます。

ロールを選択するための一般的なシナリオは 2 つあります。これは、組織に指定管理者がいるかど
うかに応じて異なります。

組織に指定管理者がいる

組織には、このサービスを管理する管理者がいる場合があります。その管理者が 1 つ以上のロール
を設定している可能性があります。
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• どのロールを使用するかをその管理者に問い合わせます。または、[Use existing role] (既存のロー
ルの使用) に 1 つのルールのみが表示されている場合は、そのロールを選択します。

• 表示されているルールが 1 つだけの場合はMediaLiveAccessRole、そのロールを選択してくださ
い。さらに、このロール名の横に [Update] (更新) ボタンが表示されている場合は、そのボタンを
選択します。(このボタンは必ずしも表示されるわけではありませんが、表示されるときはいつで
も選択してロールを更新します。)

• 選択した ARN を次回にリストの先頭に表示したい場合は、[Remember ARN] (ARN を記憶する) 
を選択します。

組織に指定管理者がいない

組織でサービス管理者が指定されていない可能性があります。この場合、同僚が適切なロールを設定
していない場合は、自分で作成して選択しなければならない場合があります。

• というデフォルトロールを作成できますMediaLiveAccessRole。まず、他のだれかがこのロールを
既に作成しているかどうかを確認するには (1 人のみが AWS アカウントのすべてのユーザー用に
このロールを作成する必要があります)、[Create role from template (テンプレートからのロールの
作成)] を参照します。

• このオプションが灰色で表示されている場合、この作業は完了しています。その場合は、[既存
のロールを使用] を選択し、MediaLiveAccessRole一覧から選択します。

• このオプションが灰色で表示されていない場合は、[Create role from template] (テンプレートか
らロールを作成)、[Create IAM role] (IAM ロールの作成) の順に選択します。次に、そのロール
をリストから選択します。ロールを作成できない場合は MediaLive 、IAM 権限について管理者
に相談してください。

• MediaLiveAccessRoleがすでに作成されていて、その横に Update ボタンが表示されている場合
は、そのボタンを選択します。(このボタンは必ずしも表示されるわけではありませんが、表示さ
れるときはいつでも選択してロールを更新します。)

• 選択した ARN を次回にリストの先頭に表示したい場合は、[Remember ARN] (ARN を記憶する) 
を選択します。

チャンネルクラス

ワークフローを計画したとき、チャンネルを標準チャンネル (2 つのパイプラインを含む) として設
定するか、単一パイプラインチャンネルとして設定するかを決めました。ここでは、チャンネル設定
でクラスを指定する必要があります。
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[Channel class] (チャンネルクラス) で、STANDARD または SINGLE_PIPELINE を選択します。

標準クラス

このクラスでは、チャンネルに 2 つのパイプラインが含まれています。チャンネルの入力には 2 つ
のエントリポイントがあります。アップストリームシステムは、これら 2 つのエントリポイントに
同一のソースストリームを送信して、チャンネル内の 2 つのパイプラインにコンテンツを提供しま
す。 MediaLive 両方のパイプラインで同じ処理を実行します。設定した各出力 (HLS 出力と RTMP 
出力の両方など) について、2 つのパイプラインはダウンストリームシステム上の 2 つの送信先に同
一のコンテンツを配信します。

単一パイプラインクラス

このクラスでは、チャンネルに 1 つのパイプラインが含まれています。設定する出力ごとに、チャ
ンネルはダウンストリームシステム上の 1 つの送信先にコンテンツを配信します。

入力仕様設定

[Input Specifications] (入力仕様) 設定には、このチャンネルで使用する予定の入力の動画を特徴付け
る 3 つのフィールドがあります。フィールドは以下のとおりです。

• 入力コーデック

• 入力解像度

• 最大入力ビットレート

これらのビデオ特性に関する情報は、入力ソースごとにアップストリームシステムを評価した際に入
手したはすです。

設定を完了するには

1. 計画された入力のリストで、Elemental Link 入力以外のすべての入力を確認します。次のコー
デック、解像度、およびビットレートを検索します。

• すべての入力の中から最もリソースを大量に消費するコーデックを見つけます。コーデック
は、負荷の少ないものから MPEG2、AVC、HEVC の順となります。コーデックを書き留めて
おきます。表示される入力は関係ありません。

• すべての入力の中で最高解像度層を見つけます。再下位から最上位までの階層
は、SD、HD、UHD です。階層を書き留めておきます。表示される入力は関係ありません。
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• すべての入力の中で最高のビットレートを求めます。ビットレートを書き留めます。表示され
る入力は関係ありません。

2. 各フィールドで、そのフィールドに指定した値を満たすか超えるオプションを選択します。

次のヒントを参考にしてください。

• AWS Elemental Linkチャンネルにデバイスからの入力が 1 つしかない場合は、入力仕様
フィールドはデフォルトのままにします。必ず、デバイスの [入力解像度] を設定してくださ
い。このフィールドには、これらの入力仕様フィールドと同じ目的があります。

• 入力の処理要件が不明な場合は、より高いオプションを選択します。例えば、ビットレートが
不明で、10 Mbps と 20 Mbps の選択肢がある場合は、念のため 20 Mbps を選択します。例え
ば、入力が AVC (H.264) であるか HEVC (H.265) であるかわからない場合は、[HEVC] を選択
します。

MediaLive によるこの情報の使用方法

MediaLive これらの値を請求やリソース割り当ての目的で使用します。

• 請求については、 MediaLive これらのフィールドを使用して入力側で発生する料金を計算しま
す。お客様が指定したオプションに対して料金が発生します。例えば、HD を指定したが、入力が
すべて実際には SD である場合でも、HD に対して料金が発生します。

• リソース配分については、このチャンネルを実行するときに、 MediaLive これらのフィールドを
使用して処理リソースを割り当てます。正しいオプションを選択しなかった場合は、 MediaLive 
によって十分な処理リソースが割り当てられない可能性があります。処理リソースが不足している
と、チャンネルの実行時にチャンネルの出力が低下し始める可能性があります。

MediaLive デコードの目的で、これらの値を使用して動画に実際に何が入っているかを判断すること
はありません。動画を取り込み時に調べて、ソースコーデック、解像度、ビットレートを検出しま
す。

Elemental Link 入力の請求とリソース配分

MediaLive Elemental Link の入力使用量の 1 分あたりの料金については、入力仕様を使用しません。
代わりに、 MediaLiveデバイス設定で指定した解像度を使用します。
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入力をチャンネルにアタッチします。

チャンネルの作成を開始する前に、チャンネルのすべてのコンテンツソースの入力をすべて作成して
おく必要があります。

次に、入力をチャンネルにアタッチする必要があります。チャンネルに複数の入力をアタッチするこ
とができます。チャンネルの設定の詳細については、「the section called “入力切り替え”」を参照し
てください。1 つのチャンネルにアタッチできる入力の数とタイプ (プッシュかプルかなど) には特
定のルールがあります。

入力をアタッチする手順

1 つの入力をアタッチするには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Input attachments] (入力アタッチ) で [Add] (追
加) を選択します。

2. 「入力をアタッチ」セクションの「入力」で、既存の入力を選択します。この入力を選択する
と、入力に関する情報が表示されます。

この情報を確認するには、次のセクションを参照してください。

• the section called “チャンネル入力: CDI VPC プッシュ入力 ”

the section called “チャンネル入力 — Elemental Link プッシュ入力”

• the section called “チャンネル入力 - HLS プル入力”

• the section called “チャンネル入力 — MediaConnect プッシュ入力”

• the section called “チャンネル入力 — MP4 プル入力”

• the section called “チャンネル入力 - RTMP プッシュ入力”

• the section called “チャンネル入力 - RTMP プル入力”

• the section called “チャンネル入力 - RTP プッシュ入力”

3. [Attachment name] (アタッチ名) にアタッチの名前を入力します。デフォルトの名前は入力その
ものの名前です。

4. [Confirm] (確認) を選択します。[Input attachment] (入力アタッチ) セクションが閉じ、[General 
input settings] (入力全般設定) セクションが表示されます。

5. [General input settings] (入力全般設定) セクションのフィールドの入力方法については、次のス
テップを参照してください。
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チャンネル入力: CDI VPC プッシュ入力

入力が正しく設定されていることを確認するには、[Input destinations] (入力の送信先) セクションを
確認してください。チャンネルの稼働中にアップストリーム・システムがソースをプッシュする 2 
つの場所が表示されます。 MediaLive これらの場所は、入力の作成時に自動的に生成されたもので
す。

• チャンネルが標準チャンネルとして設定されている場合、2 つの場所が生成されます。

• チャンネルが単一パイプラインチャンネルとして設定されている場合、1 つの場所が生成されま
す。

例:

10.99.39. 23:5000

192.0.2. 54:5000

チャンネル入力 — Elemental Link プッシュ入力

AWS Elemental Linkこの入力のハードウェアデバイスのステータスを確認するには、「詳細」を参
照してください。デバイスが現在コンテンツを MediaLive にプッシュしている場合、[Device (デバ
イス)] サムネイルにそのコンテンツが表示されます。デバイスは、約 5 秒ごとにビデオフレームを
キャプチャしてサムネイルを生成します。

チャンネル入力 - HLS プル入力

入力が正しく設定されていることを確認するには、[Input sources] (入力ソース) セクションを確認し
ます。ソース動画の場所が表示されています。これらの場所は、入力の作成時に指定したものです。

• チャンネルを標準チャンネルとして設定した場合は、2 つの場所が指定されています。

• チャンネルを単一パイプラインチャンネルとして設定した場合は、1 つの場所が指定されていま
す。

例えば、HTTPS プルの場合:

https://203.0.113.13/sports/curling.m3u8 および

https://203.0.113.54/sports/curling.m3u8
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または、AWS Elemental MediaStoreコンテナからのプルについては:

mediastoressl://eri39n.data.mediastore.us-west-2.amazonaws.com/sports/canada/curling.m3u8

and

mediastoressl://21lu05.data.mediastore.us-west-2.amazonaws.com/sports/canada/curling.m3u8

または、Amazon S3 バケットからのプルについては、以下を実行します。

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/filler-videos/main/oceanwaves.mp4 および

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/filler-videos/redundant/oceanwaves.mp4

チャンネル入力 — MediaConnect プッシュ入力

入力が正しく設定されていることを確認するには、MediaConnectフローセクションを見てくださ
い。AWS Elemental MediaConnectこの入力のソースとなるフローの ARN が表示されます。これら
の ARN は、入力の作成時に自動的に生成されたものです。

• チャンネルが標準チャンネルとして設定されている場合、2 つの ARN が生成されます。

• チャンネルが単一パイプラインチャンネルとして設定されている場合、1 つの ARN が生成されま
す。

例:

arn:aws:mediaconnect:us-west-1:111122223333:flow:1bgf67:sports-event-A および

arn:aws:mediaconnect:us-west-1:111122223333:flow:9pmlk76:sports-event-B

チャンネル入力 — MP4 プル入力

入力が正しく設定されていることを確認するには、[Input destinations] (入力の送信先) セクションを
確認してください。ソース動画の場所が表示されています。これらの場所は、入力の作成時に指定し
たものです。

• チャンネルを標準チャンネルとして設定した場合は、2 つの場所が指定されています。

• チャンネルを単一パイプラインチャンネルとして設定した場合は、1 つの場所が指定されていま
す。
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場所の形式は、アップストリームシステムのタイプによって異なります。

• HTTP または HTTPS を使用するアップストリームシステムの場合、場所は HTTP または HTTPS 
URL です。例:

https://203.0.113.31/filler-videos/oceanwaves.mp4

https://203.0.113.52/filler-videos/oceanwaves.mp4

• Amazon S3 に保存されているファイルの場合、場所はファイルのバケット名とオブジェクトで
す。例:

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/filler-videos/main/oceanwaves.mp4

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/filler-videos/redundant/oceanwaves.mp4

チャンネル入力 - RTMP プル入力

入力が正しく設定されていることを確認するには、[Input destinations] (入力の送信先) セクションを
確認してください。ソース動画の場所が表示されています。これらの場所は、入力の作成時に指定し
たものです。

• チャンネルを標準チャンネルとして設定した場合は、2 つの場所が指定されています。

• チャンネルを単一パイプラインチャンネルとして設定した場合は、1 つの場所が指定されていま
す。

例:

rtmp://203.0.113.13:1935/live/curling/

rtmp://198.51.100.54:1935/live/curling/

チャンネル入力 - RTMP プッシュ入力

入力が正しく設定されていることを確認するには、以下のガイドラインに従ってください。

入力の設定を確認するには

1. [Input destinations] (入力の送信先) セクションを確認してください。 MediaLive チャネルが稼
働しているときにアップストリームシステムがソースをプッシュする 2 つの場所が表示されま
す。これらの場所は、入力の作成時に自動的に生成されたものです。
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• チャンネルが標準チャンネルとして設定されている場合、2 つの場所が生成されます。

• チャンネルが単一パイプラインチャンネルとして設定されている場合、1 つの場所が生成され
ます。

各場所は、自動的に生成されたアドレス部分と、入力の作成時に指定したフォルダで構成されま
す。

例えば、RTMP パブリックプッシュ入力の場合:

rtmp://198.51.100.99:1935/live/curling

rtmp://192.0.2.18:1935/live/curling

例えば、RTMP VPC プッシュ入力の場合:

rtmp://10.12.30.44:1935/live/curling

rtmp://10.99.39.15:1935/live/curling

2. [Input destinations] (入力の送信先) セクションをもう一度確認してください。

• セクションの横に番号が付いた入力セキュリティグループがある場合、 MediaLive 入力はセ
キュリティグループを持つ RTMP Public 入力です。入力は正しく設定されています。続行で
きます。

• セクションに横に番号のない入力セキュリティグループがある場合、その入力は RTMP 
Public 入力であり、 MediaLive 入力セキュリティグループはありません。この入力は正しく
設定されていません。通常、この状況になるのは、例えば、入力 A を入力セキュリティグ
ループ B にアタッチした後に B を削除した場合です。入力 A は使用できなくなります。入力
を再作成し、入力セキュリティグループをその入力にアタッチする必要があります。その後、
作成するチャンネルにその入力を関連付け可能になります。

• セクションに [Input security group] (入力セキュリティグループ) がない場合、入力は RTMP 
VPC プッシュ入力です。入力は正しく設定されています。続行できます。

チャンネル入力 - RTP プッシュ入力

入力が正しく設定されていることを確認するには、以下のガイドラインに従ってください。
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入力の設定を確認するには

1. [Input destinations] (入力の送信先) セクションを確認してください。 MediaLive チャネルが稼
働しているときにアップストリームシステムがソースをプッシュする 2 つの場所が表示されま
す。これらの場所は、入力の作成時に自動的に生成されたものです。

• チャンネルが標準チャンネルとして設定されている場合、2 つの場所が生成されます。

• チャンネルが単一パイプラインチャンネルとして設定されている場合、1 つの場所が生成され
ます。

例えば、RTP パブリック入力の場合:

rtp://198.51.100.99:5000

rtp://192.0.2.18:5000

例えば、RTP VPC 入力の場合:

rtp://10.12.30.44:5000

rtp://10.99.39.15:5000

2. [Input destinations] (入力の送信先) セクションをもう一度確認してください。

• セクションの横に番号が付いた入力セキュリティグループがある場合、 MediaLive 入力はセ
キュリティグループを持つ RTP Public 入力です。入力は正しく設定されています。続行でき
ます。

• セクションに横に数字のない入力セキュリティグループがある場合、その入力は RTP Public 
入力であり、 MediaLive 入力セキュリティグループはありません。この入力は正しく設定さ
れていません。通常、この状況になるのは、例えば、入力 A を入力セキュリティグループ B 
にアタッチした後に B を削除した場合です。入力 A は使用できなくなります。入力を再作成
し、入力セキュリティグループをその入力にアタッチする必要があります。その後、作成する
チャンネルにその入力を関連付け可能になります。

• セクションに [Input security group] (入力セキュリティグループ) がない場合、入力は RTP 
VPC 入力です。入力は正しく設定されています。続行できます。
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各入力の設定を完了します。

入力を [入力のアタッチ] セクションにアタッチするとすぐに [入力アタッチメント] セクションが閉
じ、その入力の [一般入力設定] セクションが表示されます。入力を設定するには、以下のフィール
ドに入力する必要があります。

• 入力接続を設定します。

• 入力から抽出するビデオ、オーディオ、キャプションを指定します。

入力を設定するには

1. 必要に応じてフィールドに入力します。下記のトピックのリンク先を参照してください。フィー
ルドの詳細については、 MediaLive コンソールのフィールドの横にある [情報] リンクを選択し
てください。

• ほとんどのフィールドは、デフォルト値のままでかまいません。

• ただし、オーディオと字幕を出力に含める場合は、[Audio selectors] (オーディオセレクタ) セ
クションおよび [Caption selectors] (字幕セレクタ) セクションに入力する必要があります。デ
フォルトでは十分な情報が指定されません。

2. ナビゲーションペインの「一般設定」セクションで、以下のフィールドに入力します。

• グローバル構成-入力損失動作。これらのフィールドは、どの入力からもコンテンツを受信し
なくなったときのチャンネルの動作を設定します。詳細については、「the section called “イ
ンプットロスハンドリング”」を参照してください。これらのフィールドはすべての入力に適
用されるため、チャンネル全体で 1 回設定するだけで済みます。

3. 複数の入力を含むチャンネルを設定している場合は、チャンネルにさらに入力を追加します。入
力切り替えの実装に関するガイドラインについては、「the section called “入力切り替え”」を参
照してください。

4. 準備ができたら、次のステップに進みます。

トピック

• 入力設定 - ネットワーク入力設定

• 入力設定 - その他の設定

• 入力設定 - 動画セレクタ
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• 入力設定 - オーディオセレクタ

• 入力設定 - 字幕セレクタ

入力設定 - ネットワーク入力設定

[ネットワーク入力設定] セクションにあるフィールドは、すべての入力に適用されます。入力が 
HLS の場合のみ、 MediaLive このセクションをコンソールに入力してください。 MediaLive 他のタ
イプの入力ではこれらのフィールドは無視されます。

入力設定 - その他の設定

[Network input settings] (ネットワーク入力設定) セクションにないフィールドは、すべての入力に適
用されます。

入力設定 - 動画セレクタ

このセクションでは、入力から抽出する動画を指定し、オプションの色空間機能を有効にすることが
できます。

ビデオと色空間を特定するには

1. [Video selector] (ビデオセレクタ) で [Video selector] (ビデオセレクタ) を選択します。追加の
フィールドが表示されます。

2. この手順の後の表で指定されるとおりに [Selector settings] (セレクタ設定) に値を入力します。

入力から 1 つの動画アセットしか抽出できないため、動画セレクタを追加するボタンはありま
せん。

3. (オプション) [Color space] (色空間) と [Color space usage] (色空間の使用) に値を入力します。
これらのフィールドでは、オプションの色空間機能を設定できます。詳細については、「the 
section called “ビデオ — 複雑な色空間変換”」を参照してください。

ビデオセレクタを作成する必要があるかどうかを判断する

チャンネルの計画を立てたときに、この入力から抽出する必要がある動画を特定しました。

入力から抽出する特定のアセットを特定するために、動画セレクタ作成する必要があるかどうかを判
断する必要があります。一部の入力タイプにはセレクタが必要で、一部の入力タイプではセレクタを
必要としません。
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次の表では、ビデオセレクタ作成の要否を指定します。

入力タイプ 動画の抽出方法

CDI セレクター設定を完了しないでください。 
MediaLive ソースコンテンツで最初に見つかっ
た動画を抽出します。

Elemental Link 入力に含まれる動画アセットは 1 つだけです。 
MediaLive その動画を抽出します。[Selector 
settings] (セレクタ設定) に入力する必要はあり
ません。

HLS [Selector settings] (セレクタ設定) には入力しな
いでください。これらの抽出方法は、HLS 入
力には適用されません。

デフォルトでは、 MediaLive 帯域幅が最も高い
ビデオアセットを抽出します。帯域幅フィール
ド（入力設定-ネットワーク入力設定内）を入
力できます。 MediaLive この制限を下回る最大
帯域幅のビデオを抽出します。

MediaConnect 入力に MPTS が含まれている場合 
は、[Selector settings] (セレクタ設定) を選択
し、抽出するプログラムまたは PID を入力し
ます。プログラムや PID を指定しない場合、 
MediaLive 最初に見つかったビデオを抽出しま
す。

入力に SPTS が含まれている場合は、 
MediaLive そのビデオを抽出します。[Selector 
settings] (セレクタ設定) に入力する必要はあり
ません。

MP4 入力に含まれる動画アセットは 1 つだけです。 
MediaLive そのビデオを抽出します。[Selector 
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入力タイプ 動画の抽出方法

settings] (セレクタ設定) に入力する必要はあり
ません。

RTMP 入力に含まれる動画アセットは 1 つだけです。 
MediaLive そのビデオを抽出します。[Selector 
settings] (セレクタ設定) に入力する必要はあり
ません。

RTP 入力に MPTS が含まれている場合は、
[Selector settings (セレクタ設定)] を選択し、
抽出するプログラムまたは PID を入力しま
す。プログラムや PID を指定しない場合、 
MediaLive 最初に見つかった動画を抽出しま
す。

入力に SPTS が含まれている場合は、 
MediaLive そのビデオを抽出します。[Selector 
settings] (セレクタ設定) に入力する必要はあり
ません。

入力設定 - オーディオセレクタ

このセクションは、入力からオーディオを抽出する場合に必要です。1 つ以上のオーディオセレクタ
を作成して、抽出するオーディオアセットを指定します。通常、入力のものとは異なる言語を指定し
ますが、異なるオーディオコーデック (AAC や Dolby など) を抽出することもできます。

1 つのチャンネルに最大 20 のオーディオセレクタを作成できます。

抽出するオーディオを特定するには

1. オーディオセレクタを作成する必要があるかどうかを判断します。チャンネルの計画を立てたと
きに、この入力から抽出する必要があるオーディオアセットを特定しました。

次の表に、オーディオを抽出するためにオーディオセレクタを作成する必要があるかどうかを示
します。表で、入力タイプを見つけて、ガイダンスを読んでください。

入力設定 - オーディオセレクタ 289



MediaLive ユーザーガイド

入力タイプ セレクタを作成する必要があ
りますか？

作成するセレクタの数

CDI はい。 抽出するオーディオアセット
ごとに 1 つずつ。入力から
すべてのオーディオアセッ
トを抽出する必要はありませ
ん。

Elemental Link はい。入力から特定のオー
ディオトラックを選択したい
場合は可能です。

オーディオセレクターが作
成されていない場合は、 
MediaLive チャンネルに設定
されているオーディオ出力に
従って入力オーディオをエン
コードします。

抽出するオーディオアセット
ごとに 1 つずつ。入力から
すべてのオーディオアセッ
トを抽出する必要はありませ
ん。

HLS はい。入力に複数のオーディ
オアセットが含まれている場
合、または入力に含まれる
オーディオの数が不明な場
合。

抽出するオーディオアセット
ごとに 1 つずつ。入力から
すべてのオーディオアセッ
トを抽出する必要はありませ
ん。

MediaConnect はい。入力に複数のオーディ
オアセットが含まれている場
合、または入力に含まれる
オーディオアセットの数が不
明な場合。

抽出するオーディオアセット
ごとに 1 つずつ。入力から
すべてのオーディオアセッ
トを抽出する必要はありませ
ん。

MP4 はい。入力に複数のオーディ
オアセットが含まれている場
合、または入力に含まれる
オーディオアセットの数が不
明な場合。

抽出するオーディオアセット
ごとに 1 つずつ。入力から
すべてのオーディオアセッ
トを抽出する必要はありませ
ん。
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入力タイプ セレクタを作成する必要があ
りますか？

作成するセレクタの数

RTMP いいえ。入力にはオーディ
オアセットが 1 つしか含
まれていないためです。 
MediaLive そのオーディオを
抽出します。

なし

RTP はい。入力に複数のオーディ
オアセットが含まれている場
合、または入力に含まれる
オーディオアセットの数が不
明な場合。

抽出するオーディオアセット
ごとに 1 つずつ。入力から
すべてのオーディオアセッ
トを抽出する必要はありませ
ん。

入力に複数のオーディオアセットが含まれていて、セレクターを作成しない場合、 MediaLive 
最初に見つかったオーディオを選択します。

2. 入力から抽出したいオーディオごとに、[Add audio selector] (オーディオセレクタの追加) を選
択します。

3. 各オーディオセレクタの [Audio selector name] (オーディオセレクタ名) に、抽出しようとする
オーディオを説明する名前を入力します。

4. 次の表に指定されているとおりに、各オーディオセレクタの [セレクタ設定] に値を入力しま
す。

入力タイプ セレクタ設定の入力方法

CDI [Audio track selection] (オーディオトラックの
選択) を選択してから [Add tracks] (トラックの
追加) を選択して、抽出したいトラックごとに 
セレクタを追加します。それぞれの [Track] (ト
ラック) フィールドにトラック番号を入力しま
す。

Elemental Link [Audio track selection] (オーディオトラックの
選択) を選択してから [Add tracks] (トラックの
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入力タイプ セレクタ設定の入力方法

追加) を選択して、抽出したいトラックごとに 
セレクタを追加します。それぞれの [Track] (ト
ラック) フィールドにトラック番号を入力しま
す。

HLS 以下のいずれかの方法で選択します。

• [Audio pid selection] (オーディオ pid の選択) 
を選択し、オーディオアセットの PID を入
力します。

• または、[Audio language selection] (オー
ディオ言語の選択) を選択し、言語の 3 文
字の ISO コードを入力します。[Language 
selection policy] (言語選択ポリシー) に値を
入力します。 MediaLive コンソールのフィー 
ルドについて詳しくは、フィールドの横に
ある「情報 (Info)」リンクを選択してくださ
い。

PID による選択をお勧めします。言語で選択 
する場合は、 MediaLiveその言語で最初に見つ
かったものを選択します。それはご希望の言語
バージョンではない可能性があります。
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入力タイプ セレクタ設定の入力方法

MediaConnect 以下のいずれかの方法で選択します。

• [Audio pid selection] (オーディオ pid の選択) 
を選択し、オーディオアセットの PID を入
力します。

• または、[Audio language selection] (オー
ディオ言語の選択) を選択し、言語の 3 文
字の ISO コードを入力します。[Language 
selection policy] (言語選択ポリシー) に値を
入力します。 MediaLive コンソールのフィー 
ルドの詳細については、フィールドの横にあ
る [情報] リンクを選択してください。

PID による選択をお勧めします。言語で選択 
する場合は、 MediaLiveその言語で最初に見つ
かったものを選択します。それはご希望の言語
バージョンではない可能性があります。

MP4 [Audio track selection] (オーディオトラックの
選択) を選択してから [Add tracks] (トラック
を追加する) を選択して、抽出したいトラッ
クごとにセレクタを追加します。それぞれの
[Track] (トラック) フィールドにトラック番号
を入力します。

RTMP このフィールドは空白のままにします。
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入力タイプ セレクタ設定の入力方法

RTP [オーディオの選択] を選択し、[PID] にオー
ディオアセットの PID を入力します。

または、[Audio language selection] (オーディ
オ言語の選択) を選択し、言語の 3 文字の ISO 
コードを入力します。

PID による選択をお勧めします。言語で選択す
ると、 MediaLive その言語で最初に出現した
言語が選択されます。それはご希望の言語バー
ジョンではない可能性があります。

入力設定 - 字幕セレクタ

このセクションは、入力から字幕を抽出する場合や、字幕のソースとして外部ファイルを指定する場
合に必要です。1 つ以上の字幕セレクタを作成して、抽出する字幕を指定します。通常、セレクタご
とに異なる言語を指定しますが、異なる字幕形式を指定することもできます。

抽出する/含める字幕項目ごとに、[Add captions] (字幕の追加) セレクタを選択します。字幕入力の設
定の詳細については、「the section called “字幕”」、特に「the section called “ステップ 1: 入力に字
幕セレクタを作成する”」を参照してください。

一般設定を完了します。

一般設定セクションでは、グローバル設定とグローバル機能を設定できます。

• グローバル設定は、チャンネル内のすべての入力またはすべての出力に適用される動作を設定しま
す。入力または出力ごとに動作を異なるように設定することはできません。

• グローバル機能はオプションですが、有効になっていればすべての出力にグローバルに適用される
機能を設定します。

全般設定を入力するには

1. 「チャンネルの作成」ページで「一般設定」を選択します。
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2. [General channel settings] (チャンネル全般設定) セクションで、必要に応じてグローバル設定と
オプション機能を設定します。各設定または機能については、この手順の最後にあるトピックを
参照してください。

3. これらのフィールドの入力が完了したら、次のステップに進んでください。

広告表示のブランキング

オプション機能。これは、広告表示中に出力動画をブランクアウトする場合に設定します。詳細につ
いては、「the section called “SCTE-35 メッセージの処理”」を参照してください。

広告表示の設定

オプション機能。SCTE-35 MediaLive 広告配信メッセージの処理方法を変更することも、デフォル
トの動作をそのまま使用することもできます。デフォルトの動作とその動作の変更方法については、
「the section called “SCTE-35 メッセージの処理”」を参照してください。

ブラックアウトスレート

オプション機能。プログラムメタデータによって指定された出力動画を、そのメタデータが入力に
あれば、ブラックアウトすることができます。詳細については、「the section called “SCTE-35 メッ
セージの処理”」を参照してください。

機能の有効化

オプション機能。入力スイッチングの入力準備機能を有効にできます。詳細については、「the 
section called “入力準備”」を参照してください。

グローバル構成

グローバル構成設定。このセクションでは、必要に応じて最初の 3 つのフィールドに入力します。
各フィールドの詳細については、フィールドの横にある [Info] (情報) リンクを選択してください。

グローバル設定 — 入力損失動作

グローバル構成設定。入力損失挙動フィールドは、 MediaLive 入力損失の処理方法を制御します。
処理はカスタマイズできます。詳細については、「the section called “インプットロスハンドリン
グ”」を参照してください。
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モーショングラフィックス構成

オプション機能。モーショングラフィックスオーバーレイ機能を有効にできます。詳細については、
「the section called “モーショングラフィックスオーバーレイ”」を参照してください。

ニールセン設定

オプション機能。Nielsen ウォーターマークを ID3 MediaLive メタデータに変換するようにチャンネ
ルを設定できます。詳細については、「the section called “ニールセン透かしを ID3 に”」を参照して
ください。

タイムコードの設定

グローバル構成設定。このセクションでは、出力のタイムコードを指定できます。タイムコードの設
定方法の詳細については、「the section called “タイムコード”」を参照してください。

ログ記録

オプション機能。個別のチャンネルのアクティビティのログ記録を有効にすることができます。この
機能の詳細については、「the section called “CloudWatch ログ”」を参照してください。

ログを有効にするには、[DISABLED] (無効) 以外のログレベルを選択します。詳細レベルが低いもの
から順にリストされています。

ログを無効にするには、[DISABLED] (無効) を選択します。

出力を設定します。

Outputs セクションでは、チャンネルに出力グループを作成できます。Outputs セクションでは、以
下のコンテンツにアクセスできます。

• 出力グループ。チャンネル内の出力パッケージと出力コンテナを設定する設定が含まれます。

• 1 つまたは複数の出力。出力は、ビデオ、オーディオ、キャプションの出力エンコードのコンテナ
です。

• 個々の出力はエンコードされます。

出力グループの内容の設定については、以下のセクションを参照してください。

• 設定:出力の作成
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• the section called “セットアップビデオ”

• the section called “オーディオ設定”

• the section called “字幕の設定”

すべての出力グループを設定したら、チャンネルを保存する準備が整います。

チャンネルを保存します。

チャンネルは、必要なものをすべて設定して作成した後にのみ保存できます。

チャンネルを保存 (作成) するには、ナビゲーションペインで [Create channel] (チャンネルの作成) 
を選択します。

Create channel を選択するとすぐに、 MediaLiveチャンネルの構成が検証され、エラーがあればメッ
セージが表示されます。チャンネルｈのドラフトも、エラーメッセージを含むチャンネルも保存でき
ません。

新しく作成したチャンネルを見つけるには、ナビゲーションペインで [チャンネル] を選択します。
(ナビゲーションペインが折りたたまれた状態になっている可能性があります。展開するには、コン
ソールの左上にあるメニューアイコンを選択します。)

[チャンネル] ペインが表示され、新しく作成されたチャンネルがチャンネルリストに表示されます。
状態が [作成中] に変わり、その後 [準備完了] に変わります。

次のステップ

次のステップでは、チャンネルスケジュールに関する章を読むことをおすすめします。スケジュール
の中には、使いたい機能があるはずです。詳細については、「設定:スケジュールの作成」を参照し
てください。

特に、チャンネルに複数の入力を接続している場合、ある入力から別の入力に移動するためには
入力の切り替えを実装する必要があります。入力の切り替えはスケジュールアクションを使用しま
す。the section called “入力切り替え” を参照してください。

スケジュールを設定したら、チャンネルを開始できます。
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設定:チャンネルでの出力グループと出力の作成

このセクションでは、出力グループと出力を作成する方法について説明します。作成する出力グルー
プはすでに決まっているはずです。また、各出力グループに含める出力とエンコードも決まっている
はずです。

チャンネルを作成または編集するときに、出力グループと出力を作成します。チャンネルを作成する
ときは、少なくとも 1 つの出力グループを作成する必要があります。チャンネルを作成したら、編
集して出力グループをさらに追加できます。

コンソールのチャンネルページの Outputs セクションで出力グループを作成します。出力グループ
と出力は、それらが属するチャンネルとは別に作成することはできません。

トピック

• アーカイブ出力グループの作成

• フレームキャプチャ出力グループの作成

• HLS 出力グループの作成

• MediaPackage 出力グループを作成します。

• Microsoft Smooth 出力グループの作成

• RTMP 出力グループの作成

• UDP 出力グループの作成

• 次のステップ

アーカイブ出力グループの作成

チャンネルのワークフローの計画を立てたときに、アーカイブ出力グループを含めるオプションを選
択した可能性があります。アーカイブグループは常に出力を S3 バケットに送信します。

トピック

• アーカイブ出力グループを作成する手順

• 出力先のフィールド

• 出力コンテナのフィールド

• 動画ストリーム、オーディオストリーム、字幕ストリーム (エンコード) のフィールド
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アーカイブ出力グループを作成する手順

アーカイブ出力グループと出力を作成するには、以下のステップに従ってください。

アーカイブ出力グループとその出力を作成するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Output groups] (出力グループ) で [Add] (追加) を
選択します。

2. [Add output group] (出力グループの追加) セクションで [Archive] (アーカイブ) を選択
し、[Confirm] (確認) を選択します。追加のセクションが表示されます。

• [Archive group destination] (アーカイブグループの送信先) – このセクションには、出力先の
フィールドが含まれています。

• [Archive settings] (アーカイブ設定) – このセクションには、出力先のフィールドが含まれてい
ます。

• [Archive outputs] (アーカイブ出力) – このセクションには、デフォルトで追加される出力が表
示されます。アーカイブ出力には 1 つの出力しか含めることができないため、[Add output]
(出力の追加) はクリックしないでください。

3. [アーカイブ出力] で、[設定] リンクを選択して個々の出力のセクションを表示します。

• [Output settings] (出力設定) – このセクションには、出力先と出力コンテナのフィールドが含
まれています。

• [Stream settings] (ストリーム設定) – このセクションには、出力ストリーム (動画、オーディ
オ、字幕) のフィールドが含まれています。

4. (オプション) 出力グループと出力の名前を入力します。

• [アーカイブ設定] の [名前] に、出力グループの名前を入力します。 MediaLiveこの名
前は内部的なもので、出力には表示されません。例えば、Sports Game 10122017 
ABR、tvchannel59 などです。

• [Archive outputs] (アーカイブ出力) の [Name] (名前) に、出力の名前を入力します。この名前
は MediaLive の内部にあり、出力には表示されません。

5. その他のフィールドに入力するには、この手順の後に一覧されているトピックを参照してくださ
い。

6. この出力グループとその単一の出力の設定が完了したら、プランで必要な場合は、別の (任意の
タイプの) 出力グループを作成できます。必要でない場合は、the section called “チャンネルを保
存” に進みます。
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出力先のフィールド

次のフィールドで、アーカイブ出力ファイル (送信先) の場所と名前を設定します。

• [Output group] (出力グループ) – [Archive group destination] (アーカイブグループの送信先) セク
ション

• [Output group] (出力グループ) – [Archive settings] (アーカイブ設定) – [[CDN settings] (CDN 設定)

• [Output group] (出力グループ) – [Additional settings] (追加設定)– [Rollover interval] (ロールオー
バー間隔)

• [Archive outputs] (アーカイブ出力) – [Name modifier] (名前修飾子)

• [Archive outputs] (アーカイブ出力) – [Extension] (拡張子)

1 つ以上の出力先パスを設計する必要があります。次に、コンソールの適切なフィールドにパスの異
なる部分を入力する必要があります。

出力先のパスを設計します。

この出力グループの計画の一環として、Amazon S3 ユーザーと要件について話し合ったはずです。
次の情報も既に入手しました。

• バケットは、出力のパスの部分を指定します。

• または、出力のフルパス

パスを設計するには

送信先パスをまだ設計していない場合は、ここで設計します。既にパスを設計している場合は、
「the section called “コンソールのフィールドに入力します。”」に進みます。

• 次の構文に従って、送信先パスを設計します。

protocol bucket folders baseFilename nameModifier counter extension

例えば、標準チャンネルの場合:

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/channel59/delivery/
curling-20171012T033162.000000.m2ts
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s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET1/channel59/delivery/
curling-20171012T033162.000000.m2ts

次の表は、例の各部分とそれに対応する構文の部分を示します。

URL の部分 例 コメント

protocol s3ssl:// アーカイブ出力の送信先は常
に S3 バケットであるため、
プロトコルは常に s3ssl://
です。

パスのバケット部分 DOC-EXAMPLE-BUCKET チャンネルのワークフローの
計画を立てたときに、S3 バ
ケットまたはバケットが存在
することを確認したはずです 
。

では MediaLive、S3 バケッ
ト名にドット表記を使用し
てはいけません。例えば、
mycompany-videos  は受け
入れられますが、mycompany 
.videos  は受け入れられま
せん。

パスのフォルダ部分 channel59/delivery/ フォルダは、存在していても
なくてもかまいません。ま
た、必要な長さでもかまいま
せん。

フォルダは常にスラッシュで
終わる必要があります。

baseFileName カーリング ファイル名の最後にスラッ
シュを使用しないでくださ
い。
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URL の部分 例 コメント

nameModifier - 20171012T033162 この修飾子は、アーカイブ出
力ではオプションです。

カウンターの前の区切り記号 . MediaLive この区切り文字を
自動的に挿入します。

counter 000000 MediaLive このカウンタを自
動生成します。最初は、これ
は 000000 から始まる 6 桁の
数字で、1 ずつ増加します。
つまり、000000、000001、0 
00002 など。999999 以降、
次の数字は 1000000 (7 桁)、
次いで 1000001、1000002、
というようになります。次い
で、9999999 から 10000000 
(8 桁) というようになりま 
す。

拡張子の前のドット . MediaLive このドットを自動
的に挿入します。

拡張子 m2ts 常に m2ts になります。

コンソールのフィールドに入力します。

出力の場所を指定するには

1. 送信先の各部分を該当するフィールドに入力します。
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送信先 URL の部分 フィールド 例

プロトコル、バケット、フォ
ルダ、baseFilename

[Archive group destinations]
(アーカイブグループ送信
先) セクションにある 2 つの
[URL] フィールド。

最初のスラッシュの前のデー
タはバケット名です。最後の
スラッシュの後のデータは 
baseFilename です。その間
のデータはフォルダです。

チャンネルが標準チャンネ
ルとして設定されている場合
は 2 つの送信先を指定し、
単一パイプラインチャンネル
として設定されている場合は 
1 つの送信先を指定します。

s3ssl://DOC-EXAMPL 
E-BUCKET/channel59 
/delivery/curling
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送信先 URL の部分 フィールド 例

nameModifier [Archive outputs] (アーカ
イブ出力) セクションの
[Name modifier] (名前修飾子) 
フィールド。

修飾子を含める場合は、高解
像度の出力を示す -high な
どの文字列を入力します。

または、変数 ID ($dt$ など) 
を入力して、ファイルセグメ
ントごとに修飾子が異なるよ
うにすることもできます。
変数データ識別子のリストに
ついては、the section called 
“変数データ:サポートされて
いる識別子” を参照してくだ
さい。

$dft$

拡張子 [Archive outputs] (アーカ
イブ出力) セクションの
[Extension] (拡張子) フィー
ルド。

常にデフォルト (m2ts) のま
まにします。

mt2s

2. [Credentials] (認証情報) セクションは両方の [Archive group destinations] (アーカイブグループ
の送信先) セクションで空白のままにします。 MediaLive 信頼できるエンティティ経由で S3 バ
ケットに書き込む権限がある。これらのアクセス権限が組織内の誰かによって既に設定されて
いる必要があります。詳細については、「the section called “リファレンス: 信頼されたエンティ
ティアクセスの概要”」を参照してください。

3. この出力を Amazon S3 バケットに送信するたびに既定 ACL MediaLive を設定する必要がある
場合にのみ、CDN 設定フィールドに入力してください。
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通常、既定の ACL の使用は、組織が Amazon S3 バケットの所有者でない場合にのみ適用され
ます。出力先について話し合ったときに、既定 ACL の使用についてバケット所有者と話し合っ
たはずです。

4. [Archive settings] (アーカイブ設定) セクションの [Rollover interval] (ロールオーバー間隔) 
フィールドに値を入力します。

例えば、「300」では、出力が 300 秒 (5 分) ごとに個別のファイルに分割されます。

ロールオーバーの有効期限が切れるたびに、Amazon S3 MediaLive 上の現在のファイルを閉
じ、baseFilename、、およびシーケンシャルカウンタを使用して新しいファイルを開始しま
す。nameModifier

現在のファイルは、閉じてから Amazon S3 に表示されます。

詳細については、「例」を参照してください。

アーカイブ出力グループの送信先フィールドの例

これらの例では、ファイルの場所に関連するフィールドを設定する方法を示しています。個々の出力
のフィールドなど、他のフィールドを設定する方法は示していません。

例 1

TV チャンネル 59 からのストリーミング出力の Archive を作成するとします。出力を「DOC-
EXAMPLE-BUCKET」という S3 バケットに保存し、ストリームを 5 分のチャンクに分割するとしま
す。

フィールド 値

[Archive settings] (Archive 設定) セクションの
[Rollover interval] (ロールオーバー間隔) フィー
ルド

300

[Archive group destination A] (アーカイブグ
ループ送信先 A) セクションの [URL]

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/ 
channel59/delivery/curling

[Archive group destination B] (アーカイブグ
ループ送信先 B) セクションの [URL]

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/ 
channel59/backup/curling
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フィールド 値

フォルダ名として delivery と backup を使用し
ているのは単なる一例です。

[Archive outputs] (アーカイブ出力) セクション
の [Name modifier] (名前修飾子)

-$dt$

変数データ ($dt$ など) の識別子については、
「the section called “変数データ:サポートされ
ている識別子”」を参照してください。

[Archive outputs] (アーカイブ出力) セクション
の [Extension] (拡張子)

デフォルト (.m2ts) を使用する場合は空のま
まにします。

結果: 出力はそれぞれ 5 分 (300 秒) のファイルに分割されます。各ファイルの名前は、curling に
チャンネルの開始時間、カウンター (000000、000001 など)、ファイル名拡張子を付加したものにな
ります。例:

• 最初のファイルは curling-20171012T033162-000001.m2ts です。

• 2 番目のファイルは curling-20171012T033162-000002.m2ts です。

各ファイルは s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/channel59/delivery と s3ssl://DOC-
EXAMPLE-BUCKET/channel59/backup の両方に保存されます。

指定されたファイルは、書き込まれている間は Amazon S3 で表示されません。ロールオーバーが
発生すると (またはユーザーがチャネルを停止すると)、 MediaLive 現在のファイルをすぐに閉じま
す。その時点で、ファイルが表示されるようになります。

例 2

カーリングゲームからハイライトの Archive を作成して、別の HLS 出力グループでストリーミン
グするとします。ヨーロッパ向けのオーディオ言語、アジア向けのオーディオ言語、アフリカ向け
のオーディオ言語の 3 つの出力を作成するとします。出力を「DOC-EXAMPLE-BUCKET1」および
「DOC-EXAMPLE-BUCKET1」という S3 バケットに保存するとします。ストリームを 5 分のチャン
クに分割するとします。
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フィールド 値

[Archive settings] (Archive 設定) セクションの
[Rollover interval] (ロールオーバー間隔) フィー
ルド

300

[Archive group destination A] (アーカイブグ
ループ送信先 A) セクションの [URL]

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET1/
sports-delivery/highlights/
curling/10312017

この例では、「10312017」フォルダは今日の 
日付と一致するように設定されています。

[Archive group destination B] (アーカイブグ
ループ送信先 B) セクションの [URL]

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET2/
sports-delivery/highlights/
curling/10312017

この例では、パスには異なるバケット名があり
ます。

[Archive outputs] (アーカイブ出力) セクション
の [Name modifier] (名前修飾子)

[出力の追加] を 2 回選択します。2 つの出
力行がこのセクションに追加され、合計
で 3 行になります。各行に、修飾子「-
audiogroup1 」、「-audiogroup2 」、
「-audiogroup3 」を入力します。

[Archive outputs] (アーカイブ出力) セクション
の [Extension] (拡張子)

デフォルト (.m2ts) を使用する場合は空のま
まにします。

結果: 出力ごとに 3 つの個別のファイルカテゴリが作成されます。各ファイルの名前は、10312017
に修飾子、連番、拡張子を付加したものになります。例:

• 10312017-audiogroup1-000000.m2ts、10312017-audiogroup2-000000.m2ts、および
10312017-audiogroup3-000000.m2ts。

• 10312017-audiogroup1-000001.m2ts、10312017-audiogroup2-000001.m2ts、および
10312017-audiogroup3-000001.m2ts。
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各ファイルは s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET1/sports-delivery/highlights/curling と
s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET2/sports-delivery/highlights/curling の両方に保存さ
れます。

指定されたファイルは、書き込まれている間は Amazon S3 で表示されません。ロールオーバーが発
生すると (またはユーザーがチャンネルを停止すると)、 MediaLive 現在のファイルを閉じます。そ
の時点で、ファイルが表示されるようになります。

出力コンテナのフィールド

次のフィールドは、アーカイブトランスポートストリームのパッケージングと配信に関連します。

• [Output settings] (出力設定) 内 - [コンテナの設定] セクション

• [Output settings] (出力設定) - [PID settings] (PID 設定) セクション

オプションで、これらのいずれかのフィールドの値を変更します。フィールドの詳細については、コ
ンソールのフィールドの横にある「情報」リンクを選択してください。 MediaLive

動画ストリーム、オーディオストリーム、字幕ストリーム (エンコード) の
フィールド

次のフィールドは、出力内の動画ストリーム、オーディオストリーム、字幕ストリーム (エンコード) 
のエンコーディングに関連します。

• [ストリーム設定] セクション

エンコードの作成については、以下のセクションを参照してください。

• the section called “セットアップビデオ”

• the section called “オーディオ設定”

• the section called “字幕の設定”

フレームキャプチャ出力グループの作成

フレームキャプチャ出力を使用すると、動画を一連のファイルとしてキャプチャできます。各ファイ
ルには、JPEG イメージが 1 つ含まれています。例えば、出力は出力フレーム 10 回ごとに 1 度キャ
プチャできます。S3 バケットにファイルを保存します。
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チャンネルのワークフローの計画を立てたときに、フレームキャプチャ出力グループを含めるオプ
ションを選択した可能性があります。フレームキャプチャグループは、常に S3 バケットに出力を送
信します。

トピック

• フレームキャプチャ出力グループを作成する手順

• フレームキャプチャの送信先

• ストリームの設定

フレームキャプチャ出力グループを作成する手順

フレームキャプチャ出力グループと出力を作成するには、以下のステップに従ってください。

フレームキャプチャ出力グループとその出力を作成するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Output groups] (出力グループ) で [Add] (追加) を
選択します。

2. [Add output group] (出力グループの追加) セクションで [Frame capture] (フレームキャプチャ) を
選択し、[Confirm] (確認) を選択します。追加のセクションが表示されます。

• [Destination] (送信先) - このセクションには、 出力先のフィールドが含まれています。

• [Frame capture settings] (フレームキャプチャ設定) - このセクションには、出力先の出力グ
ループ名のフィールドが含まれています。

• [Frame capture outputs] (フレームキャプチャ出力) - このセクションには、デフォルトで追加
される出力が表示されます。フレームキャプチャ出力には 1 つの出力しか含めることができ
ないため、[Add output] (出力の追加) はクリックしないでください。

フィールドを表示するには、[Settings] (設定) リンクを選択します

3. [Frame capture outputs] (フレームキャプチャ出力) で [Settings] (設定) リンクを選択して、個々
の出力のセクションを表示します。

• [Output settings] (出力設定) - このセクションには、 出力先のフィールドが含まれています。

• [Stream settings] (ストリーム設定) – このセクションには、出力ストリーム (動画、オーディ
オ、字幕) のフィールドが含まれています。

4. (オプション) 出力グループと出力の名前を入力します。
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• [Frame capture settings] (フレームキャプチャ設定) の [Name] (名前) に、出力グループの名
前を入力します。 MediaLiveこの名前は内部的なもので、出力には表示されません。例え
ば、Sports Game Thumbnails。

• [Frame capture outputs] (フレームキャプチャ出力) の [Name] (名前) に、出力の名前を入力し
ます。この名前は MediaLive の内部にあり、出力には表示されません。

5. その他のフィールドに入力するには、この手順の後に一覧されているトピックを参照してくださ
い。

6. この出力グループとその単一の出力の設定が完了したら、プランで必要な場合は、別の (任意の
タイプの) 出力グループを作成できます。必要でない場合は、the section called “チャンネルを保
存” に進みます。

フレームキャプチャの送信先

次のフィールドで、フレームキャプチャファイルの場所と名前 (送信先) を設定します。

• [Output group] (出力グループ) - [Frame capture group destination] (フレームキャプチャグループの
送信先) セクション

• [Output group] (出力グループ) - [Frame capture settings] (フレームキャプチャ設定) – [CDN 
settings] (CDN 設定)

[Output settings] (出力設定) - [Name modifier] (名前修飾子)

1 つ以上の出力先パスを設計する必要があります。次に、コンソールの適切なフィールドにパスの異
なる部分を入力する必要があります。

出力先のパスを設計します。

この出力グループの計画の一環として、Amazon S3 ユーザーと要件について話し合ったはずです。
次の情報も既に入手しました。

• 出力用のバケット名。

• 出力用のフルパス
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パスを設計するには

送信先パスをまだ設計していない場合は、ここで設計してください。既にパスを設計している場合
は、「the section called “コンソールのフィールドに入力します。”」に進みます。

• 次の構文に従って、送信先パスを設計します。

protocol bucket folders baseFilename nameModifier counter extension

例えば、標準チャンネルの場合:

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET1/sports-thumbnails/delivery/
curling-20180820.00000.jpg

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET1/sports-thumbnails/backup/
curling-20180820.00000.jpg

次の表は、例の各部分とそれに対応する構文の部分を示します。

URL の部分 例 コメント

protocol s3ssl:// フレームキャプチャ出力の送
信先は常に S3 バケットであ
るため、プロトコルは常に
s3ssl:// です。

パスのバケット部分 DOC-EXAMPLE-BUCKET1 チャンネルのワークフローの
計画を立てたときに、S3 バ
ケットまたはバケットが存在
することを確認したはずです 
。

では MediaLive、S3 バケッ
ト名にドット表記を使用し
てはいけません。例えば、
mycompany-videos  は受け
入れられますが、mycompany 
.videos  は受け入れられま
せん。
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URL の部分 例 コメント

パスのフォルダ部分 sports-thumbnails/delivery/ フォルダは、存在していても
なくてもかまいません。ま
た、必要な長さでもかまいま
せん。

フォルダは常にスラッシュで
終わる必要があります。

baseFileName カーリング ファイル名の最後にスラッ
シュを使用しないでくださ
い。

nameModifier -20180820 この修飾子は、フレームキャ
プチャ出力ではオプションで
す。

カウンターの前の区切り記号 . MediaLive この区切り文字を
自動的に挿入します。

counter 00000 MediaLive このカウンタを自
動生成します。最初は、これ
は 00000 から始まる 5 桁の
数字で、1 ずつ増加します。
つまり、00000、00001、000 
02 など。99999 以降、次の
数字は 100000 (6 桁)、次いで 
100001、100002 というよう
になります。次いで、999999 
から 1000000 (7 桁) というよ
うになります。

拡張子の前のドット . MediaLive このドットを自動
的に挿入します。

拡張子 jpg 常に jpg になります。
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コンソールのフィールドに入力します。

出力の場所を指定するには

1. 送信先の各部分を該当するフィールドに入力します。

送信先 URL の部分 フィールド 例

プロトコル、バケット、フォ
ルダ、baseFilename

[Frame capture group 
destinations] (フレームキャ
プチャグループ送信先) セ
クションの 2 つの [URL]
フィールド。

最初のスラッシュの前のデー
タはバケット名です。最後の
スラッシュの後のデータは 
baseFilename です。その間
のデータはフォルダです。

チャンネルが標準チャンネ
ルとして設定されている場合
は 2 つの送信先を指定し、
単一パイプラインチャンネル
として設定されている場合は 
1 つの送信先を指定します。

s3ssl://DOC-EXAMPL 
E-BUCKET1/sports-t 
humbnails/delivery 
/curling
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送信先 URL の部分 フィールド 例

nameModifier [HLS outputs] (HLS 出力) セ
クションの [Name modifier]
 (名前修飾子) フィールド。

修飾子を含める場合は、高解
像度の出力を示す -high な
どの文字列を入力します。

または、変数 ID ($dt$ など) 
を入力して、ファイルセグメ
ントごとに修飾子が異なるよ
うにすることもできます。
変数データ識別子のリストに
ついては、the section called 
“変数データ:サポートされて
いる識別子” を参照してくだ
さい。

$dft$

2. フレームキャプチャグループの送信先セクションの両方の「認証情報」セクションは空白のまま
にしておきます。 MediaLive 信頼できるエンティティを介して S3 バケットに書き込む権限があ
る。これらのアクセス権限が組織内の誰かによって既に設定されている必要があります。詳細に
ついては、「the section called “リファレンス: 信頼されたエンティティアクセスの概要”」を参
照してください。

3. この出力を Amazon S3 バケットに送信するたびに既定 ACL MediaLive を設定する必要がある
場合にのみ、CDN 設定フィールドに入力してください。

通常、既定の ACL の使用は、組織が Amazon S3 バケットの所有者でない場合にのみ適用され
ます。出力先について話し合ったときに、既定 ACL の使用についてバケット所有者と話し合っ
たはずです。

ストリームの設定

デフォルトでは、出力は 1 つのビデオエンコードで設定されます。これは、フレームキャプチャ出
力に含められる唯一のエンコードです。したがって、オーディオエンコードや字幕エンコードを追加
したり、複数のビデオエンコードを含めたりすることはできません。
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ビデオエンコードのフィールドの詳細については、「the section called “セットアップビデオ”」を参
照してください。

HLS 出力グループの作成

チャンネルのワークフローの計画を立てたときに、HLS 出力グループを含めるオプションを選択し
た可能性があります。

トピック

• HLS 出力グループを作成する手順

• 出力先のフィールド — Amazon S3 への送信

• 出力先 (送信先) のフィールド MediaStore

• 出力先のフィールド — 送信先 MediaPackage

• 出力先のフィールド — HTTP サーバーへの送信

• HLS コンテナのフィールド

• マニフェスト内のパスをカスタマイズするためのフィールド

• 冗長マニフェストのフィールド

• 動画ストリーム、オーディオストリーム、字幕ストリーム (エンコード) のフィールド

• その他の HLS 機能のフィールド

HLS 出力グループを作成する手順

HLS 出力グループとその出力を作成するには、以下のステップに従ってください。

HLS 出力グループとその出力を作成するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Output groups] (出力グループ) で [Add] (追加) を
選択します。

2. [Add output group] (出力グループの追加) セクションで [HLS] を選択し、[Confirm] (確認) を選択
します。追加のセクションが表示されます。

• [HLS group destination] (HLS グループ送信先) - このセクションには、 出力先のフィールドが
含まれています。詳細については、ダウンストリームシステムのタイプのセクションを参照し
てください。

• the section called “送信先フィールド — Amazon S3”
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• the section called “送信先フィールド — MediaStore”

• the section called “送信先フィールド — MediaPackage”

• the section called “送信先フィールド — HTTP サーバー”

• [HLS settings] (HLS 設定) - このセクションには、出力先、回復性、字幕のフィールドが含ま
れています。

• [HLS outputs] (HLS 出力) - このセクションには、デフォルトで追加される 1 つの出力が表示
されます。

• [Location] (場所) - このセクションには、マニフェスト内のパスをカスタマイズするための
フィールドが含まれています。

• [Manifest and segments] (マニフェストとセグメント) - このセクションには、冗長マニフェス
ト、マニフェストの内容、メディアセグメントを設定するためのフィールドが含まれていま
す。

• [DRM] - このセクションには、出力の暗号化を設定するためのフィールドが含まれています。

• [Ad marker] (広告マーカー) - このセクションには、SCTE-35 広告表示を設定するための
フィールドが含まれています。

• [Captions] (字幕) - このセクションには、字幕を設定するためのフィールドが含まれていま
す。

• [ID3] - このセクションには、ID3 を設定するためのフィールドが含まれています。

3. プランのこの出力グループに複数の出力が含まれている場合は、[HLS outputs] (HLS 出力) で
[Add output] (出力の追加) を選択して、適切な数の出力を追加します。

4. [HLS outputs] (HLS 出力) で、最初の [Settings] (設定) リンクを選択して、最初の出力のセク
ションを表示します。

• [Output settings] (出力設定) - このセクションには、 出力先のフィールドが含まれています。
以下のセクションを参照してください。

• the section called “送信先フィールド — Amazon S3”

• the section called “送信先フィールド — MediaStore”

• the section called “送信先フィールド — MediaPackage”

• the section called “送信先フィールド — HTTP サーバー”

このセクションには、HLS コンテナ用のフィールドが含まれています。

• [Stream settings] (ストリーム設定) – このセクションには、出力ストリーム (動画、オーディ
オ、字幕) のフィールドが含まれています。
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5. (オプション) 出力グループと出力の名前を入力します。

• [HLS settings] (HLS 設定) の [Name] (名前) に、出力グループの名前を入力します。 
MediaLiveこの名前は内部的なもので、出力には表示されません。例えば、Sports 
Curling。

• 各出力の [HLS outputs] (HLS 出力) セクションの [名前] に、出力の名前を入力します。この名
前は MediaLive の内部にあり、出力には表示されません。例えば、high resolution など
です。

6. その他のフィールドに入力するには、この手順の後に一覧されているトピックを参照してくださ
い。

7. この出力グループとその出力の設定が完了したら、プランで必要な場合は、別の (任意のタイプ
の) 出力グループを作成できます。必要でない場合は、the section called “チャンネルを保存” に
進みます。

出力先のフィールド — Amazon S3 への送信

HLS 出力グループの送信先を計画したときに、出力を Amazon S3 に送信するという決定を下した
可能性があります。1 つ以上の出力先パスを設計する必要があります。次に、コンソールの適切な
フィールドにパスの異なる部分を入力する必要があります。

トピック

• ステップ 1: 出力先のパスを設計する

• ステップ 2: コンソールのフィールドに入力します。

ステップ 1: 出力先のパスを設計する

完全な送信先パスをまだ設計していない場合は、この手順を実行します。既にパスを設計している場
合は、「the section called “ステップ 2: フィールドを完了させる”」に進みます。

パスを設計するには

1. Amazon S3 ユーザーから以前に取得したバケット名を収集します。例:

DOC-EXAMPLE-BUCKET

2. バケットに続く送信先パスの部分を設計します。詳細については、以下のセクションを参照して
ください。
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トピック

• 出力のパスの構文

• フォルダと baseFilename の設計

• nameModifier の設計

• segmentModifier の設計

出力のパスの構文

HLS 出力には、常に 3 つのカテゴリのファイルが含まれます。

• メインマニフェスト

• そのため、子マニフェストします。

• メディアファイル

次の表では、これらの 3 つのカテゴリのファイルの送信先パスを構成する部分について説明しま
す。

これら 3 つのカテゴリのファイルの宛先パスは、BaseFileName を含めて同じです。つま
り、BaseFileName は、 MediaLive これらすべてのカテゴリのファイルを同じフォルダに送るという
ことです。修飾子とファイル拡張子は、ファイルのカテゴリごとに異なります。Amazon S3 に送信
するときは、すべてのファイルを同じフォルダに送信する必要があります。ダウンストリームシステ
ムでは、すべてのファイルが一緒になることが期待されます。

File パスの構文 例

メインマニフェストファイル protocol bucket 
path baseFilename 
extension

バケット内のメインマニフェ
ストのパスは、ファイル名の
インデックスを付けたもので
す。
s3ssl://DOC-EXAMPL 
E-BUCKET/sports/de 
livery/curling/ind 
ex.m3u8
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File パスの構文 例

子マニフェストファイル protocol bucket 
path baseFilen 
ame nameModifier 
extension

カーリング出力の高解像度レ
ンディションの子マニフェス
トのパス

s3ssl://DOC-EXAMPL 
E-BUCKET/sports/de 
livery/curling/ind 
ex-high.m3u8

メディアファイル (セグメン
ト)

protocol bucket 
path baseFilen 
ame nameModifier 
optionalSegmentMod 
ifier counter 
extension

230 番目のセグメントのファ
イルのパスは次のようになり
ます。
s3ssl://DOC-EXAMPL 
E-BUCKET/sports/de 
livery/curling/ind 
ex-high-00230.ts

これらの送信先パスは、次のように構築されます。

• Amazon S3 ユーザーがバケット名を提供していたはずです。

• 以下を決定する必要があります。

• フォルダ

• baseFilename

• 修飾子

• segmentModifier

次のセクションを参照してください。

• MediaLive カウンターの前にアンダースコアを挿入します。

• MediaLiveautomatically このカウンターを生成します。最初は、これは 00001 から始まる 5 桁
の数字で、1 ずつ増加します。つまり、00001、00002、00003 など。99999 以降、次の数字は 
100000 (6 桁)、次いで 100001、100002 というようになります。次いで、999999 から 1000000 
(7 桁) というようになります。

• MediaLive 拡張子の前にドットを挿入します。
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• MediaLive 拡張子を選択します。

• マニフェストファイルの場合 — 常に .m3u8

• メディアファイルの場合 — トランスポートストリーム内のファイルの場合は .ts、fmp4 コンテ
ナ内のファイルの場合は .mp4

フォルダと baseFilename の設計

目的に合ったフォルダパスと baseFilename を設計します。

出力ごとに 2 つの送信先がある場合、送信先パスは何らかの方法で互いに異なっていなければなり
ません。次のガイドラインに従ってください。

• 1 つのパスの少なくとも 1 つの部分が、もう一方のパスと異なっていなければなりません。すべて
の部分が異なっていても許容されます。

したがって、バケットが異なる場合、2 つの送信先のフォルダパスとファイル名が互いに異なる
か、同じにすることができます。例:

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/sports/delivery/curling/index-high.m3u8

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET1/sports/delivery/curling/index-high.m3u8

または

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/sports/delivery/curling/index-high.m3u8

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET1/sports/redundant/curling/index-high.m3u8

• バケットが同じである場合、2 つの送信先のフォルダパスとファイル名は互いに異なっていなけれ
ばなりません。例:

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/sports/delivery/curling/index-high.m3u8

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/sports/redundant/curling/index-high.m3u8

nameModifier の設計

ファイル名の nameModifier 部分を設計します。子マニフェストとメディアファイルでは、ファイ
ル名にこの修飾子が含まれています。この nameModifier は、個々の出力を区別するため、各出力
で一意である必要があります。次のガイドラインに従ってください。
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• 動画 (および他のストリーム) の出力については、通常、動画を記述します。例えば、-high また
は -1920x1080-5500kpbs (解像度とビットレート)。

• オーディオのみ、または字幕のみの出力の場合は、通常、オーディオまたは字幕を記述します。例
えば、-aac、-webVTT などです。

• baseFilename と nameModifier を分けるために、nameModifier をハイフンなどの区切り記
号で始めることをお勧めします。

• nameModifier には、データ変数を含めることができます。

segmentModifier の設計

出力先パスの segmentModifiers 部分を設計します。segmentModifier はオプションです。含める場
合は、メディアファイル名にのみ含めます。

この修飾子の標準的な用途は、データ変数を使用してタイムスタンプを作成し、チャンネルの再開時
にセグメント同士の上書きを防ぐことです。例えば、タイムスタンプ $t$- を含めるとします。セグ
メント 00001 の名前は index-120028-00001 です。数分後に出力が再開した場合 (それにより、
セグメントカウンターが再始動する)、新しいセグメント 00001 の名前は index-120039-00001
になります。新しいファイルは、元のセグメント 00001 のファイルを上書きしません。ダウンスト
リームシステムによっては、この動作が上間しい場合があります。

ステップ 2: コンソールのフィールドに入力します。

出力名と出力先パスを設計したら、HLS 出力グループを設定します。

次のフィールドは、HLS メディアおよびマニフェストファイルの場所と名前 (送信先) を設定しま
す。

• [Output group] (出力グループ) – [HLS group destination] (HLS グループ送信先) セクション

• [Output group] (出力グループ) – [HLS settings] (HLS 設定) – [CDN] セクション

• [Output group] (出力グループ) – [Location] (場所) – [Directory structure] (ディレクトリ構造)

• [Output group] (出力グループ) – [Location] (場所) – [Segments per subdirectory (サブディレクトリ
ごとのセグメント

• [HLS outputs] (HLS 出力) – [Output settings] (出力設定) – [Name modifier] (名前修飾子)

• [HLS outputs] (HLS 出力) – [Output settings] (出力設定) – [Segment modifier] (セグメント修飾子)
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通常のダウンストリームシステムの出力先を設定するには

1. [HLS group destinations] (HLS グループ送信先) セクションの [URL] フィールドに値を入力しま
す。チャンネルが標準チャンネルとして設定されている場合は送信先を 2 つ指定し、単一パイ
プラインチャンネルとして設定されている場合は 1 つ指定します。

送信先パスの部
分

フィールドの場
所

説明

protocol [HLS group 
destinations]
(HLS グループ
送信先) セク
ションの [URL]

s3ssl://

ドメイン [HLS group 
destinations]
(HLS グループ
送信先) セク
ションの [URL]

バケット名

パス [HLS group 
destinations]
(HLS グループ
送信先) セク
ションの [URL]

オプションのフォルダのパス

常に最後にスラッシュを付けます。

baseFileName [HLS group 
destinations]
(HLS グループ
送信先) セク
ションの [URL]

必須

baseFilename の最後にスラッシュを付けないでくだ
さい。
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送信先パスの部
分

フィールドの場
所

説明

修飾子 それぞれの
[HLS outputs]
(HLS 出力) セク
ションの [Name 
modifier] (名前
修飾子)

必須

修飾子が、出力グループ内のすべての出力で一意であ
ることを確認します。

SegmentMo 
difier

それぞれの
[HLS outputs]
(HLS 出力) 
セクション
の [Segment 
modifier] (セグ
メント修飾子) 
セクション

任意

このフィールドは出力ごとに存在することに注意して
ください。

2. HLS グループ宛先セクションの両方の [認証情報] セクションは空白のままにしておきます。 
MediaLive 信頼できるエンティティを介して S3 バケットに書き込む権限がある。これらのアク
セス権限が組織内の誰かによって既に設定されている必要があります。詳細については、「the 
section called “リファレンス: 信頼されたエンティティアクセスの概要”」を参照してください。

3. CDN の設定セクションで Hls S3 を選択します。

4. この出力を Amazon S3 バケットに送信するたびに既定 ACL MediaLive を設定する必要がある
場合にのみ、CDN 設定フィールドに入力してください。

通常、既定の ACL の使用は、組織が Amazon S3 バケットの所有者でない場合にのみ適用され
ます。出力先について話し合ったときに、既定 ACL の使用についてバケット所有者と話し合っ
たはずです。

出力先 (送信先) のフィールド MediaStore

HLS 出力グループの送信先を計画したときに、出力をに送信することを決めたかもしれません。 
MediaStore1 つ以上の出力先パスを設計する必要があります。次に、コンソールの適切なフィールド
にパスの異なる部分を入力する必要があります。
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トピック

• ステップ 1: 出力先のパスを設計する

• ステップ 2: コンソールのフィールドに入力します。

ステップ 1: 出力先のパスを設計する

完全な送信先パスをまだ設計していない場合は、この手順を実行します。既にパスを設計している場
合は、「the section called “ステップ 2: フィールドを完了させる”」に進みます。

パスを設計するには

1. 1 つまたは複数のコンテナのデータエンドポイントを収集します。 MediaStore この情報は以前
にユーザーから入手したものです。例:

a23f.data.mediastore.us-west-2.amazonaws.com

2. データエンドポイント (for MediaStore) に続く宛先パスの部分を設計します。

トピック

• 出力のパスの構文

• パスの作成方法 MediaLive

• フォルダと baseFilename の設計

• nameModifier の設計

• segmentModifier の設計

出力のパスの構文

HLS 出力には、常に 3 つのカテゴリのファイルが含まれます。

• メインマニフェスト

• そのため、子マニフェストします。

• メディアファイル

次の表では、これらの 3 つのカテゴリのファイルの送信先パスを構成する部分について説明しま
す。

送信先フィールド — MediaStore 324



MediaLive ユーザーガイド

これら 3 つのカテゴリのファイルの宛先パスは、BaseFileName を含めて同じです。つまり、 
MediaLive これらすべてのカテゴリのファイルが同じフォルダに送信されます。修飾子とファイル拡
張子は、ファイルのカテゴリごとに異なります。に送信するときは MediaStore、すべてのファイル
を同じフォルダに送信する必要があります。ダウンストリームシステムでは、すべてのファイルが一
緒になることが期待されます。

File パスの構文 例

メインマニフェストファイル protocol dataEndpoint 
path baseFilename 
extension

コンテナ内のパス配信に含ま
れるメインマニフェストのパ
スで、ファイル名インデック
スが付いています。
mediastoressl://a2 
3f.data.mediastore 
.us-west-2.amazona 
ws.com/delivery/in 
dex.m3u8

子マニフェストファイル protocol dataEndpo 
int path baseFilen 
ame nameModifier 
extension

出力の高解像度レンディショ
ンの子マニフェストのパス

mediastoressl://a2 
3f.data.mediastore 
.us-west-2.amazona 
ws.com/delivery/in 
dex-high.m3u8

メディアファイル (セグメン
ト)

protocol dataEndpo 
int path baseFilen 
ame nameModifier 
optionalSegmentMod 
ifier counter 
extension

230 番目のセグメントのファ
イルのパスは次のようになり
ます。
mediastoressl://a2 
3f.data.mediastore 
.us-west-2.amazona 
ws.com/delivery/in 
dex-high-00230.ts
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パスの作成方法 MediaLive

これらのパスは次のように構成されます。

• AWS サービスのユーザーからコンテナ名が提供されたはずです。

• では MediaStore、次のことを決定する必要があります。

• フォルダ

• baseFilename

• 修飾子

• segmentModifier

次のセクションを参照してください。

• MediaLive カウンターの前にアンダースコアを挿入します。

• MediaLive カウンタを生成します。カウンタは常に 00001 から始まる 5 桁です。

• MediaLive 拡張子の前にドットを挿入します。

• MediaLive 拡張子を選択します。

• マニフェストファイルの場合 — 常に  .m3u8

• メディアファイルの場合 — トランスポートストリーム内のファイルの場合は .ts、fmp4 コンテ
ナ内のファイルの場合は .mp4

フォルダと baseFilename の設計

目的に合ったフォルダパスと baseFilename を設計します。

出力ごとに 2 つの送信先がある場合、送信先パスは何らかの方法で互いに異なっていなければなり
ません。次のガイドラインに従ってください。

• 1 つのパスの少なくとも 1 つの部分が、もう一方のパスと異なっていなければなりません。すべて
の部分が異なっていても許容されます。

したがって、バケットまたはコンテナが異なる場合は、2 つの送信先のフォルダパスとファイル名
が互いに異なるか、同じにすることができます。例:

mediastoressl://a23f.data.mediastore.us-west-2.amazonaws.com/delivery/
index.m3u8
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mediastoressl://fe30.data.mediastore.us-west-2.amazonaws.com/delivery/
index.m3u8

または

mediastoressl://a23f.data.mediastore.us-west-2.amazonaws.com/delivery/
index.m3u8

mediastoressl://fe30.data.mediastore.us-west-2.amazonaws.com/redundant/
index.m3u8

• バケットまたはコンテナが同じ場合、2 つの送信先のフォルダパスとファイル名は互いに異なって
いなければなりません。例:

mediastoressl://a23f.data.mediastore.us-west-2.amazonaws.com/delivery/
index.m3u8

mediastoressl://a23f.data.mediastore.us-west-2.amazonaws.com/redundant/
index.m3u8

nameModifier の設計

ファイル名の nameModifier 部分を設計します。子マニフェストとメディアファイルでは、ファイ
ル名にこの修飾子が含まれています。この nameModifier は、個々の出力を区別するため、各出力
で一意である必要があります。次のガイドラインに従ってください。

• 動画 (および他のストリーム) の出力については、通常、動画を記述します。例えば、-high また
は -1920x1080-5500kpbs (解像度とビットレート)。

• オーディオのみ、または字幕のみの出力の場合は、通常、オーディオまたは字幕を記述します。例
えば、-aac、-webVTT などです。

• baseFilename と nameModifier を分けるために、nameModifier をハイフンなどの区切り記
号で始めることをお勧めします。

• nameModifier には、データ変数を含めることができます。

segmentModifier の設計

出力先パスの segmentModifiers 部分を設計します。segmentModifier はオプションです。含める場
合は、メディアファイル名にのみ含めます。
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この修飾子の標準的な用途は、データ変数を使用してタイムスタンプを作成し、チャンネルの再開時
にセグメント同士の上書きを防ぐことです。例えば、タイムスタンプ $t$- を含めるとします。セグ
メント 00001 の名前は index-120028-00001 です。数分後に出力が再開した場合 (それにより、
セグメントカウンターが再始動する)、新しいセグメント 00001 の名前は index-120039-00001
になります。新しいファイルは、元のセグメント 00001 のファイルを上書きしません。ダウンスト
リームシステムによっては、この動作が上間しい場合があります。

ステップ 2: コンソールのフィールドに入力します。

出力名と出力先パスを設計したら、HLS 出力グループを設定します。

次のフィールドは、HLS メディアおよびマニフェストファイルの場所と名前 (送信先) を設定しま
す。

• [Output group] (出力グループ) – [HLS group destination] (HLS グループ送信先) セクション

• [Output group] (出力グループ) – [HLS settings] (HLS 設定) – [CDN] セクション

• [Output group] (出力グループ) – [Location] (場所) – [Directory structure] (ディレクトリ構造)

• [Output group] (出力グループ) – [Location] (場所) – [Segments per subdirectory (サブディレクトリ
ごとのセグメント

• [HLS outputs] (HLS 出力) – [Output settings] (出力設定) – [Name modifier] (名前修飾子)

• [HLS outputs] (HLS 出力) – [Output settings] (出力設定) – [Segment modifier] (セグメント修飾子)

通常のダウンストリームシステムの出力先を設定するには

1. [HLS group destinations] (HLS グループ送信先) セクションの [URL] フィールドに値を入力しま
す。チャンネルが標準チャンネルとして設定されている場合は送信先を 2 つ指定し、単一パイ
プラインチャンネルとして設定されている場合は 1 つ指定します。

送信先パスの部
分

フィールドの場
所

説明

protocol [HLS group 
destinations]
(HLS グループ
送信先) セク
ションの [URL]

mediastoressl://
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送信先パスの部
分

フィールドの場
所

説明

ドメイン [HLS group 
destinations]
(HLS グループ
送信先) セク
ションの [URL]

データエンドポイント

パス [HLS group 
destinations]
(HLS グループ
送信先) セク
ションの [URL]

オプションのフォルダのパス

常に最後にスラッシュを付けます。

baseFileName [HLS group 
destinations]
(HLS グループ
送信先) セク
ションの [URL]

必須

baseFilename の最後にスラッシュを付けないでくだ
さい。

修飾子 それぞれの
[HLS outputs]
(HLS 出力) セク
ションの [Name 
modifier] (名前
修飾子)

必須

修飾子が、出力グループ内のすべての出力で一意であ
ることを確認します。

SegmentMo 
difier

それぞれの
[HLS outputs]
(HLS 出力) 
セクション
の [Segment 
modifier] (セグ
メント修飾子) 
セクション

任意

このフィールドは出力ごとに存在することに注意して
ください。
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2. HLS グループ宛先セクションの両方の [認証情報] セクションは空白のままにしておきます。 
MediaLive MediaStore 信頼できるエンティティを経由してコンテナに書き込む権限がある。こ
れらのアクセス権限が組織内の誰かによって既に設定されている必要があります。詳細について
は、「the section called “リファレンス: 信頼されたエンティティアクセスの概要”」を参照して
ください。

3. CDN の設定セクションで Hls media store を選択します。

4. MediaStore 接続を設定するための値をユーザーが提供した場合は、その値を CDN 設定セク
ションのフィールドに入力します。

出力先のフィールド — 送信先 MediaPackage

出力をに計画したときに MediaPackage、HLS 出力グループを作成して出力を送信することを決め
たかもしれません。(あるいは、MediaPackage 出力グループを作成することを決めたかもしれませ
ん)。

1 つ以上の出力先パスを設計する必要があります。次に、コンソールの適切なフィールドにパスの異
なる部分を入力する必要があります。

HLS MediaPackage 出力グループを使用して標準または toMediaPackage v2 に送信できます。この 
2 つのバージョンではプロトコルが異なります。

• MediaPackage WebDAV を使用しています。

• MediaPackage v2 はベーシック PUT を使用しています。

トピック

• ステップ 1: 出力先のパスを設計する

• ステップ 2: コンソールのフィールドに入力します。

• 標準例 MediaPackage

• MediaPackage v2 の例

ステップ 1: 出力先のパスを設計する

完全な送信先パスをまだ設計していない場合は、この手順を実行します。既にパスを設計している場
合は、「the section called “ステップ 2: フィールドを完了させる”」に進みます。
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パスを設計するには

1. MediaPackage 以前にユーザーから取得した情報を収集します。

• チャンネルの 2 つの URL ( MediaPackage入力エンドポイントは用語)。この手順の後の情報
を参照してください。

• standard を使用している場合は MediaPackage、ユーザー名とパスワードを入手してくださ
い。 MediaPackage v2 を使用している場合は、ユーザー認証情報は使用しません。

2. URL に続く送信先パスの部分を設計する必要があります。

トピック

• 標準用の情報を収集してください。 MediaPackage

• v2 MediaPackage の情報を収集してください。

• 出力のパスの構文

• nameModifier の設計

• segmentModifier の設計

標準用の情報を収集してください。 MediaPackage

MediaPackage標準では、チャネルの 2 つの URL は次の例のようになります。

6d2c.mediapackage.us-west-2.amazonaws.com/in/v2/9dj8/9dj8/channel

6d2c.mediapackage.us-west-2.amazonaws.com/in/v2/9dj8/e333/channel

実行する条件は以下のとおりです。

mediapackage入力エンドポイントが API MediaPackage のバージョン 1 を使用していることを示
します。

channel常に URL の末尾に表示されます。この宛先のすべてのファイルのベースファイル名です。

2 つの URL は、channel の直前のフォルダを除いて、常に同一です。

v2 MediaPackage の情報を収集してください。

MediaPackage v2 では、チャンネルの 2 つの URL は次の例のようになります。
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mz82o4-1.ingest.hnycui.mediapackagev2.us-west-2.amazonaws.com/in/v1/live-
sports/1/curling/index

mz82o4-2.ingest.hnycui.mediapackagev2.us-west-2.amazonaws.com/in/v1/live-
sports/2/curling/index

実行する条件は以下のとおりです。

要素 説明

mz82o4-1 および mz82o4-2 この 2 つのエンドポイントは冗長チャネル入力 
用であることを示してください。 MediaPack 
ageプレフィックスは常に、および -1 -2

mediapackagev2 入力エンドポイントが API のバージョン 2 を
使用していることを示します。 MediaPackage

live-sports/1/curling  および live-
sports/2/curling

冗長インジェスト用のフォルダー。1 つのフォ
ルダーには常に含まれ/1/、もう 1 つのフォル
ダーには常に以下が含まれます。/2/

index 常に URL の末尾に表示されます。この宛先の
すべてのファイルのベースファイル名です。

出力のパスの構文

HLS 出力には、常に 3 つのカテゴリのファイルが含まれます。

以下のセクションを参照してください。

• メインマニフェスト

• そのため、子マニフェストします。

• メディアファイル

次の表では、これらの 3 つのカテゴリのファイルの送信先パスを構成する部分について説明しま
す。

これら 3 つのカテゴリのファイルの宛先パスは、BaseFileName を含めて同じです。つまり、 
thatMediaLive これらすべてのカテゴリのファイルが同じフォルダに送信されるということで
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す。修飾子とファイル拡張子は、ファイルのカテゴリごとに異なります。に送信するときは 
MediaPackage、すべてのファイルを同じフォルダに送信する必要があります。ダウンストリームシ
ステムでは、すべてのファイルが一緒になることが期待されます。

File パスの構文 例

メインマニフェストファイル protocol channelURL 
extension

出力用のパス。 MediaPack 
age v2 を使った例を以下に示
します。

https://mz82o4-2.i 
ngest.hnycui.media 
packagev2.us-west- 
2.amazonaws.com/in 
/v1/live-sports/2/ 
curling/index.m3u8

子マニフェストファイル protocol channelUR 
L nameModifier 
extension

カーリング出力の高解像度レ
ンディション (v2 を使用する
デスティネーション) の子マニ
フェストのパスの例を次に示
します。 MediaPackage

https://mz82o4-1.i 
ngest.hnycui.media 
packagev2.us-west- 
2.amazonaws.com/in 
/v1/live-sports/1/ 
curling/index-high 
.m3u8

メディアファイル (セグメン
ト)

protocol channelUR 
L nameModifier 
optionalSegmentMod 
ifier counter 
extension

230 番目のセグメント (v2 を
使用するデスティネーション
内) のファイルのパスの例を次
に示します。 MediaPackage
https://mz82o4-1.i 
ngest.hnycui.media 
packagev2.us-west- 
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File パスの構文 例

2.amazonaws.com/in 
/v1/live-sports/1/ 
curling/index-high 
-00230.ts

これらのパスは次のように構成されます。

• チャンネルの URL MediaPackage はユーザーから提供されているはずです。URL 
は、BaseFileName までのパスの一部をカバーしています。

• 標準では MediaPackage、ベースファイル名は常にです。channel

• MediaPackage v2 では、ベースファイル名は常にです。index

• 以下を指定する必要があります。

• 修飾子

• segmentModifier

次のセクションを参照してください。

• MediaLive アンダースコアをカウンターの前に挿入します。

• MediaLive カウンタを生成します。カウンタは常に 00001 から始まる 5 桁です。

• MediaLive 拡張子の前にドットを挿入します。

• MediaLive 拡張子を選択します。

• マニフェストファイルの場合 — 常に  .m3u8

• メディアファイルの場合 — トランスポートストリーム内のファイルの場合は .ts、fmp4 コンテ
ナ内のファイルの場合は .mp4

nameModifier の設計

ファイル名の nameModifier 部分を設計します。子マニフェストとメディアファイルでは、ファイ
ル名にこの修飾子が含まれています。

この nameModifier は、個々の出力を区別するため、各出力で一意である必要があります。
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• 動画 (および他のストリーム) の出力については、通常、動画を記述します。たとえば、レンディ
ションが 3 つある場合は、とを使用できます-high。-medium -lowまた、それぞれの修飾子で解
像度とビットレート () を正確に記述することもできます。-1920x1080-5500kpbs

• オーディオのみ、または字幕のみの出力の場合は、通常、オーディオまたは字幕を記述します。例
えば、-aac、-webVTT などです。

baseFilename と nameModifier を分けるために、nameModifier をハイフンなどの区切り記号
で始めることをお勧めします。

nameModifier には、データ変数を含めることができます。

segmentModifier の設計

出力先パスの segmentModifiers 部分を設計します。segmentModifier はオプションです。含める場
合は、メディアファイル名にのみ含めます。

この修飾子の標準的な用途は、データ変数を使用してタイムスタンプを作成し、チャンネルの再開時
にセグメント同士の上書きを防ぐことです。例えば、タイムスタンプ $t$- を含めるとします。セグ
メント 00001 の名前は index-120028-00001 です。数分後に出力が再開した場合 (それにより、
セグメントカウンターが再始動する)、新しいセグメント 00001 の名前は index-120039-00001
になります。新しいファイルは、元のセグメント 00001 のファイルを上書きしません。ダウンスト
リームシステムによっては、この動作が上間しい場合があります。

ステップ 2: コンソールのフィールドに入力します。

出力名と出力先パスを設計したら、HLS 出力グループを設定します。

次のフィールドは、HLS メディアおよびマニフェストファイルの場所と名前 (送信先) を設定しま
す。

• [Output group] (出力グループ) – [HLS group destination] (HLS グループ送信先) セクション

• [Output group] (出力グループ) – [HLS settings] (HLS 設定) – [CDN] セクション

• [Output group] (出力グループ) – [Location] (場所) – [Directory structure] (ディレクトリ構造)

• [Output group] (出力グループ) – [Location] (場所) – [Segments per subdirectory (サブディレクトリ
ごとのセグメント

• [HLS outputs] (HLS 出力) – [Output settings] (出力設定) – [Name modifier] (名前修飾子)

• [HLS outputs] (HLS 出力) – [Output settings] (出力設定) – [Segment modifier] (セグメント修飾子)
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デスティネーションを設定するには

1. [HLS group destinations] (HLS グループ送信先) セクションの [URL] フィールドに値を入力しま
す。チャンネルが標準チャンネルとして設定されている場合は送信先を 2 つ指定し、単一パイ
プラインチャンネルとして設定されている場合は 1 つ指定します。

送信先パスの部
分

フィールドの場
所

説明

protocol [HLS group 
destinations]
(HLS グループ
送信先) セク
ションの [URL]

https:// と入力します。

ドメイン [HLS group 
destinations]
(HLS グループ
送信先) セク
ションの [URL]

MediaPackageチャネル URL を入力します。

パス [HLS group 
destinations]
(HLS グループ
送信先) セク
ションの [URL]

該当しません。パスはチャンネル URL に既に指定さ
れています。

baseFileName [HLS group 
destinations]
(HLS グループ
送信先) セク
ションの [URL]

該当しません。パスはチャンネル URL に既に指定さ
れています。

を使うと MediaPackage、baseFilename は常
にchannel。 MediaPackage v2 index では常にそう
です。

ベースファイル名の末尾をスラッシュで終わらせない
でください。
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送信先パスの部
分

フィールドの場
所

説明

修飾子 それぞれの
[HLS outputs]
(HLS 出力) セク
ションの [Name 
modifier] (名前
修飾子)

必須。ガイダンスについては、「the section called “名
前修飾子”」を参照してください。

修飾子が、出力グループ内のすべての出力で一意であ
ることを確認します。

SegmentMo 
difier

それぞれの
[HLS outputs]
(HLS 出力) 
セクション
の [Segment 
modifier] (セグ
メント修飾子) 
セクション

オプション。ガイダンスについては、「the section 
called “セグメント修飾子”」を参照してください。

このフィールドは出力ごとに存在することに注意して
ください。

2. 入力ユーザー名を入力します。パスワード (該当する場合) には、パラメータストアに保存され
ているパスワードの名前を入力します。AWS Systems Managerパスワード自体は入力しないで
ください。詳細については、「the section called “AWS Systems Manager Parameter Store”」を
参照してください。

3. CDN 設定セクションで、適切な接続タイプを選択します。

• 標準に送信するには MediaPackage、を選択しますHls webdav。

• MediaPackage v2 に送信するには、を選択しますBasic PUT。

4. ダウンストリームシステムによって接続の設定値が提供されている場合は、[CDN 設定] セク
ションのフィールドにその値を入力します。

標準例 MediaPackage

この例は、HLS 出力グループのダウンストリームシステムが標準の場合に宛先フィールドを設定す
る方法を示しています。 MediaPackage
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カーリングゲームをストリーミングし、高、中、低ビットレートの 3 つの出力を作成するとしま
す。

フィールド 値

[HLS settings] (HLS 設定) セクションの [CDN 
settings] (CDN 設定)

hls webdav

[HLS group destinations A] (HLS グループ送信
先 A) セクションの [URL]

6d2c.mediapackage.us-west-2 
.amazonaws.com/in/v2/9dj8/9dj8/
channel

[HLS group destinations A] (HLS グループ送信
先 A) セクションの [認証情報]

MediaPackage 認証されたリクエストのみを受
け付けるため、既知のユーザー名とパスワー
ドを入力する必要があります。 MediaPackage
パスワードには、AWS Systems Manager パラ
メータストアに保存されているパスワードの
名前を入力します。パスワード自体は入力しな
いでください。詳細については、「the section 
called “AWS Systems Manager Parameter 
Store”」を参照してください。

[HLS group destinations B] (HLS グループ送信
先 B) セクションの [URL]

6d2c.mediapackage.us-west-2 
.amazonaws.com/in/v2/9dj8/e333/
channel

[HLS group destinations B] (HLS グループ送信
先 B) セクションの [認証情報]

送信先 B の URL のユーザー名とパスワードを
入力します。両方の URL の認証情報が同じで 
ある可能性がありますが、一致しない場合もあ
ります。

[HLS outputs] (HLS 出力) セクションの [Name 
modifier] (名前修飾子)

[出力の追加] を 2 回選択します。2 つの出力行
がこのセクションに追加され、合計で 3 行に
なります。各行に、修飾子「-high」、「-
medium」、「-low」を入力します。

[Location] (場所) セクションの [Directory 
Structure] (ディレクトリ構造) と [Segments 

MediaPackage これらのフィールドは使用され
ないため、空白のままにしておきます。
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フィールド 値

Per Subdirectory] (サブディレクトリあたりの
セグメント数)

結果として、以下の名前でファイルが作成されます。

• 1 つのメインマニフェスト: channel.m3u8

• 各出力に 1 つの子マニフェスト: channel-high.m3u8、channel-medium.m3u8、channel-
low.m3u8

• 各出力の TS ファイル:

• channel-high-00001.ts、channel-high-00002.ts、channel-high-00003.ts など

• channel-medium-00001.ts、channel-medium-00002.ts、channel-
medium-00003.ts など

• channel-low-00001.ts channel-low-00002.ts、 channel-low-00003.ts、など

これらのファイルは MediaPackage で両方の URL 入力に発行されます。

MediaPackage v2 の例

この例は、HLS 出力グループのダウンストリームシステムが標準の場合に宛先フィールドを設定す
る方法を示しています。 MediaPackage

カーリングゲームをストリーミングし、高、中、低ビットレートの 3 つの出力を作成するとしま
す。

フィールド 値

[HLS settings] (HLS 設定) セクションの [CDN 
settings] (CDN 設定)

basic PUT

[HLS group destinations A] (HLS グループ送信
先 A) セクションの [URL]

mz82o4-1.ingest.hnycui.medi 
apackagev2.us-west-2.amazon 
aws.com/in/v1/live-sports/1/
curling/index
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フィールド 値

[HLS group destinations A] (HLS グループ送信
先 A) セクションの [認証情報]

空白のままにします。 MediaPackage v2 は認
証に認証情報を使用しません。

[HLS group destinations B] (HLS グループ送信
先 B) セクションの [URL]

mz82o4-2.ingest.hnycui.medi 
apackagev2.us-west-2.amazon 
aws.com/in/v1/live-sports/2/
curling/index .

[HLS group destinations B] (HLS グループ送信
先 B) セクションの [認証情報]

空白のままにしてください。 MediaPackage 
v2 は認証に認証情報を使用しません。

[HLS outputs] (HLS 出力) セクションの [Name 
modifier] (名前修飾子)

[出力の追加] を 2 回選択します。2 つの出力行
がこのセクションに追加され、合計で 3 行に
なります。各行に、修飾子「-high」、「-
medium」、「-low」を入力します。

[Location] (場所) セクションの [Directory 
Structure] (ディレクトリ構造) と [Segments 
Per Subdirectory] (サブディレクトリあたりの
セグメント数)

MediaPackage これらのフィールドは使用され
ないため、空白のままにしてください。

結果として、以下の名前でファイルが作成されます。

• 1 つのメインマニフェスト: index.m3u8

• 各出力に 1 つの子マニフェスト: index-high.m3u8、index-medium.m3u8、index-
low.m3u8

• 各出力の TS ファイル:

• index-high-00001.ts、index-high-00002.ts、index-high-00003.ts など

• index-medium-00001.ts、index-medium-00002.ts、index-medium-00003.ts など

• index-low-00001.ts index-low-00002.ts、 index-low-00003.ts、など

これらのファイルは MediaPackage で両方の URL 入力に発行されます。
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出力先のフィールド — HTTP サーバーへの送信

HLS 出力グループの送信先を計画したときに、出力を HTTP サーバーに送信するという決定を下し
た可能性があります。

1 つ以上の出力先パスを設計する必要があります。次に、コンソールの適切なフィールドにパスの異
なる部分を入力する必要があります。

トピック

• ステップ 1: 出力先のパスを設計する

• ステップ 2: コンソールのフィールドに入力します。

• HTTP または HTTPS サーバーの例

• Akamai の例

ステップ 1: 出力先のパスを設計する

完全な送信先パスをまだ設計していない場合は、この手順を実行します。既にパスを設計している場
合は、「the section called “ステップ 2: フィールドを完了させる”」に進みます。

パスを設計するには

1. ダウンストリームシステムのオペレーションから以前に取得した情報を収集します。

• ダウンストリームシステムの接続タイプ — Akamai、基本 PUT、または WebDAV。

• ダウンストリームシステムに特別な要件がある場合は、接続フィールドの設定。

• 配信用のプロトコル — HTTP または HTTPS。

• ダウンストリームシステムが認証リクエストを必要とする場合、ダウンストリームシステムに
アクセスするためのユーザー名とパスワードです。これらのユーザー認証情報は、プロトコル
ではなくユーザー認証に関連することに注意してください。ユーザー認証は、ダウンストリー
ムシステムがリクエストを受け入れるかどうかにまつわることです。プロトコルは、リクエス
トが安全な接続を介して送信されるかどうかに関するものです。

• ファイル名を含む送信先パスの全部または一部。

• 個別のサブディレクトリを設定する必要があるかどうか。

2. ダウンストリームシステムのオペレータとの計画の一環として、冗長マニフェストを実装するか
どうかを決定する必要があります。ダウンストリームシステムでカスタムマニフェストが必要か
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どうかも判断する必要があります。これら 2 つの決定を考慮して、該当するセクションを読ん
でください。

• 冗長マニフェストを実装する場合は、「the section called “マニフェスト - 冗長な HLS マニ
フェスト”」を読んでからこのセクションに戻ってください。

• マニフェストのカスタムパスを実装する場合は、「the section called “マニフェスト — カスタ
ム HLS マニフェストパス”」を読んでからこのセクションに戻ってください。

• これらの機能を実装していない場合は、このセクションを続けてお読みください。

3. バケットに続く送信先パスの部分を設計します。詳細については、以下のセクションを参照して
ください。

トピック

• 出力のパスの構文

• フォルダと baseFilename の設計

• nameModifier の設計

• segmentModifier の設計

出力のパスの構文

次の表では、これらの 3 つのカテゴリのファイルの送信先パスを構成する部分について説明しま
す。

これら 3 つのカテゴリのファイルの宛先パスは、BaseFileName を含めて同じです。つまり、 
thatMediaLive これらすべてのカテゴリのファイルが同じフォルダに送信されるということです。修
飾子とファイル拡張子は、ファイルのカテゴリごとに異なります。

File パスの構文 例

メインマニフェストファイル プロトコルドメインパス 
baseFilename 拡張子

ファイル名が /index のメイン
マニフェストの URL:
http://203.0.113.5 
5/sports/delivery/ 
curling/index.m3u8
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File パスの構文 例

子マニフェストファイル プロトコルドメインパス 
baseFilename nameModifier 
拡張子

出力の高解像度レンディショ
ンの子マニフェストの URL

http://203.0.113.5 
5/sports/delivery/ 
curling/index-high 
.m3u8

メディアファイル (セグメン
ト)

protocol domain 
path baseFilen 
ame nameModifier 
optionalSegmentMod 
ifier counter 
extension

230 番目のセグメントのファ
イルの URL は次のようになり
ます。
http:// 203.0.113 
.55/sports/deliver 
y/curling/index-hi 
gh-00230.ts

これらの送信先パスは、次のように構築されます。

• ダウンストリームシステムのオペレータからプロトコル、ドメイン、およびパスの一部が提供さて
いるはずです。例:

http://203.0.113.55/sports/

プロトコルは常に HTTP または HTTPS です。

• オペレータは以下を提供した可能性があります。それ以外の場合は、以下を決定します。

• フォルダ

• baseFilename

• 修飾子

• segmentModifier

次のセクションを参照してください。

• MediaLive カウンターの前にアンダースコアを挿入します。

• MediaLive カウンタを生成します。カウンタは常に 00001 から始まる 5 桁です。

• MediaLive 拡張子の前にドットを挿入します。
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• MediaLive 拡張子を選択します。

• マニフェストファイルの場合 — 常に  .m3u8

• メディアファイルの場合 — トランスポートストリーム内のファイルの場合は .ts、fmp4 コン
テナ内のファイルの場合は .mp4

フォルダと baseFilename の設計

出力先パスの folder および baseFilename 部分については、次のガイドラインに従ってくださ
い。

• 単一パイプラインチャンネルの場合、baseFilename は 1 つだけ必要です。

• 標準チャンネルについて、冗長マニフェストを実装しない場合は、2 つの baseFilenames が
必要です。2 つの baseFilenames は、同じものでも異なるものでもかまいません。異なる
baseFilenames を作成するときは、ダウンストリームシステムがその設定で機能することをあ
らかじめ確認します。

• 標準的なチャンネルで冗長マニフェストを実装 する場合は、the section called “冗長マニフェスト
フィールド” を参照してください。

nameModifier の設計

ファイル名の nameModifier 部分を設計します。子マニフェストとメディアファイルでは、ファイ
ル名にこの修飾子が含まれています。この nameModifier は、個々の出力を区別するため、各出力
で一意である必要があります。次のガイドラインに従ってください。

• 動画 (および他のストリーム) の出力については、通常、動画を記述します。例えば、-high また
は -1920x1080-5500kpbs (解像度とビットレート)。

• オーディオのみ、または字幕のみの出力の場合は、通常、オーディオまたは字幕を記述します。例
えば、-aac、-webVTT などです。

• baseFilename と nameModifier を明確に分けるため、区切り文字を含めることをお勧めしま
す。

• nameModifier には、データ変数を含めることができます。

segmentModifier の設計

出力先パスの segmentModifiers 部分を設計します。segmentModifier はオプションです。含める場
合は、メディアファイル名にのみ含めます。
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この修飾子の標準的な用途は、データ変数を使用してタイムスタンプを作成し、チャンネルの再開時
にセグメント同士の上書きを防ぐことです。例えば、タイムスタンプ $t$- を含めるとします。セグ
メント 00001 の名前は /index-120028-00001 です。数分後に出力が再開した場合 (それにより、
セグメントカウンターが再始動する)、新しいセグメント 00001 の名前は /index-120039-00001
になります。新しいファイルは、元のセグメント 00001 のファイルを上書きしません。ダウンスト
リームシステムによっては、この動作が上間しい場合があります。

ステップ 2: コンソールのフィールドに入力します。

次のフィールドは、HLS メディアおよびマニフェストファイルの場所と名前 (送信先) を設定しま
す。

• [Output group] (出力グループ) – [HLS group destination] (HLS グループ送信先) セクション

• [Output group] (出力グループ) – [HLS settings] (HLS 設定) – [CDN] セクション

• [Output group] (出力グループ) – [Location] (場所) – [Directory structure] (ディレクトリ構造)

• [Output group] (出力グループ) – [Location] (場所) – [Segments per subdirectory (サブディレクトリ
ごとのセグメント

• [HLS outputs] (HLS 出力) – [Output settings] (出力設定) – [Name modifier] (名前修飾子)

• [HLS outputs] (HLS 出力) – [Output settings] (出力設定) – [Segment modifier] (セグメント修飾子)

デスティネーションを設定するには

1. [HLS group destinations] (HLS グループ送信先) セクションの [URL] フィールドに値を入力しま
す。チャンネルが標準チャンネルとして設定されている場合は送信先を 2 つ指定し、単一パイ
プラインチャンネルとして設定されている場合は 1 つ指定します。

送信先 URL の部分 フィールドの場所 例

protocol [HLS group destinations]
(HLS グループ送信先) セク
ションの [URL]

http://

ドメイン [HLS group destinations]
(HLS グループ送信先) セク
ションの [URL]

203.0.113.55
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送信先 URL の部分 フィールドの場所 例

パス [HLS group destinations]
(HLS グループ送信先) セク
ションの [URL]

/sports/delivery/c 
urling/

常に最後にスラッシュを付け
ます。

baseFileName [HLS group destinations]
(HLS グループ送信先) セク
ションの [URL]

index

baseFilename の最後にス
ラッシュを付けないでくださ 
い。

修飾子 それぞれの [HLS outputs]
(HLS 出力) セクションの 
[Name modifier] (名前修飾子)

必須

修飾子が、出力グループ内の
すべての出力で一意であるこ
とを確認します。

SegmentModifier それぞれの [HLS outputs]
(HLS 出力) セクションの 
[Segment modifier] (セグメン
ト修飾子) セクション

任意

このフィールドは出力ごとに
存在することに注意してくだ
さい。

2. ダウンストリームシステムでユーザー認証が必要な場合は MediaLive、各 HLS グループの宛先
セクションで、「認証情報」セクションに入力します。ダウンストリームシステムによって提
供されたユーザー名とパスワードを入力します。パスワードには、AWS Systems Manager パラ
メータストアに保存されているパスワードの名前を入力します。パスワード自体は入力しないで
ください。詳細については、「the section called “AWS Systems Manager Parameter Store”」を
参照してください。

3. CDN の設定セクションで、ダウンストリームシステムで使用するように指示されたオプション 
(Akamai、PUT、または WebDAV) を選択します。

4. ダウンストリームシステムによって接続の設定値が提供されている場合は、[CDN 設定] セク
ションのフィールドにその値を入力します。
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HTTP または HTTPS サーバーの例

この例では、ダウンストリームシステムがベーシック PUT を使用する HTTPS サーバーである場合
に送信先フィールドを設定する方法を示します。

カーリングゲームをストリーミングし、高、中、低ビットレートの 3 つの出力を作成するとしま
す。

フィールド 値

[HLS settings] (HLS 設定) セクションの [CDN 
settings] (CDN 設定)

Hls basic put

ダウンストリームシステムからの指示に従っ
て、他の CDN フィールドを変更します。

[HLS group destinations A] (HLS グループ送信
先 A) セクションの [URL]

例:

https://203.0.113.55/sports/
curling/index

[HLS group destinations A] (HLS グループ送信
先 A) セクションの [認証情報]

ダウンストリームシステムで認証リクエスト
が必要な場合は、ダウンストリームシステム
によって提供されたユーザー名を入力します。
パスワードには、AWS Systems Manager パラ
メータストアに保存されているパスワードの
名前を入力します。パスワード自体は入力しな
いでください。詳細については、「the section 
called “AWS Systems Manager Parameter 
Store”」を参照してください。

[HLS group destinations B] (HLS グループ送信
先 B) セクションの [URL]

例:

https://203.0.113.82/sports/
curling/index

[HLS group destinations B] (HLS グループ送信
先 B) セクションの [認証情報]

送信先 B の URL のユーザー名とパスワードを
入力します (該当する場合)。認証情報は、おそ
らく両方の URL で同じですが、異なる場合も
あります。

送信先フィールド — HTTP サーバー 347



MediaLive ユーザーガイド

フィールド 値

[HLS outputs] (HLS 出力) セクションの [Name 
modifier] (名前修飾子)

[出力の追加] を 2 回選択します。2 つの出力行
がこのセクションに追加され、合計で 3 行に
なります。各行に、修飾子「-high」、「-
medium」、「-low」を入力します。

[Location] (場所) セクションの [Directory 
Structure] (ディレクトリ構造) と [Segments 
Per Subdirectory] (サブディレクトリあたりの
セグメント数)

ダウンストリームシステムがこれらのフィール
ドを使用しないと仮定します。

結果として、以下の名前でファイルが作成されます。

• 1 つのメインマニフェスト: index.m3u8

• 各出力に 1 つの子マニフェスト: index-high.m3u8、index-medium.m3u8、index-
low.m3u8

• 各出力の TS ファイル:

• index-high-00001.ts、index-high-00002.ts、index-high-00003.ts など

• index-medium-00001.ts、index-medium-00002.ts、index-medium-00003.ts など

• index-low-00001.ts、index-low-00002.ts、 index-low-00003.ts など

ファイルは、ダウンストリームシステムの 2 つのホストと、各ホストにある sports という名前の
フォルダに発行されます。

Akamai の例

この例では、ダウンストリームシステムが Akamai サーバーである場合に送信先フィールドを設定す
る方法を示します。

カーリングゲームをストリーミングし、高、中、低ビットレートの 3 つの出力を作成するとしま
す。
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フィールド 値

[HLS settings] (HLS 設定) セクションの [CDN 
settings] (CDN 設定)

HLS akamai

Akamai トークン認証を使用している場合は、
この設定を選択します。Akamai からの指示に
従って、他の CDN フィールドを変更します。
HLS basic put

ダイジェスト認証を使用している場合は、この
設定を選択します。Akamai からの指示に従っ
て、他の CDN フィールドを変更します。

[HLS group destinations A] (HLS グループ送信
先 A) セクションの [URL]

例:

https://p-ep50002.i.akamaie 
ntrypoint.net/50002/curling/
index

この URL を Akamai の用語にマッピングしま
す。

• p-ep はプライマリエントリポイント

https://p-ep50002.i.akamaientrypoint.net はホ
スト名です

• 50002 はプライマリー・エントリ・ポイント
のストリーム ID です。

• curling はイベント名

• index はマニフェスト名です。

[HLS group destinations A] (HLS グループ送信
先 A) セクションの [認証情報]

Akamai で認証リクエストが必要な場合は、Ak 
amai に認識されているユーザー名とパス
ワードを入力します。パスワードには、AWS 
Systems Manager パラメータストアに保存さ
れているパスワードの名前を入力します。パ
スワード自体は入力しないでください。詳細に
ついては、「the section called “AWS Systems 
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フィールド 値

Manager Parameter Store”」を参照してくださ 
い。

[HLS group destinations B] (HLS グループ送信
先 B) セクションの [URL]

例:

https://b-ep50002.i.akamaie 
ntrypoint.net/50002-b/curling/
index

この URL を Akamai の用語にマッピングしま
す。

• b-ep はバックアップエントリポイント

https://b-ep50002.i.akamaientrypoint.net はホ
スト名です

• 50002-b はバックアップエントリポイントの
ストリーム ID です。

• curling はイベント名

• index はマニフェスト名です。

[HLS group destinations B] (HLS グループ送信
先 B) セクションの [認証情報]

もう一方の送信先の URL のユーザー名とパス 
ワードを入力します (該当する場合)。認証情報
は、おそらく両方の URL で同じですが、異な 
る場合もあります。

[HLS outputs] (HLS 出力) セクションの [Name 
modifier] (名前修飾子)

[出力の追加] を 2 回選択します。2 つの出力行
がこのセクションに追加され、合計で 3 行に
なります。各行に、修飾子「-high」、「-
medium」、「-low」を入力します。

[Location] (場所) セクションの [Directory 
Structure] (ディレクトリ構造) と [Segments 
Per Subdirectory] (サブディレクトリあたりの
セグメント数)

Akamai からの指示に従って、フィールドに入
力します。
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結果として、以下の名前でファイルが作成されます。

• 1 つのメインマニフェスト: index.m3u8

• 各出力に 1 つの子マニフェスト: index-high.m3u8、index-medium.m3u8、index-
low.m3u8

• 各出力の TS ファイル:

• index-high-00001.ts、index-high-00002.ts、index-high-00003.ts など

• index-medium-00001.ts、index-medium-00002.ts、index-medium-00003.ts など

• index-low-00001.ts index-low-00002.ts、 index-low-00003.ts、など

ファイルは次の 2 か所に公開されます。

• Akamai p-ep50002.i.akamaientrypoint.net ホストでは、というフォルダにありま
す。50002

• ホストでは、b-ep50002.i.akamaientrypoint.netというフォルダにあります。50002-b

HLS コンテナのフィールド

次のフィールドで、各出力のコンテナを設定します。

• [HLS outputs] (HLS 出力) – [Output settings] - [HLS settings] (HLS 設定) セクション

これらのフィールドは、マニフェストの内容とセグメントの構造を制御します。一方、the section 
called “マニフェストの内容フィールド” で説明されているフィールドは、出力に含めるマニフェスト
とセグメントの数を制御します。

コンテナを設定するには

1. [HLS settings] で、該当するオプションを選択します。オプションの詳細については、この手順
の後にあるリストを参照してください。

2. [標準 HLS] の場合は、追加のフィールドが表示されます。[トランスポート/コンテナの設定] と 
[PID 設定] を選択します。追加のフィールドが表示されます。

3. 任意のフィールドを変更します。通常、これら 2 つのセクションのフィールドを変更するの
は、ダウンストリームシステムによって値が提供されている場合です。
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HLS コンテナについて

MediaLive 以下のタイプのコンテナをサポートします。

• [Standard hls] (標準 HLS) – ストリーム (エンコード) をトランスポートストリーム (TS) にパッ
ケージ化する場合は、このタイプのコンテナを選択します。出力グループ内のすべての出力 (オー
ディオレンディショングループの一部である出力を除く) に対して、このコンテナタイプを選択し
ます。各出力には、次のエンコードが含まれる場合があります。

• 1 つのビデオエンコード

• 字幕が埋め込まれた 1 つのビデオエンコード

• 1 つのビデオエンコード (およびオプションの埋め込み字幕) と 1 つ以上のオーディオエンコー
ド

• 1 つの字幕エンコード

• Fmp4 hls – ストリーム (エンコード) をフラグメント化 MP4 としてパッケージ化する場合は、こ
のタイプのコンテナを選択します。出力グループ内のすべての出力 (オーディオレンディショング
ループの一部である出力を除く) に対して、このコンテナタイプを選択します。各出力には、次の
エンコードが含まれる場合があります。

• 1 つのビデオエンコード

• 字幕が埋め込まれた 1 つのビデオエンコード

• 1 つの字幕エンコード

• [Audio-only] (オーディオのみ) – オーディオレンディショングループの一部であるオーディオのみ
の出力に対し、それぞれこのタイプのコンテナを選択します。レンディショングループは、TS (ト
ランスポートストリーム) の一部でも、fMP4 パッケージの一部でもかまいません。オーディオレ
ンディショングループの作成については、the section called “オーディオ - HLS のオーディオレン
ディショングループ” を参照してください。

• [Frame capture] (フレームキャプチャ) — 出力グループにフレームキャプチャの JPEG ファイルを
作成するには、このタイプのコンテナを選択します。このコンテナは、トリックプレイを実装す
るために使用されます。この機能の詳細およびチャンネルでの設定手順については、「the section 
called “イメージメディアプレイリスト仕様によるトリックプレイトラック”」を参照してくださ
い。

マニフェスト内のパスをカスタマイズするためのフィールド

メインマニフェストの中には、それぞれの子マニフェストへのパスがあります。それぞれの子マニ
フェストの中には、そのマニフェストのメディアファイルへのパスがあります。
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必要に応じてこれらのパスの構文を変更できます。通常、構文の変更が必要なのは、ダウンストリー
ムシステムに特別なパス要件がある場合に限られます。

次のフィールドは、マニフェスト内のカスタムパスに関連します。

• [HLS 出力グループ] – [場所] – [Base URL content (ベース URL コンテンツ)] フィールド

• [HLS 出力グループ] – [場所] – [Base URL manifest (ベース URL マニフェスト)] フィールド。

マニフェスト内のカスタムパスの設定については、the section called “マニフェスト — カスタム 
HLS マニフェストパス” を参照してください。

冗長マニフェストのフィールド

MediaLive HLS 仕様で指定されている冗長マニフェストをサポートします。この機能は、標準チャ
ンネルで有効にできます。

次のフィールドは、冗長マニフェストに関連します。

• [HLS output group] (HLS 出力グループ) – [Manifests and Segments] (マニフェストとセグメント) – 
[Redundant manifests] ([冗長なマニフェスト) フィールド

• [HLS 出力グループ] – [場所] – [Base URL manifest (ベース URL マニフェスト)] フィールド

• [HLS 出力グループ] – [場所] – [Base URL content (ベース URL コンテンツ)] フィールド

ダウンストリームシステムとしての HLS 出力グループでは、この機能を有効にすることはできませ
ん。 MediaPackage

冗長マニフェストのセットアップの詳細については、the section called “マニフェスト - 冗長な HLS 
マニフェスト” を参照してください。

動画ストリーム、オーディオストリーム、字幕ストリーム (エンコード) の
フィールド

次のフィールドは、各出力の動画、オーディオ、字幕のエンコーディングに関連します。

• [ストリーム設定] セクション

エンコードの作成については、以下のセクションを参照してください。
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• the section called “セットアップビデオ”

• the section called “オーディオ設定”

• the section called “字幕の設定”

その他の HLS 機能のフィールド

トピック

• 接続リトライ用のフィールド

• マニフェストの内容のフィールド

• セグメントのフィールド

• 回復性のフィールド

• DRM のフィールド

• SCTE-35 広告表示のフィールド

• 字幕のフィールド

• ID3 メタデータのフィールド

接続リトライ用のフィールド

アウトプットグループ — HLS 設定 — CDN 設定セクションの以下のフィールドは、ダウンストリー
ムシステムへの再接続の動作を設定します。

• 接続の再試行間隔

• Num retries (再試行回数)

• Filecache duration

• Restart delay

フィールドの詳細については、コンソールのフィールドの横にある [情報] リンクを選択してくださ
い。 MediaLive

マニフェストの内容のフィールド

[HLS 出力グループ] – [マニフェストとセグメント] セクションの以下のフィールドでは、HLS 子マニ
フェストに含める情報を設定します。
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• 出力選択

• Mode (モード)

• Stream inf resolution

• Manifest duration format

• Num segments

• [I-frame only playlists] — このフィールドは、i-frameを介してトリックプレイを実装するために使
用されます。詳細については、「the section called “i-frame でトラックをトリックプレイする”」
を参照してください。

• プログラム日付時刻 (PDT) — このフィールドは、マニフェストファイルにタグを含めたり除外し
たりするために使用されます。EXT-X-PROGRAM-DATE-TIMEタグ情報は、ダウンストリームの
プレーヤーが PDT クロックフィールドで選択したソースにストリームを同期させるのに役立ちま
す。

• プログラム日付時間 (PDT) 期間 — このフィールドでは、タグを挿入する時間間隔を秒単位で設定
します。EXT-X-PROGRAM-DATE-TIME

• プログラム日付時刻 (PDT) クロック — このフィールドは PDT のタイムソースを選択するために
使用されます。出力タイムコードまたは UTC 時間を選択できます。

• Client cache

• Timestamp delta microseconds

• Codec specification

• Manifest compression

フィールドの詳細については、コンソールのフィールドの横にある [情報] リンクを選択してくださ
い。 MediaLive

セグメントのフィールド

次のフィールドは、出力内のメディアセグメントを設定します。

• [HLS 出力グループ] – [マニフェストとセグメント] セクションの次のフィールド:

• TS file mode

• [Segment length] (セグメントの長さ)

• Keep segments

• Min segment length
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• [HLS outputs] (HLS 出力) – [Output settings] (出力設定) – [H.265 Packaging type] (H.265 パッケー
ジングタイプ) このフィールドは fMP4 出力にのみ適用されます。 MediaLive他のタイプではこの
フィールドの値を無視します。

フィールドの詳細については、フィールドの横にある [情報] リンクを選択してください。

回復性のフィールド

次のフィールドは、HLS 出力での回復性の実装に関連します。

• [HLS output group] (HLS 出力グループ) – [HLS Settings] (HLS 設定) セクション – [Input loss 
action] (入力損失時のアクション)

オプションで、[入力損失時のアクション] の値を変更します。

通常のダウンストリームシステムのセットアップ

この HLS 出力を AWS Elemental MediaPackage 以外のダウンストリームシステムに送信する場合
は、[情報] リンクを選択して、選択するオプションを決定します。

MediaPackage のセットアップ

この HLS 出力を AWS Elemental MediaPackage に送信する場合は、チャネルクラスの設定方法と一
致するようにこのフィールドを設定します。

• チャンネルが標準チャンネル (入力冗長性をサポートするため MediaPackage) の場合は、この
フィールドを PAUSE_OUTPUT に設定します。

この設定では、 MediaLive 一方のパイプラインで出力の生成が停止し、 MediaPackage 現在の入
力にコンテンツがないことを検出して、もう一方の入力に切り替えます。コンテンツの損失は最小
限に抑えられます。

(このフィールドを EMIT_OUTPUT に設定すると、 MediaLiveフィラーフレームがに送信されま
す。 MediaPackage MediaPackage フィラーフレームをコンテンツが失われたとは見なさないた
め、他の入力には切り替わりません。)

• チャンネルが単一パイプラインチャンネルの場合は、このフィールドを [EMIT_OUTPUT] に設定
します。

この設定では、 MediaLive パイプラインに障害が発生しても、 MediaPackage そのパイプライン
の下流システムへの配信を継続します (ただし、コンテンツはフィラーフレームになります)。
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このフィールドを [PAUSE_OUTPUT] に設定すると、 MediaPackage はエンドポイントの更新を
停止します。これにより、ダウンストリームシステムで問題が発生する可能性があります。

DRM のフィールド

静的キーにより DRM を設定して出力を暗号化する場合にのみ、[DRM] セクションに入力します。

• キープロバイダー設定で、[静的キー] を選択します。

• 必要に応じて、その他のフィールドに入力します。フィールドの詳細については、フィールドの横
にある [情報] リンクを選択してください。

静的キーの設定では、このセクションに暗号化キー (および他の設定データ) を入力し、そのキーを 
(E メールで送信するなどして) 相手に渡します。静的キーは実際には DRM ソリューションではな
く、安全性も高くありません。

MediaLive 暗号化オプションとしてスタティックキーのみをサポートします。キープロバイダーで 
DRM ソリューションを使用するには、HLS 出力グループの代わりに出力グループを作成してAWS 
Elemental MediaPackage、 MediaPackage 出力をに配信する必要があります。次に、を使用して動
画を暗号化します。 MediaPackage詳細については、AWS Elemental MediaPackage ユーザーガイ
ドを参照してください。

SCTE-35 広告表示のフィールド

出力に SCTE-35 広告メッセージを含め、HLS マニフェストを修飾する予定の場合は、[広告マー
カー] セクションに入力します。「the section called “SCTE-35 メッセージの処理”」、特に「the 
section called “デコレーションの有効化 – HLS”」を参照してください。

字幕のフィールド

次のフィールドは、HLS 出力の埋め込み字幕に関連します。この HLS 出力に少なくとも 1 つの埋め
込み字幕エンコードを作成する予定の場合は、次のフィールドが適用されます。

• [字幕] セクションの [字幕言語設定]。

オプションで、埋め込み字幕の言語に関する情報を含めるように HLS マニフェストを設定できま
す。

• [HLS settings] (HLS 設定) セクション – [Caption language mappings] (字幕言語マッピング)
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オプションで、各 CC (字幕チャンネル) 番号と言語に関する情報を含めるように HLS マニフェス
トを設定できます。

両フィールドの詳細については、the section called “HLS マニフェスト ” を参照してください。

ID3 メタデータのフィールド

この出力グループのすべての出力に時間指定 ID3 メタデータまたは ID3 セグメントタグを挿入する
場合は、[ID3] セクションに入力します。詳細な手順については、「the section called “チャンネルの
作成時の ID3 メタデータの挿入”」を参照してください。

MediaPackage 出力グループを作成します。

チャンネルのワークフローを計画したときに、 MediaPackage 出力グループを含めることを決め
たかもしれません。(または、HLS 出力グループを使用して配信することにしたかもしれません) 
MediaPackage。

トピック

• MediaPackage 出力グループを作成する手順

• [Streams] セクション

• この手順の結果

MediaPackage 出力グループを作成する手順

次の手順に従って、 MediaPackage 出力グループとその出力を作成します。

MediaPackage 出力グループとその出力を作成するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Output groups] (出力グループ) セクションで
[Add] (追加) を選択します。コンテンツペインが [出力グループの追加] セクションに変わりま
す。

2. を選択しMediaPackage、次に [確認] を選択します。追加のセクションが表示されます。

• MediaPackage目的地

• MediaPackage設定
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• MediaPackageoutput —このセクションには、デフォルトで追加される 1 つの出力が表示され
ます。

3. 「MediaPackageデスティネーション」セクションの「MediaPackage チャネル ID」に、その
チャネルのチャネル ID を入力します。例えば、curlinglive などです。

4. この出力グループの計画の一環として、 MediaPackage 要件についてユーザーと話し合いまし
た。また、次の情報も入手してください。

• MediaPackage チャンネルの ID。例えば、curlinglive などです。

5. (オプション) MediaPackage設定セクションの [名前] に、出力グループの名前を入力します。

6. プランにこの出力グループに複数の出力が含まれている場合は、[出力] で [MediaPackage 出力
を追加] を選択して適切な数の出力を追加します。

トリックプレイを実装するために、出力を追加したい場合があります。この機能の詳細および
チャンネルでの設定手順については、「the section called “イメージメディアプレイリスト仕様
によるトリックプレイトラック”」を参照してください。

7. 最初の [設定] リンクを選択して、最初の出力のセクションを表示します。このセクションに
は、出力ストリーム (動画、オーディオ、字幕) のフィールドが含まれています。

8. この出力グループとその出力の設定が完了したら、プランで必要な場合は、別の (任意のタイプ
の) 出力グループを作成できます。必要でない場合は、the section called “チャンネルを保存” に
進みます。

[Streams] セクション

次のフィールドは、出力内の動画ストリーム、オーディオストリーム、字幕ストリーム (エンコード) 
のエンコーディングに関連します。

• [ストリーム設定] セクション

エンコードの作成については、以下のセクションを参照してください。

• the section called “セットアップビデオ”

• the section called “オーディオ設定”

• the section called “字幕の設定”
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ビデオエンコードとオーディオのみのエンコードのパッケージ化

MediaLive 各出力内のエンコードのパッケージ化は次のように処理されます。

• 出力に動画とオーディオの両方が含まれている場合 (およびオプションで字幕)、オーディオレン
ディションは「program audio」としてマークされます。

• 出力に動画が含まれていない場合、オーディオレンディションは「audio only」としてマークさ
れ、各オーディオエンコードは「ALTERNATE_AUDIO_NOT_AUTO_SELECT」としてマークされま
す。

動画の幅と高さの設定

このセクションでは、[ストリーム設定] の [Video (動画)] のフィールドについて説明します。

[Width (幅)] と [Height (高さ)] で値を指定する必要があります。 MediaPackage 出力グループは、こ
れらのフィールドを空白のままにしてソースビデオの幅と高さを使用することをサポートしていませ
ん。

動画のアスペクト比の設定

このセクションでは、[ストリーム設定] の [Video (動画)]、[Aspect ratio (アスペクト比)] のフィール
ドについて説明します。

[PAR コントロール] を「SPECIFIED」に設定する必要があります。 MediaPackage出力グ
ループは、ソースビデオに合わせて出力の縦横比を設定することをサポートしていません。
「SPECIFIED」を選択した場合は、[PAR numerator (PAR 分子)] と [PAR denominator (PAR 分母)] 
を入力する必要があります。[AFD] フィールドは必要に応じて設定します。

動画のフレームレートの設定

このセクションでは、[ストリーム設定] の [Video (動画)]、[Frame rate (フレームレート)] のフィール
ドについて説明します。

[Framerate control] を「SPECIFIED」に設定する必要があります。 MediaPackage出力グループ
は、ソースビデオに従うように出力のフレームレートを設定することをサポートしていません。
「SPECIFIED」を選択した場合は、[Framerate numerator] と [Framerate denominator (フレーム
レート分母)] を入力する必要があります。スキャンタイプは必要に応じて設定できます。フレーム
レートに直接関係しません。
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GOP とセグメントの設定

このセクションでは、[ストリーム設定] の [Video (動画)]、[GOP structure (GOP 構造)] のフィールド
について説明します。

ビデオの場合は、 MediaLive 出力元のセグメントサイズが、 MediaPackageで指定したセグメント
サイズに近いセグメントサイズになるように GOP サイズを設定する必要があります。 MediaLive そ
して、 MediaPackage 協力して最終的なセグメントサイズを決めてください。ロジックは次のとお
りです。

• で MediaLive [GOP サイズ] と [GOP サイズ単位] フィールドを指定します。

• MediaLive Output ページの「ビデオ (Video)」セクションで指定したフレームレートを考慮して 
GOP デュレーションを計算します。

• で MediaPackage 、セグメントの長さを指定します。常に整数を指定します。このセグメント再
生時間は、必要な最小再生時間です。

• MediaPackage ビデオを受信したときに MediaLive、そのセグメントに整数の GOP が収まるよ
うにセグメントの長さをどの程度調整する必要があるかが決まります。セグメントの再生時間は
上方向にのみ調整でき、下方向には調整できません。この調整されたセグメント再生時間は、 
MediaPackage が生成するマニフェストに表示されます。

例 1

で GOP MediaLive サイズを 60 フレームに設定したと仮定します。フレームレートを 29.97 に設定
します。これら 2 つの値により、GOP の再生時間は 2.002 秒になります。

で、 MediaPackage セグメントの長さを 6 秒に設定したと仮定します。このセグメント再生時間
は、必要な最小再生時間です。

MediaPackage 動画を受信すると MediaLive、そのセグメントに GOP の数が収まるようにセグメン
トの長さをどれだけ調整する必要があるかが決まります。この場合、セグメントの再生時間は 6.006 
秒 (3 つの GOP、各 GOP の長さは 2.002 秒) に調整する必要があります。

例 2

MediaLiveで GOP サイズを 90 フレームに設定したと仮定します。フレームレートを 30 に設定しま
す。これら 2 つの値により、GOP 再生時間は 3 秒になります。

で、 MediaPackage セグメントの長さを 4 秒に設定したと仮定します。このセグメント再生時間
は、必要な最小再生時間です。
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MediaPackage 動画を受信すると MediaLive、そのセグメントに GOP の数が収まるようにセグメン
トの長さをどれだけ調整する必要があるかが決まります。この場合、セグメントの再生時間は 6 秒 
(2 つの GOP、各 GOP の長さは 3 秒) に調整する必要があります。

その他のエンコードフィールド

各エンコードタイプのフィールドについては、次のセクションを参照してください。

• the section called “セットアップビデオ”

• the section called “オーディオ設定”

• the section called “字幕の設定”

この手順の結果

MediaPackage 出力グループでは、通常の HLS 出力グループほど多くのフィールドを設定する必要
はありません。代わりに、 MediaLive 出力グループを次のように自動的に設定します。

送信先

• パイプライン 0 からの出力は、チャネル内の最初のインジェストエンドポイントにマップされま
す MediaPackage 。パイプライン 1 からの出力 (標準チャンネルを設定している場合) は、2 番目
の取り込みエンドポイントにマッピングされます。

各パイプラインの取り込みエンドポイントへのマッピングは変更されません。マッピングで発生す
る可能性のある変更は、単一パイプライン入力を標準クラスの入力にアップグレードするか、単一
パイプラインチャンネルを標準チャンネルにアップグレードする場合だけです。どちらの場合も、
パイプライン 1 は 2 番目の取り込みエンドポイント (常に存在している) にマッピングされます。

チャンネルを作成した後で、マッピングの詳細を表示できます。AWS Elemental MediaPackage
ユーザーガイドの「チャンネルの詳細を表示する」 の手順に従ってください。Inputs セクション
では、最初の項目 (インジェストエンドポイント) MediaLive は常にチャンネルのパイプライン 0 
にマップされ、2 番目の項目は常にパイプライン 1 にマップされます。

• 出力は WebDAV MediaPackage を使用して配信されます。出力は常にライブストリームであ
り、VOD ストリームではありません。

• 出力の名前は Output n に自動的に設定されます。ここで、n は 1 から始まる整数です。

• 各出力の nameModifier は、出力名と一致するように自動的に設定されます。
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コンテナ

• コーデックの仕様は RFC 4281 です。プレーヤーデバイスがこの情報を使用する場合がありま
す。

• プログラムの日付時刻 (PDT) の期間は 1 秒に設定されています。

• PAT 間隔は 0 に設定されます。つまり、各セグメントの先頭に 1 つの PAT が挿入されます。

• PMT 間隔は 0 に設定されます。つまり、各セグメントの先頭に 1 つの PMT が挿入されます。

回復性

• 回復性は以下のように扱われます。 MediaLive への入力が失われた場合、 MediaLive 動作は配信
を一時停止することです。 MediaPackage はこの動作を想定し、他の入力に切り替えることで損
失を処理します。

SCTE-35

• SCTE-35 メッセージのパススルーは常に有効です。SCTE-35 マーカーを出力に入れたくない場
合は、チャンネルインからマーカーを削除できます。AWS Elemental MediaPackage出力での 
SCTE-35 の処理については、 MediaPackageを参照してください。the section called “SCTE-35 
メッセージの処理”

ID3

• ID3 メタデータは有効になっています。

• 出力グループを介して ID3 マーカーを挿入する機能は無効になっています。ただし、入力にあ
る ID3 マーカーを通すように設定でき、スケジュールを使用して ID3 マーカーを挿入できます。 
MediaLive MediaPackage出力での ID3 処理の詳細については、を参照してください。the section 
called “ID3 メタデータ”

Microsoft Smooth 出力グループの作成

チャンネルのワークフローの計画を立てたときに、Microsoft Smooth 出力グループを含めるオプ
ションを選択した可能性があります。

トピック

• Microsoft Smooth 出力グループを作成する手順
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• 出力先のフィールド

• コンテナのフィールド

• エンコードのフィールド

• その他の Microsoft Smooth 機能のフィールド

Microsoft Smooth 出力グループを作成する手順

Microsoft Smooth 出力グループとその出力を作成するには、以下のステップに従ってください。

Microsoft Smooth 出力グループとその出力を作成するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Output groups] (出力グループ) セクションで
[Add] (追加) を選択します。

2. [Add output group (出力グループの追加)] セクションで、まず [Microsoft Smooth]、次に [確認] 
を選択します。追加のセクションが表示されます。

• [Microsoft Smooth group destination] (Microsoft Smooth グループの送信先) - このセクション
には、出力先のフィールドが含まれています。

• [Microsoft Smooth settings] (Microsoft Smooth 設定) - このセクションには、コンテナ、ダウン
ストリームシステムへの接続、回復性のフィールドが含まれています。

• Microsoft Smooth outputs (Microsoft Smooth 出力) - このセクションには、デフォルトで追加
される 1 つの出力が表示されます。

• [Event configuration] (イベント設定) - このセクションには、出力先とコンテナのフィールドが
含まれています。

• [Timecode configuration] (タイムコードの設定) - このセクションには、出力内のタイムコー
ドのフィールドが含まれています。

• [Sparse track] (疎追跡) - このセクションには、コンテナのフィールドが含まれています。

3. プランのこの出力グループに複数の出力が含まれている場合は、[Microsoft Smooth 出力] で 
[Add output (出力の追加)] を選択して、適切な数の出力を追加します。

4. [Microsoft Smooth 出力] で、最初の [設定] リンクを選択して、最初の出力のセクションを表示し
ます。

• [Output settings] (出力設定) - このセクションには、出力先とコンテナのフィールドが含まれ
ています。
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• [Stream settings] (ストリーム設定) – このセクションには、出力ストリーム (動画、オーディ
オ、字幕) のフィールドが含まれています。

5. (オプション) 出力グループと出力の名前を入力します。

• [Microsoft Smooth 設定] の [名前] に、出力グループの名前を入力します。この名前は内部で使
用され、出力には表示されません MediaLive。例えば、Sports Curling などです。

• 各出力の [出力設定] セクションの [出力名] に、出力の名前を入力します。 MediaLiveこの名
前は内部的なもので、出力には表示されません。例えば、high resolution などです。

6. その他のフィールドに入力するには、この手順の後に一覧されているトピックを参照してくださ
い。

7. この出力グループとその出力の設定が完了したら、プランで必要な場合は、別の (任意のタイプ
の) 出力グループを作成できます。必要でない場合は、the section called “チャンネルを保存” に
進みます。

出力先のフィールド

以下のフィールドで、各 Microsoft Smooth 出力の出力先を設定します。

• [Output group] (出力グループ) - Microsoft Smooth group destination (Microsoft Smooth グループ送
信先) セクション

• [Output group – Event configuration – Event ID mode] (出力グループ - イベント設定 - イベント ID 
モード)

• [Output group – Event configuration – Event ID] (出力グループ - イベント設定 - イベント ID)

• [Microsoft Smooth settings] (Microsoft Smooth 設定) セクション – [General configuration] (全般設
定) セクション:

• 接続の再試行間隔

• Num retries (再試行回数)

• Filecache duration

• Restart delay

• 証明書モード

コンソールのフィールドに入力します。

Microsoft Smooth 出力グループの各出力のフルパスは、次のもので構成されます。
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URL eventID streamInformation

• URL とイベント ID は、発行ポイントとも呼ばれます。例:

https://203.0.113.18/sports/Events(1585232182)

• MediaLive 入力した情報を使用してイベント ID を生成します。詳細については、コンソールの
[Event Configuration] (イベント設定) を展開し、各フィールドの横にある [Info] (情報) リンクを選
択してください。

• MediaLive ストリーム ID を生成します。ストリームには、0 から始まる一意の番号が割り当てら
れます。例: /Streams(stream0)。

MediaLive 出力のログを見ると、ストリーム情報を確認できます。

ダウンストリームシステムへのパスと接続を指定するには

1. Microsoft Smooth ダウンストリームシステムのオペレータと要件について話し合ったときに、
以下の情報を取得したはずです。

• 1 つ以上の送信先の URL。例:

https://203.0.113.55/sports/curling

https://203.0.113.82/sports/curling

• Microsoft IIS サーバーが認証リクエストを求めるる場合にそのサーバーにアクセスするための
ユーザー名とパスワード。

• ダウンストリームシステムに特別な要件がある場合は、接続フィールドの設定。

2. [Microsoft Smooth group destinations] (Microsoft Smooth グループ送信先) セクションの [URL] 
フィールドに値を入力します。チャンネルが標準チャンネルとして設定されている場合は送信先
を 2 つ指定し、単一パイプラインチャンネルとして設定されている場合は 1 つ指定します。イ
ベント ID について気にする必要はありません。別のフィールドで指定します。

3. ダウンストリームシステムからユーザー名とパスワードが提供されている場合、[Credentials]
(認証情報) セクションに入力します。パスワードには、AWS Systems Manager パラメータスト
アに保存されているパスワードの名前を入力します。パスワード自体は入力しないでください。
詳細については、「the section called “AWS Systems Manager Parameter Store”」を参照してく
ださい。

4. 接続を設定するための値を取得した場合は、これらの値を [Microsoft Smooth group] (Microsoft 
Smooth グループ) ページで [General configuration] (全般設定) セクションに入力します。
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5. 以下のフィールドでイベント ID を設定します。

[Output group settings – Event configuration – Event ID Mode] (出力グループ設定 – イベント設
定 – イベント ID モード)

[Output group settings – Event configuration – Event ID] (出力グループ設定 – イベント設定 - イ
ベント ID)

イベント ID は、次の 3 つの方法で設定できます。

• 指定のイベント ID を使う場合は、まず [イベント ID モード] を [USE_CONFIGEND] に設定し
ます。次に ID を指定します。例えば、curling などです。イベント ID は次のようになりま
す。/Events(curling)

• タイムスタンプ付き — [Event ID mode] (イベント ID モード) を USE_TIMESTAMP に設定し
ます。 MediaLive チャンネルを開始した時刻に基づいて UNIX タイムコードを生成します。
イベント ID は次のようになります。/Events(1585232182)

• イベント ID を使わない場合は、[イベント ID モード] を [NO_EVENT_ID] に設定します。この
方法を使用しないことを強くお勧めします。

コンテナのフィールド

次のフィールドで、各出力のコンテナを設定します。

• [Microsoft Smooth settings] (Microsoft Smooth 設定) – [General configuration] (全般設定) セクショ
ン – [Fragment length] (フラグメントの長さ) セクション

• [Event configuration] (イベント設定) – [Stream manifest behavior] (ストリームマニフェストの動作)

• [Event configuration – Event stop behavior] (イベント設定 – イベント停止時の動作)

これらのフィールドでは、ストリーミング動作の一部を設定できます。フィールドの詳細について
は、コンソールの「情報」リンクを選択してください。 MediaLive

エンコードのフィールド

次のフィールドは、出力内の動画ストリーム、オーディオストリーム、字幕ストリーム (エンコード) 
のエンコーディングに関連します。

• [ストリーム設定] セクション
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エンコードの作成については、以下のセクションを参照してください。

• the section called “セットアップビデオ”

• the section called “オーディオ設定”

• the section called “字幕の設定”

その他の Microsoft Smooth 機能のフィールド

トピック

• 回復性のフィールド

• タイムコードのフィールド

• SCTE-35 のフィールド

回復性のフィールド

以下のフィールドは、Microsoft Smooth 出力での回復性の実装に関連します。

• [Microsoft Smooth output group] (Microsoft Smooth 出力グループ) – [Microsoft Smooth Settings]
(Microsoft Smooth 設定) セクション – [General configuration] (全般設定) セクション – [Input loss 
action] (入力損失時のアクション)

オプションで、[入力損失時のアクション] の値を変更します。

MediaLiveコンソールの [情報] リンクを選択して、選択するオプションを決定します。

タイムコードのフィールド

以下のフィールドは、出力グループ内のすべての出力でのタイムコードとタイムスタンプの設定に関
連します。

• [Microsoft Smooth output group] (Microsoft Smooth 出力グループ) - [Timecode Configuration] (タイ
ムコード設定) セクション

フィールドの詳細については、 MediaLive コンソールのフィールドの横にある [情報] リンクを選択
してください。
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SCTE-35 のフィールド

以下のフィールドは、出力グループ内のすべての出力でのタイムコードとタイムスタンプの設定に関
連します。

• [Microsoft Smooth output group] (Microsoft Smooth 出力グループ) - [Timecode Configuration] (タイ
ムコード設定) セクション

この出力グループのすべての出力に入力の既存の SCTE-35 メッセージを含める場合は、[Sparse 
track (スパーストラック)] を選択します。それらのメッセージはスパーストラックに含まれます。詳
細については、「the section called “SCTE-35 メッセージの処理”」、具体的には「the section called 
“デコレーションの有効化 – Microsoft Smooth”」を参照してください 。

RTMP 出力グループの作成

チャンネルのワークフローの計画を立てたときに、RTMP 出力グループを含めるオプションを選択
した可能性があります。

トピック

• RTMP 出力グループを作成する手順

• 出力先のフィールド

• RTMP 接続のフィールド

• 動画ストリーム、オーディオストリーム、字幕ストリーム (エンコード) のフィールド

• その他のフィールド

RTMP 出力グループを作成する手順

RTMP 出力グループとその出力を作成するには、以下のステップに従ってください。

RTMP 出力グループとその出力を作成するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Output groups] (出力グループ) で [Add] (追加) を
選択します。

2. [Add output group (出力グループの追加)] セクションで、まず [RTMP]、次に [確認] を選択しま
す。追加のセクションが表示されます。
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• [RTMP settings] (RTMP 設定) - このセクションには、接続設定、回復性、字幕のフィールド
が含まれます。

• [RTMP outputs] (RTMP 出力) - このセクションには、デフォルトで追加される 1 つの出力が表
示されます。RTMP 出力には 1 つの出力しか含めることができないため、[Add output (出力の
追加)] はクリックしないでください。

3. [RTMP 出力] で、[設定] リンクを選択して出力のセクションを表示します。

• [RTMP destination] (RTMP 送信先) - このセクションには、出力先のフィールドが含まれてい
ます。

• 出力設定 - このセクションには、 接続設定のフィールドが含まれています。

• [Stream settings] (ストリーム設定) – このセクションには、出力ストリーム (動画、オーディ
オ、字幕) のフィールドが含まれています。

4. (オプション) 出力グループと出力の名前を入力します。

• [RTMP 設定] の [名前] に、出力グループの名前を入力します。 MediaLiveこの名前は内部的な
もので、出力には表示されません。例えば、Sports Game などです。

• [RTMP 出力] の [出力設定] にある [出力名] に、出力の名前を入力します。 MediaLiveこの名前
は内部的なもので、出力には表示されません。

5. その他のフィールドに入力するには、この手順の後に一覧されているトピックを参照してくださ
い。

6. この出力グループとその単一の出力の設定が完了したら、プランで必要な場合は、別の (任意の
タイプの) 出力グループを作成できます。必要でない場合は、the section called “チャンネルを保
存” に進みます。

出力先のフィールド

以下のフィールドで、RTMP 出力ファイル (送信先) の場所と名前を設定します。

• [Output] (出力) - [RTMP destination] (RTMP の送信先) セクション

出力先を指定するには

1. RTMP サーバーのオペレータと要件について話し合ったときに、以下の情報を取得したはずで
す。
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• 使用するプロトコル (RTMP MediaLive または RTMPS)。

• IP アドレス。

• ポート番号。

• アプリケーション名。別名はアプリ名です。

• ストリーム名。別名は、アプリケーションインスタンスまたはアプリインスタンスまたはスト
リームキーです。

オペレータは、アプリケーション名とストリーム名を別々のデータとして指定することがあ
ります。または、string/string の形式でフルパスが提供されることもあります。この場
合、最初の文字列がアプリケーション名で、2 番目の文字列はストリーム名です。

• ダウンストリームシステムが認証要求を必要とする場合、サーバーにアクセスするためのユー
ザー名とパスワードです。

以下に、オペレータから提供される情報の例を示します。

rtmp://203.0.113.17:80/xyz/ywq7b

xyz はアプリケーション名、ywq7b はストリーム名です。

2. 送信先の各部分を該当するフィールドに入力します。

送信先 URL の部分 フィールド

プロトコル、IP アドレス、ポート、アプリ
ケーション名

[RTMP destination] (RTMP 送信先) セクショ
ンの 2 つの [URL] フィールド。(これらの
フィールドは、[Output group] (出力グルー
プ) ページではなく [Output] (出力) ページに
あります)。

例:
rtmp://203.0.113.17:80/xyz

チャンネルが the section called “チャンネル
クラス” として設定されている場合は 2 つの
送信先を指定し、単一パイプラインチャンネ
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送信先 URL の部分 フィールド

ルとして設定されている場合は 1 つの送信先
を指定します。

ストリーム名 [RTMP outputs] (RTMP 出力) セクションに
ある 2 つの [Stream name] (ストリーム名) 
フィールド。

例:
ywq7b

3. ダウンストリームシステムのサーバーからユーザー名とパスワードが提供されている場
合、[Credentials] (認証情報) セクションに入力します。パスワードには、AWS Systems 
Manager パラメータストアに保存されているパスワードの名前を入力します。パスワード自
体は入力しないでください。詳細については、「the section called “AWS Systems Manager 
Parameter Store”」を参照してください。

RTMP 接続のフィールド

以下のフィールドで、再接続試行のロジックを設定します。

• [RTMP settings] (RTMP 設定) - [認証スキーム]

• [RTMP settings] (RTMP 設定) - [Additional settings] (追加設定) - [キャッシュの長さ]

• [RTMP settings] (RTMP 設定) - [Additional settings] (追加設定) - [再起動遅延]

• [RTMP settings] (RTMP 設定) - [Additional settings] (追加設定) - [キャッシュ満杯時の動作]

• RTMP outputs (RTMP 出力) - [Output settings] (出力設定) - [接続の再試行間隔]

• [RTMP outputs] (RTMP 出力) - [Output settings] (出力設定) - [Num retries] (再試行回数)

• [RTMP outputs] (RTMP 出力) – [Output settings] (出力設定) – [Additional settings] (追加設定) –
[Certificate mode] (証明書モード)

送信先への安全な (RTMPS) 接続を設定するには

1. [Authentication Scheme] (認証スキーム) – スキームのタイプを指定します。通常は「Common」
を選択します。ダウンストリームシステムから指示があった場合のみ、Akamai を選択します。

2. [証明書モード] で、ダウンストリームシステムに必要なオプションを選択します。
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RTMP 経由で接続する場合、これらのフィールドは両方とも無視されます。 MediaLive

再接続を設定するには

• RTMP サーバーへの接続が切断された場合の MediaLive の動作を制御するフィールドがいくつ
かあります。

• [キャッシュの長さ] には、RTMP サーバーが応答するまで待機しながら出力をメモリに保持す
る期間を指定します。

• [キャッシュ満杯時の動作] では、その期間が経過した後、すぐに切断するか、5 分待機するか
を指定します。

• MediaLive 接続が切断される場合、再起動遅延は、再接続を試行するまでの待機時間を指定し
ます。

• MediaLive 再接続を試みるときの [接続再試行間隔] では、再試行する頻度を指定します。
[Num retries (再試行回数)] には、再試行回数を指定します。再試行が期限切れになると、この
出力は停止します。単一の出力が接続を失うと、チャンネルが停止します。

動画ストリーム、オーディオストリーム、字幕ストリーム (エンコード) の
フィールド

次のフィールドは、出力内の動画ストリーム、オーディオストリーム、字幕ストリーム (エンコード) 
のエンコーディングに関連します。

• [ストリーム設定] セクション

エンコードの作成については、以下のセクションを参照してください。

• the section called “セットアップビデオ”

• the section called “オーディオ設定”

• the section called “字幕の設定”

その他のフィールド

次のフィールドは、RTMP 出力での回復性の実装に関連します。
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• RTMP 設定 — 入力損失アクション — MediaLive コンソールのフィールドの詳細については、
フィールドの横にある [情報] リンクを選択してください。

次のフィールドは、RTMP 出力での字幕の実装に関連します。

• RTMP 設定 — キャプションデータ — 出力の少なくとも 1 つに、ソースキャプション形式が
Embedded、出力形式が RTMP CaptionInfo のキャプションが含まれている場合にのみ、この
フィールドに入力してください。どの出力にも字幕が含まれていない場合、このフィールドの値は
無視されます。

字幕の設定の詳細については、「the section called “字幕”」を参照してください。

UDP 出力グループの作成

チャンネルのワークフローの計画を立てたときに、UDP 出力グループを含めるオプションを選択し
た可能性があります。

トピック

• UDP 出力グループを作成する手順

• 出力先のフィールド

• UDP トランスポートのフィールド

• 動画ストリーム、オーディオストリーム、字幕ストリーム (エンコード) のフィールド

• その他の UDP 機能のフィールド

UDP 出力グループを作成する手順

UDP 出力グループとその出力を作成するには、以下のステップに従ってください。

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Output groups] (出力グループ) で [Add] (追加) を
選択します。

2. [Add output group (出力グループの追加)] セクションで、まず [UDP]、次に [確認] を選択しま
す。追加のセクションが表示されます。

• [UDP destination] (UDP 出力先) - このセクションには、出力先のフィールドが含まれていま
す。
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• [UDP settings] (UDP 設定) - このセクションには、ID3 の設定と回復性のためのフィールドが
含まれています。

• [UDP outputs] (UDP 出力) - このセクションには、デフォルトで追加される 1 つの出力が表示
されます。UDP 出力には 1 つの出力しか含めることができないため、[Add output (出力の追
加)] はクリックしないでください。

3. [UDP 出力] で、[設定] リンクを選択して出力のセクションを表示します。

• [Output settings] (出力設定) - このセクションには、トランスポートと送信先への接続の
フィールドが含まれています。

• [Stream settings] (ストリーム設定) – このセクションには、出力ストリーム (動画、オーディ
オ、字幕) のフィールドが含まれています。

4. (オプション) 出力グループと出力の名前を入力します。

• [UDP 設定] の [名前] に、出力グループの名前を入力します。この名前は内部で使用され、出
力には表示されません MediaLive。例えば、Sports Game などです。

• [UDP 出力] の [出力設定] にある [出力名] に、出力の名前を入力します。 MediaLiveこの名前
は内部的なもので、出力には表示されません。

5. その他のフィールドに入力するには、この手順の後に一覧されているトピックを参照してくださ
い。

6. この出力グループとその単一の出力の設定が完了したら、プランで必要な場合は、別の (任意の
タイプの) 出力グループを作成できます。必要でない場合は、the section called “チャンネルを保
存” に進みます。

出力先のフィールド

次のフィールドで、出力の送信先を設定します。

• [Output group] (出力グループ) – [UDP destination] (UDP 送信先) セクション

• [Output] (出力) – [Output settings] (出力設定) – [Network settings] (ネットワーク設定) – [Buffer 
msec] (バッファミリ秒)

出力先を指定するには

1. UDP コンテンツを受信する予定のダウンストリームを管理すねオペレータと要件について話し
合ったときに、以下の情報を取得したはずです。
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• URL

• ポート番号

例:

udp://203.0.113.28:5000

udp://203.0.113.33:5005

2. ポート番号を含む URL を [UDP destinations] (UDP 送信先) の[URL] フィールドのいずれかまた
は両方に入力します。

3. FEC を有効化する場合は、2 つの送信先のポート番号の間にスペースを残します。

例えば、1 つの送信先が rtp://203.0.113.28:5000 である場合は、FEC がポート 5002 と 
5004 も使用すると想定します。したがって、もう 1 つの送信先の使用可能な最小ポート番号は 
5005 (rtp://203.0.113.33:5005) とします。

4. (オプション) [Output] (出力) セクションで、必要に応じて [Buffer msec] (バッファミリ秒) 
フィールドに値を入力します。詳細については、 MediaLive コンソールのフィールドの横にあ
る [情報] リンクを選択してください。

UDP トランスポートのフィールド

次のフィールドで、各出力のトランスポートを設定します。

• [Output] (出力) – [Output settings] (出力設定) – [FEC output settings] (FEC 出力設定) で値を選択し
ます。

• [Output] (出力) – [Output settings] (出力設定) – [Network settings] (ネットワーク設定) – [Container 
settings] (コンテナ設定) セクション

必要に応じて値を変更します。フィールドの詳細については、 MediaLive コンソールのフィールド
の横にある [情報] リンクを選択してください。

動画ストリーム、オーディオストリーム、字幕ストリーム (エンコード) の
フィールド

次のフィールドは、出力内の動画ストリーム、オーディオストリーム、字幕ストリーム (エンコード) 
のエンコーディングに関連します。
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• [ストリーム設定] セクション

エンコードの作成については、以下のセクションを参照してください。

• the section called “セットアップビデオ”

• the section called “オーディオ設定”

• the section called “字幕の設定”

その他の UDP 機能のフィールド

次のフィールドは、UDP 出力での回復性の実装に関連します。

• UDP 設定 — インプットロスアクション — MediaLive コンソールのフィールドの詳細について
は、フィールドの横にある [情報] リンクを選択してください。

次のフィールドは、UDP 出力での字幕の実装に関連します。

• [UDP settings] (UDP 設定) – [Timed metadata ID3 frame type] (時間指定メタデータ ID3 フレーム
タイプ)

• [UDP settings] (UDP 設定) - [Timed metadata ID3 period] (時間指定メタデータ ID3 期間)

この出力グループのすべての出力に時間指定 ID3 メタデータまたは ID3 セグメントタグを挿入す
る場合は、これらのフィールドに入力します。詳細な手順については、「the section called “ID3 
メタデータ”」を参照してください。

次のステップ

出力グループとその出力 (1 つまたは複数) を設定したら、出力ごとにビデオ、オーディオ、キャプ
ションのエンコードを作成する必要があります。「設定:出力エンコードの作成」を参照してくださ
い。
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設定:チャンネルでの出力エンコードの作成
このセクションでは、ビデオ、オーディオ、字幕の出力エンコードを作成する方法について説明しま
す。これらのエンコードは、チャンネル内の出力グループと出力を作成するタスクの一部として作成
します。各出力グループに含める出力とエンコードをすでに特定して計画しておく必要があります。

エンコードを作成するステップは、チャンネルの一部として出力グループを作成するステップに統合
されています。出力グループの作成をまだ開始していない場合は、を参照してください設定:出力の
作成。

トピック

• ビデオエンコードの設定

• オーディオエンコードの設定

• 字幕エンコードの設定

• 次のステップ

ビデオエンコードの設定
the section called “[Outputs] (出力)” では、チャンネルの計画を立てたときに特定した出力グループと
出力を作成しました。各出力セクションには、[Stream settings] (ストリーム設定) セクションがあり
ます。今からすべてのビデオエンコードを作成する必要があります。

一般的な手順

この一般的な手順に従って、ビデオエンコードをセットアップします。

1. 各エンコードの作成方法を決定します。

• ゼロから。

• この出力またはチャンネル内の別の出力に既に存在するエンコードを共有する。

• この出力またはチャンネル内の別の出力に既に存在するエンコードのクローンを作成する。

既に決定したかもしれません。そうでない場合は、今ここで決定する必要があります。詳細につ
いては、「the section called “ステップ 4: エンコードの設計”」を参照してください。

ビデオエンコードは、同じ出力グループ内の出力から別の出力へ、またはある出力から別の出力
グループの出力に共有またはクローンできます。

2. 次の該当するセクションを読んでください。
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トピック

• ビデオエンコードをゼロから作成する

• 共有によるビデオエンコードの作成

• クローンによるビデオエンコードの作成

ビデオエンコードをゼロから作成する

ほとんどの出力タイプでビデオエンコードを設定するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページで、作成した出力グループを見つけます。

2. その出力グループで、オーディオエンコードを設定する出力 (または最初の出力) を見つけま
す。

3. ビデオエンコードのリンクを選択します。

4. [Codec settings] (コーデック設定) で、このエンコードに使用するコーデックを選択します。追
加のフィールドが表示されます。

5. 必要に応じて各フィールドに入力します。フィールドの詳細については、フィールドの横にある 
[情報] リンクを選択してください。

• [Width] (幅) と [Height] (高さ) のフィールド (ビデオ解像度を定義するフィールド) で、フィー
ルドごとの [Info] (情報) リンクを選択します。フレームレートは、このチャンネルの出力
チャージに影響します。料金の詳細については、「料金」を参照してください。 MediaLive

• [Frame rate] (フレームレート) フィールドについては、各フィールドの [Info] (情報) リンクを
参照してください。フレームレートは、このチャンネルの出力チャージに影響します。料金の
詳細については、「料金」を参照してください。 MediaLive

• [色空間] フィールドの詳細については、「the section called “ビデオ — 複雑な色空間変換”」
を参照してください。

• [Additional encoding setting] (追加のエンコード設定) のフィールドについては、「the section 
called “動画 – 拡張 VQ”」を参照してください。

• [Rate Control (レート制御)] フィールドについては、「the section called “ビデオレート制
御モード”」を参照してください。このセクションには、このチャンネルの出力料金に影響
を与えるフィールドがあります。料金の詳細については、「料金」を参照してください。 
MediaLive

• [Timecode] フィールドの詳細については、「the section called “タイムコード”」を参照してく
ださい。
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Note

[Width] (幅) と [Height] (高さ) のフィールド (ビデオ解像度を定義するフィール
ド)、[Framerate] (フレームレート) セクション内のフィールド、[Rate control] (レー
ト制御) セクション内の [Bitrate] (ビットレート) フィールドはすべて、このチャンネ
ルの出力料金に影響します。料金の詳細については、「料金」を参照してください。 
MediaLive

出力のフレームキャプチャ出力タイプでビデオエンコードを設定するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページで、作成した出力グループを見つけます。

2. その出力グループで、出力を見つけ、ビデオエンコードのリンクを選択します。

3. 必要に応じて各フィールドに入力します。フィールドの詳細については、フィールドの横にある 
[情報] リンクを選択してください。

4. 準備ができたら、チャンネルを保存するに移動します。

共有によるビデオエンコードの作成

1 つのビデオエンコードを作成し、複数の出力間で共有できます。前述の手順に従って、エンコード
を一度作成します。次いで、次の手順を使用して、他の出力のエンコードを設定します。

ビデオエンコードの共有手順は、オーディオエンコードまたは字幕エンコードの共有手順とほぼ同じ
であることに注意してください。

共有によるビデオエンコードを作成するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページで、作成した出力グループを見つけます。

2. その出力グループで、オーディオエンコードを設定する出力 (または最初の出力) を見つけま
す。

3. 出力に既にビデオエンコードが含まれている場合は、そのビデオを選択し、[動画の削除] を選択
します。

4. [Add video] (ビデオの追加) を選択します。[Use an existing video description] (既存の動画の説明
を使用する) オプションを含むメニューが表示され、その後にチャンネル全体に現在存在する動
画のリストが表示されます。
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5. 使用したいビデオを選択します。表示されるダイアログボックスで [Share the existing settings]
(既存の設定を共有する) を選択します。

このエンコードのフィールドが表示されます。最初のフィールドの上には、このエンコードを共
有するすべての出力をリストする情報メッセージが表示されます。

共有したことを忘れないように、動画の説明文に共有という言葉を入れるように変更するとよい
でしょう。

チャンネルには、このエンコードのインスタンスが 1 つだけであることに注意してください。
したがって、フィールドを変更すると、このエンコードを使用する他のすべての出力のフィール
ドが変更されます。

[Video selector name] (動画セレクタ名) フィールドを変更する場合は、このルールを思い出して
ください。1 つの出力でエンコードで別のセレクタを指定した場合は、このエンコードを共有す
るすべての出力でセレクタを変更します。実際に別のセレクタを指定する場合は、エンコードを
共有する代わりにクローンを作成する必要がある場合があります。

クローンによるビデオエンコードの作成

1 つのビデオエンコードを作成し、複数の出力間でクローンを作成できます。ソースエンコード
は、ゼロから作成したエンコード、またはクローンによって作成されたエンコードです。例え
ば、video-1 を作成し、そのクローン video-2 を作成し、video-2 のクローン video-3 を作成します。

ビデオエンコードのクローン作成手順は、オーディオエンコードまたは字幕エンコードのクローンを
作成する手順とほぼ同じです。

クローンからビデオエンコードを作成するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページで、作成した出力グループを見つけます。

2. その出力グループで、オーディオエンコードを設定する出力 (または最初の出力) を見つけま
す。

3. 左側に[Video] (動画) ボタンが表示されていれば、そのボタンを選択してから [Remove video]
(動画の削除) を選択します。

4. [Add video] (ビデオの追加) を選択します。[Use an existing video description] (既存の動画の説明
を使用する) オプションを含むメニューが表示され、その後にチャンネル全体に現在存在する動
画のリストが表示されます。

5. 新しいビデオエンコードのソースとして使用するビデオエンコードを選択します。
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6. 表示されるダイアログボックスで [Clone the existing settings] (既存の設定のクローンを作成す
る) を選択します。エンコードのフィールドが表示され、フィールドにはソースエンコードの値
が表示されます。

7. 必要に応じてフィールドを変更します。

このクローンによるエンコードは、新しいエンコードインスタンスであることに留意してくださ
い。フィールドを変更しても、ソースエンコードには影響しません。

オーディオエンコードの設定

the section called “[Outputs] (出力)” では、チャンネルの計画を立てたときに特定した出力グループと
出力を作成しました。各出力セクションには、[Stream settings] (ストリーム設定) セクションがあり
ます。今から出力用のオーディオエンコードを作成する必要があります。

一般的な手順

この一般的な手順に従って、オーディオエンコードをセットアップします。

1. 各エンコードの作成方法を決定します。

• ゼロから。

• この出力またはチャンネル内の別の出力に既に存在するエンコードを共有する。

• この出力またはチャンネル内の別の出力に既に存在するエンコードのクローンを作成する。

既に決定したかもしれません。そうでない場合は、今ここで決定する必要があります。詳細につ
いては、「the section called “ステップ 4: エンコードの設計”」を参照してください。

オーディオエンコードは、ある出力内で、同じ出力グループ内の出力から別の出力へ、またはあ
る出力から別の出力グループ内の出力にオーディオエンコードを共有またはクローンできます。

2. 次の該当するセクションを読んでください。

トピック

• オーディオエンコードをゼロから作成する

• 共有によるオーディオエンコードの作成

• クローンによるオーディオエンコードの作成
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オーディオエンコードをゼロから作成する

オーディオエンコードをゼロからセットアップするには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページで、作成した出力グループを見つけます。

2. その出力グループで、オーディオエンコードを設定する出力を見つけます。

3. この出力に新しいオーディオを追加する必要がある場合は、[オーディオの追加]、[新しいオー
ディオの説明を作成する] の順に選択します。

4. オーディオエンコードを選択し、[Codec settings] (コーデック設定) で、このエンコードに使用
するコーデックを選択します。追加のフィールドが表示されます。

5. [Audio selector name] (オーディオセレクタ名) で、計画に従い、このオーディオエンコードの
ソースであるセレクタを選択します。先ほどこのセレクタを作成しました。

6. 必要に応じて、その他のフィールドに値を入力します。フィールドの詳細については、フィール
ドの横にある [情報] リンクを選択してください。

• [Codec settings] (コーデック設定) セクションはコーデックのタイプごとに異なります。

• [リミックスの設定] セクション内のフィールドはオプションです。

• [オーディオの正規化] 設定のフィールドはオプションです。

• [追加設定] セクション内のフィールドはオプションです。

共有によるオーディオエンコードの作成

1 つのオーディオエンコードを作成し、複数の出力間でそれを共有できます。前述の手順に従って、
エンコードを一度作成します。次いで、次の手順を使用して、他の出力のエンコードを設定します。

オーディオエンコードの共有手順は、ビデオエンコードまたは字幕エンコードの共有手順とほぼ同じ
であることに注意してください。

共有によるオーディオエンコードを作成するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページで、作成した出力グループを見つけます。

2. その出力グループで、オーディオエンコードを設定する出力を見つけます。

3. 出力には、 MediaLive自動的に追加されたオーディオエンコードが含まれている場合がありま
す。このオーディオエンコードを使用する予定がない場合は、それを削除します。オーディオエ
ンコードを選択し、[Remove audio] (オーディオの削除) を選択します。
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4. 新しいオーディオを作成します。[Add audio] (オーディオの追加) を選択します。[Use an 
existing audio description] (既存のオーディオの説明を使用する) オプションを含むメニューが表
示され、その後にチャンネル全体に現在存在するオーディオのリストが表示されます。使用した
いオーディオを選択します。

5. 表示されるダイアログボックスで [Share the existing settings] (既存の設定を共有する) を選択し
ます。

このエンコードのフィールドが表示されます。最初のフィールドの上には、このエンコードを共
有するすべての出力をリストする情報メッセージが表示されます。

共有したことを忘れないように、オーディオの説明文に共有という言葉を入れるように変更する
とよいでしょう。

チャンネルには、このエンコードのインスタンスが 1 つだけであることに注意してください。
したがって、フィールドを変更すると、このエンコードを使用する他のすべての出力のフィール
ドが変更されます。

[Audio selector name] (オーディオセレクタ名) フィールドを変更する場合は、このルールを思い
出してください。1 つの出力でエンコードで別のセレクタを指定した場合は、このエンコードを
共有するすべての出力でセレクタを変更します。実際に別のセレクタを指定する場合は、エン
コードを共有する代わりにクローンを作成する必要がある場合があります。

クローンによるオーディオエンコードの作成

1 つのオーディオエンコードを作成し、複数の出力間でクローンを作成できます。ソースエンコー
ドは、ゼロから作成したエンコード、またはクローンによって作成されたエンコードです。例え
ば、audio-1 を作成し、そのクローン audio-2 を作成し、audio-2 のクローン audio-3 を作成しま
す。

オーディオエンコードのクローン作成手順は、ビデオエンコードまたは字幕エンコードのクローンを
作成する手順とほぼ同じであることに注意してください。

クローンからオーディオエンコードを作成するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページで、作成した出力グループを見つけます。

2. その出力グループで、オーディオエンコードを設定する出力を見つけます。
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3. 出力には、 MediaLive自動的に追加されたオーディオエンコードが含まれている場合がありま
す。このオーディオエンコードを使用する予定がない場合は、それを削除します。オーディオエ
ンコードを選択し、[Remove audio] (オーディオの削除) を選択します。

4. 新しいオーディオを作成します。[Add audio] (オーディオの追加) を選択します。[Use an 
existing audio description] (既存のオーディオの説明を使用する) オプションを含むメニューが表
示され、その後にチャンネル全体に現在存在するオーディオのリストが表示されます。使用した
いオーディオを選択します。

5. 新しいオーディオエンコードのソースとして使用するオーディオエンコードを選択します。

6. 表示されるダイアログボックスで [Clone the existing settings] (既存の設定のクローンを作成す
る) を選択します。エンコードのフィールドが表示され、フィールドにはソースエンコードの値
が表示されます。

7. 必要に応じてフィールドを変更します。

このクローンによるエンコードは、新しいエンコードインスタンスであることに留意してくださ
い。フィールドを変更しても、ソースエンコードには影響しません。

字幕エンコードの設定

the section called “[Outputs] (出力)” では、チャンネルの計画を立てたときに特定した出力グループと
出力を作成しました。各出力セクションには、[Stream settings] (ストリーム設定) セクションがあり
ます。今からすべての出力について字幕エンコードを作成する必要があります。

一般的な手順

この一般的な手順に従って、字幕エンコードをセットアップします。

1. 各エンコードの作成方法を決定します。

• ゼロから。

• この出力またはチャンネル内の別の出力に既に存在するエンコードを共有する。

• この出力またはチャンネル内の別の出力に既に存在するエンコードのクローンを作成する。

既に決定したかもしれません。そうでない場合は、今ここで決定する必要があります。詳細につ
いては、「the section called “ステップ 4: エンコードの設計”」を参照してください。

1 つの出力内、同じ出力グループ内の出力から別の出力へ、または別の出力グループ内の出力か
ら出力へ、キャプションエンコードを共有したり、クローン化したりすることができます。

2. 次の該当するセクションを読んでください。
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トピック

• 字幕エンコードをゼロから作成する

• 共有による字幕エンコードの作成

• クローンによる字幕エンコードの作成

字幕エンコードをゼロから作成する

字幕エンコードをゼロからセットアップするには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページで、作成した出力グループを見つけます。

2. その出力グループで、字幕エンコードを設定する出力 (または最初の出力) を見つけます。

3. この出力に新しい字幕を追加する必要がある場合は、[字幕の追加]、[新しい字幕の説明を作成す
る] の順に選択します。

4. 字幕エンコードを選択し、[Codec settings] (コーデック設定) で、このエンコードに使用する形
式を選択します。追加のフィールドが表示されます。

5. [Captions selector name] (字幕セレクタ名) で、計画に従い、この字幕エンコードのソースであ
るセレクタを選択します。先ほどこのセレクタを作成しました。

6. 必要に応じて他のフィールドに値を入力して、字幕のエンコードを設定します。字幕エンコード
の設定の詳細については、「the section called “ステップ 4: 字幕エンコードを作成する”」を参
照してください。

共有による字幕エンコードの作成

1 つの字幕エンコードを作成し、複数の出力間で共有できます。前述の手順に従って、エンコードを
一度作成します。次いで、次の手順を使用して、他の出力のエンコードを設定します。

字幕エンコードの共有手順は、ビデオエンコードまたは字幕エンコードの共有手順とほぼ同じである
ことに注意してください。

共有して字幕エンコードを作成するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページで、作成した出力グループを見つけます。

2. その出力グループで、字幕エンコードを設定する出力 (または最初の出力) を見つけます。
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3. 出力には、 MediaLive自動的に追加された字幕エンコードが含まれている場合があります。
この字幕エンコードを使用する予定がない場合は、削除します。字幕エンコードを選択して
[Remove captions] (字幕の削除) を選択します。

4. 新しい字幕を作成します。[字幕の追加] を選択します。[Use an existing captions description] (既
存の字幕の説明を使用する) オプションを含むメニューが表示され、その後にチャンネル全体に
現在存在する字幕のリストが表示されます。使用したい字幕を選択します。

5. 表示されるダイアログボックスで [Share the existing settings] (既存の設定を共有する) を選択し
ます。

このエンコードのフィールドが表示されます。最初のフィールドの上には、このエンコードを共
有するすべての出力をリストする情報メッセージが表示されます。

共有したことを忘れないように、字幕の説明文に共有という言葉を入れるように変更するとよい
でしょう。

チャンネルには、このエンコードのインスタンスが 1 つだけであることに注意してください。
したがって、フィールドを変更すると、このエンコードを使用する他のすべての出力のフィール
ドが変更されます。

[Captions selector name] (字幕セレクタ名) フィールドを変更する場合は、このルールを思い出
してください。1 つの出力でエンコードで別のセレクタを指定した場合は、このエンコードを共
有するすべての出力でセレクタを変更します。実際に別のセレクタを指定する場合は、エンコー
ドを共有する代わりにクローンを作成する必要がある場合があります。

クローンによる字幕エンコードの作成

1 つの字幕エンコードを作成し、複数の出力間でクローンを作成できます。ソースエンコード
は、ゼロから作成したエンコード、またはクローンによって作成されたエンコードです。例え
ば、caption-1 を作成し、そのクローン caption-2 を作成し、caption-2 のクローン caption-3 を作成
します。

字幕エンコードのクローンを作成する手順は、ビデオエンコードまたは字幕エンコードのクローンを
作成する手順とほぼ同じです。

複製して字幕エンコードを作成するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページで、作成した出力グループを見つけます。

2. その出力グループで、字幕エンコードを設定する出力 (または最初の出力) を見つけます。
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3. 出力には、 MediaLive自動的に追加された字幕エンコードが含まれている場合があります。
この字幕エンコードを使用する予定がない場合は、削除します。字幕エンコードを選択して
[Remove captions] (字幕の削除) を選択します。

4. 新しい字幕を作成します。[字幕の追加] を選択します。[Use an existing captions description] (既
存の字幕の説明を使用する) オプションを含むメニューが表示され、その後にチャンネル全体に
現在存在する字幕のリストが表示されます。使用したい字幕を選択します。

5. 新しい字幕エンコードのソースとして使用する字幕エンコードを選択します。

6. 表示されるダイアログボックスで [Clone the existing settings] (既存の設定のクローンを作成す
る) を選択します。エンコードのフィールドが表示され、フィールドにはソースエンコードの値
が表示されます。

7. 必要に応じて他のフィールドに値を入力して、字幕のエンコードを設定します。字幕エンコード
の設定の詳細については、「the section called “ステップ 4: 字幕エンコードを作成する”」を参
照してください。

8. このクローンによるエンコードは、新しいエンコードインスタンスであることに留意してくださ
い。フィールドを変更しても、ソースエンコードには影響しません。

次のステップ

出力グループ、出力、出力エンコードをすべて作成したら、チャンネルを保存できます。

チャンネルを保存 (作成) するには、ナビゲーションペインで [Create channel] (チャンネルの作成) 
を選択します。詳細については、「the section called “チャンネルを保存”」を参照してください。
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AWS Elemental MediaLiveスケジュールの作成

AWS Elemental MediaLive では、チャネルの実行中に処理を操作できます。チャンネルと関連付け
られているスケジュールにアクションを追加することで、この操作を実行できます。スケジュールに
はアクションの開始時間まで各アクションが保持され、 MediaLive その時点でアクションがチャン
ネルに渡され、チャンネルがアクションを実行します。

チャンネルを開始する前に、このスケジュールの章を読むことをおすすめします。スケジュールの
主なアクションは入力の切り替えです。複数入力のチャンネルがある場合 (チャンネルに複数の入力
を接続している場合) には、これを実装する必要があります。ただし、ワークフローに関連するアク
ションは他にもあります。

通常、チャンネルを開始する前にスケジュールを設定します。少なくとも、すぐに実行する必要があ
るとわかっているスケジュールアクションを作成しておきます。チャンネルを開始した後も、引き続
きスケジュールアクションを追加できます。すでに計画しているアクションやアドホックアクション
を追加できます。

トピック

• スケジュール内のアクションのタイプ

• アクションのタイミングのタイプ

• スケジュールアクションの仕組み

• スケジュールの使用 (コンソール)

• スケジュールの使用 (AWS CLI)

スケジュール内のアクションのタイプ

スケジュールは、実行中のチャンネルが実行するアクションのリストです。アクションを使用して、
以下を実行できます。

• 実行中のチャンネルが取り込んでいる入力を切り替える。

• 切り替え時に発生する遅延を減らすために、即時入力スイッチに関連する入力を用意してください 
MediaLive 。

• 静的イメージオーバーレイ (基となる動画の上に重ねられたイメージ) を実行中のチャンネルへ挿
入する。
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• 実行中のチャンネルにモーショングラフィックスのオーバーレイを挿入します。

• SCTE 35 メッセージを実行中のチャンネルに挿入します。

• 実行中のチャンネルに ID3 メタデータを挿入する。

• ID3 セグメントタグを実行中のチャンネルに挿入します。

• チャンネルのパイプラインの 1 つまたは両方を一時停止する。

• チャンネルのパイプラインの 1 つまたは両方の一時停止を解除する。

詳細については、「the section called “アクションの仕組み”」を参照してください。

アクションのタイミングのタイプ

アクションのタイミングを指定するには、いくつかの方法があります。

• [Fixed] (固定) - 指定した特定の時間にアクションを実行します。

ほとんどのアクションで、指定された時間は少なくとも 15 秒先でなければなりません。入力準備
アクションの場合、指定時間は関連する入力スイッチの開始より 15 秒以上前でなければなりませ
ん。

• [Immediate] (即時) – できるだけ早くアクションを実行します。

時刻は指定しません。

• [Follow] (フォロー) — 指定した入力スイッチが始まる直前、または現在実行中の入力が完了した直
後に、アクションを実行します。

次の表に、各タイプのアクションに適用されるタイミングのタイプを示します。このテーブルを読む
には、最初の列でアクションを検索し、該当するタイプのタイミングについて行全体を読み込みま
す。

アクションのタイプ サポートされるタイミングタイプ

  Fixed フォロー (注A) Immediate

入力を切り替える (入
力スイッチを実行す
る)

はい はい Yes
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アクションのタイプ サポートされるタイミングタイプ

  Fixed フォロー (注A) Immediate

入力を準備する (入力
準備を実行する)

はい はい Yes

静止画像オーバーレ 
イをアクティブ化

はい   Yes

モーショングラフィ 
ックスオーバーレイ 
を有効にする

はい   Yes

静的画像オーバーレ 
イを非アクティブ化

はい   Yes

モーショングラフィ 
ックスオーバーレイ 
を無効にする

はい   Yes

SCTE 35 メッセージ
を挿入します。

はい はい Yes

ID3 メタデータを挿入 はい   Yes

ID3 セグメントタグを
挿入

はい   Yes

一方または両方のパ 
イプラインを一時停 
止または一時停止解 
除

はい   Yes

注意 A

フォローを使用すると、適用するアクションを入力スイッチに追従させることができます。他のタイ
プのアクションに追随することはできません。したがって、従っているアクションは常に入力スイッ
チです。その後に続くアクションは、入力スイッチ、入力準備、または SCTE 35 メッセージです。

タイミングのタイプ 391



MediaLive ユーザーガイド

スケジュールアクションの仕組み

このセクションでは、 MediaLive アクションタイプとスタートタイプの各組み合わせの処理方法に
ついて説明します。

トピック

• 入力スイッチアクションの仕組み

• 入力準備アクションの仕組み

• イメージオーバーレイアクションの仕組み

• モーショングラフィックスオーバーレイの仕組み

• SCTE 3.5 アクションの仕組み

• ID3 メタデータアクションの仕組み

• ID3 セグメントタグアクションの仕組み

• 一時停止と一時停止解除アクションの動作の仕組み

入力スイッチアクションの仕組み

実行中のチャンネルが取り込んでいる入力を切り替えるアクションを設定できます。チャンネルは現
在の入力の取り込みを停止し、指定された入力の取り込みを開始します。

入力はチャンネルに既にアタッチされている必要があります。

スケジュールに入力切り替えアクションを追加する前に、「the section called “入力切り替え”」を参
照してください。

固定開始の入力スイッチ

アクションを作成するときには、開始時刻を含めます。アクションの開始時刻は、少なくとも 15 秒
後 (および 14 日以内) である必要があります。その締め切りを過ぎると、 MediaLive アクションを作
成するリクエストを拒否します。

アクションの作成後、アクションはスケジュールで待機します。開始時刻の 15 秒前に、スケジュー
ルがアクションをチャンネルに渡します。チャンネルは、指定した時間に入力が切り替わるように設
定します。

即時開始の入力スイッチ

アクションを作成するときに、開始タイプを即時に設定しました。
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標準チャンネル (パイプラインが 2 つあるチャンネル) の入力スイッチの場合、開始時間をfuture の 
10 MediaLive 秒に内部的に設定します。この遅延により、2 つのパイプラインで全く同じタイミン
グで切り替えが行われるようになります。

スケジュールは直ちにアクションをチャンネルに渡します。チャンネルは、直ちに入力の切り替え 
(単一パイプラインチャンネルの場合) を開始するか、指定された時間に (標準チャンネルの場合) に
切り替えるように設定します。

フォロー開始付き入力スイッチ

アクションを作成するときに、このアクションが従う入力スイッチアクションを指定します。その参
照アクションは、入力スイッチでなければなりません。

参照アクションの入力には、Continue (続行) のソース終了動作が必要です。[Source end behavior]
(ソースの終了動作) フィールドを見つけるには、[Create channel] (チャンネルの作成) ページに移動
し、[Input attachment] (入力添付ファイル) リストで入力を探し、[General input settings] (一般入力
設定) を見つけます。

アクションを作成すると、アクションはスケジュールで待機します。参照アクションが終了する直前
に、スケジュールはアクションをチャンネルに渡し、現在の入力が完了するとすぐにチャンネルを新
しい入力に切り替えることができます。

入力準備アクションの仕組み

MediaLive 切り替え時に発生する遅延を減らすために、即時入力スイッチに関連する入力を準備する
アクションを設定できます。

入力はチャンネルに既にアタッチされている必要があります。ただし、この入力の入力スイッチがス
ケジュール内に既に存在するという要件はありません。例えば、入力 X をチャンネルにアタッチす
る必要があります。アクション A を作成して入力 X を準備し、後でアクション B を作成して入力 X 
に切り替えることができます。または、アクション B を作成してアクション A を作成することもで
きます。

スケジュールに入力準備アクションを追加する前に、「the section called “入力準備”」を参照してく
ださい。

固定開始での入力準備

アクションを作成するときには、開始時刻を含めます。アクションの開始時刻は、関連する入力ス
イッチの開始時刻の少なくとも 15 秒前である必要があります。ただし、今後は 14 日以内にしてく
ださい。その締め切りを過ぎると、 MediaLive アクションの作成要求を拒否します。
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アクションの作成後、アクションはスケジュールで待機します。準備アクションの開始時刻の 15 秒
前に、スケジュールがアクションをチャンネルに渡します。チャンネルが入力の準備を開始します。

即時開始での入力準備

アクションを作成するときに、開始タイプを即時に設定しました。

スケジュールは直ちにアクションをチャンネルに渡します。チャンネルがすぐに準備を開始します。

フォロー開始での入力準備

アクションを作成するときに、このアクションが従う入力スイッチアクションを指定します。その参
照アクションは、入力スイッチでなければなりません。

参照アクションの入力には、Continue (続行) のソース終了動作が必要です。[Source end behavior]
(ソースの終了動作) フィールドを見つけるには、[Create channel] (チャンネルの作成) ページに移動
し、[Input attachment] (入力添付ファイル) リストで入力を探し、[General input settings] (一般入力
設定) を見つけます。

アクションを作成すると、アクションはスケジュールで待機します。参照アクションが終了する直前
に、スケジュールはアクションをチャンネルに渡します。現在の入力が完了するとすぐに、チャンネ
ルは新しい入力に切り替えます。

イメージオーバーレイアクションの仕組み

ビデオにイメージオーバーレイを挿入または削除するアクションを設定することができます。

• イメージオーバーレイを挿入し、下敷きのビデオに重ねるようにアクティブにします。イメージ
オーバーレイ情報には期間が含まれ、適切な時刻にイメージオーバーレイが削除されます。

• イメージオーバーレイを無効にするアクションは、イメージオーバーレイを削除します。したがっ
て、このアクションを使用して、指定された期間の前に現在実行中のイメージオーバーレイを削除
するか、期間が指定されていない場合に削除します。

アクションによって挿入されるイメージオーバーレイファイルの準備については、「the section 
called “イメージオーバーレイ”」を参照してください。

固定開始での有効化または無効化

アクションを作成するときには、開始時刻を含めます。アクションの開始時刻は、少なくとも 15 秒
後 (および 14 日以内) である必要があります。カットオフ後、 MediaLive アクションの作成リクエス
トを拒否します。
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アクションの作成後、アクションはスケジュールで待機します。開始時刻の 15 秒前に、スケジュー
ルがアクションをチャンネルに渡します。開始時に、チャンネルは画像オーバーレイを挿入するか、
ビデオから画像オーバーレイを削除します。

即時開始でのアクティブ化または非アクティブ化

アクションを作成するときに、開始タイプを即時に設定しました。

スケジュールは直ちにアクションをチャンネルに渡します。チャンネルは直ちにイメージオーバーレ
イを挿入するか、イメージオーバーレイを削除します。

モーショングラフィックスオーバーレイの仕組み

ビデオにモーショングラフィックスをオーバーレイで挿入または削除するアクションを設定すること
ができます。

• モーショングラフィックスをアクティブ化アクションは、モーショングラフィックを挿入してアク
ティブ化し、基になるビデオにスーパーインポーズさせます。イメージオーバーレイ情報には期間
が含まれ、適切な時刻にモーショングラフィックが削除されます。

• モーショングラフィックスを非アクティブ化するアクションは、イメージオーバーレイを削除しま
す。したがって、このアクションを使用して、指定された期間の前に現在実行中のモーショングラ
フィックを削除するか、期間が指定されていない場合に削除します。

アクションが挿入するモーショングラフィックスアセットの準備については、「the section called 
“モーショングラフィックスオーバーレイ”」を参照してください。

固定開始でのアクティブ化または非アクティブ化

アクションを作成するときには、開始時刻を含めます。アクションの開始時刻は、少なくとも 15 秒
後 (および 14 日以内) である必要があります。その締め切りを過ぎると、 MediaLive アクションの作
成リクエストは拒否されます。

アクションの作成後、アクションはスケジュールで待機します。開始時刻の 15 秒前に、スケジュー
ルがアクションをチャンネルに渡します。開始時に、チャンネルはモーショングラフィックを挿入す
るか、ビデオからモーショングラフィックを削除します。

即時開始でのアクティブ化または非アクティブ化

アクションを作成するときに、開始タイプを即時に設定しました。
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スケジュールは直ちにアクションをチャンネルに渡します。チャンネルはモーショングラフィックを
直ちに挿入するか、モーショングラフィックを削除します。

SCTE 3.5 アクションの仕組み

SCTE 35 メッセージをチャネルに挿入するアクションを設定できます。次の 3 種類のアクションが
あります。

• チャネルに splice_insert を挿入するアクション:splice_command_type が splice_insert に設定され
た SCTE 35 メッセージ。

• 時間信号をチャネルに挿入するアクション:splice_command_type が time_signal に設定された 
SCTE 35 メッセージ。

• SCTE 35 return-to-network メッセージをスケジュールに挿入して、継続時間がある、または期間
がない splice_insert を終了するアクション。

SCTE 35 アクションをスケジュールに追加する前に、以下をお読みください。the section called 
“SCTE-35 メッセージの処理”

開始位置が固定の SCTE 35 メッセージを挿入します。

アクションを作成するときには、開始時刻を含めます。アクションの開始時刻は、少なくとも 15 秒
後 (および 14 日以内) である必要があります。その締め切り後、 MediaLive アクションを作成するリ
クエストを拒否します。

アクションの作成後、アクションはスケジュールで待機します。開始時刻の 15 秒前に、スケジュー
ルがアクションをチャンネルに渡します。開始時に、チャネルは SCTE 35 メッセージをストリーム
に挿入します。

チャンネルがメッセージを挿入すると、 MediaLive ソースコンテンツに既にあったメッセージを処
理するのと同じ方法で挿入されたメッセージを処理します。

SCTE 3.5 メッセージを挿入してすぐに開始します。

アクションを作成するときに、開始タイプを即時に設定しました。

スケジュールは直ちにアクションをチャンネルに渡します。チャネルは直ちに SCTE 35 メッセージ
をストリームに挿入します。

チャンネルがメッセージを挿入すると、 MediaLive ソースコンテンツに既にあったメッセージを処
理するのと同じ方法で挿入されたメッセージを処理します。
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フォロースタートで SCTE 3.5 メッセージを挿入します。

アクションを作成するときに、このアクションが従う入力スイッチアクションを指定します。その参
照アクションは、入力スイッチでなければなりません。

参照アクションの入力には、Continue (続行) のソース終了動作が必要です。[Source end behavior]
(ソースの終了動作) フィールドを見つけるには、[Create channel] (チャンネルの作成) ページに移動
し、[Input attachment] (入力添付ファイル) リストで入力を探し、[General input settings] (一般入力
設定) を見つけます。

アクションを作成すると、アクションはスケジュールで待機します。参照アクションが終了する直前
に、スケジュールはアクションをチャンネルに渡します。現在の入力が終了するとすぐに、チャネル
は SCTE 35 メッセージをストリームに挿入します。

チャネルがメッセージを挿入すると、 MediaLive ソースコンテンツにすでに存在していたメッセー
ジを処理するのと同じ方法で挿入されたメッセージを処理します。

ID3 メタデータアクションの仕組み

チャンネルに ID3 データを挿入するアクションを設定できます。このアクションは、ID3 パススルー
が有効になっている出力に ID3 メタデータを挿入します。完全な形式の ID3 メタデータ項目 (ID3 仕
様に従ってヘッダーとフレームの両方を含む) を指定し、base64 としてエンコードする必要があり
ます。 MediaLive メタデータは、指定した時間に 1 回挿入されます。

ID3 メタデータアクションをスケジュールに追加する前に、「the section called “ID3 メタデータ”」
を参照してください。

開始位置が固定の ID3 メタデータを挿入します。

アクションを作成するときには、開始時刻を含めます。アクションの開始時刻は、少なくとも 15 秒
後 (および 14 日以内) である必要があります。その締め切りを過ぎると、 MediaLive アクションを作
成するリクエストは拒否されます。

アクションの作成後、アクションはスケジュールで待機します。開始時刻の 15 秒前に、スケジュー
ルがアクションをチャンネルに渡します。開始時刻に、チャンネルはデータをチャンネルに挿入しま
す。

ID3 メタデータを挿入してすぐに開始します。

アクションを作成するときに、開始タイプを即時に設定しました。
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スケジュールは直ちにアクションをチャンネルに渡します。チャンネルは直ちにデータをチャンネル
に挿入します。

ID3 セグメントタグアクションの仕組み

HLS の各セグメントに ID3 データを挿入し、ID3 MediaPackage パススルーが有効になっている
パッケージを出力するアクションを設定できます。セグメントタグには次の 2 種類があります。

• タグ:ID3 value TXXX  タグ内のフィールドにはを指定します。 MediaLive 1 つの TXXX フィール
ドで ID3 タグを作成し、そのタグをすべてのセグメントに挿入します。

• ID3: 完全な形式の ID3 メタデータ項目 (ID3 仕様に従ってヘッダーとフレームの両方を含む) を指
定し、base64 としてエンコードします。 MediaLive タグをすべてのセグメントに挿入します。

ID3 セグメントタグアクションをスケジュールに追加する前に、「the section called “ID3 セグメント
タグ”」を参照してください。

開始位置が固定の ID3 セグメントタグを挿入します。

アクションを作成するときには、開始時刻を含めます。アクションの開始時刻は、少なくとも 15 秒
後 (および 14 日以内) である必要があります。その締め切りを過ぎると、 MediaLive アクションを作
成するリクエストは拒否されます。

アクションの作成後、アクションはスケジュールで待機します。開始時刻の 15 秒前に、スケジュー
ルがアクションをチャンネルに渡します。開始時刻に、チャンネルはデータをチャンネルに挿入しま
す。

ID3 データを即時開始で挿入する

アクションを作成するときに、開始タイプを即時に設定しました。

スケジュールは直ちにアクションをチャンネルに渡します。チャンネルは直ちにデータをチャンネル
に挿入します。

一時停止と一時停止解除アクションの動作の仕組み

アクションを挿入して、チャンネルの一方または両方のパイプラインを一時停止および一時停止解除
できます。指定されたパイプラインを一時停止し、指定されていないパイプラインを解除します。
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• 1 つのパイプラインが指定されたアクション - アクションは、指定されたパイプラインを一時停止
し、もう一方のパイプラインの一時停止を解除します。

• 両方のパイプラインが指定されたアクション - アクションは両方のパイプラインを一時停止しま
す。

• パイプラインの指定がないアクション - アクションは両方のパイプラインの一時停止を解除しま
す。

Note

指定しないパイプラインは、現在の状態のままではありません。常に未使用に設定されてい
ます。

固定開始で一時停止または一時停止解除

アクションを作成するときには、開始時刻を含めます。アクションの開始時刻は、少なくとも 15 秒
後 (および 14 日以内) である必要があります。その締め切りを過ぎると、 MediaLive アクションの作
成リクエストを拒否します。

アクションの作成後、アクションはスケジュールで待機します。開始時刻の 15 秒前に、スケジュー
ルがアクションをチャンネルに渡します。開始時刻に、チャンネルはチャンネルのパイプラインを一
時停止または一時停止解除します。

即時開始で一時停止または一時停止解除

アクションを作成するときに、開始タイプを即時に設定しました。

スケジュールは直ちにアクションをチャンネルに渡します。チャンネルは、チャンネルのパイプライ
ンを直ちに一時停止または一時停止解除します。

スケジュールの使用 (コンソール)

AWS Elemental MediaLive コンソールを使用して、チャネルのスケジュールアクションを作成また
は削除できます。チャンネルが実行中またはアイドル状態のときに、スケジュールを操作できます。

アクションは、チャンネルが実行されているときにチャンネルで実行されます。

コンソールには、アクションを操作するための 2 つのビューが用意されています。
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• 表形式のアクションを一覧するリストビュー

• アクションのタイムライン形式を示すタイムラインビュー

どちらのビューでも、次の操作を実行できます。

• 個々のアクションを作成する。

• 個々のアクションを削除する。

• 1 つのリクエストで複数のアクションを削除する (バッチコマンド)。

• 現在スケジュールにあるアクションを表示する。

トピック

• スケジュールでのアクションの作成 (コンソール)

• スケジュールからのアクションの削除 (コンソール)

• スケジュールのアクションを変更する (コンソール)

• スケジュールの表示 (コンソール)

スケジュールでのアクションの作成 (コンソール)

スケジュールで異なるアクションを作成します。サポートされているアクションのリストについて
は、the section called “アクションのタイプ” を参照してください。

一般的な手順は、任意のタイプのアクションを作成する場合と同じです。

アクションを作成するには

1. 追加したいアクションの計画に関する情報を読む込みます。

2. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive でコンソールを開きます。

3. ナビゲーションペインで、[Channel] (チャンネル) を選択し、操作するチャンネルを選択しま
す。

4. [Details] (詳細) ペインで、[Schedule] (スケジュール) タブを選択します。

5. [Switch] (切り替え) ボタンを選択し、目的のビュー ([List] (リスト) ビューまたは [Timeline] (タイ
ムライン) ビュー) を表示します。タイムラインビューのレイアウトとカラーコーディングの詳
細については、「the section called “スケジュールの表示”」を参照してくさい。

6. リスト 表示で、適切なアクションを選択します。
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• 固定、フォロー、または即時アクションを最初から作成するには、[Create] (作成) を選択しま
す。

• 既存のアクションの後にフォローアクションを作成するには、そのアクションを選択
し、[Schedule actions] (アクションのスケジュール設定)、[Create follow actions from] (フォ
ローアクションの作成元) の順に選択します。

この方法では、いくつかのフィールドが既に入力済みの [Create schedule action (スケジュー
ルアクションの作成)] ページが表示されるため、既存のアクションのフォロースイッチをすば
やく作成できます。

7. [Timeline] (タイムライン) ビューの場合、適切なアクションを選択します。

• 固定、フォロー、または即時アクションを最初から作成するには、[Create] (作成) を選択しま
す。

• フォローアクションを作成するには、フォローする入力スイッチを探し、そのカードで
[Create follow action] (フォローアクションを作成) を選択します。

この方法では、いくつかのフィールドが既に入力済みの [Create schedule action (スケジュー
ルアクションの作成)] ページが表示されるため、既存のアクションのフォロースイッチをすば
やく作成できます。

8. [Create schedule action] (スケジュールアクションの作成) ページでフィールドに入力します。
フィールドの入力については、以下の各トピックを参照してください。

9. 終了したら、[作成] (Create) を選択します。

MediaLive アクションをリストまたはタイムラインの適切なタイムスロットに追加します。

フォロー入力スイッチを作成すると、入力フォローチェーンを効果的に作成できます。入力フォロー
チェーンは、最初のフォローの 1 つ上の入力から開始され、最後のフォロー入力で終了します。入
力フォローチェーンの詳細については、「the section called “固定、即時、およびフォローのスイッ
チ”」を参照してください。

トピック

• 入力スイッチのフィールド

• 入力準備のフィールド

• イメージオーバーレイをアクティブ化するためのフィールド

• イメージオーバーレイを非アクティブ化するためのフィールド
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• モーショングラフィックスオーバーレイを有効化するためのフィールド

• モーショングラフィックスオーバーレイを無効化するためのフィールド

• Splice_Insert メッセージのフィールド

• Time_Signal メッセージのフィールド

• return-to-network メッセージ用のフィールド。

• ID3 メタデータのフィールド

• ID3 セグメントタグのフィールド

• 一時停止のフィールド

• 一時停止解除のフィールド

入力スイッチのフィールド

このセクションでは、次の 3 種類の入力スイッチのフィールドに入力する方法について説明しま
す。

• 静的ライブ入力への切り替え

• 静的ファイル入力への切り替え

• 動的ファイル入力への切り替え

トピック

• 静的ライブ入力に切り替えるためのフィールド

• 静的ファイル入力に切り替えるためのフィールド

• 動的ファイル入力に切り替えるためのフィールド

静的ライブ入力に切り替えるためのフィールド

このテーブルは、静的ライブ入力に切り替えるアクションに適用されるフィールドを示しています。

フィールド 説明

[Action name (アクション名)] この入力スイッチの名前です。

アクションの種類 入力スイッチ。
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フィールド 説明

入力アタッチ 切り替える先のライブ入力です。入力は既にこ
のチャンネルで入力アタッチとしてセットアッ
プされている必要があります。

例えば、入力 A から入力 B に切り替える場
合、このフィールドで入力 B を指定します。

開始タイプ [Fixed] (固定)、[Immediate] (即時)、または
[Follow] (フォロー)。入力準備の開始タイプに 
ついては、「the section called “固定、即時、
およびフォローのスイッチ”」を参照してくだ
さい。

日付および時間 [Start type] (開始タイプ) が [Fixed] (固定) の場
合、チャンネルがこの新しい入力に切り替える
必要がある日付と時刻 (UTC 形式) を指定しま
す。この時刻は 30 秒以上後である必要があり
ます。

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。
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フィールド 説明

参照アクション名 [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合、切り替える元の入力 (この新しい入力
の前の入力) を選択します。ドロップダウンリ
ストは、ファイル入力である既存の入力スイッ 
チをすべて一覧表示します。入力 A がファイ
ル入力であり、入力 A のソース側の動作が継
続している場合にのみ、入力 B は入力 A に追
従できることに注意してください。

これらの切り替えルールの詳細については、
「the section called “固定、即時、およびフォ
ローのスイッチ”」を参照してください。

例えば、入力 A から入力 B に切り替える場
合、このフィールドで入力 A を指定します。

フォローポイント [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合は、このフィールドに入力します。参照
アクション名の入力が終了したときに切り替え 
が発生することを示すため、Always End。

静的ファイル入力に切り替えるためのフィールド

このテーブルは、静的ファイル入力に切り替えるアクションに適用されるフィールドを示していま
す。

フィールド 説明

[Action name (アクション名)] この入力スイッチの名前です。

アクションの種類 入力スイッチ。

入力アタッチ 切り替える先のファイル入力です。入力は既
にこのチャンネルで入力アタッチとしてセット
アップされている必要があります。
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フィールド 説明

例えば、入力 A から入力 B に切り替える場
合、このフィールドで入力 B を指定します。

[Input clippings settings] (入力クリッピング設
定) – [Enable input clipping] (入力クリッピング 
を有効にする)

このフィールドは、入力クリッピングの対象と
なるファイル入力にのみ表示されます。

ファイルの開始と終了、開始時のみ、または終
了時のみ、または終了時にのみクリップする場
合は、フィールドを有効にします。

[Input clippings settings] (入力クリッピング設
定) - [Input timecode source] (入力タイムコー
ドソース)

ソースを選択します。

ゼロベース - ファイルの開始を基準とした開始
時刻と終了時刻を設定します。00:00:00:00 で
す。

埋め込み - ファイル内のタイムコードに基づい
て時刻を設定します。ファイルにはタイムコ 
ードが必要です。タイムコードがない場合、ク
リッピング命令は無視されます。

[Input clippings settings] (入力クリッピング 
設定) - [Start timecode] (タイムコードの開 
始)、[Stop timecode] (タイムコードの停止)

1 つまたは両方のフィールドに入力します 
。hh:mm:ss:ff の形式で値を入力します。

[Input clippings settings] (入力クリッピング設
定) – [Last frame clipping behavior] (最後のフ
レームのクリッピング動作)

このフィールドは、停止タイムコードを指定し
た場合のみ表示されます。

最後のフレームを除外する – 終了タイムコー
ドで指定されたフレームの前にファイルをク 
リップします。例えば、終了タイムコードが 
01:00:30:19 の場合、フレーム 19 は含まれま
せん。

最後のフレームを含める – ファイルをクリップ 
しません。前の例では、フレーム 19 を含めま
す。
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フィールド 説明

開始タイプ [Fixed] (固定)、[Immediate] (即時)、または
[Follow] (フォロー)。入力準備の開始タイプに 
ついては、「the section called “固定、即時、
およびフォローのスイッチ”」を参照してくだ
さい。

日付および時間 [Start type] (開始タイプ) が [Fixed] (固定) の場
合、チャンネルがこの新しい入力に切り替える
必要がある日付と時刻 (UTC 形式) を指定しま
す。この時刻は 30 秒以上後である必要があり
ます。

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。

参照アクション名 [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合、切り替える元の入力 (この新しい入力
の前の入力) を選択します。ドロップダウンリ
ストは、ファイル入力である既存の入力スイッ 
チをすべて一覧表示します。入力 A がファイ
ル入力である場合のみ、入力 B が入力 A を追
跡できることを覚えておいてください。これ
らの切り替えルールの詳細については、「the 
section called “固定、即時、およびフォローの
スイッチ”」を参照してください。

例えば、入力 A から入力 B に切り替える場
合、このフィールドで入力 A を指定します。

フォローポイント [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合は、このフィールドに入力します。参照
アクション名の入力が終了したときに切り替え 
が発生することを示すため、Always End。
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動的ファイル入力に切り替えるためのフィールド

このテーブルは、動的ファイル入力に切り替えるアクションに適用されるフィールドを示していま
す。

フィールド 説明

[Action name (アクション名)] この入力スイッチの名前です。

アクションの種類 入力スイッチ。

入力アタッチ 切り替える先のファイル入力です。入力は既
にこのチャンネルで入力アタッチとしてセット
アップされている必要があります。

例えば、入力 A から入力 B に切り替える場
合、このフィールドで入力 B を指定します。

[Dynamic input setting] (動的入力設定) - [URL 
path for input source A] (入力ソース A の URL 
パス)

このフィールドは、入力が動的入力として設定
されている場合に表示されます。入力のソース 
A の URL の一部 $urlPath$  を置き換える値
を入力します。フィールドの下のヒントに、こ
のソース用に作成した URL パスが表示されま
す。

[Dynamic input setting] (動的入力設定) - [Use 
the same URL path for input source B] (入力
ソース B に同じ URL パスを使用)

このフィールドは、入力が標準チャンネルにア
タッチされている場合に表示されます。つま
り、2 つのパイプラインがあり、2 つのソース
があることを意味します。

ソース A とソース B の $urlPath$  に同じ値
を使用する場合は、このフィールド (デフォル
ト) を有効にします。

別の値を使用するには、このフィールドを無効
にして、値を入力します。

[Input clippings settings] (入力クリッピング設
定) – [Enable input clipping] (入力クリッピング 
を有効にする)

このフィールドは、ファイル入力の場合にのみ
表示されます。
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フィールド 説明

ファイルの開始と終了、開始時のみ、または終
了時のみ、または終了時にのみクリップする場
合は、フィールドを有効にします。

[Input clippings settings] (入力クリッピング設
定) - [Input timecode source] (入力タイムコー
ドソース)

ソースを選択します。

ゼロベース - ファイルの開始を基準とした開始
時刻と終了時刻を設定します。00:00:00:00 で
す。

埋め込み - ファイル内のタイムコードに基づい
て時刻を設定します。ファイルにはタイムコ 
ードが必要です。タイムコードがない場合、ク
リッピング命令は無視されます。

[Input clippings settings] (入力クリッピング 
設定) - [Start timecode] (タイムコードの開 
始)、[Stop timecode] (タイムコードの停止)

1 つまたは両方のフィールドに入力します 
。hh:mm:ss:ff の形式で値を入力します。

[Input clippings settings] (入力クリッピング設
定) – [Last frame clipping behavior] (最後のフ
レームのクリッピング動作)

このフィールドは、停止タイムコードを指定し
た場合のみ表示されます。

最後のフレームを除外する – 終了タイムコー
ドで指定されたフレームの前にファイルをク 
リップします。例えば、終了タイムコードが 
01:00:30:19 の場合、フレーム 19 は含まれま
せん。

最後のフレームを含める – ファイルをクリップ 
しません。前の例では、フレーム 19 を含めま
す。

開始タイプ [Fixed] (固定)、[Immediate] (即時)、または
[Follow] (フォロー)。入力準備の開始タイプに 
ついては、「the section called “固定、即時、
およびフォローのスイッチ”」を参照してくだ
さい。
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フィールド 説明

日付および時間 [Start type] (開始タイプ) が [Fixed] (固定) の場
合、チャンネルがこの新しい入力に切り替える
必要がある日付と時刻 (UTC 形式) を指定しま
す。この時刻は 30 秒以上後である必要があり
ます。

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。

参照アクション名 [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合、切り替える元の入力 (この新しい入力
の前の入力) を選択します。ドロップダウンリ
ストは、ファイル入力である既存の入力スイッ 
チをすべて一覧表示します。入力 A がファイ
ル入力である場合のみ、入力 B が入力 A を追
跡できることを覚えておいてください。これ
らの切り替えルールの詳細については、「the 
section called “固定、即時、およびフォローの
スイッチ”」を参照してください。

例えば、入力 A から入力 B に切り替える場
合、このフィールドで入力 A を指定します。

フォローポイント [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合は、このフィールドに入力します。参照
アクション名の入力が終了したときに切り替え 
が発生することを示すため、Always End。

入力準備のフィールド

このセクションでは、次の 3 種類の入力準備のフィールドに入力する方法について説明します。

• 静的ライブ入力の準備

• 静的ファイル入力の準備

• 動的ファイル入力の準備
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静的ライブ入力の準備のフィールド

このテーブルは、静的ライブ入力を準備するアクションに適用されるフィールドを示しています。

フィールド 説明

[Action name (アクション名)] この入力の準備の名前。

アクションの種類 入力準備

入力アタッチ 準備するライブ入力。入力は既にこのチャンネ
ルで入力アタッチとしてセットアップされてい
る必要があります。

開始タイプ [Fixed] (固定)、[Immediate] (即時)、または
[Follow] (フォロー)。入力準備の開始タイプ
については、「the section called “開始のタイ
プ”」を参照してください。

日付および時間 [Start type] (開始タイプ) が [Fixed] (固定) の場
合、チャンネルが入力の準備を開始する必要が
ある日付と時刻 (UTC 形式) を指定します。こ
の時間は、次回の入力スイッチの少なくとも 
10 秒前にする必要があります。

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。

参照アクション名 [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合は、フォローする入力を選択します。こ
の入力は、終端を入力準備のトリガーとして使
用する入力です。次の入力切替の入力ではあり 
ません。

ドロップダウンリストは、既存のすべての入力
スイッチを一覧表示します。リファレンス (ト
リガー) として使用する入力スイッチがリスト
されていない場合は、まずその入力スイッチを
作成する必要があります。
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フィールド 説明

入力準備の開始タイプについては、「the 
section called “開始のタイプ”」を参照してくだ
さい。

フォローポイント [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合は、このフィールドに入力します。参照
アクション名の入力が終了したときに入力準備
が発生することを示すため、フォローポイント 
は常に終了です。

静的ファイル入力の準備のフィールド

このテーブルは、静的ファイル入力を準備するアクションに適用されるフィールドを示しています。

フィールド 説明

[Action name (アクション名)] この入力の準備の名前。

アクションの種類 入力準備

入力アタッチ 準備するファイル入力。入力は既にこのチャン
ネルで入力アタッチとしてセットアップされて
いる必要があります。

[Input clippings settings] (入力クリッピング設
定) – [Enable input clipping] (入力クリッピング 
を有効にする)

このフィールドは、入力クリッピングの対象と
なるファイル入力にのみ表示されます。

次の入力スイッチ (準備中) もクリップされる
場合は、フィールドを有効にします。準備アク
ションは、スイッチアクションと同じクリッピ
ング手順で設定する必要があります。

[Input clippings settings] (入力クリッピング設
定) - [Input timecode source] (入力タイムコー
ドソース)

ソースを選択します。

ゼロベース - ファイルの開始を基準とした開始
時刻と終了時刻を設定します。00:00:00:00 で
す。
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フィールド 説明

埋め込み - ファイル内のタイムコードに基づい
て時刻を設定します。ファイルにはタイムコ 
ードが必要です。タイムコードがない場合、ク
リッピング命令は無視されます。

この準備動作と次のスイッチ動作で同じソース
を選択することを確認してください。

[Input clippings settings] (入力クリッピング 
設定) - [Start timecode] (タイムコードの開 
始)、[Stop timecode] (タイムコードの停止)

1 つまたは両方のフィールドに入力します 
。hh:mm:ss:ff の形式で値を入力します。

この準備アクションと次のスイッチアクション
で同じ値を入力することを確認してください。

[Input clippings settings] (入力クリッピング設
定) – [Last frame clipping behavior] (最後のフ
レームのクリッピング動作)

このフィールドは、停止タイムコードを指定し
た場合のみ表示されます。

最後のフレームを除外する – 終了タイムコー
ドで指定されたフレームの前にファイルをク 
リップします。例えば、終了タイムコードが 
01:00:30:19 の場合、フレーム 19 は含まれま
せん。

最後のフレームを含める – ファイルをクリップ 
しません。前の例では、フレーム 19 を含めま
す。

この準備アクションと次の切り替えアクション
で同じオプションを選択してください。

開始タイプ [Fixed] (固定)、[Immediate] (即時)、または
[Follow] (フォロー)。入力準備の開始タイプ
については、「the section called “開始のタイ
プ”」を参照してください。
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フィールド 説明

日付および時間 [Start type] (開始タイプ) が [Fixed] (固定) の場
合、チャンネルがこの入力の準備を開始する
必要がある日付と時刻 (UTC 形式) を指定しま
す。この時間は、次回の入力スイッチの少なく
とも 10 秒前にする必要があります。

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。

参照アクション名 [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合は、フォローする入力を選択します。こ
の入力は、終端を入力準備のトリガーとして使
用する入力です。次の入力切替の入力ではあり 
ません。

ドロップダウンリストは、既存のすべての入力
スイッチを一覧表示します。リファレンス (ト
リガー) として使用する入力スイッチがリスト
されていない場合は、まずその入力スイッチを
作成する必要があります。

入力準備の開始タイプについては、「the 
section called “開始のタイプ”」を参照してくだ
さい。

フォローポイント [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合は、このフィールドに入力します。参照
アクション名の入力が終了したときに入力準備
が発生することを示すため、フォローポイント 
は常に終了です。

動的ファイル入力の準備のためのフィールド

このテーブルは、動的ファイル入力を準備するアクションに適用されるフィールドを示しています。
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フィールド 説明

[Action name (アクション名)] この入力の準備の名前。

アクションの種類 入力準備

入力アタッチ 準備するファイル入力。入力は既にこのチャン
ネルで入力アタッチとしてセットアップされて
いる必要があります。

[Dynamic input setting] (動的入力設定) - [URL 
path for input source A] (入力ソース A の URL 
パス)

このフィールドは、入力が動的入力として設定
されている場合に表示されます。

入力のソース A の URL の一部 $urlPath$
を置き換える値を入力します。フィールドの下
のヒントに、このソース用に作成した URL パ
スが表示されます。

この準備アクションと次のスイッチアクション
で同じ値を入力することを確認してください。

[Dynamic input setting] (動的入力設定) - [Use 
the same URL path for input source B] (入力
ソース B に同じ URL パスを使用)

このフィールドは、入力が標準チャンネルにア
タッチされている場合に表示されます。つま
り、2 つのパイプラインがあり、2 つのソース
があることを意味します。

ソース A とソース B の $urlPath$  に同じ値
を使用する場合は、このフィールド (デフォル
ト) を有効にします。

別の値を使用するには、このフィールドを無効
にして、値を入力します。

この準備動作と次のスイッチ動作で同じオプ
ションを選択することを確認してください。

[Input clippings settings] (入力クリッピング設
定) – [Enable input clipping] (入力クリッピング 
を有効にする)

このフィールドは、入力クリッピングの対象と
なるファイル入力にのみ表示されます。
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フィールド 説明

次の入力スイッチ (準備中) もクリップされる
場合は、フィールドを有効にします。準備アク
ションは、スイッチアクションと同じクリッピ
ング手順で設定する必要があります。

[Input clippings settings] (入力クリッピング設
定) - [Input timecode source] (入力タイムコー
ドソース)

ソースを選択します。

ゼロベース - ファイルの開始を基準とした開始
時刻と終了時刻を設定します。00:00:00:00 で
す。

埋め込み - ファイル内のタイムコードに基づい
て時刻を設定します。ファイルにはタイムコ 
ードが必要です。タイムコードがない場合、ク
リッピング命令は無視されます。

この準備動作と次のスイッチ動作で同じソース
を選択することを確認してください。

[Input clippings settings] (入力クリッピング 
設定) - [Start timecode] (タイムコードの開 
始)、[Stop timecode] (タイムコードの停止)

1 つまたは両方のフィールドに入力します 
。hh:mm:ss:ff の形式で値を入力します。

この準備アクションと次のスイッチアクション
で同じ値を入力することを確認してください。
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フィールド 説明

[Input clippings settings] (入力クリッピング設
定) – [Last frame clipping behavior] (最後のフ
レームのクリッピング動作)

このフィールドは、停止タイムコードを指定し
た場合のみ表示されます。

最後のフレームを除外する – 終了タイムコー
ドで指定されたフレームの前にファイルをク 
リップします。例えば、終了タイムコードが 
01:00:30:19 の場合、フレーム 19 は含まれま
せん。

最後のフレームを含める – ファイルをクリップ 
しません。前の例では、フレーム 19 を含めま
す。

この準備アクションと次の切り替えアクション
で同じオプションを選択してください。

開始タイプ [Fixed] (固定)、[Immediate] (即時)、または
[Follow] (フォロー)。入力準備の開始タイプ
については、「the section called “開始のタイ
プ”」を参照してください。

日付および時間 [Start type] (開始タイプ) が [Fixed] (固定) の場
合、チャンネルがこの入力の準備を開始する
必要がある日付と時刻 (UTC 形式) を指定しま
す。この時間は、次回の入力スイッチの少なく
とも 10 秒前にする必要があります。

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。
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フィールド 説明

参照アクション名 [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合は、フォローする入力を選択します。こ
の入力は、終端を入力準備のトリガーとして使
用する入力です。次の入力切替の入力ではあり 
ません。

ドロップダウンリストは、既存のすべての入力
スイッチを一覧表示します。リファレンス (ト
リガー) として使用する入力スイッチがリスト
されていない場合は、まずその入力スイッチを
作成する必要があります。

フォローポイント [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合は、このフィールドに入力します。参照
アクション名の入力が終了したときに入力準備
が発生することを示すため、フォローポイント 
は常に終了です。

イメージオーバーレイをアクティブ化するためのフィールド

このテーブルは、イメージオーバーレイをアクティブ化するアクションに適用されるフィールドを示
しています。

フィールド 説明

アクションの種類 静的イメージのアクティブ化。

[Action name (アクション名)] このアクティベーションアクションの名前で
す。例えば、オーバーレイするイメージの名前
です。

開始タイプ 固定または即時。

日付および時間 チャンネルがイメージオーバーレイをアクティ
ブ化する日時 (UTC 形式) です。時刻は、アク 
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フィールド 説明

ションを送信した時刻から少なくとも 60 秒後
である必要があります。

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。

その他のフィールド これらのフィールドを完了して、アクティベー
ションの動作を制御します。

イメージオーバーレイを非アクティブ化するためのフィールド

このテーブルは、イメージオーバーレイを非アクティブ化するためにアクションに適用されるフィー
ルドを示しています。

フィールド 説明

アクションの種類 静的イメージの非アクティブ化。

[Action name (アクション名)] この無効化アクションの名前です。例えば、イ
メージの名前です。または、アクティベーショ
ンアクションと「非アクティブ化」という用語 
に結び付けられる名前です。

開始タイプ 固定または即時。

日付および時間 [Start type] (開始タイプ) が [Fixed] (固定)の場
合、チャンネルがイメージオーバーレイを無
効にする必要がある日付と時刻 (UTC 形式) を
指定します。時刻は、アクションを送信した時
刻から少なくとも 60 秒後である必要がありま
す。

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。
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モーショングラフィックスオーバーレイを有効化するためのフィールド

このテーブルは、モーショングラフィックスオーバーレイをアクティブ化するアクションに適用され
るフィールドを示しています。

フィールド 説明

アクションの種類 モーショングラフィックスを有効化

[Action name (アクション名)] このアクティベーションアクションの名前で
す。例えば、モーショングラフィックアセット
の名前などです。

開始タイプ 固定または即時。

日付および時間 チャンネルがモーショングラフィックスオー
バーレイをアクティブ化する日時 (UTC 形式) 
です。時刻は、アクションを送信した時刻から
少なくとも 60 秒後である必要があります。

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。

[Duration] (所要時間) オプション。モーショングラフィックがビデオ
に残るまでの時間 (ミリ秒)。このフィールドを
省略するか 0 に設定すると、期間は無制限とな
り、非アクティブ化アクションを作成するまで 
モーショングラフィックは残ります。

URL モーショングラフィックスアセットの URL。
このアセットは常に HTML ファイルです。UR 
L はこの構文に従います。

<protocol>://<path>/<file>.html

例:

https://example.com/ticker_ 
tape.html
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フィールド 説明

認証情報 このセクションは、 MediaLiveモーショングラ
フィックスアセットが保存されているサーバー
からのユーザー認証が必要な場合にのみ実行し
てください。

サーバーの所有者から提供されたユーザー名を
入力します。パスワードには、AWS Systems 
Manager パラメータストアに保存されている
パスワードの名前を入力します。パスワード自
体は入力しないでください。詳細については、
「the section called “AWS Systems Manager 
Parameter Store”」を参照してください。

モーショングラフィックスオーバーレイを無効化するためのフィールド

このテーブルは、モーショングラフィックスオーバーレイを非アクティブ化するためにアクションに
適用されるフィールドを示しています。

フィールド 説明

アクションの種類 モーショングラフィックスを無効化

[Action name (アクション名)] この無効化アクションの名前です。例え 
ば、deactivate_motion_graphic 。

開始タイプ 固定または即時。

日付および時間 [Start type] (開始タイプ) が [Fixed] (固定)の場
合に、チャンネルがイメージオーバーレイを無 
効にする必要がある日付と時刻 (UTC 形式) を
指定します。時刻は、アクションを送信した時
刻から少なくとも 60 秒後である必要がありま
す。
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フィールド 説明

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。

Splice_Insert メッセージのフィールド

このテーブルは、splice_insert SCTE 35 メッセージを挿入するアクションに適用されるフィールド
を示しています。

フィールド 説明

アクションの種類 SCTE 35 スプライスインサート。

[Action name (アクション名)] この splice_insert アクションの名前です。例え
ば、splice_insert アクションは連続的な番号が
つけられ、毎日または毎月再開することができ
ます。

開始タイプ 固定、フォロー または 即時。

日付および時間 開始タイプが固定の場合、splice_insert アク
ションの UTC 開始時刻を指定します。この時
刻は 15 秒以上後にしてください。

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。

参照アクション名 [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合は、フォローする入力を選択します。
ドロップダウンリストは、ファイル入力であ
る既存の入力スイッチをすべて一覧表示しま
す。SCTE 35 アクションが入力 A に従うこと
ができるのは、入力 A がファイル入力で、入
力 A のソースエンド動作が continue である場
合のみであることに注意してください。
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フィールド 説明

これらの切り替えルールの詳細については、
「the section called “固定、即時、およびフォ
ローのスイッチ”」を参照してください。

フォローポイント [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合は、このフィールドに入力します。参照
アクション名の入力が終了したときに切り替え 
が発生することを示すため、Always End。

スプライスイベント ID スプライスイベントの ID。このチャンネルの
スケジュールされたアクティブな splice_insert 
メッセージの中で一意であるスプライスイベン
トの ID を入力します。スケジュールアクショ
ンがチャンネルで処理中であり、完了していな
い場合、メッセージはアクティブです。

[Duration] (所要時間) スプライスイベントの継続時間。以下のいずれ
かの方法で完了します。

• 期間を入力します (90 KHz ティック単位)。
例えば、15 秒と等しい、1350000 です。

• 期間なしでメッセージを作成するには、空の
ままにします。

トランスポートストリームに挿入された splice_insert には、次のものがあります。

      segmentation_event_cancel_indicator = 0  
      out_of_network = 1 
      duration_flag = 1 
      duration = the specified time 
     

または

      segmentation_event_cancel_indicator = 0 
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      out_of_network = 1 
      duration_flag = 0 
     

Time_Signal メッセージのフィールド

このテーブルは、time_signal SCTE 35 メッセージを挿入するアクションに適用されるフィールドを
示しています。

フィールド 説明

アクションの種類 SCTE 35 タイムシグナル。

[Action name (アクション名)] この time_signal アクションの名前です。例え
ば、time_signal アクションに連続的な数字で
名前を付け、毎日または毎月再開させます。

開始タイプ 固定、フォロー または 即時。

日付および時間 開始タイプが固定の場合、time_signal の UTC 
開始時間を指定します。この時刻は 15 秒以上
後にしてください。

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。

参照アクション名 [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合は、フォローする入力を選択します。
ドロップダウンリストは、ファイル入力であ
る既存の入力スイッチをすべて一覧表示しま
す。SCTE 35 アクションが入力 A に追従でき
るのは、入力 A がファイル入力で、入力 A の
ソースエンド動作が continue である場合のみ
であることに注意してください。

これらの切り替えルールの詳細については、
「the section called “固定、即時、およびフォ
ローのスイッチ”」を参照してください。
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フィールド 説明

フォローポイント [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合は、このフィールドに入力します。参照
アクション名の入力が終了したときに切り替え 
が発生することを示すため、Always End。

Scte35 記述子の追加 このボタンを選択し、表示されるフィールドに
入力します。記述子は、time_signal メッセー
ジの標準的なコンポーネントです。

return-to-network メッセージ用のフィールド。

次の表は、 return-to-network SCTE 35 メッセージを挿入するアクションに適用されるフィールドを
示しています。

フィールド 説明

アクションの種類 SCTE 35 はネットワークに戻ります。

[Action name (アクション名)] return-to-network このアクションの名前。例え
ば、splice0003_ return_early 。

開始タイプ 固定、フォロー または 即時。

日付および時間 開始タイプが固定の場合は、返品の UTC 開始
時刻を指定します。この時刻は 15 秒以上後に
してください。

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。

参照アクション名 [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合は、フォローする入力を選択します。ド
ロップダウンリストは、ファイル入力である既
存の入力スイッチをすべて一覧表示します。S 
CTE 35 アクションが入力 A に従うことができ
るのは、入力 A がファイル入力で、入力 A の
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フィールド 説明

ソースエンド動作が continue である場合のみ
であることに注意してください。

これらの切り替えルールの詳細については、
「the section called “固定、即時、およびフォ
ローのスイッチ”」を参照してください。

フォローポイント [Start type] (開始タイプ) が [Follow] (フォロー) 
の場合は、このフィールドに入力します。参照
アクション名の入力が終了したときに切り替え 
が発生することを示すため、Always End。

スプライスイベント ID が終了するはずの splice_insert の ID。 return-
to-network splice_insert を作成したときにこの 
ID を割り当てました。

ID3 メタデータのフィールド

このテーブルは、1 つの ID3 メタデータを挿入するアクションに適用されるフィールドを示していま
す。

フィールド 説明

アクションの種類 HLS 時間指定メタデータ。

[Action name (アクション名)] メタデータ項目の名前。id3_metadata-
<UTC time> などのように、ID3 メタデータ項
目の命名規則を設計することもできます。

開始タイプ 固定または即時。

日付および時間 開始タイプが固定の場合は、ID3 メタデータ項
目の UTC 開始時刻を指定します。この時刻は 
15 秒以上後にしてください。
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フィールド 説明

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。

[Id3] base64 としてエンコードされた ID3 メタデー
タを入力します。メタデータは完全な形式の 
ID3 メタデータ (ID3 2.4.0 仕様に従い、ヘッダ 
ーとフレームの両方を含む) である必要があり
ます。

value MediaLive プロパティの内容には変数
データを含めることができます。 MediaLive 
base64 の内容を調べ、置換を実行します。た
とえば、 MediaLive $dt$日付と時刻に変更さ 
れます。

ID3 セグメントタグのフィールド

このテーブルは、ID3 セグメントタグを挿入する 1 つのアクションに適用されるフィールドを示して
います。

フィールド 説明

アクションの種類 HLS ID3 セグメントタグ付け。

[Action name (アクション名)] セグメントタグの名前。

開始タイプ 固定または即時。

日付および時間 開始タイプが固定の場合は、ID3 セグメントタ
グの UTC 開始時刻を指定します。この時刻は 
15 秒以上後にしてください。

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。
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フィールド 説明

[Tag] (タグ) タグの内容がフリーテキストの場合は、この
フィールドに入力してください。ID3 TXXX  タ
グ内のフィールドに「」を入力します。value

コンテンツには、 MediaLive 可変データを含め
ることができます。次の例では、コンテンツは
日付と時刻と現在のセグメント番号で構成され 
ます。タグの内容はセグメントごとに異なりま
す。

$dt$-$sn$

ID3 タグの内容が ID3 メタデータの場合は、この
フィールドに入力します。base64 としてエン
コードされたコンテンツを入力します。メタ
データは完全な形式の ID3 メタデータ (ID3 仕
様に従ってヘッダーとフレームの両方を含む) 
である必要があります。

一時停止のフィールド

[Schedule action settings] (スケジュールアクション設定) で、以下のフィールドに入力します。

フィールド 説明

アクションの種類 一時停止

[Action name (アクション名)] アクションの名前。

開始タイプ 固定または即時。

日付および時間 開始タイプが固定の場合は、返品の UTC 開始
時刻を指定します。この時刻は 15 秒以上後に
してください。
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フィールド 説明

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。

[Actions] (アクション) [Add actions] (アクションの追加) を選択
し、[Pipeline id] (パイプライン ID) で一時
停止するパイプライン [PIPELINE_0] または
[PIPELINE_1] を選択します。

[作成] を選択すると、指定したパイプラインを一時停止し、 MediaLive 指定されていないパイプライ
ンの一時停止を解除するアクションがスケジュールに追加されます。その結果、アクションの実行
後、指定されたパイプラインのみが一時停止されます。

一時停止解除のフィールド

[Schedule action settings] (スケジュールアクション設定) で、以下のフィールドに入力します。

フィールド 説明

アクションの種類 一時停止

[Action name (アクション名)] アクションの名前。

開始タイプ 固定または即時。

日付および時間 開始タイプが固定の場合は、返品の UTC 開始
時刻を指定します。この時刻は 15 秒以上後に
してください。

時刻は入力のタイムコードではなく、実時間で
あることに注意してください。

[Actions] (アクション) このセクションは空のままにします。アクショ
ンを追加しないでください。

[作成] を選択すると、空の [アクション] セクションに、 MediaLive すべてのパイプラインの一時停
止を解除するアクションをスケジュールに追加するように指示されます。
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スケジュールからのアクションの削除 (コンソール)

このルールは、削除アクションをスケジュールに追加した場合に適用されます。

• シングル入力チャンネル (入力切り替えを伴わないチャンネル) では、次のようにアクションを削
除できます。

• 開始時刻がこの先 15 秒を超えるアクションを削除できます。チャンネルはアクションを実行し
ません。

• 既に実行されているアクションを削除できます。このアクションを削除しても、アクションは元
に戻らず、スケジュールから削除されるだけです。

• 複数入力チャンネルでは、次のようにアクションを削除できます。

• 開始時刻がこの先 15 秒を超えるアクションを削除できます。チャンネルはアクションを実行し
ません。

入力スイッチや入力準備の削除、イベントなど、未来にあるときに適用される制約があります。
詳細については、「the section called “スケジュールからのアクションの削除”」および「the 
section called “削除と停止”」を参照してください。

• 既に実行されているアクションを削除できます。このアクションを削除しても、アクションは元
に戻らず、スケジュールから削除されるだけです。

入力スイッチや入力準備の削除、イベントなど、未来にあるときに適用される制約があります。
詳細については、「the section called “スケジュールからのアクションの削除”」および「the 
section called “削除と停止”」を参照してください。

削除と取り消し

スケジュールから古いアクションを削除しても、チャンネル内の効果は元に戻らないことを理解する
ことが重要です。例えば、チャンネルを一時停止し、チャンネルがアクションを実行した場合は、新
しいアクションを入力してチャンネルを一時停止解除します。アクションを削除しても、一時停止は
解除されません。

Note

チャンネルが既にアクションを受け取っている場合は、そのアクションを変更して効果的に
削除できる場合があります。詳細については、「the section called “アクションの変更”」を
参照してください。
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1 つのリクエストで任意の数のアクションを削除することも、1 つのリクエストで任意のタイプのア
クションを組み合わせて削除することもできます。たとえば、SCTE 35 のメッセージアクションと
イメージオーバーレイアクションの削除を混在させることができます。

一般的な手順は、任意のタイプのアクションを削除する場合と同じです。

リストビューでアクションを削除するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Channel] (チャンネル) を選択し、操作するチャンネルを選択しま
す。

3. [Details] (詳細) ペインで、[Schedule] (スケジュール) タブを選択します。

4. 必要に応じて、[Switch] (切り替え) ボタンを選択して [List] (リスト) ビューを表示します。タイ
ムラインビューのレイアウトとカラーコーディングの詳細については、「the section called “ス
ケジュールの表示”」を参照してくさい。

5. 削除するアクションを 1 つ以上選択します。

入力フォローチェーンにある入力スイッチを選択すると、プロンプトが表示されます。このプロ
ンプトは、次の固定入力スイッチまでのフォロー入力スイッチアクションと SCTE 35 フォロー
アクションもすべて削除されることを通知します。キャンセルまたは続行できます。

[Actions] (アクション) を選択して、[Delete] (削除) を選択します。

タイムラインビューでアクションを削除するには (コンソール)

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Channel] (チャンネル) を選択し、操作するチャンネルを選択しま
す。

3. [Details] (詳細) ペインで、[Schedule] (スケジュール) タブを選択します。

4. 必要に応じて、[Switch] (切り替え) ボタンを選択して [Timeline] (タイムライン) ビューを表示し
ます。タイムラインビューのレイアウトとカラーコーディングの詳細については、「the section 
called “スケジュールの表示”」を参照してくさい。

5. 各アクションセクションで、[X] を選択してアクションを削除します。

入力フォローチェーンにある入力スイッチを選択すると、このアクションの下のフォローアク
ション (次の固定入力スイッチまで) も削除されることを通知するプロンプトが表示されます。
キャンセルまたは続行できます。
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スケジュールのアクションを変更する (コンソール)

チャンネルに受信されていない場合でも、スケジュール内のアクションを変更することはできませ
ん。ただし、作成アクション、削除アクション、またはその両方を使用して変更効果を達成できる場
合があります。

トピック

• アクションの修正に関する一般的なルール

• 入力スイッチアクションの変更

• フォローチェーンでの入力スイッチアクションの変更

• 入力スイッチアクションをフォローチェーンに挿入

• 入力準備アクションの変更

• 進行中のイメージオーバーレイの変更

• 進行中のモーショングラフィックスオーバーレイの修正

アクションの修正に関する一般的なルール

チャンネルに受信されていない場合でも、スケジュール内のアクションを変更することはできませ
ん。

まだ開始されていないアクションを変更するには、アクションを削除して再度作成します。削除と再
作成に関する重要なヒントについては、次のセクションを参照してください。

入力スイッチアクションの変更

スケジュールで入力スイッチを変更することはできません。しかし、アクションを削除して再度作成
することで、同じ結果が得られます。

開始時間がこの先 15 秒未満のアクションを削除または作成することはできません。この期限の前に
アクションを削除および再作成するために十分な時間を確保する必要があります。

フォローチェーンでの入力スイッチアクションの変更

入力フォローチェーン内のアクションを削除した場合 (削除して再作成するため)、入力スイッチの
フォローアクションと SCTE 35 のフォローアクションも削除して再作成する必要があります。各ア
クションは前のアクションを参照するため、これを行う必要があります。前のアクションを削除する
と、次のアクションは孤立した状態になります。孤立したアクションは許可されていません。
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例 1: アクションを変更する

例えば、これが入力フォローチェーンであるとします。

Input A              Fixed    File 
           Input B   Follow   File 
           Input C   Follow   File 
           Input D   Follow   File or Live
Input E              Fixed    File or Live       
         

入力 A を削除して変更するには、入力 B、C、D も削除する必要があります。入力 B を削除して、
孤立しないようにする必要があります。同じルールは、別の入力にチェーンされていない次の固定入
力 (入力 E) まで適用されます。したがって、入力 E を削除する必要はありません。

コンソールを使用して入力 A を削除した場合、このアクションの下のフォローアクション (次の固定
入力スイッチである入力 E まで) も削除されることを通知するプロンプトが表示されます。キャンセ
ルまたは続行できます。次に、入力 A から入力 D までを再作成する必要があります。チェーンを下
る順に入力 A、入力 B、入力 C、入力 D の順に再作成します。

例 2: アクションを削除する

この例では、入力 B を削除する方法を示します。

Input A              Fixed    File 
           Input B   Follow   File 
           Input C   Follow   File 
           Input D   Follow   File or Live
Input E              Fixed    File or Live       
         

コンソールを使用して入力 B を削除した場合、このアクションの下のフォローアクション (次の固定
入力スイッチである入力 E まで) も削除されることを通知するプロンプトが表示されます。キャンセ
ルまたは続行できます。次に、入力 C と入力 D を再作成する必要があります。チェーンを下る順に
入力 C、入力 D の順に再作成します。入力 B の代わりに入力 A にフォローするように入力 C を設定
します。
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入力スイッチアクションをフォローチェーンに挿入

フォロースイッチアクションを [入力フォローチェーン] (既存の 2 つのフォロースイッチアクション
間)に挿入するには、挿入の下にあるフォローアクションを削除して再作成する必要があります。こ
れは、前の 1 つのアクションに 2 つのアクションがフォローしないようにするためです。チェーン
内での分岐は許可されません。

例えば、入力 B と入力 C の間に入力 X を挿入するとします。入力 C は既に入力 B を参照していま
す。入力 X にも入力 B を参照させることは許可されません。したがって、入力 C とそれに続く入力
を削除する必要があります。次に、入力 X (入力 B を参照)、入力 C (入力 X を参照)、入力 D (入力 C 
を参照) の順序でチェーンを再作成します。

入力準備アクションの変更

スケジュールで入力スイッチを変更することはできません。しかし、アクションを削除して再度作成
することで、同じ結果が得られます。

開始時間がこの先 15 秒未満のアクションを削除または作成することはできません。この期限の前に
アクションを削除および再作成するために十分な時間を確保する必要があります。

進行中の SCTE 35 メッセージの変更

チャネルでアクティブな SCTE 35 メッセージは変更できません。具体的には、splice_insert の期間
を短縮できません。ただし、 return-to-network アクションを作成しても同じ結果が得られます。

進行中の ID3 セグメントタグの変更または削除

チャンネルでアクティブな ID3 セグメントタグの内容は変更できません。代わりに、アクティブな
タグを上書きする新しいアクションを作成します。新しいアクションには、新しいコンテンツを持つ
タグを含めるか、空のタグを含めることができます。

• 新しいアクションにコンテンツを含むタグが含まれている場合、チャンネルは新しいアクションの
内容をすべてのセグメントに挿入し始めます。

• 新しいアクションに空のタグが含まれている場合、チャンネルはセグメントタグの挿入を停止しま
す。これは、タグを効果的に削除したことを意味します。
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進行中のイメージオーバーレイの変更

チャンネルで実行されているイメージオーバーレイを直接変更することはできません。ですが、同じ
レイヤーが指定された新しいアクションを作成することで、同じ結果が得られます。以下の操作を行
うことができます。

• イメージオーバーレイの期間を短縮または延長します。

• 1 つ以上の属性を変更します。

• イメージオーバーレイで現在指定されていない属性を指定します。例えば、現在のオーバーレイで
フェードアウトがない箇所に、フェードアウトを指定することができます。

• 15 秒後にイメージオーバーレイを挿入する (新しいアクション名で) 新しいアクションを作成しま
す。以下を必ず指定します。

• 変更するイメージと同じレイヤー。

• 適切な期間 (イメージは現在のイメージの期間を継承しません)。

• 必要なすべての属性。

同じレイヤーを指定したため、新しいアクションが現在のアクションを置き換えます。

進行中のモーショングラフィックスオーバーレイの修正

チャンネルで実行されているモーショングラフィックオーバーレイを直接変更することはできませ
ん。しかし、他の方法で同じ結果を得られます。例えば、オーサリングシステム (モーショングラ
フィックアセットを生成する) は、アクションに関連付けられた URL にパブリッシュされるコンテ
ンツを変更できます。モーショングラフィックスアセットの準備とパブリッシュの詳細については、
「the section called “ステップ 1: モーショングラフィックアセットを準備する”」を参照してくださ
い。

スケジュールの表示 (コンソール)

現在スケジュールにあるアクションのリストを表示し、リストビューまたはタイムラインビューで確
認できます。

アクションを表示するには (コンソール)

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Channel] (チャンネル) を選択し、操作するチャンネルを選択しま
す。
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3. [Details] (詳細) ペインで、[Schedule] (スケジュール) タブを選択します。

[Schedule actions] (スケジュールアクション) ペインは、スケジュールの現在の時間帯にあるア
クションを表示します。

[Switch] (切り替え) ボタンを選択して、スケジュールの 2 つのビューを切り替えることができま
す。

リストビュー

アクションは主に時系列順に表示されています。

入力フォローチェーンの入力スイッチは、チェーンの上部 (最初のフォローアクションの上にあるア
クション) から、最後のフォローチェーンまで、グループ化されています。SCTE 35 のアクションや
イメージオーバーレイのアクションなど、2 つのフォローアクションの間に他のアクションが発生す
る場合があります。 MediaLive 2 つのフォローアクションの間に SCTE 35 アクションまたはイメー
ジオーバーレイアクションが発生するかどうかは予測できず、リストビューに表示しようともしませ
ん。

タイムラインビュー

アクションは縦軸に沿って、カードで配置されています。カードのタイトルは、アクションタイプに
よって色分けされています。たとえば、SCTE 35 のタイムシグナルメッセージは黄色です。

1 つのカードに複数の入力スイッチが含まれている場合があります。最初の入力切り替えは常に固定
入力切り替えです。そのカードの残りの入力切り替えは、常にフォロータイプ入力切り替えに従いま
す。

スケジュールの使用 (AWS CLI)
AWS CLI を使用して、スケジュールをプログラムで操作できます。この章の後半のセクションで
は、適切なコマンドを入力する方法について説明します。これらのセクションは、AWS CLI の基本
的な使用方法を理解していることを前提としています。ベーシックについては、「AWS CLI コマン
ドリファレンス」を参照してください。

以下のセクションでは、各コマンドについて説明し、この追加情報を提供します。

• AWS CLI コマンド構文の説明。

• リクエストまたはレスポンス JSON ペイロードのスキーマの説明。このペイロードは、AWS CLI 
の構文を使用して表示されます。
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• リクエストまたはレスポンスの JSON ペイロードの例。このペイロードも、AWS CLI の構文を使
用して表示されます。

JSON コンテンツの詳細については、API AWS Elemental MediaLive リファレンスを読むことをお勧
めします。このガイドには、JSON ペイロードの要素から、要素を説明するテーブルへのリンクが
含まれているため、使用しやすくなっています。ただし、AWS CLI はある形式の大文字表記 (例え
ば SubSegmentNum) を要素に使用し、API は別の形式 (例えば subSegmentNum) を使用しているた
め、JSON コードの要素の構文を調整する必要があります。

トピック

• Batch コマンドを使用した作成と削除

• バッチ更新スケジュールコマンドの送信

• 作成アクションの JSON ペイロード

• 削除アクションの JSON ペイロード

• 作成と削除を組み合わせる JSON ペイロード

• スケジュールの表示 (AWS CLI)

Batch コマンドを使用した作成と削除

チャンネルのスケジュールでアクションを作成および削除するには、バッチ更新スケジュールコマ
ンドを使用します。このコマンドを使用すると、1 つのリクエストで複数のアクションを実行できま
す。アクションを作成するコマンドと、アクションを削除するコマンドはありません。

Important

起動して実行中のチャネルを操作する場合は、batch-update-scheduleコマンドを使用してア
クションを追加または削除します。delete-schedule コマンドはアイドル状態のチャンネルで
のみ使用してください。delete-schedule コマンドはスケジュールされたアクションをすべて
削除するため、ライブチャンネルで使用するとサービスが中断する可能性があります。

次のようにコマンドを使用できます。

• 以下を実行するリクエストなど、1 つのリクエストを送信します。

• 1 つのアクションを作成する。

• 1 つのアクションを削除する。
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• 以下を実行する 1 つのリクエストなどのバッチリクエストを送信します。

• 複数のアクションを作成する。

• 複数のアクションを削除する。

• 1 つ以上のアクションを作成し、1 つ以上のアクションを削除する。

Important

作成アクションと削除アクションを組み合わせたコマンドでは、削除アクションは常に作成
アクションの前に実行されます。つまり、作成アクションをスケジュールに追加する前に、 
MediaLive 削除アクションをスケジュールから削除します。

トピック

• バッチリクエストの仕組み

• 異なるインターフェイスでのバッチコマンド

• 異なるインターフェイスの JSON ペイロード

バッチリクエストの仕組み

バッチ処理の目的は、すべてのアクションを一緒に成功または失敗することです。そのため、AWS 
Elemental MediaLiveバッチアクションをまとめて検証します。 MediaLive 以下の検証を行います。

• 作成または削除される各アクションの明示的または暗黙的 開始時刻が、少なくとも 15 秒後である
ことを確認します。

• アクションがスケジュール内の既存のアクションを参照する場合、既存のアクションへの参照が正
確であることを確認します。例えば、フォロー入力スイッチには、後続のアクションへの参照が含
まれます。そのアクションが存在している必要があります。

いずれかのアクションの検証が失敗した場合、バッチにあるすべてのアクションが失敗になります。

アクションが一緒に成功または削除することを望まない場合、バッチを送信しないでください。代わ
りに、独自のバッチ更新スケジュールコマンドで各アクションを作成します。

検証が成功すると、 MediaLive アクションの開始時間に関係なく、すべての削除リクエストが作成
リクエストの前に処理されます。
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例 1

バッチの重要な使用方法は、一緒に成功または失敗する必要がある複数のアクションを実行するこ
とです。例えば、企業ロゴを削除し、(広告表示に移動するために) すぐに splice_insert を挿入すると
します。そのためには、ロゴを削除するアクションと、splice_insert を挿入する別のアクションを作
成する必要があります。ただし、splice_insert アクションが失敗した場合や、 MediaLive その逆の場
合には削除アクションを挿入したくありません。両方のアクションが失敗する方が望ましいと言えま
す。この場合、誤った形式のアクションを修正し、両方のアクションを再度送信できます。

したがって、1 つのバッチ更新スケジュールコマンドで 2 つのアクションをまとめて送信します。

例 2

バッチのもう 1 つの重要な使用方法は、スケジュール内のアクションのエラーを修正することで
す。例えば、まだ開始しておらず、誤った開始時刻で作成されたイメージオーバーレイを修正すると
します。これを行うには、以下を含む JSON で 1 つのバッチ更新スケジュールコマンドを送信しま
す。

• イメージオーバーレイをアクティブ化する元のアクションを削除するペイロード。このアクション
の開始時刻が誤っています。

• 同じイメージオーバーレイをアクティブ化する新しいアクションを追加するペイロード。このアク
ションの開始時刻は正確です。

異なるインターフェイスでのバッチコマンド

バッチ更新スケジュールコマンドは、インターフェイスごとに異なる方法で表されます。

• AWS CLI では、コマンドは batch-update-schedule です。

• API では、コマンドは channels/channelId/schedule の HTTP PUT で表されます。

• AWSSDK では、コマンドはその SDK 言語に適した構成で表されます。

異なるインターフェイスの JSON ペイロード

コマンドの JSON ペイロードは、インターフェイスによって異なります。

• AWS CLI では、ペイロードの内容はコマンドの使用方法によって異なります。

• コマンドを入力するには、channel-id と --cli-input-json の 2 つのパラメータを使用し
ます。この場合、チャンネル ID を繰り返し、JSON ペイロードを含むファイルを作成します。
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• 3 つのパラメータを使用してコマンドを入力できます。1 つはチャンネル ID 用、もう 1 つは作
成アクション用の JSON ペイロード用 (該当する場合)、もう 1 つは削除アクション用の JSON 
ペイロード用 (該当する場合) です。コマンドでペイロードを渡します。両方のパラメータが存
在する場合、各パラメータは個別のペイロードを受け取ります。ただし、2 つのペイロードは検
証され、バッチとして実行されます。

AWS CLI のペイロードは常に Pascal ケース (アッパーキャメルケース) です。

• API には、CREATES セクションと DELETES セクションの 2 つのセクションを持つ 1 つのペイ
ロードがあります。リクエストには、1 つまたは両方のセクションを含めることができます。

API のペイロードは常に、変数名はキャメルケース、クラスは Pascal ケースです。

• AWSSDK では、JSON ペイロードはその SDK 言語に適したコンストラクトで表されます。

個々のアクションに慣れるには、 MediaLive コンソールを使用してアクションを作成すること
をおすすめします。アクションを作成したら、適切なインターフェイス (AWS CLIや SDK など)
DescribeScheduleでコマンドを使用して、スケジュール全体の未加工の JSON ペイロードを取得し
ます。その後、個々のアクションをコピーし、モデルとして保存して、プログラムで作業するときに
使用できます。

バッチ更新スケジュールコマンドの送信

バッチ更新スケジュールコマンドのコマンドは、アクションの作成、アクションの削除、または作成
アクションと削除アクションの組み合わせの送信で同一です。コマンドは同じです。JSON ペイロー
ドの内容のみが異なります。

コマンドを入力してアクションを作成するには、さまざまな方法があります。次の使用方法に従うこ
とをお勧めします。

• channel-id と --cli-input-json の 2 つのパラメータを指定してコマンドを入力します。こ
の場合、チャンネル ID を繰り返し、JSON ペイロードを含むファイルを作成します。

このセクションの手順と例では、この使用方法を示しています。

バッチ更新コマンドには、以下の一般的なルールが適用されます。

• チャンネルが実行中またはアイドル状態のときにアクションを作成できます。
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• 1 つのリクエストで任意の数のアクションを作成することも、1 つのリクエストで任意のタイプの
アクションを組み合わせて作成することもできます。たとえば、SCTE 35 メッセージアクション
と画像オーバーレイアクションを組み合わせて作成できます。

• 1 つのリクエストで複数のアクションを作成して、作成リクエストの 1 つが失敗した場合 (通常
は、開始時刻まで十分な時間がないため)、すべてが失敗となります。

削除アクションには、以下のルールが適用されます。

• チャンネルが実行中またはアイドル状態のときに、アクションを削除できます。

• 1 つのリクエストで任意の数のアクションを削除することも、1 つのリクエストで任意のタイプの
アクションを組み合わせて削除することもできます。たとえば、SCTE 35 メッセージアクション
とイメージオーバーレイアクションの削除を混在させることができます。

• 1 つのリクエストで複数のアクションを削除して、削除リクエストの 1 つが失敗した場合 (通常
は、開始時刻まで十分な時間がないため)、すべてが失敗となります。

バッチコマンドを送信するには

1. アクションを追加または削除する前に、「the section called “アクションの作成”」と「the 
section called “アクションの削除”」を参照してください。

2. チャンネル ID とアクションの適切な JSON ペイロードを含むファイルを準備します。さまざま
なアクションの JSON ペイロードの構造と例については、以下のセクションを参照してくださ
い。

3. ファイルに .txt 拡張子を付けた適切な名前を付けます。例えば、アクションのみを作成するペ
イロードのファイル名は schedule-create-actions.txt です。

4. AWS CLI を実行しているフォルダにファイルを保存します。

5. コマンドラインで、次のコマンドを入力します。

AWS medialive batch-update-schedule --channel-id value --cli-input-json
value

• --channel-id の値に、チャンネル ID を数値として入力します。

• --cli-input-json の値に、次の形式でファイル名を入力します。

file://filename.txt
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例:

aws medialive batch-update-schedule --channel-id 999999 --cli-input-
json schedule-create-actions.txt

6. Enter を押してコマンドを送信します。レスポンスが画面に表示されます。レスポンスは、リク
エストからのデータを繰り返します。

作成アクションの JSON ペイロード

以下のセクションでは、 MediaLive スケジュールのすべてのタイプの作成アクションのペイロード
の構造と、ペイロードの例を示します。

トピック

• 入力切り替えアクション – ペイロード

• 入力準備アクション — ペイロード

• イメージアクションをアクティブ化 – ペイロード

• オーバーレイアクションを非アクティブ化 – ペイロード

• モーショングラフィックオーバーレイを有効にする — ペイロード

• モーショングラフィックオーバーレイを無効にする — ペイロード

• Splice_Insert メッセージ – ペイロード

• Time_Signal メッセージ – ペイロード

• R eturn-to-network メッセージ — ペイロード

• ID3 メタデータの項目 – ペイロード

• ID3 セグメントタグ項目 – ペイロード

• パイプラインアクションの一時停止 – ペイロード

• 作成アクションの組み合わせ

入力切り替えアクション – ペイロード

以下のセクションでは、入力切り替えアクションのペイロードを示します。
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このペイロードの ScheduleActionStartSettings に
は、FixedModeScheduleActionStartSettings、ImmediateModeScheduleActionStartSettings、FollowModeScheduleActionStartSettings
のいずれか 1 つのみが含まれます。

これらの各タグのサンプルについては、以下の例を参照してください。

次の JSON のフィールドの意味と値については、AWS Elemental MediaLiveAPI リファレンスをご覧
ください。

{
"ChannelId": "string",
"Creates": { 
 "ScheduleActions": [ 
  { 
   "ScheduleActionStartSettings": { 
    "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
     "Time": "string" 
    }, 
    "FollowModeScheduleActionStartSettings": { 
     "FollowPoint": "enum", 
     "ReferenceActionName": "string" 
    }, 
    "ImmediateModeScheduleActionStartSettings": { 
    } 
   }, 
   "ActionName": "string", 
   "ScheduleActionSettings": { 
    "InputSwitchSettings": { 
     "InputAttachmentNameReference": "string", 
     "InputClippingSettings": { 
      "InputTimecodeSource": "enum", 
      "StartTimecode": { 
       "Timecode": "string" 
      }, 
      "StopTimecode": { 
       "LastFrameClippingBehavior": "enum", 
       "Timecode": "string" 
      } 
     }, 
     "UrlPath": ["string", ...] 
    } 
   } 
  ] 
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 }
}

開始時間が固定されたライブ入力に切り替える例

このリクエストの例は、固定された開始時刻にライブ入力に切り替えることです。スイッチアクショ
ンは studio-feed と呼ばれ、live-studio-feed という入力アタッチメントに接続されている
入力に切り替わります。指定された UTC 時刻にこの入力に切り替わります。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
    "ScheduleActions": [ 
      { 
       "ScheduleActionStartSettings": { 
          "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
            "Time": "2018-05-21T20:42:19.000Z" 
           } 
          }, 
      "ActionName": "studio-feed", 
      "ScheduleActionSettings": { 
        "InputSwitchSettings": { 
          "InputAttachmentNameReference": "live-studio-feed"  
     } 
    } 
   } 
  ] 
 }
}

フォローとしての静的ファイル切り替えの例

このリクエストの例は、静的ファイル入力に切り替えて、前の入力の末尾にフォローすることです。
スイッチアクションは action-ad-003 と呼ばれ、zel-cafe という入力アタッチメントに接続さ
れている入力に切り替わります。action-ad-002 と呼ばれるアクションが終了すると、この入力
に切り替わります。このアクションのファイルは、30 秒と 11 フレーム後に終了するようにクリッ
プされます。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
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      "ScheduleActions": [ 
          { 
            "ScheduleActionStartSettings": { 
              "FollowModeScheduleActionStartSettings": { 
                "FollowPoint": "END", 
                "ReferenceActionName": "action-ad-002" 
              } 
            }, 
            "ActionName": "action-ad-003", 
              "ScheduleActionSettings": { 
                 "InputSwitchSettings": { 
                    "InputAttachmentNameReference": "zel-cafe", 
                      "InputClippingSettings": { 
                          "InputTimecodeSource": "ZEROBASED", 
               "StopTimecode":{ 
                 "Timecode": "00:00:30:11", 
                 "LastFrameClippingBehavior": "INCLUDE_LAST_FRAME" 
       } 
      } 
     } 
    } 
   } 
  ] 
 }
}

即時開始時刻を使用した動的入力への切り替えの例

このリクエストの例は、動的ファイル入力にすぐに切り替えることです。スイッチアクションは
action-unscheduled-standby と呼ばれ、dynamic-unscheduled-standby という入力ア
タッチメントに接続されている入力に切り替わります。動的入力のこの使用では、使用するファイル
は oceanwaves.mp4 です。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
    "ScheduleActions": [ 
      { 
        "ScheduleActionStartSettings":  
          { 
          "ImmediateModeScheduleActionStartSettings": { 
          } 
         }, 
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       "ActionName": "action-unscheduled-slate", 
        "ScheduleActionSettings": { 
          "InputSwitchSettings": { 
            "InputAttachmentNameReference": "slate", 
            "UrlPath":[ 
              "main/oceanwaves.mp4", 
              "redundant/oceanwaves.mp4"] 
     } 
    } 
   } 
  ] 
 }
}

入力準備アクション — ペイロード

以下のセクションでは、入力切り替えアクションのペイロードを示します。

このペイロードの ScheduleActionStartSettings に
は、FixedModeScheduleActionStartSettings、ImmediateModeScheduleActionStartSettings、FollowModeScheduleActionStartSettings
のいずれか 1 つのみが含まれます。

これらの各タグのサンプルについては、以下の例を参照してください。

次の JSON のフィールドの意味と値については、AWS Elemental MediaLiveAPI リファレンスをご覧
ください。

{
"ChannelId": "string",
"Creates": { 
 "ScheduleActions": [ 
  { 
   "ScheduleActionStartSettings": { 
    "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
     "Time": "string" 
    }, 
    "FollowModeScheduleActionStartSettings": { 
     "FollowPoint": "enum", 
     "ReferenceActionName": "string" 
    }, 
    "ImmediateModeScheduleActionStartSettings": { 
    } 
   }, 
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   "ActionName": "string", 
   "ScheduleActionSettings": { 
    "InputPrepareSettings": { 
     "InputAttachmentNameReference": "string", 
     "InputClippingSettings": { 
      "InputTimecodeSource": "enum", 
      "StartTimecode": { 
       "Timecode": "string" 
      }, 
      "StopTimecode": { 
       "LastFrameClippingBehavior": "enum", 
       "Timecode": "string" 
      } 
     }, 
     "UrlPath": ["string", ...] 
     } 
    } 
   } 
  ] 
 }
}

開始時刻が固定された入力準備の例

このリクエストの例は、固定された開始時刻にライブ入力に切り替えることです。スイッチアクショ
ンは studio-feed と呼ばれ、live-studio-feed という入力アタッチメントに接続されている
入力に切り替わります。指定された UTC 時刻にこの入力に切り替わります。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
    "ScheduleActions": [ 
      { 
       "ScheduleActionStartSettings": { 
          "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
            "Time": "2018-05-21T20:42:19.000Z" 
           } 
          }, 
      "ActionName": "studio-feed", 
      "ScheduleActionSettings": { 
        "InputSwitchSettings": { 
          "InputAttachmentNameReference": "live-studio-feed" 
     } 
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    } 
   } 
  ] 
 }
}

入力準備の例を以下に示します。

このリクエストの例は、静的ファイル入力に切り替えて、前の入力の末尾にフォローすることです。
スイッチアクションは action-ad-003 と呼ばれ、zel-cafe という入力アタッチメントに接続さ
れている入力に切り替わります。action-ad-002 と呼ばれるアクションが終了すると、この入力
に切り替わります。このアクションのファイルは、30 秒と 11 フレーム後に終了するようにクリッ
プされます。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
      "ScheduleActions": [ 
          { 
            "ScheduleActionStartSettings": { 
              "FollowModeScheduleActionStartSettings": { 
                "FollowPoint": "END", 
                "ReferenceActionName": "action-ad-002" 
              } 
            }, 
            "ActionName": "action-ad-003", 
              "ScheduleActionSettings": { 
                 "InputSwitchSettings": { 
                    "InputAttachmentNameReference": "zel-cafe", 
                      "InputClippingSettings": { 
                          "InputTimecodeSource": "ZEROBASED", 
               "StopTimecode":{ 
                 "Timecode": "00:00:30:11", 
                 "LastFrameClippingBehavior": "INCLUDE_LAST_FRAME" 
              } 
            } 
          } 
        } 
      } 
    ] 
  }
}
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イメージアクションをアクティブ化 – ペイロード

次の JSON のフィールドの意味と値については、AWS Elemental MediaLiveAPI リファレンスをご覧
ください。

{
"ChannelId": "string",
"Creates": { 
 "ScheduleActions": [ 
  { 
   "ScheduleActionStartSettings": { 
    "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
     "Time": "string" 
    }, 
    "ImmediateModeScheduleActionStartSettings": { 
    } 
   }, 
   "ActionName": "string", 
   "ScheduleActionSettings": { 
    "StaticImageActivateSettings": { 
     "Duration": integer, 
     "FadeIn": integer, 
     "FadeOut": integer, 
     "Height": integer, 
     "Image": { 
      "PasswordParam": "string", 
      "Uri": "string", 
      "Username": "string" 
     }, 
     "ImageX": integer, 
     "ImageY": integer, 
     "Layer": integer, 
     "Opacity": integer, 
     "Width": integer 
     } 
    } 
   } 
  ] 
 }
}
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例

このリクエストの例では、Amazon S3 バケットに保存されているファイルを使用して、イメージ
オーバーレイを作成します。リクエストには期間が含まれないため、フェードアウトが含まれませ
ん。代わりに、別の無効化リクエストを適切な時刻に送信することが目的です。すべての時刻はミリ
秒単位で、すべての位置の値はピクセル単位です。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
  "ScheduleActions": [ 
    { 
      "ScheduleActionStartSettings": { 
        "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
          "Time": "2018-05-21T20:42:19.000Z" 
        } 
      }, 
      "ActionName": "corporate-logo-030", 
      "ScheduleActionSettings": { 
        "StaticImageActivateSettings": { 
          "Image": { 
          "PasswordParam": "corplogo!2312", 
          "Uri": "s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/logos/corporate/high-res.bmp", 
          "Username": "medialiveoperator" 
          }, 
          "ImageY": 300, 
          "FadeIn": 1500, 
          "ImageX": 200, 
          "Width": 800, 
          "Opacity": 60, 
          "Layer": 1, 
          "Height": 900 
          } 
        } 
      } 
    ] 
  }
}

オーバーレイアクションを非アクティブ化 – ペイロード

次の JSON のフィールドの意味と値については、AWS Elemental MediaLiveAPI リファレンスをご覧
ください。
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{ 
 "ChannelId": "string", 
 "Creates": { 
 "ScheduleActions": [ 
  { 
   "ScheduleActionStartSettings": { 
    "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
     "Time": "string" 
    }, 
    "ImmediateModeScheduleActionStartSettings": { 
    } 
   }, 
   "ActionName": "string", 
   "ScheduleActionSettings": { 
    "StaticImageDeactivateSettings": { 
     "FadeOut": integer, 
     "Layer": integer 
    } 
   } 
  } 
 ]
}

例

このリクエストの例では、イメージオーバーレイを 500 ミリ秒のフェードアウト (終了時刻に追加
されます) で 20:42:04.000 (UTC) に終了するアクションを作成します。つまり、オーバーレイは 
20:42:04.500 には表示されなくなります。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
  "ScheduleActions": [ 
    { 
      "ScheduleActionStartSettings": { 
        "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
          "Time": "2018-05-21T20:42:04.000Z" 
        } 
      }, 
      "ActionName": "stop-overlay-029", 
      "ScheduleActionSettings": { 
        "StaticImageDeactivateSettings": { 
          "FadeOut": 500, 
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          "Layer": 1 
          } 
        } 
      } 
    ] 
  }
}

モーショングラフィックオーバーレイを有効にする — ペイロード

次の JSON のフィールドの意味と値については、AWS Elemental MediaLiveAPI リファレンスをご覧
ください。

{ 
 "ChannelId": "string", 
 "Creates": { 
 "ScheduleActions": [ 
  { 
   "ScheduleActionStartSettings": { 
    "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
     "Time": "string" 
    }, 
    "ImmediateModeScheduleActionStartSettings": { 
    } 
   }, 
   "ActionName": "string", 
   "ScheduleActionSettings": { 
    "MotionGraphicsImageActivateSettings": { 
     "Duration": integer 
     "Url": "string" 
     "Username": "string", 
     "PasswordParam": "string" 
    } 
   } 
  ] 
 }
}

例

この例では、mg_ticker_tape というモーショングラフィックス オーバーレイのアクションを作成し
ます。モーショングラフィックアセットは http://example.com/ticker_tape.html に保存されます。こ
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のサーバーにはユーザー認証情報が必要です。リクエストには期間が含まれません。代わりに、別の
無効化リクエストを適切な時刻に送信することが目的です。

{
"ChannelId": "999999",
"Creates": { 
 "ScheduleActions": [ 
  { 
   "ScheduleActionStartSettings": { 
    "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
     "Time": "2018-05-21T20:42:04.000Z" 
    } 
   }, 
   "ActionName": "mg_ticker_tape", 
   "ScheduleActionSettings": { 
    "MotionGraphicsImageActivateSettings": { 
     "Url": "https://example.com/ticker_tape.html" 
     "Username": "medialiveoperator", 
     "PasswordParam": "/medialive/12345" 
    } 
   } 
  ] 
 }
}

モーショングラフィックオーバーレイを無効にする — ペイロード

次の JSON のフィールドの意味と値については、AWS Elemental MediaLiveAPI リファレンスをご覧
ください。

{
"ChannelId": "string",
"Creates": { 
 "ScheduleActions": [ 
  { 
   "ScheduleActionStartSettings": { 
    "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
     "Time": "string" 
    }, 
    "ImmediateModeScheduleActionStartSettings": { 
    } 
   }, 
   "ActionName": "string", 
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   "ScheduleActionSettings": { 
    "MotionGraphicsImageDeactivateSettings": { 
     } 
    } 
   } 
  ] 
 }
}

例

このリクエストの例では、23:59:00 .000 (UTC) にモーショングラフィックオーバーレイを終了する
アクションを作成します。 。 :

{
"ChannelId": "999999",
"Creates": { 
 "ScheduleActions": [ 
  { 
  "ScheduleActionStartSettings": { 
   "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
   "Time": "2018-05-21T23:59:00.000Z" 
   }, 
   "ActionName": "deactivate-ticker-tape", 
   "ScheduleActionSettings": { 
    "MotionGraphicsImageDeactivateSettings": { 
     } 
    } 
   } 
  ] 
 }
}

Splice_Insert メッセージ – ペイロード

次の JSON のフィールドの意味と値については、AWS Elemental MediaLiveAPI リファレンスをご覧
ください。

{ 
 "ScheduleActions": [ 
  { 
   "ScheduleActionStartSettings": { 
    "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
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     "Time": "string" 
    }, 
    "FollowModeScheduleActionStartSettings": { 
     "FollowPoint": "enum", 
     "ReferenceActionName": "string" 
    }, 
    "ImmediateModeScheduleActionStartSettings": { 
    } 
   }, 
   "ActionName": "string", 
   "ScheduleActionSettings": { 
    "Scte35SpliceInsertSettings": { 
     "Duration": integer, 
     "SpliceEventId": integer 
    } 
   } 
  } 
 ]
}

開始時間が固定されたスプライス挿入の例

このリクエストの例では、UTC 開始時刻が 20:42:04.000 である splice_insert のアクションを作成し
ます。また、データベースからの広告表示を参照する可能性のある ActionName、スプライスイベ
ント ID の一意の整数、1,350,000 kHz ティック (15 秒) の期間もあります。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
    "ScheduleActions": [ 
      { 
        "ScheduleActionStartSettings": { 
          "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
            "Time": "2018-05-21T20:42:04.000Z" 
          } 
        }, 
      "ActionName": "adavail-3708", 
      "ScheduleActionSettings": { 
        "Scte35SpliceInsertSettings": { 
          "SpliceEventId": 3708, 
          "Duration": 1350000 
          } 
        } 
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      } 
    ] 
  }
}

フォローとしてのスプライス挿入の例

このリクエストの例では、nature-doco-003 という入力スイッチが終了した後に挿入される 
splice_insert のアクションを作成します。また、アクションにはデータベースからの広告表示を参
照する可能性のある ActionName、スプライスイベント ID の一意の整数、1,350,000 kHz ティック 
(15 秒) の期間もあります。

SCTE 35 メッセージのフォローモードは、入力が完了したらすぐに広告が利用可能になるようにし
たいが、いつになるかわからない場合に便利です。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
    "ScheduleActions": [ 
      { 
        "ScheduleActionStartSettings": { 
         "FollowModeScheduleActionStartSettings": { 
                "FollowPoint": "END", 
                "ReferenceActionName": "nature-doco-003" 
        } 
      }, 
      "ActionName": "adavail-3708", 
      "ScheduleActionSettings": { 
        "Scte35SpliceInsertSettings": { 
          "SpliceEventId": 3708, 
          "Duration": 1350000 
          } 
        } 
      } 
    ] 
  }
}

Time_Signal メッセージ – ペイロード

次の JSON のフィールドの意味と値については、API AWS Elemental MediaLive リファレンスをご
覧ください。
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{ 
 "ScheduleActions": [ 
  { 
   "ScheduleActionStartSettings": { 
    "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
     "Time": "string" 
    }, 
    "FollowModeScheduleActionStartSettings": { 
     "FollowPoint": "enum", 
     "ReferenceActionName": "string" 
    }, 
    "ImmediateModeScheduleActionStartSettings": { 
    } 
   }, 
   "ActionName": "string", 
   "ScheduleActionSettings": { 
    "Scte35TimeSignalSettings": { 
     "Scte35Descriptors": [ 
      { 
       "Scte35DescriptorSettings": { 
        "SegmentationDescriptorScte35DescriptorSettings": { 
         "DeliveryRestrictions": { 
          "ArchiveAllowedFlag": "enum", 
          "DeviceRestrictions": "enum", 
          "NoRegionalBlackoutFlag": "enum", 
          "WebDeliveryAllowedFlag": "enum" 
         }, 
         "SegmentNum": integer, 
         "SegmentationCancelIndicator": "enum", 
         "SegmentationDuration": integer, 
         "SegmentationEventId": integer, 
         "SegmentationTypeId": integer, 
         "SegmentationUpid": "string", 
         "SegmentationUpidType": integer, 
         "SegmentsExpected": integer, 
         "SubSegmentNum": integer, 
         "SubSegmentsExpected": integer 
        } 
       } 
      } 
     ] 
    } 
   } 
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  } 
 ]
}

例

このリクエストの例では、開始時刻が UTC 20:42:04.000 で、SegmentationEventId が一意の整
数の time_signal のアクションを作成します。制約フィールドの場合、NoRegionalBlackoutFlag
には制約セットがあります (リージョンのブラックアウトが設定されています)。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
  "ScheduleActions": [ 
    { 
      "ScheduleActionStartSettings": { 
        "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
          "Time": "2018-05-21T20:42:04.000Z" 
        } 
      }, 
      "ActionName": "adavail-3708", 
      "ScheduleActionSettings": { 
        "Scte35TimeSignalSettings": { 
          "Scte35Descriptors": [ 
          { 
            "Scte35DescriptorSettings": { 
              "SegmentationDescriptorScte35DescriptorSettings": { 
                "SubSegmentsExpected": 0, 
                "SegmentationEventId": 7054, 
                "SegmentationDuration": 1350000, 
                "SegmentationCancelIndicator": 0, 
                "SubSegmentNum": 0, 
                "SegmentationUpidType": 12, 
                "SegmentNum": 0, 
                "SegmentationCancelIndicator": "SEGMENTATION_EVENT_NOT_CANCELED", 
                "DeliveryRestrictions": { 
                  "DeviceRestrictions": "NONE", 
                  "WebDeliveryAllowedFlag": "WEB_DELIVERY_ALLOWED", 
                  "NoRegionalBlackoutFlag": "REGIONAL_BLACKOUT", 
                  "ArchiveAllowedFlag": "ARCHIVE_ALLOWED" 
                }, 
                "SegmentationUpid": "4a414e3136494e4155303031", 
                "SegmentationTypeId": 52, 
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                "SegmentsExpected": 0 
                  } 
                } 
              } 
            ] 
          } 
        } 
      } 
    ] 
  }
}

R eturn-to-network メッセージ — ペイロード

次の JSON のフィールドの意味と値については、AWS Elemental MediaLiveAPI リファレンスをご覧
ください。

{ 
 "ScheduleActions": [ 
  { 
   "ScheduleActionStartSettings": { 
    "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
     "Time": "string" 
    }, 
    "FollowModeScheduleActionStartSettings": { 
     "FollowPoint": "enum", 
     "ReferenceActionName": "string" 
    }, 
    "ImmediateModeScheduleActionStartSettings": { 
    } 
   }, 
   "ActionName": "string", 
   "ScheduleActionSettings": { 
    "Scte35ReturnToNetworkSettings": { 
     "SpliceEventId": integer                 
    } 
   } 
  } 
 ]
}
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例

このリクエスト例では、UTC return-to-network 開始時間を 20:42:19 にしてを作成します。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
    "ScheduleActions": [ 
      { 
        "ScheduleActionStartSettings": { 
          "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
            "Time": "2018-05-21T20:42:19.000Z" 
          } 
      }, 
      "ActionName": "end-adavail-3708", 
      "ScheduleActionSettings": { 
        "Scte35ReturnToNetworkSettings": { 
          } 
        } 
      } 
    ] 
  }
}

ID3 メタデータの項目 – ペイロード

次の JSON のフィールドの意味と値については、API リファレンスをご覧ください。AWS 
Elemental MediaLive

{ 
 "ScheduleActions": [ 
  { 
   "ScheduleActionStartSettings": { 
    "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
     "Time": "string" 
    }, 
    "ImmediateModeScheduleActionStartSettings": { 
    } 
   }, 
   "ActionName": "string", 
   "ScheduleActionSettings": { 
 "HlsId3SegmentTaggingSettings": { 
     "Tag": "string" 
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    }, 
    "HlsTimedMetadataSettings": { 
     "Id3": "string" 
    } 
   } 
  } 
 ]
}

例

このリクエストの例では、13:35:59 UTC に挿入される ID3 メタデータを作成します。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
  "ScheduleActions": [ 
    { 
      "ScheduleActionStartSettings": { 
        "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
          "Time": "2019-01-02T13:35:59Z" 
        } 
      }, 
      "ActionName": "id3-metadata.2019-01-02T13:35:59Z", 
      "ScheduleActionSettings": { 
        "HlsTimedMetadataSettings": { 
          "Id3": "SUQzBAAAAAAAF1RJVDIAAAANAAADSGVsbG8gV29ybGQA" 
          } 
        } 
      } 
    ] 
  }
}

ID3 セグメントタグ項目 – ペイロード

次の JSON のフィールドの意味と値については、AWS Elemental MediaLiveAPI リファレンスをご覧
ください。

{ 
 "ScheduleActions": [ 
  { 
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   "ScheduleActionStartSettings": { 
    "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
     "Time": "string" 
    }, 
    "ImmediateModeScheduleActionStartSettings": { 
    } 
   }, 
   "ActionName": "string", 
   "ScheduleActionSettings": { 
 "HlsId3SegmentTaggingSettings": { 
     "Tag": "string" 
     "Id3": "string" 
    } 
   } 
  } 
 ]
}

tag プロパティの使用例

このリクエストの例では、13:35:59 UTC から開始して挿入される ID3 セグメントタグを作成しま
す。この例ではHlsId3SegmentTaggingSettings、Tagのプロパティを使用しています。つま
り、valueTXXXフィールドにはの内容のみを指定します。この例では、コンテンツはセグメントの
日付、時刻、および番号です。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
  "ScheduleActions": [ 
    { 
      "ScheduleActionStartSettings": { 
        "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
          "Time": "2020-01-02T13:35:59Z" 
        } 
      }, 
      "ActionName": "id3-datetime-and-segment", 
      "ScheduleActionSettings": { 
        "HlsId3SegmentTaggingSettings": { 
          "Tag": "$dt$-$sn$" 
          } 
        } 
      } 
    ] 
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  }
}

Id3 プロパティの使用例

このリクエスト例では、ID3 セグメントタグを作成して、すぐに挿入します。この例では、Id3と
いうプロパティを使用しています。つまりHlsId3SegmentTaggingSettings、コンテンツは 
base64 としてエンコードされます。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
  "ScheduleActions": [ 
    { 
      "ScheduleActionStartSettings": { 
        ImmediateModeScheduleActionStartSettings 
       } 
      }, 
      "ActionName": "id3-song309", 
      "ScheduleActionSettings": { 
        "HlsId3SegmentTaggingSettings": { 
          "Id3": "SUQzBAAAAAAAF1RJVDIAAAANAAADSGVsbG8gV29ybGQA" 
          } 
        } 
      } 
    ] 
  }
}

パイプラインアクションの一時停止 – ペイロード

次の JSON のフィールドの意味と値については、AWS Elemental MediaLiveAPI リファレンスをご覧
ください。

{ 
 "ScheduleActions": [ 
  { 
   "ScheduleActionStartSettings": { 
    "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
     "Time": "string" 
    }, 
    "ImmediateModeScheduleActionStartSettings": { 
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    } 
   }, 
   "ActionName": "string", 
   "ScheduleActionSettings": { 
    "PauseStateSettings": { 
     "Pipelines": [ 
      { 
       "PipelineId": "enum" 
      } 
     ] 
    } 
   } 
  } 
 ]
}

例 :1 つのパイプラインの一時停止

このリクエストの例では、パイプライン 0 を 20:42:19 UTC に一時停止します。 MediaLive コマンド
は常に次のように読み込まれます。指定した 1 つまたは複数のパイプラインを一時停止に設定し、
他のすべてのパイプラインを一時停止解除に設定します。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
    "ScheduleActions": [ 
      { 
        "ScheduleActionStartSettings": { 
          "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
            "Time": "2018-05-21T20:42:19Z" 
          } 
        }, 
        "ActionName": "pause-pipeline-0-now", 
        "ScheduleActionSettings": { 
          "PauseStateSettings": { 
            "Pipelines": [ 
              { 
                "PipelineId": "PIPELINE_0" 
              } 
            ] 
          } 
        } 
      } 
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    ] 
  }
}

例: 両方のパイプラインの一時停止解除

このリクエストの例では、現在一時停止されているすべてのパイプラインを一時停止解除します。

Note

MediaLive コマンドは常に次のように読み込まれます。指定した 1 つまたは複数のパイプラ
インを一時停止に設定し、他のすべてのパイプラインを一時停止解除に設定する。この例で
は、配列は空です。Pipelines MediaLiveこの空の配列を次のように解釈します。すべての
パイプラインを一時停止解除に設定します。

{ 
 "ChannelId": "999999", 
 "Creates": { 
     "ScheduleActions": [ 
      { 
       "ScheduleActionStartSettings": { 
         "ImmediateModeScheduleActionStartSettings": {} 
      }, 
     "ActionName": "unpause-pipeline-0", 
     "ScheduleActionSettings": { 
       "PauseStateSettings": { 
         "Pipelines": [ 
       {} 
      ] 
     } 
    } 
   } 
  ] 
 }
}

作成アクションの組み合わせ

batch-update-schedule AWS CLI コマンドの --creates パラメータに渡す JSON 本文の例を
次に示します。これには、作成する 2 つのアクションが含まれます。この例では、両方のアクショ
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ンが splice_inserts ですが、実際には任意の数と任意のタイプの作成アクションを組み合わせること
ができます。

{ 
    "ScheduleActions": [ 
      { 
        "ScheduleActionSettings": { 
          "Scte35SpliceInsertSettings": { 
            "Duration": 1350000, 
            "SpliceEventId": 3 
          } 
        }, 
        "ActionName": "SpliceInsert-01", 
        "ScheduleActionStartSettings": { 
          "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
            "Time": "2018-11-05T16:10:30.000Z" 
          } 
        } 
      }, 
      { 
        "ScheduleActionSettings": { 
          "Scte35SpliceInsertSettings": { 
            "Duration": 2700000, 
            "SpliceEventId": 3 
          } 
        }, 
        "ActionName": "SpliceInsert-02", 
        "ScheduleActionStartSettings": { 
          "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
            "Time": "2018-11-05T16:30:45.000Z" 
          } 
        } 
      } 
    ] 
  }

削除アクションの JSON ペイロード

Deletes セクションで、ActionNames の配列を入力して削除するアクションのリスト
を含めます。配列には、1 つ以上のアクション名が含まれます。これらのアクション名
は、DescribeChannel コマンドを使用して取得できます (「the section called “スケジュールの表
示”」を参照。
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{ 
  "ChannelId": "string", 
  "Deletes": { 
      "ActionNames": [ 
          "" 
    ] 
  }
}

例

このリクエストの例では、アクションの作成時に割り当てられた ActionNames によって識別され
る 3 つのアクションを削除します。

{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Deletes": { 
      "ActionNames": [ 
          "stop-overlay-33", 
          "adavail-3711", 
          "end-adavail-3711" 
      ] 
  }
}

作成と削除を組み合わせる JSON ペイロード

作成と削除のバッチを組み合わせるには、JSON ペイロードに Creates セクションと Deletes セ
クションの両方を含めます。

この例では、Deletes セクションのペイロードが、イメージオーバーレイをアクティブ化するアク
ションを削除します。これは、開始時刻が正しくないためです。アクションの名前は overlay-21
です。Creates セクションのペイロードは、このアクションを再度挿入します。今回は正しい開始
時刻です。

JSON Creates ペイロードではセクションが最初に表示されても、 MediaLive 常に削除アクション
が最初に実行されます。

このアクションでは、削除アクションと作成アクションは同じ ActionName です。バッチが「削除
と置換」であるため、名前を再利用しています。ただし、作成アクションに別の名前を割り当てるこ
とができます。
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{ 
  "ChannelId": "999999", 
  "Creates": { 
  "ScheduleActions": [ 
    { 
      "ScheduleActionStartSettings": { 
        "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
          "Time": "2018-05-21T20:42:19.000Z" 
        } 
      }, 
      "ActionName": "overlay-21", 
      "ScheduleActionSettings": { 
        "StaticImageActivateSettings": { 
          "Image": { 
          "PasswordParam": "imagespassword", 
          "Uri": "s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/banner-A/high-res.bmp", 
          "Username": "medialiveoperator" 
          }, 
          "ImageY": 300, 
          "FadeIn": 1500, 
          "ImageX": 200, 
          "Width": 800, 
          "Opacity": 60, 
          "Layer": 1, 
          "Height": 900 
          } 
        } 
      } 
    ] 
  }, 
  "Deletes": { 
       "ActionNames": [ 
          "overlay-21" 
        ] 
    }
}

スケジュールの表示 (AWS CLI)

AWS CLI を使用して、1 つのチャンネルで現在スケジュールされているアクションのリストを表示
できます。
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• チャンネルでまだ実行されていないアクション

• 以前に実行されたアクション

スケジュールを表示するには、DescribeSchedule コマンドを使用します。このコマンドは、イン
ターフェイスごとに異なる方法で表されます。

• AWS CLI では、コマンドは describe-schedule です。

• API では、コマンドは channels/channelId/schedule の HTTP GET で表されます。

• AWSSDK では、コマンドはその SDK 言語に適した構成によって表されます。

アクションを表示するには (AWS CLI)

1. このコマンドを入力します。

aws medialive describe-schedule --channel-id value --max-results value

2. Enter を押してコマンドを送信します。レスポンスが画面に表示されます。

3. -max-results オプションを使用し、レスポンスに NextToken が含まれている場合
は、DescribeChannel コマンドを入力し、NextToken の値を --next-token で渡します。例:

aws medialive describe-schedule --channel-id value --next-token 3jhrprd0

4. Enter を押してコマンドを送信します。レスポンスが画面に表示されます。

例

コマンドレスポンスの JSON 本文は、BatchUpdateSchedule コマンドリクエストのそれと似てい
ます。

このレスポンスの例は、次のアクションを表示しています。

• 20:30:00 UTC にレイヤー 1 でイメージオーバーレイをアクティブ化する ActionName が
corporate-logo-029 のアクション

• 20:42:04 UTC にレイヤー 1 のオーバーレイを非アクティブ化する ActionName が stop-
overlay-029 のアクション

• 非アクティブ化アクションと同時に splice_insert を挿入する、ActionName が adavail-3708
のアクション
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• return-to-network 15 秒後、UTC の ActionName end-adavail-3708 20:42:19 に「」が付いた
アクション

• リターンと同時にレイヤー 1 の同じオーバーレイを再アクティブ化する、ActionName が
corporate-logo-030 のアクション

このスケジュールは、全体的には企業ロゴを表示するものの、各広告表示の開始時に非表示にし、広
告表示の最後に再び表示するというワークフローを説明しています。

 { 
  "NextToken": "3jhrprd0", 
      "ScheduleActions": [ 
      { 
        "ScheduleActionStartSettings": { 
          "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
            "Time": "2018-05-21T20:30:00.000Z" 
          } 
        }, 
        "ActionName": "corporate-logo-029", 
        "ScheduleActionSettings": { 
          "StaticImageActivateSettings": { 
            "Image": { 
            "PasswordParam": "corplogo!2312", 
            "Uri": "s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/logos/corporate/high-res.bmp", 
            "Username": "medialiveoperator" 
            }, 
            "ImageY": 300, 
            "FadeIn": 1500, 
            "ImageX": 200, 
            "Width": 800, 
            "Opacity": 60, 
            "Layer": 1, 
            "Height": 900 
          } 
        } 
      }, 
      { 
        "ScheduleActionStartSettings": { 
          "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
            "Time": "2018-05-21T20:42:04.000Z" 
          } 
        }, 
        "ActionName": " stop-overlay-029", 
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        "ScheduleActionSettings": { 
          "StaticImageDeactivateSettings": { 
            "FadeOut": 1500, 
            "Layer": 1 
          } 
        } 
      }, 
      { 
        "ScheduleActionStartSettings": { 
          "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
            "Time": "2018-05-21T20:42:04.000Z" 
          } 
        }, 
        "ActionName": "adavail-3708", 
        "ScheduleActionSettings": { 
          "Scte35SpliceInsertSettings": { 
            "SpliceEventId": 3708, 
            "Duration": 1350000 
          } 
        } 
      }, 
      { 
        "ScheduleActionStartSettings": { 
          "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
            "Time": "2018-05-21T20:42:19.000Z" 
          } 
        }, 
        "ActionName": "end-adavail-3708", 
        "ScheduleActionSettings": { 
          "Scte35ReturnToNetworkSettings": { 
            "SpliceEventId": 3708 
          } 
        } 
      }, 
      { 
        "ScheduleActionStartSettings": { 
          "FixedModeScheduleActionStartSettings": { 
            "Time": "2018-05-21T20:42:19.000Z" 
          } 
        }, 
        "ActionName": "corporate-logo-030", 
        "ScheduleActionSettings": { 
          "StaticImageActivateSettings": { 
            "Image": { 
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            "PasswordParam": "corplogo!2312", 
            "Uri": "s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/logos/corporate/high-res.bmp", 
            "Username": "medialiveoperator" 
            }, 
            "ImageY": 300, 
            "FadeIn": 1500, 
            "ImageX": 200, 
            "Width": 800, 
            "Opacity": 60, 
            "Layer": 1, 
            "Height": 900 
          } 
        } 
      } 
    ]    
  }
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チャンネルの開始、停止、一時停止 AWS Elemental 
MediaLive

チャンネルを作成したら、そのチャンネルを開始できます。チャンネルは、既に実行中であり、障害
からの復旧を試みる場合を除き、自動的に起動することはありません。

実行中のチャンネルはいつでも停止できます。

チャンネルのスケジュールに [Pause] (一時停止) アクションを追加することで、チャンネルのパイプ
ラインの一方または両方を一時停止することもできます。詳細については、「the section called “[一
時停止] と [一時停止解除]”」を参照してください。

チャンネルの料金の詳細については、「the section called “料金”」を参照してください。チャンネル
の状態によって料金が異なります。

• チャンネルが実行状態のときの料金

• チャンネルがアイドル状態のときの料金

チャンネルを開始するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Channels] (チャンネル) を選択し、[Channels] (チャンネル) ページで
開始するチャンネルを選択します。

3. チャンネルを開始する前に、チャンネルのサムネイルを有効にするかどうかを決めてください。
チャンネルの開始後は、サムネイルを有効にできなくなります。

4. [Start] (開始) を選択します。チャンネルの状態は以下のいずれかに変わります。

• スタート

• [Running] (実行) (1 つ以上のパイプラインでのエンコード)

5. チャンネル名を選択する。チャンネルの詳細が表示されます。数秒後、現在の入力のサムネイル
プレビューが表示されます (サムネイルプレビューが有効な場合)。

チャンネルを停止するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive でコンソールを開きます。
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2. ナビゲーションペインで [Channels] (チャンネル) を選択し、[Channels] (チャンネル) ページで
停止するチャンネルを選択します。

3. [Stop] (停止) を選択します。

サムネイルプレビュー (チャンネルでサムネイルプレビューが有効になっている場合) は更新を
停止します。数秒後、現在のサムネイルがメッセージに置き換わります。
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でのチャネルアクティビティの監視 AWS Elemental 
MediaLive
チャネルやマルチプレックスのアクティビティは、AWS Elemental MediaLiveコンソールでモニタリ
ングできます。また、Amazon CloudWatch Events、Amazon Logs、またはを使用してモニタリング
できます。 CloudWatch AWS CloudTrail

トピック

• アクティビティのタイプ

• チャンネルのアラート

• AWS Elemental MediaLiveコンソールを使った監視

• Amazon CloudWatch Events を使用してチャネルまたはマルチプレックスを監視する

• Amazon CloudWatch メトリックスを使用してチャネルをモニタリングする

• Amazon CloudWatch ログを使用してチャネルをモニタリングする

• MediaLive での API 呼び出しのロギング AWS CloudTrail

アクティビティのタイプ

次の表は、監視できるアクティビティの種類と使用できるサービスをまとめたものです。

アクティビ
ティ

  MediaLive 
コンソール

CloudWatc 
h イベント

CloudWatc 
h 指標

CloudWatc 
h ログ

CloudTrail 
イベント

チャンネル
の状態

チャンネル
の状態を報
告する

はい はい   Yes  

マルチプ
レックスの 
状態

マルチプ
レックスの 
状態を報告
する

はい はい   Yes  

アラート チャンネル
が稼働し 

はい Yes はい (アク
ティブな

Yes  
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アクティビ
ティ

  MediaLive 
コンソール

CloudWatc 
h イベント

CloudWatc 
h 指標

CloudWatc 
h ログ

CloudTrail 
イベント

ているとき
にアラート
を生成しま
す。

アラートの
数)

メトリクス メトリクス
を生成

    Yes    

チャンネル
のログ

チャンネル
実行中の 
アクティビ
ティをログ
に記録しま
す。

      Yes  

スケジュー
ルのログ

アクティブ
なスケジ 
ュールアク
ションを記
録する

      Yes  

API 呼び出
しのログ

API コール 
(コンソー
ルから実行
されたもの
も含む) を
ログに記録
する

      はい Yes

以下のセクションでは、これらのタイプのアクティビティの一部について詳しく説明します。

トピック

• チャンネルのステート

• マルチプレックスの状態
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• アラート

• メトリクス

• ログ

チャンネルのステート

MediaLive すべてのチャンネルの状態をレポートします。

MediaLive これらの状態を DetailType CloudWatch がに設定されたイベントに変換しま
す。MediaLive Channel State Changeこれらのイベントの JSON の例については、を参照し
てください。the section called “状態変化イベントの JSON”

チャンネルの状態は以下のとおりです。

• [Creating] (作成中)

• [Deleting] (削除中)

• Idle (アイドル状態)]: チャンネルが実行中ではありません。チャンネルがアイドル状態のときに発
生する料金については、「the section called “料金”」を参照してください。

• 復旧中:チャネル内の片方または両方のパイプラインに障害が発生しましたが、 MediaLive 再開中
です。

• Running (実行中)。

• スタート

• 停止中

• 更新:チャンネルのチャンネルクラスを変更しました。この状態はコンソールではキャプチャされ
ますが、Amazon CloudWatch イベントではキャプチャされません。

マルチプレックスの状態

MediaLive すべてのマルチプレックスの状態を報告します。

MediaLive これらの状態を DetailType CloudWatch がに設定されたイベントに変換しま
す。MediaLive Multiplex State Change

マルチプレックス状態は次のとおりです。

• [Creating] (作成中)
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• [Deleting] (削除中)

• アイドル: マルチプレックスは実行されていません。マルチプレックスがアイドル状態のときに発
生する料金については、「the section called “料金”」を参照してください。

• 回復中:マルチプレックス内の片方または両方のパイプラインに障害が発生しましたが 
MediaLive 、再起動中です。

• 実行中

• スタート

• 停止中

アラート

MediaLive チャンネルが稼働しているときにアラートを生成できます。アラートのリストについて
は、を参照してくださいthe section called “チャンネルのアラート”。

MediaLive 各チャネルのアラートはコンソールで確認できます。詳細については、「the section 
called “[Alerts] (アラート) タブ — アラートの表示”」を参照してください。

MediaLive アラートを DetailType CloudWatch がに設定されたイベントに変換します。MediaLive 
Channel Alertこれらのイベントの JSON の例については、を参照してください。the section 
called “状態変化イベントの JSON”

メトリクス

MediaLive メトリクスの詳細については、the section called “メトリックスを使用してチャネルをモ
ニタリングする。”この章の後半のを参照してください。

ログ

MediaLive ログの詳細については、the section called “CloudWatch ログ”この章の後半のを参照して
ください。

チャンネルのアラート

次の表は、 MediaLive チャンネルに対して生成される可能性があるアラートの一覧です。これらの
アラートは次の方法で表示できます。
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• MediaLive 各チャンネルのアラートはコンソールで確認できます。詳細については、「the section 
called “[Alerts] (アラート) タブ — アラートの表示”」を参照してください。

• MediaLive アラートを DetailType CloudWatch がに設定されたイベントに変換しま
す。MediaLive Channel Alertこれらのイベントの JSON の例については、を参照してくだ
さい。the section called “状態変化イベントの JSON”

アラート ID アラート文言 説明

5002 入力イメージが見つかりませ
ん

チャンネルは入力画像 (例え
ば、空いている空白の画像) へ
の URL で設定されました。 
チャンネルはファイルにアク
セスできません。

5007 初期調査に予想以上に時間が
かかる

MediaLive パイプラインは、
正常にデコードできる入力を
待っているため、まだ出力を
生成していません。

5008 入力リソースにアクセスでき
ない

MediaLive チャンネル設定は
アクセスできないリソース
を参照しています。特定のリ
ソースはアラートで識別され
ます。

5010 Input: アクティブなプログラ
ムを削除しました。

使用中のトランスポートスト
リームプログラムが入力から
なくなった。

5012 SCTE-35 入力データを処理で 
きませんでした

MediaLive 受信中の SCTE-35 
データを処理できませ
ん。SCTE-35 PTS がビデオ 
PTS と同期していない可能性
があります。

5101 オーディオが検出されない チャンネルはソース内のオー
ディオをデコードできませ
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アラート ID アラート文言 説明

ん。アクティブな入力が使用
できないか、アクティブな入
力に音声が含まれていない 
か、音声が暗号化されている
かのどちらかです。

5102 オーディオ PID が見つかりま
せん

現在の入力のオーディオセレ
クターは (オーディオのソース
として) PID を指定しています
が、その PID は入力には存在
しません。

5104 オーディオにはドルビー E デ
コードが必要です

入力には Dolby E デコードが
必要ですが、Dolby E デコー
ドのオーディオトラックセ
レクターが指定されていませ
ん。 MediaLive オーディオが
無音に置き換わる可能性があ
ります。

5201 ビデオが検出されない チャンネルはソース内の動画
をデコードできません。アク
ティブな入力が使用できない
か、アクティブな入力にビデ
オが含まれていないか、ビデ
オが暗号化されています。

5202 ブラックビデオが検出されま
した

ブラックビデオが検出されま
した。 MediaLive 自動入力
フェールオーバーを実行した
可能性があります。
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アラート ID アラート文言 説明

5301 HTTP の取得に失敗しまし 
た。

HTTP Get が失敗したため、
アセットの取得に失敗しま
した。ネットワークに問題が
あったか、HTTP サーバーに
問題があったか、サーバーが 
ユーザー認証情報を要求した
可能性があります。

5302 UDP 入力の受信が停止しまし
た

UDP 入力 (RTP MediaConn 
ect、および Link 入力を含む) 
が 1 秒以上パケットを受信し
ませんでした。

5304 RTP ヘッダーの破損 チャネルは RTP 入力を受信
するように設定されています 
が、受信したパケットが RTP 
に準拠していません。

5305 RTMP ストリームが見つかり
ません

チャネルは RTMP 入力を受
信するように設定されていま
すが、指定された RTMP ス
トリームが受信されていませ
ん。

5307 RTMP にはオーディオ/ビデオ
がありません

チャンネルは RTMP 入力を受
信するように設定されていま
すが、指定された RTMP スト
リームはもう存在しません。

5308 RTMP が切断されました チャネルは RTMP 入力を受信
するように設定されています 
が、指定された RTMP スト
リームが切断されました。
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アラート ID アラート文言 説明

5309 RTMP 入力Connect に失敗 チャネルは RTMP 入力を受信
するように設定されています 
が、RTMP URL に接続できま
せんでした。

5312 HLS 復号化キーを取得中に 
HTTP リクエストが失敗しま
した

文書化しないでください。こ
のアラートはトリガーできま
せん MediaLive。

5313 HLS セグメントを復号化でき
ませんでした。

HLS 入力を復号化できません
でした。復号化用に提供され
たキーが正しいことを確認し
てください。

5314 入力の二重発行が検出されま
した

複数のソース IP MediaLive ア
ドレスが同じ入力にパケット
を送信しています。この状況 
では通常、デコードエラーが
発生します。

5315 データ PID が見つかりません トランスポートストリーム
データ PID がチャネル構成で
指定されていますが、入力で
は使用できません。
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アラート ID アラート文言 説明

5316 PCR の背後にある入力 PTS トランスポートストリーム入
力には、PTS (プレゼンテー
ションタイムスタンプ) とト
ランスポートストリーム PCR 
(プログラムクロックリファ
レンス) との比較に基づいて 
デコードするには遅すぎるビ
デオフレームやオーディオフ
レームが含まれています。 
MediaLiveビデオまたはオーデ 
ィオをデコードできない場合
があります。

5601 入力がフェールオーバー 入力が失敗し、チャンネ
ルは自動入力フェイルオー
バーに設定されています。 
MediaLive が別の入力に切り
替わりました。

6001 ESAM HTTP ポストが失敗し
ました

設定された ESAM サーバーへ
の HTTP 投稿が失敗しました 
。ESAM はチャネルの SCTE 
35 設定の一部です。

6002 UDP ソケットを書き込み用
に開くことができませんでし
た。

チャネルが UDP 出力接続を開
くことができませんでした。

6003 UDP ソケットへの書き込みに
失敗しました。

チャネルは UDP 出力パケット
を書き込めませんでした。

6005 出力ファイルまたはソケット
を作成できませんでした。

チャンネルは出力ファイルを
作成できませんでした。

6006 出力への書き込みに失敗しま
した

チャンネルは出力にデータを
書き込めませんでした。
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アラート ID アラート文言 説明

6007 出力を閉じたり、ファイナラ
イズしたりできませんでし
た。

チャンネルは出力にデータを
書き込めませんでした。

6008 出力ファイルの削除に失敗し
ました

チャンネルは出力ファイルを
削除できませんでした。

6010 HTTP ポストアウトプットリ
クエストが失敗しました

出力への HTTP POST が失敗
しました。

6015 HTTP 出力トークンを取得で
きませんでした。

チャンネルは権限がないため
出力に書き込めませんでし
た。たとえば、HTTP アクセ
スでは 401 (無許可) または 
403 (禁止) が返されました。

6028 公開時に証明書チェーンを検
証できませんでした

リモートサーバーの SSL 証明
書または SSH フィンガープリ
ントに問題があると見なされ
たため、HTTP 書き込みが失
敗しました。

6030 設定されている TS マルチプ
レクサのビットレートが低す
ぎる

トランスポートストリーム出
力が設定されたが、指定さ
れたビットレートでは、その
ストリーム内で伝送する必要
のあるビデオ、オーディオ、
データを伝送するには不十分
である。チャンネルにはトラ 
ンスポートストリーム出力が
含まれています。出力で指定
されたビットレートは、ビデ
オ、オーディオ、データを組
み合わせるには低すぎます。
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アラート ID アラート文言 説明

6031 タイムコード同期のしきい値
を超えました

チャンネルはで設定され 
TimecodeConfiguration 
SyncThreshold、出力タイム
コードは入力タイムコードと
再同期されました。

6033 パイプラインは一時停止中で
す

MediaLive パイプラインは一
時停止されました。

6035 要求された色空間変換を実行
できません

チャンネルは設定した色空間
変換を実行できませんでし
た。

6036 出力は一時停止中です 1 つまたは複数の出力が一時
停止されました。

6038 Nielsen オーディオウォーター
マークを初期化できませんで
した。

Nielsen オーディオウォーター
マークを初期化できませんで
した。

6043 サムネイルをアップロードで
きませんでした

動画のサムネイルをアップ
ロードできませんでした。 
MediaLive Amazon S3 へのア
クセスが必要な場合がありま
す。
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アラート ID アラート文言 説明

6501 大量のアップロードキャッ
シュバックログ

チャンネルにはアップロード
保留中のファイルのキャッ
シュが保持され、出力への配
信が成功するとクリアされま
す。キャッシュには、設定し
た宛先へのアップロードが保
留になっているファイルが予 
想よりも多くあります。これ
は、 MediaLive 宛先との間で
一時的にネットワークの速度
が低下している可能性があり
ます。または、送信先サーバ 
ーが予想よりも遅くなってい
る可能性があります。

7001 エンコーダからの通信が失わ
れました

マルチプレックスは 1 つ以上
のエンコーダからの通信を受
信していません。

7002 マルチプレックスによる通信
喪失

エンコーダはマルチプレック
スからの通信を受信していま
せん。

7003 アクティブ・エンコーダーが
プログラム用に切り替わりま
した

マルチプレックスは、マルチ
プレックスプログラムの出力
に別のエンコーダパイプライ
ンを使用するように切り替わ
りました。
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アラート ID アラート文言 説明

7004 アクティブエンコーダがフィ
ルフレームまたはスレートフ
レームを送信しました

MediaLive マルチプレックス
プログラムのアクティブエン
コーダーがフィルフレームを
挿入しました。フィルフレー
ムは、エンコーダーへの入力
が失われたことを示している
可能性があります。

7005 MPTS ビットレートオーバー
フロー

マルチプレックスに生成され
たビット数が増え、マルチプ
レックスから出力に渡すこと
ができた。

AWS Elemental MediaLiveコンソールを使った監視

チャンネルとマルチプレックスの状態と状態を監視できます。

トピック

• コンソールを使ってチャンネルをモニタリングする。

• コンソールを使用してマルチプレックスを監視する。 MediaLive

コンソールを使ってチャンネルをモニタリングする。

AWS Elemental MediaLiveコンソールを使用してチャンネルを監視すると、そのアクティビティと現
在の状態を確認できます。

チャンネルのアクティビティと現在の状態を監視するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Channels] (チャンネル) を選択します。(ページのボタンの詳細につ
いては、「the section called “チャンネルの編集”」、「操作:チャンネルの開始、停止、一時停
止」、および「the section called “クローンによるチャンネルの作成”」を参照してください)。
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3. [Channels] (チャンネル) ページにチャンネルのリストが表示されます。リストの各行には、状態
など、チャンネルに関する基本情報が表示されます。ステートの詳細については、を参照してく
ださいthe section called “チャンネルのステート”。

4. チャンネルの詳細を表示するには、そのチャンネルの名前を選択します。[Channel details]
(チャンネルの詳細) ページが表示されます。

トピック

• [Status] (ステータス) タブ — ステータス情報の表示

• [Alerts] (アラート) タブ — アラートの表示

• アラートの処理

• 送信先ペイン

[Status] (ステータス) タブ — ステータス情報の表示

基本的なステータス情報については、[Status] (ステータス) ペインを確認します。

チャンネルの入力の詳細については、[Details] (詳細) タブを選択します。

ステータスの詳細については、[Health] (状態) タブを選択します。このタブには、チャンネルのパイ
プラインに関する情報が表示されます。

• パイプライン 0 とパイプライン 1 (チャンネルが標準チャンネルとして設定されており、2 つのパ
イプラインがある場合)

• パイプライン 0 (チャンネルが単一パイプラインチャンネルとして設定されている場合)

ヘルス情報の期間を指定できます。

[Alerts] (アラート) タブ — アラートの表示

MediaLive チャネル内のいずれかのパイプラインで問題または潜在的な問題が発生したときに、チャ
ネルにアラートを生成します。これらのアラートは以下の 2 つの方法で表示されます。

• [Status] (ステータス) ペインの右側には、パイプラインごとのアクティブなアラートの数が表示さ
れます。

• [Alerts] (アラート) タブには、各アラートに関する詳細情報が表示されます。
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アラートがアクティブなままの場合は、[Cleared] (クリア済み) 列は空白になります。アラートが
クリアされた場合は、アラートがクリアされた際のタイムスタンプが列に表示されます。

MediaLive アラートの一覧については、を参照してくださいthe section called “チャンネルのアラー
ト”。

アラートの処理

アラートが発生したら、[Alerts] (アラート) タブを確認して、考えられる問題の原因を特定します。
問題を解決するための手順を実行します。

問題を解決すると、 MediaLive アラートは自動的にクリアされます。

チャンネルを停止すると、アラートは常に自動的にクリアされます。

送信先ペイン

このペインには 3 つのペインがあります。

• [Egress endpoints] (送信エンドポイント) — このペインには、パイプラインごとに 1 行が表示され
ます。[Source IP] (送信元 IP) は、このパイプラインのチャンネルエンドポイントです。チャンネ
ルエンドポイントは、パイプラインからの出力です。この時点から、コンテンツはチャンネル内の
各出力グループの出力先に移動します。

通常のチャネルでは、 MediaLive このエンドポイントは管理を行う場所にあります。

VPC 経由での配信用に設定したチャンネル内では、このエンドポイントは VPC にあります。この
エンドポイントがチャンネルパイプラインからコンテンツを受け付けるために常に利用可能である
ことを確認する責任があります。

• [Destinations] (送信先) — このペインには、送信先ごとに 1 行が表示されます。

各出力グループに 1 つの送信先ラインがあります。各行には、チャンネル内の 1 つまたは 2 つの
パイプライン内の出力のアドレスが表示されます。

• MediaPackage 送信先 — このペインには、 MediaPackage 各出力グループの送信先となるチャネ
ル ID が表示されます。 MediaPackage のチャンネルには 1 つまたは 2 つのパイプラインがあり、
その 1 つまたは 2 つのパイプラインにマッピングされています。 MediaLive
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コンソールを使用してマルチプレックスを監視する。 MediaLive

マルチプレックスのアクティビティと現在の状態を確認できます。

マルチプレックスのアクティビティをモニタリングするには (MediaLive コンソール)

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Multiplexes] (マルチプレックス) を選択します。

3. [Multiplexes] (マルチプレックス) ページに、マルチプレックスが一覧表示されます。リストの各
行には、マルチプレックスに関する基本情報 (状態など) が表示されます。ステートの詳細につ
いては、を参照してくださいthe section called “マルチプレックスの状態”。

4. マルチプレックスの詳細を表示するには、そのマルチプレックスの名前を選択しま
す。[Multiplex details] (マルチプレックスの詳細) ページが表示されます。

トピック

• ステータス情報の表示

ステータス情報の表示

[Multiplex details] (マルチプレックスの詳細) ページは 2 つのペインに分かれています。2 番目のペイ
ンは複数のタブに分かれています。

[Details] (詳細) タブ

[Details] (詳細) タブには、マルチプレックスの作成時に設定したフィールドが表示されます。

また、 MediaLive で割り当てられた次の情報も表示されます。

• マルチプレックスの ARN。

• マルチプレックスの作成時に MediaLive が自動的に作成する 2 つのエンタイトルメントの ARN。
これらのエンタイトルメントの詳細については、「the section called “マルチプレックスの開始”」
を参照してください。

[Programs] (プログラム) タブ

[Programs] (プログラム) タブには、マルチプレックスに含まれるタブが一覧表示されます。プログ
ラムの詳細については、「the section called “マルチプレックスと MPTS の概要”」を参照してくださ
い。
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[Bandwidth Monitoring] (帯域幅モニタリング) タブ

[Bandwidth monitoring] (帯域幅モニタリング) タブには、マルチプレックスの帯域幅割り当てに関す
る情報が表示されます。

情報を棒グラフとして表示するには

1. [Bar chart] (棒グラフ) を選択します。

2. マルチプレックス (マルチプレックス内のすべてのプログラム) または特定のプログラムを表示
することを選択します。

3. 表示するパイプラインを選択します。

グラフには、常に直近の 1 分間のデータが表示されます。グラフは 1 分ごとに更新されます。

情報を面グラフとして表示するには

1. [Area chart] (面グラフ) を選択します。

2. タイムウィンドウを設定します。このウィンドウでは、X 軸のサイズを設定します。ウィンド
ウには常に 60 個のデータポイントが表示されます。したがって、例えば 1 時間のウィンドウで
は、1 分ごとにデータポイントが表示されます。1 日の時間枠では、24 分ごとにデータポイン
トが表示されます。

3. マルチプレックス (マルチプレックス内のすべてのプログラム) または特定のプログラムを表示
することを選択します。

4. 表示するパイプラインを選択します。

[Alerts] (アラート) タブ

MediaLive マルチプレックス内のいずれかのパイプラインで問題または潜在的な問題が発生したとき
に、マルチプレックス用のアラートを生成します。これらのアラートは以下の 2 つの方法で表示さ
れます。

• [Status] (ステータス) ペインの右側には、パイプラインごとのアクティブなアラートの数が表示さ
れます。

• [Alerts] (アラート) タブには、各アラートに関する詳細情報が表示されます。

アラートがアクティブなままの場合は、[Cleared] (クリア済み) 列は空白になります。アラートがク
リア済みの場合は、アラートがクリアされた時刻のタイムスタンプが列に表示されます。
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アラートを処理するには

1. アラートが発生したら、[Alerts] (アラート) タブを確認して、考えられる問題の原因を特定しま
す。問題を解決するための手順を実行します。

問題を解決すると、 MediaLive アラートは自動的にクリアされます。[Cleared] (クリア済み) 列
には、クリアされた時刻のタイムスタンプが表示されます。

2. チャンネルを停止すると、アラートは常に自動的にクリアされます。

[Tags] (タグ) タブ

タグの詳細については、「the section called “リソースのタグ付け”」を参照してください。

Amazon CloudWatch Events を使用してチャネルまたはマルチプ
レックスを監視する

MediaLive 以下の情報を自動的に Events 内のイベントに変換します。 CloudWatch

• チャンネルまたはマルチプレックスの状態を報告します。

• チャンネルの稼働中にアラートが生成されます。

Amazon CloudWatch Events を使用してこれらのイベントを管理できます。例えば、イベントルール
を作成して、E メールや SMS メッセージでイベントを配信できます。多くの送信先にイベントを配
信できます。この章では、Amazon Simple Notification Service (SNS) を介して配信する方法につい
て説明します。

Amazon Events を使用してイベントを管理するためのオプションの詳細については、「 CloudWatch
CloudWatch イベントユーザーガイド」を参照してください。

Amazon SNS の使用の詳細については、SNS デベロッパーガイドを参照してください。

イベントは、ベストエフォートベースで出力されることに着目してください。

トピック

• 状態変化イベントの JSON

• アラートイベントの JSON。

• オプション 1: MediaLive すべてのイベントをメールアドレスに送信する
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• オプション 2: 特定のチャンネルのイベントを 1 つの E メールアドレスに送信する

状態変化イベントの JSON

チャネルまたはマルチプレックスの状態の変化に基づくイベントは、detail-typeそのプロパティ
によって識別されます。

• MediaLive Channel State Changeチャンネル用

• MediaLive Multiplex State Changeマルチプレックス用。

例

以下は、状態変更イベントの JSON ペイロードの例です。3 detail-type 行目のことに注意してく
ださい。

{ 
    "version": "0", 
    "id": "fbcbbbe3-2541-d4a3-d819-x39f522a8ce", 
    "detail-type": "MediaLive Channel State Change", 
    "source": "aws.medialive", 
    "account": "111122223333", 
    "time": "2023-03-08T18:40:59Z", 
    "region": "us-west-2", 
    "resources": [ 
        "arn:aws:medialive:us-west-2:111122223333:channel:283886" 
    ], 
    "detail": { 
        "channel_arn": "arn:aws:medialive:us-west-2:111122223333:channel:123456", 
        "state": "DELETED", 
        "message": "Deleted channel", 
        "pipelines_running_count": 0 
    }
}

アラートイベントの JSON。

アラートに基づくイベントは、detail-typeそのプロパティによって識別されます。

• MediaLive Channel Alertチャンネル用

状態変化イベントの JSON 492
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• MediaLive Multiplex Alertマルチプレックス用。

例

アラートイベントの JSON ペイロードの例を以下に示します。3 detail-type 行目のことに注意し
てください。

{ 
    "version": "0", 
    "id": "154769fb-9f7c-32a1-6822-26fppppe5a58", 
    "detail-type": "MediaLive Channel Alert", 
    "source": "aws.medialive", 
    "account": "111122223333", 
    "time": "2023-03-08T18:14:25Z", 
    "region": "us-west-2", 
    "resources": [ 
        "arn:aws:medialive:us-west-2:111122223333:channel:123456" 
    ], 
    "detail": { 
        "alarm_state": "CLEARED", 
        "alarm_id": "7ad616bd389832yue90aab1324bffab5b834a", 
        "alert_type": "Failed to Create Output File or Socket", 
        "pipeline": "0", 
        "channel_arn": "arn:aws:medialive:us-west-2:111122223333:channel:123456", 
        "message": "MPEGTS muxer for mediaID [1] unable to open output or stream 
 [https://<path>]." 
    }
}

オプション 1: MediaLive すべてのイベントをメールアドレスに送信する

このオプションでは、すべてのイベントを 1 つの E メールアドレスに送信するように設定する方
法を示しています。この設定の欠点は、E メールアカウントに大量の E メールが送信されることで
す。したがって、この設定は本番稼働用環境で使用しないことをお勧めします。

チャンネルまたはマルチプレックスが実行中であるリージョンごとに、次の手順を行う必要がありま
す。
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ステップ 1: サブスクリプションを作成する

MediaLive でイベントが発生したときに E メール通知を自動的に受け取るように、特定の E メール
アドレスを設定するサブスクリプションを作成します。E メールの受取人を識別する必要がありま
す。

以下の手順では、件名に「MediaLive_alert」、電子メールの送信者として MediaLive「」という例を
使用します。Amazon Simple Notification Service (Amazon SNS) コンソールを使用してサブスクリ
プションを作成します。

E メール通知のサブスクリプションを作成するには (Amazon SNS コンソール)

1. AWS Management Consoleにサインインし、https://console.aws.amazon.com/sns/v2/home に
ある Amazon SNS コンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Topics] (トピック)、[Create new topic] (新しいトピックの作成) の順
に選択します。

3. [Create new topic] (新しいトピックの作成) ダイアログボックスの [Topic name] (トピック名) 
に、E メールの件名の名前 (例: MediaLive_alert) を入力します。

4. [Display name] (表示名) に、E メールの送信者の名前 (例: MediaLive) を入力します。

5. [Create topic] (トピックの作成) を選択します。

6. Amazon SNS によってトピックが作成され、トピックのリストに ARN が表示されます。たとえ
ばarn:aws:sns:us-west-2:111122223333:MediaLive、「111122223333AWSアカウン
トはどこですか?」などです。

7. この ARN をクリップボードにコピーします。

8. ナビゲーションペインで、[Subscriptions] (サブスクリプション) を選択して、[Create 
subscription] (サブスクリプションの作成) を選択します。

9. [Subscriptions] (サブスクリプション) ページで [Create subscription] (サブスクリプションの作
成) を選択します。

10. [Create subscriptions] (サブスクリプションの作成) ダイアログボックスの [Topic ARN] (トピッ
ク ARN) で、ARN を入力するか、貼り付けます。

11. [Protocol] (プロトコル) で [Email] (E メール) を選択します。

12. [Endpoint] (エンドポイント) に、受取人のメールアドレスを入力します。この E メールアカウン
トにログインできる必要があります。Amazon SNS がこのアドレスに確認メールを送信するた
めです。

13. [Create subscription] (サブスクリプションの作成) を選択します。
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Amazon SNS によって、指定したアドレスに確認メールが送信されます。

14. その E メールアカウントにログオンし、E メールを表示します。E メールの [Confirm 
subscription] (サブスクリプションの確認) リンクを選択して、サブスクリプションを有効にしま
す。確認ウィンドウがウェブブラウザに表示されます。このウィンドウは閉じてもかまいませ
ん。

ステップ 2: ルールを作成する

次に、「 CloudWatch aws.medialiveからイベントを受信したら、指定した SNS トピックを呼び
出す」 CloudWatch というルールを Amazon で作成します。つまり、サブスクライブした E メール
アドレスに E メールを送信するというルールを作成します。

ルールを作成するには (Amazon CloudWatch コンソール)

1. AWS Management Consoleにサインインし、https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/ 
CloudWatch  のコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインの [Events] (イベント) を選択します。

3. 「 CloudWatchイベントへようこそ」ページで、「ルールを作成」を選択します。

4. [Step 1] (ステップ 1) の [Event Source] (イベントソース) で、[Event Pattern] (イベントパター
ン) を選択します。

5. [Build event pattern to match] (一致するイベントパターンの作成) を [Custom event pattern] (カ
スタムイベントパターン) に変更します。

6. ボックスに、以下のように入力します。

{ 
  "source": [ 
    "aws.medialive" 
  ]
}

7. 右側のパネルで、[Add target] (ターゲットの追加) を選択します。

8. [SNS topic] (SNS トピック) を選択します。

9. [Topic] (トピック) で、作成したトピック (例: MediaLive_alert) を選択します。

10. [Configure input] (入力の設定) で、[Matched event] (一致するイベント) を選択します。

11. [Configure details] (設定の詳細) を選択します。
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12. 名前とオプションの説明を入力し、[Create rule] (ルールの作成) を選択します。

これで、アラートが発生するたびに MediaLive、イベントが Amazon に送信されるようになりまし
た CloudWatch。このイベントにより、SNS サブスクリプションで指定した E メールアドレスに E 
CloudWatch メールを送信するように指示するルールがトリガーされます。

オプション 2: 特定のチャンネルのイベントを 1 つの E メールアドレスに送
信する

1 つまたは複数のチャンネルやマルチプレックスのすべてのイベントを 1 つの E メールアドレスに
送信するためのルールを設定できます。この設定は、チャンネルまたはマルチプレックスが実行中で
あるリージョンごとに行う必要があります。

サブスクリプションとルールの組み合わせを必要な数だけ作成します。オプション 1 の手順に従い
ますが、以下の点は異なります。

• SNS サブスクリプションの作成時に、「MediaLive_notifications_channel_1234567」な
どの詳細情報をトピックに追加するとします。

• CloudWatch ルールを作成するときは、aws.medialiveイベントソースとして識別するイベント
パターンと、そのイベントソース内のリソースとして特定のチャネルまたはマルチプレックスの 
ARN を作成します。例えば、チャンネルの場合、次のパターンを作成します。

{ 
  "source": [ 
    "aws.medialive" 
  ], 
  "resources": [ 
    "arn:aws:medialive:us-west-2:111122223333:channel:1234567" 
  ]  
}

リソースはチャンネルまたはマルチプレックスの ARN です。この ARN は、コンソールのチャネル
リストまたはマルチプレックスリストから取得できます。 MediaLive

この例のルールは、「 CloudWatch あるチャネルからイベントを受信したら1234567、指定した
aws.medialive SNS トピックを呼び出す」というものです。つまり、このルールでは、サブスク
ライブした E メールアドレスに送信される E メールがトリガーされます。
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次の例に示すように、リソースセクションに複数のチャンネルまたはマルチプレックスを含めること
を選択できます。

  "resources": [ 
    "arn:aws:medialive:us-west-2:111122223333:channel:1234567", 
    "arn:aws:medialive:us-west-2:111122223333:channel:2223334" 
  ] 

Amazon CloudWatch メトリックスを使用してチャネルをモニタリ
ングする
Amazon AWS Elemental MediaLive CloudWatch メトリックスを使用してモニタリングできま
す。 CloudWatch 受信した未加工データを収集し MediaLive、読み取り可能でほぼリアルタイム
のメトリックスに変換し、15 か月間保管します。 CloudWatch メトリクスの表示に使用します。 
MediaLiveメトリクスは、短期および長期のパフォーマンスをより正確に把握するのに役立ちます。

特定のしきい値を監視するアラームを設定し、これらのしきい値に達したときに通知を送信したりア
クションを実行したりできます。詳細については、Amazon CloudWatch ユーザーガイドを参照して
ください。

トピック

• メトリクスの構成要素

• 料金

• メトリクスの表示

• 指標のアルファベット順リスト。

• グローバル指標

• 入力指標

• 出力メトリクス

• パイプラインロックメトリクス

メトリクスの構成要素

AWS Elemental MediaLiveメトリクスの基礎となるデータを収集します。これらのデータポイントは
1 秒ごとに収集され、すぐに Amazon に送信されます。 CloudWatch CloudWatch を使用してこれら
のデータポイントのメトリックスを生成できます。
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メトリクスとは、集計 (統計) が適用され、期間と時間範囲が設定されたデータポイントのコレク
ションです。たとえば、ドロップフレーム数の指標を、10 分 (時間範囲) にわたる 1 分間の平均 (統
計) としてリクエストできます。このリクエストの結果は 10 メトリックスです (範囲を期間で割ると 
10 なので)。

統計

MediaLive CloudWatchが提供するすべての統計情報をサポートします。ただし、 MediaLive 統計の
中にはメトリクスには役立たないものもあります。この章で後述する指標の説明には、各指標の推奨
統計が含まれています。

[Period] (期間)

MediaLive すべての指標には高い解決期間があります。つまり、最小期間は 1 秒です。

[Time range] (時間範囲)

各期間には最大時間範囲があります。たとえば、時間範囲として 1 日を指定した場合、10 秒間のメ
トリクスは取得できません。

[Period] (期間) 最大時間範囲

1 秒

5 秒

10 秒

30 秒

過去 3 時間

60 秒 過去 360 時間 (15 日間)

300 秒 (5 分)

900 秒 (15 分)

過去 1512 時間 (63 日間)

3600 秒 (1 時間) またはそれ以上 過去 45 日間 (15 か月間)

期間には最低時間範囲はありません。しかし、期間が短いと、適用する統計が意味をなさなくなる時
があります。たとえば、この期間を 1 秒に設定したとします。つまり、1 CloudWatch つのデータポ
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イントを取得することになります。1 つのデータポイントの平均、最小値、最大値を取得することは
できません。ただし、だからといって指標が無意味というわけではありません。その代わり、指標は
未加工のデータポイントに関するもので、統計情報はありません。

最大保存時間

メトリクスは過去 15 か月間使用できます。希望する期間を指定するようにしてください。

MediaLive のディメンション

MediaLive 各指標には 1 つまたは 2 つの特定のディメンションセットが含まれます。 MediaLive 指
標には、範囲が最も広いディメンションからスコープが最も狭いディメンションまで、次のディメン
ションが含まれます。

• ChannelID — 特定のチャンネルを識別します。

• Pipeline – 特定のパイプラインを識別します。標準チャンネルには 2 つのパイプライン (パイプラ
イン 0 またはパイプライン 1) があります。単一パイプラインチャンネルには、パイプライン 0 の
みがあります。

• ActiveInputFailoverLabel — このディメンションは、フェールオーバーペア（自動入力フェール
オーバー機能の一部）で現在アクティブな入力を識別します。チャンネルが自動入力フェイルオー
バーを実装している場合にのみ、このディメンションを含むディメンションセットを選択します。

このディメンションを使用する場合、メトリクスにはチャンネル内のアクティブな入力のデータの
みが表示されます。このディメンションを使用しない場合、メトリクスには両方の入力のデータが
表示されます。

• OutputGroupName — 特定の出力グループを識別します。

• AudioDescriptionName — チャンネルのすべての出力の中から特定のオーディオディスクリプショ
ン (オーディオエンコード) を識別します。

実行中のチャンネルの定義

多くのメトリクスはチャンネルが実行されているときにのみ、データを収集します。

[Running] (実行中) は、チャンネルが開始されたことを示します。これは、取り込みと出力の両方に
なる可能性があります。あるいは、一時停止している、つまり、取り込みはしているが、出力はして
いない状態である可能性もあります。

チャンネルが稼働していないときでもメトリクスを表示したり取得したりできることに注意してくだ
さい。唯一の要件は、チャンネルが過去 15 か月以内に運営されていることです。
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料金

の [Health] タブでメトリックスを表示しても料金はかかりません MediaLiveconsole。

CloudWatch コンソールでメトリックスを表示したり、 CloudWatch API を使用してメトリックスを
取得したりする場合の料金については、Amazon CloudWatch ユーザーガイドを参照してください。

メトリクスの表示

MediaLive 一部のメトリクスはコンソールで確認できます。 CloudWatch すべてのメトリクスはコン
ソールで表示できます。CLI、REST API、または任意の AWS SDK を使用してメトリクスを取得す
ることもできます。

CloudWatch コンソールでは、メトリクスの最小リフレッシュレートは 30 秒です。

MediaLive コンソールにメトリクスを表示するには

MediaLive 一部のメトリクスはコンソールで表示できます。過去 1 時間から過去 1 週間までの範囲
のメトリクスを表示できます。(他の指標や過去の指標を表示するには、 CloudWatch コンソールを
使用する必要があります)。

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Channels] (チャンネル) を選択します。「チャンネル」ページで、目
的のチャンネルを選択します。[Channel details] (チャンネルの詳細) ページが表示されます。

3. 「Health」タブを選択します。 MediaLive このタブでサポートされるメトリクスが表示されま
す。

4. 期間と時間範囲を選択します。たとえば、過去 1 日 (5 分間) などです。

CloudWatch コンソールを使用してメトリクスを表示するには

CloudWatch コンソールでは、 MediaLive 現在の指標や過去の指標など、あらゆる期間のすべての指
標を表示できます。 CloudWatch コンソールでメトリクスを表示するには料金がかかります。

1. https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/ CloudWatch  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [指標] を選択し、次に [すべての指標] を選択します。ページの下半分
にある「ブラウズ」タブには名前付きのカードが表示されます。

まったく初めてでAWS、どのサービスでもメトリクスを作成するアクションを実行したことが
ない場合は、カードは表示されません。

料金 500

https://docs.aws.amazon.com/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/
https://console.aws.amazon.com/medialive/
https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/


MediaLive ユーザーガイド

3. AWS/という名前のカードを選択しますMediaLive。

このカードは、AWS現在選択されている地域で過去 15 か月間に少なくとも 1 つのチャンネル
を開始した場合にのみ表示されます CloudWatch。このカードは、 MediaLive チャンネルを開始
したことがない場合は表示されません。この場合は、チャンネルを作成して開始した後に、この
手順に戻ってください。

(MediaLiveページのカスタム名前空間セクションにという名前のカードが表示される場合が
あります。 MediaLive このカードはメトリクスの古い名前空間用です。 この 2 つの名前空間
は 2022 年 9 月に重複したため、このカードを選択してもメリットはありません。 常に AWS/
MediaLiveを選択してください。)

4. ページの下半分にある Browse タブにディメンションが表示されるようになりました。メトリク
スディメンションを選択します。たとえば、「チャネル ID」を選択します。

Browse タブには、選択したディメンション (チャネル ID など) を示す 1 つの列と、すべての
指標を示す 1 つの列からなる表が表示されるようになりました。このテーブルはソートできま
す。

5. 1 つまたは複数の行を選択します。行を選択すると、ページの上半分のグラフにその行が表示さ
れます。

6. ページの下半分にある [グラフ化された指標] タブを選択します。

7. タブの右側の選択肢で、「統計」と「期間」を指定します。

期間を選択すると、グラフが更新され、その期間の最大時間範囲が表示されます。左側のグラフ
が空になったら、グラフの右上にある選択肢でタイムラインを調整できます。スペース全体が埋
まるように、小さい数字を選択してください。たとえば、1w を 1d に変更します。

指標のアルファベット順リスト。

the section called “アクティブなアラート”

the section called “アクティブ出力”

the section called “チャンネル入力エラー秒”

the section called “ドロップフレーム”

the section called “受信した FEC 行パケット”

the section called “受信した FEC カラムパケット”
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the section called “フィル (ミリ秒)”

the section called “入力損失 (秒)”

the section called “入力タイムコードが存在する”

the section called “入力ビデオフレームレート ”

the section called “ネットワーク入力”

the section called “ネットワーク出力”

the section called “出力オーディオレベル dBFS”

the section called “出力オーディオレベル dBFS”

the section called “4xx エラーを出力する”

the section called “5xx エラーを出力する”

the section called “プライマリ入力アクティブ”

the section called “RTP パケットの損失”

the section called “ 受信された RTP パケット”

the section called “ FEC 経由で復旧された RTP パケット”

the section called “SVQ 時間”

グローバル指標

グローバルメトリックは、AWS Elemental MediaLiveの一般的なパフォーマンスと情報に関係しま
す。

アクティブなアラート

アクティブなアラートの合計数。

詳細:

• 名前: ActiveAlerts
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• 単位はカウント

• ゼロの意味: アクティブなアラートはありません

• データポイントがないという意味: チャンネルは実行されていません

• サポートされているディメンションセット: ChannelID、Pipeline

• 推奨される統計: Max

すべての統計はこのメトリクスに有用です。

入力指標

入力メトリックは、 MediaLive表示されるビデオとオーディオの入力アセットに関するものです。

トピック

• 受信した FEC 行パケット

• 受信した FEC カラムパケット

• 入力タイムコードが存在する

• 入力ビデオフレームレート

• ネットワーク入力

• プライマリ入力アクティブ

• RTP パケットの損失

• 受信された RTP パケット

• FEC 経由で復旧された RTP パケット

• 入力損失 (秒)

• チャンネル入力エラー秒

受信した FEC 行パケット

両方の FEC ストリーム (ポート 5002 およびポート 5004) で受信されたフォワードエラー訂正 (FEC) 
行パケットの数。ゼロ以外の値は、FEC が機能していることを示します。

このメトリクスは、チャンネルに FEC を含む RTP 入力がある場合にのみ有効です。

次のガイドラインに従ってください。
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• 自動入力フェイルオーバーを実装するチャンネルでは、1 つの入力のみのデータが得られるよう
に、 ActiveInputFailoverLabel そのディメンションを含むディメンションセットを選択することを
お勧めします。

• 自動入力フェイルオーバーを実装していないチャンネルには、 ActiveInputFailoverLabelディメン
ションセットを含めないでください。メトリクスはデータを報告しません。

詳細:

• 名前: FecRowPacketsReceived

• 単位: 個

• ゼロの意味: RTP-with FEC 入力が期間中に取り込まれていましたが、FEC 行パケットは受信され
ませんでした。

• データポイントがないという意味: FEC には入力がありません。または、RTP 入力を含む入力が
ありますが、それらの入力はどれもアクティブであるか、または (スケジュールによって) 準備中
ではありません。または、自動入力フェイルオーバーが設定されていないチャンネルに含めまし
た。 ActiveInputFailoverLabel

• サポートされているディメンションセット:

ChannelId、パイプライン

ActiveInputFailoverLabel ChannelId、パイプライン

• 推奨される統計: Sum。

受信した FEC カラムパケット

両方の FEC ストリーム (ポート 5002 およびポート 5004) で受信された FEC カラムパケットの数。
ゼロ以外の値は、FEC が機能していることを示します。

このメトリクスは、チャンネルに FEC を含む RTP 入力がある場合にのみ有効です。

次のガイドラインに従ってください。

• 自動入力フェイルオーバーを実装するチャネルでは、1 つの入力のみのデータが得られるように、 
ActiveInputFailoverLabel そのディメンションを含むディメンションセットを選択することをお勧
めします。

• 自動入力フェイルオーバーを実装していないチャンネルには、 ActiveInputFailoverLabelディメン
ションセットを含めないでください。メトリクスはデータを報告しません。
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詳細:

• 名前: FecColumnPacketsReceived

• 単位: 個

• ゼロの意味: RTP-with FEC 入力が期間中に取り込まれていましたが、FEC カラムパケットは受信
されませんでした。

• データポイントがないという意味: FEC には入力がありません。または、RTP 入力を含む入力が
ありますが、それらの入力はどれもアクティブであるか、または (スケジュールによって) 準備中
ではありません。または、自動入力フェイルオーバーが設定されていないチャンネルに含めまし
た。 ActiveInputFailoverLabel

• サポートされているディメンションセット:

ChannelId、パイプライン

ActiveInputFailoverLabel ChannelId、パイプライン

• 推奨される統計: Sum。

入力タイムコードが存在する

パイプラインが埋め込みタイムコードを含む入力を受信しているかどうかを示すインジケータ。埋め
込みタイムコードは、ソースに埋め込まれている場合もあれば、SMPTE-2038 補助データに埋め込
まれている場合もあります。0 (False) は存在しないこと、1 (True) は存在することを意味します。

埋め込みタイムコードが不正確であると、タイムコードを使用するフィーチャに問題が発生する可
能性があります。そのため、使用しているタイムコードが埋め込みタイムコードなのか、 MediaLive 
システムクロックのタイムコードなのかを知っておくと便利です。

入力に関連付けられているタイムコードは、いくつかの機能で使用されます。

• 入力クリッピング この機能では、埋め込みタイムコードまたは別のタイプのタイムコードを使用
できます。

• 出力にタイムコードを生成します。この機能では、埋め込みタイムコードまたは別のタイプのタイ
ムコードを使用できます。

• パイプラインのロック この機能は、入力タイムコードが埋め込みタイムコードである場合にのみ
機能します。システムクロックのタイムコードでは機能しません。

タイムコードの詳細については、「the section called “タイムコード”」を参照してください。
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次のガイドラインに従ってください。

• 自動入力フェールオーバーを実装するチャンネルでは、1 つの入力のみのデータが得られるよう
に、 ActiveInputFailoverLabel そのディメンションを含むディメンションセットを選択することを
お勧めします。

• 自動入力フェイルオーバーを実装していないチャンネルには、 ActiveInputFailoverLabelディメン
ションセットを含めないでください。メトリクスはデータを報告しません。

詳細:

• 名前: InputTimecodesPresent

• 単位: なし

• ゼロの意味: False (埋め込みタイムコードはありません)。

• データポイントがないことの意味:チャンネルは稼働していない、 MediaLive またはチャン
ネルは稼働しているがコンテンツを受信していない (例えば、入力がプッシュ入力で、アッ
プストリームシステムがコンテンツのプッシュを開始していない場合など)。あるいは、 
ActiveInputFailoverLabel 自動入力フェイルオーバーが設定されていないチャンネルに含めたのか
もしれません。

• サポートされているディメンションセット:

ChannelId、パイプライン

ActiveInputFailoverLabel ChannelId、パイプライン

• 推奨される統計: 最小または最大。他の統計には意味がありません。

入力ビデオフレームレート

ソース動画のフレームレート。

このメトリクスは、入力のヘルスのメトリクスです。値が安定していない場合は、ソースに問題がな
いか、 MediaLiveまたはアップストリームシステム間のネットワークに問題がないかを調査して判断
してください。

次のガイドラインに従ってください。

• 自動入力フェイルオーバーを実装するチャネルでは、1 つの入力のみのデータが得られるように、 
ActiveInputFailoverLabel そのディメンションを含むディメンションセットを選択することをお勧
めします。
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• 自動入力フェイルオーバーを実装していないチャンネルには、 ActiveInputFailoverLabelディメン
ションセットを含めないでください。メトリクスはデータを報告しません。

詳細:

• 名前: InputVideoFrameRate

• 単位: フレーム/秒

• ゼロの意味: チャンネルが開始されてからある時点で入力が受信されましたが、現在の期間にフ
レームは受信されませんでした。

• データポイントがないという意味: このチャンネルが開始されてから入力が受信されていま
せん。または、自動入力フェイルオーバーが設定されていないチャンネルに含めました。 
ActiveInputFailoverLabel

• サポートされているディメンションセット:

ChannelId、Pipeliine

ActiveInputFailoverLabel, ChannelId, パイプライン

• 推奨される統計: Max。

ネットワーク入力

流入するトラフィックの速度 MediaLive。この数には、 MediaLiveプッシュ入力、プル入力、プル入
力の上流システムからの応答、任意の出力に対する下流システムからの応答、DNS 解決や NTP など
のインスタンストラフィックなど、受信したすべてのトラフィックが含まれます。チャンネルが取り
込まれていない場合でも、トラフィックがいくつか発生します。

長期間の平均トラフィックレートをキャプチャするように設定すると便利です。その後、通常のレー
トを設定したら、期間を短い時間に変更して、通常のレートからの逸脱を簡単に見つけたり、チャン
ネルのバースト性に関する情報を収集したりできます。

このメトリクスの解釈に関するガイドラインをいくつか示します。

• レートが正常であると思われる場合は、チャンネルが稼働しており、入力を正常に取り込んでいる
と推測できます。

• 数字が通常より小さい場合、チャンネルは動作しているものの、入力が接続されていない可能性が
あります。入力を取り込んでいない場合でも、チャンネルを実行する場合には料金が発生すること
に注意してください。
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詳細:

• 名前: NetworkIn

• 単位: メガビット/秒

• ゼロの意味: トラフィックが受信されていません。

• データポイントがないという意味: チャンネルは実行されていません。

• 対応ディメンションセット: ChannelId、パイプライン

• 推奨される統計: すべての統計がこのメトリクスに役立ちます。

プライマリ入力アクティブ

自動入力フェイルオーバーペアのプライマリ入力がアクティブかどうかを示すインジケータ。1 の値
は、プライマリ入力がアクティブであり、したがって健全であることを意味します。0 という値は、
非アクティブであることを意味します。

自動入力フェイルオーバー機能の入力フェイルオーバーペアについては、「the section called “自動
入力フェイルオーバー”」を参照してください。

このメトリクスは、入力設定を [Primary Input Preference] (プライマリ入力設定) に設定して、自動
入力フェイルオーバー機能を設定した場合に便利です。入力設定が [Equal Input Preference] (均等入
力設定) に設定されている場合、メトリクスは意味のあるデータを提供しません。

詳細:

• 名前: PrimaryInputActive

• 単位: なし

• ゼロの意味: False (プライマリ入力は非アクティブです)。

• データポイントがないという意味: チャンネルは自動入力失敗のために設定されていません。

• 対応ディメンションセット: ChannelId、パイプライン

• 推奨される統計: 最小 (プライマリ入力が非アクティブ) または最大 (プライマリ入力がアクティ
ブ)。

RTP パケットの損失

受信送信で失われた RTP パケットの数。[Lost] (消失) は FEC で復旧できなかったパケットを意味し
ます。
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このメトリクスは RTP 入力タイプにのみ適用されます。

受信パケット + 復旧されたパケット + 消失パケット = 3 つのメトリクスの期間とディメンションが 
3 つのメトリクスに対して同一に設定されている場合、その期間に予想される合計。

これらの 3 つの RTP パケットメトリクスは、入力伝送のヘルスをモニタリングするのに役立ちま
す。このメトリクスがゼロ以外の場合、最初のトラブルシューティング手順はこの 2 つを調べるこ
とです。FEC メトリクス、FEC が機能しているかどうかを判断する。FEC がうまく機能していれ
ば、次はアップストリームネットワークの問題点を調査することになります。

次のガイドラインに従ってください。

• 自動入力フェイルオーバーを実装するチャネルでは、1 つの入力のみのデータが得られるように、 
ActiveInputFailoverLabel そのディメンションを含むディメンションセットを選択することをお勧
めします。

• 自動入力フェイルオーバーを実装していないチャンネルには、 ActiveInputFailoverLabelディメン
ションセットを含めないでください。メトリクスはデータを報告しません。

詳細:

• 名前: RtpPacketsLost

• 単位: 個

• ゼロの意味: RTP-with FEC 入力が期間中に取り込まれていましたが、パケットは失われませんで
した。

• データポイントがないという意味: RTP を取り込む入力はありません。または、RTP 入力があり
ますが、それらの入力はどれもアクティブであるか、または (スケジュールによって) 準備中では
ありません。または、自動入力フェイルオーバーが設定されていないチャンネルに含めました。 
ActiveInputFailoverLabel

• サポートされているディメンションセット:

ChannelId、パイプライン

ActiveInputFailoverLabel ChannelId、パイプライン

• 推奨される統計: Sum。
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受信された RTP パケット

RTP 入力で受信した RTP パケットの数。この番号には、メイン RTP ソース (ポート 5000) と FEC 
データ (ポート 5002 および 5004) が含まれます。

このメトリクスは RTP 入力タイプにのみ適用されます。

受信パケット + 復旧されたパケット + 消失パケット = 3 つのメトリクスの期間が同一に設定されて
いる場合、その期間に予想される合計値。

これらの 3 つの RTP パケットメトリクスは、入力伝送のヘルスをモニタリングするのに役立ちま
す。

次のガイドラインに従ってください。

• 自動入力フェイルオーバーを実装するチャネルでは、1 つの入力のみのデータが得られるように、 
ActiveInputFailoverLabel そのディメンションを含むディメンションセットを選択することをお勧
めします。

• 自動入力フェイルオーバーを実装していないチャンネルには、 ActiveInputFailoverLabelディメン
ションセットを含めないでください。メトリクスはデータを報告しません。

詳細:

• 名前: RtpPacketsReceived

• 単位: カウント

• ゼロの意味: RTP-with FEC 入力が期間中に取り込まれていましたが、パケットは受信されません
でした。

• データポイントがないという意味: RTP を取り込む入力はありません。または、RTP 入力を含む
入力がありますが、それらの入力はどれもアクティブであるか、または (スケジュールによって) 
準備中ではありません。または、自動入力フェイルオーバーが設定されていないチャンネルに含め
ました。 ActiveInputFailoverLabel

• サポートされているディメンションセット:

ChannelId、パイプライン

ActiveInputFailoverLabel ChannelId、パイプライン

• 推奨される統計: Sum。
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FEC 経由で復旧された RTP パケット

FEC 経由で復旧された RTP パケットの数。

このメトリクスは RTP 入力タイプにのみ適用されます。

受信パケット + 復旧されたパケット + 消失パケット = 3 つのメトリクスの期間が同一に設定されて
いる場合、その期間に予想される合計値。

これらの 3 つの RTP パケットメトリクスは、入力伝送のヘルスをモニタリングするのに役立ちま
す。

次のガイドラインに従ってください。

• 自動入力フェイルオーバーを実装するチャネルでは、1 つの入力のみのデータが得られるように、 
ActiveInputFailoverLabel そのディメンションを含むディメンションセットを選択することをお勧
めします。

• 自動入力フェイルオーバーを実装していないチャンネルには、 ActiveInputFailoverLabelディメン
ションセットを含めないでください。メトリクスはデータを報告しません。

詳細:

• 名前: RtpPacketsRecoveredViaFec

• 単位: 個

• ゼロの意味: RTP-with FEC 入力が期間中に取り込まれていましたが、パケットは復旧されません
でした。

• データポイントがないという意味: RTP を取り込む入力はありません。または、RTP 入力を含む
入力がありますが、それらの入力はどれもアクティブであるか、または (スケジュールによって) 
準備中ではありません。または、自動入力フェイルオーバーが設定されていないチャンネルに含め
ました。 ActiveInputFailoverLabel

• サポートされているディメンションセット:

ChannelId、パイプライン

ActiveInputFailoverLabel ChannelId、パイプライン

• 推奨される統計: Sum。
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入力損失 (秒)

チャネルが RTP または入力の送信元からパケットを受信していない秒数（ MediaConnect 入力損失
期間）。各データポイントの値は 0 ～ 10 秒です。

このメトリクスは、入力伝送の健全性をモニタリングする場合に便利です。

10 秒間のデータポイントを複数回に分けて見る必要があります。

• 一貫した値 0 (受信したすべてのパケット) – このパターンは、入力が正常であることを示します。

• 10 の一貫した値 (パケットが受信されない) – このパターンは、入力が正常でないことを示しま
す。

• 0 から始まり 0 で終わる値の範囲 — このパターンは、入力が正常ではないが復旧したことを示し
ます。例えば、0、2、10、10、5、10、6、2、0、0、0。

• 0 に戻らない値の範囲 — このパターンは、入力が正常でないことを示します。例: 
0、10、9、2、8、3、10、10、8、2。

このガイドラインにも従ってください。

• 自動入力フェイルオーバーを実装するチャネルでは、1 つの入力のみのデータが得られるように、 
ActiveInputFailoverLabel そのディメンションを含むディメンションセットを選択することをお勧
めします。

• 自動入力フェイルオーバーを実装していないチャンネルには、 ActiveInputFailoverLabelディメン
ションセットを含めないでください。メトリクスはデータを報告しません。

詳細:

• 名前: InputLossSeconds

• 単位: 秒

• ゼロの意味: 入力損失はありませんでした。

• データポイントがないという意味: RTP を取り込む入力はありません。または、RTP 入力を含む
入力がありますが、それらの入力はどれもアクティブであるか、または (スケジュールによって) 
準備中ではありません。または、自動入力フェイルオーバーが設定されていないチャンネルに含め
ました。 ActiveInputFailoverLabel

• サポートされているディメンションセット:

ChannelId、パイプライン

入力指標 512



MediaLive ユーザーガイド

ActiveInputFailoverLabel ChannelId、パイプライン

• 推奨される統計: Sum。

チャンネル入力エラー秒

チャンネル入力に 1 つ以上の復旧不能パケットが含まれている秒数。

この指標は、RTP Push MediaConnect またはタイプのチャネル入力にのみ適用されます。

このメトリクスは、入力ヘルスをモニタリングする場合に便利です。パケットロスを時間単位で計測
することができます。

次のガイドラインに従ってください。

• 自動入力フェイルオーバーを実装するチャネルでは、1 つの入力のみのデータが得られるように、 
ActiveInputFailoverLabel そのディメンションを含むディメンションセットを選択することをお勧
めします。

• 自動入力フェイルオーバーを実装していないチャンネルには、 ActiveInputFailoverLabelディメン
ションセットを含めないでください。メトリクスはデータを報告しません。

詳細:

• 名前: ChannelInputErrorSeconds

• 単位: 個

• 0 の意味:RTP MediaConnect プッシュまたは入力が取り込まれていて、パケットは失われていま
せんでした。

• データポイントがないことの意味:RTP MediaConnect プッシュも入力もアクティブでも準備中で
もない (スケジュールどおりに)。あるいは、 ActiveInputFailoverLabel 自動入力フェイルオーバー
が設定されていないチャンネルにそれらを含めたのかもしれません。

• サポートされているディメンションセット:

ChannelId、パイプライン

ActiveInputFailoverLabel ChannelId、パイプライン

• 推奨される統計: Sum。
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出力メトリクス

出力メトリックは、 MediaLive によって出力として処理されたビデオアセットとオーディオアセッ
トに関するものです。

トピック

• アクティブ出力

• ドロップフレーム

• フィル (ミリ秒)

• 出力オーディオレベル dBFS

• 出力オーディオレベル dBFS

• ネットワーク出力

• 4xx エラーを出力する

• 5xx エラーを出力する

• SVQ 時間

アクティブ出力

生成され、送信先に正常に書き込まれる出力の数。

詳細:

• 名前: ActiveOutputs

• 単位: 個

• ゼロの意味: 出力が送信先に正常に書き込まれていません。

出力が入力損失時に一時停止するように設定されている場合 (入力損失アクション出力グループの
設定) の場合、その動作は意図的なものである可能性があります。

• データポイントがないという意味: チャンネルが出力オーディオを生成していません (まだ開始中
か初期入力を待っている可能性があります)。

• 対応ディメンションセット: OutputGroupName, ChannelId, パイプライン

• 推奨される統計: 最小。1 つ以上の出力が生成されていない状況を特定するのに役立ちます。
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ドロップフレーム

MediaLive この期間に減少した入力フレームの数。0 の値は想定されており、 MediaLive 受信フレー
ムをリアルタイムで処理していることを示します。0 以外の値は、エンコーダーが受信ビデオをリア
ルタイムに追いつくのに十分な速度で処理できないことを示します。

詳細

• 名前: DroppedFrames

• 単位はカウント

• ゼロの意味:エンコーダはフレームをドロップする必要がなくなりました。

• データポイントがないことの意味:チャンネルは出力を生成していません。つまり、実行中ではな
いか、実行中だが初期化中か、初期入力を待っているか、一時停止中であるということです。

• サポートされているディメンションセット:パイプライン、リージョン

• 推奨される統計: Sum。

フィル (ミリ秒)

MediaLive ビデオ出力がフィルフレームで満たされた現在の時間 (フィル期間)。フィル期間は、パイ
プラインが予定時間内に入力からコンテンツを受け取らないと開始されます。予定時間は入力フレー
ムレートに基づきます。フィルフレーム動作の細かい点は、チャンネル設定の入力損失動作フィール
ドによって制御されます。これらのフィールドの詳細については、「the section called “グローバル
設定 — 入力損失動作”」を参照してください。

0 という値は、フィルフレームが使用されていないことを意味します。0 以外の値は、フィルフレー
ムが使用され、入力が異常であることを意味します。

カウントの上限は 60,000 ミリ秒 (1 分) であり、つまり、上限に達した後はゼロに落ちるまでメトリ
クスは 60,000 になります。

このメトリクスを以下のように使用します。

• 自動入力フェールオーバーが有効になっている場合 — この指標は通常、フェールオーバーが発生
した場合でも常に 0 と表示されます。チャンネルはすぐに他の入力にフェールオーバーします。
つまり、 MediaLive フィルフレームを使用する必要はありません。
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• 自動入力フェイルオーバーが有効になっていない場合– ゼロ以外の値は、入力が失敗したか、中断
されている、またはリアルタイムに追いついていないことを示します。

詳細:

• 名前: FillMsec

• 単位: 個

• ゼロの意味: 入力は正常で、出力には (フィルフレームではなく) 予定されたビデオが含まれていま
す。

• データポイントがないという意味: チャンネルが出力を生成していないため、実行されていないこ
とを意味します。または、実行中だが初期化中、初期入力待ち、一時停止中であること。

• 対応ディメンションセット: ChannelId、パイプライン

• 推奨される統計: 最大。フィルフレームが使用されているときの上限カウントをキャプチャしま
す。

出力オーディオレベル dBFS

フルスケール (dBF) に対するデシベル単位の出力オーディオレベル。

詳細:

• 名前: OutputAudioLevelDbfs

• 単位: 個

• ゼロの意味: 出力オーディオレベルは 0 dBFS です。

• データポイントがないという意味: チャンネルが出力オーディオを生成していません (まだ開始中
か初期入力を待っている可能性があります)。

• 対応ディメンションセット: AudioDescriptionName, ChannelId, パイプライン

• 推奨される統計: 最小または最大。期間中の最低および最高レベルのオーディオレベルを識別しま
す。

出力オーディオレベル dBFS

フルスケール (LKFS) に対するK重み付けされたラウドネスでの出力オーディオレベル。

詳細:
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• 名前: OutputAudioLevelLkfs

• 単位: 個

• ゼロの意味: 出力オーディオレベルは 0 LFKS です。

• データポイントがないという意味: チャンネルが出力オーディオを生成していません (まだ開始中
か初期入力を待っている可能性があります)。

• 対応ディメンションセット: AudioDescriptionName, ChannelId, パイプライン

• 推奨される統計: 最小または最大。期間中の最低および最高レベルのオーディオレベルを識別しま
す。

ネットワーク出力

トラフィックの流出率 MediaLive。この数値には、 MediaLive 送信元のすべてのトラフィック (メ
ディア出力、プル入力の HTTP GET リクエスト、NTP トラフィック、DNS トラフィック) が含まれ
ます。チャンネルが出力を配信していない場合でも、トラフィックがいくつか発生します。

詳細:

• 名前: NetworkOut

• 単位: メガビット/秒

• ゼロの意味: トラフィックは送信されていません。

• データポイントがないという意味: チャンネルは実行されていません。

• 対応ディメンションセット: ChannelId、パイプライン

• 推奨される統計: 平均。

4xx エラーを出力する

出力の配信中に送信先から受信した 4xx HTTP エラーの数。

詳細:

• 名前:出力 4XX エラー

• 単位: 個

• ゼロの意味: 出力は HTTP 経由で配信されており、エラーはありません。

• データポイントがないという意味: 出力は HTTP 経由で送信先に配信されていません。または、
チャンネルが実行されていません。
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• サポートされているディメンションセット:、、パイプライン OutputGroupName ChannelId

• 推奨される統計: Sum。

5xx エラーを出力する

出力の配信中に送信先から受信した 5xx HTTP エラーの数。

詳細:

• 名前:出力 5XX エラー

• 単位: 個

• ゼロの意味: 出力は HTTP 経由で配信されており、エラーはありません。

• データポイントがないという意味: 出力は HTTP 経由で送信先に配信されていません。または、
チャンネルが実行されていません。

• 対応ディメンションセット:、、パイプライン OutputGroupName ChannelId

• 推奨される統計: Sum。

SVQ 時間

リアルタイムでアウトプットを出すために MediaLive 、品質の最適化を短くしなければならなかっ
た時間の割合。SVQ はスピード対品質の略です。どのようなエンコーディング作業でも、リアルタ
イムで出力を行うことと、可能な限り最高の品質を実現したいという願望とのバランスを取る必要が
あります。しかし、リアルタイムに追いつくのに十分な速さでエンコードするには、 MediaLive 品
質を下げる必要がある場合もあります。

詳細

• 名前: SvqTime

• 単位: パーセント

• ゼロの意味: MediaLive リアルタイムでアウトプットを出すために品質を落とす必要はありません
でした。

• データポイントがないことの意味:チャンネルはアウトプットを生成していません。つまり、実行
中ではないか、実行中だが初期化中か、初期入力を待っているか、一時停止中であるということで
す。

• サポートされているディメンションセット:パイプライン、リージョン
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• 推奨される統計: Max。

パイプラインロックメトリクス

パイプラインロックメトリクスは、 MediaLiveパイプラインの同期に関するものです。

トピック

• パイプラインのロック

パイプラインのロック

2 つのパイプラインが互いに同期しているかどうかを示すメトリクス。このメトリックは、標準チャ
ネルにのみ適用され、そのチャネルの HLS MediaPackage、Microsoft Smooth、および UDP 出力に
のみ適用されます。 MediaLive パイプラインロックを使用して 2 つのパイプラインが互いに同期さ
れていることを確認します。

このメトリクスでは、見ているチャンネルが標準チャンネルであり、少なくとも 1 つの適格な出力
があるかどうかを判断する必要があります。このシナリオに当てはまる場合、値が 1 であれば、対
象となるすべてのパイプラインのペアが同期していることを意味します。値 0 は、少なくとも 1 組
の適格なパイプラインが同期されていないことを意味します。

その他のシナリオでは、メトリクスは常に 0 です。例えば、チャンネルが標準チャンネルで、適格
な出力がない場合などです。または、チャンネルは標準チャンネルではありません。

詳細:

• 名前: PipelinesLocked

• 単位: 該当しません。

• ゼロの意味: False (適格なパイプラインは同期されません)。ただし、チャンネルが標準の場合に限
ります。

• データポイントがないことの意味:チャンネルは稼働していません。

• 対応ディメンションセット: ChannelId、パイプライン

• 推奨される統計: 最小 (値は 0)。
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Amazon CloudWatch ログを使用してチャネルをモニタリングする

MediaLive チャネル内のアクティビティに関する詳細情報を含むチャネルログを作成します。ログに
は、チャンネルで発生するアクティビティの一連の説明が記載されています。これらのログは、ア
ラートの情報 (the section called “ CloudWatch イベントによるモニタリング”) がチャンネルの問題を
解決するのに十分な情報ではない場合、役に立ちます。

トピック

• チャンネルログについて

• チャンネルエンコーダログの有効化

• ログの使用

チャンネルログについて

MediaLive チャネル内のアクティビティに関する詳細情報を含むチャネルログを作成します。ログに
は、チャンネルで発生するアクティビティの一連の説明が記載されています。これらのログは、ア
ラートの情報 (the section called “ CloudWatch イベントによるモニタリング”) がチャンネルの問題を
解決するのに十分な情報ではない場合、役に立ちます。

チャンネルログには 2 つのセットがあります。

• チャンネルエンコーダログ。これれらのログを有効にする必要があります。

• チャンネル実行時ログ。 MediaLive これらのログは常に生成されます。

ログの種類の比較

両タイプのログに共通する機能

どちらのタイプのログも Amazon CloudWatch ログに送信されます。 CloudWatch Logs の標準機
能を使用して、ログを表示および管理できます。詳細については、Amazon CloudWatch Logs ユー
ザーガイドを参照してください。

2 種類のログで異なる機能

次の表では、チャンネルエンコーダログとチャンネル実行ログの違いについて説明しています。
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  エンコーダログ 実行時のログ

作成のトリガー MediaLive ログを作成するに
は、これらのログを有効にす
る必要があります。

MediaLive これらのログは常
に生成されます。

詳細レベル ログレベルを設定して、収集
された詳細を制御できます。

ログレベルを変更することは
できません。

コスト Amazon Logs の料金の一部
として、 CloudWatch これら
のログにはコストがかかりま
す。Amazon CloudWatch の料
金表を参照してください。

チャンネルを削除した後で忘
れずにログを削除してくださ
い。

これらのログは無料です。

CloudWatch ログストリーム ログストリームは ARN/パイプ
ラインにちなんで名前が付け
られます。

ログストリームの名前は 
ARN/パイプラインの末尾に
_as_run が付いた形式になり 
ます。

Automation 文言は変更される可能性があ
るため、これらのログの文言
に基づいて処理を自動化しな
いでください。

(比較すると、アラートの
文言は変わらないため、 
CloudWatch イベントを使用
してアクセスされるアラート
の文言に基づいて自動化でき
ます。)

このログの文言を元に自動化
することができます。
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チャンネルエンコーダログの有効化

コンソールで個々のチャンネルのチャンネルエンコーダーログを有効にします。 MediaLive チャン
ネルごとに、ログ記録を有効にして、ログ記録のレベル (エラー、警告、情報、またはデバッグ) を
設定します。ログ記録を有効または無効にするには、チャンネルがアイドル状態である必要がありま
す。

実行時ログを有効にする必要はありません。 MediaLive これらのログは常に生成されます。

チャンネルエンコーダーログを有効にするには (MediaLive コンソール)

1. のリピーターの場合は MediaLive、デプロイメントが AWS IAM でチャネルログをサポートする
ように設定されていることを管理者に確認してください。

2. 管理者から、いずれかのチャンネルで MediaLiveAccessRole アクセス許可を更新するよう指
示される可能性があります。このような指示を受けた場合は、チャンネルを編集 (いずれかのア
イドルチャンネルを選択) して、[Channel and input details] (チャンネルと入力の詳細) ページを
表示して、[Update] (更新) ボタンを選択する必要があります。1 つのチャンネルでロールが更新
されると、その変更はすべてのチャンネルに適用されます。

3. 新しいチャンネルでログ記録を有効にするには、作成中にエンコーダログを設定します。

既存のチャンネルでエンコーダログを有効にするには、チャンネルを編集します。このチャンネ
ルはアイドル状態である必要があります。

どちらの場合も、[General settings] (全般設定) ページの [Channel logging] (チャンネルログ) セ
クションで、[Logging] (ログ記録) を選択します。[DISABLED] (無効) 以外のレベルを選択しま
す。詳細については、「the section called “ログ記録”」を参照してください。

4. 管理者または管理者が Logs に移動して、 CloudWatch ログの有効期限を設定することもできま
す。

チャンネルエンコーダログの無効化

コンソールの個々のチャンネルのエンコーダー関連のログ情報のキャプチャを無効にします。 
MediaLive チャンネルを編集して、[General settings] (全般設定) ページの [Channel logging] (チャン
ネルログ) で [Logging] (ログ記録) を選択します。レベルを [DISABLED] (無効) に設定します。
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ログの使用

他のサービスのログを表示するのと同じ方法で、エンコーダーログと as-run CloudWatch ログの両
方をログコンソールに表示します。

ログ、ロギンググループ、 MediaLive またはログストリームは自動的に設定されるため、 
CloudWatch ログコンソールで設定する必要はありません。

• ロググループ — ロググループは常に以下のようになりますElementalMediaLive。

• Log stream: ログストリームは次のように名前が付けられます。

• エンコーダログ — ARN/パイプラインと同じ名前が付きます。

• [As-run logs] (実行ログ) — ARN/パイプラインの末尾に _as_run が付いた名前が付きます。

例:

arn_aws_medialive_us-west-2_111122223333_channel_5106412_0

arn_aws_medialive_us-west-2_111122223333_channel_5106412_0_as_run

5106412 はチャンネル ID、0 はパイプラインです。

エンコーダログの内容

ログは JSON 形式です。

{ 
    "encoder_pipeline": 0, 
    "severity": "I", 
    "timestamp": "2018-05-21T16:36:41.650318", 
    "channel_arn": "arn:aws:medialive:us-west-2:111122223333:channel:5106412", 
    "logger_name": "", 
    "message": "Probing input media..." 
  },   
.
.
.
]

データは次のとおりです。
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• encoder_pipeline: 0 または 1 (標準チャンネルとして設定されており、2 つのパイプラインが
ある場合)。

• severity文字。ログ記録レベル (ログ記録を有効にするときに設定) は、ログに表示される重大
度を制御します。詳細については、「Log Levels and Verbosities」(ログレベルと詳細度) を参照し
てください。

• timestamp: ISO 8601 形式の時刻: yyyy - mm - dd T hh : mm : ss : 小数で表した秒

• channel_arn: ARN とチャンネル ID。前の例では、チャンネルに ID 5106412 が含まれていま
す。

• logger_name: これは空白の場合、または一連の関連するメッセージを結び付ける名前を示す場
合があります。

• message: メッセージ。文言は変更される可能性があるため、これに従って自動化しないように注
意してください。

エンコーダログのログレベルと冗長性

このテーブルを使用するには、最初の列でレベルを確認してから全体を読み取り、このログ記録のレ
ベルでログに表示されるメールの重大度を特定します。

レベル デバッグメッ
セージ

情報メッセー
ジ

警告メッセー
ジ

重要なメッ
セージ

致命的なメッ
セージ

DEBUG はい はい はい はい Yes

INFO   はい はい はい Yes

WARNING     はい はい Yes

ERROR       はい Yes

ログストレージの管理

チャンネルを削除しても、 CloudWatch 関連するログはログに残ります。このようなログを削除する
までは、それらのストレージの使用料が継続して請求されます。ログを削除するには、ログデータ保
持期間を変更します。指定した保持期間の設定より古いデータは、すべて削除されます。詳細につ
いては、Amazon CloudWatch Logs ユーザーガイドを参照してください。ログのロググループはで
すElementalMediaLive。
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MediaLive での API 呼び出しのロギング AWS CloudTrail

AWS Elemental MediaLive CloudTrail はAWS CloudTrail、ユーザ、ロール、AWSまたはサービス
によって実行されたアクションの記録を提供するサービスと統合されています。 CloudTrail すべて
の API MediaLive 呼び出しをイベントとしてキャプチャします。キャプチャされた呼び出しには、 
MediaLive コンソールからの呼び出しと MediaLive API オペレーションへのコード呼び出しが含まれ
ます。証跡を作成すると、Amazon S3 CloudTrail バケットへのイベント (のイベントを含む) の継続
的な配信を有効にできます MediaLive。証跡を設定しなくても、 CloudTrail コンソールの [イベント
履歴] で最新のイベントを確認できます。によって収集された情報を使用して CloudTrail、要求の送
信元 IP アドレス MediaLive、要求の実行者、実行日時、その他の詳細情報を確認できます。

詳細については CloudTrail、『AWS CloudTrailユーザーガイド』を参照してください。

MediaLive の情報 CloudTrail

CloudTrail アカウントを作成すると、AWSアカウントで有効になります。でアクティビティが発生
すると MediaLive、 CloudTrail AWSそのアクティビティはイベント履歴の他のサービスイベントと
ともにイベントに記録されます。AWS アカウントで最近のイベントを表示、検索、ダウンロード
できます。詳細については、「 CloudTrail イベント履歴によるイベントの表示」を参照してくださ
い。

AWSアカウント内のイベント（のイベントを含む）を継続的に記録するには MediaLive、トレイル
を作成してください。トレイルを使用すると CloudTrail 、Amazon S3 バケットにログファイルを配
信できます。デフォルトでは、コンソールで追跡を作成するときに、追跡がすべての AWS リージョ
ンに適用されます。追跡は、AWSパーティションのすべてのリージョンからのイベントをログに記
録し、指定した Amazon S3 バケットにログファイルを配信します。さらに、AWS CloudTrail ログ
に収集されたイベントデータをさらに分析して処理するように他のサービスを設定することもできま
す。詳細については、次を参照してください。

• 追跡を作成するための概要

• CloudTrail サポート対象のサービスとインテグレーション

• CloudTrail の Amazon SNS 通知の設定

• CloudTrail 複数の地域からのログファイルの受信、 CloudTrail 複数のアカウントからのログファイ
ルの受信

MediaLive すべてのアクションは https://docs.aws.amazon.com/medialive/latest/apireference/ 
CloudTrail に記録され、文書化されています。
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各イベントまたはログエントリには、リクエストの生成者に関する情報が含まれます。アイデンティ
ティ情報は、以下を判別するのに役立ちます。

• リクエストが、ルート認証情報と AWS Identity and Access Management (IAM) ユーザー認証情報
のどちらを使用して送信されたか。

• リクエストがロールまたはフェデレーティッドユーザーのテンポラリなセキュリティ認証情報を使
用して行われたかどうか。

• リクエストが、別の AWS のサービスによって送信されたかどうか。

詳細については、「CloudTrail userIdentity 要素」を参照してください。

MediaLive ログファイルエントリについて

トレイルは、指定した Amazon S3 バケットにイベントをログファイルとして配信できるようにする
設定です。 CloudTrail ログファイルには 1 つ以上のログエントリが含まれます。イベントはあらゆ
るソースからの単一のリクエストを表し、リクエストされたアクションに関する情報、アクションの
日時、リクエストパラメータなどが含まれます。 CloudTrail ログファイルはパブリック API 呼び出
しの順序付けられたスタックトレースではないため、特定の順序で表示されることはありません。

CloudTrail 次の例はログエントリを示しています。この例は、1 つの API コールのエントリを示
しています。呼び出しはuserIdentity、で指定されている ID によって行われます。この場合
は、santospそのユーザー名を持つユーザーです。呼び出しは、IP アドレス 203.0.113.33 のコン
ピュータで実行されている AWS CLI (userAgent で指定) からの CreateInput オペレーションで
す。

    { 
   “eventVersion”: “1.05", 
   “userIdentity”: { 
       “type”: “IAMUser”, 
       “principalId”: “AIDACKCEVSQ6C2EXAMPLE”, 
       “arn”: “arn:aws:iam::111122223333:user/santosp”, 
       “accountId”: “111122223333”, 
       “accessKeyId”: “AKIAOSFODNN7EXAMPLE”, 
       “userName”: “santosp” 
   }, 
   “eventTime”: “2019-01-17T21:21:17Z”, 
   “eventSource”: “medialive.amazonaws.com”, 
   “eventName”: “CreateInput”, 
   “awsRegion”: “us-west-2”, 
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   “sourceIPAddress”: “203.0.113.33”, 
   “userAgent”: “aws-cli/1.16.86 Python/2.7.15 Darwin/17.7.0 botocore/1.12.76”, 
   “requestParameters”: { 
       “mediaConnectFlows”: [], 
       “inputSecurityGroups”: [ 
           “9999999” 
       ], 
       “sources”: [], 
       “roleArn”: “MediaLiveAccessRole”, 
       “requestId”: “1111aaaa-9604-4459-a160-46a28ae166", 
       “name”: “live-studio-feed”, 
       “type”: “RTP_PUSH”, 
       } 
   }, 
   “responseElements”: { 
       “input”: { 
           “arn”: “arn:aws:medialive:us-west-2:111122223333:input:7780651”, 
           “id”: “7780651”, 
           “name”: “live-studio-feed”, 
           “type”: “RTP_PUSH”, 
           “sources”: [], 
           “destinations”: [ 
               { 
                   “url”: “rtp://198.51.100.10:1935”, 
                   “ip”: “198.51.100.10:1935”, 
                   “port”: “1935” 
               }, 
               { 
                   “url”: “rtp://192.0.2.131:1935”, 
                   “ip”: “192.0.2.131:1935”, 
                   “port”: “1935” 
               } 
           ], 
           “mediaConnectFlows”: [], 
           “state”: “DETACHED”, 
           “attachedChannels”: [], 
           “securityGroups”: [ 
               “9999999” 
           ], 
           “roleArn”: “” 
       } 
   }, 
   “requestID”: “d2f882ac-1a9d-11e9-a0e5-afe6a8c88993”, 
   “eventID”: “ebbe0290-7a1b-4053-a219-367404e0fe96”, 
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   “readOnly”: false, 
   “eventType”: “AwsApiCall”, 
   “recipientAccountId”: “111122223333"
}
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AWS Elemental Linkでのハードウェアデバイスの監視 AWS 
Elemental MediaLive
AWS Elemental LinkAWS Elemental MediaLiveコンソールでアクティビティを監視できます。

トピック

• AWS Elemental Linkサムネイルによる監視

• の入力デバイスメトリック AWS Elemental MediaLive

AWS Elemental Linkサムネイルによる監視

MediaLive ハードウェアデバイスによって現在プッシュされているコンテンツの表示サムネイルを表
示できます。AWS Elemental LinkAWS Elemental Linkハードウェアがコンテンツをプッシュしてい
る場合、サムネイルが表示されます。このコンテンツを使用するインプットやチャンネルはなくても
かまいません。

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [入力デバイス] を選択し、使用する Link 入力デバイスのカードを探しま
す。リンク入力デバイスが多数ある場合は、名前の一部を入力してリストをフィルタリングしま
す。

カードにはサムネイルパネルが表示されます。デバイスがコンテンツをプッシュしていて
AWS（接続状態フィールドに表示されているように）デバイスが接続されている場合、サムネイ
ルは 5 秒ごとに更新されます。

の入力デバイスメトリック AWS Elemental MediaLive

Amazon CloudWatch メトリックスを使用して、などの入力デバイスを監視できますAWS Elemental 
Link。 CloudWatch これらの入力デバイスから生データを収集し、読み取り可能でほぼリアルタイ
ムのメトリックスに変換し、15 か月間保持します。 CloudWatch メトリクスの表示に使用します。 
MediaLive メトリクスは、短期および長期のパフォーマンスをより正確に把握するのに役立ちます。

入力デバイスのサイズ

• InputDeviceId — この値は、各入力デバイス固有の識別子です。
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• デバイスタイプ — AWS Elemental Link HD や UHD など、入力デバイスの特定のモデルタイプ。

トピック

• SDI を使用する

• HDMI を使用する

• 入力はロックされています

• エンコーダーが動作しています。

• ストリームエンドポイントにリンクされています。

• ストリーミング

• 温度

• 設定済みのビットレート

• エンコーダビットレート

• 設定済みのビットレートが利用可能

• 合計パケット

• リカバリされたパケット

• 回復されなかったパケット

• エラー秒

• ユースケース

SDI を使用する

SDI AWS Elemental Link がデバイスの入力として現在選択されているかどうかを示します。

値が 0 の場合、SDI はアクティブ入力ではないことを示します。値が 1 の場合、SDI がアクティブ
入力であることを示します。

詳細:

• 名前: UsingSdi

• 単位:ブーリアン。

• 0 の意味:SDI は選択された入力ではありません。

• データポイントがないことの意味:デバイスは接続されていません。AWS

SDI を使用する 530



MediaLive ユーザーガイド

• 対応ディメンションセット:I と nputDeviceId. DeviceType

• 推奨統計:最小値 (SDI 入力が非アクティブ) または最大値 (SDI 入力がアクティブ)。

HDMI を使用する

HDMI AWS Elemental Link がデバイスの入力として現在選択されているかどうかを示します。

値が 0 の場合、HDMI はアクティブな入力ではないことを示します。値が 1 の場合、HDMI がアク
ティブ入力であることを示します。

詳細:

• 名前: UsingHdmi

• 単位:ブーリアン。

• 0 の意味:HDMI は選択された入力ではありません。

• データポイントがないことの意味:デバイスは接続されていません。AWS

• サポートされているディメンションセット: InputDeviceId と。 DeviceType

• 推奨統計値:最小値 (HDMI 入力が非アクティブ) または最大値 (HDMI 入力がアクティブ)。

入力はロックされています

AWS Elemental Linkデバイスが入力信号に正常にロックオンされたかどうかを示します。

値が 0 の場合は、入力信号がロックされていないことを示します。値が 1 の場合は、入力が正常に
ロックされたことを示します。

詳細:

• 名前: InputLocked

• 単位:ブーリアン。

• 0 の意味:デバイスはシグナルにロックされていない。何も接続されていないか、デバイスが入力
信号を検出できないことが原因です。

• データポイントがないことの意味:デバイスが接続されていません。AWS

• サポートされているディメンションセット: InputDeviceId と。 DeviceType

• 推奨統計:最大。シグナルが正常にロックされたことを示します。
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エンコーダーが動作しています。

エンコーダはデバイスからの入力信号を正常に処理しています。AWS Elemental Link

値が 0 の場合、エンコーダーは動作しておらず、入力も処理されていないことを示します。値が 1 
の場合、エンコーダーはロックされた入力信号を正常に処理していることを示します。

詳細:

• 名前: EncoderRunning

• 単位:ブーリアン。

• 0 の意味:エンコーダーは入力信号を処理していません。有効な信号が入力 (デバイス) に渡されて
いることを確認します。「ロックして実行中」を見てください。

• データポイントがないことの意味:デバイスは接続されていません。AWS

• サポートされているディメンションセット: InputDeviceId と。 DeviceType

• 推奨統計:最大。エンコーダが正常に処理されていることを示します。

ストリームエンドポイントにリンクされています。

AWS Elemental Linkデバイスはのストリーミングエンドポイントに接続されていますAWS。

値が 0 の場合は、デバイスがストリーミングエンドポイントに接続されていないことを示します。1 
の値は、デバイスがストリーミングエンドポイントに正常に接続されたことを示します。

詳細:

• 名前: LinkedToStreamEndpoint

• 単位:ブーリアン。

• 0 の意味:デバイスはストリーミングエンドポイントに接続されていません。

• データポイントがないことの意味:デバイスは接続されていません。AWS

• サポートされているディメンションセット: InputDeviceId と。 DeviceType

• 推奨統計:最大。デバイスがストリーミングエンドポイントに正常に接続されたことを示します。

ストリーミング

AWS Elemental Link MediaLiveデバイスは入力信号をに正常にストリーミングしています。
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値が 0 の場合は、 MediaLive入力信号がにストリーミングされていないことを示します。値が 1 の
場合、 MediaLiveデバイスは入力信号をに正常にストリーミングしていることを示します。

詳細:

• 名前:ストリーミング

• 単位:ブーリアン。

• 0 の意味:端末は完全にはストリーミングされていません。前の指標が推奨統計値を表示している
ことを確認します。

• データポイントがないことの意味:デバイスは接続されていません。AWS

• サポートされているディメンションセット: InputDeviceId と。 DeviceType

• 推奨統計:最大。デバイスが入力信号をに正常にストリーミングしていることを示します。 
MediaLive

温度

デバイスの温度 (摂氏)。AWS Elemental Link推奨動作条件については、デバイスのマニュアルを参
照してください。

詳細:

• 名前:温度

• 単位:摂氏。

• ゼロの意味:摂氏 0 度の温度は、デバイスファミリーの推奨動作温度を下回っています。AWS 
Elemental Link

• データポイントがないことの意味:デバイスは接続されていません。AWS

• サポートされているディメンションセット: InputDeviceId と。 DeviceType

• 推奨される統計: 平均。

設定済みのビットレート

デバイスに設定された最大ビットレート。AWS Elemental Link

この値は、入力信号がエンコードされる最高ビットレートを表します。

詳細:
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• 名前: ConfiguredBitrate

• 単位:ビット/秒。

• 0 の意味:該当なし。お使いのデバイスに最低限必要なビットレートを確認してください。

• データポイントがないという意味:デバイスは接続されていません。AWS

• サポートされているディメンションセット: InputDeviceId と。 DeviceType

• 推奨統計:P90。

エンコーダビットレート

デバイス上でアクティブにエンコードされたビットレート。AWS Elemental Link

この値は、エンコード中の実際のビットレートを表します。最大ビットレートが設定されている場合
(これは [設定済みビットレート] の値で表されます)、この値がそれを超えることはありません。

詳細:

• 名前: EncoderBitrate

• 単位:ビット/秒。

• 0 の意味:エンコーダーは動作していません。

• データポイントがないことの意味:デバイスは接続されていません。AWS

• サポートされているディメンションセット: InputDeviceId と。 DeviceType

• 推奨統計:P90。

設定済みのビットレートが利用可能

AWS Elemental Linkデバイス上で、ネットワーク条件に基づいてデバイスが満たすことができる設
定済みビットレートの割合。

アクティブにエンコードされるビットレートは、設定されているビットレートと、メトリックが測定
された時点でのネットワークの状態によって決まります。

最大ビットレートが設定されている場合、ネットワークがサポートしている限り、入力デバイスは
ネットワーク接続を評価し、最大ビットレートを下回るビットレートで配信します。最大ビットレー
ト値が設定されていない場合、入力デバイスはデバイスとサービス間のネットワーク接続に最適な
ビットレートを決定します。 MediaLive エンコーダービットレートメトリックは、最大ビットレー
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ト値が設定されているか設定されていないかにかかわらず、実際のエンコーディングビットレートを
表します。

詳細:

• 単位:パーセンテージ。

• ゼロの意味:該当なし。エンコーダの実行中は、0 以外のビットレートがエンコードされます。

• データポイントがないことの意味:デバイスはストリーミングを行っていません。

• サポートされているディメンションセット: InputDeviceId と。 DeviceType

• 推奨統計:P90。

合計パケット

AWS Elemental Linkデバイス上で、AWSストリーミングエンドポイントに正常に配信されたパケッ
トの総数。

詳細:

• 単位: 個

• 0 の意味:リンクデバイスからストリーミングエンドポイントにパケットが配信されていない。

• データポイントがないことの意味:デバイスはストリーミングされていません。

• サポートされているディメンションセット: InputDeviceId と。 DeviceType

• 推奨される統計: Sum。

リカバリされたパケット

AWS Elemental Linkデバイス上で、転送中に失われたが、エラー修正によって回復したパケットの
数。

詳細:

• 名前: RecoveredPackets

• 単位: 個

• 0 の意味:ストリームは正常です。正常に配信されたパケットにはエラー修正は必要ありませんで
した。

• データポイントがないことの意味:デバイスはストリーミングを行っていません。
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• サポートされているディメンションセット: InputDeviceId と。 DeviceType

• 推奨される統計: Sum。

回復されなかったパケット

AWS Elemental Linkデバイス上で、転送中に失われ、エラー修正によって回復されなかったパケッ
トの数。

詳細:

• 名前: NotRecoveredPackets

• 単位: 個

• 0 の意味:ストリームは正常です。リンクデバイスからストリーミングエンドポイントへの転送中
にパケットが失われたことはありません。

• データポイントがないことの意味:デバイスはストリーミングされていません。

• サポートされているディメンションセット: InputDeviceId と。 DeviceType

• 推奨される統計: Sum。

エラー秒

AWS Elemental Linkデバイス上で、1 つ以上のパケットがドロップされ、回復されなかった秒数。

詳細:

• 名前: ErrorSeconds

• 単位: 個

• 0 の意味:ストリームは正常です。リンクデバイスからストリーミングエンドポイントへの転送中
にパケットが失われたことはありません。

• データポイントがないことの意味:デバイスはストリーミングされていません。

• サポートされているディメンションセット: InputDeviceId と。 DeviceType

• 推奨される統計: Sum。

ユースケース

シナリオ:デバイスがストリーミングされていません。
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チャンネルを開始したものの、ストリームが正しく機能していないことがわかった場合は、指標を使
用して問題の原因を特定できます。以下の指標は、入力ソースから最終ストリームまでのさまざまな
ポイントを表しています。どの時点でも問題があれば、ストリームが機能していない原因がわかる可
能性があります。

不具合のあるストリームを見つけるには、以下の指標を順番に見てください。入力ソースで開始し、
最終ストリームで終了します。

• SDI を使用する/HDMI を使用する

• Link デバイスが、接続されているソースと一致する入力タイプを使用するように設定されてい
ることを確認します。

• 入力がロックされています。

• 0 の場合、エンコーダーは接続ソースからの信号を識別できません。選択した入力タイプと一致
する接続ソースがあることを確認してください。

• エンコーダーが動作しています。

• 0 の場合、Link デバイスは信号をエンコードできません。入力がロックされている場合は、Link 
デバイスに問題がある可能性があります。

• ストリームエンドポイントにリンクされています。

• 0 の場合、AWSリンクデバイスはサービスのストリーミングエンドポイントに接続できませ
ん。Encoder の実行メトリクスを確認して、エンコーダーが実行中であることを確認します。
エンコーダーが実行中の場合は、ネットワーク上でポート 2088 がブロックされていないことを
確認します。開く必要があるポートのリストについては、HD データシートまたは UHD データ
シートを参照してください。

• ストリーミング

• 0 の場合は、チャンネルが開始されていることを確認してください。それでも値が 0 の場合は、
以前の指標を調べて問題の原因を突き止めてください。

シナリオ:動画の画質が標準以下です。

ビデオ品質が標準以下の場合は、ネットワークパフォーマンスの問題が原因である可能性がありま
す。ネットワークパフォーマンスが原因かどうかを判断するには、「設定済みビットレート」、「エ
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ンコーダビットレート」、および「使用可能な設定済みビットレート」を参照してください。設定可
能なビットレートが常に 100% 未満の場合は、リンクデバイスのネットワーク接続が設定された帯
域幅を満たしていないことを示しています。その場合、エンコーダのビットレートは劣るネットワー
ク接続に合わせて低下します。

ネットワーク接続の問題によりエンコーダーのビットレートが低下すると、エンコーダーはパケッ
トロスを防ぐことでビデオの品質を維持しようとします。ただし、解像度、フレームレート、シー
ンの複雑さは、エンコーダーが高品質のストリームを生成する能力に影響を与える可能性がありま
す。60 フレーム/秒 (FPS) で動作する HD デバイスでは、エンコーダーのビットレートを 5 メガビッ
ト/秒 (Mbps) 以上に保つことをお勧めします。60 FPS で動作する UHD デバイスは、10 ～ 15 Mbps 
のエンコーダービットレートを維持する必要があります。

次の指標を使用して、ネットワークの中断の頻度と重大度をトラブルシューティングできます。

• 回復したパケット

• 0 より大きい場合、パケットは転送中にドロップされ、エラー修正によって回復されました。パ
ケットが回復されてもビデオの品質には影響しませんが、パケットが継続的にドロップされる場
合は、ストリームにfuture 問題が発生する可能性があります。

• 回復されていないパケット

• 0 より大きい場合、パケットは転送中にドロップされ、エラー修正を行っても回復されませんで
した。パケットが失われると、ビデオの品質が低下する可能性があります。これを合計パケット
数の値と比較すると、受信パケットの何パーセントが失われたかを判断できます。

• エラー秒数

• 0 より大きい場合は、ストリームで 1 秒以上パケットがドロップされ、回復されなかったことを
示します。この指標は、ビデオ品質の問題をパケット数ではなく、影響を受けた時間の合計とし
て定量化します。
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チャネルメンテナンスの管理
AWS Elemental MediaLiveこのサービスでは、セキュリティ、信頼性、運用パフォーマンスのため
に、基盤となるシステムのメンテナンスを定期的に実施しています。メンテナンスアクティビティ
には、オペレーティングシステムのパッチ適用、ドライバーの更新、ソフトウェアとパッチのインス
トールなどのアクションが含まれます。

メンテナンスは、必要に応じて各チャネルで個別に行われます。

チャンネルメンテナンスを無効にすることはできません。ただし、メンテナンスをいつ行うかは制御
できます。

メンテナンスのルーチンは次のとおりです。

• チャンネルを作成すると、特定の曜日と 2 MediaLive 時間という任意のメンテナンスウィンドウが
自動的に割り当てられます。たとえば、木曜日の 4:00 から 5:00（UTC）までです。

• チャンネルのメンテナンスが必要になると、とメールで通知が届きます。AWS Health Dashboard
詳細については、「the section called “通知の管理”」を参照してください。

• 通知を受け取ったら、メンテナンスのタイミングを調整するかどうかを決める必要があります。タ
イミングを調整する方法はいくつかあります。the section called “メンテナンスの処理オプション”
を参照してください。

トピック

• メンテナンス情報を表示する

• メンテナンス通知の管理

• メンテナンスイベントの処理

• メンテナンスウィンドウを変更する

• MediaLive チャンネルメンテナンスの実施方法

メンテナンス情報を表示する

でのメンテナンス情報の表示 MediaLive

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Channels] (チャンネル) を選択します。

情報の表示 539
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表示されるチャンネルのリストの右側には、「メンテナンスステータス」と「メンテナンスウィ
ンドウ」 の 2 つの列があり、今後のメンテナンスイベント (存在する場合) が表示されます。

Personal Health Dashboard でのメンテナンス情報の表示

Personal Health Dashboard では、AWSアカウント内のすべてのチャネルで予定されているメンテナ
ンスイベントの情報を確認できます。

1. https://phd.aws.amazon.com/phd/home#/ で AWS Health Dashboard を開きます。

2. ナビゲーションペインで [アカウントヘルス] を選択し、[その他の通知] を選択します。フィル
ターを使用して、MediaLive メンテナンスイベントを含むタイトルのイベントを検索します。

各イベントには、チャネル、地域、州の日付が一覧表示されます。

メンテナンス通知の管理

チャンネルにメンテナンスが必要になると、チャンネルごとに 1 つずつ通知が届きます。AWS 
Health Dashboardまた、AWSAWSアカウントに登録されているメールアドレスにもメールが送信さ
れます。

EventBridge これらの通知を組織内のユーザーに配信するように設定することをおすすめします。
詳細については、AWS Health Dashboardユーザーガイドを参照してください。これらの通知を受け
取った人は、このメンテナンストピックを読んでください。

メンテナンスイベントの処理

メンテナンスの締め切りの 21 日以上前に、チャンネルの今後のメンテナンスの通知が届きます。通
知にはこの期限が明記されています。今後予定されているメンテナンスイベントの処理方法を決定す
る必要があります。

トピック

• メンテナンスタイミングの仕組み

• メンテナンスの処理オプション

• メンテナンスイベント期間中にチャンネルを停止する

• メンテナンスイベントを再スケジュールします。

Personal Health Dashboard でのメンテナンス情報の表示 540
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メンテナンスタイミングの仕組み

次の例では、現在、メンテナンスウィンドウが木曜日の 4:00 から 5:00（UTC）の間に設定されてい
ると仮定します（図の赤い日付マーク）。5 月 2 日 (火) にメンテナンスの通知を受け取ると仮定し
ます。

• メンテナンスの締め切りは 5 月 23 日 (火) です。

• 緑色のバーは現在のメンテナンスイベント期間です。通知から期限までの期間です。この例では、
メンテナンスイベントの期間は 5 月 2 日から 5 月 23 日です。

• 紫色のバーはメンテナンスの開始時刻です。締切日の7日前から締切日までの期間です。この例で
は、メンテナンスの開始は 5 月 16 日から 5 月 23 日です。

• 短い赤色のマークは潜在的なメンテナンスイベントです。潜在的なメンテナンスイベントはそれぞ
れ同じ日に設定されます。この例では、毎週木曜日にメンテナンスイベントが発生する可能性があ
ります。

• 紫色のバーの赤いマークは、現在のメンテナンス期間です。自動メンテナンスは、メンテナンス
開始中のメンテナンス時間中に行われるように設定されています。この例では、5 月 18 日 (木) の 
4:00 から 5:00 (UTC) の間に行われるよう設定されています。

メンテナンスの処理オプション

メンテナンスには以下のオプションがあります。

• メンテナンスウィンドウ (赤いマーク) は、現在設定されているままでもかまいません。

• メンテナンスウィンドウの曜日と時間を変更できます。the section called “メンテナンスウィンド
ウを変更してください。” を参照してください。

• メンテナンスウィンドウには特定の日時を設定できます。「the section called “特定の日付を設定
します。”」を参照してください。

メンテナンスタイミングの仕組み 541



MediaLive ユーザーガイド

メンテナンスイベント期間中にチャンネルを停止する

通常の操作の一環として、たとえばチャンネル設定を変更するためにチャンネルを停止することがあ
ります。

メンテナンスイベントの期間 (緑色のバー) にチャンネルを停止すると、再起動時に自動的にメンテ
ナンスが実行されます。メンテナンスイベントは完了したものとみなされます。チャンネルのメンテ
ナンスステータスは「Not required」に変わります。

メンテナンスイベントを再スケジュールします。

メンテナンス期間 (赤色のマーク) MediaLive にメンテナンスを実行できない場合は、 MediaLive 来
週も同じメンテナンス期間にメンテナンスを再スケジュールします。この日付は、メンテナンスイベ
ント期間の締め切り (緑色のバー) を過ぎている可能性があります。毎週 MediaLive 、メンテナンス
を実施するよう努めます。

MediaLive メンテナンスイベントのスケジュールを変更するたびに、 MediaLive コンソールのチャン
ネルリストとに新しい日付が表示されます。AWS Health Dashboard

この再試行期間中はメンテナンス期間を変更できますが、チャネルがまだメンテナンスイベント期間
（緑色のバー）にある場合に限ります。

メンテナンスウィンドウを変更する

メンテナンスウィンドウ (赤いマーク) を変更するには、メンテナンスウィンドウを編集する方法
と、特定の日付を設定する方法の 2 つがあります。どの方法を選択するかは、変更を希望する理由
によって異なります。次の表は、2 つの方法の理由と期間を比較したものです。各行を読んで 2 つの
方法を比較してください。

  メンテナンスウィンドウを編
集してください。

特定の日付を設定します。

変更理由 次のメンテナンスの開始 (紫色
のバー) まで待っても構わない
が、現在の曜日や時間が自分
の業務に合わない場合は、こ 
の方法を使用してください。

次のメンテナンスの開場 (紫色
のバー) までメンテナンスを待
ちたくない場合は、この方法
を使用してください。メンテ 
ナンスウィンドウをメンテナ
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  メンテナンスウィンドウを編
集してください。

特定の日付を設定します。

ンスイベント期間の早め (緑色
のバー) に移動させたい。

変更できる期間 チャンネルを作成した瞬間か
ら、次回のメンテナンスウィ
ンドウ (赤いマーク) の開始の 
1 分前までの任意の時間。

メンテナンスイベント期間の
開始 (緑色のバー) から、次の
メンテナンスウィンドウが開 
始される 1 分前 (赤色のマー
ク) まで。

メンテナンスイベント期間外
にメンテナンスウィンドウを
変更することはできません。

メンテナンスウィンドウを変更してください。

現在のメンテナンスウィンドウ (赤いマーク) を変更できます。以下のルールが適用されます。

• チャンネルを作成した瞬間から、現在または次のメンテナンスイベントのメンテナンスウィンド
ウの 1 分前まで、いつでもウィンドウを変更できます。したがって、この例に従えば、5 月 18 日 
(木) 3:59 (UTC) まではいつでもウィンドウを変更できます。

• 新しいウィンドウは、次のメンテナンスイベントだけでなく、future メンテナンスイベントにも適
用されます。たとえば、メンテナンスウィンドウは毎週木曜日から毎週土曜日に変更されます。

• メンテナンスウィンドウは、週の早い日または遅い日に移動できます。メンテナンスは、メンテナ
ンスの開始時間中 (紫色のバー) にその時間枠で行われます。たとえば、メンテナンスウィンドウ
を土曜日の 03:00 UTC に変更できます。この特定のメンテナンスイベントは、5 月 20 日 (土) の 
03:00 から 05:00 (UTC) に行われます。
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• 時間枠を変更すると、現在のメンテナンスイベントが発生しなくなる場合は変更できません。たと
えば、5 月 17 日木曜日の 1:00 UTC には、次の水曜日は締め切り後の 5 月 24 日なので、ウィン
ドウを水曜日に変更することはできません。

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [チャネル] を選択し、1 つ以上のチャネルを選択します。ステータスが
「メンテナンスが必要」のチャンネルのみを選択してください。

3. 「チャンネルアクション」を選択し、「チャンネルメンテナンスウィンドウの編集」を選択しま
す。

4. 表示されるダイアログで、[開始日] と [開始時間] を設定します。[保存] を選択します。

特定の日付を設定します。

メンテナンスウィンドウ (赤いマーク) に特定の日時を設定できます。以下のルールが適用されま
す。

• メンテナンスイベント期間の開始 (緑色のバー) から現在のメンテナンスウィンドウが開始される 
1 分前まで、いつでもウィンドウを変更できます。したがって、この例に従えば、5 月 2 日の 0.01 
UTC から 5 月 18 日 (木) 3:59 (UTC) まで、いつでもウィンドウを変更できます。

• 特定の日付と時刻は、新しい日付がまだfuture 日付である限り、メンテナンスイベント期間 (緑色
のバー) のいつでも指定できます。

• このアクションは、メンテナンスの特定の日付を設定し、メンテナンスウィンドウの変更を特定の
日付の曜日、および特定の日付の時刻に変更します。たとえば、5 月 9 日火曜日の 2:00 UTC に指
定すると、メンテナンスウィンドウは恒久的に火曜日の 2:00 UTC に変更されます。

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ でコンソールを開きます。 MediaLive

2. ナビゲーションペインで [チャネル] を選択し、1 つ以上のチャネルを選択します。ステータスが
「メンテナンスが必要」のチャンネルのみを選択してください。

3. 「チャンネルアクション」を選択し、「チャンネルメンテナンスウィンドウの編集」を選択しま
す。

4. 表示されるダイアログで、開始時間を設定します。開始日は無視してください。

5. [今後のメンテナンス] セクションの [その他のメンテナンス設定] を展開します。[メンテナンス期
間の日付] で、特定の日付を設定します。[保存] を選択します。
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MediaLive チャンネルメンテナンスの実施方法

メンテナンスウィンドウ (赤いマーク) 中のある時点で、 MediaLive メンテナンスを開始します。
チャンネルにはメンテナンスが開始されようとしているという通知はありません。

メンテナンス時間までの間、チャンネルを監視したり、メンテナンスの準備をしたりする必要はあり
ません。

MediaLive 次のようにメンテナンスを行います。

• チャネルが標準チャネル (2 つのパイプライン) として設定されている場合は、 MediaLive 常に 1 
つのパイプラインでメンテナンスを実行します。 MediaLive 1 つのパイプラインを停止してメン
テナンスを実行し、パイプラインを自動的に再起動します。次に、2 つ目のパイプラインを停止し
てメンテナンスを実行し、2 つ目のパイプラインを自動的に再起動します。この方法では、通常、
チャンネルからの出力には影響しません。

• チャンネルがシングルラインチャンネルとして設定されている場合、 MediaLive パイプライン
が停止し、チャンネルが停止します。 MediaLive メンテナンスを実行し、チャンネルを再開しま
す。メンテナンスの実行中は、チャネルからの出力は行われません。

Note

標準チャンネルを設定することは、メンテナンスイベントの影響を軽減する効果的な方法で
す。最も重要な24時間365日のチャネルでは、この緩和策を検討したほうがいいかもしれま
せん。
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AWS Elemental MediaLive リファレンス
この章には、のさまざまな特徴と機能に関するリファレンステーブルが含まれていますAWS 
Elemental MediaLive。

トピック

• AAC でサポートされるサンプリングレートとビットレート

• 対応キャプション

• サポートされている入力コンテナとコーデック

• サポートされている出力コンテナとコーデック

• 変数データの識別子

AAC でサポートされるサンプリングレートとビットレート

このセクションでは、AAC オーディオコーデックの次の 4 つのプロパティを設定する方法について
説明します。

• プロファイル

• コーディングモード

• サンプルレート

• ビットレート

コンソールでは、これらのプロパティは AAC コーデック用の [Codec configuration] (コーデック
設定) セクションの 4 つのフィールドにあります。ここに到達するには、[Create channel] (チャン
ネルの作成) ページで、表示される出力グループのうち適切な出力グループを選択します。[Output 
settings] (出力設定) で、[Audio] (オーディオ) セクションに移動します。[Codec settings] (コーデッ
ク設定) で、[AAC] を選択してから [Codec configuration] (コーデック設定) を展開します。これらの
フィールドに入力する手順を確認するには、「the section called “オーディオ設定”」を参照してくだ
さい。

Note

4 つのフィールドすべてを設定できます。または、すべてのフィールドをデフォルトのまま
にしておくこともできます。
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1 つまたは 2 つのフィールドのみを変更する場合は、有効でない組み合わせを作成すること
があります。次のセクションの表を参照して、作成した組み合わせが有効であることを確認
します。

これらの 4 つのフィールドを設定するには

1. [Coding mode] (コーディングモード) を選択します。

2. そのプロファイルで有効なプロファイルを選択します。この手順に続く表を参照してください。

3. プロファイルモードとコーディングモードの組み合わせについて有効な [Sample rate] (サンプル
レート) を選択します。

4. そのサンプルレートでサポートされる範囲内のビットレートを選択します。

コーディングモード 1.0

この表をスクロールダウンして、的のプロファイルを検索します。そして、サンプルレートとビット
レートの有効な組み合わせを見つけるために、全体的に調べます。

プロファイル サンプルレート 
(Hz)。

最小有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

最大有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

22050 8000 12000

24000 8000 12000

32000 12000 64000

44100 18000 64000

hev1

48000 18000 64000

8000 8000 14000

12000 8000 14000

16000 8000 28000

LC

22050 24000 28000
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プロファイル サンプルレート 
(Hz)。

最小有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

最大有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

24000 24000 28000

32000 32000 192000

44100 56000 256000

48000 56000 288000

88200 288000 288000

96000 128000 288000

コーディングモード 1+1

この表をスクロールダウンして、的のプロファイルを検索します。そして、サンプルレートとビット
レートの有効な組み合わせを見つけるために、全体的に調べます。

プロファイル サンプルレート 
(Hz)。

最小有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

最大有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

32000 24000 128000

44100 40000 192000

48000 40000 192000

hev1

96000 224000 256000

8000 16000 28000

12000 16000 28000

16000 16000 56000

22050 48000 56000

LC

24000 48000 56000
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プロファイル サンプルレート 
(Hz)。

最小有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

最大有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

32000 64000 384000

44100 112000 512000

48000 112000 576000

88200 256000 576000

96000 256000 576000

コーディングモード 2.0

この表をスクロールダウンして、的のプロファイルを検索します。そして、サンプルレートとビット
レートの有効な組み合わせを見つけるために、全体的に調べます。

プロファイル サンプルレート 
(Hz)。

最小有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

最大有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

32000 16000 128000

44100 16000 96000

48000 16000 128000

hev1

96000 96000 128000

22050 8000 12000

24000 8000 12000

32000 12000 64000

44100 20000 64000

HEv2

48000 20000 64000

LC 8000 16000 20000
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プロファイル サンプルレート 
(Hz)。

最小有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

最大有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

12000 16000 20000

16000 16000 32000

22050 32000 32000

24000 32000 32000

32000 40000 384000

44100 96000 512000

48000 64000 576000

88200 576000 576000

96000 256000 576000

コーディングモード 5.1

この表をスクロールダウンして、的のプロファイルを検索します。そして、サンプルレートとビット
レートの有効な組み合わせを見つけるために、全体的に調べます。

プロファイル サンプルレート 
(Hz)。

最小有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

最大有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

32000 64000 320000

44100 64000 224000

48000 64000 320000

hev1

96000 240000 320000

32000 160000 768000LC

44100 256000 640000
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プロファイル サンプルレート 
(Hz)。

最小有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

最大有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

48000 256000 768000

96000 640000 768000

コーディングモードとレシーバーミックス

出力に含めるAD (オーディオディスクリプション) オーディオトラックがある場合は、このコーディ
ングモードを選択します。

この表をスクロールダウンして、的のプロファイルを検索します。そして、サンプルレートとビット
レートの有効な組み合わせを見つけるために、全体的に調べます。

プロファイル サンプルレート 
(Hz)。

最小有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

最大有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

     

     

     

hev1

22050 8000 12000

24000 8000 12000

32000 12000 64000

44100 20000 64000

48000 20000 64000

     

hev1

     

LC 8000 8000 14000
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プロファイル サンプルレート 
(Hz)。

最小有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

最大有効ビットレー 
ト (ビット/秒)

12000 8000 14000

16000 8000 28000

22050 24000 28000

24000 24000 28000

32000 32000 192000

44100 56000 256000

48000 56000 288000

88200 288000 288000

96000 128000 288000

対応キャプション

このセクションには、入力でサポートされている字幕形式と出力でサポートされている字幕形式を指
定する表が含まれています。

指定した形式で字幕を出力できるかどうかは、いくつかの要因によって決まります。

• 入力コンテナのタイプ。指定した入力コンテナに目的の字幕の形式があるかどうか。

• 入力字幕の形式。指定した字幕の形式を目的の形式に変換できるかどうか。

• 出力コンテナのタイプ。指定した出力コンテナが目的の字幕形式をサポートしているかどうか。

トピック

• サポートされている形式に関する全般情報

• 字幕カテゴリ

• サポートされている字幕情報の読み方

• アーカイブ出力でサポートされている形式
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• HLS 出力または出力でサポートされるフォーマット MediaPackage

• Microsoft Smooth 出力でサポートされている形式

• RTMP 出力でサポートされている形式

• UDP 出力またはマルチプレックス出力でサポートされている形式

サポートされている形式に関する全般情報

以下の表では、サポートされている形式、それらの形式が入力/出力でサポートされているかどう
か、各形式を定義する規格を示しています。

字幕 入力でサポート 出力でサポート 説明

補助データ Yes   「SMPTE 291M: 
Ancillary Data 
Package and Space 
Formatting」に準拠
し、補助データに含
まれるデータです。

ARIB はい Yes ARIB STD-B37 バー
ジョン 2.4 に準拠して
いる字幕です。

焼き付け   Yes 入力側: エンコーダー
が焼き付け字幕を
読み取ることは技術
的に不可能です。し
たがって、入力から
はそれらを字幕と見
なすことはできませ
ん。

出力側: 焼き付け字幕
は、テキストに変換
され、動画ストリー
ム内のピクチャーに
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字幕 入力でサポート 出力でサポート 説明

直接オーバーレイさ
れる字幕です。

DVB-Sub はい Yes ETSI EN 300 743 に
準拠している字幕で
す。

EBU-TT-D   Yes EBU Tech 
3380、EBU-TT-D 
Subtitling Distributling 
Format、2018に準拠
した字幕。

埋め込み はい Yes 大部分のコンテ
ナ: EIA-608 規格 
(CEA-608 または 
line 21 字幕)、ある
いは CEA-708 規格 
(EIA-708) に準拠して
いる字幕です。

Link 入力コンテナ内: 
SMPTE 334 に準拠
する補助字幕として
配信される字幕。補
助字幕は、EIA-608 
規格 (CEA-608 また
は line 21 字幕) ま
たは CEA-708 規格 
(EIA-708) に準拠して
います。
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字幕 入力でサポート 出力でサポート 説明

埋め込み + SCTE-20 はい Yes 動画内に埋め込みと 
SCTE-20 の両方があ
る字幕です。埋め込
み字幕は SCTE-20 字
幕の前に挿入されま
す。

RTMP CaptionInfo   Yes Adobe onCaptionInfo 
フォーマットに準拠 
したキャプション。

SCTE-20 Yes   「SCTE-20 (2012): 
Methods for Carriage 
of CEA-608 Closed 
Captions and Non-
Real Time Sampled 
Video」規格に準拠し
ている字幕です。

SCTE-20 + 埋め込み   Yes SCTE-43 に準拠
している字幕で
す。SCTE-20 字幕は
動画内で埋め込み字
幕の前に挿入されま
す。

SCTE-27 Yes   「SCTE-27 (2011): 
Subtitling Methods for 
Broadcast Cable」規
格に準拠している字
幕です。

SMPTE-TT   Yes 標準の「SMPTE ST 
2052-1:2010」に準拠
している字幕
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字幕 入力でサポート 出力でサポート 説明

テレテキスト はい Yes TS 入力側: EBU テレ
テキスト形式の字幕
です。

CDI 入力または Link 
コンテナ内から: 
OP47 テレテキスト
形式 (SMPTERDD 
-08) の字幕。TU-R 
BT.1120-7 に準拠し
ている必要がありま
す。

TTML   Yes 「Timed Text Markup 
Language 1 (TTML1) 
(Second Edition)」規
格に準拠している字
幕ファイルです。

WebVTT   Yes 「webvtt: The Web 
Video Text Tracks 
Format」(http://d 
ev.w3.org/html5/we 
bvtt/) に準拠している
字幕です。

字幕カテゴリ

字幕は、出力に字幕を含める方法に基づいて 5 つのカテゴリに分類されます。

字幕形式 この形式のカテゴリ

ARIB オブジェクトスタイル

焼き付け 焼き付け
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字幕形式 この形式のカテゴリ

DVB-Sub オブジェクトスタイル

EBU-TT-D サイドカー

埋め込み 埋め込み

埋め込み + SCTE-20 埋め込み

RTMP CaptionInfo オブジェクトスタイル

SCTE-20 + 埋め込み 埋め込み

SCTE-27 オブジェクトスタイル

SMPTE-TT ストリーム

テレテキスト オブジェクトスタイル

TTML サイドカー

WebVTT サイドカー

埋め込み字幕

字幕はビデオエンコード内で送られます。ビデオエンコード自体は出力グループの出力に含まれま
す。そのビデオエンコードには字幕エンティティは 1 つしかありませんが、そのエンティティには
最大 4 つの言語の字幕を含めることができます。

オブジェクトスタイルの字幕

特定の出力グループ用のすべての字幕エンコードは、対応する動画およびオーディオと同じ出力に含
まれています。
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サイドカー字幕

特定の出力グループの各字幕エンコードは、それぞれ独自の "字幕のみ" の出力になります。出力グ
ループには、複数の字幕出力を含めることができます (例えば、言語ごとに 1 つずつ)。

字幕のみの出力はそれぞれ、パッケージ化された出力内で別々のファイルになります。

ストリーム

特定の出力グループの各字幕エンコードは、それぞれ独自の "字幕のみ" の出力になります。出力グ
ループには、複数の字幕出力を含めることができます (例えば、言語ごとに 1 つずつ)。

字幕のみの出力はそれぞれ、パッケージ化された出力内で別々のストリームになります。

焼き込み字幕

字幕はテキストに変換され、ビデオエンコード内のピクチャーに直接オーバーレイされます。厳密に
言えば、オーバーレイが行われると、実際には字幕でなくなります。動画と見分けがつかないためで
す。

サポートされている字幕情報の読み方

字幕では、入力形式から特定の出力形式を生成する機能に制約があります。
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入力の字幕から、特定の出力タイプで必要な出力形式を生成できることを確認する必要があります。
例えば、ソースが SCTE-20 字幕を含む HLS 入力の場合、アーカイブ出力で DVB-Sub 字幕を生成で
きることを確認する必要があります。

入力タイプと入力字幕形式が、選択した出力タイプで選択した字幕形式を生成できるかどうかを確認
するには、次の表を参照してください。セクション。

以下のステップに従ってください。

1. 出力コンテナの表を見つけます。例えば、アーカイブなどです。

2. その表で、指定した入力のコンテナタイプが最初の列にあるかどうかを確認します。例え
ば、HLS。

3. そのコンテナに入っている入力キャプションを 2 列目で検索します。例えば、SCTE-20

4. 3 列目で、必要な出力字幕形式を見つけます。例えば、DVB-Sub。

形式が表にある場合、入力は適切です。

フォーマットが記載されていない場合は、その入力のプロバイダーに別のソースを提供するよう
依頼する必要があります。

サポートされている形式の表は、次のセクションにあります。

• the section called “アーカイブ出力”

• the section called “HLS または出力 MediaPackage ”

• the section called “Microsoft Smooth 出力”

• the section called “RTMP 出力”

• the section called “UDP またはマルチプレックス出力”

アーカイブ出力でサポートされている形式

このテーブルで、入力コンテナと字幕タイプを検索します。それから全体を読み、この入力コンテナ
と字幕タイプがあるときにアーカイブ (MPEG-TS ファイル) でサポートされている字幕形式を探し
ます。

ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

CDI コンテナ ARIB ARIB
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ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

埋め込み 焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

テレテキスト DVB-Sub

テレテキスト

埋め込み 焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み

HLS コンテナ

SCTE-20 焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み
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ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

埋め込み 焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み

Link コンテナ

テレテキスト DVB-Sub

テレテキスト

補助 焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み

MP4 コンテナ

埋め込みまたは埋め込み 
+SCTE-20

焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み
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ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

RTMP コンテナ 埋め込み 焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み

ARIB ARIB

DVB-Sub 焼き付け

DVB-Sub

埋め込みまたは埋め込み 
+SCTE-20

焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み

MPEG-TS コンテナ (RTP 
またはプロトコル経由) 
MediaConnect

SCTE-20 焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み
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ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

SCTE-27 なし

テレテキスト DVB-Sub

テレテキスト

HLS 出力または出力でサポートされるフォーマット MediaPackage

このテーブルで、入力コンテナと字幕タイプを検索します。次に、この入力コンテナとキャプション
タイプがある場合に、HLS MediaPackage 出力または出力でサポートされるキャプション形式を確
認してください。

ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

ARIB なし

埋め込み 焼き付け

埋め込み

WebVTT

CDI コンテナ

テレテキスト テレテキスト

埋め込み 焼き付け

埋め込み

WebVTT

HLS コンテナ

SCTE-20 焼き付け

埋め込み

WebVTT

Link コンテナ 埋め込み 焼き付け

埋め込み

HLS または出力 MediaPackage 563
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ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

WebVTT

テレテキスト 焼き付け

WebVTT

補助 焼き付け

埋め込み

WebVTT

MP4 コンテナ

埋め込みまたは埋め込み 
+SCTE-20

焼き付け

埋め込み

WebVTT

RTMP コンテナ 埋め込み 焼き付け

埋め込み

WebVTT

ARIB なし

DVB-Sub 焼き付け

WebVTT

埋め込みまたは埋め込み 
+SCTE-20

焼き付け

埋め込み

WebVTT

MPEG-TS コンテナ

(RTP またはプロトコル経由) 
MediaConnect

SCTE-20 焼き付け

埋め込み

WebVTT
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ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

SCTE-27 焼き付け

WebVTT

テレテキスト 焼き付け

WebVTT

Microsoft Smooth 出力でサポートされている形式

このテーブルで、入力コンテナと字幕タイプを検索します。それから全体を読み、この入力コンテナ
を字幕タイプがあるときに Microsoft Smooth 出力でサポートされている字幕形式を探します。

ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

ARIB なし

埋め込み 焼き付け

EBU-TT

SMPTE-TT

TTML

CDI コンテナ

テレテキスト 焼き付け

EBU-TT

SMPTE-TT

TTML

HLS コンテナ 埋め込み 焼き付け

EBU-TT-D

SMPTE-TT
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ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

TTML

SCTE-20 焼き付け

EBU-TT-D

SMPTE-TT

TTML

埋め込み 焼き付け

EBU-TT-D

SMPTE-TT

TTML

Link コンテナ

テレテキスト 焼き付け

SMPTE-TT

TTML

補助 焼き付け

EBU-TT-D

SMPTE-TT

TTML

MP4 コンテナ

埋め込みまたは埋め込み 
+SCTE-20

焼き付け

EBU-TT-D

SMPTE-TT

TTML
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ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

RTMP コンテナ 埋め込み 焼き付け

EBU-TT-D

SMPTE-TT

TTML

ARIB なし

DVB-Sub SMPTE-TT

埋め込みまたは埋め込み 
+SCTE-20

焼き付け

EBU-TT-D

SMPTE-TT

TTML

SCTE-20 焼き付け

EBU-TT-D

SMPTE-TT

TTML

SCTE-27 焼き付け

SMPTE-TT

MPEG-TS コンテナ

(RTP MediaConnect またはプ
ロトコル経由)

テレテキスト 焼き付け

EBU-TT-D

SMPTE-TT

TTML
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RTMP 出力でサポートされている形式

このテーブルで、入力コンテナと字幕タイプを検索します。それから全体を読み、この入力コンテナ
を字幕タイプがあるときに RTMP 出力でサポートされている字幕形式を探します。

ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

ARIB なし

埋め込み 焼き付け

埋め込み
RTMP CaptionInfo

CDI コンテナ

テレテキスト なし

埋め込み 焼き付け

埋め込み

RTMP CaptionInfo

HLS コンテナ

SCTE-20 埋め込み

埋め込み 焼き付け

埋め込み

RTMP CaptionInfo

Link コンテナ

テレテキスト なし

補助 焼き付け

埋め込み

RTMP CaptionInfo

MP4 コンテナ

埋め込みまたは埋め込み 
+SCTE-20

焼き付け

埋め込み

RTMP 出力 568
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ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

RTMP CaptionInfo

RTMP コンテナ 埋め込み 焼き付け

埋め込み

RTMP CaptionInfo

ARIB なし

DVB-Sub 焼き付け

埋め込みまたは埋め込み 
+SCTE-20

焼き付け

埋め込み

RTMP CaptionInfo

SCTE-20 埋め込み

RTMP CaptionInfo

SCTE-27 焼き付け

MPEG-TS コンテナ

(RTP MediaConnect またはプ
ロトコル経由)

テレテキスト なし

UDP 出力またはマルチプレックス出力でサポートされている形式

このテーブルで、入力コンテナと字幕タイプを検索します。この入力コンテナと字幕タイプがある場
合は、次に全体を参照し、UDP または RTP を介した MPEG-TS ストリーミング出力または MPTS 
マルチプレックス出力でサポートされている字幕形式を探します。

ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

ARIB ARIBCDI コンテナ

埋め込み 焼き付け

DVB-Sub
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ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

テレテキスト 焼き付け

DVB-Sub

テレテキスト

埋め込み 焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20
SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み

HLS コンテナ

SCTE-20 焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み
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ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

埋め込み 焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み

Link コンテナ

テレテキスト 焼き付け

DVB-Sub

WebVTT

補助 焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み

MP4 コンテナ

埋め込みまたは埋め込み 
+SCTE-20

焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み
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ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

RTMP コンテナ 埋め込み 焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み

ARIB ARIB

DVB-Sub 焼き付け

DVB-Sub

埋め込みまたは埋め込み 
+SCTE-20

焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み

MPEG-TS コンテナ

(RTP またはプロトコル経由) 
MediaConnect

SCTE-20 焼き付け

DVB-Sub

埋め込み

埋め込み + SCTE-20

SCTE-20

SCTE-20 + 埋め込み
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ソース字幕コンテナ ソース字幕入力 サポートされている出力字幕

SCTE-27 なし

テレテキスト 焼き付け

DVB-Sub

テレテキスト

サポートされている入力コンテナとコーデック

このセクションでは、取り込み可能な入力コンテンツタイプと入力ビデオコーデックとオーディオ
コーデックについて説明します。AWS Elemental MediaLive

トピック

• サポートされている入力形式とプロトコル

• ライブ入力とファイル入力のサポート

• サポートされる入力クラス

• VPC 入力としてのセットアップのサポート

• 入力でサポートされているコーデック

• ビデオソースとオーディオソースの特徴

サポートされている入力形式とプロトコル

次の表は、サポートされている入力タイプの一覧と、入力がソースコンテンツをどのように扱うかを
説明したものです。

表の後のセクションでは、 MediaLive プッシュ入力またはプル入力の取り込み方法について説明し
ています。

トピック

• プル入力による取り込み

• RTMP プッシュ入力による取り込み

• RTP プッシュ入力による取り込み

入力:サポートされているコンテナとコーデック 573
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MediaLive 入力タイプ プッシュまたはプル 
？

ユースケース アップストリームシ 
ステムとサポートさ 
れているプロトコル

CDI プッシュ VPC 内の非圧縮ス
トリームを上の固
定エンドポイントに
プッシュします。 
MediaLive

プライベートクラウ 
ド内の Amazon VPC

HLS

この表の後の「HLS 
inputs」を参照してく
ださい。

安全な接続の有無に 
かかわらず、HTTP 
プロトコルを使用し 
て、外部エンドポイ 
ントから HLS スト
リームまたはアセッ
トをプルします。

HTTP サーバーまたは

HTTPS サーバー

HLS 安全な接続を使用し 
て、HLS ストリー
ムまたは VOD AWS 
Elemental MediaStor 
e アセットをコンテナ 
から取得します。

カスタムプロトコ
ルを使用した AWS 
Elemental MediaStore

HLS

プル

セキュアな接続を使 
用して、Amazon S3 
バケットから HLS ス
トリームまたは VOD 
アセットをプルしま 
す。

カスタムプロトコル 
経由の Amazon S3

リンク プッシュ AWS Elemental Link 
デバイスからトラン 
スポートストリーム 
(TS) をプッシュしま
す。

内部接続を介した 
AWS Elemental Link

サポートされている入力形式とプロトコル 574



MediaLive ユーザーガイド

MediaLive 入力タイプ プッシュまたはプル 
？

ユースケース アップストリームシ 
ステムとサポートさ 
れているプロトコル

MediaConnect プッシュ AWS Elemental 
MediaConnect のフ
ローからトランス
ポートストリーム 
(TS) をプッシュしま
す。

この入力は URI 
MediaConnect ではな
くフロー ARN を使用
します。

内部接続を介し
た AWS Elemental 
MediaConnect

MP4 安全な接続の有無に 
かかわらず、HTTP 
サーバーから MP4 
ファイルをプルしま 
す。

HTTP サーバーまたは

HTTPS サーバー

MP4

プル

セキュアな接続を使 
用して、Amazon S3 
バケットから MP4 
ファイルをプルしま 
す。

では MediaLive 
、バケット名に
ドット表記を使用
できません。例え
ば、mycompany-
videos は有効で
すが、mycompany 
.videos  は有効で
はありません。

カスタムプロトコル 
経由の Amazon S3
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MediaLive 入力タイプ プッシュまたはプル 
？

ユースケース アップストリームシ 
ステムとサポートさ 
れているプロトコル

トランスポートスト 
リーム (TS) ファイル

プル 安全な接続の有無
にかかわらず、HTT 
P サーバーから TS 
ファイルをプルし
ます。.m2ts また
は.m2ts ファイル拡張
子がサポートされて
います。

MediaLive 静的 TS 
ファイルのみをサポ 
ートします。使用中 
に書き込まれる TS 
ファイルの増加をサ 
ポートしていません 
。

HTTP サーバーまたは

HTTPS サーバー
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MediaLive 入力タイプ プッシュまたはプル 
？

ユースケース アップストリームシ 
ステムとサポートさ 
れているプロトコル

トランスポートスト 
リーム (TS) ファイル

セキュアな接続を
使用して、Amazo 
n S3 バケットから 
TS ファイルをプル
します。.m2ts また
は.m2ts ファイル拡張
子がサポートされて
います。

MediaLive 静的 TS 
ファイルのみをサポ 
ートします。使用中 
に書き込まれる TS 
ファイルの増加をサ 
ポートしていません 
。

MediaLive では、
バケット名にドッ
ト表記を使用しな
いでください。例
えば、mycompany 
-videos  は有効で
すが、mycompany 
.videos  は有効で
はありません。

カスタムプロトコル 
経由の Amazon S3
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MediaLive 入力タイプ プッシュまたはプル 
？

ユースケース アップストリームシ 
ステムとサポートさ 
れているプロトコル

RTMP プル プル RTMP プロトコル
を使用して、外部エ
ンドポイントからス
トリームをプルしま
す。

MediaLive RTMPS プ
ロトコルを使った入
力はサポートしてい
ません。

RTMP プル経由の 
RTMP サーバー

RTMP プッシュ RTMP MediaLive プ
ロトコルを使用して
ストリームを固定エ
ンドポイントにプッ
シュする。

MediaLive RTMPS プ
ロトコルを使用した
入力はサポートされ
ていません。

RTMP プッシュ経由
の RTMP サーバー

RTMP プッシュ

プッシュ

RTMP プロトコルを
使用して、VPC に
あるストリームを 
MediaLive の固定エ
ンドポイントにプッ
シュします。

MediaLive RTMPS プ
ロトコルを使用した
入力はサポートされ
ていません。

プライベートクラウ 
ド内の RTMP を介し
た Amazon VPC
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MediaLive 入力タイプ プッシュまたはプル 
？

ユースケース アップストリームシ 
ステムとサポートさ 
れているプロトコル

RTP RTP プロトコルを使
用して MediaLive、
トランスポートスト
リーム (TS) を上の固
定エンドポイントに
プッシュします。

RTP プッシュ経由の 
RTP サーバー

RTP

プッシュ

RTP プロトコルを
使用して MediaLive 
、VPC 内のトラン
スポートストリーム 
(TS) を上の固定エ
ンドポイントにプッ
シュします。

プライベートクラウ 
ド内の RTP を介した 
Amazon VPC

HLS

HLS では、メディアはトランスポートストリームでなければなりません。 MediaLive 他の種類のメ
ディアを含む HLS コンテンツの取り込みはサポートしていません。

プル入力による取り込み

プル入力は次のように機能します。ソースは外部のエンドポイントに継続的にパブリッシュします。 
MediaLiveチャネル (入力に接続されている) が実行中である場合、 MediaLive は入力に接続し、コン
テンツを取り込みます。

チャンネルが稼働していないときは、 MediaLive 入力には接続しません。(他のアプリケーションが
接続している可能性があります)。

プル入力は、ストリーミング入力 (ソースが継続的に発行される場合) または VOD 入力 (ソースがエ
ンドポイントで使用可能になり、変更されない場合) で機能します。
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RTMP プッシュ入力による取り込み

RTMP プッシュ入力は次のように機能します。 MediaLive ソースは入力で指定されたエンドポイ
ントへの配信を試みます。ソースが入力のステータスに関する情報を取得できるように、ソースと 
MediaLive チャネルとの間にハンドシェイクが必要です。

チャネル (この入力に接続されている) が開始されると、 MediaLive はハンドシェイクメッセージ
に応答し、コンテンツを取り込みます。 MediaLive チャンネルが動作していないときは反応せず、
ソースは一時停止状態になります。

プッシュ入力はストリーミングソースでのみ機能します。

RTP プッシュ入力による取り込み

RTP プッシュ入力は次のように機能します。ソースは、入力で指定されたエンドポイントへの配信
を試みます。 MediaLive ソースは、コンテンツがチャネルに取り込まれているかどうかを認識しま
せん。 MediaLive

チャネル (この入力に接続されている) が開始されると、 MediaLive はソースに反応し、コンテンツ
を取り込みます。 MediaLive チャンネルが稼働していないときは反応しません。ソースはエンドポ
イントへの公開を続けますが、 MediaLive そのアクションは無視します。

プッシュ入力はストリーミングソースでのみ機能します。

ライブ入力とファイル入力のサポート

次の表は、入力タイプがライブストリームと VOD アセットのどちらをサポートしているかを指定し
ます。

MediaLive 入力タイプ ライブストリームはサポート
されていますか?

VOD アセットはサポートされ
ていますか?

CDI Yes No

HTTP または HTTPS サー
バーからの HLS、またはから 
の HLS MediaStore

Yes

MediaLive [バッファセグメン
ト] フィールドの値が 3 ～ 10 
(両端を含む) の場合、HLS 入
力をライブストリームと見な
します。

Yes

MediaLive Buffer segments
フィールドの値が 11 以上の
場合、または未定義 (空) の場
合、入力は VOD アセットと
みなされます。

ライブ入力とファイル入力のサポート 580



MediaLive ユーザーガイド

MediaLive 入力タイプ ライブストリームはサポート
されていますか?

VOD アセットはサポートされ
ていますか?

(このフィールドを [Channel]
 の (チャンネル) ページに表
示するには、[Network input 
settings] (ネットワーク入力設
定) の [General input settings]
 (全般入力設定) で [Network 
input] (ネットワーク入力) を
選択します。HLS 入力設定
について、[Hls input] (HLS 
入力) を選択します。[Buffer 
segments] (バッファセグメン 
ト) フィールドが表示されま
す。)

Amazon S3 からの HLS はい、前の行で定義したとお
り

ライブストリームのソースと
して Amazon S3 はお勧めし
ません。

はい、前の行で定義したとお
り

リンク Yes いいえ

MediaConnect はい No

MP4 No はい、.mp4 ファイル拡張子の
み

トランスポートストリーム 
(TS) ファイル

No はい、.ts と .m2ts ファイル拡
張子のみ

RTMP プル はい Yes

RTMP プッシュ Yes No

RTP Yes No

ライブ入力とファイル入力のサポート 581



MediaLive ユーザーガイド

サポートされる入力クラス

いくつかの入力は、いずれかの入力クラスとして設定できます。一部の入力は、単一クラスのクラス
としてのみ設定できます。使用するクラスタイプは、パイプラインの復元を実装するかどうかによっ
て異なります。

MediaLive 入力タイプ 単一クラス入力として設定で
きる

標準クラス入力として設定で
きる

CDI No Yes

HLS はい Yes

リンク はい はい

MediaConnect はい Yes

MP4 はい Yes

トランスポートストリーム 
(TS) ファイル

はい Yes

RTMP プル はい Yes

RTMP プッシュ はい Yes

RTP No Yes

VPC 入力としてのセットアップのサポート

一部の入力は Amazon 仮想プライベートクラウド (Amazon VPC) で設定できます。詳細について
は、「the section called “入力の作成”」を参照してください。

MediaLive 入力タイプ VPC 入力として設定できます

CDI Yes

HLS No

サポートされる入力クラス 582
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MediaLive 入力タイプ VPC 入力として設定できます

リンク No

MediaConnect No

MP4 No

トランスポートストリーム (TS) ファイル No

RTMP プル No

RTMP プッシュ Yes

RTP Yes

入力でサポートされているコーデック

次の表は、ソースコンテンツをサポートするコーデックの一覧です。 MediaLive

メディアタイプ ビデオコーデック オーディオコーデック

CDI

詳細については、「the 
section called “ビデオソースと
オーディオソースの特徴”」を
参照してください。

非圧縮ビデオ PCM に包まれたドルビー E
PCM

HLS

この表の後の「HLS inputs」
を参照してください。

H.264 (AVC) AAC

ドルビーデジタル

ドルビーデジタルプラス

リンク HD Link コンテナに含まれる 
コーデックは、すべてによっ
て常にサポートされます 
MediaLive。

HDMI または SDI 入力を使用
する場合、最大 8 チャンネル
の PCM オーディオ
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メディアタイプ ビデオコーデック オーディオコーデック

UHD をリンク Link コンテナに含まれる 
コーデックは、すべてによっ
て常にサポートされます。 
MediaLive

HDMI 入力を使用する場合 
、最大 8 チャンネルの PCM 
オーディオ

SDI 入力を使用する場合は最
大 16 チャンネルの PCM オー
ディオ

ドルビーデジタル

ドルビーデジタルプラス

MediaConnect H.264 (AVC)

H.265 (HEVC)

MPEG-2

AAC

ドルビーデジタル

PCM にラップされたドルビー 
E

ドルビーデジタルプラス

MPEG オーディオ

PCM

MP4 H.264 (AVC)

H.265 (HEVC)

MPEG-2

AAC

PCM に包まれたドルビー E
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メディアタイプ ビデオコーデック オーディオコーデック

トランスポートストリーム 
(TS) ファイル

H.264 (AVC)

H.265 (HEVC)

MPEG-2

AAC

ドルビーデジタル

PCM に包まれたドルビー E

ドルビーデジタルプラス

MPEG オーディオ

PCM

RTMP H.264 (AVC) AAC

RTP H.264 (AVC)

H.265 (HEVC)

MPEG-2

AAC

ドルビーデジタル

PCM に包まれたドルビー E

ドルビーデジタルプラス

MPEG オーディオ

PCM

HLS インプット

オーディオアセットとビデオアセットは 1 つのストリームに多重化できます。または、オーディオ
を個別のオーディオレンディショングループに入れることもできます。レンディショングループで
オーディオを使用している場合は、#EXT-X-MEDIA タグにあるグループ ID と名前を使用してグルー
プを選択できます。

ビデオソースとオーディオソースの特徴

[Orientation] (向き)

MediaLive 横向きの動画のみを取り込みます。ビデオソースが縦向きに設定されている場合、 
MediaLive 取り込みはしますが、横向きに回転します。
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入力フレームレート

MediaLive 固定フレームレート (CFR) 入力のみをサポートします。可変フレームレート (VFR) はサ
ポートされていません。

その他の特性

コンテナ ビデオ特性 オーディオ特性

CDI — CDI MediaLive 入力で
はこれらの特性のみをサポー
トします。

• 非圧縮 Y 4:2:2 8 ビット 
CbCr

• 非圧縮 Y CbCr 4:2:2 10 
ビット

• 24 ビット Big-Endian PCM

• モノラル (1.0)、デュアル
モノラル (2.0)、ステレオ 
(2.0)、5.1、7.1

• 222、SGRP

• 48kHz、96kHz

サポートされている出力コンテナとコーデック

このセクションでは、出力可能な出力コンテンツタイプ、出力ビデオ、コーデックについて説明しま
す。 MediaLive

トピック

• サポートされているコンテナとダウンストリームシステム

• VPC への配信のサポート

• 出力でサポートされているコーデック

サポートされているコンテナとダウンストリームシステム

次の表は、 MediaLive がサポートする出力形式とプロトコルの一覧です。
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MediaLive 出力
タイプ (出力グ
ループ)

ユースケース ダウンストリー
ムシステムとサ
ポートされてい
るプロトコル

サポートされて
いるライブ出力

サポートされて
いる VOD 出力

アーカイブ Amazon S3 バ
ケットにトラ
ンスポートスト
リーム (TS) ファ
イルを送信しま 
す。この表の後
の「Amazon S3 
Bucket Names」
を参照してくだ
さい。

カスタムプロ
トコル経由の 
Amazon S3

No はい。チャンネ
ルには、1 つの
アーカイブ出力 
グループのみを
含めることがで
きます。

フレームキャプ
チャ

一連の JPEG 
ファイルを 
Amazon S3 
バケットに送
信します。こ
の表の後の「
Amazon S3 
Bucket Names」
を参照してくだ
さい。

カスタムプロ
トコル経由の 
Amazon S3

No はい。チャンネ
ルには、最大 
3 つのフレーム
キャプチャ出力
グループを含め
ることができま 
す。

標準コンテナま
たは fmp4 コン
テナを持つ HLS

HTTP PUT 
WebDav または
をサポートする
サーバーに HLS 
ストリームを送
信します。

HTTP サーバー Yes はい、出力グ
ループが VOD 
モード用に設定
されている場合

標準コンテナま
たは fmp4 コン
テナを持つ HLS

HTTPS PUT ま
たはをサポート
するサーバーに 

HTTPS サーバー Yes はい、出力グ
ループが VOD 
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MediaLive 出力
タイプ (出力グ
ループ)

ユースケース ダウンストリー
ムシステムとサ
ポートされてい
るプロトコル

サポートされて
いるライブ出力

サポートされて
いる VOD 出力

HLS ストリーム
を送信します。 
WebDav

モード用に設定
されている場合

標準コンテナま
たは fmp4 コン
テナを持つ HLS

Akamai CDN に 
HLS ストリーム
を送信します。

HTTP または 
HTTPS 経由の 
Akamai CDN

Yes No

標準コンテナの
みを持つ HLS

HTTPS プロト
コルを使用して 
HLS MediaPack 
age ストリーム
をチャネルに送
信します。

AWS Elemental 
MediaPack 
age、HTTPS 経
由で WebDAV を
使用

Yes No

標準コンテナの
みを持つ HLS

HTTPS プロト
コルを使用して 
HLS ストリーム
を MediaPack 
age v2 チャネル
に送信します。

AWS Elemental 
MediaPackage
ベーシックプ 
ットを使用して 
HTTPS 経由

Yes No

標準コンテナま
たは fmp4 コン
テナを持つ HLS

HLS ストリーム
を MediaStore の
コンテナに送信
します。

カスタムプロト
コルを使用した 
AWS Elemental 
MediaStore

Yes はい、出力グ
ループが VOD 
モード用に設定
されている場合
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MediaLive 出力
タイプ (出力グ
ループ)

ユースケース ダウンストリー
ムシステムとサ
ポートされてい
るプロトコル

サポートされて
いるライブ出力

サポートされて
いる VOD 出力

標準コンテナま
たは fmp4 コン
テナを持つ HLS

Amazon S3 バ
ケットに HLS 
ストリームを
送信します。
この表の後の 
「Amazon S3 
Bucket Names」
を参照してくだ
さい。

カスタムプロ
トコル経由の 
Amazon S3

Yes はい、出力グ
ループが VOD 
モード用に設定
されている場合

MediaPackage HLS MediaPack 
age ストリーム
をチャネルに送
信します。

AWS Elemental 
MediaPack 
ageHTTPS 経由
で WebDav

Yes No

Microsoft 
Smooth

Microsoft 
Smooth 
Streaming をサ
ポートするオリ 
ジンサーバーま
たは CDN にス
トリームを送信 
します。

HTTP または 
HTTPS 経由で
サポートされる 
CDN

Yes No

マルチプレック
ス

MediaLive マル
チプレックスの 
一部であるトラ
ンスポートスト
リーム (TS) を作
成します。

  Yes No
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MediaLive 出力
タイプ (出力グ
ループ)

ユースケース ダウンストリー
ムシステムとサ
ポートされてい
るプロトコル

サポートされて
いるライブ出力

サポートされて
いる VOD 出力

RTMP RTMP プロトコ
ルをサポートす
るサーバーにス 
トリームを送信
します。

RTMP サーバー Yes No

RTMPS RTMPS プロト
コルをサポート
するサーバーに
ストリームを送
信します。

RTMPS サー
バー

Yes No

UDP UDP をサポート
するサーバーに
トランスポート
ストリーム (TS) 
を送信します。

UDP サーバー Yes No

Amazon S3 バケット名

では MediaLive、バケット名にドット表記を使用できません。例えば、mycompany-videos は有効
ですが、mycompany.videos は有効ではありません。

VPC への配信のサポート

次の表は、VPC 配信用に設定されたチャンネルで、VPC 内の送信先に配信できるコンテナを指定し
ています。VPC 配信の詳細については、「the section called “VPC 配信”」を参照してください。
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MediaLive 出力タイプ (出力グ
ループ)

VPC 内の送信先に配信できる VPC 外の送信先に配信できる

アーカイブ バケット (Amazon S3 が VPC 
エンドポイントで設定されて
いる場合)

はい、Elastic IP アドレスを
チャンネルに関連付ける場合

フレームキャプチャ バケット (Amazon S3 が VPC 
エンドポイントで設定されて
いる場合)

はい、Elastic IP アドレスを
チャンネルに関連付ける場合

HTTP または HTTPS サー
バーへの HLS

バケット (Amazon S3 が VPC 
エンドポイントで設定されて
いる場合)

はい、Elastic IP アドレスを
チャンネルに関連付ける場合

Akamai サーバーへの HLS バケット (Amazon S3 が VPC 
エンドポイントで設定されて
いる場合)

はい、Elastic IP アドレスを
チャンネルに関連付ける場合

HLS から MediaPack 
age、HTTP 経由で

No はい、Elastic IP アドレスを
チャンネルに関連付ける場合

HLS から MediaStore No はい、Elastic IP アドレスを
チャンネルに関連付ける場合

Amazon S3 への HLS バケット (Amazon S3 が VPC 
エンドポイントで設定されて
いる場合)

はい、Elastic IP アドレスを
チャンネルに関連付ける場合

MediaPackage No はい、Elastic IP アドレスを
チャンネルに関連付ける場合

Microsoft Smooth Amazon EC2 上のサーバー はい、Elastic IP アドレスを
チャンネルに関連付ける場合

マルチプレックス No

チャンネルが VPC 配信用に設
定されている場合、マルチプ 

No

チャンネルが VPC 配信用に設
定されている場合、マルチプ 
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MediaLive 出力タイプ (出力グ
ループ)

VPC 内の送信先に配信できる VPC 外の送信先に配信できる

レックス出力を含めることは
できません。

レックス出力を含めることは
できません。

RTMP または RTMPS Amazon EC2 上のサーバー はい、Elastic IP アドレスを
チャンネルに関連付ける場合

UDP Amazon EC2 上のサーバー はい、Elastic IP アドレスを
チャンネルに関連付ける場合

出力でサポートされているコーデック

次の表は、サポートするコーデックの一覧です。 MediaLive

コンテナ ビデオコーデック オーディオコーデック

アーカイブ H.264 (AVC)

H.265 (HEVC)

AAC

ドルビーデジタル (AC3)

ドルビーデジタルプラス 
(EAC3)

アトモス搭載ドルビーデジタ
ルプラス

MPEG-1 レイヤー II (MP2)

フレームキャプチャ JPEG なし。フレームキャプチャ出
力にオーディオは含まれませ
ん。

標準コンテナを持つ HLS H.264 (AVC)

H.265 (HEVC)

AAC

ドルビーデジタル (AC3)

ドルビーデジタルプラス 
(EAC3)
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コンテナ ビデオコーデック オーディオコーデック

アトモス搭載ドルビーデジタ
ルプラス

fMP4 コンテナを持つ HLS H.264 (AVC)

H.265 (HEVC)

AAC

ドルビーデジタル (AC3)

ドルビーデジタルプラス 
(EAC3)

アトモス搭載ドルビーデジタ
ルプラス

MediaPackage H.264 (AVC)

H.265 (HEVC)

AAC

ドルビーデジタル (AC3)

ドルビーデジタルプラス 
(EAC3)

アトモス搭載ドルビーデジタ
ルプラス

Microsoft Smooth H.264 (AVC)

H.265 (HEVC)

AAC

ドルビーデジタル (AC3)

ドルビーデジタルプラス 
(EAC3)

マルチプレックス H.264 (AVC)

H.265 (HEVC)

AAC

ドルビーデジタル (AC3)

ドルビーデジタルプラス 
(EAC3)

アトモス搭載ドルビーデジタ
ルプラス
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コンテナ ビデオコーデック オーディオコーデック

RTMP または RTMPS H.264 (AVC) AAC

UDP H.264 (AVC)

H.265 (HEVC)

AAC

ドルビーデジタル (AC3)

ドルビーデジタルプラス 
(EAC3)

アトモス搭載ドルビーデジタ
ルプラス

MPEG-1 レイヤー II (MP2)

変数データの識別子

変数データの識別子は、変数データを表すフィールド値に含めることのできる $ コードです。
通常、チャンネルの実行時に変数データ (日付や時刻など) MediaLive を解決します。$dt$例え
ば、$dt$ は現在の日付と時刻に解決されます。

これらの識別子を使用する場合は、チャンネルの末尾の 2 つ (またはそれ以上) の出力でターゲット
が同一にならないようにしてください。同一になっている場合、チャンネルは作成時に検証を通過し
ますが、開始時には失敗します。

以下のセクションでは、 MediaLive サポートされている変数識別子と、これらの識別子を使用でき
る場所に関する規則について説明します。

サポートされる変数データ

MediaLive は、次の表に示す変数データ識別子をサポートします。各行の最初の列は、フィールドに
入力する文字列を指定します。2 番目の列は、 MediaLive 変数を解決した後のデータの形式を指定し
ます。3 番目の列は、データの説明です。

識別子 [Format] (形式) 説明

$dt$ YYYYMMDDTHHMMSS HLS 出力の場合、各セグメン
トの UTC 日付と時刻。
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識別子 [Format] (形式) 説明

他のすべての出力では、チャ
ンネルの UTC 日付と開始時
刻。

$d$ YYYYMMDD HLS 出力の場合、各セグメン
トの UTC 日付と時刻。

他のすべての出力では、チャ
ンネルが開始された UTC 日
付。

$t$ HHMMSS HLS 出力の場合、各セグメン
トの UTC 時間。

他のすべての出力では、チャ
ンネルの UTC 開始時間。

$rv$ Kb 動画のビットレート。

$ra$ Kb 出力のすべてのオーディオ
ビットレートの合計。

$rc$ Kb 出力のコンテナビットレー
ト、または、出力の動画ビッ
トレートとすべてのオーディ
オビットレートの合計 (コンテ
ナのビットレートが指定され
ていない場合)。

$w$ ピクセル 水平解像度。

$h$ ピクセル 垂直解像度。

$f$ 整数 FPS フレームレート (小数点
以下切り捨て)。例えば、"2 
3.976" は "23" と表示されま
す。

サポートされる変数データ 595



MediaLive ユーザーガイド

識別子 [Format] (形式) 説明

$$ $ エスケープ $。

$sn$ 整数、固定長 出力内の動画のセグメント番
号。

%0n ゼロ埋め修飾子 任意のデータ識別子の修飾
子。修飾子は、解決された値
の左側をゼロで埋めます。書
式は %0n です。ここで n は数
値です。

例えば、$h$ 識別子の解決さ
れた値が 5 文字になるように
するには、識別子を $h%05$
と指定します。

垂直解像度が "720" である場
合、解決されゼロ埋めされた
値は "00720" です。

変数データを使用するためのルール

この表は、前の表の可変データ識別子を使用できる場所を示しています。各行で、最初の 2 つの列
は、識別子を使用できる場所を指定します。3 番目の列は、その場所で使用できる識別子を指定しま
す。

オブジェクト フィールド 適用可能な識別子

チャンネル – アーカイ
ブ、HLS、Microsoft Smooth 
出力グループ

出力グループの出力先フィー
ルド

$dt$, $d$, $t$

チャンネル – アーカイブ、Mic 
rosoft Smooth 出力グループ

出力の名前修飾子フィールド $ra$、$rc$、$sn$ を除くす
べて
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オブジェクト フィールド 適用可能な識別子

チャンネル – HLS 出力グルー
プ

出力の名前修飾子フィールド $sn$ を除くすべて

チャンネル – アーカイブ、Mic 
rosoft Smooth 出力グループ

出力内のセグメント修飾子
フィールド

$ra$、$rc$、$sn$ を除くす
べて

チャンネル – HLS 出力グルー
プ

出力内のセグメント修飾子
フィールド

$sn$ を除くすべて

スケジュール – HLS ID3 セグ
メントのタグ付けアクション

タグフィールド すべて
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AWS Elemental MediaLive の機能
この章には、AWS Elemental MediaLive 機能を実装するための詳細な手順が含まれています。これ
らの機能は、チャンネルを作成または変更するとき、またはチャンネルスケジュールにアクションを
追加するときに設定します。この手順では、「設定:チャンネルの作成 」および「設定:スケジュール
の作成」で提供される限定的な情報について展開します。

トピック

• オーディオのみの出力

• ドルビーアトモス搭載ドルビーデジタルプラス

• ドルビーE入力オーディオ入力 MediaLive

• HLS のオーディオレンディショングループ

• AWS Elemental Link の使用

• 自動入力フェイルオーバーの実装

• 字幕の使用

• パートナー CDI 入力

• チャネルクラスと入力クラス

• 動的入力

• ID3 メタデータの使用

• ID3 セグメントタグの操作

• イメージオーバーレイの操作

• 入力クリッピング

• ビデオ入力ロスの処理

• での入力の準備 AWS Elemental MediaLive

• 入力スイッチイン AWS Elemental MediaLive

• KLV メタデータの操作

• AWS Elemental Link デバイスの使用

• 低レイテンシー出力の実装

• HLS マニフェスト内のパスのカスタマイズ

• 冗長な HLS マニフェスト

• でのメタデータの処理 AWS Elemental MediaLive
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• モーショングラフィックスオーバーレイの使用

• AWS Elemental MediaLive でのマルチプレックスと MPTS

• ニールセン透かし

• ニールセン透かしを ID3 に変換する

• パイプラインロックの実装

• パイプラインの冗長性を実装する

• チャンネルでの回復性の実装

• SCTE-35 メッセージの処理

• 出力間でのエンコードの共有

• SMPTE 2038 メタデータの処理

• ACL を使用して Amazon Simple Storage Service に配信する

• AWS Elemental MediaLive リソースのタグ付け

• での入力サムネイルの表示 AWS Elemental MediaLive

• タイムコード

• トリックプレイトラックを実装する

• 簡単な色空間変換の処理

• 複雑な色空間変換の処理

• 拡張 VQ モードの設定

• レート制御モードの設定

• VPC 経由で出力を配信する

オーディオのみの出力

MediaLive オーディオのみを含む出力グループのチャンネルを設定できます。出力グループを次のよ
うに組み合わせてチャンネルを作成できます。

• 1 つのオーディオのみの出力グループ。

• 複数のオーディオのみの出力グループ。

• 1 つ以上のオーディオのみの出力グループとその他の標準 (video-plus-audio) 出力グループ。

通常の方法でチャンネルを設定し、このセクションのガイドラインに従って、オーディオのみの出力
グループの入出力とエンコードを設定します。
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Note

このセクションの情報は、「設定:チャンネルの作成 」で説明している一般的なチャンネル
の作成手順を理解していることを前提としています。

トピック

• 入力

• 出力グループと出力

• Streams

入力

入力ソースのセットアップ

チャンネルは、1 つの入力または複数の入力を持つことができます。すべての出力グループ (オー
ディオのみのグループとオーディオのみのグループの両方 video-and-audio) は、常に同じ入力を取
り込みます。

入力には、次の 2 つのカテゴリの入力を使用できます。

• オーディオのみを含む入力。この場合、入力は次のいずれかの入力で、トランスポートストリーム 
(TS) コンテナに含まれている必要があります。

• MediaConnect 入力

• RTP 入力

• オーディオとビデオの両方を含む入力 (およびオプションで字幕)。この場合、 MediaLive入力には
対応している任意の入力タイプを使用できます。

入力アタッチのセットアップ

各入力アタッチメントで、必要な数のオーディオセレクタを作成します。例えば、抽出する言語ごと
にセレクタを作成します。または、使用可能なオーディオ品質またはコーデックごとにセレクタを作
成します。

audio-and-video オーディオのみのグループと出力グループの両方があるチャンネルでは、オーディ
オのみの出力専用に特別なオーディオセレクターを作成する必要はないことに注意してください。同
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じオーディオセレクターをオーディオ専用グループと出力グループの両方で使用できます。 audio-
and-video

出力グループと出力

出力グループのセットアップ

オーディオのみの出力は、次のタイプの出力グループで作成できます。

• HLS

• Microsoft Smooth

• RTMP

• UDP

出力のセットアップ

次の一覧では、出力グループに基づいて、必要な出力の数とタイプについて説明しています。

HLS 出力グループ

出力グループに次のように出力を作成します。

• 出力グループに 1 つのオーディオエンコードが含まれている場合、出力を 1 つ作成します。コン
テナタイプオーディオのみに設定します。

• 出力グループに複数のオーディオエンコードが含まれている場合、ビデオを含まないオーディオレ
ンディショングループを設定します。the section called “オーディオ - HLS のオーディオレンディ
ショングループ” を参照してください。

Microsoft Smooth 出力グループ

オーディオエンコードごとに 1 つの出力を作成します。

RTMP 出力グループ

単一オーディオエンコードの 1 つの出力を作成します。(RTMP では、各出力グループで常に 1 つの
オーディオしかサポートしません)。

UDP 出力グループ

すべてのオーディオエンコードについて 1 つの出力を作成します。
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Streams

ストリーミングでのエンコードのセットアップ

出力内のストリーミングには、次の設定を使用します。

UDP を除くすべての出力

各出力の [Streams settings] (ストリーミング設定) で、各出力に 1 つのオーディオエンコードのみが
含まれるように設定します。したがって、以下のことをする必要があります。

• 自動的に追加されるビデオエンコードを削除します。 MediaLive

• 字幕エンコーディングを追加しないでください。

UDP 出力

単一出力の [Streams settings] (ストリーミング設定) で、各出力にオーディオエンコードのみが含ま
れるように設定します。したがって、以下のことをする必要があります。

• 必要な数のオーディオエンコーディングを追加します。

• MediaLive 自動的に追加されるビデオエンコードを削除します。

• 字幕エンコーディングを追加しないでください。

エンコードの設定

[Streams settings] (ストリーミング設定) の [Audio] (オーディオ)で、各エンコードを以下のように設
定します。

• [Audio selector name] (オーディオセレクタ名) で、入力アタッチメントを設定したときに設定した
オーディオソースの 1 つを選択します。

• [Codec settings] (コーデック設定) で、出力タイプがサポートする出力オーディオコーデックを選
択します。

ドルビーアトモス搭載ドルビーデジタルプラス

ドルビーアトモスは、ドルビーデジタルプラス（ドルビーデジタルプラスはエンハンストAC-3とも
呼ばれます）のコーデックをベースにしたサラウンドサウンドテクノロジーです。ドルビーデジタ

Streams 602



MediaLive ユーザーガイド

ルプラスのマルチチャンネルサラウンドサウンド機能に加えて、ドルビーアトモスには高さベースの
オーディオチャンネルが追加されています。

以下の処理がサポートされています。

• オーディオ出力をドルビーアトモスでドルビーデジタルプラスとしてエンコードします。オーディ
オ入力は最大 16 チャンネルのソースでなければなりません。

• すでにドルビーデジタルプラスにドルビーアトモスを搭載している入力オーディオのパススルー。

Note

MediaLive ドルビーアトモスによるドルビーデジタルプラスのデコードはサポートしていま
せん。

サポートされる入力

入力には以下の特性が必要です。

• ドルビーデジタルプラスをドルビーアトモスでエンコードする場合、オーディオ入力は、 
MediaLive 以下の特性をサポートし、その特性を備えたオーディオソースであればどれでもかまい
ません。

• 次の順序で最大 16 チャネル:

L R C LFE Ls Rs Lb Rb Tfl Tfr Tsl Tsr Tbl Tbr Lw Rw

• ソースのチャンネル数が 16 チャンネル未満の場合は、 MediaLive すべてのチャンネルを抽出
し、番号の大きいチャンネルに無音部分を挿入して出力をパディングします。例えば、ソースに
2つのチャンネルがある場合、 MediaLive それらのチャンネルをLとRに入れ、残りのチャンネル
に無音部分を挿入します。

• ソースのチャンネルが指定された順序になっていない場合、ダウンストリームのプレーヤーでは
結果が正しくない可能性があります。たとえば、降る雨の音が、天井のスピーカーではなく左側
のスピーカーから聞こえる場合があります。

• 48000 Hz のサンプリングレート。

• ドルビーアトモスソースを搭載したドルビーデジタルプラスをパススルーするには、ドルビーデジ
タルプラスがサポートする任意のコーディングモードと任意のサンプリングレートでオーディオを
送信できます。

サポートされる入力 603
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サポートされる出力

オーディオエンコーディング

MediaLive ドルビーアトモスを搭載したドルビーデジタルプラスの実装では、出力で以下のコーディ
ングモードがサポートされます。

• 5.1.4 コーディングモード

• 7.1.4 コーディングモード

• 9.1.6 コーディングモード

各コーディングモード内では、スピーカーチャンネルは次の表のように配置されています。

コーディングモード チャンネル配置

5.1.4 L R C LFE Ls Rs Tfl Tfr Tbl Tbr

7.1.4 L R C LFE Ls Rs Lb Rb Tfl Tfr Tbl 
Tbr

9.1.6 L R C LFE Ls Rs Lb Rb Tfl Tfr Tsl 
Tsr Tbl Tbr Lw Rw

略語はドルビーの標準略語で、左、右、センター、LFE (低周波数エフェクト)、レフトサラウンド、
ライトサラウンド、レフトバック、ライトバック、トップフロントレフト、トップフロント右、トッ
プサイドレフト、トップバック左、トップバック右、左トップ、レフトワイド、ライトワイド。

チャンネルのセットアップ

ドルビーアトモスを搭載したドルビーデジタルプラスを1つまたは複数の出力で生成するには、次の
手順に従います。

Note

このセクションで説明する内容は、チャンネルを作成する一般的な手順を理解していること
を前提としています。
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入力を設定するには

ソースオーディオがドルビーデジタルプラスの場合は、次の手順に従って、オーディオをドルビーア
トモス搭載のドルビーデジタルプラスに変換します。

1. チャンネルインで MediaLive、トランスコードまたはパススルーしたいドルビーデジタルプラス
オーディオを含む入力を選択します。

2. 「一般入力設定」セクションで、「オーディオセレクターを追加」を選択します。

3. フィールドに入力してドルビーデジタルプラスオーディオを抽出します。

ソースオーディオがドルビーデジタルプラスの場合に出力を設定するには

1. チャンネルで、オーディオを追加したい出力グループに移動します。または、新しいグループを
作成してください。

2. オーディオエンコードを追加したい出力を作成します。

3. 出力の「ストリーム設定」セクションで、「オーディオ」セクションを選択します。以下のよう
にフィールドに入力します。

フィールド 説明

オーディオセレクター名 入力に設定したオーディオセレクターを選択
します。

コーデック設定 EAC3 アトモスを選択してください。

ビットレート コーディングモードに該当する値を選択して
ください。

コーディングモード 必要なコーディングモードを選択します。詳
細については、「the section called “サポー
トされる出力”」を参照してください。

ダイアルノーム ダイアログの正規化値を選択します。d 
ialnorm 設定は出力オーディオゲインを調整
します。Dialnorm は、それぞれ -30 ～ 0 dB 
の出力オーディオゲインに対応する 1 ～ 31 
の範囲の整数値です。
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フィールド 説明

DRC ライン

DRC RF

ドルビーダイナミックレンジ圧縮プロファイ
ルを選択してください。各プロファイルが
圧縮を処理する方法の詳細については、ド 
ルビーの開発者向けメタデータガイド：ドル
ビーメタデータガイドの「ダイナミックレン
ジコントロール」セクションを参照してくだ
さい。

サラウンドトリム

ハイトトリム

ダウンストリームプレーヤーが Dolby Digital 
Plus と Dolby Atmos に対応するように設定
されておらず、チャンネルをリミックスする
必要がある場合に、サラウンドチャンネルと
ハイトチャンネルに適用する最大減衰量を選
択します。

4. 必要に応じて追加のオーディオフィールドを入力します。

ドルビーアトモスを搭載したドルビーデジタルプラスを入力から出力に渡すには

ソースオーディオがすでにドルビーアトモス搭載のドルビーデジタルプラスになっている場合は、次
の手順に従ってください。

1. チャンネルで、オーディオを追加したい出力グループに移動します。または、新しいグループを
作成してください。

2. オーディオエンコードを追加したい出力を作成します。

3. 出力の「ストリーム設定」セクションで、「オーディオ」セクションを選択します。

4. 以下のフィールドを設定します。

• オーディオセレクター名:入力に設定したオーディオセレクターに設定します。

• オーディオコーデック:パススルーに設定します。

この設定では、入力で選択したオーディオソースがパススルーされます。
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Important

オーディオコーデックを EAC3 ATMOS に設定しないでください。これはパススルーの
正しい値ではありません。このオプションを選択すると、出力がサイレントオーディオ
になることがあります。

HLS マニフェストのサンプル

HLS 出力グループにドルビーデジタルプラスとドルビーアトモスを含めると、HLS マニフェストの
オーディオラインは次の例のようになります。

#EXTM3U
#EXT-X-VERSION:4
#EXT-X-INDEPENDENT-SEGMENTS
#EXT-X-STREAM-INF:BANDWIDTH=2208800,AVERAGE-
BANDWIDTH=2142800,CODECS="avc1.64001f,ec-3",RESOLUTION=1280x720,FRAME-
RATE=30.000,AUDIO="program_audio_0"
index_video.m3u8
#EXT-X-
MEDIA:TYPE=AUDIO,LANGUAGE="eng",NAME="English",AUTOSELECT=YES,DEFAULT=YES,CHANNELS="12/
JOC",GROUP-ID="program_audio_0",URI="index_audio.m3u8"

Channels最後の行の属性は、ドルビーデジタルプラスとドルビーアトモスでは重要です。

• 12/JOCは、コーディングモードが5.1.4または7.1.4で、コーデックがドルビーアトモスを搭載した
ドルビーデジタルであることを示します。

• 16/JOC は、コーディングモードが 9.1.6 で、コーデックがドルビーデジタルとドルビーアトモス
であることを示しています。

ドルビーE入力オーディオ入力 MediaLive

Dolby E AWS Elemental MediaLive オーディオを取り込むように設定できます。ドルビー E オー
ディオは、SMPTE-337 のタグが付けられた PCM ストリームでラップする必要があります。この
オーディオソースを処理するためのオプションは次のとおりです。

• ソースオーディオから個々のプログラムを抽出し、出力で変換またはリミックスします。

• 変換もリミックスもせずに、すべてのプログラムに渡します。

オーディオ — ドルビー E 607
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• プログラムを抽出する処理と、ソース全体を渡す処理の両方に対応するようにソースを設定しま
す。

トピック

• ドルビー E について

• Getting Ready

• プログラムを抽出するための入力の設定

• 入力がオーディオを通過するように設定します。

• 入力を抽出してパススルーするように設定します。

ドルビー E について

PCMでラップされたドルビーEは、2つのオーディオトラックで配信されるドルビーEプログラムを
最大8つまで伝送できます。2 つのオーディオトラックは標準のステレオペア (つまり 2.0 コーディン
グモード) です。

2 つのトラックには、オーディオのコーディングモードに必要な数の Dolby E プログラムが含まれて
います。例えば、オーディオが 7.1 オーディオの場合、すべての Dolby E プログラムにはコンテンツ
が含まれます。オーディオが 4 つのステレオ言語の場合、すべての Dolby E プログラムにはコンテ
ンツが含まれます。ただし、オーディオが 3 つのステレオ言語のみの場合、コンテンツを含むドル
ビー E プログラムのうち 6 つだけになります。

ドルビーEオーディオでサポートされているコーディングモード
は、AD、1.0（mono）、1.1、2.0（ステレオ）、3.2、4.0、5.1、7.1です。 MediaLive これらのコー
ディングモードはすべて入力側でサポートされています。

Dolby E をサポートする入力タイプについては、を参照してくださいthe section called “入力でサ
ポートされているコーデック”。

Getting Ready

ドルビー E オーディオに含まれるプログラムについては、この入力についてコンテンツプロバイ
ダーに問い合わせてください。たとえば、英語の 7.1 オーディオが含まれている場合があります。
また、ドルビー E プログラム 1 と 2 では英語で、ドルビー E プログラム 7 と 8 ではパンジャブ語ま
で、4 セットのステレオ（英語、フランス語、スペイン語、パンジャブ語）が含まれている場合もあ
ります。

ドルビー E について 608
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プログラムを抽出するための入力の設定

抽出するドルビー E プログラムをそれぞれ特定し、MediaLive オーディオセレクターにマッピング
する必要があります。 MediaLive 各オーディオセレクターは 1 つの Dolby E プログラムにマップさ
れます。

Note

このセクションで説明する内容は、チャンネルを作成する一般的な手順を理解していること
を前提としています。

1. チャンネルインで MediaLive、デコードまたはパススルーしたいドルビー E オーディオを含む
入力アタッチメントを選択します。

2. 「一般入力設定」セクションで、「オーディオセレクターを追加」を選択します。1 つのオー
ディオセレクター (オーディオセレクター 1) のフィールドが表示されます。

3. 以下のようにフィールドに入力します。

フィールド 説明

オーディオセレクター名 Dolby E プログラムに名前を割り当てます。
例えば、DolbyE program1 などです。

セレクター設定 ドロップダウンメニューから「オーディオト
ラック選択」を選択します。

ドルビー E デコード オーディオ Dolby E デコードを選択しま 
す。Dolby E プログラム選択フィールドが表
示されます。ドロップダウンメニューには、
選択できる 8 つのドルビー E プログラムが
表示されます。

ドルビー E プログラムの選択 抽出する Dolby E プログラムを選択します。
たとえば、PROGRAM_1 と入力します。

「トラックを追加」フィールドは選択しないでください。このフィールドは Dolby E オーディ
オには適用されません。
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4. Dolby E プログラムをさらに抽出するには、「オーディオセレクターを追加」を必要な回数だけ
選択します。抽出するドルビー E プログラムごとに、上記の手順に従います。

終了すると、抽出するプログラムごとに 1 つのオーディオセレクターが表示されます。

入力がオーディオを通過するように設定します。

Dolby E オーディオソース全体をパススルーして、出力に渡すことができます。

Note

このセクションで説明する内容は、チャンネルを作成する一般的な手順を理解していること
を前提としています。

1. チャンネルインで MediaLive、デコードまたはパススルーしたい Dolby E オーディオを含む入力
アタッチメントを選択します。

2. 「一般入力設定」セクションで、「オーディオセレクターを追加」を選択します。1 つのオー
ディオセレクター (オーディオセレクター 1) のフィールドが表示されます。

3. 以下のようにフィールドに入力します。

フィールド 説明

オーディオセレクター名 Dolby E プログラムに名前を割り当てます。
例えば、DolbyE passthrough  などで
す。

セレクター設定 ドロップダウンメニューから「オーディオト
ラック選択」を選択します。

ドルビー E デコード オーディオ Dolby E デコードを選択しま 
す。Dolby E プログラム選択フィールドが表
示されます。ドロップダウンメニューには、
選択できる 8 つのドルビー E プログラムが
表示されます。

入力がオーディオを通過するように設定します。 610
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フィールド 説明

ドルビー E プログラムの選択 抽出する Dolby E プログラムを選択します。
たとえば、「ALL_CHANNELS」と入力しま
す。

入力を抽出してパススルーするように設定します。

ソースは、プログラムを抽出する方法と、ソース全体を渡す方法の 2 つの方法で設定できます。

同じ入力アタッチメントで、パススルー用のセレクターを 1 つ設定し、プログラムを抽出するセレ
クターを複数設定します。

HLS のオーディオレンディショングループ

オーディオレンディショングループを含めるように HLS 出力グループを設定できます。オーディオ
レンディショングループは、 MediaLive ビデオに関連するオーディオエンコード (言語セットなど) 
のセットです。オーディオレンディショングループにより、ダウンストリームクライアントプレー
ヤーはビデオを選択し、複数のオーディオエンコードからそのビデオに適用されるエンコードを選択
できます。

オーディオレンディショングループの各オーディオエンコードは、オーディオレンディション、オー
ディオバリアント、またはオーディオバリアントストリームと呼ばれます。

HLS 出力グループは、次のいずれかの方法で設定できます。

• 通常の HLS 出力グループとして、動画、オーディオ (レンディショングループ内)、およびオプ
ションの字幕があります。

ビデオは、1 つのオーディオレンディショングループのみに関連付けられる場合もあれば、複数の
オーディオレンディショングループに関連付けられる場合もあります。例えば、ビデオは、高ビッ
トレートオーディオで構成されるあるグループと、低ビットレートオーディオで構成される別のグ
ループに関連付けられる場合があります。

または、1 つのオーディオレンディショングループが複数のビデオに関連付けられる場合がありま
す。例えば、同じオーディオレンディショングループが高、中、低ビットレートのビデオに関連付
けられる場合があります。

入力を抽出してパススルーするように設定します。 611
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• オーディオのみのレンディショングループとして。

この場合、この手順を実行しますが、動画の設定手順は無視してください。

Note

このセクションの情報は、「設定:チャンネルの作成 」で説明している一般的なチャンネル
の作成手順を理解していることを前提としています。
コンソール内でこの機能に関連する主要なフィールドは、[Create channel] (チャンネルの
作成) ページにある [HLS output group] (HLS 出力グループ) セクションの [Output settings]
(出力設定) セクションの [HLS Settings] (HLS 設定) フィールドの下にあります。これらの
フィールドに入力する手順を確認するには、「the section called “手順”」を参照してくださ
い。

トピック

• オーディオレンディショングループについて

• オーディオレンディショングループを使用した出力の作成

• サンプルマニフェスト

オーディオレンディショングループについて

標準コンプライアンス

このオーディオレンディショングループの実装は、HTTP ライブストリーミング-ストリーミング-18 
セクション 4.3.4.1.1 に準拠しています。 draft-pantos-http-live

例

例 1

HLS 出力グループは以下のもので構成されます。

• 1 つのビデオ出力。

• 同じオーディオレンディショングループに属する 3 つのオーディオ出力 (多くの場合、英語、フラ
ンス語、スペイン語)。

レンディショングループについて 612
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例 2

HLS 出力グループは以下のもので構成されます。

• 1 つのビデオ高出力。

• 1 つのビデオ中出力。

• 1 つのビデオ低出力。

• 同じオーディオレンディショングループに属する 3 つのオーディオ出力 (英語、フランス語、スペ
イン語)。

例 3

HLS 出力グループは以下のもので構成されます。

• 1 つのビデオ高出力。

• 1 つのビデオ低出力。

• それぞれ AAC コーデックを使用する 2 つのオーディオ出力 (英語、フランス語)。これらの出力は
両方とも同じオーディオレンディショングループ RG1 に属します。

• それぞれ Dolby Digital コーデックを使用する 2 つのオーディオ出力 (英語、フランス語)。これら
の出力は両方とも同じオーディオレンディショングループ RG2 に属します。

• ビデオ高出力は、両方のオーディオレンディショングループに関連付けられています。

• ビデオ低出力は、RG1 オーディオレンディショングループのみに関連付けられています。
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オーディオレンディショングループを使用した出力の作成

このセクションでは、HLS 出力グループにオーディオレンディショングループを作成する方法と、
それらのグループを適切なビデオ出力 (もしもあれば) に関連付ける方法について説明します。作成
するエンコードと関連付けは以下のとおりです。

• ビデオアセットごとに、1 つのビデオエンコードを含む 1 つのビデオ出力を作成します。出力には
埋め込み字幕を含めることもできますが、サイドカー字幕を含めることはできません。出力にオー
ディオエンコードを含めることはできません。

• オーディオアセットごとに、1 つのオーディオエンコードを含み、他のエンコードを含まない、1 
つのオーディオのみの出力を作成します。

• 各レンディショングループの ID を決定します。ID は、お客様が決定する名前です。例えば、AAC 
audio group とします。

• 複数のオーディオ出力を 1 つのレンディショングループにまとめるには、各オーディオ出力に同
じオーディオグループ ID を割り当てます。

• 出力グループにビデオを含めたい場合、ビデオ出力をオーディオレンディショングループに関連付
けるには、そのビデオ出力にオーディオグループ ID を割り当てます。

トピック

• ステップ 1: ビデオとオーディオのエンコードを指定する

• ステップ 2: デフォルトと選択ルールを決定する

• ステップ 3: ビデオ出力を作成する

• ステップ 4: オーディオ出力を作成する

• まとめ
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ステップ 1: ビデオとオーディオのエンコードを指定する

オーディオレンディショングループの要件を計画する必要があります。出力グループで必要なビデオ
エンコードを指定する必要があります。次に、個々のオーディオエンコードを決定します。最後に、
各エンコードが属するオーディオレンディショングループを指定します。

エンコードを指定してマッピングするには

1. HLS 出力グループで必要なビデオエンコードを指定します。例えば、1 つの高解像度エンコー
ドと 1 つの低解像度エンコードです。

2. 必要なオーディオエンコードを指定します。例えば、英語とフランス語の AAC、英語とフラン
ス語の Dolby Digital です。

3. 必要なオーディオレンディションの数を決定します。ルールで、有効なレンディショングループ
を設計していることを確認します。

4. 各ビデオ、オーディオ、オーディオレンディショングループに名前を付けます。例:

• high definition という名前のビデオ出力。

• low definition という名前のビデオ出力。

• AAC EN という名前のオーディオ英語 AAC。

• AAC FR という名前のオーディオフランス語 AAC。

• DD EN という名前のオーディオ英語 Dolby Digital。

• DD FR という名前のオーディオフランス語 Dolby Digital。

• AAC オーディオの AAC group という名前のレンディショングループ。

• Dolby Digital オーディオの DD group という名前のレンディショングループ。

5. ビデオをオーディオレンディショングループに関連付ける方法を指定します。例:

• ビデオ high definition は AAC group および DD group に関連付けられます。

• ビデオ low definition は AAC group にのみ関連付けられます。

6. (オプション) 出力グループの設計の完全を期すため、必要な字幕を指定します。
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レンディショングループのビデオとオーディオのルール

• 動画と字幕はどちらもオプションです。

• ビデオエンコードは、複数のレンディショングループに関連付けることができます。例えば、ビデ
オ高は Dolby オーディオと AAC オーディオの両方に関連付けることができます。レンディション
グループごとに個別のビデオエンコードを作成する必要はありません。

• 同じビデオに関連付けられているすべてのレンディショングループには、同じオーディオエンコー
ドが含まれている必要があります。例えば、AAC グループと Dolby グループの両方が高解像度ビ
デオエンコードに関連付けられている場合、これらのグループには同じオーディオ言語 (多くの場
合、英語、フランス語、スペイン語) が含まれている必要があります。

• オーディオエンコードは、1 つのオーディオレンディショングループにのみ属することができま
す。

• オーディオレンディショングループは、複数のビデオに関連付けることができます。例え
ば、Dolby グループは、高解像度ビデオエンコードと低解像度ビデオエンコードに関連付けること
ができます。ビデオごとに個別のレンディショングループを作成する必要はありません。
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ステップ 2: デフォルトと選択ルールを決定する

オーディオレンディショングループを計画する 2 番目の部分として、以下のことを指定する必要が
あります。

• デフォルトであるレンディション (存在する場合)。

• デフォルト以外のレンディションに自動選択が機能する方法

この情報は、このメディアアセットを再生するクライアントプレーヤーに役立つ場合があります。

• クライアントプレーヤーがオーディオ設定 (スペイン語など) で構成されているが、その設定が利
用できない場合、プレーヤーはこの情報を使用してオーディオを選択できます。

• または、クライアントプレーヤーがオーディオ設定で構成されていない場合、クライアントプレー
ヤーはこの情報を使用してオーディオを選択できます。

(クライアントプレーヤーで構成されている設定が利用できる場合、プレーヤーはこの情報を無視
し、その設定を選択します。)

デフォルトと自動選択の動作を決定するには

• レンディショングループのオーディオレンディションごとに、以下の表から動作を選択します。
オーディオごとに異なる値を設定できます。

以下の表の行ごとに、異なる動作を説明しています。

特定のオーディオレンディ
ションの値

クライアントプレーヤーの動
作

HLS マニフェストでの表現

Alternate Audio (代替オー
ディオ)、Auto Select (自動
選択)、Default (デフォルト)

クライアントプレーヤーはこ
のオーディオレンディション
を選択する必要があります。
レンディショングループの 1 
つのオーディオレンディショ
ンのみをデフォルトとして設
定する必要があります。その
ように設定しないと、クライ
アントプレーヤーが予期しな

EXT-X-MEDIA
で DEFAULT=Y 
ES 、AUTOSELECT=YES
を設定
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特定のオーディオレンディ
ションの値

クライアントプレーヤーの動
作

HLS マニフェストでの表現

い動作をする可能性がありま
す。

Alternate Audio (代替オー
ディオ)、Auto Select (自動
選択)、Not Default (デフォル
ト以外)

クライアントプレーヤーはこ
のオーディオレンディション
を選択する可能性がありま
す。レンディショングループ
の任意の数のレンディション
をこの方法で設定できます。

EXT-X-MEDIA  で
DEFAULT=NO 、AUTOSELEC 
T=YES  を設定

Alternate Audio (代替オー
ディオ)、not Auto Select (自
動選択なし)

クライアントプレーヤーはこ
のオーディオレンディション
を選択することはありませ
ん。レンディショングループ
の任意の数のレンディション
をこの方法で設定できます。

EXT-X-MEDIA  で
DEFAULT=NO 、AUTOSELEC 
T=NO  を設定

Audio-Only Variant Stream 
(オーディオのみのバリアン
トストリーム)

クライアントは、低帯域幅の
シナリオで、ビデオではなく
オーディオのみのレンディ
ションを再生できます。

EXT-X-STREAM-INF

Example 1

この例では、クライアントプレーヤーが任意のレンディションを自動選択できるように、オーディオ
レンディショングループを設定します。また、クライアントプレーヤーでデフォルトが設定されてい
ない場合に備えて、レンディショングループにデフォルトのオーディオが必要です。

• 1 つのオーディオレンディションのみを Alternate Audio (代替オーディオ)、Auto Select (自動選
択)、Default (デフォルト) に設定します。

• 他のすべてのオーディオレンディションを Alternate Audio (代替オーディオ)、Auto Select (自動選
択)、Not Default (デフォルト以外) に設定します。
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• オプションで、ビデオを配信できないほど帯域幅が低いときに再生されるオーディオレンディショ
ンがある場合、そのオーディオをオーディオレンディションのみのバリアントストリームに設定し
ます。

Example 2

この例では、クライアントプレーヤーが特定のレンディションのみを自動選択できるように、オー
ディオレンディショングループを設定します。また、クライアントプレーヤーでデフォルトが設定さ
れていない場合に備えて、レンディショングループにデフォルトのオーディオが必要です。

• 1 つのオーディオレンディションのみを Alternate Audio (代替オーディオ)、Auto Select (自動選
択)、Default (デフォルト) に設定します。

• 他の一部のレンディションを Alternate Audio (代替オーディオ)、Auto Select (自動選択)、Not 
Default (デフォルト以外) に設定します。

• 他の一部のレンディションを Alternate Audio (代替オーディオ)、not Auto Select (自動選択なし)
に設定します。

• オプションで、ビデオを配信できないほど帯域幅が低いときに再生されるオーディオレンディショ
ンがある場合、そのオーディオをオーディオレンディションのみのバリアントストリームに設定し
ます。

Example 3

この例では、クライアントプレーヤーが任意のオーディオレンディションを自動選択できるように、
オーディオレンディショングループを設定します。レンディショングループにデフォルトのオーディ
オレンディションが必要ないため、クライアントプレーヤーは常にオーディオを自動選択します。

• すべてのオーディオレンディションを Alternate Audio (代替オーディオ)、Auto Select (自動選
択)、Not Default (デフォルト以外) に設定します。

• オプションで、ビデオを配信できないほど帯域幅が低いときに再生されるオーディオレンディショ
ンがある場合、そのオーディオをオーディオレンディションのみのバリアントストリームに設定し
ます。

ステップ 3: ビデオ出力を作成する

HLS 出力グループにビデオを含めたい場合、各ビデオエンコードについてこの手順を実行します。
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この手順では、コンソールのチャンネルページの HLS 出力グループの出力セクションで、以下の
フィールドを使用します。

• [Output settings] (出力設定) - [HLS settings] (HLS 設定)

• [Output settings] (出力設定) - [HLS settings] (HLS 設定) - [Audio rendition sets] (オーディオレン
ディションセット)

ビデオ出力を作成するには

1. [HLS output group] (HLS 出力グループ) の [HLS outputs] (HLS 出力) で、[Add output] (出力の追
加) を選択します。[Settings] (設定) を選択して、その出力の [Outputs] (出力) ページを表示しま
す。

2. [Outputs] (出力) ページで、以下のように設定します。

• [Stream settings] (ストリーミング設定) で、[Audio 1] (オーディオ 1)、[Remove audio] (オー
ディオの削除) の順に選択します。これで、出力にはビデオエンコードのみが含まれます。
オーディオレンディショングループを含む出力グループで、各ビデオエンコードがそれぞれビ
デオのみの出力に含まれるようになります。

• 「動画ストリーム、オーディオストリーム、字幕ストリーム (エンコード) のフィールド」の
説明に従って、残りのストリーミング設定を定義します。

3. [Output settings] (出力設定) セクションに以下のように入力します。

• [HLS settings] (HLS 設定) で、必要に応じて [Standard hls] (標準 hls)または [Fmp4] を選択し
ます。

• [Audio rendition sets] (オーディオレンディションセット) で、このビデオ出力に関連付ける
オーディオレンディショングループの名前を入力します。この名前をまだ作成していなくても
かまいません。ビデオ出力を複数のグループに関連付けるには、カンマ区切りリストを入力し
ます。例:

AAC group, DD group

ステップ 4: オーディオ出力を作成する

HLS 出力グループのオーディオエンコードごとに、以下の手順に従います。

この手順では、コンソールのチャンネルページの HLS 出力グループの出力セクションで、以下の
フィールドを使用します。
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• [Output settings] (出力設定) - [HLS settings] (HLS 設定)

• [Output settings] (出力設定) - [HLS settings] (HLS 設定) - [Audio track type] (オーディオトラックタ
イプ)

• [Output settings] (出力設定) - [HLS settings] (HLS 設定) - [Audio group ID] (オーディオグループ ID)

• [Output settings] (出力設定) - [HLS settings] (HLS 設定) - [Sample type] (サンプルタイプ)

各オーディオ出力を作成するには

1. [HLS output group] (HLS 出力グループ) の [HLS outputs] (HLS 出力) で、[Add output] (出力の追
加) を選択します。[Settings] (設定) を選択して、その出力の [Outputs] (出力) ページを表示しま
す。

2. [Outputs] (出力) ページで、以下のように設定します。

• [Stream settings] (ストリーミング設定) で、[Video 1] (ビデオ 1)、[Remove video] (ビデオの削
除) の順に選択します。これで、出力にはオーディオエンコードのみが含まれます。オーディ
オレンディショングループを含む出力グループで、各オーディオエンコードがそれぞれ独自の
出力に含まれるようになります。

• 残りのストリーミング設定を通常の方法で定義します。

3. [Output settings] (出力設定) セクションに以下のように入力します。

• [HLS settings] (HLS 設定) で、[Audio only hls] (オーディオのみの hls) を選択します。追加の
フィールドが表示されます。

• [Audio track type] (オーディオトラックタイプ) で、デフォルトを決定したときにこのオーディ
オエンコードに設定した値を選択します。

• [Audio group ID] (オーディオグループ ID) に、このオーディオエンコードが属するレンディ
ショングループの名前を入力します。例えば、AAC group と入力します。オーディオエン
コードは、1 つのレンディショングループにのみ属することができます。

• [Segment type] (セグメントタイプ) で、[AAC] を選択します。

[Audio only image] (オーディオのみのイメージ) は無視します。このフィールドはオーディオレ
ンディショングループには適用されません。

まとめ

これらのステップを実行すると、以下の出力が得られます。
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• 2 つ以上のオーディオのみの出力。各出力は、[Audio group ID] (オーディオグループ ID) で指定し
たオーディオレンディショングループに属します。

• オプションで、1 つ以上のビデオ出力。各出力は、[Audio rendition sets] (オーディオレンディショ
ンセット) で指定した 1 つ以上のオーディオレンディショングループに関連付けられます。

サンプルマニフェスト

このサンプルマニフェストには、以下の要素が含まれています。

• 2 つのビデオ出力。2 つの EXT-STREAM-IN 行 (この例では最後の 2 行) で指定されています。

• 最初のビデオ出力は低帯域幅です。AUDIO パラメータで指定されているように、その出力が
audio1 に関連付けられています。

• 2 番目のビデオ出力は高帯域幅です。AUDIO パラメータで指定されているように、その出力が
audio2 に関連付けられています。

• 4 つのオーディオ出力。TYPE=AUDIO となっている 4 つの EXT-X-MEDIA 行で指定されていま
す。オーディオ出力ごとに、パラメータの値はチャンネルの各オーディオ出力の以下のフィールド
から取得されます。

• Type は常に Audio です。

• GROUP-ID は、[Output Settings] (出力設定) セクションの [Audio group ID] (オーディオグループ 
ID) の値です。

• LANGUAGE は、[Stream Settings] (ストリーミング設定) セクションの [Language Code] (言語
コード) の値です。

• NAME は、[Stream Settings] (ストリーミング設定) セクションの [Stream Name] (ストリーミン
グ名) の値です。

• AUTOSELECT と DEFAULT は、[Output settings] (出力設定) セクションの [Alternate Audio Track 
Type] (代替のオーディオトラックタイプ) の値です。

• URI は、出力グループの [Destination] (送信先) フィールドの値です。

これらすべてのフィールドの詳細については、「the section called “ステップ 4: オーディオを作成
する”」を参照してください。

• 2 つのオーディオレンディショングループ。オーディオレンディショングループには、マニフェス
トに独自の行がありません。オーディオレンディショングループは、オーディオ行に GROUP-ID
パラメータがあることで暗黙に指定されています。
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• 2 つの字幕ストリーミング。EXT-X-MEDIA となっている 2 つの TYPE=SUBTITLES 行で指定され
ています。

     
#EXTM3U
#EXT-X-MEDIA:TYPE=AUDIO,GROUP-ID="AAC 
 group",LANGUAGE="eng",NAME="English",AUTOSELECT=YES,\ DEFAULT=YES,URI="eng1/aac-
en.m3u8"
#EXT-X-MEDIA:TYPE=AUDIO,GROUP-ID="AAC 
 group",LANGUAGE="fre",NAME="français",AUTOSELECT=YES,\ DEFAULT=NO,URI="fr1/aac-
fr.m3u8"
#EXT-X-MEDIA:TYPE=AUDIO,GROUP-ID="DD 
 group",LANGUAGE="eng",NAME="English",AUTOSELECT=YES,\ DEFAULT=YES,URI="eng2/dd-
en.m3u8"
#EXT-X-MEDIA:TYPE=AUDIO,GROUP-ID="DD 
 group",LANGUAGE="fr",NAME="français",AUTOSELECT=YES,\ DEFAULT=NO,URI="fr2/dd-fr.m3u8" 
             
#EXT-X-MEDIA:TYPE=SUBTITLES,GROUP-ID="subs",LANGUAGE="eng",NAME="English",
DEFAULT=YES,AUTOSELECT=YES,FORCED=NO,URI="sub-en.m3u8"
#EXT-X-MEDIA:TYPE=SUBTITLES,GROUP-ID="subs",LANGUAGE="fra",NAME="French",
DEFAULT=YES,AUTOSELECT=YES,FORCED=NO,URI="sub-fr.m3u8" 
             
#EXT-X-STREAM-INF:PROGRAM-
ID=1,BANDWIDTH=195023,CODECS="avc1.42e00a,mp4a.40.2",AUDIO="AAC group"
lo/prog-index.m3u8,SUBTITLES="subs",URI="curling-hi.m3u8"
#EXT-X-STREAM-INF:PROGRAM-
ID=1,BANDWIDTH=591680,CODECS="avc1.42e01e,mp4a.40.2",AUDIO="DD group"
hi/prog-index.m3u8,URI="curling-lo.m3u8"

AWS Elemental Link の使用

AWS Elemental LinkAWS Elemental MediaLive組織がチャンネル付き入力のビデオソースとして
ハードウェアデバイスを使用している場合は、このセクションをお読みください。(組織によって
は、AWS Elemental Link MediaConnect ハードウェアデバイスをフローのビデオソースとして使用
している場合もあります。 その使用方法については、を参照してくださいthe section called “Link を
フローと共に使用する MediaConnect ”。)

AWS Elemental Link MediaLiveカメラやビデオ制作機器などのライブビデオソースをに接続するハー
ドウェアデバイスです。AWS Elemental Linkハードウェアデバイスは、AWSAWS管理を行う安全な
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接続を介してに接続します。購入について詳しくはAWS Elemental Link、「エレメンタル・アプラ
イアンスとソフトウェア」を参照してください。

デバイスには次の 2 つのバージョンがあります。

• AWS Elemental LinkHD: HD ソースを処理できます。これが HD デバイスです。

• AWS Elemental LinkUHD。HD ソースと UHD ソースを処理できます。これが UHD デバイスで
す。

デバイスのバージョンについて詳しくは、を参照してくださいthe section called “HD デバイスと 
UHD デバイス”。

ハードウェアデバイスが接続されると、 MediaLive 自動的にリンク入力デバイスとして表示されま
す。リンク入力デバイスは、外部ハードウェアデバイスのインターフェースです。 MediaLive つま
り、リンク入力デバイスを使用して外部ハードウェアデバイスを操作します。 MediaLive

Link 入力デバイスが作成されたら、その Link 入力デバイスを使用する Elemental Link 入力を作成し
ます。その後、入力を他の入力と同じようにチャンネルに接続して使用できます。

用語の定義:

• AWS Elemental Link(AWS Elemental Link) は物理ハードウェアデバイスです。

• AWS Elemental Link MediaLiveリンク入力デバイスは入力用のインターフェースです。これはコン
ソールに表示される用語です。

• エレメンタルリンク入力は入力の一種です。 MediaLive

トピック

• AWS Elemental Link入力に使う MediaLive

• AWS Elemental Linkでの使用 MediaConnect
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AWS Elemental Link入力に使う MediaLive

HD デバイスまたは UHD MediaLive デバイスを入力のソースとして設定できます。その後、 
MediaLive 入力をチャンネルに接続できます。

デバイスをセットアップします。

Link デバイスが組織にとって初めての場合は、次の手順に従ってください。

1. インターネット上でデバイスをセットアップします。詳細については、「the section called “ハー
ドウェアのデプロイ”」を参照してください。

2. IAM 管理者に依頼して、リンク入力デバイスインターフェースを操作するための IAM 権限を付与
してもらってください。the section called “IAM 権限を持つユーザーを設定する” を参照してくだ
さい。

3. AWS Management Consoleにサインインし、https://console.aws.amazon.com/medialive/ 
MediaLive のコンソールを開きます。

4. AWS所属する組織がリセラーからデバイスを入手したかどうかを確認してください。その場合
は、申請する必要があります。

Link 入力デバイスをセットアップします。

MediaLive を使用して以下の手順を実行します。

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [入力デバイス] を選択します。アクセスできるデバイスが [デバイスリス
ト] ページに表示されます。目的のデバイスを見つけます。見つからない場合は、に記載されてい
るトラブルシューティングのヒントに従ってくださいthe section called “デバイスの詳細を表示す
る”。

3. 正しい地域でセットアップしてください。デバイスとフローは同じリージョンにある必要があり
ます。次の手順に従って調整してください。

• 仕事をする地域を決めてください。

• 別の地域で作業したい場合は、今すぐデバイスを移管してください。次に、 MediaLive コン
ソールをそのリージョンに切り替えます。今後は、必ずこのリージョンで作業するようにして
ください。

4. デバイスが [デバイスリスト] ページに表示されたら、個々のカードのリンクを選択して [デバイス
の詳細] ページを表示します。
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5. 「添付ファイル」タブのメッセージをチェックして、デバイスが現在どのように使用されている
かを確認してください。

デバイスは使用されていません。

デバイスが使用されていない、 MediaLive MediaConnect つまり入力やフローに接続されていな
いことを伝えるメッセージが表示されます。

この場合は、デバイスを設定する準備ができています。下記の手順を参照してください。

デバイスは入力に使用されています。

デバイスがすでに入力ソースとして使用されていることを示すメッセージが表示されます。デバ
イスを別の入力のソースとして設定できます。1 つのデバイスの入力は最大で 4 つまでです。現
在のリージョンを書き留めておきます。既存のリージョンのデバイスを使用する必要がありま
す。

これで、デバイスをセットアップする準備が整いました。下記の手順を参照してください。

デバイスはフローに使用されています。

MediaConnect デバイスがすでにフローのソースとして使用されていることを伝えるメッセージが
表示されます。

このデバイスをフローに使用するには、まず現在の使用を停止する必要があります。組織内の他
の人に確認して、現在の使用状況では誰もこのデバイスを使用する予定がないことを確認する必
要があります。次に、[ MediaConnectフローを分離] を選択します。

カードがクリアされると、デバイスを設定できるようになります。下記の手順を参照してくださ
い。

デバイスを設定します。

MediaLive を使用してデバイスをセットアップします。

1. 正しい地域でセットアップしてください。デバイス、入力、チャンネルは同じリージョンにあ
り、そのリージョンで作業する必要があります。次の手順に従って調整してください。

• 仕事をする地域を決めてください。デバイスがすでに入力として使用されている場合は、現在
のリージョンで作業する必要があります。それ以外の場合は、リージョンを選択できます。
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• 別の地域で作業したいが、それが可能な場合は、今すぐデバイスを移管してください。次に、
コンソールをそのリージョンに切り替えます。今後は、必ずこのリージョンで作業するように
してください。

2. デバイスを設定します。デバイスが以前に別の入力またはフローで使用されていた場合は、現在
の設定を確認し、必要な変更を加えます。最適なパフォーマンスを得るには、デバイスを正しく
設定する必要があります。

詳細については、「the section called “デバイスの設定”」を参照してください。

3. でエレメンタルリンク入力を作成します。 MediaLive入力を作成するときは、デバイスをソース
として指定します。詳細については、「the section called “AWS Elemental Linkソース”」および
「the section called “Elemental Link 入力”」を参照してください。

入力を作成するとすぐに、入力が [デバイスの詳細] ページの [添付ファイル] タブに表示されま
す。

4. チャンネルで Elemental Link 入力を使用する準備ができたら、他の入力をアタッチするのと同じ
方法で、入力をチャンネルにアタッチします。詳細については、「the section called “手順”」を参
照してください。

通常、AWS Elemental Linkアップストリームシステムのオペレーターがハードウェアデバイス
の電源を入れ、インターネットに接続し、ビデオストリームの送信を開始した後に、入力をチャ
ンネルに接続します。それを待ってから入力を接続することで、アイドルの入力および実行中の
チャンネルに対して料金が発生するのを回避できます。

5. デバイス、入力、チャンネルの組み合わせにはルールがあります。詳細については、「機能ルー
ルと制限」を参照してください。

デバイスを監視してください。

MediaLive を使用してデバイスを監視できます。

• デバイスがストリーミング中の場合は、コンテンツのサムネイルを表示できます。

• メトリクスを見てデバイスのパフォーマンスを監視できます。
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AWS Elemental Linkでの使用 MediaConnect

UHD MediaConnect デバイスをフローのソースとして設定できますが、この用途に HD デバイスを
設定することはできません。この方法で設定する方法については、を参照してくださいthe section 
called “Link をフローと共に使用する MediaConnect ”。

自動入力フェイルオーバーの実装

チャンネルの入力を設定する場合、2 つのプッシュ入力を入力フェイルオーバーペア (またはフェイ
ルオーバーペア) として設定できます。このように設定すると、アップストリームシステム内、また
はアップストリームシステムとチャンネル間で障害が発生した場合のソースの回復性が得られます。

入力で以下の問題を 1 MediaLive つ以上検出するようにチャネルを設定できます。

• 入力損失 — MediaLive 指定した期間コンテンツを受信しなかった場合、フェイルオーバーを実行
します。

• ブラックビデオ (ビデオ障害) — コンテンツは受信中だが (入力ロスは発生しない)、 MediaLive 指
定した期間コンテンツが黒くなると、フェールオーバーを実行します。

• オーディオサイレンス (オーディオ障害) — コンテンツが受信されている場合はフェールオーバー
を実行しますが (入力ロスは発生しません)、 MediaLive オーディオセレクターは指定された時間
サイレント状態になります。

入力ペアの各入力は、コンテンツをチャンネルに提供します。入力の 1 つはアクティブ入力で、も
う 1 つはスタンバイ状態です。 MediaLive 常に切り替えられるように両方の入力を取り込みます
が、通常はスタンバイ入力をすぐに破棄します。アクティブな入力に障害が発生すると、 MediaLive 
はただちにフェイルオーバーし、スタンバイ入力から処理を破棄するのではなく、スタンバイ入力か
ら処理を開始します。

Note

自動入力フェイルオーバーを実装する前に、チャンネルの回復性の別の形式であるパイプラ
インの冗長性についてお読みください。これらの機能の一方または両方を実装することもで
きます。

トピック
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• 単一パイプラインチャネルでの自動入力フェールオーバー

• 標準チャンネルでの自動入力フェイルオーバー

• CDI 入力による自動入力フェイルオーバーの設定

• MediaConnect 入力による自動入力フェールオーバーの設定

• RTMP および RTP 入力による自動入力フェイルオーバーの設定

• フェイルオーバーペアの役割の変更

• チャンネルの開始

• フェイルオーバーを手動で強制する

• 自動入力フェイルオーバおよび入力スイッチング

単一パイプラインチャネルでの自動入力フェールオーバー

単一パイプラインチャネルに自動入力フェールオーバー (AIF) を実装して、上流システムまたは上流
のネットワーク接続でチャネルに障害が発生しないようにすることができます。 MediaLive

プッシュ入力では自動入力フェイルオーバーを実装できますが、プル入力には実装できません。

チャンネルは 3 つを超えるプッシュ入力を持てないことに留意してください。つまり、次のいずれ
かのシナリオを実装できます。

• チャンネルに 1 つのプッシュ入力を設定し、その入力について自動入力フェイルオーバーを実装
できます。

• チャネルには 2 つのプッシュ入力を設定できます。この場合、作成したプッシュ入力の数が最大
数に達しているため、これらの入力のいずれについても AIF を行うことはできません。

Note

「シングル」と「スタンダード」という用語の使用には注意してください。入力は標準クラ
スです。チャンネルはシングルパイプラインです。

使用方法

選択したプッシュ入力について自動入力フェイルオーバーを実装するには、2 つの標準クラス入力
を通常の方法で作成します。チャンネルを作成するときは、これら 2 つの入力を接続し、フェイル
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オーバーペアとして設定します。これらのステップは両方とも、このトピックの後半の設定セクショ
ンで説明します。

チャンネルを開始すると、チャンネルは両方の入力からコンテンツを取り込みます。図の入力の赤
い線は、 MediaLive両方の入力を取り込むことを示しています。ただし、処理の対象としてチャンネ
ルパイプラインに入る入力は 1 つ (例えば、下の図の青い入力) のみです。もう一方の入力 (黄色の入
力) は取り込まれますが、すぐに破棄されます。パイプラインは、通常の方法で、ダウンストリーム
システムに対して 1 つの出力を生成します。

次の図に示すように、コンテンツソースには 2 つのインスタンスがあります。

障害処理

失敗した場合、動作は次のようになります。

• 最初の入力のアップストリームに障害が発生すると、自動入力フェイルオーバーが発生します。
チャンネルは、既に取り込まれている 2 番目の入力の黄色のパイプラインに直ちにフェイルオー
バーします。チャンネルがフェイルオーバーし、その入力の処理を開始します。チャンネルパイプ
ラインや出力に中断はありません。

• チャネルパイプライン (パイプライン 0 など) に障害が発生すると、 MediaLive 出力の生成を停止
します。入力を切り替えても、問題は入力ではなくパイプラインにあるため、この失敗には役立ち
ません。

この図は、最初の入力の上流で障害が発生した後のフローを示しています。 MediaLive 2 番目の入力
にフェールオーバーしました。
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標準チャンネルでの自動入力フェイルオーバー

標準チャネルに自動入力フェイルオーバーを実装して、上流システムまたは上流のネットワーク接続
でチャネルに障害が発生しないようにすることができます。 MediaLive

プッシュ入力では自動入力フェイルオーバーを実装できますが、プル入力には実装できません。

チャンネルは 3 つを超えるプッシュ入力を持てないことに留意してください。つまり、次のいずれ
かのシナリオを実装できます。

• チャンネルには 2 つのプッシュ入力を設定できますが、それらの入力に自動入力フェイルオー
バーを実装することはできません。

• チャンネルに 1 つのプッシュ入力を設定でき、その入力について自動入力フェイルオーバーを実
装できます。

使用方法

選択したプッシュ入力について自動入力フェイルオーバーを実装するには、2 つの標準クラス入力を
通常の方法で作成します。チャネルを作成するときは、これら 2 つの入力を接続し、フェールオー
バーペアとして設定します。これらのステップはどちらも、このトピックの後半の設定セクションで
説明します。
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チャンネルを開始すると、 MediaLive 両方の入力からコンテンツを取り込みます。そのため、4 つの
ソースを取り込みます (図の赤い線で示されています)。ただし、最初の入力のコンテンツだけがチャ
ンネルパイプラインに送られます。青いパイプラインのコンテンツはパイプライン 0 になります。
緑のパイプラインのコンテンツはパイプライン 1 になります。

パイプラインは、通常の方法で、ダウンストリームシステムに対して 2 つの出力を生成します。ダ
ウンストリームシステムは、1 つのパイプラインを処理し、もう一方のパイプラインを無視すること
を選択します。

障害処理

障害シナリオ 1

通常の処理が進行中で、アクティブ入力のパイプライン 0 に障害が発生した場合、パイプライン冗
長性の回復動作が発生します。
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• チャネルは直ちに 2 番目の入力 (すでに取り込まれている) のパイプライン 0 にフェールオーバー
し、その入力の処理を開始します。チャンネルはパイプライン 0 の黄色い線とパイプライン 1 の
緑の線を処理します。(つまり、パイプライン 1 に変更はありません)。出力は影響を受けません。

• ダウンストリームシステムは、問題の前に選択したパイプラインからの出力を処理し続けます。ダ
ウンストリームのシステムは、パイプライン 0 の障害による影響を受けません。

障害シナリオ 2

通常の処理が進行中で、最初の入力の上流で障害が発生すると、自動入力フェールオーバーが発生し
ます。

• チャンネルはすぐに2番目の入力 (既に取り込まれている) にフェイルオーバーし、その入力の処理
を開始します。黄色の線はパイプライン 0、パイプライン 1 のピンクのラインで処理されます。出
力は影響を受けません。

• ダウンストリームシステムは、問題の前に選択したパイプラインからの出力を処理し続けます。ダ
ウンストリームシステムは、最初の入力の障害の影響を受けません。
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CDI 入力による自動入力フェイルオーバーの設定

CDI 入力と RTP 入力を自動入力フェイルオーバーで使用するには、アップストリームシステムが正
しい方法でソースを提供していることを確認し、入力とチャンネルを特定の方法で設定する必要があ
ります。

Note

このセクションでは、「入力の作成」と「チャンネルの作成」で説明している一般的なチャ
ンネルの作成手順を理解しているものとします。

入力フェイルオーバーペアの入力を計画するには

1. コンテンツの適切な数のソースを提供するために、アップストリームシステムとともにアレンジ
してください。

• 単一のパイプラインチャンネルで自動入力フェイルオーバーを設定する場合は、2 つのソー
ス、つまり入力ごとに 1 つずつが必要です。

• 標準チャンネルで自動入力フェイルオーバーを設定する場合は、4 つのソース、つまり入力ご
とに 2 つずつが必要です。

2. アップストリームシステムでパスが正しく設定されていることを確認します。1 番目の入力には 
MediaLive、2 番目の入力とは異なるネットワークパスが必要です。 MediaLive このルールを適
用することはできませんが、自動入力フェイルオーバーのポイントは、ソースが異なるパスを経
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由して到着することです。そうでない場合、ルートに障害が発生すると、両方の入力が失敗し、
冗長性は実現されません。

3. ソースの入力タイプが CDI であることを確認してください。

4. すべてのソースにまったく同じ動画、オーディオ、字幕、メタデータが含まれていることを確認
します。

入力フェイルオーバーペアの入力を作成するには

• 2 つのパートナー CDI 入力のセットを作成します。the section called “[CDI input] (CDI 入力) — 
パートナー CDI 入力” を参照してください。

2 つの独立した CDI 入力を作成する通常の手順に従わないでください。これら 2 つの入力を
フェイルオーバーペアとして設定することはできません。

入力をチャンネルにアタッチするには

1. プライマリ入力として設定するパートナー CDI 入力を決定します。

2. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Input attachments] (入力アタッチ) セクショ
ンで、通常の手順に従ってプライマリ入力をアタッチします。現時点では、Automatic input 
failover settings (自動入力フェイルオーバーの設定) は無視してください。

全般設定、特にセレクタをセットアップすることを忘れないでください。

3. 前のステップと同じ手順に従って、パートナー入力をアタッチします。

4. [Input attachments] (入力アタッチ) セクションの入力アタッチのリストで、アタッチした最初の
入力を選択します。

アタッチした最初の入力を選択する必要があります。もう 1 つのパートナー入力を選択する
と、自動入力フェイルオーバーを有効にできません。

5. [Automatic input failover settings] (自動入力フェイルオーバー設定) セクションで、[Enable 
automatic input failover settings] (自動入力フェイルオーバーの設定を有効にする) を選択しま
す。このフィールドを有効にすると、入力アタッチのリスト内で、この入力に [Primary] (プライ
マリ) というラベルが付けられます。

6. [Secondary input] (セカンダリー入力) で、パートナー入力を選択します。パートナー入力は、リ
スト内の唯一の入力です。入力がリストされていない場合は、パートナー入力の作成を忘れてい
ます。今すぐ作成します。
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7. [Input preference] (入力の設定) で、必要なオプションを選択します。このフィールドは、 
MediaLive がセカンダリ入力に切り替わり、プライマリ入力が再び正常になったときの動作を制
御します。

• EQUAL_INPUT_PREFERENCE — セカンダリ入力に残ります。 MediaLive プライマリ入力は
引き続き処理されますが、アクティブではありません。

• PRIMARY_INPUT_PREFERENCE — プライマリ入力に切り替えます。 MediaLive プライマ
リ入力がアクティブな入力になります。

8. フェイルオーバー条件では、 MediaLive 入力損失の特定に使用したい条件を有効にします。
フィールドには、条件の仕組みを説明するヘルプが含まれています。

MediaConnect 入力による自動入力フェールオーバーの設定

MediaConnect 自動入力フェイルオーバーで入力を使用するには、入力とチャネルの両方を特定の方
法で設定する必要があります。

Note

このセクションの情報は、 MediaConnect ユーザーが入力の作成とチャンネルの作成の一般
的な手順を理解していることを前提としています。

入力フェイルオーバーペアの入力を計画するには

1. MediaConnect で作成する必要のあるフローを特定します。

• 単一入力チャンネルで自動入力フェイルオーバーを設定する場合は、2 つのフロー、つまり入
力ごとに 1 つずつが必要です。

• 標準チャンネルで自動入力フェイルオーバーを設定する場合は、4 つのフロー、つまり入力ご
とに 2 つずつが必要です。

2. すべてのフローにまったく同じ動画、オーディオ、字幕、メタデータが含まれていることを確認
します。

MediaConnect 標準チャンネルでフローを作成するには

4 つのフロー、プライマリ入力に 2 つ、セカンダリ入力に 2 つのフローを作成する必要がありま
す。
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• 次のように、the section called “ステップ 2: 入力を作成する” の手順を使用します。

正しいアベイラビリティーゾーンでフローを設定していることを確認します。プライマリ入力の 
2 つのフローが A と B であり、セカンダリ入力の 2 つのフローが C と D であると仮定します。

• フロー A はアベイラビリティーゾーン X にある必要があります。

• フロー B はアベイラビリティーゾーン Y にある必要があります。

• フロー C はアベイラビリティーゾーン X にある必要があります。

• フロー D はアベイラビリティーゾーン Y にある必要があります。

チャンネル起動時に、 MediaLive フローを以下のように設定します。

• フロー A はパイプライン 0 に接続します。

• フロー C はパイプライン 0 に接続します。

• フロー B はパイプライン 1 に接続します。

• フロー D はパイプライン 1 に接続します。

これらの接続の結果、パイプライン 0 のアクティブな入力は、最初はアベイラビリティーゾー
ン X からのものです。パイプライン 1 のアクティブな入力は、最初はアベイラビリティーゾー
ン Y からのものです。1 つのアベイラビリティーゾーンに障害が発生した場合、影響を受ける
パイプラインは 1 つだけです。障害シナリオの詳細については、「the section called “フェイル
オーバーとフェイルバックのシナリオ”」を参照してください。

MediaConnect 単一パイプラインチャンネルにフローを作成するには

入力ごとに 1 つずつ、2 つのフローを作成する必要があります。

• 次のように、the section called “ステップ 2: 入力を作成する” の手順を使用します。

同じアベイラビリティーゾーンでフローを設定していることを確認します。2 つの入力は、チャ
ンネル内の単一パイプラインへの 2 つのパスを提供します。フローの 1 つがコンテンツの送信
に失敗すると、その入力は失敗し、 MediaLive もう一方の入力に切り替わります。
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入力フェイルオーバーペアの入力を作成するには

1. the section called “ステップ 2: 入力を作成する” の手順に従って、適切なタイプの入力を 1 つ作
成します。

• 標準チャンネルでは、2 つのソースで入力を設定します。フロー A と B をこの入力に接続し
ます。

• 単一パイプラインチャンネルでは、1 つのフローで入力を設定します。

• 入力に primary input のような名前を付けます。

2. 同じ方法で 2 番目の入力を作成します。

• 標準チャンネルでは、2 つのソースで入力を設定します。フロー C および D をこの入力に接
続します。

• 単一パイプラインチャンネルでは、1 つのフローで入力を設定します。

• 入力に secondary input のような名前を付けます。

入力をチャンネルにアタッチするには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Input attachments] (入力アタッチ) セクショ
ンで、通常の手順に従ってプライマリ入力をアタッチします。現時点では、Automatic input 
failover settings (自動入力フェイルオーバーの設定) は無視してください。

2. 同じ手順に従って、セカンダリ入力を接続します。

3. [Input attachments] (入力アタッチ) セクションの入力アタッチのリストで、アタッチした最初の
入力を選択します。

4. [Automatic input failover settings] (自動入力フェイルオーバー設定) セクションで、[Enable 
automatic input failover settings] (自動入力フェイルオーバーの設定を有効にする) を選択しま
す。このフィールドを有効にすると、入力アタッチのリスト内で、この入力に [Primary] (プライ
マリ) というラベルが付けられます。

5. [Secondary input] (セカンダリー入力) で、セカンダリ入力を選択します。(これを行うと、この
入力はアタッチメントのリストで [セカンダリ] とラベル付けされます)。

6. [Input preference] (入力の設定) で、必要なオプションを選択します。このフィールドは、 
MediaLive がセカンダリ入力に切り替わり、プライマリ入力が再び正常になったときの動作を制
御します。

• EQUAL_INPUT_PREFERENCE — MediaLive セカンダリ入力に残ります。プライマリ入力は
引き続き処理されますが、アクティブではありません。
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• PRIMARY_INPUT_PREFERENCE — プライマリ入力に切り替えます。 MediaLive プライマ
リ入力がアクティブな入力になります。

7. フェイルオーバー条件では、 MediaLive 入力損失の特定に使用したい条件を有効にします。
フィールドには、条件の仕組みを説明するヘルプが含まれています。

Note

入力損失フェイルオーバー条件を有効にする場合は、 MediaConnect フローにフェー
ルオーバーモードによるソース冗長性が実装されているかどうかを確認してくだ
さい。このモードでは、ソースに障害が発生した場合、ソースが回復するまで 500 
MediaConnect ミリ秒待ってからフェールオーバーします。そのため、 MediaLive回復
直前にフェイルオーバーされないように、500 MediaLive ミリ秒より長く待機するよう
に設定する必要があります。 MediaConnect
「入力損失設定を有効にする」 オプションで、しきい値を調整します。しきい値を 500 
ms より大きい値に設定します。ネットワークに最適なしきい値を見つけるには、別の
値を試す必要があるかもしれません。

RTMP および RTP 入力による自動入力フェイルオーバーの設定

RTMP プッシュ入力と RTP 入力を自動入力フェイルオーバーで使用するには、アップストリームシ
ステムが正しい方法でソースを提供していることを確認し、入力とチャンネルを特定の方法で設定す
る必要があります。

Note

このセクションでは、「入力の作成」と「チャンネルの作成」で説明している一般的なチャ
ンネルの作成手順を理解しているものとします。

入力フェイルオーバーペアの入力を計画するには

1. コンテンツの適切な数のソースを提供するために、アップストリームシステムとともにアレンジ
してください。

• 単一入力チャンネルで自動入力フェイルオーバーを設定する場合は、2 つのソース、つまり入
力ごとに 1 つずつが必要です。
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• 標準チャンネルで自動入力フェイルオーバーを設定する場合は、4 つのソース、つまり入力ご
とに 2 つずつが必要です。

2. アップストリームシステムでパスが正しく設定されていることを確認します。1 番目の入力には 
MediaLive、2 番目の入力とは異なるネットワークパスが必要です。 MediaLive このルールを適
用することはできませんが、自動入力フェイルオーバーのポイントは、ソースが異なるパスを経
由して到着することです。そうでない場合、ルートに障害が発生すると、両方の入力が失敗し、
耐障害性は実現されません。

3. ソースの入力タイプが同じであることを確認してください。例えば、2 つの RTMP 入力があり
ます。

4. すべてのソースにまったく同じ動画、オーディオ、字幕、メタデータが含まれていることを確認
します。

入力フェイルオーバーペアの入力を作成するには

1. the section called “入力” の手順に従って、適切なタイプの入力を 1 つ作成します。例えば、1 つ
の RTMP 入力です。

• 標準チャンネルでは、2 つのソースで入力を設定します。

• 単一パイプラインチャンネルでは、1 つのソースで入力を設定します。

• 入力に primary input のような名前を付けます。

2. 同じタイプの 2 番目の入力を作成します。ステップ 1 と同じ方法で入力を作成します。

入力に secondary input のような名前を付けます。

入力をチャンネルにアタッチするには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Input attachments] (入力アタッチ) セクショ
ンで、通常の手順に従ってプライマリ入力をアタッチします。現時点では、Automatic input 
failover settings (自動入力フェイルオーバーの設定) は無視してください。

2. 同じ手順に従って、セカンダリ入力を接続します。

3. [Input attachments] (入力アタッチ) セクションの入力アタッチのリストで、アタッチした最初の
入力を選択します。

4. [Automatic input failover settings] (自動入力フェイルオーバー設定) セクションで、[Enable 
automatic input failover settings] (自動入力フェイルオーバーの設定を有効にする) を選択しま
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す。このフィールドを有効にすると、入力アタッチのリスト内で、この入力に [Primary] (プライ
マリ) というラベルが付けられます。

5. [Secondary input] (セカンダリー入力) で、セカンダリ入力を選択します。(これを行うと、この
入力はアタッチメントのリストで [セカンダリ] とラベル付けされます)。

6. [Input preference] (入力の設定) で、必要なオプションを選択します。このフィールドは、 
MediaLive がセカンダリ入力に切り替わり、プライマリ入力が再び正常になったときの動作を制
御します。

• EQUAL_INPUT_PREFERENCE — セカンダリ入力に残ります。 MediaLive プライマリ入力は
引き続き処理されますが、アクティブではありません。

• PRIMARY_INPUT_PREFERENCE — プライマリ入力に切り替えます。 MediaLive プライマ
リ入力がアクティブな入力になります。

7. フェイルオーバー条件では、 MediaLive 入力損失の特定に使用したい条件を有効にします。
フィールドには、条件の仕組みを説明するヘルプが含まれています。

フェイルオーバーペアの役割の変更

2 つの入力の役割を逆にして、プライマリ入力がセカンダリ入力になるようにすることができます。

入力の役割を反転するには

1. 入力アタッチメントのリストから、アタッチした最初の入力を選択します。

2. [Automatic input failover settings] (自動入力フェイルオーバー設定) セクションで、[Disable 
automatic input failover settings] (自動入力フェイルオーバーの設定を無効にする) を選択しま
す。

3. 2 番目の入力を選択し、[Disable automatic input failover settings] (自動入力フェイルオーバーの
設定を無効にする) を選択します。2 番目の入力がプライマリ入力になります。

チャンネルの開始

チャンネルを通常の方法で起動します。 MediaLive チャンネルを開始すると、次のような動作にな
ります。

• 入力添付ファイルリストに入力フェールオーバーペアのみが含まれている場合は、 MediaLive プ
ライマリ入力から開始し、プライマリ入力は常に添付ファイルの先頭に表示されます。
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• 最初の入力でも常にスケジュールを使用するようにチャンネルを設定している場合は、 MediaLive 
スケジュールの最初の入力から開始します。この入力には、任意の入力を指定できます。

• 起動時の動作を制御するようにチャンネルを設定していない場合 (非推奨)、 MediaLive 入力添付
ファイルリストの最初の入力から開始します。

フェイルオーバーとフェイルバックのシナリオ

フェイルオーバーは、次のルールに従います。

• アクティブな入力が 3 秒間異常な場合は、 MediaLive はもう一方の入力に切り替わります。

Input preference 設定が EQUAL_INPUT_PREFERENCEの場合、手動で他の入力に切り替えるこ
ともできます。アクティブな入力が不安定であると思われる場合など、手動で切り替えると便利で
す。the section called “フェイルオーバーを手動で強制する” を参照してください。

フェイルバックは、次のルールに従います。

• 異常な入力が 30 秒以上再び正常になると、正常とマークされます。

入力が正常になると、 MediaLive 自動的に正常な入力に切り替わることがあります。

• 現在アクティブな入力が 2 次入力の場合、 MediaLive は現在の入力にとどまるか (Input 
preference 設定が EQUAL_INPUT_PREFERENCE の場合)、プライマリ入力に切り替わります 
(Input preference がPRIMARY_INPUT_PREFERENCE の場合)。

• アクティブな入力がプライマリ入力である場合、その入力は常に入力にとどまります。

フェイルオーバーを手動で強制する

手動フェイルオーバー用の自動入力フェイルオーバーを設定できます。

フェイルオーバーペアの内容は同一であることに留意してください。したがって、特定の理由でのみ
切り替えます。例:

• アクティブな入力が低下しているように思えるかもしれませんが、 MediaLive はまだ他の入力に
フェイルオーバーする決定をしていません。

• 現在アクティブな入力に対して、ネットワーク上でメンテナンスを実行することもできます。
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入力ペアの 2 つの入力を切り替えるには

1. 手動で入力を切り替える必要があると思われる場合は、フェイルオーバーペアを設定すると
きに、[Input preference] (入力設定) を [EQUAL_INPUT_PREFERENCE] に設定します。「the 
section called “設定 : その他の入力”」または「the section called “セットアップ: MediaConnect 
入力”」を参照してください。

2. 手動で切り替えるには、通常の方法でスケジュールに入力切り替えアクションを作成します。

入力を別の入力に切り替えるように設定し、[Start Type] (開始タイプ) を [Immediate] (即時) に
設定します。

自動入力フェイルオーバおよび入力スイッチング

自動入力フェイルオーバーを実装しても、入力スイッチングを実装できます。

Note

このセクションでは、「the section called “アクションの作成”」で説明している一般的な
チャンネルの作成手順を理解しているものとします。

自動入力フェイルオーバーでは、デプロイには、チャンネルのプッシュ入力のクォータを使い続ける
入力フェイルオーバーペアが含まれます。チャンネルにプッシュ入力をさらにアタッチすることはで
きません。しかし、さらに多くのプル入力を接続できるので、スケジュールを使用して、入力切替に
適した複数入力チャンネルを設定できます。以下の切り替えを実行できます。

• プル入力から別のプル入力へ。

• プル入力からフェイルオーバーペアのいずれかの入力へ。

• プライマリ入力またはセカンダリ入力からプル入力へ。

字幕の使用

ソースを取り込むときに字幕を抽出し、同じ形式または異なる形式で出力に含めるように AWS 
Elemental MediaLive チャネルを設定できます。出力には複数の字幕を含めることができます。例え
ば、複数の言語の字幕を含めることができます。ソース字幕アセットを取り込んで、1 つの出力で 1 
つの形式に、別の出力で別の形式に変換できます。
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AWS Elemental MediaLive チャネルの字幕の設定を行います。

デフォルトでは、AWS Elemental MediaLive は字幕を一切取り込みません (動画に埋め込まれている
字幕も取り込まれません)。取り込む字幕と出力する字幕を明示的に識別する必要があります。

Note

この字幕セクションの情報は、「設定:チャンネルの作成 」で説明しているように、チャン
ネルを作成する一般的な手順に精通していることを前提としています。また、チャンネルの
作成 (入力とチャンネルの関連付けを含む) を開始していることを前提とします。

トピック

• サポートされている機能

• 一般的なシナリオ

• 字幕の設定

• 例

サポートされている機能

このセクションでは、AWS Elemental MediaLive がサポートするさまざまな字幕機能について説明
します。

トピック

• サポートされる形式

• 出力コンテナでの形式のサポート

• OCR 変換を使用する出力の制約

• 複数の言語のサポート

• 出力字幕でのフォントスタイルのサポート

サポートされる形式

AWS Elemental MediaLive は、入力と出力でそれぞれ固有の形式をサポートしています。サポー
トされている字幕形式、およびそれらの形式を定義する規格を示した表については、「the section 
called “サポートされる形式”」を参照してください。この表では、その形式が入力、出力、またはそ
れらの両方でサポートされているかを示しています。
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出力コンテナでの形式のサポート

出力に特定の形式の字幕を含めることができるかどうかは、いくつかの要因によって決まります。

• 入力コンテナのタイプ – 指定した入力コンテナに目的の字幕の形式があるかどうか。

• 入力字幕の形式 – 指定した字幕の形式を目的の形式に変換できるかどうか。

• 出力コンテナのタイプ – 指定した出力コンテナが目的の字幕形式をサポートしているかどうか。

例えば、入力コンテナが MP4 コンテナ、出力が HLS である場合、HLS 出力に WebVTT 字幕を含め
る必要があります。MP4 コンテナが 608 埋め込み字幕を保持している場合にのみ、このユースケー
スを実装できます。例えば、MP4 コンテナが補助字幕を保持している場合は、実装できません。

サポートされている入力コンテナ、入力形式、および出力コンテナのあらゆる組み合わせの詳細につ
いては、「the section called “キャプション:対応フォーマット”」を参照してください。

OCR 変換を使用する出力の制約

MediaLive OCR (光学式文字認識) テクノロジーを以下のシナリオに使用します。

• 入力字幕は、DVB-Sub または SCTE-27 です。

• 出力字幕は WebVTT 形式です

サポートされている言語での制約

OCR 変換では、言語ライブラリが使用されます。言語ライブラリは、変換の重要な要素です。この
ツールは、単語を文字単位で認識するのではなく、文字列を辞書と照合して変換するので、変換速度
が上がります。 MediaLive 正しいライブラリを選択できるように、キャプションソースの言語を指
定する必要があります。字幕の言語と一致しない言語を選択すると、変換精度が低下します。

MediaLive 現在、6 言語用のライブラリが含まれています。つまり、OCR MediaLive 変換を実行でき
るのは以下のソース言語だけです。

• オランダ語

• 英語

• フランス語

• ドイツ語

• ポルトガル語
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• スペイン語

1 つの入力の言語数の制約

OCR 変換は、他の字幕変換よりも多くの処理リソースを使用します。したがって、各入力におい
て、OCR 変換を使用する字幕セレクタを最大 3 つまで作成できます。

次のルールが適用されます。

• 指定された形式が DVB-SUB または SCTE-27 の場合、セレクタは OCR 変換を使用し、セレクタ
を使用する少なくとも 1 つの出力エンコードが WebVTT エンコードになります。

• 例えば、セレクタが SMPTE-TT エンコードでのみ使用される場合、DVB-Sub または SCTE-27 セ
レクタは OCR 変換を使用しません (制限にはカウントされません)。

• セレクタが複数の WebVTT エンコード (2 つの出力グループなど) で使用されている場合、セレク
タは制限に対して一度だけカウントされます。

複数の言語のサポート

ソースに複数の言語の字幕が含まれる場合、以下のように出力に複数の言語を含めることができま
す。

• 埋め込みのパススルー – いずれの埋め込みソース形式でも、出力形式として埋め込みを指定した
場合は、入力に含まれるすべての言語が出力に含まれます。いずれの言語も削除することはできま
せん。

• 埋め込み (入力) - 別の形式 (出力) – いずれの埋め込みソース形式でも、「埋め込み (入力) - 別の形
式 (出力)」を設定する場合、どの言語を抽出して出力に含めるかを指定できます。

• [Teletext passthrough] (テレテキストパススルー) – テレテキストソースがあって出力としてテレテ
キストを指定した場合、すべての言語 (ページ) が出力に含まれます。いずれの言語も取り除くこ
とはできません。実際、テレテキストコンテンツ全体が出力に含まれます。いずれのページも取り
除くことはできません。さらに、テレテキストのパススルーは TS 出力でのみサポートされていま
す。

• [Teletext conversion] (テレテキスト変換) — テレテキストソースがあり、出力に別の形式を使用す
る場合は、入力から抽出する言語と出力に含める言語を指定できます。

• ARIB のパススルー – ARIB ソースの場合、唯一可能な出力は ARIB です。入力に含まれるすべて
の言語が出力に含まれます。いずれの言語も取り除くことはできません。
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• その他の組み合わせ – 他のすべてのソースでは、ソース形式と出力形式に関係なく、入力から抽
出する言語と出力に含める言語を常に指定します。

出力字幕でのフォントスタイルのサポート

シナリオに応じて、出力字幕のフォントスタイルには以下の 3 つの可能性があります。

• フォントのスタイル (色、アウトライン、背景色など) を指定できます。

• 入力のフォントスタイルはパススルーされます。

• フォントスタイルは常にダウンロードストリームプレーヤーによって制御されます。

この章の後半の手順では、フォントスタイルの設定方法について説明します。出力される字幕のスタ
イル設定は、入力側、出力側、または両側について設定することができます。

フォントスタイルオプション

ソース字幕 出力字幕 フォントスタイルのオプショ
ン

ARIB ARIB なし。入力のフォントスタイ
ルは自動的に出力に渡されま
す。

サポートされている字幕形式 焼き付け 出力のフォントスタイルを
指定できます。スタイルを
指定しない場合は、AWS 
Elemental MediaLive のデフォ
ルトが使用されます。

DVB-Sub DVB-Sub なし。入力のフォントスタイ
ルは自動的に出力に渡されま
す。

サポートされている字幕形式 DVB-Sub 出力のフォントスタイルを
指定できます。スタイルを
指定しない場合は、AWS 
Elemental MediaLive のデフォ
ルトが使用されます。
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ソース字幕 出力字幕 フォントスタイルのオプショ
ン

埋め込みの組み合わせ (埋め込
み、埋め込み + SCTE-20、S 
CTE-20 + 埋め込み)

EBU-TT-D スタイル情報の一部を指定
し、入力字幕から情報の一部
を取得できます。または、ス
タイルデータなしで字幕を設
定することもできます。

テレテキスト EBU-TT-D スタイル情報の一部を指定
し、入力字幕から情報の一部
を取得できます。または、ス
タイルデータなしで字幕を設
定することもできます。

テレテキスト テレテキスト なし。入力のフォントスタイ
ルは自動的に出力に渡されま
す。

埋め込みの組み合わせ (埋め込
み、埋め込み + SCTE-20、S 
CTE-20 + 埋め込み)

TTML フォント情報をソースから出
力にコピーするように設定で
きます。

テレテキスト TTML フォント情報をソースから出
力にコピーするように設定で
きます。

埋め込みの組み合わせ (埋め込
み、埋め込み + SCTE-20、S 
CTE-20 + 埋め込み)

WebVTT ソースから出力に色と位置ス
タイル情報を渡すように設定
できます。または、スタイル
データなしで字幕を設定する
こともできます。

テレテキスト WebVTT ソースから出力に色と位置ス
タイル情報を渡すように設定
できます。または、スタイル
データなしで字幕を設定する
こともできます。
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ソース字幕 出力字幕 フォントスタイルのオプショ
ン

その他 その他 コントロールなし: フォントス
タイルは常にダウンロードプ 
レーヤーによって決定されま
す。

一般的なシナリオ

次にサンプルのユースケースをいくつか示します。ユースケースは、複雑さの低いものから順に並べ
られています。これらは、 MediaLive の多くの機能を説明するために紹介します。

トピック

• ユースケース A: 1 つの入力形式を 1 つの出力形式に引き渡す (変換なし)

• ユースケース B: 1 つの入力形式を 1 つの出力で 1 つの別の形式に変換する

• ユースケース C: 1 つの入力形式を出力ごとに 1 つの別の形式に変換する

• ユースケース D: 1 つの字幕出力を複数のビデオエンコードで共有する

ユースケース A: 1 つの入力形式を 1 つの出力形式に引き渡す (変換なし)

入力が 1 つの形式の字幕と複数の言語で設定されています。出力で形式を維持し、1 タイプの出力の
みを生成し、その出力にすべての言語を含めるとします。

例えば、入力に英語とフランス語の埋め込み字幕が含まれているとします。英語とフランス語の両方
の埋め込み字幕を含む HLS 出力を生成するとします。

ユースケース B: 1 つの入力形式を 1 つの出力で 1 つの別の形式に変換する

入力が 1 つの形式の字幕と複数の言語で設定されています。出力で字幕を別の形式に変換するとし
ます。1 形式のみの出力を生成し、その出力にすべての言語を含めるとします。
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例えば、入力にドイツ語とフランス語の埋め込み字幕が含まれているとします。字幕を DVB-Sub に
変換し、これらの両方の言語の字幕を UDP 出力に含めるとします。

ユースケース C: 1 つの入力形式を出力ごとに 1 つの別の形式に変換する

入力が 1 つの形式の字幕と複数の言語で設定されています。いくつかのタイプの出力を作成し、各
出力で字幕を異なる形式に変換するが、すべての言語を含めようとしているとします。

例えば、入力にチェコ語とポーランド語のテレテキスト字幕が含まれているとします。Microsoft 
Smooth 出力と HLS 出力を生成するとします。Microsoft Smooth 出力で、両方の字幕を TTML に変
換するとします。HLS 出力で、両方の字幕を WebVTT に変換するとします。

ユースケース D: 1 つの字幕出力を複数のビデオエンコードで共有する

このユースケースでは、ABR ワークフローでの字幕を取り上げます。

例えば、動画/オーディオメディアの 3 つの組み合わせ (低、中、高解像度動画用) があるとします。
動画/オーディオメディアの 3 つの組み合わせすべてに関連付ける 1 つの出力字幕アセット (英語と
スペイン語の埋め込み) があるとします。
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字幕の設定

チャンネルを作成するときに、入力字幕の形式を指定してから、出力ごとに字幕の形式を指定する必
要があります。チャンネルを保存すると、入力コンテナ、ソース字幕の形式、出力コンテナのサポー
トされている組み合わせに従って選択内容が検証されます。

トピック

• ステップ 1: 入力に字幕セレクタを作成する

• ステップ 2: 出力の字幕を計画する

• ステップ 3: 形式をカテゴリに対応付ける

• ステップ 4: 字幕エンコードを作成する

ステップ 1: 入力に字幕セレクタを作成する

使用する字幕を指定し、各字幕を字幕セレクタに割り当てる必要があります。字幕セレクタを作成し
ないと、出力に字幕を含めることができません。すべての字幕がメディアから削除されます。

次に、チャンネルに字幕セレクタを追加して、必要な字幕を抽出する必要があります。抽出された各
字幕アセットは、1 つの字幕セレクタに含まれます。例えば、1 つのセレクタにチェコ語のテレテキ
スト字幕が含まれているとします。

必要な字幕を特定するには

1. 入力に含まれている字幕を特定します (入力の提供元がこの情報を提供する必要があります)。字
幕形式と各形式の言語を特定します。
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2. 使用する形式と言語を特定します。

DVB-Sub または SCTE-27 のキャプションを WebVTT に変換する場合、the section called 
“OCR 変換を使用する出力の制約”取り込むことができる言語数の制限については、を参照して
ください。 MediaLive

3. 以下のガイダンスを使用して、チャンネルの入力に作成する字幕セレクタの数を決定します。こ
のガイダンスに従ってださい。

• ARIB のパススルー – すべての言語に対して 1 つの字幕セレクタ (実際には、コンテンツ全体に対
して 1 つの字幕セレクタ) を作成します。常にすべての言語が選択されます。

• 埋め込みパススルー – すべての言語に対して 1 つの字幕セレクタを作成します。常にすべての言
語が選択されます。詳細については、「the section called “埋め込みの情報 ”」を参照してくださ
い。

• 埋め込み (入力) - 別の形式 (出力) – 入力から抽出する言語と、出力に含める言語を指定します。指
定された言語は、埋め込み字幕から抽出され、新しい形式に変換されます。

• [DVB-Sub or SCTE-27 In, WebVTT] (DVB-Sub または SCTE-27) で、WebVTT — 各言語に 1 つず
つ字幕セレクタを作成し、入力に最大で 3 つの言語セレクタを作成します。この制限の詳細につ
いては、「the section called “OCR 変換を使用する出力の制約”」を参照してください。

• テレテキストパススルー – すべての言語に対して 1 つの字幕セレクタ (実際には、コンテンツ全
体に対して 1 つの字幕セレクタ) を作成します。常にすべての言語が選択されます。詳細について
は、「the section called “テレテキストの情報”」を参照してください。

• [Teletext conversion] (テレテキスト変換) — テレテキストソースがあり、出力に別の形式を使用す
る場合は、言語と形式の組み合わせごとに 1 つの字幕セレクタを作成します。

• その他の組み合わせ – 言語と形式の組み合わせごとに 1 つの字幕セレクタを作成します。

これで、作成する字幕セレクタのリストを用意できました。例:

• 字幕セレクタ 1: チェコ語のテレテキスト字幕

• 字幕セレクタ 2: ポーランド語のテレテキスト字幕

字幕セレクタを作成するには

1. 作成するチャンネルのナビゲーションペインの [Input attachments] (入力アタッチ) で入力を選択
します。
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2. [General input settings] (入力全般設定) で [Add captions selectors] (字幕セレクタの追加) を選択
します。

3. [Captions selector name] (字幕セレクタ名) に、適切な名前を入力します。例えば、Teletext 
Czech です。

4. [Selector settings] (セレクタ設定) で、ソース字幕の形式を選択します。

5. ほとんどの形式において、追加のフィールドが表示されます。フィールドの詳細については、
フィールドの横にある [情報] リンクを選択してください。さらに、「DVB-Sub または SCTE-27 
の情報」、「埋め込みの情報」、または「テレテキストの情報」を参照してください。

6. 必要に応じて、追加の字幕セレクタを作成します。

DVB-Sub または SCTE-27 の情報

DVB-Sub 形式と SCTE-27 形式は RTP 入力でのみサポートされます。

• すべての DVB-Sub コンテンツは、セレクタに関係なくパススルーされます。

• SCTE-27 について字幕の場所を指定する必要があります。

次の表で説明する方法のいずれかで [PID] または [Language] (言語) コードフィールドの入力を完
了します。テーブルの各行は、これらの 2 つのフィールドを完了するための有効な方法を示して
います。

PID 言語コード 結果

指定 空白 指定した PID から字幕を抽出
します。

空白 指定 指定された言語と一致する最
初のPIDからキャプションを 
抽出します。 MediaLive これ
は、番号が最も小さいPIDで
ある場合も、しない場合もあ
ります。

指定 指定 指定した PID から字幕を抽出
します。 MediaLive 言語コー
ドを無視するため、空白のま
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PID 言語コード 結果

まにしておくことをおすすめ
します。

空白 空白 ソースが DVB-Sub で出力が 
DVB-Sub の場合にのみ有効
です。PID と言語のこの組み
合わせでは、すべての入力 
DVB-Sub PID が出力に含ま
れます。

SCTE-27 には無効です。

• 字幕を WebVTT に変換する場合は、字幕の言語も指定する必要があります。

[OCR language] (OCR言語) フィールドに値を入力して、このセレクタで指定した字幕の言語を指
定します。

MediaLive キャプションを WebVTT に変換していない場合、このフィールドの値はすべて無視さ
れます。

埋め込みの情報

入力字幕が埋め込み (EIA-608 または CEA-708)、埋め込み + SCTE-20、SCTE-20 + 埋め込み、また
は SCTE-20 のいずれかである場合は、このセクションを参照してください。

字幕セレクタの数

• 埋め込みパススルー – 字幕セレクタを 1 つだけ作成します。このシナリオでは、すべての言語が
自動的に抽出され、出力に自動的に含まれます。

• 埋め込み (入力) - 別の形式 (出力) – 出力に含める言語ごとに 1 つの字幕セレクタを作成します (字
幕セレクタは最大 4 つまで)。

• 埋め込みパススルーと埋め込みコンバージョンの組み合わせ — 一部の出力や他の出力で埋め込み
パススルーを設定する場合は、 embedded-to-other 出力に含めたい言語ごとにキャプションセレ
クターを 1 つ作成し、最大 4 つのセレクターを作成します。埋め込まれたパススルー出力のセレ
クタについて心配する必要はありません。 MediaLive このアクションを明示的に指定するセレク
ターがない場合でも、その出力に必要なすべての言語を抽出します。
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Captions selector (字幕セレクタ) フィールド

• Selector settings (セレクタ設定):

• ソース字幕が埋め込み (EIA-608 または CEA-708)、埋め込み + SCTE-20、または SCTE-20 + 埋
め込みの場合は、埋め込みを選択します。

• ソース字幕が SCTE-20 のみの場合は、SCTE-20 を選択します。

• EIA-608 トラック番号 – このフィールドでは、抽出する言語を指定します。以下のように入力しま
す。

• 埋め込みパススルーのみを設定する場合 (入力埋め込み字幕用に字幕セレクタを 1 つのみ作成す
る場合) は、このフィールドは無視されるため、デフォルトのままにします。

• 埋め込みから別の形式への変換の場合 (複数の字幕セレクタを作成して言語ごとに 1 つ使用する
場合) は、必要な言語を保持する (入力の) CC インスタンスの番号を指定します。

• Convert 608 to 708 (608 から 708 への変換): 埋め込みソース字幕として EIA-608 字幕、CEA-708 
字幕、または EIA-608 と CEA-708 の両方を指定できます。AWS Elemental MediaLive によってコ
ンテンツの取り込み時にこれらの字幕がどのように処理されるかを指定できます。以下の表では、
さまざまなシナリオでの動作について説明しています。

EIA-608 (ソース) CEA-708 (ソース) 変換するフィールド 結果

Yes いいえ アップコンバート CEA-708 データ
は、EIA-608 データ
に基づいて作成され
ます。EIA-608 デー
タは、CEA-708 デー
タの 608 互換ビッ
トとして追加されま
す。

Yes いいえ [Disabled] (無効) 元の EIA-608 は保持
されます。

いいえ Yes アップコンバート 元の CEA-708 は保持
されます。
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EIA-608 (ソース) CEA-708 (ソース) 変換するフィールド 結果

いいえ Yes [Disabled] (無効) 元の CEA-708 は保持
されます。

Yes Yes アップコンバート CEA-708 データは
破棄されます。新し
い CEA-708 データ
は、EIA-608 データ
に基づいて作成され
ます。EIA-608 デー
タは、CEA-708 デー
タの 608 互換ビッ
トとして追加されま
す。

新しい CEA-708 デー
タに CEA-708 の書式
設定機能は含まれま
せん。

非推奨

Yes Yes [Disabled] (無効) 元の EIA-608、元の 
CEA-708 は保持され
ます。

• SCTE-20 検出 – ソース字幕が埋め込み (EIA-608 または CEA-708) と SCTE-20 の組み合わせで
ある場合は、このフィールドを [Auto (自動)] に設定することをお勧めします。AWS Elemental 
MediaLive は 608/708 埋め込み字幕を優先しますが、必要に応じて SCTE-20 字幕を使用するよう
に切り替えます。このフィールドを [オフ] に設定すると、AWS Elemental MediaLive は SCTE-20 
字幕を使用しなくなります。

テレテキストの情報

テレテキストは、字幕だけでなく複数タイプの情報を含むことができる形式のデータです。テレテキ
ストは以下のいずれかの方法で処理できます。
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• テレテキスト入力全体を含める場合は、テレテキストパススルーを設定する必要があります。テレ
テキスト全体が別の形式に変換されることはありません。

• 個々の字幕ページ (特定の言語の字幕) を抽出して、別の字幕形式に変換します。

• 個々の字幕のページ (特定の言語の字幕) を抽出してテレテキストで保持することはできません。
個別に抽出した字幕ページは、別の形式に変換する必要があります。

字幕セレクタの数

• テレテキストパススルー字幕を設定する場合は、出力に複数の言語を含めるときでも、字幕セレク
タは 1 つのみ作成します。このシナリオでは、すべての言語が自動的に抽出され、出力に含まれ
ます。

• T を設定する場合はeletext-to-other、出力に含めたい言語ごとに 1 つのキャプションセレクターを
作成します。例えば、英語のテレテキストを抽出する 1 つのセレクタと、スウェーデン語のテレ
テキストを抽出する 1 つのセレクタを作成します。

• 一部の出力ではテレテキストパススルーを、eletext-to-other 他の出力では T を設定する場合は、
出力に含めたい言語ごとにキャプションセレクターを 1 つ作成します。パススルー出力用のセレ
クタについて懸念する必要はありません。 MediaLive はすべてのデータをパススルーします (ただ
し、このアクションを明示的に指定するセレクタはありません)。

Captions selector (字幕セレクタ) フィールド

• Selector settings (セレクタ設定) – [Teletext] (テレテキスト) を選択します。

• Page number (ページ番号) – このフィールドでは、必要な言語のページを指定します。以下のよう
に入力します。

• テレテキストパススルー字幕を設定する場合 (つまり、入力字幕用にセレクタを 1 つのみ作成す
る場合) は、このフィールドを空欄にします。値は無視されます。

• テレテキストを別の形式に変換する場合 (つまり、言語ごとに異なる複数の字幕セレクタを作成
する場合) は、[Language code] (言語コード) フィールドに値を入力して言語のページを指定し
ます。このフィールドを空のままにすると、チャンネルを保存するときに検証エラーが発生しま
す。

位置決め長方形を含める

ソース字幕を EBU-TT-D に変換する場合は、オプションで出力内のビデオフレームに字幕を配置す
る長方形を定義します。この機能を使用する場合は、次のように適用されます。
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• この字幕セレクタを使用するすべての EBU-TT-D 出力に適用されます。

• この字幕セレクタを使用する他の形式の出力字幕には適用されません。位置情報は、これらの他の
字幕形式からは単に省略されます。

基礎となるビデオフレームを基準にした長方形を定義します。例えば、長方形の左端の位置を、ビデ
オフレーム全体の幅に対するパーセンテージで指定します。値 10 は、「フレーム幅の 10% の値 X 
を計算する」ことを意味します。次いで、ビデオフレームの左端を見つけ、X ピクセルをフレームに
移動して、長方形の左端を描きます」。

固定数ではなくパーセンテージを指定すると、長方形は同じ出力内の異なるビデオレンディション 
(異なる解像度) に対して機能することを意味します。

位置決め長方形を定義するには

1. [Output rectangle] (出力長方形) フィールドで、[Caption rectangle] (字幕の長方形) を選択しま
す。

2. 長方形の 4 辺のフィールド (左オフセット、幅、上オフセット、および高さ) に値を入力しま
す。

ステップ 2: 出力の字幕を計画する

「the section called “ステップ 1: 入力に字幕セレクタを作成する”」の手順に従った場合は、出力に
含めることのできる字幕形式と言語のリストを用意できています。

次に、出力の字幕情報を計画する必要があります。

出力の字幕を計画するには

1. チャンネルで作成する出力メディアのタイプ (例えば、Microsoft Smooth、HLS など) を特定し
ます。

2. 出力メディアごとに、作成する予定の動画とオーディオの組み合わせを特定します。

3. 出力メディアごとに、どの入力字幕をどの出力形式に変換するかを特定します。例え
ば、Microsoft Smooth 出力メディアの場合はテレテキスト字幕を TTML に変換し、HLS 出力メ
ディアの場合は同じテレテキスト字幕を Web-VTT に変換します。

使用可能な出力形式は、入力形式と出力メディアタイプによって異なります。特定の入力形式で
どの出力字幕が使用可能かを判断するには、「the section called “キャプション:対応フォーマッ
ト”」を参照してください。
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4. 各出力形式の言語を特定します。

• 一般には、各言語を個別にカウントします。

• 例外: 埋め込みパススルーの場合は、すべての言語を 1 つとしてカウントします。

• 例外: テレテキストパススルーの場合は、すべての言語を 1 つとしてカウントします。

結果

これで、出力および各出力の字幕形式と言語のリストを用意できました。例:

• チェコ語の TTML 字幕を含む Microsoft Smooth 出力

• ポーランド語の TTML 字幕を含む Microsoft Smooth 出力

• チェコ語の WebVTT 字幕を含む HLS 出力

• ポーランド語の WebVTT 字幕を含む HLS 出力

複数の形式の出力

2 つ以上の異なる形式の字幕を出力に含めることができます。例えば、埋め込み字幕と WebVTT 字
幕の両方を HLS 出力に含めて、使用する字幕をダウンストリームシステムで選択可能にすることが
できます。複数の形式には以下のルールのみが適用されます。

• 出力コンテナがすべての形式をサポートしている。the section called “キャプション:対応フォー
マット” を参照してください。

• 出力に関連付けたすべての字幕のフォントスタイルが一致する。つまり必要なのは、最終的に同じ
結果になるようにすることで、その結果を得るために同じオプションを使用することではありませ
ん。例えば、出力に関連付けたすべての字幕で、第 1 言語は白色、第 2 言語は青色になるように
する必要があります。

このスタイルの一致は少々扱いにくいことがあります。フォントスタイルのオプションについては、
「出力字幕でのフォントスタイルのサポート」を参照してください。

ステップ 3: 形式をカテゴリに対応付ける

出力に字幕エンコードを作成する手順は数通りあります。正しい手順は、出力字幕の "カテゴリ" に
よって決まります。字幕には、the section called “字幕カテゴリ” で説明しているように、5 つのカテ
ゴリがあります。
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用意した出力のリストに、選択した各字幕形式が属するカテゴリを記録しておきます。

ステップ 4: 字幕エンコードを作成する

用意した出力のリストを見ながら、各出力グループの字幕を 1 つずつ設定します。

字幕出力の形式カテゴリに適用される手順に従います。

• the section called “Microsoft Smooth のサイドカーまたは SMPTE-TT を除くすべての字幕”

• the section called “Microsoft Smooth のサイドカー字幕と SMPTE-TT”

Microsoft Smooth のサイドカーまたは SMPTE-TT を除くすべての字幕

追加する字幕アセットの形式が埋め込み、焼き付け、またはオブジェクトのカテゴリに属する場合
は、以下の手順に従います。字幕、動画、オーディオを同じ出力で設定します。

出力字幕を設定するには

1. 作成するチャンネルのナビゲーションペインで、既に作成した出力グループを見つけます。例え
ば、HLS 出力グループを見つけます。

2. この出力グループに動画とオーディオを既に設定してある場合は、字幕を追加する出力を見つけ
ます。また、動画とオーディオを設定していない場合は、この出力グループで新しい出力を作成
します。ここでは字幕を設定し、動画とオーディオは後から設定します。

3. 出力を選択します。

4. [Stream settings] (ストリーム設定) で [Add captions] (字幕の追加) を選択します。これで、未定
義の字幕がこの出力内でエンコードされました。

5. [Captions description name] (字幕説明の名前) にこの字幕アセットの名前を入力します。この名
前はチャンネル内で一意である必要があります (例えば、Embedded など)。または、デフォル
ト (自動生成された名前) のままにします。

6. [Captions selector name] (字幕セレクタ名) に、入力における字幕セレクタを作成する際に作成
した字幕セレクタの名前を入力します。この出力で字幕のソースである字幕アセットを識別する
セレクタを指定します。

7. [Captions settings] (字幕設定) で、出力字幕の字幕形式を選択します。

8. 選択した形式に対して表示されるフィールドに入力します。フィールドの詳細については、
フィールドの横にある [Info] (情報) リンクを選択してください。DVB-Sub または焼き付けの
フォントスタイルに関するヒントについては、「焼き付けまたは DVB-Sub 出力のフォントスタ
イル」を参照してください。
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9. 出力形式が埋め込みで、出力グループが HLS の場合、マニフェストに字幕の言語の情報を含め
ることができます。出力設定 (字幕エンコードとは別) でこの設定を行います。「HLS マニフェ
スト」を参照してください。

10. 出力形式が ARIB、DVB-Sub の場合、出力設定 (字幕エンコードとは別) で追加の設定を行う必
要があります。「ARIB 出力の場合は PIDS」または「DVB-Sub 出力の場合は PID」を参照して
ください。

11. これで、字幕エンコードを完全に定義できました。

12. これらの手順を繰り返して、必要に応じて追加の出力と出力グループに字幕を作成します。

Microsoft Smooth のサイドカー字幕と SMPTE-TT

追加する字幕アセットの形式がサイドカーである場合、または Microsoft Smooth 出力グループの形
式が SMPTE-TT である場合は、この手順に従います。the section called “字幕カテゴリ” を参照して
ください。

各字幕アセットを出力グループに含まれる独自の出力で設定します。

出力字幕を設定するには

1. 作成するチャンネルのナビゲーションペインで、既に作成した出力グループを見つけます。例え
ば、HLS 出力グループを見つけます。

2. 通常の方法で出力を作成するため、[HLS outputs] (HLS 出力) ペインで [Add output] (出力の追
加) を選択します。

3. 出力を選択して、[Stream settings] (ストリーム設定) ペインを表示します。デフォルトでは、未
定義のビデオエンコードと未定義のオーディオエンコードが 1 つずつ設定されています。

4. [Stream settings] (ストリーム設定) で、この出力から動画とオーディオのエンコードを削除する
ため、エンコードを選択してから [Remove video] (ビデオの削除) または [Remove audio] (オー
ディオの削除) を選択します。これで出力は空になりました。

5. [Add captions] (字幕の追加) を選択します。これで、未定義の字幕がこの出力内でエンコードさ
れました。

6. [Captions description name] (字幕説明の名前) にこの字幕アセットの名前を入力します。この
名前はチャンネル内で一意である必要があります (例えば、WebVTT Czech など)。または、デ
フォルト (自動生成された名前) のままにします。

7. [Captions selector name] (字幕セレクタ名) に、入力における字幕セレクタを作成する際に作成
した字幕セレクタの名前を入力します。この出力で字幕のソースである字幕アセットを識別する
セレクタを指定します。
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8. [Captions settings] (字幕設定) で、出力字幕の適切な形式を選択します。

9. 選択した形式に対して表示されるフィールドに入力します。フィールドの詳細については、
フィールドの横にある [Info] (情報) リンクを選択してください。EBU-TT-D、TTML、WebVTT 
キャプションのフォントスタイルに関するヒントについては、とを参照してください。the 
section called “EBU-TT-D のフォントスタイル” the section called “TTML のフォントスタイル”
the section called “WebVTT のフォントスタイル”

10. これで、完全に定義された 1 つの字幕エンコードを含む 1 つの出力が作成されました。

11. これらの手順を繰り返して、必要に応じてこの出力グループまたは別の出力グループにサイド
カー字幕を作成します。

特定の出力形式の詳細

以下は、明記されている字幕形式にのみ該当する情報です。

焼き付けまたは DVB-Sub のフォントスタイル

出力字幕が焼き付けまたは DVB-Sub の場合は、字幕の外観を指定できます。

複数の出力で同じ字幕ソースを使用していて、両方の出力で同じ形式を使用している場合は、各出力
でフォントスタイル情報を同一に設定する必要があります。そのように設定しないと、チャンネルを
保存するときにエラーが発生します。例えば、字幕セレクタ「埋め込み」から変換された DVB-Sub 
字幕を含むアーカイブ出力があるとします。また、同じ字幕セレクタから変換された DVB-Sub 字幕
を含む UDP 出力があります。フォントスタイル情報は、アーカイブ出力と UDP 出力で個別に設定
する必要があります。ただし、両方の出力に同じ情報を入力する必要があります。

例えば、出力 A でCaptions Selector 1 (字幕セレクタ 1) を使用し、[Destination Type] (送信先タイプ) 
を [Burn-in] (焼き付け) に設定できます。例えば、出力 B でCaptions Selector 1 (字幕セレクタ 1) を
使用し、[Destination Type] (送信先タイプ) を [Burn-in] (焼き付け) に設定できます。フォント情報を
出力 1 で一度、出力 2 でもう一度設定します。ただし、両方の出力ですべてのフォント情報を同一
に設定する必要があります。

ARIB の PID

出力グループが UDP/TS で出力字幕形式が ARIB の場合は、以下の手順を実行します。

• 該当する UDP 出力グループで、ARIB 字幕付きの出力を選択します。

• [PID settings] (PID 設定) の [ARIB captions PID control] (ARIB 字幕 PID コントロール) と [ARIB 
captions PID] (ARIB 字幕 PID) を次の表のように入力します。
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ARIB 字幕 PID コントロール ARIB 字幕 PID 結果

Auto Ignore (無視) PID はエンコード中に自動的
に割り当てられます。この値
は任意の数値です。

Use Configured (設定値を使
用)

10 進値または 16 進値を入力
します。

この PID は字幕に使用されま 
す。

DVB-Sub の PID

出力グループが UDP で出力字幕形式が DVB-Sub の場合は、以下の手順を実行します。

• 該当する UDP 出力グループで、DVB-Sub 字幕を含む出力を選択します。

• [PID settings] (PID 設定) の [DVB-Sub PID] に、この出力の DVB-Sub 字幕の PID を入力します。
または、デフォルトをそのままにします。

テレテキストの PID

出力グループが UDP で出力字幕形式がテレテキストの場合は、以下の手順を実行します。

• 該当する UDP 出力グループで、テレテキスト字幕を含む出力を選択します。

• [PID settings] (PID 設定) の [DVB Teletext PID] (DVB Teletext の PID) に、この出力のテレテキス
ト字幕の PID を入力します。または、デフォルトをそのままにします。

HLS マニフェスト

言語情報

字幕が埋め込みで出力グループが HLS の場合は、マニフェストに字幕の言語の情報を含める必要が
あります。この情報を含めないと、ダウンストリームプレーヤーが埋め込み字幕に関する情報を取得
できません。マニフェストに言語情報を含めるには:

1. [Output groups] (出力グループ) の HLS 出力グループで、[Captions] (字幕) の [Captions language 
setting ] (字幕言語設定) にある [Insert] (挿入) を選択します。このオプションを選択すると、各埋
め込み字幕言語のマニフェストに行が挿入されます。次の手順で追加するマッピングと同じ数の
行が挿入されます。
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2. HLS 出力グループでさらに、[HLS outputs] (HLS 出力) の [Caption language mappings] (字幕言語
マッピング) にある [Add captions language mappings] (字幕言語のマッピングの追加) を選択しま
す。

3. [Add captions language mappings (字幕言語のマッピングの追加)] をもう一度選択して、埋め込
み字幕アセットごとに 1 つのマッピンググループを追加します (グループは最大 4 つまで)。例え
ば、出力の埋め込み言語に英語、フランス語、スペイン語が含まれている場合は、3 つのマッピ
ンググループが必要です。

4. 各マッピンググループで CC (字幕チャンネル) 番号とその言語のフィールドを設定します。ISO 
639-2 に従って、言語を 3 文字の ISO 言語コードとして指定します。例えば、字幕チャンネル 1 
がフランス語の場合、3 つのフィールドを「1」、「Fre」、「フランス語」に設定します。

言語を入力する順序はソース内の字幕の順序と一致する必要があります。例えば、字幕がフラン
ス語、英語、スペイン語、ポルトガル語の順である場合は、CC1 をフランス語に、CC2 を英語に
というように設定します。それらの順序が正しくないと、マニフェストの字幕に正しくない言語
のタグが付けられます。

アクセシビリティ情報

HLS MediaPackage または出力を作成するときに、キャプションをアクセシビリティキャプション
として指定できます。アクセシビリティキャプションは、音声ダイアログだけでなく、サウンド、音
楽、その他のオーディオ要素を説明するのにも使用されます。

• MediaLive アクセシビリティキャプションに HLS マニフェストの EXT-X-MEDIA タグ内の固有の
属性を割り当てます。

CHARACTERISTICS="public.accessibility.describes-spoken-
dialog,public.accessibility.describes-music-and-sound"

• HLS MediaPackage または出力グループで特定の出力を選択し、ストリーム設定でキャプション
を選択します。「その他の設定」セクションを展開し、「アクセシビリティ」オプションを使用し
て「アクセシビリティ機能の実装」を選択します。この選択により、アクセシビリティキャプショ
ン属性が HLS マニフェストに追加されます。

• アクセシビリティキャプション属性を持つ EXT-X-MEDIA タグの例:

#EXT-X-MEDIA:TYPE=SUBTITLES,GROUP-ID="captions-group",NAME="accessibility-
captions1",LANGUAGE="eng",CHARACTERISTICS="public.accessibility.describes-
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spoken-dialog,public.accessibility.describes-music-and-
sound",AUTOSELECT=YES,DEFAULT=YES,URI="caption-accessibility-eng.m3u8"

EBU-TT-D のフォントスタイル

ソース字幕が埋め込み字幕またはテレテキスト字幕で、出力字幕が EBU-TT-D の場合は、オプショ
ンでフォントスタイル情報の一部を指定できます。

EBU-TT-D 字幕エンコードは、ダウンストリームシステムが読み取り、処理する XML ファイルで構
成されます。この XML ファイルには、フォントスタイル情報のセクションが含まれています。この
情報の一部を指定できます。

フォント情報を指定するには

1. EBU-TT-D 字幕がある出力で、字幕のセクションを表示します。

2. これらのフィールドに値を入力します。 MediaLive コンソールのフィールドの詳細について
は、フィールドの横にある [情報] リンクを選択してください。

• スタイルコントロール

• ラインギャップを埋める

• Font Family (フォントファミリー)

この設定では、次のオプションのいずれか 1 つになります。

字幕の XML ファイルには、次のスタイル情報が含まれています。

スタイル情報 XML ファイル内のインクルー
ドオプションの値

XML ファイル内のエクスク
ルードオプションの値

フォントスタイル情報 (位置、
配置、斜体など)

ソース字幕に一致するように
設定します。

左は空白のままにします。

フォントの色と背景色 ソース字幕に一致するように
設定します。

白のフォントと黒の背景に設
定します。

フォントサイズ 100% に設定します。 100% に設定します。
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スタイル情報 XML ファイル内のインクルー
ドオプションの値

XML ファイル内のエクスク
ルードオプションの値

Font Family (フォントファミ
リー)

[Font Family] (フォントファミ
リー) で指定した値に設定しま
す。

[monospaced] (等幅) に設定し
ます。

ラインギャップ [Fill line gap] (ラインギャップ
を埋める) で指定した値と一致 
するように設定します。

ギャップを未充填のままにす
るように設定します。

TTML のフォントスタイル

ソース字幕が埋め込み字幕またはテレテキスト字幕で、出力字幕が TTML の場合は、オプションで
フォントスタイル情報の一部を指定できます。

フォント情報を指定するには

1. TTML 字幕がある出力で、字幕のセクションを表示します。

2. [Style control] (スタイルコントロール) を [Passthrough] (パススルー) または [Use_configured] に
設定します。

[User_configured] を選択した場合、実際に設定できるフィールドはありません。

字幕の XML ファイルには、次のスタイル情報が含まれています。

スタイル情報 XML ファイル内のパススルー
オプションの値

XML ファイル内のユーザー設
定オプションの値

フォントスタイル情報 (位置、
配置、斜体など)

ソース字幕に一致するように
設定します。

左は空白のままにします。

フォントの色と背景色 ソース字幕に一致するように
設定します。

白のフォントと黒の背景に設
定します。

フォントサイズ ソース字幕のサイズを一致
させます (指定されている場 
合)。それ以外の場合は、字幕

左は空白のままにします。
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スタイル情報 XML ファイル内のパススルー
オプションの値

XML ファイル内のユーザー設
定オプションの値

に使用できる高さの 80% に設
定します。

Font Family (フォントファミ
リー)

ソース字幕のファミリを一
致させます (指定されてい
る場合)。それ以外の場合
は、monospaceSansSerif に
設定します。

左は空白のままにします。

ラインギャップ ラインギャップを塗りつぶさ
ないように設定します。

ギャップを塗りつぶさないよ
うに設定します。

WebVTT のフォントスタイル

ソース字幕が埋め込み字幕またはテレテキスト字幕で、出力字幕が WebVTT の場合は、オプション
で、スタイル情報の一部を渡すことができます。

デフォルトでは [Style_Data] が選択されます。この値は、字幕エンコードのテキストとタイムスタン
プ情報のみを出力します。

[Passthrough] (パススルー) を選択した場合、位置と色のスタイルデータが出力にパススルーされま
す。これには、テキストとタイムスタンプの情報も含まれます。

スタイル情報を指定するには

1. WebVTT 字幕がある出力で、字幕のセクションを表示します。

2. [Style control] (スタイルコントロール) を [No_Style_Data] または [Passthrough] (パススルー) に
設定します。

いずれかを選択した場合、設定できるフィールドはありません。[Passthrough] (パススルー) で
は、位置と色のスタイルデータが出力にパススルーされます。No_Style_Data では、テキストと
タイムスタンプ情報のみが渡されます。
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例

以下の例では、「the section called “一般的なシナリオ”」のユースケースを実装する方法について説
明しています。

トピック

• ユースケース A: 1 つの入力形式を 1 つの出力形式に引き渡す (変換なし)

• ユースケース B: 1 つの入力形式を 1 つの別の出力形式に変換する

• ユースケース C: 1 つの入力形式を出力ごとに 1 つの別の形式に変換する

• ユースケース D: 1 つの字幕出力を複数のビデオエンコードで共有する

ユースケース A: 1 つの入力形式を 1 つの出力形式に引き渡す (変換なし)

この例では、一般的なシナリオの最初のユースケースを実装する方法を示しています。入力が 1 つ
の形式の字幕と複数の言語で設定されています。出力で形式を維持し、1 タイプの出力のみを生成
し、その出力にすべての言語を含めるとします。

例えば、入力に英語とフランス語の埋め込み字幕が含まれているとします。英語とフランス語の両方
の埋め込み字幕、1 つの動画と 1 つのオーディオを含む HLS 出力を生成するとします。

この例では、埋め込みパススルーワークフローの 2 つの重要な特徴を示しています。まず、個別の
字幕セレクタは作成しません。すべての言語が自動的に含まれます。次に、HLS に出力する場合
は、表示する言語とその順序を指定できます。

このユースケースを設定するには

1. 作成するチャンネルのナビゲーションペインの [Input attachments] (入力アタッチ) で入力を選択
します。
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2. [General input settings] (入力全般設定) で [Add captions selector] (字幕セレクタの追加) を選
択して、字幕セレクタを 1 つ作成します。[Selector settings] (セレクタ設定) を [Embedded 
source] (埋め込みソース) に設定します。

3. HLS 出力グループを作成します。

4. 1 つの出力を作成し、動画とオーディオを設定します。

5. その同じ出力で、以下のように字幕アセットを 1 つ作成します。

• [Captions selector name] (字幕セレクタ名): 字幕セレクタ 1。

• [Captions settings] (字幕設定): いずれかの埋め込み形式。

• [Language code] (言語コード) と [Language description] (言語の説明): フィールドを空白のま
まにします。埋め込み字幕では、すべての言語が含まれます。

6. HLS 出力グループの [Captions] (キャプション) の [Captions language setting] (字幕言語設定) で
[Insert] (挿入) を選択します。

7. [HLS outputs] (HLS 出力) の [Caption language mappings] (字幕言語マッピング) で、[Add 
captions language mappings] (字幕言語のマッピングの追加) を 2 回 (言語ごとに 1 回) 選択しま
す。

8. マッピングフィールドの最初のグループで「1」、「ENG」、「English」と入力し、2 番目の
グループで「2」、「FRE」、「French」と入力します。

9. チャンネルの設定を終了したら、保存します。

ユースケース B: 1 つの入力形式を 1 つの別の出力形式に変換する

この例では、一般的なシナリオの 2 番目のユースケースを実装する方法を示しています。入力には 2 
つの字幕言語が含まれ、1 つの出力でこれらの字幕が変換されます。例えば、入力にドイツ語とフラ
ンス語の埋め込み字幕が含まれているとします。両方の字幕を DVB-Sub に変換し、1 つの動画と 1 
つのオーディオを追加して、UDP 出力を生成するとします。
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このユースケースを設定するには

1. 作成するチャンネルのナビゲーションペインの [Input attachments] (入力アタッチ) で入力を選択
します。

2. [General input settings] (入力全般設定) で [Add captions selector] (字幕セレクタの追加) を 2 回
選択して、字幕セレクタ 1 (ドイツ語用) と字幕セレクタ 2 (フランス語用) を作成します。両方
のセレクタで、[Selector settings (セレクタ設定)] を [Embedded source (埋め込みソース)] に設
定します。

3. UDP 出力グループを作成します。

4. 1 つの出力を作成し、動画とオーディオを設定します。

5. この出力で、[Add captions] (字幕の追加) を選択して字幕エンコードを作成します。

• [Captions selector name] (字幕セレクタ名): 字幕セレクタ 1。

• [Captions settings] (字幕設定): DVB-Sub。

• [Language code] (言語コード) と [Language description] (言語の説明): ドイツ語。

• その他のフィールド: デフォルトをそのままにするか、必要に応じて入力します。

6. [Add captions] をもう一度選択して、字幕エンコードをもう 1 つ作成します。このエンコードを
フランス語の字幕用に設定します。ドイツ語とフランス語のフォントフィールドを同一に設定し
ます。

7. チャンネルの設定を終了したら、保存します。

ユースケース C: 1 つの入力形式を出力ごとに 1 つの別の形式に変換する

この例では、一般的なシナリオの 3 番目のユースケースを実装する方法を示しています。入力が 1 
つの形式の字幕と複数の言語で設定されています。複数の異なる形式の出力を生成するとします。出
力ごとに字幕を別の形式に変換するが、すべての言語を含めるとします。

例えば、入力にチェコ語とポーランド語のテレテキスト字幕が含まれているとします。Microsoft 
Smooth 出力と HLS 出力を生成するとします。Microsoft Smooth 出力では、1 つの動画と 1 つの
オーディオを含め、字幕を TTML に変換する必要があります。HLS 出力では、1 つの動画と 1 つの
オーディオを含め、字幕を WebVTT に変換する必要があります。
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このユースケースを設定するには

1. 作成するチャンネルのナビゲーションペインの [Input attachments] (入力アタッチ) で入力を選択
します。

2. [General input settings] (入力全般設定) で [Add captions selector] (字幕セレクタの追加) を 2 回
選択して、以下の字幕セレクタを作成します。

• チェコ語のテレテキストの字幕セレクタ 1。チェコ語の字幕を保持するページを指定します。

• ポーランド語のテレテキストの字幕セレクタ 2。ポーランド語の字幕を保持するページを指定
します。

字幕を 2 つの異なる出力 (Microsoft Smooth と HLS) に含めても、それらの字幕を入力から抽出
する必要があるのは 1 回のみです。したがって、言語ごとに作成する必要がある字幕セレクタ
は 1 つのみです。

3. Microsoft Smooth 出力グループを作成し、以下のように設定します。
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• 1 つの出力を作成し、動画とオーディオを設定します。

• 1 つの字幕エンコードを含み、動画またはオーディオエンコードを含まない、2 番目の出力を
作成し、以下のように設定します。

• [Captions selector name] (字幕セレクタ名): 字幕セレクタ 1。

• [Captions settings] (字幕設定): TTML。

• [Language code] (言語コード) と [Language description] (言語の説明): チェコ語。

• [Style control] (スタイルコントロール): 必要に応じて設定します。

• 1 つの字幕エンコードを含み、動画またはオーディオエンコードを含まない、3 番目の出力を
作成し、以下のように設定します。

• [Captions selector name] (字幕セレクタ名): 字幕セレクタ 2。

• [Captions settings] (字幕設定): TTML。

• [Language code] (言語コード) と [Language description] (言語の説明): ポーランド語。

• その他のフィールド: 2 番目の出力 (チェコ語の字幕) と同じ。

4. HLS 出力グループを作成し、以下のように設定します。

• 1 つの出力を作成し、動画とオーディオを設定します。

• 1 つの字幕エンコードを含み、動画またはオーディオエンコードを含まない、2 番目の出力を
作成し、以下のように設定します。

• [Captions selector name] (字幕セレクタ名): 字幕セレクタ 1。

• Captions settings (字幕設定): WebVTT。

• [Language code] (言語コード) と [Language description] (言語の説明): チェコ語。

• その他のフィールド: 必要に応じて設定します。

• 1 つの字幕エンコードを含み、動画またはオーディオエンコードを含まない、3 番目の字幕出
力を作成し、以下のように設定します。

• [Captions selector name] (字幕セレクタ名): 字幕セレクタ 2。

• Captions settings (字幕設定): WebVTT。

• [Language code] (言語コード) と [Language description] (言語の説明): ポーランド語。

• その他のフィールド: 2 番目の出力 (チェコ語の字幕) と同じ。

5. チャンネルの設定を終了したら、保存します。
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ユースケース D: 1 つの字幕出力を複数のビデオエンコードで共有する

この例では、ABR ワークフローで字幕を設定する方法を示しています。

最初の設定では、字幕が動画と同じ出力にある場合に ABR ワークフローを設定する方法を示してい
ます。つまり、字幕は埋め込みまたはオブジェクトスタイルです。

2 番目の設定では、字幕がサイドカーカテゴリに属している場合に ABR ワークフローを設定する方
法が示しています。この場合、各字幕エンコードはそれぞれ独自の出力に含まれます。

トピック

• 埋め込みまたはオブジェクトスタイルの字幕での設定

• サイドカー字幕での設定

埋め込みまたはオブジェクトスタイルの字幕での設定

この例では、一般的なシナリオの 4 番目のユースケースを実装する方法を示しています。例えば、3 
つのビデオエンコード (低、中、高解像度動画用) と 1 つのオーディオを含む HLS 出力を生成すると
します。また、埋め込み字幕 (英語とスペイン語) を含み、3 つのビデオエンコードすべてに関連付
けるとします。
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このユースケースを設定するには

1. 作成するチャンネルのナビゲーションペインの [Input attachments] (入力アタッチ) で入力を選択
します。

2. [General input settings] (入力全般設定) で [Add captions selector] (字幕セレクタの追加) を選
択して、字幕セレクタを 1 つ作成します。[Selector settings] (セレクタ設定) を [Embedded 
source] (埋め込みソース) に設定します。

3. HLS 出力グループを作成します。

4. 1 つの出力を作成し、低解像度動画用に動画とオーディオを設定します。

5. その同じ出力で、以下のように字幕アセットを 1 つ作成します。

• [Captions selector name] (字幕セレクタ名): 字幕セレクタ 1。

• [Captions settings] (字幕設定): いずれかの埋め込み形式。

• [Language code] (言語コード) と [Language description] (言語の説明): 空のままにします。埋
め込みパススルーでは、すべての言語が含まれます。

6. 2 番目の出力を作成し、中解像度動画用に動画とオーディオを設定します。
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7. その同じ出力で、以下のように字幕アセットを 1 つ作成します。

• [Captions selector name] (字幕セレクタ名): 字幕セレクタ 1。

• [Captions settings] (字幕設定): いずれかの埋め込み形式。

• [Language code] (言語コード) と [Language description] (言語の説明): 空白のままにします。
埋め込み字幕では、すべての言語が含まれます。

8. 3 番目の出力を作成し、高解像度動画用に動画とオーディオを設定します。

9. その同じ出力で、以下のように字幕アセットを 1 つ作成します。

• [Captions selector name] (字幕セレクタ名): 字幕セレクタ 1。

• [Captions settings] (字幕設定): いずれかの埋め込み形式。

• [Language code] (言語コード) と [Language description] (言語の説明): 空白のままにします。
埋め込み字幕では、すべての言語が含まれます。

10. チャンネルの設定を終了したら、保存します。

サイドカー字幕での設定

この例では、字幕がサイドカーである ABR ワークフローを示しています。例えば、3 つのビデオエ
ンコード (低、中、高解像度動画用) と 1 つのオーディオを含む Microsoft Smooth 出力を生成すると
します。これらのエンコードを Microsoft Smooth 出力に含めます。英語とスペイン語の埋め込み字
幕を取り込み、英語とスペイン語の TTML 字幕に変換するとします。
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このユースケースを設定するには

1. 作成するチャンネルのナビゲーションペインの [Input attachments] (入力アタッチ) で入力を選択
します。

2. [General input settings] (入力全般設定) で [Add captions selector] (字幕セレクタの追加) を 2 回
選択して、以下の字幕セレクタを作成します。

• 字幕セレクタ 1: 埋め込み英語用。

• 字幕セレクタ 2: 埋め込みスペイン語用。

3. Microsoft Smooth 出力グループを作成します。

4. 1 つのビデオエンコードを含む 1 つの出力を作成し、低解像度動画用に設定します。

5. 1 つのビデオエンコードを含む 2 番目の出力を作成し、中解像度動画用に設定します。

6. 1 つのビデオエンコードを含む 3 番目の出力を作成し、高解像度動画用に設定します。

7. 1 つのオーディオエンコードを含み、ビデオエンコードを含まない、4 番目の出力を作成しま
す。
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8. 1 つの字幕エンコードを含み、動画またはオーディオエンコードを含まない、5 番目の出力を作
成し、字幕エンコードを以下のように設定します。

• [Captions selector name] (字幕セレクタ名): 字幕セレクタ 1。

• [Captions settings] (字幕設定): TTML。

• [Language code] (言語コード) と [Language description] (言語の説明): 英語。

9. 1 つの字幕エンコードを含み、動画またはオーディオエンコードを含まない、6 番目の出力を作
成し、字幕エンコードを以下のように設定します。

• [Captions selector name] (字幕セレクタ名): 字幕セレクタ 2。

• [Captions settings] (字幕設定): TTML。

• [Language code] (言語コード) と [Language description] (言語の説明): スペイン語。

10. チャンネルの設定を終了したら、保存します。

パートナー CDI 入力

パートナー CDI 入力は、CDI 入力の特定の構成です。お客様しなければならない自動入力フェイ
ルオーバーをサポートする場合は、2 つの CDI 入力をパートナーとしてセットアップします。CDI 
ソースの場合。2 つの入力は常に、2 つの入力が一緒に機能します。自動フェイルオーバーペア。2 
つの入力は、フェイルオーバーペアとしてのみ組み合わせて使用できます。

トピックス

• 通常の入力とパートナー入力の比較

• パートナー CDI 入力を使用するためのルール

• パートナー入力セットの作成

• パートナー入力のセットの編集

• パートナーの入力の削除

通常の入力とパートナー入力の比較

CDI 入力を作成するときは、作成する必要があるかどうかを決定する必要があります。レギュ
ラーCDI 入力またはセットパートナーCDI 入力。この決定は、パイプラインの冗長性と自動入力フェ
イルオーバーの実装方法によって異なります。

次の表に、ワークフローに応じて作成する入力のタイプを示します。
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チャネルはパイプラインの冗
長性を設定しています

自動入力フェイルオーバー用
にこの入力を設定する場合

作成する入力のタイプ

いいえ One通常CDI 入力。いいえ (単一パイプラインチャ
ネル)

はい 1 組のパートナー CDI 入力-2 
つの CDI 入力をパートナーと 
して設定します。

いいえ One通常CDI 入力。はい (標準チャンネル)

はい 2 組のパートナー入力:

• 2 つの CDI 入力が 1 組の
パートナー入力としてセッ
トアップされます。

• さらに 2 つの CDI 入力を別
のパートナー入力セットと
して設定します。

パートナー CDI 入力を使用するためのルール

パートナーの入力には、次のルールが適用されます。

• 自動フェイルオーバー — パートナーの入力は、フェイルオーバーペアとしてのみ使用できます。

• 入力切り替え — 入力切り替えワークフローでは、パートナー入力を使用できません。場合によっ
ては、一方のパートナーに切り替え、他のパートナーに切り替える場合もあります。

• シングルチャネル — パートナー入力は 1 つのチャネルでのみ使用できます。1 つのパートナーを 
1 つのチャネルに、もう一方のパートナーを別のチャネルにアタッチすることはできません。

パートナー入力セットの作成

パートナー入力を作成するには、特別な手順を実行する必要があります。「the section called “[CDI 
input] (CDI 入力) — パートナー CDI 入力”」を参照してください。
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パートナー入力のセットの編集

通常の CDI 入力を更新するのと同じ方法で入力を編集できます。「the section called “入力の編集”」
を参照してください。

パートナーの入力の削除

2 つの入力は等しくなります。特別な手順に従って作成する最初の入力は、所有者入力またはプリ
ンシパル入力ではありません。したがって、これらのルールは、次の場合に適用されます。削除す
るパートナーからの入力:

• 一方の入力は、もう一方の入力を削除せずに削除できます。

そうすると、残りの入力は単に通常の CDI 入力になります。最初の入力を削除しても、2 番目の
入力の名前は自動的に変更されません。たとえば、入力に myInput-partner という名前がある場
合、パートナーの CDI 入力ではなくなっても、myInput-partner という名前が付けられます。入力
を編集して名前を変更できます。

• 2 番目の入力を削除してから、最初の入力からパートナー入力を再度作成できます。新しい入力の 
IP アドレスだろう割り当てられるポート5001年。

• 最初の入力を削除してから、2 番目の入力からパートナー入力を再度作成できます。新しい入力の 
IP アドレスだろう割り当てられるポート5000。

2 番目の入力の名前を変更しなかった場合 (デフォルトには接尾辞が付いています。たとえ
ば、MyInput-パートナー) を入力すると、新しい入力の名前が付きます。myInput-パートナー-パー
トナー。入力を編集して名前を変更できます。

チャネルクラスと入力クラス
チャネルの特徴の 1 つは、そのクラスです。入力の特徴の 1 つは、そのクラスです。チャネルクラ
スと入力クラスの両方を設定して、パイプラインの冗長性を実装または省略します。

チャネルクラスと入力クラスの概要については、このセクションを参照してください。次に、パイプ
ラインの冗長性の実装または省略の詳細については、を参照してください。the section called “パイ
プラインの冗長性”。

チャネルクラスについて

次の操作を実行できます。ワークフローを計画するでは、チャンネルのクラスを決める必要がありま
す。次の 2 つのチャネルクラスがあります。
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• 標準クラス

ある標準チャネルには 2 つのエンコーディングパイプラインがあります。パイプラインが 2 つあ
るとき、両方のパイプラインがperformはエンコーディングです。一方のパイプラインに障害が発
生しても、もう一方のパイプラインからのダウンストリームシステムへの出力を続行できます。正
確な方法の詳細と図を参照MediaLive障害を処理します。を参照してください。the section called 
“パイプラインの冗長性”。

• 単一パイプラインクラス

ある単一パイプラインチャネルエンコーディングパイプラインが 1 つあります。単一パイプライ
ンに障害が発生すると、ダウンストリームシステムへの出力が停止します。

チャンネルクラスは、次のときに設定します。チャネルを作成する。以下の操作を実行できま
す。アップグレードまたはダウングレード方法既存のチャネルのクラス。

入力クラスについて

チャネルでパイプラインの冗長性を実装または省略する手順の一環として、各入力のクラスを決定す
る必要があります。次の 2 つの入力クラスがあります。

• 標準クラス

標準クラスの入力には 2 つのパイプラインがあります。

すべてのタイプの入力を標準クラスの入力として設定できます。

• 単一クラスの入力には 1 つのパイプラインがあります。

すべての入力を単一クラス入力として設定できます。CDI 入力と RTP 入力をシングルクラス入力
として設定することはできません。

チャンネルと入力クラスの組み合わせ

次の表は、チャネルクラスと入力クラスの有効な組み合わせについて説明します。セクションに追加
します。the section called “パイプラインの冗長性”ワークフローに適切な組み合わせを選択する方法
については、を参照してください。
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チャネル 入力

標準チャネル すべての入力は標準クラスの入力でなければな
りません。

単一パイプラインチャネル 入力は、シングルクラス入力と標準クラスの入
力の組み合わせである場合があります。

ほとんどのタイプの入力はシングルクラス入力
になります。

CDI 入力または RTP 入力は標準クラスの入力
になります。

単一パイプラインチャネル 入力はすべて標準クラスの入力である場合があ
ります。。

動的入力

静的および動的ファイル入力で複数入力チャンネルを設定できます。その後、チャンネルスケジュー
ルの入力切り替え機能を使用して、ある入力から別の入力に切り替えることができます。静的入力は
常に同じファイルに接続します。動的入力は、スケジュール内の入力スイッチで使用されるたびに、
異なるファイルを指します。

動的入力を使用すると、チャンネルにアタッチできる入力数の制限を守りながら、チャンネルで使用
できる動画ソースの数を増やすことができます。

ダイナミック入力として設定できるのは、以下のいずれかの場所に保存されている MP4 またはトラ
ンスポートストリーム (TS) ファイル入力のみです。

• Amazon S3

• AWS Elemental MediaStore

動的入力のセットアップ

動的入力の計画と作成の詳細については、「the section called “動的入力”」を参照してください。
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ID3 メタデータの使用
ID3 メタデータは、アーカイブ出力、HLS 出力、出力、UDP 出力に含めることができます。 
MediaPackage 通常、ダウンストリームシステムがデータを予期し、それを解釈できることがわかっ
ている場合は、出力に ID3 メタデータを含めます。

ID3 メタデータの要件は、ダウンストリームシステムの担当者から取得する必要があります。

チャンネルを作成または編集するときは、ID3 メタデータが有効になるように、チャンネルに個別の
出力を設定できます。ID3 メタデータは、次の 1 つ以上のソースから取得できます。

• 入力に既に存在するメタデータである場合があります。

• チャンネルの作成時に追加するメタデータである場合があります。

• スケジュールにアクションを作成することで追加したメタデータである場合があります。

ID3 メタデータは、出力タイプ固有のルールに従ってアーカイブ、HLS MediaPackage、または 
UDP 出力に含まれます。

トピック

• ID3 メタデータの有効化

• ID3 メタデータを介したパススルー

• チャンネルの作成時の ID3 メタデータの挿入

• スケジュールを使用した ID3 メタデータの挿入

ID3 メタデータの有効化

ID3 メタデータを出力に含めるには、チャンネルを作成または編集するときに、その出力で ID3 メタ
データを有効にする必要があります。

アーカイブ出力での有効化

アーカイブ出力に ID3 メタデータを含めるには、該当する各出力で機能を有効にする必要がありま
す。

アーカイブ出力で ID3 メタデータを有効にするには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページにある、[Output groups] (出力グループ) セクション
の [Archive] (アーカイブ) グループで、ID3 メタデータを有効にする出力を選択します。
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2. [Container Settings] (コンテナ設定)、[PID Settings] (PID 設定)、[Timed Metadata Behavior] (時
間指定メタデータの動作) で、[PASSTHROUGH] を選択します。

3. [Timed Metadata PIDs] (時間指定メタデータの PID) には、ID3 メタデータを挿入する PID を入
力します。

4. 該当する出力ごとに繰り返します。

有効化の結果については、このセクションで後述する「the section called “ID3 メタデータの有効化
の結果”」を参照してください。

HLS 出力での有効化

HLS 出力に ID3 メタデータを含めるには、該当する各出力で機能を有効にする必要があります。

HLS 出力で ID3 メタデータを有効にするには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページにある、[Output groups] (出力グループ) セクション
の [HLS] グループで、ID3 メタデータを有効にする出力を選択します。

2. [HLS Settings] (HLS 設定) が [Standard hls] (標準 hls) に設定されていることを確認します。ID3 
メタデータは標準出力にのみ含めることができます。[Audio-only outputs] (オーディオのみの出
力) オプション (このフィールドの他のオプション) は、オーディオレンディショングループの設
定に使用され、このメタデータを含めることはできません。

3. [PID Settings] (PID 設定)、[Timed Metadata Behavior] (時間指定メタデータの動作) で、
[PASSTHROUGH] を選択します。

4. [Timed Metadata PIDs] (時間指定メタデータの PID) には、ID3 メタデータを挿入する PID を入
力します。

5. 該当する出力ごとに繰り返します。

有効化の結果については、このセクションで後述する「the section called “ID3 メタデータの有効化
の結果”」を参照してください。

出力での有効化 MediaPackage

ID3 MediaPackage メタデータを出力に含めるには、出力を設定する必要はありません。 
MediaPackage この機能を有効にすると、出力は自動的に設定されます。

MediaPackage 出力での ID3 メタデータの処理については、the section called “ID3 メタデータの有
効化の結果”この章の後半のを参照してください。
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UDP 出力での有効化

UDP 出力に ID3 メタデータを含めるには、該当する各出力で機能を有効にする必要があります。

UDP 出力で ID3 メタデータを有効にするには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページにある、[Output groups] (出力グループ) セクション
の [UDP] グループで、ID3 メタデータを有効にする出力を選択します。

2. [Network Settings] (ネットワーク設定)、[PID Settings] (PID 設定)、[Timed Metadata Behavior]
(時間指定メタデータの動作) で、[PASSTHROUGH] を選択します。

3. [Timed Metadata PIDs] (時間指定メタデータの PID) に、メタデータを挿入する PID を入力しま
す。

4. 該当する出力ごとに繰り返します。

有効化の結果については、このセクションで後述する「the section called “ID3 メタデータの有効化
の結果”」を参照してください。

ID3 メタデータの有効化の結果

チャンネルで ID3 メタデータを有効にした結果は次のとおりです。

• 入力に存在する TDRL または PRIV 以外の ID3 メタデータは、対応する出力に自動的に含まれま
す。

• 入力に存在する TDRL 型または PRIV 型の ID3 メタデータは、次のように対応する出力に渡され
ます。

• フレームの表現に「Elemental Technologies」が含まれていない場合、メタデータは渡されま
す。

• フレームの表現に「Elemental Technologies」が含まれている場合、メタデータは渡されませ
ん。 MediaLive メタデータのタイムスタンプが過ぎていることを前提としているため、メタ
データは渡されません。

• 出力グループで設定した ID3 メタデータは、チャンネルの作成時に ID3 メタデータを有効にした
出力に挿入されます。出力グループで ID3 メタデータをセットアップする方法については、「the 
section called “チャンネルの作成時の ID3 メタデータの挿入”」を参照してください。

• MediaLive スケジュールにアクションを作成して設定した ID3 メタデータは、対象となる出力に
含まれます。スケジュールで ID3 メタデータをセットアップする方法については、「the section 
called “ スケジュールを使用した ID3 メタデータの挿入”」を参照してください。
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出力の適格性は、次の表に示すように、出力グループのタイプによって異なります。

出力グループのタイ 
プ

入力に存在する ID3 
メタデータ

チャンネルの設定時 
に指定する ID3 メタ
データ

スケジュールを使用 
して挿入する ID3 メ
タデータ

アーカイブ パススルー 出力に含まれない 出力に含める

HLS パススルー 出力に含める 出力に含める

MediaPackage パススルー 出力に含まれない 出力に含める

UDP パススルー 出力に含める 出力に含まれない

ID3 メタデータを介したパススルー

チャンネル入力の ID3 メタデータが自動的に出力に渡されるように出力を設定できます。ID3 メタ
データをパススルーするには、出力で ID3 を有効にします。詳細については、「the section called 
“ID3 メタデータの有効化”」を参照してください。

チャンネルの作成時の ID3 メタデータの挿入

ID3 メタデータを有効にした HLS 出力または UDP 出力に対して、定期的に (10 秒ごとなど) ID3 メ
タデータを挿入するように設定できます。ID3 MediaPackage メタデータをアーカイブまたは出力に
挿入することはできません。

チャンネルの作成時に ID3 メタデータを挿入するには

1. ID3 メタデータを有効にしていることを確認します。詳細については、「the section called “ID3 
メタデータの有効化”」を参照してください。

2. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Output groups] (出力グループ) セクション
で、HLS グループまたは UDP グループを選択します。(ID3 MediaPackage メタデータはアーカ
イブグループまたはグループには挿入できません)。

3. [ID3] を選択します。

4. [Timed Metadata ID3 Frame] (時間指定メタデータの ID3 フレーム) で、メタデータに適用する 
ID3 フレームタイプを選択します。
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チャネルの作成時に挿入するメタデータ、および他のソースのいずれかからのメタデータに
は、PRIV を使用しないようにしてください。

5. [Timed Metadata ID3 Period] (時間指定メタデータ ID3 の期間) に、ID3 メタデータの繰り返し間
隔 (秒単位) を入力します。

UDP 出力グループの場合は、任意の長さを設定します。HLS 出力グループでは、期間 (間隔) を
セグメント長の半分に設定することをお勧めします。セグメントの長さを確認するには、[HLS 
output group] (HLS 出力グループ) で [Manifests and Segments] (マニフェストとセグメント) を
選択し、[Segment Length] (セグメント長) を確認します。

チャンネルを開始すると、最初の ID3 メタデータは出力の開始直後に挿入され、チャンネルの存続
期間中、指定された間隔で挿入されます。

ID3 メタデータのタイムスタンプは、出力タイムコードから派生します。これは、チャンネルが実行
されているときに、ID3 フレームが出力に挿入される時間を示しています。タイムスタンプは、チャ
ンネルの[General Settings] (全般設定) ページの[Timecode Configuration] (タイムコードの設定) セク
ションにある [Source] (送信元) フィールドで指定した形式になります。

スケジュールを使用した ID3 メタデータの挿入

MediaLive スケジュールでアクションを作成することで、特定の時刻に ID3 メタデータを挿入できま
す。メタデータは、ID3 メタデータを有効にした各 HLS MediaPackage 出力または出力に挿入され
ます。UDP 出力には挿入されません。

通常、ID3 メタデータを含めるにはダウンストリームシステムの指示に従います。

ID3 メタデータを挿入するには

1. ID3 メタデータを有効にしていることを確認します。詳細については、「the section called “ID3 
メタデータの有効化”」を参照してください。

2. スケジュールでアクションを作成します。詳細については、「設定:スケジュールの作成」を参
照してください。
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ID3 セグメントタグの操作

HLS MediaPackage 出力とチャンネルの出力のすべてのセグメントに ID3 タグを含めることができ
ます。AWS Elemental MediaLive通常、ダウンストリームシステムがデータを期待し、それを解釈で
きることがわかっている場合は、出力に ID3 セグメントタグを含めます。

タグの内容に関する要件は、ダウンストリームシステムの担当者から取得する必要があります。

機能の仕組み

この機能を有効にします。HLS 出力グループでは、チャンネル内の個々の HLS 出力グループを
設定し、出力グループ内のすべての出力に対して ID3 セグメントのタグ付けを有効にします。 
MediaPackage 出力グループには設定はありません。タグ付けは、これらの出力グループでは常に有
効になります。

次に、チャンネルスケジュールに ID3 セグメントタグアクションを作成し、タグの内容を指定しま
す。コンテンツには次の 2 つのオプションがあります。

• フィールドのコンテンツは ID3 フレームの ID3 タグ部分に入力します。フィールドは常に TXXX 
タイプです。 MediaLive ID3 フレーム全体を構築します。

• ID3 フレーム全体を指定します。

アクションの開始時に、チャネルは HLS のすべてのセグメントにタグコンテンツの挿入を開始し 
MediaPackage、出力します。

新しいアクションを作成することで、タグの内容を変更できます。新しいアクションの開始時に、 
MediaLive 新しいタグの内容をすべてのセグメントに挿入し始めます。

トピック

• ID3 メタデータとの比較

• ID3 セグメントタグを挿入する

ID3 メタデータとの比較

ID3 セグメントのタグ付けに似た機能は、ID3 時間指定メタデータです。両方のメタデータのセット
を含めるようにチャンネルを設定できます。両方のセットは、同じ PID に挿入されますが、異なる
タイプの ID3 メタデータとして挿入されます。
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次に、2 つの機能の比較を示します。

トピック タグオプションを使 
用する ID3 セグメン
トタグ

ID3 オプションを使用
する ID3 セグメント
タグ

ID3 時限メタデータ

1 回または繰り返す？ Repeat

アクションの開始時 
に、該当する出力の 
すべてのセグメント 
に ID3 MediaLive タ
グの挿入を開始しま
す。これは、通常、
チャンネルの存続期
間中、すべてのセグ
メントに挿入され続
けます。

Repeat

アクションの開始時 
に、該当する出力の 
すべてのセグメント 
に ID3 MediaLive タ
グの挿入を開始しま
す。これは、通常、
チャンネルの存続期
間中、すべてのセグ
メントに挿入され続
けます。

1 回限りの

アクションの開始時 
に、ID3 メタデータ
を該当する出力に 1 
MediaLive 回限りのイ
ベントとして挿入し
ます。

該当する出力グルー 
プ

HLS MediaPackage 
と出力グループ。該 
当する出力グループ 
で ID3 セグメントタ
グ機能を有効にする
必要があります。

HLS MediaPackage 
と出力グループ。該 
当する出力グループ 
で ID3 セグメントタ
グ機能を有効にする
必要があります。

アーカイブ、HLS 
MediaPackage、UDP 
出力グループ。該当 
する出力グループで 
ID3 時限メタデータ機
能を有効にする必要
があります。

クリアテキストまた 
は base64 を指定しま
すか?

クリアテキスト

ID3 タグ内の TXXX 
フィールドの値のみ 
を指定します。この 
値はクリアテキスト 
として指定します。

Base64

完全な形式の ID3 メ
タデータ項目 (ID3 仕
様に従ってヘッダー
とフレームの両方を
含む) を指定し、base 
64 としてエンコード
します。

Base64

完全な形式の ID3 メ
タデータ項目 (ID3 仕
様に従ってヘッダー
とフレームの両方を
含む) を指定し、base 
64 としてエンコード
します。
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トピック タグオプションを使 
用する ID3 セグメン
トタグ

ID3 オプションを使用
する ID3 セグメント
タグ

ID3 時限メタデータ

一般的なコンテンツ すべてのセグメント 
で繰り返し使用した 
いコンテンツ

通常、コンテンツは
可変データ形式の可
変テキストの全部ま
たは一部で構成され
ます。 MediaLive 例
えば、日付と時刻と
現在のセグメント番
号で構成されている
場合があります。こ
れは、タグの内容が
セグメントごとに異
なることを意味しま
す。

すべてのセグメント 
で繰り返し使用した 
いコンテンツ

一度は含めたいコン 
テンツ

ID3 セグメントタグを挿入する

出力グループの出力に ID3 セグメントタグを含めるには、チャンネルを作成または編集するときに 
ID3 セグメントタグを有効にします。 MediaPackage 出力グループではこの機能を有効にする必要は
ありません。

次に、タグの挿入を開始するようにチャンネルを設定するには、 MediaLive スケジュールにアク
ションを作成します。チャネルは、該当する HLS MediaPackage 出力グループとすべての出力グ
ループにタグを挿入します。

HLS 出力で ID3 セグメントのタグ付けを有効にするには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Output groups] (出力グループ) セクションの
[HLS] グループで、[ID3] を選択します。

2. [HLS ID3 Segment Tagging] で、[ENABLED] を選択します。
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3. 必要に応じて、各出力で、タグの PID を指定します。出力に PID を指定しない場合、PID 502 
MediaLive が使用されます。

この出力グループの出力を選択します。[Container Settings] (コンテナの設定) の [PID Settings]
(PID の設定) の [Timed Metadata PIDs] に、ID3 タグを挿入する PID を入力します。

ID3 時間指定メタデータ機能でもこの PID が使用されることに注意してください。

4. 出力グループの該当する出力ごとに繰り返します。

出力で ID3 セグメントタグを有効にするには MediaPackage

MediaPackage 出力グループは ID3 セグメントタグが有効で、PID 502 が指定された状態で自動的に
設定されます。

したがって、タグを挿入するアクションをスケジュールに作成すると、 MediaPackage 出力にはそ
のタグが含まれます。アクションを作成しないと、出力にタグは含まれません。(MediaLive デフォ
ルトタグは挿入されません)。

ID3 セグメントタグの挿入を開始するには

1. HLS 出力グループで ID3 セグメントタグが有効になっていることを確認します。

2. スケジュールにアクションを作成します。詳細については、「設定:スケジュールの作成」を参
照してください。

通常、スケジュールにはアクションを 1 つだけ作成します。別のアクションを作成すると、そ
のアクションで指定されたタグが、前のアクションで指定したタグに置き換えられます。

MediaLive タグの挿入を停止するには、空のコンテンツを含むアクションを作成します。

イメージオーバーレイの操作

静止画像オーバーレイ機能を使用して、チャンネル内の動画に静止画像を重ね合わせることができ
ます。 MediaLive 静止イメージとは、動きのない静止したイメージです。画像を準備して外部に保
存します。 MediaLive次に、のスケジュール機能を使用して、 MediaLive 実行中のチャンネルに画像
（最大 8 種類の画像）を表示するタイミングと、それぞれの画像を非表示にするタイミングを指定
するタイムテーブルを設定します。
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例

例 1

特定の時間に静止イメージオーバーレイを挿入し、それを 10 秒間実行します。イメージオーバーレ
イを動画フレームの右下隅に表示します。イメージオーバーレイを 50% 不透明にし、何もない状態
から 2 秒間で 50% の不透明度までフェードインして、挿入が終了する 2 秒前から何もない状態まで
フェードアウトします。

例 2

2 つのイメージオーバーレイを挿入して、両方が同時に、または一部重なって動画フレームに表示さ
れるようにします。あるイメージオーバーレイをある場所に表示し、そのイメージオーバーレイがま
だ表示されている間に別のイメージオーバーレイが別の場所に表示されるように、イメージオーバー
レイの表示をわずかに重複させます。位置が部分的または完全に重なる場合は、どのイメージオー
バーレイを一番上に表示するかを指定します。

静止イメージオーバーレイの特徴

イメージファイルは 32 ビットの.bmp、.png、または.tga ファイルで、入力ビデオよりも大きい (ピ
クセル単位) であってはなりません。

各イメージオーバーレイを開始時間と期間で設定できます。

一度に最大 8 つのイメージを挿入できます。各イメージは別々の「レイヤー」です。基となる動画
の上に同時に表示されるようにオーバーレイを設定することも、物理的にオーバーラップするように
設定することもできます。不透明度や、フェードインとフェードアウトを適用するように設定できま
す。

画像オーバーレイは、「Image X」フィールドと「Image Y」フィールドで指定されているように、
ビデオフレームの任意の位置に挿入できます。 MediaLive コンソールのフィールドの詳細について
は、フィールドの横にある「情報」リンクを選択してください。

イメージは次のように処理されます。

• イメージは拡大縮小されずに、基となる動画ピクセルにピクセル単位でオーバーレイされます。

オーバーレイが基となる動画より大きい場合、または基となる動画の端を超える場合、およびシス
テムがチャンネル作成時にこのエラーを識別できた場合は、その時点でエラーメッセージが表示さ
れます。
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システムがエラーを事前に識別できなかった場合は、チャンネルの実行中にエラーメッセージが表
示されます。チャンネルは停止しませんが、オーバーレイリクエストは失敗します。

• 個別の出力エンコードが作成される前に (それぞれの解像度と動画品質で) イメージがオーバーレ
イされます。つまり、基となる動画が特定の出力エンコード用に拡大縮小される場合は、イメージ
も同様に拡大縮小されます。

• イメージはすべての出力に挿入されます。

ステップ 1: 静止イメージオーバーレイファイルを準備する

チャンネルで使用する各イメージオーバーレイを準備する必要があります。オーバーレイは 
MediaLive、たとえば Amazon S3 バケットの外部に保存されます。イメージオーバーレイは内の特
定のチャネルに属したり、 MediaLive 特定のチャネルに属したりすることはありません。 MediaLive
正確には、イメージオーバーレイは MediaLive によって使用されます。

以下の手順に従って、必要なオーバーレイを準備します。

オーバーレイファイルを準備するには

1. 以下の特性を持つファイルを作成します。

• ファイルタイプ: .bmp、.png、または .tga ファイル。

• アスペクト比: オーバーレイのアスペクト比は任意です。基となる動画のアスペクト比と一致
する必要はありません。

• ピクセル単位のサイズ: オーバーレイは、基となる動画と同サイズまでの任意の解像度 (ピク
セル単位のサイズ) にすることができます。

2. チャンネルを出力するグラフィックプログラムを使用する場合は、アルファチャンネルを出力す
るように設定します。これにより、イメージオーバーレイが黒または白のボックスで表示されな
くなります。

3. 準備したファイルを MediaLive からアクセスできる場所に配置します。以下の方法のいずれか
で場所を指定できます。

• SSL を使用した Amazon S3 バケット。例:

s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/company-overlays/overlay.png
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では MediaLive、Amazon S3 バケット名にドット表記を使用してはいけません。例え
ば、company-overlays は受け入れられますが、company.overlays は受け入れられませ
ん。

• SSL を必要とするアクセス可能な URL。例:

https://203.0.113.0/corporate-logos/large.bmp

• SSL を使用しない、アクセス可能な URL。例:

http://203.0.113.254/corporate-logos/high-res.bmp

4. 場所を書き留めておきます。後で必要になります。

ステップ 2: オーバーレイを挿入する

チャンネルスケジュールに挿入アクションを作成して、動画にオーバーレイを挿入します。詳細につ
いては、「設定:スケジュールの作成」および「the section called “アクションの作成”」を参照してく
ださい。

スケジュールとは、各チャンネルにアタッチされているタイムテーブルのことです。スケジュール
は、特定の時間にチャンネルに対して実行するアクションを指定できるように設計されています。例
えば、イメージオーバーレイを使用すると、スケジュール内にアクションを作成して、特定の期間の
特定の時刻に特定のイメージを、基となる動画にオーバーレイするように指定できます。

チャンネルの実行中には、設定は変更されず、変更できません。そのため、チャンネルスケジュール
を使用すると、チャンネルを停止して再設定することなく、動的に発生するアクションをチャンネル
に適用できます。

入力クリッピング

ファイル入力をクリップして、 MediaLive ファイルの一部だけを取り込むことができます。ファイ
ルは、Amazon S3 に保存されている MP4 ファイルAWS Elemental MediaStore、または HTTP 範囲
リクエストをサポートする HTTP サーバーである必要があります。

チャンネルスケジュールの入力切り替えアクションの設定の一環として、ファイルをクリップしま
す。したがって、クリップされたファイルを使用するには、スケジュールを使用する必要がありま
す。
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入力切り替えとの統合は、次のように動作します。 MediaLive 入力クリッピングを含むファイル入
力に切り替える準備が整ったら、 MediaLive ファイル全体ではなくファイルの一部を要求するよう
に上流システムに要求を送信します。

入力クリッピングのファイル入力を設定するには

1. アップストリームシステムが HTTP サーバーの場合は、そのシステムで範囲リクエストがサ
ポートされていることを確認してください。サーバーが範囲リクエストをサポートしていない場
合、入力スイッチが発生したときに入力損失の問題が発生します。

2. MP4 ファイル入力を通常の方法で作成します。the section called “MP4 入力” を参照してくださ
い。

3. 入力を通常の方法でチャンネルにアタッチします。the section called “インプットパート 1: イン
プットをアタッチする” を参照してください。

4. クリップの開始時刻と終了時刻を指定する切り替え入力アクションをスケジュールに作成しま
す。the section called “アクションの作成” を参照してください。

開始点を指定できます (指定しない場合、取り込みはファイルの先頭から開始されます)。終了点
を指定できます (指定しない場合、取り込みはファイルの末尾で停止します)。または、開始点と
終了点の両方を指定できます。

チャンネルがこの入力に切り替わると、指定されたポイントでファイルの取り込みが開始および停止
します。

取り込む別の部分を指定するたびに、この同じ入力を繰り返し再利用できます。これを行うには、開
始時刻と終了時刻が異なる別の切り替え入力アクションを作成します。

ビデオ入力ロスの処理

MediaLive チャンネルへのビデオ入力が失われた場合のメディアの処理方法をカスタマイズできま
す。

トピック

• MediaLive ビデオ入力ロスの処理方法

• 代替コンテンツを設定する

• 配信をカスタマイズする
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MediaLive ビデオ入力ロスの処理方法

MediaLive が入力を取り込むときに、ビデオソースが失われたことを検出する場合があります。 
MediaLive この損失により、入力損失動作の処理に従い始めます。 MediaLive 出力側で置換コンテン
ツ (フィルフレーム) のエンコードを開始します。この処理により、チャンネルは引き続き動画コン
テンツをエンコードできます。( MediaLive 重要なルールは、実行中のチャンネルは常にコンテンツ
をエンコードしなければならないということです)。

チャネルは、回復して通常のエンコードに戻るまで、入力損失処理に従います。チャンネルが回復す
る方法は、自動入力フェールオーバーを実装しているかどうかによって異なります。

• 自動入力フェールオーバーを実装した場合、ビデオブラックフェールオーバーの状態によって別の
入力への切り替えがトリガーされるまで (または入力が回復するまで)、入力損失の処理が継続され
ます。2 番目の入力に障害が発生すると、入力損失処理が再開され、両方の入力の問題が修正され
るまで処理が続行されます。

• 自動入力フェールオーバーを実装していない場合、入力が回復するまで、または入力の問題が解決
されるまで、入力損失処理は継続されます。

この 2 つの機能は互いに補完し合っていますが、動作するタイミングは異なります。

• 入力損失処理は、予想されるフレームが到着しなくなるとすぐに行われます。たとえば、入力のフ
レームレートが 60 FPS の場合、フレームが前のフレームから 17 ミリ秒以内に到着しないと処理
がトリガーされます。(17 ミリ秒は約 1 秒を 60 で割った値です)。

• 自動入力フェールオーバーのトリガーは長く、設定可能です。一般的なトリガーは 1000 ミリ秒で
す。

入力プロービング障害と比較した入力損失

入力損失の処理は、以前は正常だった入力が不健全になった後にのみ行われます。

また、その前に入力が失敗する可能性もあります。 MediaLive チャンネルが開始して最初の入力の
取り込みを開始すると、入力を調べて、入力とソースを検出しようとします。検出に失敗すると、入
力とチャンネルはすぐに失敗します。問題を解決して、チャンネルを再起動する必要があります。問
題は、入力がない (この問題は主に RTMP 入力に当てはまる) か、入力が現在のチャンネル仕様を超
えているか、入力設定が正しくないことが考えられます。

デフォルト動作:入力損失処理

入力損失処理のデフォルトは以下のとおりです。
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• 置換コンテンツのエンコード:受信した最後の有効なフレームを繰り返してエンコードしま
す。1000 ミリ秒繰り返します。次に、黒いフレームを 1000 ミリ秒エンコードします。次に、黒
いスレートを無期限にエンコードします。

• コンテンツの配信:デフォルトの処理では、エンコードされた代替コンテンツを放出 (配信) しま
す。

インプットロス処理のカスタマイズ

• 差し替えコンテンツのタイミングをカスタマイズでき、スレートの内容もカスタマイズできます。

• 一部の出力グループタイプでは、エンコードされたコンテンツが配信されないように配信を変更で
きます。

代替コンテンツを設定する

置換コンテンツの表示時間をカスタマイズしたり、スレートに使用する画像や色をカスタマイズした
りできます。たとえば、スレートを画像 (「お待ちください」など) に変更できます。

Note

このセクションでは、「設定:チャンネルの作成 」で説明しているチャンネルの作成または
編集に精通していることを前提としています。

1. MediaLiveコンソールの「チャンネルを作成」ページで、「一般設定」を選択します。[グローバ
ル設定] を展開します。必要に応じて [グローバル設定を有効にする] を選択します。

2. [入力損失動作] で [入力損失動作] を選択します。追加のフィールドが表示されます。これらの
フィールドは、次のように置換内容を制御します。

• Repeat Frame Msec で指定した時間における最後の有効フレームをエンコードします。0 は無
効です (リピートフレームをスキップして黒いフレームに移動)。1,000,000 という値は、前のフ
レームを永久に繰り返すことを意味します。

• リピートフレームミリ秒の期限が切れたら、ブラックフレームをブラックフレームミリ秒で指
定した時間だけエンコードします。0 は無効です (黒いフレームをスキップしてスレートに戻
る)。値が 1,000,000 の場合、黒いフレームが永遠に繰り返されます。

• 「ブラックフレームミリ秒」の有効期限が切れたら、「入力損失画像タイプ」、「入力損失画
像カラー」または「入力損失画像スレート」で指定されたスレートまたはカラーの送信に切り
替えます。
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3. 1 つまたは複数のフィールドに入力して動作をカスタマイズします。 MediaLive コンソールの
フィールドの詳細については、フィールドの横にある [情報] リンクを選択してください。

配信をカスタマイズする

代替コンテンツのデフォルト処理を変更して、 MediaLivediscards エンコードされた出力を配信する
代わりにそれを配信するようにできます。次の種類の出力グループの処理を変更できます。

• HLS

• Microsoft Smooth

• RTMP

• UDP/TS

MediaPackageを除く他のすべての種類の出力グループでは、 MediaLive 常にコンテンツを配信しま
す。 MediaPackage 出力グループの場合は、 MediaLive 常に配信を一時停止します。

Note

このセクションでは、「設定:チャンネルの作成 」で説明しているチャンネルの作成または
編集に精通していることを前提としています。

1. MediaLiveコンソールのチャンネル作成ページで、左側のナビゲーションバーから出力グループを
選択します。

2. 出力グループの「設定」セクションで、その出力グループの「Input Loss Action」フィールドを探
します。この出力グループのすべての出力 (ビデオを含まない出力を含む) に必要なオプションを
選択します。このステップの後の表を参照してください。

この表は、出力グループの配信オプションを示しています。列の各行を読みます。

出力グループのタイプ フィールド 説明

HLS

Microsoft Smooth

RTMP

EMIT_OUTPUT 代替コンテンツを配信してく
ださい。
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出力グループのタイプ フィールド 説明

これはこれらの出力グループ
のデフォルトです。

HLS

Microsoft Smooth

RTMP

[一時停止] [出力] チャンネルがリピートフレー
ムを処理するように設定さ
れている場合は、リピートフ
レームのみをエンコードし 
ます。コンテンツが終了し
たら、この出力グループのす
べての出力の配信を停止しま
す。

そのため、基盤となる RTMP 
MediaLive 接続は開いたまま
になることに注意してくださ
い。

UDP EMIT_PROGRAM 代替コンテンツをエンコード
し、この出力グループのプロ
グラムとすべてのテーブルを
配信します。

これが UDP のデフォルトで
す。

UDP DROP_TS この出力グループのトランス
ポートストリーム全体の配信
を停止します。
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出力グループのタイプ フィールド 説明

UDP DROP_PROGRAM プログラムをトランスポート
ストリームからドロップしま
す。 MediaLive TS ビットレー
ト要件を満たすため、プログ 
ラムをヌルパケットに置き換
えます。

この出力グループの NULL パ
ケットとすべてのテーブルを
配信します。

レコメンデーション

配信がダウンストリームシステムの期待に応えていることを確認する必要があります。

たとえば、チャネルが標準チャネル (2 つの冗長パイプライン) の場合、ダウンストリームのシステ
ムは 2 番目のパイプラインからの出力に切り替えるように設定されている可能性があります。この
場合は、出力の送信を停止するように出力を設定するのが一番です。

別の例として、チャンネルにはパイプラインが 1 つしかない場合があります。さらに、下流システ
ムからの配信が失われると、うまく動作しなくなる可能性があります。 MediaLiveそのため、出力を
出力するように設定するのが一番です。ダウンストリームのシステムは安定しているので、「お待ち
ください」 MediaLive の状態でセットアップすれば、動画を見ている人の体験を向上させることが
できます。

での入力の準備 AWS Elemental MediaLive

即時入力スイッチに関連付けられた入力を準備して、 がスイッチ MediaLive を実行するときに発生
する遅延を減らすことができます。

入力を準備すると、 が即時入力スイッチ MediaLive を実行する際の遅延がはるかに少なくなりま
す。これは、 MediaLive が既に入力を調査し、デコードを開始しているためです。入力を準備しな
いと、 MediaLive スケジュールがアクションを受信してから切り替えが発生するまでに遅延が発生
します。

この状況では、入力を準備することをお勧めします。
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• 即時開始タイプの入力に切り替える予定です。

• スイッチがいつ発生する必要があるかはわかりませんが、ほんの数秒前の通知があるかもしれない
ことはわかっています。

入力を準備するには、入力準備アクションをチャンネルスケジュールに追加します。通常、入力準備
が適用される入力スイッチは、即時入力スイッチです。入力準備自体は、一定の時間に開始するか、
すぐに開始するか、指定された入力スイッチに従って開始するように設定できます。

MediaLive は アクションをスケジュールに追加します。アクションの開始時に、 は入力の準備 
MediaLive を開始します。

固定入力スイッチまたはフォロー入力スイッチとして入力に切り替える場合は、入力を準備する利点
はないことに注意してください。この場合、 は事前に入力 MediaLive を自動的に準備します。

用語

このセクションでは以下の用語を使用します。

• 準備アクション — スケジュールにおける入力準備アクション。

• 関連付けられたスイッチアクション — 入力準備アクションが関連付けられている入力スイッチア
クション。準備アクションは入力 A を準備します。関連付けられたスイッチアクションは入力 A 
に切り替わります。

• 固定準備 — 一定時刻に開始するように設定された入力準備アクション。

• 即時準備 — すぐに開始するように設定された入力準備アクション。

• フォロー準備、フォロー開始準備、フォローエンド準備 — 入力スイッチに従うように設定された
入力準備アクション。フォロー準備は、基準スイッチの開始または終了に続きます。

• 基準切り替えアクション — フォロー入力準備のトリガーとして使用されている入力スイッチアク
ション。したがって、フォロー入力準備は、基準入力スイッチアクションに従います。

Note

このセクションの内容は、「the section called “入力切り替え”」で説明している入力切替に
精通していることを前提としています。

トピック

• 入力準備のルールと制限
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• スケジュールでの入力準備アクションのセットアップ

• 実行時の入力準備アクションの動作の仕組み

• 入力準備アクションの変更

• 入力準備アクションの削除と停止

入力準備のルールと制限

有効な準備は一度に 1 つずつ

スケジュールには任意の数の入力準備アクションを含めることができますが、一度に有効にできる入
力準備アクションは 1 つのみです。

開始時刻は少なくとも 10 秒前です

関連付けられたスイッチの少なくとも 10 秒前に開始するように、各入力準備アクションを設定しま
す。

RTMP プル入力がありません

チャンネルで RTMP プル入力と入力準備機能の両方を有効にすることはできません。(RTMP プッ
シュ入力は許容されます)。入力準備または RTMP プル入力という、より重要な機能を選択する必要
があります。

• チャンネルに既に RTMP プル入力があって入力準備機能を使用したい場合、まず入力を削除する
必要があります。

• スケジュールでチャンネルに既に入力準備アクションがある場合に RTMP プル入力を追加するに
は、「the section called “機能の有効化”」を参照してください。

スケジュールでの入力準備アクションのセットアップ

次の手順に従って、入力準備アクションをチャンネルスケジュールに追加し、その入力についてス
イッチアクションの前に入力を準備します。

チャンネルスケジュールに入力準備アクションを含めるには

1. チャンネル内で入力準備機能をワンタイムアクションとして有効にします。チャンネルがアイド
ル状態の場合、この機能を有効にする必要があります。the section called “機能の有効化” を参照
してください。
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2. 入力スイッチを計画し、チャンネルの入力準備をします。the section called “開始の計画” を参照
してください。

3. 関連付けられた入力スイッチに入力クリッピングが含まれている場合は、「the section called 
“入力クリッピング”」を参照してください。

関連付けられた入力スイッチが入力フェイルオーバーペアの場合は、「the section called “動的
入力”」を参照してください。

4. スケジュールでアクションを作成します。通常、チャンネルを初めて開始する前に、準備アク
ションと切り替えアクションを作成します。その後、時間の経過とともにアクションを追加しま
す。固定スイッチアクションを追加し、スイッチアクションに従います。将来的に即時スイッチ
が必要になるとわかったらすぐに準備アクションを追加してください。通常、これらすべてのア
クションを追加するのはチャンネルの実行中ですが、チャンネルがアイドル状態のときにも追加
できます。

スケジュールへの入力準備アクションの追加の詳細については、「設定:スケジュールの作成」
を参照してください。

トピック

• 入力準備機能の有効化と無効化

• 入力準備の開始タイプの計画

• 入力準備と動的入力

• クリッピングによる入力準備

• 入力準備と自動入力フェイルオーバー

入力準備機能の有効化と無効化

スケジュールに入力準備アクションを追加する前に、この機能を有効にする必要があります。

機能を有効にするには

• 「チャンネルの作成」ページの「一般設定」の「機能アクティベーション」セクションで、入力
準備スケジュールアクションを「有効」に設定します。

機能を無効にするには

入力準備機能を無効にすることができます。
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通常、入力準備を無効にする唯一の理由は、チャンネルに RTMP プル入力をアタッチする必要性で
す。

1. チャンネルを停止します。

2. 有効な入力準備アクションと将来の入力準備アクションのすべてをスケジュールから削除しま
す。古くなった入力準備アクションをスケジュールから削除する必要はありません。

3. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [General settings] (全般設定) にある [Feature 
activations] (機能の有効化) セクションで [Input prepare schedule actions] (入力準備スケジュー
ルアクション) を [Disabled] (無効) に設定します。

4. 通常の方法で RTMP プル入力をアタッチします。

入力準備の開始タイプの計画

入力準備アクションをスケジュールに追加する前に、アクションの開始タイプを決定します。

トピック

• 入力準備の開始のタイプ

• 開始タイプの選択に関するガイドライン

入力準備の開始のタイプ

入力準備アクションには 3 つの開始タイプがあります。これらの開始タイプは、入力スイッチの開
始タイプと同じです。

• 固定 — 入力準備が特定の時間に開始されます。

• 即時 — アクションをスケジュールに追加するとすぐに入力準備が開始されます。

• フォロー — 入力準備は特定の入力スイッチである基準入力スイッチに従います。開始または終了
のフォローポイントを設定でき、フォローポイントは基準入力の開始または基準入力の終了に続き
ます。

フォロー開始タイプには、次のルールが適用されます。

• フォローポイントを開始に設定したフォロー入力の準備をコンソールで作成することはできませ
ん。開始オプションは、コンソールに表示されません。終了オプションのみが表示されます。

• MediaLive は、参照入力がアクティブになった後に入力の準備を開始します。したがって、
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• フォロー開始準備 (CLI を使用してのみ作成可能) の場合は、基準入力がチャンネルで開始され
る前に準備アクションを追加する必要があります。

基準スイッチが即時スイッチの場合は、スイッチアクションと準備アクションを同じバッチ更新 
コマンドに含める必要があります。

基準スイッチが固定スイッチまたはフォロースイッチの場合は、1 つのバッチ更新コマンドでス
イッチアクションを追加し、後のバッチ更新コマンドで準備アクションを追加できます。

• フォロー終了準備の場合、基準入力が終了する前 (取り込みが終了する前) に準備アクションを
追加する必要があります。

• 同じ基準スイッチと同じフォローポイントに従うフォロー準備アクションを 2 つ作成することは
できません。したがって、

• アクション 2 とアクション 4 の両方をアクション 1 の開始に続くように作成することはできま
せん。

• しかし、アクション 2 をアクション 1 の開始に続くように作成し、アクション 4 をアクション 
1 の終了に続くように作成できます。

開始タイプの選択に関するガイドライン

以下は、シナリオに応じて入力準備で使用する開始タイプを決定するためのガイドラインです。

一度に準備できるスイッチは 1 つのみです。準備アクションが開始されると、 は入力の準備 
MediaLive を開始し、他のアクティブな準備入力アクションを自動的に停止します。

したがって、基本理念は入力 X よりも先に入力 Y を準備する必要がある場合、入力 X の準備を始め
てうっかり入力 Y の準備を停止しないようにすることです。

トピック

• シナリオ A

• シナリオ B

• シナリオ C

• シナリオ D
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シナリオ A

2 つの入力を反転させるのです。スイッチの開始は常に未定なので、どのスイッチも即時スイッチに
なります。これらのスイッチの間にスイッチが散在している可能性がありますが、準備は必要ありま
せん。

Switch to input A (immediate)
Switch to input B (immediate)
Switch to input A (immediate)
Switch to input B (immediate)

最も簡単な計画の立て方は、A への各スイッチの後に B の準備を開始し、B への各スイッチの後に 
A の準備を開始することです。各入力の準備アクションは、次のいずれかの開始タイプで設定できま
す。

• 固定。準備 B の開始時刻は、スイッチ A の開始時刻から少し後になります。

• 即時 推奨 準備 B アクションは、即時 A スイッチと同時に追加することも、その直後に追加するこ
ともできます。

• フォロー (開始)。準備 B アクションと即時 A スイッチは、同じバッチ更新コマンドに追加してく
ださい。準備 B アクションの参照アクションは入力 A です。

• フォロー (終了)。スイッチ A がスケジュールに追加された後でも、準備 B アクションを追加でき
ます。準備 B アクションの参照アクションは入力 A です。

例:

Switch to input A (immediate)
Prepare input B (immediate)
Switch to input B (immediate)
Prepare input A (immediate)
Switch to input A (immediate)
Prepare input B (immediate)
Switch to input B (immediate)

シナリオ B

A への即時スイッチがあり、いくつかの固定スイッチまたはフォロースイッチがあります。次の即時
スイッチは A になるだろうと予想されます。

Switch to input A (immediate)
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Switch to input C (fixed or follow)
Switch to input D (fixed or follow)
Switch to input A (immediate)

A に切り替えた後、 は A の準備 MediaLive を続行します。したがって、再度準備する必要はありま
せん。さらに、入力 A が即時スイッチを持つ唯一の入力である場合、初めて切り替える前に A を一
度準備することができます。もう一度準備する必要はありません。

シナリオ C

A への即時スイッチがあり、いくつかの固定スイッチまたはフォロースイッチがあります。次の即時
スイッチは B になるだろうと予想されます。

Switch to input A (immediate)
Switch to input C (fixed or follow)
Switch to input D (fixed or follow)
Switch to input B (immediate)

次の即時スイッチが入力 B になることがわかっているので、入力 A に切り替えた後でいつでも準備
を開始できます。各入力の準備アクションは、次のいずれかの開始タイプで設定できます。

• 固定。準備 B の開始時刻は、スイッチ Bの開始の少なくとも 10 秒前です。

• 即時 推奨 準備 B アクションは、即時 A スイッチと同時に追加することも、その直後に追加するこ
ともできます。

• フォロー (開始)。非推奨。例えば、スイッチ C の開始またはスイッチ D の開始に続くように、準
備 B アクションを設定できます。

• フォロー (終了)。非推奨 例えば、スイッチ A の終了またはスイッチ C の終了に続くように準備 B 
アクションを設定できます。スイッチ D の終了に続くように設定しないでください。

例:

Switch to input A (immediate)
Prepare input B (immediate)
Switch to input C (fixed or follow)
Switch to input D (fixed or follow)
Switch to input B (immediate)
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シナリオ D

入力 B への即時スイッチがあり、いくつかの固定スイッチまたはフォロースイッチがあります。別
の即時スイッチがあると予されますが、最初は入力 B か入力 E かわかりません。

Switch to input A (immediate)
Switch to input C (fixed or follow)
Switch to input D (fixed or follow)
Switch to input B or E (immediate)

どの入力に切り替えるかが決まれば、準備を始めることができます。その準備をする場合、現在の入
力は A、C、または D のいずれかになります。各入力の準備アクションは、次のいずれかの開始タイ
プで設定できます。

• 固定。準備 B (または E) の開始時刻は、スイッチ B (または E) の開始の少なくとも 10 秒前です。

• 即時 推奨 スイッチが B または E のどちらになるかがわかり次第、入力の準備アクションを追加し
ます。

• フォロー (開始)。非推奨。例えば、スイッチ C の開始またはスイッチ D の開始に従うように、準
備 B (または E) アクションを設定できます。

• フォロー (終了)。非推奨 例えば、準備 B (または E) アクションをスイッチ A の終了後またはス
イッチ C の終了に続くように設定できます。スイッチ D の終了に続くようには設定しないでくだ
さい。

例:

Switch to input A (immediate)
Switch to input C (fixed or follow)
Switch to input D (fixed or follow)
Prepare input E (immediate)
Switch to input E (immediate)

入力準備と動的入力

関連付けられた入力が動的入力である場合に入力スイッチを準備できます。動的入力のパスに変数が
あります。スケジュールに入力を追加するたびに、置換文字列を選択して変数をファイルに置き換え
ます。
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入力の準備アクションを設定する際には、この置換文字列を指定する必要があります。文字列は、ス
イッチアクションの置換文字列と完全に一致する必要があります。文字列が同じでない場合は、事前
に入力を準備 MediaLive しないでください。

この動的入力をチャンネル内で複数回使用することがあり、置換文字列はインスタンスごとに異なる
場合があります。各準備アクションの文字列を変更したことを確認してください。

クリッピングによる入力準備

関連付けられた入力が入力クリッピングを含むファイル入力である場合、入力スイッチの準備ができ
ます。

入力の準備アクションを設定する際には、クリップの開始と終了を指定する必要があります。入力す
る値は、スイッチアクションの開始および終了と完全に一致する必要があります。値が同一でない場
合は、事前に入力を準備 MediaLive しないでください。

このファイル入力はチャンネル内で複数回使用でき、開始と終了はインスタンスごとに異なる場合が
あります。各準備アクションの開始と終了を変更したことを確認してください。

入力準備と自動入力フェイルオーバー

チャンネルには、自動入力フェイルオーバーペアに設定された入力が含まれている場合があります。

フェイルオーバーペアである入力について準備入力アクションを設定する際には、関連付けられた入
力として ([Create schedule action] (スケジュールアクションの作成) ページの [Input attachment] (入
力アタッチ) フィールドで) プライマリ入力を指定してください。セカンダリ入力を指定した場合、
事前に入力を準備 MediaLive しないでください。

MediaLive が準備アクションを実行すると、両方の入力が準備されます。つまり、フェイルオーバー
ペアのいずれかの入力に対して、以降の入力スイッチアクションを実行することができます。

ここでは、主要な動作のいくつかを説明するシナリオを示します。

1. 入力 A を準備するには、プライマリ入力を指定します。準備が始まります。

2. 入力 A に切り替えるには、プライマリ入力を指定します。チャンネルが入力 A に切り替わりま
す。

3. 次いで、入力 B を準備します。準備が開始されます。

4. 入力 A が劣化していることに気付いたので、セカンダリ入力に切り替えます。入力 A を準備する
必要はありません。入力 B の準備を開始しても、自動入力フェイルオーバープロセスの一環とし
て、入力 A のセカンダリ入力が準備されています。したがって、スイッチはシームレスに進行し
ます。
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5. 入力 A から切り替えます。

6. 入力 A をもう一度準備します。後で切り替えるためです。プライマリ入力を指定します。準備が
始まります。

7. 入力 A に切り替えます。ただし、プライマリ入力はまだ劣化しているので、セカンダリ入力に切
り替えます。準備アクションでプライマリ入力を指定しても、 MediaLive は常に両方の入力を準
備するため、セカンダリ入力に切り替えることができます。

実行時の入力準備アクションの動作の仕組み

スケジュールに追加するすべての準備アクションは、開始時刻までスケジュール内にとどまります。
開始時刻 (固定、即時、または入力スイッチの後) に、現在アクティブな入力準備 MediaLive を停止
し、新しい入力準備を開始します。

最終的に、 MediaLive は関連する入力に切り替えます。この時点で、 MediaLive は入力の準備を停
止しません。入力準備は、無期限に続くか、別の入力準備が開始されるまで継続します。この期限な
し準備特性は役に立ちます。シナリオの例については、「シナリオ B」を参照してください。

チャンネルが失敗した場合、 MediaLive は自動的にチャンネルを再起動します。スケジュールが即
時スイッチアクションが今後予定されていることを示していて、その入力の準備アクションもスケ
ジュールに含まれている場合、 MediaLive は入力の準備を再開します。ご自身で特に何もする必要
はありません。

入力準備アクションの変更

入力準備アクションの変更については、「the section called “アクションの変更”」を参照してくださ
い。

入力準備アクションの削除と停止

スケジュールから入力準備アクションを削除できます。チャンネルの現在の状態に応じて、アクショ
ンを削除するためのさまざまなルールがあります。チャンネルは、実行中、アイドル、または復旧中
の可能性があります。手動で停止した場合、チャンネルはアイドル状態になります。チャンネルが失
敗すると復旧し MediaLive 、自動的に再起動します。

API アクションの削除の詳細については、「the section called “アクションの削除”」を参照してくだ
さい。

チャンネルの実行中にアクションを削除する
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チャンネルが実行されているときは、過去の最新の入力準備アクションを削除することはできませ
ん。このルールの存在理由は、関連付けられた入力スイッチが将来的に発生する可能性があるからで
す。がチャンネル MediaLive を自動的に再起動するときは、即時入力スイッチの入力を確実に準備
するために、入力準備も再開する必要があります。

チャンネルのアイドル中にアクションを削除する

チャンネルがアイドル状態のときは、入力準備アクションを削除できます。

入力準備の停止

有効な入力準備を停止するには、入力を指定せずに即時入力準備を追加します。

API アクションの追加の詳細については、「the section called “アクションの作成”」を参照してくだ
さい。

入力スイッチイン AWS Elemental MediaLive
1 つの入力のみを取り込むように設定するのではなく、複数の入力を順次取り込むように AWS 
Elemental MediaLive チャネルを設定できます。この複数入力チャンネルを設定するには、複数の入
力をチャンネルにアタッチし、ある入力から別の入力に切り替えるタイミングを指定するアクション
をチャンネルのスケジュールに追加します。

トピック

• 複数入力チャンネルと入力切り替え

• 入力切り替えのルールと制限

• 入力切り替えのセットアップ

• スケジュールからのアクションの削除

• 複数の入力を持つチャンネルの起動と再起動

複数入力チャンネルと入力切り替え

複数の入力チャンネルで入力を取り込むために、チャンネルで入力切り替えを設定します。

トピック

• 複数入力チャンネルとスケジュール

• 一般的なユースケース

• 固定、即時、およびフォローのスイッチ

入力切り替え 710
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• 静的入力と動的入力

• 入力準備

複数入力チャンネルとスケジュール

入力切り替えは次のように機能します。複数の入力アタッチメントを含むチャンネルを作成します。
チャンネルが作成されたら、そのチャンネルのスケジュールに入り、入力切り替えを追加して、ある
入力アタッチメントから別のアタッチメントに移動するためのルールを作成します。チャンネルを開
始すると、チャンネルは自動的にスケジュールに従って入力を切り替えます。

複数入力チャンネルを正常に操作するには、次の点に注意してください。

スケジュールはチャンネル内に存在します

スケジュールは、チャンネルとは別には存在しません。コンソールで、既存のチャンネルの詳細ペー
ジでスケジュールを確認できます。

暗黙的な切り替えはありません。

複数入力チャンネルでは、スケジュールに入力スイッチを追加して、チャンネルに切り替えるように
指示する必要があります。複数の入力アタッチメントを含むチャンネルは、スケジュールによって指
定されていない限り、入力アタッチメントのリスト内の次の入力アタッチメントに切り替わりませ
ん。

「メイン」入力はありません

複数入力チャンネルでは、入力アタッチメントは、すべて同じステータスの入力のプールであると考
える必要があります。チャンネルは、メイン入力である入力が 1 つもなく、取り込ものが他にない
場合に戻ります。

一般的なユースケース

スケジュール入力切り替えは、以下のユースケースをサポートしています。

ユースケース 1: 1 つのライブフィードと 1 つのファイル入力の切り替え

スポーツのトーナメントなど、特定のソースからのライブ (ストリーミング) フィードを処理する
チャンネルがあります。ライブフィードは定期的に (個々のスポーツイベントの間などに)、ファイ
ルコンテンツ (海の波の動画などのフィラー) に置き換える必要があります。数分後、同じライブ
フィードが再開されます。

1 つのライブ入力と 1 つのファイル入力でチャンネルを設定します。最初の入力はライブ入力です。
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チャンネルを開始する前に、各時間の最上位にあるライブ入力に切り替えるアクション (午前 10 
時、午前 11:00 など) で構成されるスケジュールを作成します。

その後、チャンネルを開始します。各スポーツイベントが終了したらすぐに、スケジュールを「その
場で」修正して動画フィラーに切り替えます。ライブフィードがしばらくの間続き (スポーツの観客
やスタジアムを離れるプレイヤーなどを映している)、その後チャンネルはフィラー動画に切り替わ
ります。毎時 0 分に、チャンネルはライブフィードに切り替わります。

ユースケース 2: 1 つのライブフィードとファイル入力、およびファイル入力で始まるチャンネル

ユースケース 1 と同じ要件がありますが、スポーツイベントの開始時から、ファイルクリップで
チャンネルを開始する必要があります。最初の 1 時間の冒頭で、動画フィラーを表示します。しか
し、2 時間目以降には、その日のそれまでのハイライトを表示します。

1 つのライブイベント (ライブ入力) といくつかのファイル入力を使用してチャンネルを設定しま
す。1 つはオープニング用、1 つは動画フィラー用、さらにハイライト用にいくつか用意します。最
初の入力は、オープニングイベントのファイル入力です。

チャンネルを開始する前に、ファイル入力が終了したらすぐにライブ入力に切り替えるためのアク
ションを 1 つ含むスケジュールを作成します。

その後、チャンネルを開始します。ユースケース 1 と同様に、時間が経過したら、ライブ入力と
ファイル入力を切り替えるためのアクションを追加するようにスケジュールを変更します。

ユースケース 3: 2 つのライブフィード

2 つの異なるソースからのライブフィードを処理するチャンネルがあります。必要に応じて、広告コ
ンテンツをチャンネルに挿入します。を使用してこの広告コンテンツを挿入したい MediaLive。(表
示を広告コンテンツに置き換えるためにダウンストリームシステムによって読み取られる SCTE-35 
メッセージを挿入しません。)

ライブフィードは、同じスポーツイベントの開催地フィードとスタジオ内フィードで構成される可能
性があります。あるライブフィードから別のライブフィードに切り替える必要があります。厳密な時
間どおりのスケジュールに従うのではなく、「その場で」切り替えのタイミングを合わせる必要があ
ります。場合によっては、あるライブフィードから広告に切り替える必要があります。広告が終了し
たら、ライブフィードの 1 つに戻る必要があります。

2 つのライブ入力と複数のファイル入力 (広告ごとに 1 つのファイル) でチャンネルを設定します。

チャンネルを開始する前に、スケジュール内の最初のアクションを含むスケジュールを作成します。
そのアクションは、チャンネルに取り込む最初の入力「入力 A」への切り替えです。入力 A の開始
時刻を、スケジュール開始時刻より 1 分以上早い時刻に設定します。次に、チャンネルを開始しま
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す。 MediaLive ただちにスケジュールを読み込み、現在のアクションと思われる入力 A に切り替え
ます。必要に応じて、その場でスケジュールを変更し、1 つ以上のスイッチをキューに入れるアク
ションを追加します。

ユースケース 4: VOD-to-Live

MP4 ファイル入力のみ、またはほとんどの MP4 ファイル入力を年中無休で 24 時間処理するチャン
ネルがあります。

一連のファイル入力を使用してチャンネルを設定し、1 つずつ実行します。各ファイルは最初から最
後までエンコードされ、次のファイルが開始されます。ファイルをクリップし、そのファイルの一部
のみを再生する場合もあります。

このチャンネルを、次のスケジュールされたメンテナンス期間 (数週間かかる場合があります) ま
で、停止せずに実行します。

チャンネルあたり 20 入力の制限を回避するには、動的入力機能を利用します。パスとファイル名の
すべてまたは一部の代わりに、変数を使用してファイル入力を作成します。変数にスロットされた異
なるファイル名を使用するたびに、この動的入力を繰り返し使用するようにスケジュールを設定しま
す。複数の動的入力を設定できます。

固定、即時、およびフォローのスイッチ

スイッチの開始タイプに応じて、入力スイッチを分類できます。

• 固定 – これらの入力スイッチは特定の UTC 時刻に開始されます。

固定スイッチは UTC 時間を使用します。入力のタイムコードは使用されません。

• 即時 – 入力スイッチはできるだけ早く開始されます。このタイプのスイッチは、現在の入力を中
断するため、フォロースイッチよりも固定スイッチに似ています。固定スイッチと比べたこのス
イッチの利点は、開始時間にバッファを計算する必要がないことです。

• フォロー — 前の入力が終了した (ファイルの終わりに達した) と MediaLive、フォロー入力スイッ
チが開始されます。

この開始タイプは、入力自体のプロパティではなく、スイッチのプロパティです。したがって、スケ
ジュールでは、固定スイッチで特定の入力に切り替え、後でフォラスイッチで同じ入力に切り替える
ことができます。
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スイッチの種類と入力のタイプ

切り替えのタイプと入力のタイプ (ファイルとライブ) を組み合わせて、以下のタイプの切り替えを
作成することができます。

• 固定開始のファイル入力。直前の入力はファイルまたはライブ入力です。指定した開始時間になる
と、 MediaLive 前の入力の取り込みを停止し、新しい入力に切り替わります。

• 即時開始のファイル入力。直前の入力はファイルまたはライブ入力です。スケジュールにこのス
イッチを入力するとすぐに、 MediaLive 前の入力の取り込みを停止し、新しい入力に切り替えま
す。

• 直前の入力をフォローするファイル入力。直前の入力はファイル入力である必要があります。ライ
ブ入力には終了がないため、ライブ入力にすることはできず、切り替えは実行されません。

• 固定開始のライブ入力。直前の入力はファイルまたはライブ入力です。指定した開始時間になる
と、 MediaLive 前の入力の取り込みを停止し、新しい入力に切り替わります。

• 即時開始のライブ入力。直前の入力はファイルまたはライブ入力です。スケジュールにこのスイッ
チを入力するとすぐに、 MediaLive 前の入力の取り込みを停止し、新しい入力に切り替えます。

• 直前の入力をフォローするライブ入力。直前の入力はファイル入力である必要があります。ライブ
入力には終了がないため、ライブ入力にすることはできず、切り替えは実行されません。

次の表は、入力と開始タイプをまとめたものです。

現在の入力 次の入力 可能な開始タイプ

File File 固定または即時

File File フォロー

File ライブ 固定または即時

File ライブ フォロー

ライブ File 固定または即時

ライブ ライブ 固定または即時
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フォローチェーン

一連のフォロー入力切り替えは、フォローチェーンと呼ばれます。各入力が終了すると、 MediaLive 
自動的に次の入力の取り込みを開始します。次の図は、フォローチェーンを示します。

   Input A    Fixed or Immediate   File 
     Input B  Follow               File 
     Input C  Follow               File 
     Input D  Follow               File or Live 
   Input E    Fixed or Immediate   File or Live 
    

フォローチェーンは、参照アクション (最初のフォローの上にある入力) から始まります。最後の
フォロー入力で終わります。前の例では、チェーンは参照アクション入力 A で始まり、入力 D で終
了します。これは、次の入力が正常にフォローできるように、末尾が定義されている必要があるため
です。入力 E は固定または即時であるため、チェーンを壊します。

静的入力と動的入力

マルチ入力チャンネルのファイル入力は、スタティック入力またはダイナミック入力 (ライブ入
力は常にスタティック入力) として設定できます。以下の例では MP4 ファイルを使用しています
が、MP4 ファイルとトランスポートストリーム (TS) ファイルの両方がサポートされていることに注
意してください。

• 静的入力の場合、入力のソースコンテンツは常に同じファイルになります。例えば、s3ssl://
DOC-EXAMPLE-BUCKET/my-movie.mp4 などです。

• ダイナミック入力では、入力のソースコンテンツの全部または一部が変数になります。例え
ば、s3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/movies/$urlPath$ などです。この入力に切り替える
ように設定するたびに、変数を別のファイルに置き換えます。例えば、s3ssl://DOC-EXAMPLE-
BUCKET/movies/my-movie.mp41 つの入力スイッチとs3ssl://DOC-EXAMPLE-BUCKET/
movies/mlaw.mp4別の入力スイッチ。

動的入力を使用すると、チャンネルにアタッチできる入力数の制限を守りながら、チャンネルで使用
できる動画ソースの数を増やすことができます。

動的入力をセットアップするには、ファイルの URL のすべてまたは一部として変数を付けて入力を
作成します。次いで、スケジュールで、その入力を使用する入力スイッチを作成するときに、変数を
実際のファイル名に置き換えます。
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一部の入力をダイナミック入力として設定すべきかどうかの判断方法については、このセクションの
後半で説明する入力切り替えの設定手順で詳しく説明します。

入力準備

スケジュールには、入力スイッチのヘルパーアクションである入力準備アクションが含まれます。

入力準備の詳細については、「the section called “入力準備”」を参照してください。

入力切り替えのルールと制限

このセクションでは、入力切り替えに適用されるルールと制限について説明します。

入力タイプのルール

入力切り替えに設定できる入力の数とタイプには、柔軟性があります。例:

• HLS MediaConnect ライブ入力と入力の両方を 1 つのチャネルにアタッチできます。

• パブリックインターネットからのソースに使用される RTMP プッシュ入力と RTMP VPC プッ
シュ入力の両方を持つことができます。

しかし、いくつかの制限もあります。

• チャンネルにアタッチできるプッシュ入力とプル入力の数。

• 特定の入力タイプの入力数。例えば、チャンネルに接続できる CDI 入力の数です。

• VOD アセットの使用。

• 異なるアベイラビリティーゾーンでの入力の使用。

• 入力切り替えワークフローでのダイナミック入力の使用。

これらのルールの詳細については、「機能ルールと制限」を参照してください。

最初のスイッチは静的である必要がある

チャンネルの最初のスイッチは、静的入力用である必要があります。動的入力にすることはできませ
ん。

入力切り替え数は無制限

チャンネルのスケジュールには、スケジュールされた入力切り替えアクションをいくつでも含めるこ
とができます。
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特定の入力に何度でも切り替えることができます。

ファイル入力の再利用

静的ファイル入力から切り替えてから元に戻す場合、チャンネルはファイルの最初またはファイルク
リップの最初 (ファイルをクリップした場合) からファイルを取り込みます。このルールは、ファイ
ルの終了前にファイル入力から切り替えた場合でも適用されます。

このルールは、動的ファイル入力から切り替えて、URL の可変部分の値を変更せずに元に戻す場合
にも適用されます。チャンネルは常に最初から取り込みます。

入力切り替えのセットアップ

複数の入力を含むチャンネルを計画する場合、考慮する必要がある特別な要件があります。

このセクションでは、「セットアップ: チャンネルの計画」で説明するように、チャンネルの設計の
一般的な手順に精通していることを前提としています。「設定:チャンネルの作成 」で説明するとお
りに、チャンネルを作成します。

トピック

• ステップ 1: 出力を計画する

• ステップ 2: ソースを評価する

• ステップ 3: ソースを静的入力と動的入力に整理する

• ステップ 4: 各入力のセレクタを設計する

• ステップ 5: スケジュールの入力スイッチを計画する

• ステップ 6: 入力とチャンネルを作成する

• ステップ 7: 入力スイッチを含むスケジュールの設定

ステップ 1: 出力を計画する

チャンネルの出力側を通常の方法で計画します。

• すべての出力グループを特定します。

• 各出力グループの出力タイプを特定します。

• 各出力の動画、オーディオ、字幕のエンコードを特定します。
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詳細については、「セットアップ: アップストリームとダウンストリームの準備」を参照してくださ
い。

このステップを完了すると、出力グループのタイプの一覧、各出力グループのビデオ、オーディオ、
および字幕出力の数の一覧が表示されます。

ステップ 2: ソースを評価する

複数入力チャンネルを計画する場合、必要なすべてのソースを特定する必要があります。次に、各
ソースのオーディオと字幕を評価して、ソースが入力切り替えシナリオに適していることを確認する
必要があります。

このステップの結果

このステップの後、入力として正常に設定し、チャンネルに入力切り替えを実装するために、チャン
ネルに接続できる一連のソースがあります。これらのソースは、ライブソースまたはファイルソース
のタイプ別に分類されています。

トピック

• ソースを識別する

• ソースの動画を評価する

• ソースのオーディオを評価する

• ソースの字幕を評価する

ソースを識別する

1. チャンネルの存続期間中、または少なくとも次に計画されているメンテナンス期間までに、必要
なすべてのソースを特定します。

2. どのソースがプッシュ入力で、どのソースがプル入力であることに注意してください。限度を超
えないようにしてください。

3. どのソースがライブソースであり、どのソースがファイルソースであるかについて注意します。
ソースがライブソースかファイル (VOD) ソースかについては、「the section called “入力:サポー
トされているコンテナとコーデック”」を参照してください。
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ソースの動画を評価する

複数入力チャンネルを計画する場合、動画に特別な要件はありません。AWS Elemental MediaLive 
がソースにあるビデオコーデックをサポートしていると仮定すると、そのソースをチャネルの入力と
して使用できます。

ソースが一致するビデオコーデックを持つ必要はありません。

ソースのオーディオを評価する

MediaLive マルチ入力チャンネルのソースからオーディオを柔軟に抽出できます。また、これらの
ソースのオーディオに関する特別な要件もいくつかあります。

ソース内のオーディオを評価するには

1. 下の方にある柔軟性についての情報を読んで、 MediaLive さまざまなオーディオソースをどの
ようにサポートしているのかを理解してください。

2. 次に、オーディオソースの特定の制約に関する情報について、それぞれの要件をお読みくださ
い。各ソースのオーディオがこれらの要件を満たしていることを確認してください。

3. ソースを拒否する場合は、アップストリームのシステムに問い合わせて、ソースコンテンツのよ
り適切なバージョンを提供できるかどうかを判断できます。

オーディオの使用における柔軟性

オーディオを評価するときは、次のルールに注意します。これらのルールにより、オーディオの抽出
に柔軟性があるため、さまざまなソースを使用できます。

• ソースの言語が異なると、異なるコーデックを使用できます。例えば、ソースでは、英語が AAC 
で、スペイン語が MPEG-2 となります。

• ソースのオーディオ言語を識別する方法は、複数入力チャンネルのすべてのソースで同じである必
要はありません。

例えば、ソース 1 では、PID で言語を識別できます。ソース 2 では、言語コードで識別できま
す。
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最初の要件: すべてのソースで各言語に同じコーディングモードが必要である

各出力言語はすべてのソースに存在する必要があり、コーディングモードはすべてのソースで同じで
ある必要があります。

例えば、チャンネルにアーカイブ出力グループが含まれており、このグループには、英語 2.0 用の 1 
つのオーディオエンコードと、フランス語 2.0 用の 1 つのオーディオエンコードが含まれていると
します。

• 英語の AAC 2.0 オーディオとフランス語の Dolby Digital 5.1 を含むソースがあるとします。

• 英語の AAC 2.0 オーディオとフランス語の AAC 5.1 オーディオを含む 2 番目のソースがあるとし
ます。

英語の場合、このソースには、最初のソースと同じコーデックおよびコーディングモードのオー
ディオが含まれます。フランス語の場合、最初のソースと同じコーディングモードですが、コー
デックは異なります。

このソースは許容されます。ソース 1 とソース 2 の比較では、コーデックがフランス語で異なる
という事実は関係ありません。要件は、コーディングモードが同じであることです。

• 英語の AAC 2.0 オーディオとフランス語の AAC 2.0 オーディオを含む 3 番目のソースがあるとし
ます。

フランス語では、オーディオのコーディングモードが最初のソースと異なるため、このソースは受
け入れられません。

2 番目の要件: 各言語は、必要な最高のコーディングモードを提供する必要がある

各言語について、すべてのソースには、チャンネル内のすべての出力の中で最も高いコーディング
モードを生成できるオーディオが含まれている必要があります。

例えば、チャンネルに、スペイン語 AAC 2.0 の 1 つのオーディオエンコードを含むアーカイブ出力
グループが含まれているとします。チャンネルには、スペイン語の Dolby Digital 5.1 の 1 つのオー
ディオエンコードを含む 1 つの HLS 出力グループも含まれます。

• スペイン語の Dolby Digital 5.1 オーディオを含むソースがあるとします。

このソースには、スペイン語のすべての希望する出力オーディオエンコードを生成できるオーディ
オが含まれています。オーディオを 2.0 にリミックスするには、アーカイブ出力を設定する必要が
あります。オーディオをリミックスするために HLS 出力を設定する必要はありません。
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• スペイン語の AAC 2.0 を含む 2 番目のソースがあるとします。

このソースは受け入れられません。このソースでは、HLS 出力にスペイン語の Dolby Digital 5.1 
を生成できません。

3 番目の要件: MP4 ソースに同じ言語のバリエーションを含めない

言語の複数のバリエーションを含む MP4 ファイルは、望ましくない出力オーディオを生成する可能
性があります。最善の結果を得るには、ファイルには 1 つのバージョンの言語のみが含まれている
必要があります。

• 例えば、1 つの MP4 ソースに英語の AAC 5.1 オーディオが含まれているとします。チャンネル出
力には、英語 2.0 用の 1 つのオーディオエンコードが必要です。したがって、出力でオーディオ
エンコードを 5.1 から 2.0 にダウンミックスするように設定します。

• トラック 2 で英語の AAC 2.0、トラック 3 で英語の Dolby Digital 5.1 オーディオを含む 2 番目の
ソースがあるとします。

MediaLive MP4 ファイルから言語コードごとにオーディオを抽出し、その言語を含む最初のト
ラックからオーディオを抽出します。この例では、AAC 2.0 を含むトラック 2 を抽出します。ト
ラック 3 は無視されます。出力側では、このソースをリミックスしようとするため、 MediaLive 
オーディオの品質が悪くなります。

4 番目の要件: パススルーエンコードを生成する場合、すべてのソースに Dolby が含まれている必要
がある

出力の 1 つに、パススルーコーデックで設定されたエンコードが含まれている場合、すべてのソー
スに必要なすべての言語で Dolby Digital、Dolby Digital Plus、または Dolby Atmos が含まれている必
要があります。

1 つのソースにこれらのコーデックのいずれかが含まれていない場合、複数入力チャンネルで使用す
ることはできません。

コーデックのパススルーオプションを使用すると、Dolby Digital、Dolby Digital Plus、または Dolby 
Atmos および任意のコーディングモードのオーディオを取り込み、トランスコーディングせずにパ
ススルーできます。

ソースの字幕を評価する

複数入力チャンネルのソースの字幕には特別な要件があります。
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ソース内の字幕を評価するには

1. 字幕ソースの特定の制約については、次の各要件をお読みください。各ソースの字幕がこれらの
要件を満たしていることを確認してください。

2. ソースを拒否する場合は、アップストリームのシステムに問い合わせて、ソースコンテンツのよ
り適切なバージョンを提供できるかどうかを判断できます。

最初の要件: ソースには、すべての必要な字幕言語と形式が含まれている必要がある

複数入力チャンネルでは、すべての出力について、その出力で字幕を生成できる字幕がソースに存在
する必要があります。ソースにすべての出力字幕を生成するためのすべてのソース字幕がない場合、
複数入力チャンネルのソースとして使用することはできません。

例えば、チャンネルにアーカイブ出力グループが含まれており、このグループには、英語、フラン
ス語、スペイン語、ドイツ語の埋め込み字幕に対して 1 つの字幕エンコードが含まれているとしま
す。チャンネルには、英語、フランス語、スペイン語、ドイツ語ウェブ VTT 字幕用に 1 つずつ、4 
つの字幕出力を含む 1 つの HLS 出力グループも含まれています。

すべてのソースには、埋め込み字幕とウェブ VTT 字幕の両方を生成できる字幕ソースが含まれてい
る必要があります。ソースには、両方の出力タイプを生成できる字幕ソースを 1 つ含めるか、ソー
スに 2 つの字幕ソースを含めることができます。

• 4 つの言語の埋め込み字幕を含むソースがあるとします。

埋め込み字幕は出力に埋め込み字幕を生成し、出力にウェブ VTT 字幕を生成できるため、この
ソースは許容されます。

• 4 つの言語で DVB Sub を含むソースがあるとします。

DVB Sub 字幕では出力に埋め込み字幕を生成できないため、このソースは許容されません。

• 英語、フランス語、ドイツ語、ブルガリア語の埋め込み字幕を含むソースがあるとします。

言語の 1 つがスペイン語ではなくブルガリア語であるため、このソースは許容されません。

• 英語とフランス語の埋め込み字幕を含むソースがあるとします。

出力言語の 2 つが欠落しているため、このソースは許容されません。
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2 番目の要件: 埋め込みパススルーの場合、すべてのソースに同じ順序で言語が含まれている必要が
あります

埋め込み字幕を含む出力が少なくとも 1 つあり、埋め込み字幕を持つソースが少なくとも 2 つある
場合、それらのソースで言語が同じ順序になっている必要があります。

パススルーとは、出力に 1 つ以上の言語の埋め込み字幕エンコードが必要であり、ソースに埋め込
み字幕 (通常は 4 つの言語) が含まれていることを意味します。例えば、出力には英語とスペイン語
の埋め込み字幕が必要です。ソースには、英語とスペイン語の埋め込み字幕が含まれており、場合に
よっては他の 2 つの言語が含まれます。

2 つのソースに異なる順序で埋め込み字幕言語がある場合、複数の入力チャンネルで両方のソースを
使用することはできません。ソースは 1 つのみ使用する必要があります。

前の要件の例をもう一度確認してください。

• 4 つのチャンネルの言語が、英語、フランス語、スペイン語、ドイツ語の順序の埋め込み字幕が含
まれているソースがあるとします。

フランス語、スペイン語、ドイツ語、英語という異なる順序の言語の埋め込み字幕を含む 2 番目
のソースがあるとします。

これらのソースの 1 つだけが受け入れられます。

このシナリオがチャンネルに適用される場合は、保持するソースと拒否するソースを決定する必要が
あります。従うことができるルールの 1 つは次のとおりです。

• これらのソースの字幕言語の順序を比較します。

• 最も重要なソースの順序を特定するか、ほとんどのソースが従う順序を特定します。

• この順序に従うソースのみを受け入れます。他のソースを拒否します。

Note

この要件は、埋め込みパススルーにのみ適用されます。
チャンネルに埋め込み字幕を含む出力が含まれていない場合、ソースの言語の順序は関係な
いため、埋め込み字幕を含む任意のソースを使用できます。埋め込み字幕がパススルーされ
ていません。DVB-Sub などの別の形式に変換されています。
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ステップ 3: ソースを静的入力と動的入力に整理する

このセクションは、「the section called “入力”」の情報を補足するものです。これは、複数入力チャ
ンネルで使用される入力に適用される情報を提供します。

ステップ 2 に従ってソースを評価すると、複数入力チャンネルに適した一連のソースが完成しま
す。次に、 MediaLive これらのソースをスタティックライブ入力、スタティックファイルインプッ
ト、ダイナミックファイルインプットの 3 種類のインプットに整理する必要があります。

このステップの結果

このステップを実行すると、次の一覧が表示されます。

• 静的ライブ入力として設定するソース。各ソースは 1 つの入力 (および 1 つの入力アタッチメン
ト) になります。

• 静的ファイル入力として設定するソース。各ソースは 1 つの入力 (および 1 つの入力アタッチメン
ト) になります。

• 動的ファイル入力として設定するソース。複数のソースが 1 つの入力 (および 1 つの入力アタッチ
メント) になります。

ライブソースを識別する

ライブソースであるソースを書き留めておきます。これらのソースはそれぞれ静的なライブ入力にな
ります。

ファイルソースを識別して整理する

ファイルソースを評価し、一部のソースを静的入力としてではなく、動的入力として実装する必要が
あるかどうかを判断する必要があります。

静的入力は常に同じソースに関連付けられます。動的入力は、チャンネルにアタッチするたびに異な
るソースに関連付けることができます。したがって、より柔軟性が高く、チャンネルに接続する入力
数の制限を処理するのに役立ちます。動的入力の一般的な情報については、「the section called “動
的入力”」を参照してください。

ソースを整理するには

1. ファイルソースをセットに整理します。各セット内のソースはすべて、同じアクセス認証情報を
使用して、同じソースロケーション (Amazon S3 内の同じバケットなど) に保存されます。
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例えば、バケット内に「prerolls」というファイルソースのセットがあり、バケット内に
「filler」という別のセットがあるとします。バケットごとに異なるアクセス認証情報があるた
め、それぞれが独自のセットです。

2. 変換する字幕が埋め込まれた入力がある場合は、このステップをお読みください (パススルーで
はなく)。埋め込み字幕を含む入力がない場合、または埋め込み字幕を含む入力があるが、常に
出力に渡される場合は、この手順をスキップします。

• 各セット内で、埋め込み字幕を含むファイルソースを識別します。これらの字幕をパススルー
するのではなく、変換する出力が少なくとも 1 つあるかどうかを確認します。

• 埋め込み字幕を含む各ソースで、言語の順序を識別します。

• 必要に応じて、言語の順序に従ってセットを分割します。

例えば、Amazon S3 バケット内に、言語が英語、フランス語、スペイン語、ドイツ語の順に 
1 セットのファイルソースがあるとします。同じバケットに、フランス語、スペイン語、ドイ
ツ語、および英語の別のセットがある場合があります。このセットを 2 つのセットに分割し
ます。

3. 識別したセットのリストを作成します。例えば、次のセットがあるとします。

• 英語、フランス語、スペイン語、ドイツ語の順に字幕が埋め込まれた Amazon S3「preroll」
バケットのファイルソース

• フランス語、スペイン語、ドイツ語、および英語の順序で字幕が埋め込まれた Amazon 
S3「filler」バケットのファイルソース

• 英語、フランス語、スペイン語、ドイツ語など、異なる順序で字幕が埋め込まれた Amazon 
S3 「filler」バケットのファイルソース

4. ファイルソースの各セットが静的ファイル入力になるか、動的ファイル入力になるかを決定しま
す。次の規則に従います。

• 複数のファイルソースを含むセットは、1 つの動的入力になります。

• 1 つのファイルソースのみを含むセットは、静的入力になることができます。ただし、後でそ
の場所からの他のファイルソース (例えば、その Amazon S3 バケットから) を使用する可能性
がある場合は、ファイル入力の制限を超えないように、セットを動的入力として扱います。

ステップ 4: 各入力のセレクタを設計する

ステップ 3 に従ってソースを別の入力および入力タイプ (静的および動的) に整理した後、各入力か
ら抽出するコンテンツを特定する必要があります。
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このステップの結果

このステップの後、以下のものを取得します。

• すべての入力の名前

• 各入力のビデオ、オーディオ、および字幕セレクタのリスト

トピック

• 入力および入力の添付ファイル名を計画する

• 動画セレクタを計画する

• オーディオセレクタを計画する

• 字幕セレクタを計画する

入力および入力の添付ファイル名を計画する

入力および入力アタッチメントの名前を計画する必要があります。ヒントをいくつか紹介します。

• 入力と入力アタッチメントに同じ名前を使用します。

• エンティティが静的か動的かを示すインジケータを含めます。

• 静的入力の場合は、ビデオソースの名前またはビデオソースの説明を入力します。

• 動的入力の場合は、ステップ 2 で決定した特性のインジケータを含めます。これにより、入力切
り替えアクションで URI を指定したときに、不適切なビデオソースがアタッチされないようにな
ります。

例えば、静的入力の場合:

• static-filler

• static-live-studio-feed

例えば、ダイナミック入力の場合:

• dynamic-s3-preroll-bucket-embedded-EN-FR-ES-DE

• dynamic-s3-preroll-bucket-embedded-FR-ES-DE-EN
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動画セレクタを計画する

各入力から抽出できる動画は 1 つだけです。特定の入力に複数の動画が含まれている場合は、その
特定の動画を抽出する動画セレクタを作成します。特定の入力に含まれる動画が 1 つだけの場合、
動画セレクタを作成する必要はありません。AWS Elemental MediaLive は自動的にその動画を見つ
けて抽出します。出力側では、その 1 MediaLive つのビデオアセットが自動的に使用されます。

オーディオセレクタを計画する

オーディオセレクタを計画する際に従う必要があるいくつかのルールがあります。入力のオーディオ
セレクタを設定するときは、抽出する言語を指定しますが、その入力のオーディオ形式を指定しませ
ん。AWS Elemental MediaLive はその入力を抽出して出力に含めることができます。出力は、抽出
された特定の言語を見つけることができることを想定しています。

ルール 1: すべての入力で同じ数のセレクタを計画する

各入力のセレクタは、すべての出力オーディオエンコードを生成するのに十分なアセットを抽出する
必要があります。さらに、すべての入力には同じ数のセレクタが必要です。

例えば、英語とフランス語の AAC 2.0 オーディオを必要とする出力があるとします。英語とフラン
ス語の Dolby 5.1 オーディオを必要とする 2 番目の出力があります。フランス語、スペイン語、ポル
トガル語の Dolby 5.1 オーディオを必要とする 3 番目の出力があります。

• 最初の入力に 4 つの言語で Dolby Digital 5.1 が含まれている場合、言語ごとに 1 つずつ 4 つのセ
レクタを作成する必要があります。これら 4 つのセレクタによって抽出されたオーディオは、す
べての言語を生成できます。最初の出力に Dolby Digital 5.1 を生成でき、2 番目の出力に AAC 2.0 
を生成できます。これは、リミックス用に出力を設定できるためです。

チャンネルには 7 つの出力オーディオエンコードがありますが、7 つのセレクタは必要ありませ
ん。

• 2 番目の入力にフランス語の Dolby Digital 5.1 が含まれていて (他の言語は含まれていない)、英
語、スペイン語、ポルトガル語の AAC 2.0 も含まれている (フランス語はない) 場合は、4 つのセ
レクタを作成します。フランス語のセレクタは、Dolby Digital 5.1 でのみそのオーディオを見つけ
ます。他の言語のセレクタは、AAC 2.0 でのみこれらのオーディオアセットを見つけます。

• 3 番目の入力に 4 つの言語で Dolby Digital 5.1 が含まれ、4 つの言語で AAC 2.0 も含まれている場
合でも、4 つのセレクタのみが作成されます。

この入力に対してのみ、フランス語と英語の AAC 2.0 オーディオを抽出するセレクタを作成する
と考えられがちですが、最初の入力にこれらのセレクタがないため、これを行うことはできませ
ん。すべての入力は、同じ数のセレクタを持つ必要があることに留意してください。
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ルール 2: Dolby Digital Plus 7.1 の個別のセレクタを計画する

チャンネルに Dolby Digital Plus 7.1 の出力が少なくとも 1 つ含まれている場合は、そのオーディオ
アセットの入力ごとに 1 つのセレクタを作成します。出力側では、Dolby Digital Plus 7.1 の各オー
ディオエンコードで、そのセレクタにオーディオエンコードがマッピングされます。

すべての入力のすべてのセレクタを特定すると、次のようなリストが表示されることがあります。

• 英語のセレクタ

• フランス語のセレクタ

• スペイン語のセレクタ

• ポルトガル語のセレクタ

• EAC3 パススルーのセレクタ (EAC3 は Dolby Digital Plus の別の名前です)

これらの各セレクタは、その入力のオーディオ形式に関係なく、すべての入力に適用されます。

ルール 3: すべての入力で同じセレクタ名を計画する

特定の言語のすべてのセレクタは、すべての入力で同じ名前を持つ必要があります。このルールが存
在するのは、各出力がセレクタを 1 回のみ参照するためです。出力は、異なる入力ごとにセレクタ
を 1 回参照しません。

言語を含むセレクタ名を付けることをお勧めします。Dolby Digital Plus 7.1 のセレクタを作成しない
限り、形式を含めないでください。

字幕セレクタを計画する

入力の字幕セレクタを設定するときは、入力から抽出する形式と言語の両方を指定します。各入力に
は、その入力の字幕形式に適したセレクタの数があります。したがって、各入力に異なる数のセレク
タが含まれる場合があります。字幕を抽出する方法は、オーディオを抽出する方法とは異なります。

ルール 1: 入力と出力に適した入力のセレクタ数を計画する

各入力で、入力形式と出力形式に適したセレクタの数を作成する必要があります。

• 例えば、字幕をパススルーするために埋め込みを抽出する場合は、1 つのセレクタを作成します。

• 埋め込みを抽出して TTML に変換する場合は、言語ごとに 1 つのセレクタを作成します。

すべての入力のすべてのセレクタを特定すると、次のようなリストが表示されることがあります。
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• 埋め込みパススルーのセレクタ – 入力 1、入力 3、入力 4 に適用

• 埋め込み用のセレクタ、英語 – 入力 1、入力 3、入力 4 に適用

• 埋め込み用のセレクタ、フランス語 – 入力 1、入力 3、入力 4 に適用

• DVB Sub のセレクタ、英語 – 入力 2 に適用

• DVB Sub のセレクタ、フランス語 – 入力 2 に適用

• テレテキストパススルーのセレクタ – すべての入力に適用

入力 1、3、4 にはそれぞれ 4 つのセレクタが含まれていることに注意してください。入力 2 には 3 
つのセレクタが含まれています。

ルール 2: すべての入力で同じセレクタ名を計画する

すべての一意のセレクタは、すべての入力で同じセレクタ名である必要があります。このルールが存
在するのは、各出力がセレクタを 1 回のみ参照するためです。出力は、セレクタが存在する異なる
入力ごとにセレクタを 1 回参照しません。

各セレクタに言語とソース形式を含むセレクタ名を付けることをお勧めします。わかりやすい名前
は、出力側で正しいセレクタを選択するのに役立ちます。

ステップ 5: スケジュールの入力スイッチを計画する

各入力のセレクターを設計したら (ステップ 4)、 MediaLive 入力を取り込むときの順序を計画する必
要があります。

このステップの結果

このステップに続いて、チャンネルに追加する最初の入力として 1 つの入力が特定されました。

また、入力切り替えの順序付きリストも特定しました。切り替えごとに次の項目があります。

• スイッチのアクション名。

• スイッチに関連付けられている入力アタッチの名前。

• スイッチの入力は、静的または動的のいずれかです。

• スイッチのタイプ。固定、フォロー、または即時

トピック
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• アクション名を計画する

• 入力切り替えの順序を計画する

• 入力スイッチのリストの例

• 次の入力が固定または即時の場合の移行の処理

• 次の入力がフォローの場合の移行の処理

• 入力の準備 — 次の入力が即時であるときのレイテンシーを低減

アクション名を計画する

入力切り替えアクションの名前を計画する必要があります。アクション名は、各チャンネルのスケ
ジュール内で一意である必要があります。

静的入力の場合、アクションに名前を付けると、どの入力が適用されるかを示すことができます。た
とえば、それぞれ以下の名前の入力に切り替えるとします。 static-live-studio-feed

• static-live-studio-feed-action-1

• static-live-studio-feed-action-2

• static-live-studio-feed-action-3

動的入力の入力切り替えアクションでは、入力名 (または名前の一部) とファイルの URL (または 
URL の一部) を使用できます。例:

• dyn-preroll-EN-FR-ES-DE-ad-ward-cars-1

• dyn-preroll-EN-FR-ES-DE-ad-zel-cafe

• dyn-preroll-EN-FR-ES-DE-ad-ward-cars-2

入力切り替えの順序を計画する

コンソールまたは CLI を使用してスケジュールにアクションを作成する前に、入力の切り替え順序
を計画することをお勧めします。

入力切り替えの順序を計画するには

1. 最初の位置に、 MediaLive 取り込みたい入力アタッチメントを最初に配置します。この入力
は、スケジュールの即時切り替えになることに注意してください。
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2. スイッチのリストを作成し、各スイッチに使用する入力アタッチを作成します。各スイッチの
開始タイプ (固定、即時、またはフォロー) を決定します。詳細については、「the section called 
“固定、即時、およびフォローのスイッチ”」および「the section called “ルールと制限”」を参照
してください。

固定スイッチとフォロー入力スイッチを順序付きリストに整理できるはずです。開始時刻がわ
からないため、即時スイッチを順序付きリストに含められない場合があります。手順の後にあ
る例を参照してください。

入力の切り替えについて、次のことに注意してください。

• 入力アタッチメントは、何度でも切り替えることができます。

• 動的入力に切り替えるときは、動的入力のその使用に適用される URL を指定する必要があり
ます。作成した一覧で、各使用法の URL を指定します。

3. 切り替え間の移行の処理については、このセクションで後述する情報を参照してください。リス
ト内の入力アタッチメントごとに、移行の処理方法を書き留めます。

スケジュールのモデルについて

スケジュールに入力スイッチを設定するには、次の 2 つのモデルがあります。

• 推奨モデルでは、スケジュールのみを使用して、すべての入力の取り込みを制御します。このモデ
ルでは、チャンネル内の入力アタッチメントの順序は関係ありません。最初の入力スイッチが、最
初に取り込む入力への即時切り替えになるようにスケジュールを設定します。チャンネルが開始さ
れるとすぐに、チャンネルが取り込みを開始する前に、チャンネルはその即時切り替えを実行しま
す。

このセクションの前半のステップでは、このモデルのスケジュールを設計する方法を示します。

• もう一方のモデルでは、 MediaLive 最初の入力アタッチメントが最初に取り込まれる入力です。
最初の取り込み後にのみ、入力切り替えを実行するようにスケジュールを設定します。

このモデルは、入力アタッチの順序とスケジュールを確認する必要があるためです。最初のモデル
では、1 か所から取り込み順序をスケジュール (スケジュール) をモニタリングします。

入力スイッチのリストの例

この例では、予定されている入力スイッチの一覧を示します。最初の入力は、ファイル入力に即座に
切り替えます。次いで、フォラスイッチである短いファイル入力がいくつか存在するため、スイッチ
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は前の入力の最後に発生します。これらの入力は次々と実行されますが、いつでもこれを中断して、
すぐに最初のライブ入力に切り替えることができるように計画されています。その後、スケジュール
は 2 つのライブ入力を行ったり来たりします。正確なタイミングが分からないので、このスイッチ
を即時スイッチとして設定することになります。

順序付きリスト: アクション名、開始タイプ、入力添付ファイル名

• スタートアップ、即時、バナー

• static-1, follow, short-clip-12

• static-2、follow、short-clip-32

• static-3、follow、short-clip-77

• static-4, follow, short-clip-18

いつでも発生する即時スイッチ:

• static-live-studio、即時、ライブ-1

• static-live-alternate、イミディエイト、ライブ-2

次の入力が固定または即時の場合の移行の処理

スケジュールを計画するときには、ファイル入力 (入力 A) から固定時間に開始される入力 (入力 B) 
または即時開始される入力に切り替えるときにギャップが生じないことを確認する必要があります。
入力 B はファイルまたはライブ入力です。現在の入力が切り替えの開始時間より前に終了すると、
ギャップが生じる可能性があります。

各入力アタッチの [Source end behavior] (ソース終了時の動作) フィールドはギャップを制御しま
す。(このフィールドは、[Input attachments] (入力アタッチ) ページのチャンネルの [General input 
settings] (一般入力設定) セクションに表示されます)。この状況でスムーズに移行するには、2 つの
方法があります。

• 入力 A のソース終了動作フィールドを LOOP に設定すると、入力 A が終了すると、 MediaLive 入
力 B の開始時間になるまで戻って再度取り込みます。

• 入力 A の [Source end behavior] (ソース終了時の動作) フィールドを [CONTINUE] (続行) に設定
すると、入力 A は一度だけ取り込まれます。入力が終了すると、チャンネルは一連の [Input Loss 
Behavior] (入力損失時の動作) フィールドで指定された動作に従います (「繰り返しフレーム」ロ
ジックは適用されません)。入力 B の開始時刻になると、入力損失時の動作は終了し、チャンネル
は入力 B に切り替わります。
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(このフィールドを表示するには、[グローバル構成] の [一般入力設定] の [入力損失動作] で [入力損
失動作] を選択します。 さらに多くのフィールドが表示されます。 詳細については、を参照して
くださいthe section called “インプットロスハンドリング”。)

次の入力がフォローの場合の移行の処理

スケジュールを計画するときは、ある入力から「フォロー入力」への切り替えが成功することを確認
する必要があります。

現在の入力 (入力 A) がループするように設定されている場合、フォロー入力 (入力 B) は成功しませ
ん。AWS Elemental MediaLive はファイルの終わりに達すると、ファイルの先頭から再び取り込み
始めます。

各入力アタッチの [Source end behavior] (ソース終了時の動作) フィールドはルーピングを制御しま
す。(このフィールドは、[Input attachments] (入力アタッチ) ページのチャンネルの [General input 
settings] (一般入力設定) セクションに表示されます)。

• 入力 A の [ソース終了時の動作] は常に [CONTINUE] に設定します。入力 A が終了すると、チャン
ネルがすぐに入力 B に切り替わります。

チャンネルを作成するときには、スケジュールの次の計画入力がフォロー入力であるすべての入力
アタッチの [Source end behavior] (ソース終了時の動作) を [CONTINUE] に設定することが重要で
す。[CONTINUE] を使用して入力を設定しなかった場合は、次の入力をフォロー入力にしてスケ
ジュールを設定することはできません。スケジュールアクションをキャンセルし、入力アタッチを変
更して、スケジュールアクションを再試行する必要があります。

入力の準備 — 次の入力が即時であるときのレイテンシーを低減

即時入力スイッチとして特定した入力スイッチがあっても、そのスイッチがいつ必要になるかわ
からない場合があります。わずか数秒前に通知されることだけしかわかりません。このような場
合、prepare inputアクションを作成して、あらかじめ入力を準備しておくとよいでしょう。詳細につ
いては、「the section called “入力準備”」を参照してください。

ステップ 6: 入力とチャンネルを作成する

ステップ 1～5 で計画を実行したら、入力を作成してチャンネルを作成する準備が整います。
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複数入力チャンネルでは、チャンネルを開始する前に、すべての入力がチャンネルに存在している必
要があります。チャンネルの実行中に入力を追加することはできません。したがって、次の計画され
たメンテナンス期間までに必要なすべての入力を特定する必要があります。

トピック

• 入力を作成する

• チャンネルの最初の入力を識別する

• チャンネルを作成する

入力を作成する

このセクションは、「the section called “入力”」の情報を補足するものです。複数の入力アタッチを
含むチャンネルで使用する入力の作成に特に適用される情報を紹介します。

チャンネルを作成するには、次の点に注意して、「the section called “入力の作成”」のステップに従
います。

• このセクションの前のステップで特定した入力を作成します。

• 各入力を正しいタイプ (静的ライブ、静的ファイル、または動的ファイル) として設定してくださ
い。

静的ライブ入力または静的ファイル入力を作成するための特別なステップはありません。

動的入力を作成するには、ファイルソースの URL に変数を入力する必要があります。この変数が
存在する場合、 MediaLive は入力をダイナミック入力として認識します。詳細については、「the 
section called “動的入力”」を参照してください。

チャンネルの最初の入力を識別する

チャンネルの入力アタッチメントファイルのリストで、最初の入力として設定する入力を識別しま
す。

• この入力は、取り込む最初の入力に切り替えるスケジュールを使用するため、取り込む最初の入力
ではありません。

• 動的ファイル入力にすることはできません。チャンネルを開始するには、ライブ入力または静的
ファイル入力のいずれかである必要があります。
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チャンネルを作成する

このセクションは、「設定:チャンネルの作成 」の情報を補足するものです。複数の入力アタッチを
含むチャンネルの作成に特に適用される情報を紹介します。

次の点に注意し、「設定:チャンネルの作成 」の説明に従ってチャンネルを作成する手順に従いま
す。

チャンネルと入力の詳細ペイン

チャンネルの [Channel and input details] (チャンネルと入力の詳細) ペインの [Input specifications]
(入力仕様) セクションで、最も要求の厳しい入力を満たすか、またはそれを超えるように各オプショ
ンを設定します。

入力アタッチメントペイン

チャンネルの [Input attachments] (入力添付ファイル) ペインで、作成した入力のアタッチメントを設
定します。

各入力アタッチメントを設定するには

1. [Input attachments] (入力アタッチ) ペインで [Add] (追加) を選択します。

2. 入力を選択します。添付ファイルを計画したときに決定した名前を入力します。

3. [Confirm] (確認) を選択すると、一般設定のフィールド、ビデオセレクタフィールド、オーディ
オセレクタフィールド、字幕セレクタフィールドが表示されます。

4. 必要に応じて、これらのフィールドに入力します。

以下の点に注意してください。

• 識別したすべての入力をアタッチします。入力を省略すると、チャンネルを停止しない限り、入力
をアタッチできません。

最初の入力アタッチメントは既に特定されているはずです。チャンネルで最初に表示されるよう
に、このアタッチメントを最初に作成してください。

• 残りの入力アタッチメントを任意の順序で追加します。

• 各入力アタッチの [General input settings] (入力全般設定) セクションで、[Source end behavior]
(ソース終了時の動作) を正しく機能するように設定します。詳細については、「the section called 
“次の入力が固定または即時の場合の移行の処理”」を参照してください。
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• 各入力アタッチメントの [General input settings] (一般入力設定) セクションで、アタッチメントを
計画したときに作成した計画に従って、次のフィールドセットを設定します。

• [Video selector] (ビデオセレクタ) のフィールド

• [Audio selectors] (オーディオセレクタ) のフィールド

• [Caption selectors] (字幕セレクタ) のフィールド

出力グループ

チャンネルの [Output groups] (出力グループ) ペインで、通常の手順に従って、the section called “ス
テップ 1: 出力の計画” で特定したすべての出力グループを作成します。

ステップ 7: 入力スイッチを含むスケジュールの設定

入力とチャンネルの作成後 (ステップ 6)、スケジュール内にアクションを作成して必要な入力切り
替えを設定する必要があります。入力切り替えアクションの作成の詳細については、「the section 
called “アクションの作成”」を参照してください。

スケジュールを設定する際は、以下のガイドラインに従ってください。

• チャンネルを開始する前に、少なくともいくつかの固定入力スイッチを作成し、入力切り替えアク
ションに従う必要があります。

• 新しいチャンネルの最初の入力スイッチは、即時入力スイッチでなければなりません。この入力切
り替えは、チャンネルを開始する前に作成する必要があります。このように設定することで、入力
の取り込みの順番が常にスケジュールで制御されることになります。

• 他の即時スイッチでは、チャンネルを開始する前にスケジュールにスイッチを追加できる場合があ
ります。または、チャンネルが実行された後にのみ追加できる場合もあります。これらの戦略のど
れが計画に適用されるかについての考え方が必要です。

• 定期的にスケジュールの更新を計画します。チャンネルを停止することなく、スケジュールにアク
ションを追加できることに注意してください。

スケジュールからのアクションの削除

スケジュールから入力スイッチアクションを削除できます。チャンネルの現在の状態に応じて、アク
ションを削除するためのさまざまなルールがあります。チャンネルは、実行中、アイドル、または復
旧中の可能性があります。手動で停止した場合、チャンネルはアイドル状態になります。チャンネル
は障害が発生した場合は回復中で、 MediaLive 自動的に再起動します。
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チャンネルの実行中にアクションを削除する

チャンネルが稼働している間は、削除できる入力スイッチのアクションには制限があります。 
MediaLive 現在アクティブな入力に関する情報を保存する必要があります。 MediaLive チャンネルに
障害が発生した場合に回復して適切な入力の取り込みを開始できるように、その情報を保存しておく
必要があります。したがって、このルールが適用されます

• 最新の固定入力、即時入力の切り替えを削除することはできません。「最も最近」という用語は、
以下のいずれかを意味します。

• 入力は、現在取り込んでいる入力です。つまり、最新の入力とアクティブな入力は同じです。

• 入力は、最新に取り込まれた固定入力または即時入力のスイッチです。アクティブ入力は、フォ
ロー入力かもしれません。

• この最新の固定入力または即時入力の切り替えに続くフォローチェーンのアクションを削除するこ
とはできません。例えば、次の図で、入力 A が最新の固定入力スイッチまたは即時入力スイッチ
であると仮定します。アクション B、C、D は削除できませんが、フォローチェーンに含まれない 
E は削除できます。

   Input A    Fixed 
     Input B  Follow 
     Input C  Follow  
     Input D  Follow 
   Input E    Immediate 
    

チャンネルのアイドル中にアクションを削除する

チャンネルがアイドル状態のときに、アクションがスケジュール内に残っている限り、入力切り替え
アクションを削除できます。

フォローチェーン内のアクションを削除するには、フォローチェーン全体を削除してから、フォロー
チェーンを再作成しますが、不要なアクションは省略する必要があります。the section called “アク
ションの削除” を参照してください。

チャンネルが復旧中にアクションを削除する

チャンネルが復旧している間は、入力スイッチアクションを削除できます。
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複数の入力を持つチャンネルの起動と再起動

チャンネルを作成し、そのスケジュールにアクションを追加したら、チャンネルを開始できます。

チャンネルを開始する前に、チャンネルに接続されている入力の準備ができていることを確認してく
ださい。

• プッシュ入力は、チャンネルを開始する前にプッシュ済みである必要があります。プッシュ入力が
チャンネルの最初の入力でなくても、プッシュ済みである必要があります。

• チャンネルの最初の入力がファイル入力の場合は、プルする準備ができている必要があります。

• 最初の入力ではないファイル入力は、入力への切り替えが行われる約 30 秒前までは、プルの準備
ができていなくてもかまいません。

トピック

• 実行時の処理

• チャンネルの再開

• 空のスケジュールで起こること

実行時の処理

チャネルを開始すると、AWS Elemental MediaLive がチャネルの準備を整えるまでに少し時間がか
かります。

チャンネルの準備が整い次第、 MediaLive スケジュールを調べて、即時切り替えがある入力スイッ
チ、開始時刻が現在の入力スイッチ、または開始時刻が期限切れの入力スイッチがないかを確認しま
す。

• このアクションが見つかったら、その入力に切り替えて取り込みを開始します。

• このアクションが見つからなかった場合は、チャンネルにリストされている最初の入力アタッチの
取り込みを開始します。

推奨通りにチャンネルとスケジュールを設定すると、チャンネルの準備が整うとすぐに、 MediaLive 
取り込みたい最初の入力に即座に切り替わります。
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チャンネルの再開

複数の入力がスケジュールされた入力切り替えが設定されているチャンネルを再起動すると、AWS 
Elemental MediaLiveスケジュールを調べて、現在実行中の入力がどれかを判断します。 MediaLive 
その後、以下のように動作します。

• その入力がライブ入力の場合、 MediaLive 現在のフレームからその入力の取り込みを開始しま
す。

• その入力が、固定時間または即時に開始するように設定されたファイル入力の場合 MediaLive、
ファイルまたはファイルクリップ (入力をクリップした場合) の先頭から入力の取り込みを開始
します。スケジュールされた時刻と現在時刻の違いは調整されません。例えば、現在の UTC が 
13:10:00 だとします。スケジュールでは、13:00:00 に入力 X に切り替えるように指定されていま
す。 MediaLive ファイルの取り込みは、ファイルの 10 分後ではなく、最初から開始されます。

• フォロー入力のチェーンが原因で現在の入力があいまいな場合、 MediaLive はフォロー入力を無
視します。チャンネルを再開した UTC 時間を基準として、過去の最新の固定入力または即時入力
を見つけます。ファイルの先頭から入力の取り込みを開始します。

例えば、スケジュールが次のようになっているとします。

• ライブ入力 X の固定開始時間は 11:00

• ファイル入力 A の固定開始時間は 11:06

• ファイル入力 B の開始時刻はフォロー

• ファイル入力 C の開始時刻はフォロー

• ライブ入力 D の固定開始時間は 12:15

シナリオ 1: 入力 X がアクティブだった 11:04 にチャンネルが停止したとします。12:09 にチャン
ネルを再開します。現在時刻を基準とした最新の固定入力スイッチは 11:06 です。ファイル入力 A 
MediaLive に切り替わり、入力 A に移動し、入力の取り込みを最初から開始します。

シナリオ 2: 入力 X がアクティブだった 11:04 にチャンネルが停止したとします。12:16 にチャン
ネルを再開します。現在時刻を基準とした最新の固定入力スイッチは 12:15 です。ライブ入力 D 
に切り替わり、入力 D MediaLive に移動してインジェストを開始します。

シナリオ 3: 入力 A がアクティブだった 11:08 にチャンネルが停止したとします。12:14 にチャン
ネルを再開します。現在時刻を基準とした最新の固定入力スイッチは 11:06 です。ファイル入力 
A に切り替わり、入力 A MediaLive に戻り、インジェストを開始します。ライブ入力に切り替える
とき、12:15 までファイル A を C に取り込みます。ファイル A の少なくとも一部が取り込まれま
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す。ファイル B と C を取り込む可能性があります。ただし、12:15 には間違いなく入力 D に切り
替わります。

空のスケジュールで起こること

チャンネルがスケジュールの最後の入力を終了し (スケジュールが空になった)、入力がループしない
ように設定した場合、 MediaLive 取り込みは停止しますが、チャンネルは実行を続けます。チャン
ネルの料金は引き続き発生しています。

KLV メタデータの操作

TS 出力で KLV MediaLive メタデータをパススルーするように設定できます。メタデータは SMPTE 
336M-2007 に準拠している必要があります。

入力では、KLV メタデータが SMPTE 2038 ストリームまたはトランスポートストリームの PID に含
まれる場合があります。

• KLV メタデータが特定の入力の SMPTE 2038 ストリームにある場合は、それを抽出するように
入力を設定する必要があります。the section called “SMPTE 2038 メタデータ” を参照してくださ
い。

• KLV メタデータが PID に含まれている場合は、以下のトピックをお読みください。

AWS Elemental Linkデバイスが入力の場合、KLV メタデータは常に SMPTE 2038 ストリームにある
ことに注意してください。そのため、「SMPTE 2038」セクションをお読みください。

トピック

• インプットの設定

• アウトプットを構成する

インプットの設定

TS MediaLive ソースを含む入力を取り込むと、見つかった KLV メタデータを自動的に抽出します。
入力を設定する必要はありません。

アウトプットを構成する

次の 1 つ以上の出力グループの KLV メタデータをパススルーするように選択できます。

KLV メタデータ 740



MediaLive ユーザーガイド

Note

このセクションの情報は、「設定:チャンネルの作成 」で説明している一般的なチャンネル
の作成手順を理解していることを前提としています。

アーカイブ

1. 「チャンネルの作成」ページの「出力グループ」セクションの「アーカイブ」グループで、出力
を選択します。

2. 「出力設定」で「コンテナ設定」を選択し、次に「PID 設定」を選択します。

3. 以下のフィールドを設定します。

• KLV: パススルーを選択

• KLV データ PID: KLV メタデータが必要な PID を入力します。

MediaPackage

MediaPackage 出力は自動的にパススルー用に設定されます。入力に KLV MediaLive メタデータが
見つかると、PID 501 MediaPackage の出力に渡されます。

HLS

KLV メタデータは、標準 HLS コンテナ (TS コンテナ) を含むすべての出力に渡すことができます。

1. 「チャンネルの作成」ページの「出力グループ」セクションの「HLS」グループで、出力を選択
します。

2. 「出力設定」で、「HLS 設定」が「標準 HLS」 に指定されていることを確認します。

3. HLS 設定で PID 設定を選択します。

4. 以下のフィールドを設定します。

• KLV: パススルーを選択

• KLV データ PID: KLV メタデータが必要な PID を入力します。

UDP/TS

1. 「チャンネルの作成」ページの「出力グループ」セクションの「UDP」グループで、出力を選択
します。
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2. 「出力設定」で「ネットワーク設定」を選択し、「PID 設定」を選択します。

3. 以下のフィールドを設定します。

• KLV: パススルーを選択

• KLV データ PID: KLV メタデータが必要な PID を入力します。

AWS Elemental Link デバイスの使用

AWS Elemental Linkデバイスの概要については、を参照してくださいthe section called “AWS 
Elemental Link”。

デバイスの操作方法については、を参照してくださいセットアップ:AWS Elemental Link 。

デバイスの監視については、を参照してください操作:デバイスの監視。

低レイテンシー出力の実装

glass-to-glass AWS Elemental MediaLiveとを使用する低レイテンシーのワークフローを作成
できますAWS Elemental MediaPackage。のチャンネルは MediaPackage v2 AWS Elemental 
MediaPackage を使用する必要があります。

Note

このセクションでは、「設定:チャンネルの作成 」で説明しているチャンネルの作成または
編集に精通していることを前提としています。

以下の手順に従います。

• オペレータのオペレータと調整して、 MediaPackage 宛先 URL を取得してください。the section 
called “HLS から v2 へ MediaPackage” を参照してください。

• チャネルで、 MediaPackage v2 を宛先とする HLS 出力グループを作成します。のガイドに従って
ください。the section called “送信先フィールド — MediaPackage”

• 出力グループに出力とビデオストリームを設定するときは、最適なレイテンシーを実現するため
に、以下のフィールドのガイダンスに従ってください。
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セクション フィールド 説明

接続再試行間隔 セグメント長 (「マニフェスト
セグメント」セクション内) と
同じ値にすることをお勧めし
ます。この値はレイテンシー 
に影響する可能性がありま
す。

[再試行回数] この値はレイテンシーに影響
する可能性があります。

ファイルキャッシュ期間 この値はレイテンシーに影響
する可能性があります。低い
数値を推奨します。

「HLS 設定」>「CDN 設定」

再起動の遅延 この値はレイテンシーに影響
する可能性があります。

[Segment Length] (セグメント
の長さ)

レイテンシーを良くするには 
1 秒を推奨します。

マニフェストセグメント

最小セグメント長 への配信には値が必要です 
MediaPackage。この値はレイ
テンシーに影響する可能性が
あります。

GOP サイズ セグメントの長さは GOP サ
イズに依存するため、この値
はレイテンシーに影響する可 
能性があります。

[HLS 出力]、[設定]、[トップ構
造]

[追加設定] > [クローズド GOP 
ケイデンス]

この値はレイテンシーに影響
する可能性があります。
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HLS マニフェスト内のパスのカスタマイズ

このセクションは、HLS 出力にのみ適用されます。HLS メインマニフェスト内には、各子マニフェ
ストへのパスがあります。それぞれの子マニフェストの中には、そのマニフェストのメディアファイ
ルへのパスがあります。

必要に応じてこれらのパスの構文を変更できます。通常、構文の変更が必要なのは、ダウンストリー
ムシステムに特別なパス要件がある場合に限られます。Akamai CDN では、通常、構文を変更する
必要があります。

ダウンストリームシステムがの場合、カスタムパスを設定しないでくださ
い。MediaPackage。MediaPackageはデフォルトのパスで動作します。

Note

HLS マニフェストのこのセクションの情報は、「設定:チャンネルの作成 」で説明している
ように、チャネルを作成する一般的な手順に精通していることを前提としています。
この機能に関連するコンソールの主要なフィールドは、ロケーションのグループ化HLS 出力
グループのセクションに追加します。チャネルの作成ページで. これらのフィールドに入力
する手順を確認するには、「the section called “手順”」を参照してください。

トピックス

• カスタムパスを設定する手順

• マニフェストの仕組み

• カスタムパスのルール

• カスタムパスの設定に関するガイダンス

• カスタムの例パス

カスタムパスを設定する手順

次のフィールドは、マニフェスト内のパスに関連しています。

• [HLS 出力グループ] – [場所] – [Base URL manifest (ベース URL マニフェスト)] フィールド

• [HLS 出力グループ] – [場所] – [Base URL content (ベース URL コンテンツ)] フィールド
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マニフェストでカスタムパスを設定するには

1. ダウンストリームシステムに問い合わせて、カスタムパスが必要かどうかを確認します。メイ
ンマニフェストに子マニフェストへのカスタムパスが必要な場合や、子マニフェストにメディア
ファイルへのカスタムパスが必要な場合や、メインマニフェストと子マニフェストの両方にカス
タムパスが必要な場合があります。「the section called “マニフェストの仕組み”」を参照してく
ださい。

2. に注意して、パスを設計します。構文とパスを構築するためのルール。

さまざまなダウンストリームシステムについては、このガイダンスを参照してください。

これらの例を参照してください。

3. [HLS 出力グループ] ページの [場所] セクションで、次のいずれか、または両方のフィールドに
入力します。

• (ベース URL マニフェスト A)そしてBase URL マニフェスト B)。 単一パイプラインチャネル
の場合は、フィールド A にのみ入力します。標準チャネルの場合は、フィールド A とフィー
ルド B に入力します。

• Base URL Content A:そしてBase URL Content B)。 単一パイプラインチャネルの場合は、
フィールド A にのみ入力します。標準チャネルの場合は、フィールド A とフィールド B に入
力します。

マニフェストの仕組み

次のセクションでは、マニフェストパスの仕組みについて説明します。

デフォルトでのマニフェストパスの仕組み

MediaLive が作成するマニフェストには、他のファイルへのパスに関する情報が含まれます。具体的
な内容は次のとおりです。

• メインマニフェスト内のコンテンツには、各子マニフェストへのパスが含まれます。

デフォルトでは、このパスの構文は次のとおりです。

baseFilename nameModifier extension

例:
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curling-high.m3u8

パスは、メインマニフェストの場所からの相対パスです。

• 各子マニフェスト内のコンテンツには、そのメディアファイルへのパスが含まれます。

デフォルトでは、このパスの構文は次のとおりです。

baseFilename nameModifier optionalSegmentModifier counter extension

例:

curling-high-000001.ts

パスは、子マニフェストの場所からの相対パスです。

カスタムパスの仕組み

マニフェスト内のデフォルトパスが、ダウンストリームシステムが 3 つのファイルセットを処理す
る方法に適していない場合は、[ベース URL] フィールドに入力できます。

• を完了します。Base URL ManifestフィールドはそのようにMediaLive子マニフェストへのカスタ
ムパスを構築します。

• を完了します。Base URL ContentフィールドはそのようにMediaLiveメディアファイルへのカスタ
ムパスを構築します。

パスをカスタマイズすると、構文が変更されます。

• [Base URL manifest (Base URL マニフェスト)] フィールドに入力すると、子マニフェストパス (メ
インマニフェスト内) の構文は次のようになります。

baseURLManifest baseFilename nameModifier extension

例:

http://viewing/sports/curling-high.m3u8
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• [Base URL content (Base URL コンテンツ)] フィールドに入力すると、メディアファイルパス (子
マニフェスト内) の構文は次のようになります。

baseURLContent baseFilename nameModifier optionalSegmentModifier counter 
        extension

例:

http://viewing/media/sports/curling-high-000001.ts

MediaLive がこれらのパスをどのように構築するか

子マニフェストへのカスタムパスは、次のように構築されます。

• [Base URL manifest (ベース URL マニフェスト)] フィールドまたは [Base URL content (ベース 
URL コンテンツ)] フィールド、あるいはその両方に入力します。

例:

http://198.51.100/sports/viewing/

値の末尾にあるスラッシュに注意してください。

• MediaLive は、その値をデフォルトパスの前に追加します。例:

http://198.51.100/sports/viewing/curling-high.m3u8

カスタムパスのルール

次のルールをダウンストリームシステムの担当者と共有します。

一般的なルールでは、カスタムパスが環境で機能することを確認するのはダウンストリームシステム
の責任です。MediaLiveでは、値を検証しません。したがって、

• プロトコルが指定されている場合 (オプション)、これは [Destination URL (送信先 URL)] フィール
ドで指定したプロトコルと同じである必要があります。
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• 同じパイプラインの [Base URL manifest (ベース URL マニフェスト)] フィールドと [Base URL 
content (ベース URL コンテンツ)] フィールドには、同じ値または異なる値を入力できます。これ
らは、任意の部分 (ドメイン、パス) で同じでも、異なっていてもかまいません。

• これらの値は、相対パスまたは絶対パスになります。

• 子マニフェストへの相対パスは、常にメインマニフェストの場所からの相対パスです。

• メディアファイルへの相対パスは、常に子マニフェストの場所からの相対パスです。

• パスはスラッシュで終わる必要があります。

カスタムパスの設定に関するガイダンス

さまざまなダウンストリームシステムで [ベース URL] フィールドを使用するためのガイダンスを次
に示します。

ダウンストリームシステムを制御する場合のカスタムパスの設定

ダウンストリームシステムを制御する場合があります。たとえば、ダウンストリームシステムは 
Amazon S3 またはMediaStoreAmazon に接続されていますCloudFront。HLS ファイルの処理に、1 
つ以上のファイルセットの移動が必要な場合があります。この場合、これらの [ベース URL] フィー
ルドに入力して、ファイルの最終的な場所のパスと一致させることができます。

ダウンストリームパッケージャが MediaPackage である場合のカスタムパスの設定

ダウンストリームパッケージがMediaPackageでは、Base URLフィールドは空です。MediaPackage
は、この情報を使用しません。

サードパーティーのダウンストリームシステムを使用する場合のカスタムパスの設定

サードパーティーのダウンストリームシステムを使用する場合、ダウンストリームシステムは、これ
らの [ベース URL] フィールドに入力するかどうかを通知する必要があります。

カスタムの例パス

次のすべての例では、次のことを前提としています。

• メインマニフェストでは、子マニフェストへのデフォルトパスは次の相対パスです。

curling-high.m3u8
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• 子マニフェストでは、メディアファイルへのデフォルトパスは次の相対パスです。

curling-high-000001.ts

Example 1

ダウンストリームシステムは、ファイルを MediaLive プッシュする場所からファイルを移動しま
す。ダウンストリームシステムは、子マニフェストが親マニフェストと同じ相対的な場所にあり、さ
らにメディアファイルも子マニフェストと同じ相対的な場所にあるようファイルを移動します。

したがって、パスをカスタマイズする必要はありません。デフォルトパスは、移動後も機能します。

Example 2

メインマニフェストと子マニフェストに、それぞれのファイルへの絶対パスを含めます。次のように
設定します。

• [Base URL manifest A (ベース URL マニフェスト A)] フィールドに入力して、次の絶対パスを指定
します。

http://198.51.100/sports/viewing/

メインマニフェスト内では、子マニフェストへのパスは次のようになります。

http://198.51.100/sports/viewing/curling-high.m3u8

• [Base URL content (ベース URL コンテンツ)] フィールドに入力して、次の絶対パスを指定しま
す。

http://203.0.113.55/sports/viewing/

子マニフェスト内では、メディアファイルへのパスは次のようになります。

http://203.0.113.55/sports/viewing/curling-high-000001.ts

この例は、2 つのファイルセットのドメインが異なる可能性があることを示しています。
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Example 3

親マニフェストに子マニフェストへの絶対パスを含めます。ただし、子マニフェストに、子マニフェ
ストからの相対パスであるメディアファイルへのパスを含めます。この場合、子マニフェストへのパ
スをカスタマイズしますが、メディアファイルへのデフォルトパスを引き続き使用します。

• [Base URL manifest A (ベース URL マニフェスト A)] フィールドに入力して、次の絶対パスを指定
します。

パイプライン A のメインマニフェスト内では、子マニフェストへのパスは次のようになります。

http://198.51.100/sports/viewing/curling-high.m3u8

• [Base URL content A (ベース URL コンテンツ A)] フィールドには入力しません。

子マニフェスト内では、メディアファイルへのパスはデフォルトのままです。

curling-high-000001.ts

冗長な HLS マニフェスト

標準チャンネルで HLS 出力グループを作成すると、冗長なマニフェストを有効にすることがで
きます。冗長なマニフェストにより、ダウンストリームシステム (マニフェストを読み込む) は、 
MediaLive からの出力失敗をより適切に処理できます。

冗長なマニフェスト機能が有効になっている場合、各パイプラインのメインマニフェストは、独自
の子マニフェストと他のパイプラインの子マニフェストの両方を参照します。ダウンストリームシス
テムは、1 つのパイプラインの子マニフェストへのパスを検索します。そのパイプラインに問題があ
る場合、そのパイプラインの子マニフェストに問題があります。その後、ダウンストリームシステム
はメインマニフェストを再度参照して、他のパイプラインの子マニフェストを見つけることができま
す。このようにして、ダウンストリームシステムは、常にマニフェストとメディアの処理を続行でき
ます。

冗長なマニフェストを正常に実装するために、ダウンストリームシステムが HLS 仕様に記載されて
いる方法で冗長なマニフェストを処理できることを確認する必要があります。
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Note

HLS マニフェストのこのセクションの情報は、「設定:チャンネルの作成 」で説明している
ように、チャンネルを作成する一般的な手順に精通していることを前提としています。
この機能に関係するコンソール内の主なフィールドは [Create channel] (チャンネルの作
成) ページにある [HLS output group] (HLS 出力グループ) セクションの [Manifests and 
segments] (マニフェストとセグメント) グループです。これらのフィールドに入力する手順
を確認するには、「the section called “手順”」を参照してください。

トピック

• 冗長なマニフェストを設定する手順

• HLS マニフェストのメディアコンテンツ

• ほとんどのダウンストリームシステムのルール

• Akamai CDN のルール

• 冗長なマニフェストを他の機能と組み合わせる

冗長なマニフェストを設定する手順

冗長なマニフェストを設定するには、出力グループの機能をオンにします。また、出力名と送信先パ
スの設計も調整します (冗長なマニフェストを実装しない HLS 出力と比較して)。

次のフィールドは、特に冗長なマニフェストに関連しています。

• [HLS output group] (HLS 出力グループ) – [Manifests and Segments] (マニフェストとセグメント) – 
[Redundant manifests] ([冗長なマニフェスト) フィールド

冗長なマニフェストを設定するには

1. ダウンストリームシステムに問い合わせて、冗長なマニフェストをサポートしているかどうかを
確認します。

2. 「the section called “送信先フィールド — HTTP サーバー”」の情報を確認します。 MediaLiveマ
ニフェストはから出力されたものとみなされます。したがって、出力の送信先に関する一般的な
ルールが冗長なマニフェストに適用されます。

3. 2 つのパイプラインの URL を設計します。HLS ファイルの URL には、特別な要件がありま
す。該当するセクションをお読みください。
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• the section called “ほとんどのシステムのルール”

• the section called “Akamai のルール”

これらのルールは、「the section called “送信先フィールド — HTTP サーバー”」の情報を補足
するものです。

4. マニフェストのカスタムパスも必要な場合、「the section called “カスタムパスの仕組み”」の情
報を必ずお読みください。URL を設計する際、カスタムパスのルールを考慮する必要がありま
す。

5. [HLS 出力グループ] セクションで、[マニフェストとセグメント] と [Redundant manifests (冗長
なマニフェスト)] に対して [ENABLED] (有効) を選択します。このフィールドは、出力グループ
内のすべての出力に適用されます。

6. 設計に従って、次のフィールドに入力します。

• [Output group] (出力グループ) – [HLS group destination] (HLS グループ送信先) セクション

• [Output group] (出力グループ) – [HLS settings] (HLS 設定) – [CDN] セクション

• [Output group] (出力グループ) – [Location] (場所) – [Directory structure] (ディレクトリ構造)

• [Output group] (出力グループ) – [Location] (場所) – [Segments per subdirectory (サブディレク
トリごとのセグメント

• [HLS outputs] (HLS 出力) – [Output settings] (出力設定) – [Name modifier] (名前修飾子)

• [HLS outputs] (HLS 出力) – [Output settings] (出力設定) – [Segment modifier] (セグメント修飾
子)

• [HLS output group] (HLS 出力グループ) – [Location] (場所) – [Base URL Manifest] (ベース URL 
マニフェスト) (カスタムパスも設定している場合)

• [HLS output group] (HLS 出力グループ) – [Location] (場所) – [Base URL Content](ベース URL 
コンテンツ) (カスタムパスも設定している場合)

この機能によって HLS マニフェストのコンテンツがどのように変更されるかについては、「the 
section called “HLS マニフェストのメディアコンテンツ”」を参照してください。

この設定の結果

次の 3 つの障害シナリオで冗長なマニフェストがどのように機能するかについて説明します。
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シナリオ A - 入力損失時のアクションが出力を発行することである

いずれかのパイプラインで入力が失われ、Input loss アクションフィールドが EMIT_OUTPUT に設
定されている場合、 MediaLive親マニフェストと子マニフェストを引き続き更新します。

ダウンストリームシステムの観点からは、どちらのパイプラインでも親マニフェストまたは子マニ
フェストに変更はありません。メディアファイル内のコンテンツはフィラーコンテンツですが、ダウ
ンストリームシステムがマニフェストを読み込む方法には影響しません。

シナリオ B - 入力損失時のアクションが出力を一時停止することである

いずれかのパイプライン (パイプライン 0 など) で入力が失われ、入力損失アクションフィールドが
PAUSE_OUTPUT に設定されている場合、次の処理が実行されます。 MediaLive

• パイプライン 0 の子マニフェストのリスト化を削除する。

• 子マニフェストを削除するために、パイプライン 0 の子マニフェストの場所にリクエストを送信
する。

ダウンストリームシステムがパイプライン 0 のメインマニフェストを読み込んだ結果、パイプライ
ン 0 の子マニフェストのリスト化は見つかりません。システムは、パイプライン 0 のメインマニ
フェストで、代替の子マニフェストを探します。パイプライン 1 の子マニフェストが見つかった場
合、その子マニフェストの読み込みに切り替わります。

パイプライン 1 のメインマニフェストを読み込んでいるダウンストリームシステムは、おそらくパ
イプライン 1 の子マニフェストを読み込んでいるため (それらの子マニフェストがメインマニフェス
トに最初に表示されるため)、影響を受けません。

シナリオ C - パイプラインの失敗

パイプラインが失敗する可能性もあります。この失敗は、入力の失敗と同じではありません。パイプ
ラインが失敗した場合 (パイプライン 0 など)、次のことが発生します。

• 出力が停止します。

• パイプライン 0 のメインマニフェストは削除されません。これには、パイプライン 0 の子マニ
フェストのリスト化が引き続き含まれています。

• 新しいメディアファイルが生成されていないため、子マニフェストは更新されません。そのため、
子マニフェストは古いです。

• パイプライン 1 のメインマニフェストは変更されません。これには、パイプライン 0 (およびパイ
プライン 1) の子マニフェストのリスト化が引き続き含まれています。
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ダウンストリームシステムがパイプライン 0 のメインマニフェストを読み込んだ結果、パイプライ
ン 0 の子マニフェストのリスト化が見つかりますが、そのマニフェストは古いです。マニフェスト
が古いことをシステムが検出できる場合、システムは、パイプライン 0 のメインマニフェストに戻
り、代替の子マニフェストを検索できます。パイプライン 1 の子マニフェストが見つかった場合、
その子マニフェストの読み込みに切り替わります。

パイプライン 1 のメインマニフェストを読み込んでいるダウンストリームシステムは、影響を受け
ません。これらのシステムは、おそらくパイプライン 1 の子マニフェストを読み込んでいます (それ
らの子マニフェストがメインマニフェストに最初に表示されるため)。

Note

HLS 出力の下流システムがの場合AWS Elemental MediaStore、古い入力を削除するように
設定できます。 MediaStore 「オブジェクトのライフサイクルポリシーのコンポーネント」
を参照してください。子マニフェストが削除されると、 MediaStore シナリオ B の「マニ
フェストは削除されました」というロジックに戻ります。

HLS マニフェストのメディアコンテンツ

冗長なマニフェストを設定すると、HLS マニフェストのコンテンツが変更されます。これにより、
マニフェスト内のメディア情報 (動画、オーディオ、および字幕の情報) が変更されます。この情報
はすべて、#EXT-X-STREAM-INF タグとして表示されます。

次のセクションでは、標準 (冗長ではない) マニフェストおよび冗長なマニフェストにおけるそれら
のタグの数とそれらのタグの内容について説明します。

標準マニフェストの内容

標準チャンネルでは、2 つのパイプラインがあります。各パイプラインは、独自のマニフェストの
セットを生成します。したがって、パイプライン 0 には、1 つのメインマニフェスト、1 つの子マニ
フェストセット、1 つのメディアファイルセットがあります。同様に、パイプライン 1 には同じファ
イルセットがあります。マニフェストは、独自のパイプラインのファイルのみを参照します。

各パイプラインのメインマニフェストの動画情報は、次のようになります。

#EXT-X-STREAM-INF:BANDWIDTH=629107 ...  
curling-high.m3u8       
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冗長なマニフェストの内容

冗長なマニフェスト機能が有効になっている場合、各メインマニフェストは、独自のパイプラインお
よび他のパイプラインの子マニフェストを参照します。

この機能は、子マニフェストには影響しません。子マニフェストは、独自のメディアファイルのみを
参照します。

以下に、マニフェスト内の動画情報がどのように表示されるかについての例を示します。パイプライ
ン 0 の baseFilename が first_curling であり、パイプライン 1 の方は other_curling であると仮定しま
す。

パイプライン 0 のマニフェストは、次のようになります (パイプライン 0 の子マニフェスト情報が最
初に表示されます)。

#EXT-X-STREAM-INF:BANDWIDTH=629107 ...  
first-curling-high.m3u8

#EXT-X-STREAM-INF:BANDWIDTH=629107 ...  
other-curling-high.m3u8

パイプライン 1 のマニフェスト内の動画情報は、次のようになります (パイプライン 1 の子マニフェ
スト情報が最初に表示されます)。

#EXT-X-STREAM-INF:BANDWIDTH=629107 ...  
other-curling-high.m3u8

#EXT-X-STREAM-INF:BANDWIDTH=629107 ...  
first-curling-high.m3u8       

ほとんどのダウンストリームシステムのルール

Akamai 以外のダウンストリームシステムで冗長なマニフェストを設定する場合は、このセクショ
ンをお読みください。ダウンストリームシステムが Akamai CDN の場合は、「the section called 
“Akamai のルール”」を参照してください。

ダウンストリームシステム (Akamai を除く) のルールは、次の要件に基づいています。

• MediaLive 両方のパイプラインから同じ場所 (プロトコル、ドメイン、パス) にファイルをプッ
シュします。
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• 場所が同じであれば、パイプラインのベースファイル名は異なる必要があります。

• カスタムマニフェストパスも実装する場合、マニフェスト内の URL は同じである必要がある。

ダウンストリームシステムがこれらの制限で動作できることを確認します。

フィールド ルール

2 つの送信先 URI (A と B) のプロトコル/ドメ 
イン/パス部分

両方のフィールドで同一である必要がありま
す。

2 つの送信先 URI (A と B) の BaseFilename 部
分

各フィールドで異なっている必要があります。

日付または時刻を含む変数識別子は使用できま
せん。

NameModifier 出力ごとに このフィールドのインスタンスは 1 つのみで
す。どちらのパイプラインも同じ値を使用しま
す。

日付または時刻を含む変数識別子は使用できま
せん。

セグメント修飾子 このフィールドのインスタンスは 1 つのみで
す。どちらのパイプラインも同じ値を使用しま
す。

日付または時刻を含む変数識別子を使用できま
す。

Base URL Manifest A (ベース URL マニフェス
ト A) と

Base URL Manifest B (ベース URL マニフェス
ト B)

これらのフィールドは、カスタムマニフェスト
パスも実装している場合にのみ適用されます。

両方のフィールドに値を入力します。

Base URL Content A (ベース URL コンテンツ 
A) と

これらのフィールドは、カスタムマニフェスト
パスも実装している場合にのみ適用されます。

両方のフィールドに値を入力します。
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フィールド ルール

Base URL Content A (ベース URL コンテンツ 
B)

Akamai CDN のルール

Akamai CDN で冗長なマニフェストを設定する場合は、この表をお読みください。ダウンストリー
ムシステムが Akamai CDN でない場合は、「the section called “ほとんどのシステムのルール”」を参
照してください。

フィールド ルール

2 つの送信先 URI (A と B) のプロトコル/ドメ 
イン/パス部分

互いに異なっていても、同じでもかまいませ
ん。

BaseFilename 2 つの宛先 URI (A と B) の一部 互いに異なっていても、同じでもかまいませ
ん。

日付または時刻を含む変数識別子は使用できま
せん。

プロトコル/ドメイン/パスと baseFilename の
組み合わせは、A と B で一意である必要があり
ます。このルールにより、2 つのパイプライン
の出力ファイルが互いに上書きされないように
なります。

名前修飾子 このフィールドのインスタンスは 1 つのみで
す。どちらのパイプラインも同じ値を使用しま
す。

日付または時刻を含む変数識別子は使用できま
せん。

セグメント修飾子 このフィールドのインスタンスは 1 つのみで
す。どちらのパイプラインも同じ値を使用しま
す。
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フィールド ルール

日付または時刻を含む変数識別子を使用できま
す。

Base URL Manifest A (ベース URL マニフェス
ト A) と

Base URL Manifest B (ベース URL マニフェス
ト B)

これらのフィールドは、カスタムマニフェスト
パスも実装している場合にのみ適用されます。
通常、Akamai CDN では、カスタムマニフェス
トパスを実装します。

両方のフィールドに値を入力します。

Base URL Content A (ベース URL コンテンツ 
A) と

Base URL Content A (ベース URL コンテンツ 
B)

これらのフィールドは、カスタムマニフェスト
パスも実装している場合にのみ適用されます。

両方のフィールドに値を入力します。

冗長なマニフェストを他の機能と組み合わせる

冗長なマニフェストとカスタムパス機能の組み合わせ

冗長なマニフェストでカスタムパスを設定できます。カスタムパスのルールとダウンストリームシス
テム (Akamai CDN または別のダウンストリームシステム) 用の冗長マニフェストのルールに従って
いることを確認してください。

冗長なマニフェストとオーディオレンディショングループの組み合わせ

Note

このセクションの情報は、オーディオレンディショングループのマニフェストに精通して
いることを前提としています。詳細については、「the section called “サンプルマニフェス
ト”」を参照してください。

重複するマニフェストを設定していて、オーディオレンディショングループがある場合、 MediaLive 
親マニフェストのオーディオレンディショングループへの参照が自動的に調整されます。

冗長なマニフェストを他の機能と組み合わせる 758
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各行のペア（たとえば、高解像度ビデオの場合は）で、#EXT-X-STREAM-INFレンディショング
ループの名前を調整します。 MediaLive このようにして、レンディショングループへの参照はパイ
プラインごとに異なります。これにより、クライアントプレーヤーがマニフェストを読み込むとき
に、同じパイプラインから動画とオーディオが選択されます。

パイプライン 0 の動画の #EXT-X-STREAM。AUDIO の値を書き留めます。

#EXT-X-STREAM-INF:BANDWIDTH=541107,...AUDIO="aac-audio-0", ... 

パイプライン 1 の動画の #EXT-X-STREAM。AUDIO の値を書き留めます。

#EXT-X-STREAM-INF:BANDWIDTH =541107, ...AUDIO="aac-audio-1",... 

でのメタデータの処理 AWS Elemental MediaLive

MediaLive 複数の種類のメタデータをサポートします。

• ID3 メタデータ

• KLV メタデータ

• SMPTE 2038 メタデータ

モーショングラフィックスオーバーレイの使用

モーショングラフィックスオーバーレイ機能を使用して、チャンネル内のビデオにモーションイメー
ジをスーパーインポーズできます。 MediaLive モーションイメージは HTML5 モーショングラフィッ
クアセットに基づいています。

モーショングラフィックスオーバーレイを設定するには、次の 2 つの領域で作業する必要がありま
す。

• HTML5 オーサリングシステムを選択する必要があります。このオーサリングシステムを使用し
て HTML5 アセットを準備し、そのアセットを継続的に外部の場所に公開する必要があります。 
MediaLive

• オン MediaLive、モーショングラフィックオーバーレイを追加したい各チャンネルでモーショング
ラフィックスを有効にする必要があります。
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チャンネルを開始したら、のスケジュール機能を使用して、 MediaLive 実行中のチャンネルにモー
ショングラフィックを挿入します。スケジュールがアクションを受信するとすぐに、 MediaLive コ
ンテンツのダウンロードとレンダリングを開始します。モーショングラフィックスアクションがアク
ティブである限り、コンテンツは継続的にダウンロードされレンダリングされます。スケジュールで
無効化アクションを作成することで、いつでもイメージを無効にできます。

料金

モーショングラフィックスオーバーレイ機能を有効にしたチャンネルの実行には料金がかかります。
現時点でチャンネルにモーショングラフィックスオーバーレイが挿入されていなくても料金が発生し
ます。

料金は、チャンネル内の最大のビデオ出力に基づいています。

この課金を停止するには、機能を無効にする必要があります。

このモードの使用料金については、 MediaLive料金表を参照してください。https://aws.amazon.com/
medialive/pricing/

トピック

• ステップ 1: モーショングラフィックアセットを準備する

• ステップ 2: 機能を有効にする

• ステップ 3: オーバーレイを挿入する

ステップ 1: モーショングラフィックアセットを準備する

オーサリングシステムを使用すると、アセットを作成し、フェードや不透明度などの機能の実装を含
むコンテンツを管理できます。

MediaLiveグラフィックオーバーレイの表示における役割は、アセットのレンダリングと、指定され
た時間にアセットをビデオに挿入したりビデオから削除したりすることに限定されます。 MediaLive 
モーショングラフィックを操作する機能は一切提供していません。

モーショングラフィックアセットを準備するには

1. オーサリングシステムを使用してアセットを作成します。HTML5 コンテンツは、次の要件を満
たす必要があります。
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• ブラウザベースの標準レンダリング手法を使用する任意の HTML5 オーサリングシステムを使
用できます。

• ビデオとオーディオ以外の任意の HTML5 タグを使用できます。

• Javascript を組み込んで、ソース URL に公開されるアセットを動的に制御する機能を提供す
るバックエンドシステムとやり取りできます。

• チャンネル内の最大の動画レンディションの幅と高さに合わせてコンテンツのサイズを調整す
る必要があります。 MediaLive フレーム全体になるようにアセットの解像度を変更すること
はできませんが、小さい動画レンディションに合わせてコンテンツのサイズが小さくなるた
め、トリミングは行われません。

2. モーショングラフィックアセットを、パブリック IP アドレス経由でアクセス可能なソース URL 
に公開します。

3. 場所を書き留めておきます。スケジュールアクションを追加するときに必要になります。

4. ファイルをダウンロードするためにモーショングラフィックスアセットの場所へのログインが
必要な場合、必要なユーザー名とパスワードを取得してください。認証情報を書き留めておきま
す。スケジュールアクションを追加するときに必要になります。

ステップ 2: 機能を有効にする

モーショングラフィックオーバーレイを挿入するチャンネルごとに、この手順を繰り返します。

Note

このセクションの情報は、「設定:チャンネルの作成 」で説明している一般的なチャンネル
の作成手順を理解していることを前提としています。

機能を有効にするには

チャンネルを作成するか、または既存のチャンネルを変更する際には、次の手順に従います。

1. [General channel settings] (チャンネル全般設定) セクションを表示し、[Motion graphics 
configuration] (モーショングラフィックスの設定) ペインを選択します。

2. [Enable motion graphics configuration] (モーショングラフィックスの設定を有効にする) をオン
にします。追加のフィールドが表示されます。

3. フィールドを以下のように設定します。
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• [Motion graphics insertion] (モーショングラフィックスの挿入) — [Enabled] (有効) に設定しま
す。

• [Motion graphics settings] (モーショングラフィックスの設定) — 値を [HTML motion graphics]
(HTML モーショングラフィックス) (唯一のオプション) のままにしておきます。

コンソールの [Create channel] (チャンネルの作成) ページにあるこのセクションの詳細について
は「the section called “全般設定”」を参照してください。

チャンネルを作成または保存すると、そのチャンネルはモーショングラフィックスオーバーレイ
用に設定されます。つまり、チャンネルスケジュールにアクションを追加すると、[Action type]
(アクションの種類) フィールドにモーショングラフィックスのオプションが表示されます。

Important

モーショングラフィックスオーバーレイ機能が有効になっているチャンネルを保存すると、
現時点でモーショングラフィックスオーバーレイが挿入されていなくても、チャンネルの実
行時に適用される機能について料金が発生します。
この課金を停止するには、機能を無効にする必要があります。

機能を無効にするには

モーショングラフィックス機能を無効にするには、[Enable motion graphics configuration] (モーショ
ングラフィックスの設定を有効にする) フィールドをオンにします。

ステップ 3: オーバーレイを挿入する

準備が整ったら、チャンネルスケジュールでアクションを作成し、オーバーレイをアクティブに (挿
入) できます。アクションは、チャンネルの開始前または実行中に、いつでも作成できます。

スケジュールとは、各チャンネルにアタッチされているタイムテーブルのことです。スケジュール
は、特定の時間にチャンネルに対して実行するアクションを指定できるように設計されています。
モーショングラフィックが特定期間だけアクティブになるように、または無期限にアクティブになる
ように、アクションを設定できます。いずれの場合も、無効化アクションを作成することで、いつで
もオーバーレイを停止できます。

ステップ 3: オーバーレイを挿入する 762
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詳細については、「設定:スケジュールの作成」および「the section called “アクションの作成”」を参
照してください。

AWS Elemental MediaLive でのマルチプレックスと MPTS

MediaLive マルチプレックスを設定して、マルチプログラムトランスポートストリーム (MPTS) を作
成できます。RTP または UDP 経由でトランスポートストリーム (TS) コンテンツを配信した経験が
あるサービスプロバイダーであれば、 MediaLive マルチプレックスに関心があるかもしれません。

Note

MediaLive マルチプレックスという用語は、内のエンティティを指します。 MediaLiveMPTS 
とは、デジタル伝送技術の標準用語です。配布用の MPTS を作成するには、 MediaLiveマル
チプレックスを作成して操作します。

トピック

• のマルチプレックスと MPTS の概要 AWS Elemental MediaLive

• マルチプレックスに関する制約事項

• マルチプレックスのセットアップ

• マルチプレックスの開始、一時停止、または停止

のマルチプレックスと MPTS の概要 AWS Elemental MediaLive

マルチプログラムトランスポートストリーム (MPTS) は、複数のプログラムを伝送する UDP トラン
スポートストリーム (TS) です。AWS Elemental MediaLive では MPTS を作成できます。この MPTS 
は、すべてを可変ビットレートプログラムで構成するか、可変ビットレートプログラムと固定ビット
レートプログラムの組み合わせで構成するか、すべてを固定ビットレートプログラムで構成すること
ができます。

MPTS を作成するには、マルチプレックスを作成します。 MediaLive その後、最大 20 MediaLive の
プログラムをマルチプレックスに追加します。最後に、プログラムごとに 1 MediaLive つのチャンネ
ルを作成し、各チャンネルをそのプログラムに関連付けます。

チャンネル

マルチプレックスと MPTS 763
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MediaLive チャンネルは特定の方法で構成された通常のチャンネルです。チャンネルはマルチプレッ
クス専用です。つまり、このチャンネルを使用して MPTS 出力と他の出力 (SPTS UDP 出力や HLS 
出力など) の両方を生成することはできません。

サポートされているソースは、 MediaConnect 入力または MP4 入力を使用するソースです。

チャンネルには、マルチプレックスタイプの出力グループが 1 つのみ含まれます。出力グループ内
の出力は 1 つだけです。この出力はトランスポートストリームです。入力と出力に関する以上の特
殊な要件を除いて、チャンネルは通常のチャンネルと同じです。チャンネルは、ビデオ、オーディ
オ、および字幕を生成する際に、UDP 出力に関するルールに従います。

チャンネルは常に標準チャンネルです。チャンネルには、UDP 出力に実装できる通常のチャンネル
機能 (入力スイッチングや SCTE-35 広告使用メッセージなど) を含めることができます。

プログラム

MediaLive チャンネルはプログラムに接続されています。

プログラムは、このプログラム内のビデオのビットレートに関する情報を提供します。各プログラム
は、固定ビデオビットレートまたは可変ビデオビットレートを持つことができます。可変ビデオビッ
トレートの場合、マルチプレックスはすべてのプログラムの需要に基づいてプログラムのビットレー
トを割り当てます。

マルチプレックス

各プログラムはマルチプレックスにアタッチされます。マルチプレックスには、最大 20 のプログラ
ムを含めることができます。

MediaLive マルチプレックスは、MPTS 全体のビットレートを含む MPTS の構成情報を提供しま
す。

マルチプレックスの開始

準備が完了したら、マルチプレックスとチャンネルを開始します (プログラムは開始しません。)

MPTS は RTP 出力です。 MediaLive MPTS AWS Elemental MediaConnect を作成したアカウント
に MPTS を作成し、配信します MediaLive 。 AWS Elemental MediaConnectRTP 出力を資格のある
ソースとして自動的に設定します。この資格のあるソースをセットアップするための手順は不要で
す。ただし、MPTS の配布を完了するには、その資格のあるソースを使用するフローを作成する必
要があります。

マルチプレックスと MPTS の概要 764
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マルチプレックスの開始方法の詳細については、「the section called “マルチプレックスの開始、一
時停止、または停止”」を参照してください。エンタイトルメントされたソースについて詳しくは、
『AWS Elemental MediaConnectユーザーガイド』の「フローの作成」を参照してください。

マルチプレックスに関する制約事項

次にマルチプレックスに関連する制限の概要を示します。

• 作成できるマルチプレックス数にサービスクォータがあります。詳細については、「クォータ」を
参照してください。

• マルチプレックスには、以下の制限が適用されます。

• 各マルチプレックスが生成する MPTS は 1 つのみです。MPTS には 2 つのパイプラインがある
ため、2 つの送信先に送信されます。

• すべてのマルチプレックス出力にビデオを含める必要があります。

• プログラムには、以下の制限が適用されます。

• マルチプレックス内の各プログラムは単一使用です。プログラムは 1 つのマルチプレックスに
のみアタッチされ、そのマルチプレックスでのみ使用できます。

• マルチプレックス内のチャンネルには、以下の制限が適用されます。

• 各チャンネルは単一使用です。チャンネルはマルチプレックス内の 1 つのプログラムにのみア
タッチでき、そのマルチプレックスでのみ使用できます。

• 各チャンネルには、マルチプレックスタイプの出力グループが 1 つのみ含まれます。他のタイ
プの出力グループを含めることはできません。

マルチプレックスのセットアップ

MPTS には、 MediaLive マルチプレックス、 MediaLive プログラム、 MediaLiveチャンネル 
( MediaLive およびそれらに付属する入力) の 3 つのコンポーネントが関係しています。これらのコ
ンポーネントは、次の順序で作成する必要があります。

• マルチプレックスを作成します。 MediaLive

• このマルチプレックス内にプログラムを作成します。プログラムは単独では存在できず、常にマル
チプレックス内に存在します。

• 1 つのチャンネルを作成してプログラムにアタッチします。マルチプレックスチャンネルは単独で
存在できず、常にプログラム内に存在します。

マルチプレックスに関する制約事項 765
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ステップ 1: アベイラビリティーゾーンを計画する

マルチプレックス用に 2 AWS つのアベイラビリティーゾーンを特定します。 AWS Elemental 
MediaLiveこの 2 つのゾーンでマルチプレックスのパイプラインを実行します。次のガイドラインに
従ってください。

• マルチプレックスに入力が含まれ、 MediaConnect その入力がすでに存在する場合は、その入力に
含まれるフローのリージョンとアベイラビリティーゾーンを書き留めておきます。以下のステップ
では、同じリージョンとアベイラビリティーゾーンを使用するようにマルチプレックスを設定しま
す。

• マルチプレックスに入力が含まれていて、 MediaConnect その入力がまだ存在しない場合は、リー
ジョンとアベイラビリティーゾーンを選択することを決めます。フローとマルチプレックスは同じ
リージョンとアベイラビリティーゾーンを使用する必要があります。

• MediaConnect マルチプレックスに入力が含まれていない場合は、マルチプレックス内の 2 つのパ
イプラインのリージョンとアベイラビリティーゾーンを選択します。

ステップ 2: マルチプレックスを作成する

マルチプレックスを作成します。マルチプレックスは、特定したリージョンとアベイラビリティー
ゾーンで必ず作成します。詳細については、「the section called “マルチプレックスとプログラムの
作成”」を参照してください。

ステップ 3: 入力を作成する

作成するチャンネル用の入力を作成する必要があります。他のチャンネルと同様に、各チャンネルを
作成する前に入力を作成する必要があります。

• 通常の入力を作成する手順に従います。

• マルチプレックスで使用するチャネルの入力として、MP4 入力または MediaConnect 入力を選択
できます。

• MediaConnect インプットについては、以下のルールに必ず従ってください。

• MediaConnect 入力のフローは、ステップ 1 で特定したリージョンとゾーンを使用する必要があ
ります。

• MediaConnect すべての入力で同じ 2 つのゾーンを使用する必要があります。
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ステップ 4: プログラムを作成する

マルチプレックスに追加するプログラムを作成します。詳細については、「the section called “マル
チプレックスとプログラムの作成”」を参照してください。マルチプレックスごとに最大 20 のプログ
ラムを追加できます。マルチプレックスは既に存在している必要があります。

ステップ 5: チャンネルを作成する

プログラムごとにチャンネルを作成します。プログラムは既に存在している必要があります。

コンソールでは、2 つの方法を使用してプログラム内のチャンネルを作成できます。

• [Program details] (プログラムの詳細) ページを使用する場合。各プログラムを作成すると、プログ
ラムのチャンネルを即座に作成するためのリンクを含む、プログラムの詳細が表示されます。この
リンクを選択すると、[Create channel] (チャンネルの作成) ページが表示されます。このページの
多くのフィールドには、マルチプレックスで使用するチャンネルに適用可能な値が既に設定され
ています。 MediaLive 自動的に設定されるフィールドの概要については、を参照してくださいthe 
section called “制限事項”。

• ナビゲーションペインを使用する場合。ナビゲーションペインから [Channel] (チャンネル) を選択
して、通常の方法でチャンネルを作成できます。一部のフィールドの設定方法については、「the 
section called “制限事項”」を参照してください。

チャンネルフィールドの入力方法の詳細については、「設定:チャンネルの作成 」を参照してくださ
い。

制限事項

マルチプレックスで使用するチャンネルの設定には、いくつかの制限があります。

出力グループの制限

チャンネルには、マルチプレックスタイプの出力グループを 1 つのみ含めることができます。この
タイプは、UDP 出力グループのルールに従います。この出力グループには出力を 1 つのみ含めるこ
とができます。

出力の制限

出力フィールドには、以下の制限が適用されます。
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フィールド 値

[Multiplex destination] (マルチプレックス送信
先) の [Multiplex program] (マルチプレックスプ
ログラム) フィールド

リストから、このチャンネルが属するマルチプ
レックスプログラムを選択します。

[Stream settings] (ストリーム設定) の [Video]
(ビデオ)

出力に含めることができるビデオアセットは 1 
つのみです。

[Stream settings] (ストリーム設定) の [Audio]
(オーディオ)

出力にはゼロ個以上のオーディオアセットを含
めることができます。

[Stream settings] (ストリーム設定) の
[Captions] (字幕)

出力にはゼロ個以上の字幕アセットを含めるこ
とができます。

ビデオの制限

ビデオのフィールドには、以下のルールが適用されます。

フィールド 値

[Width] (幅) と [Height] (高さ) (解像度) 幅と高さの両方の値を設定します。幅は最大 
1920 ピクセルです。高さは最大 1080 ピクセ
ルです。

Codec settings (コーデック設定) [H.264] (AVC) または [H.265] (HEVC) を選択し
ます。

[Aspect Ratio] (アスペクト比) の [PAR control]
(PAR コントロール) フィールド

値を設定します。これは必須です。ソースから
のアスペクト比に従うように設定しないでくだ
さい。

[Rate control] (レート制御) の [Rate control 
mode] (レート制御モード) フィールド

[Multiplex] (マルチプレックス) を選択します。

[Rate control] (レート制御) の [Buffer size]
(バッファサイズ) フィールド

空白のままにしておきます。
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フィールド 値

[Frame rate] (フレームレート) の [Framerate]
(フレームレート) フィールド

値を設定します。これは必須です。ソースから
のフレームレートに従うように設定しないでく
ださい。

分子と分母は、この範囲の 10 進値になる必要
があります。

• サポートされる最低レートは 23.97 フレー
ム/秒 (2400/1001) です。

• サポートされる最大レートは 60 フレーム/秒
です。

[GOP structure] (GOP 構造) [GOP size units] (GOP サイズの単位) 
で、[FRAMES] を選択します。次に、[GOP 
structure] (GOP 構造) を 6 以上に設定します。

または、[GOP size units] (GOP サイズの単位) 
で [SECONDS] を選択します。次に、[GOP 
structure] (GOP 構造) を 0.1 以上に設定しま
す。

[Codec details] (コーデックの詳細) の [Profile]
 (プロファイル) フィールド

コーデックが H.264 の場合は、次のいずれか
のプロファイルを選択します。

• BASELINE

• HIGH

• MAIN

コーデックが H.265 の場合は、次のいずれか
のプロファイルを選択します。

• BASELINE

• HIGH

• HIGH_10BIT

• MAIN
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制限されない機能

チャンネルの一部の機能は、通常のチャンネルで設定するのと同じ方法で設定できます。

• このセクションの前の表に記載されていないビデオ設定フィールドについては、ワークフローに合
わせてフィールドを設定できます。

• オーディオの場合、通常のチャンネルの UDP 出力グループと同じように設定できます。

• 字幕の場合、通常のチャンネルの UDP 出力グループと同じように設定できます。具体的には、
入力字幕と出力字幕が UDP 出力グループのルールに従っていることを確認します。the section 
called “キャプション:対応フォーマット” を参照してください。

• その他の機能については、その機能が UDP 出力グループで使用できれば、マルチプレックス内の
チャンネルで使用できます。

マルチプレックスの開始、一時停止、または停止

実行時に、マルチプレックスとマルチプレックス内のチャンネルの両方を開始します。マルチプレッ
クスとチャンネルは別々に停止できます。プログラムは開始も停止も行いません。(プログラムに対
しては、作成と削除以外のアクションは実行できません)。

トピック

• 各アクションの要約

• マルチプレックスの開始

• マルチプレックスでのアクティビティの一時停止

• マルチプレックスでのアクティビティの停止

各アクションの要約

次の表は、マルチプレックス、プログラム、およびチャンネルの開始、停止、および一時停止の機能
をまとめたものです。

項目 アクション 注意

マルチプレックス スタート マルチプレックスとチャンネ
ルは任意の順に開始できま
す。
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項目 アクション 注意

  [Stop] (停止) マルチプレックスを停止し、
チャンネルを実行したままに
することができます。

しかし、マルチプレックスを
停止する操作上の理由はあり
ません。マルチプレックスは
停止せずに編集できます。

  [Pause] (一時停止) マルチプレックスは一時停止
できません。

プログラム すべて プログラムは開始も停止も行
いません。

チャンネル スタート マルチプレックスで使用する
チャンネルは、マルチプレッ
クスを開始する前も含めて、
いつでも開始できます。

  [Stop] (停止) マルチプレックスを停止せず
にチャンネルを停止できま
す。チャンネルを編集するに
は、チャンネルを停止する必
要があります。

  [Pause] (一時停止) マルチプレックスで使用して
いるチャンネルは一時停止で
きません。

マルチプレックスの開始

MPTS のストリーミングを開始するには、マルチプレックスとチャンネルを開始します。チャンネ
ルを開始してからマルチプレックスを開始できます。または、マルチプレックスを開始してからチャ
ンネルを開始できます。
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チャンネルがマルチ入力チャンネルの場合は、これらのチャンネルの開始と再開に関する標準の推奨
事項が適用されます。詳細については、「the section called “チャンネルの起動と再起動”」を参照し
てください。

MPTS のコンテンツ

マルチプレックスとチャネルを起動すると、 MediaLive これらのコンポーネントがすべて起動しま
す。 MediaLive2 つのマルチプレックスパイプラインを作成し、それぞれが個別の MPTS アセットを
作成します。MPTS のコンテンツは以下のとおりです。

• 各プログラムのエントリを含む SDT。

• PAT には、 MediaLive チャンネルが関連付けられている各プログラムのエントリが含まれます。

• 使用されている各ストリームのエントリを含む、プログラムごとの PMT。プログラムを作成した
ときに、考えられるすべてのプログラムストリームに PID MediaLive を割り当てました。実行時
に、PMT は実際にコンテンツが入っている PID のみを参照します。

• ストリームごとに 1 つの PID。

マルチプレックスの実行中に、プログラムやチャネルを追加または削除したり、チャネルを変更した
りすると、 MediaLive は MPTS テーブルを動的に変更します。

エンコード

MediaLive 各チャンネルのコンテンツを通常の方法でエンコードします。ただし、 MediaLive 
MediaLive マルチプレックスは各チャンネルと継続的に通信し、各ビデオセグメントにビットレート
を設定します。 MediaLive マルチプレックスでは、すべてのチャンネルの出力から MPTS が作成さ
れます。

配信

MPTS は RTP 出力です。 MediaLive MPTS AWS Elemental MediaConnect を作成したアカウント
に MPTS を作成し、配信します MediaLive 。 AWS Elemental MediaConnectRTP 出力を資格のある
ソースとして自動的に設定します。この資格のあるソースをセットアップするための手順は不要で
す。ただし、MPTS の配布を完了するには、その資格のあるソースを使用するフローを作成する必
要があります。

エンタイトルメント名には、文字列「multiplex」とマルチプレックス ID が含まれているため、 
MediaConnect ユーザーは簡単に識別できます。

エンタイトルメントされたソースについて詳しくは、『AWS Elemental MediaConnectユーザーガイ
ド』の「フローの作成」を参照してください。
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マルチプレックスでのアクティビティの一時停止

マルチプレックスは一時停止できません。停止することだけができます。また、マルチプレックスで
使用しているチャンネルも一時停止できません。このルールは、通常のチャンネルを一時停止できる
場合でも適用されます。

マルチプレックスでのアクティビティの停止

マルチプレックスまたはチャンネルを停止できます。

マルチプレックスの停止

通常、マルチプレックスが実稼働環境に入った後では、マルチプレックスを停止するのは削除する場
合のみです。[Maximum Video Buffer Delay] (最大ビデオバッファ遅延) フィールドを変更する場合を
除き、マルチプレックスを変更するために停止する必要はありません。

マルチプレックスを停止すると、チャンネルは引き続き実行されます。ただし、出力は MPTS には
ないので、出力は送信先に送信されません。

マルチプレックスを停止すると、マルチプレックスの料金は発生しなくなります。ただし、マルチプ
レックス内のチャンネルを停止しない限り、これらのチャンネルに対して料金が発生します。

マルチプレックスを停止するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Multiplexes] (マルチプレックス) を選択し、停止するマルチプレック
スを選択します。

3. [Details] (詳細) ペインで、[Multiplex actions] (マルチプレックスアクション)、[Stop multiplex]
(マルチプレックスの停止) の順に選択します。プログラムがあり、これらのプログラム内に実行
中のチャンネルがある場合、チャンネルは引き続き実行されますが、チャンネルの出力は送信先
に送信されません。

マルチプレックス内のチャンネルの停止

チャンネルの設定を変更または削除するには、チャンネルを停止する必要があります。

チャンネルを停止しても、マルチプレックスは稼働し続けます。 MediaLive PMT を変更して、関連
するプログラムの PAT を削除します。

マルチプレックスの開始、一時停止、または停止 773

https://console.aws.amazon.com/medialive/


MediaLive ユーザーガイド

チャンネルを停止すると、そのチャンネルの料金は発生しなくなります。ただし、マルチプレックス
を停止しない限り、マルチプレックスの料金が引き続き発生します。実行中のマルチプレックスの料
金を確認した結果、マルチプレックスを停止するメリットがないと判断する場合もあります。

チャンネルを停止するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Multiplexes] (マルチプレックス) を選択し、チャンネルのプログラム
を選択します。

3. [Programs] (プログラム) ペインで、該当するプログラムを選択し、[Multiplex actions] (マルチプ
レックスアクション)、[Stop channel] (チャンネルの停止) の順に選択します。

また、通常のチャンネルを停止するのと同じ方法で、マルチプレックス内のチャンネルを停止する
こともできます。詳細については、「操作:チャンネルの開始、停止、一時停止」を参照してくださ
い。

ニールセン透かし

Nielsen AWS Elemental MediaLive ウォーターマークを新規作成して出力オーディオに挿入するよう
に設定できます。通常、ニールセン透かしを使用いるのは、コンテンツプロバイダーとディストリ
ビューションプロバイダーのみです。The Nielsen Companyと協力してウォーターマークを実装して
いない場合は、このセクションを読む必要はありません。

コンテンツに既にウォーターマークが含まれている場合は、ウォーターマークを ID3 メタデータに
変換して、そのメタデータを出力に含めることもできます。パススルーと ID3 への変換について詳
しくは、を参照してください。the section called “ニールセン透かしを ID3 に”

トピック

• オーディオ要件

• Getting Ready

• ニールセン透かしのセットアップ

オーディオ要件

サポートされているオーディオ

以下の要件を満たしている必要があります。
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• サンプルレート周波数:48 kHz (48000 サンプル/秒)。

• 最大 8 つのオーディオチャンネル、インターリーブされたサンプル。

• オーディオは、次の表に示すコーディングモードとチャンネルレイアウトのいずれかに準拠してい
る必要があります。

表の各行を読んで、最初のセルに表示されているコーディングモードのチャンネルレイアウトを確認
してください。

チャン
ネルの
数

コー
ディン
グモー
ド

チャネ
ル 1

チャッ
ト 2

チャッ
ト 3

チャッ
ト 4

チャッ
ト 5

チャッ
ト 6

チャッ
ト 7

チャッ
ト 8

1 モノラ
ル

左              

2 ステレ
オ

ステレ
オ左

ステレ
オ右

           

6 5.1 
オー
ディオ

前面左 前面右 中央 LFE サラウ
ンド左

サラウ
ンド右

   

8 5.1 
オー
ディオ
+ステ
レオ

前面左 前面右 中央 LFE サラウ
ンド左

サラウ
ンド右

ステレ
オ左

ステレ
オ右

推奨最小ビットレート

次の表に挙げられた最小オーディオビットレートに従うことを強くお勧めします。オーディオビット
レートを推奨値よりも低く設定すると、透かしが確実に検出されないことがあります。

オーディオ要件 775



MediaLive ユーザーガイド

コーデック コーディングモード 最小ビットレート (kbps)

ステレオ 192ドルビーデジタル

5.1 384

ステレオ 192ドルビーデジタルプラス

5.1 192

AAC (LC プロファイル付き) ステレオ 128

HEV1 プロファイルを搭載し
た AAC

5.1 256

MPEG-1、レイヤー II ステレオ 96

Getting Ready

ウォーターマークの準備をするには

1. NAES II (N2)、NAES VI (NW) ウォーターマーク、または CBET ウォーターマークのどれを挿入
するかを決めてください。NAES II は米国で使用されています。CBETはカナダで使用されてい
ます。同じオーディオエンコードに一方または両方のタイプを挿入できます。

2. ニールセン社の連絡先から以下の情報を入手してください。

• NAES II または NAES VI ウォーターマークの場合:

• ソース識別コード (SID)。

• NAES チェックディジットコード。

• CBET ウォーターマークの場合:

• CBET ソース識別 (CSID) コード。

• CBET チェックディジットコード。

チャネルごとに個別の値セットを取得する必要があります。

3. CBETウォーターマークを設定する場合は、ソースオーディオに既にあるウォーターマークをど
のように処理するかを決めてください。オプションは次のとおりです。

使用するための準備 776
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• 既存のウォーターマークをすべて削除し、新しいウォーターマークに置き換えます。

• 既存のウォーターマークはそのままにしておきます。 MediaLive ウォーターマークのない
オーディオストリームの部分にのみ新しいウォーターマークを挿入します。

ニールセン透かしのセットアップ

Note

このセクションの情報は、「設定:チャンネルの作成 」で説明している一般的なチャンネル
の作成手順を理解していることを前提としています。また、ウォーターマークを含むオー
ディオエンコード (出力) がすでに設定されていることを前提としています。

ニールセン透かしを作成するには

1. MediaLive コンソールのチャンネル作成ページで、左側のナビゲーションバーから出力グループ
を選択します。次に、出力を選択します。ストリーム設定ペインで、目的の「オーディオ」タブ
を選択します。

[Codec settings] (コーデック設定) セクションで、[Additional encoding settings] (追加のエンコー
ド設定) セクションを展開します。「その他の設定」ドロップダウンメニューを展開し、「オー
ディオウォーターマーク設定」フィールドを探します。

2. 「オーディオウォーターマーク」を選択し、「Nielsen 配信タイプ」を選択します。

3. 該当するオプションを選択してください。

• 番組の内容:通常、このオプションは所属する組織がネットワーク放送事業者の場合に適用さ
れます。

• 最終配信:通常、このオプションは所属する組織が放送関連会社またはケーブルネットワーク
プロバイダーの場合に適用されます。

4. CBETウォーターマークを含めたい場合は、「CBET設定」フィールドで「Nielsen CBET」を選
択します。追加のフィールドが表示されます。

NAES ウォーターマークを含めたい場合は、「NAES II と NW の設定」フィールドで「NAES 
II」と「NW」を選択します。追加のフィールドが表示されます。

両方のウォーターマークセットを同じ出力オーディオに含めることができます。

セットアップする 777
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5. 表のように各フィールドに入力します。

エリア フィールド 説明

チェベットソース ID (CSID) ニールセンから取得した値。

CBET チェックディジット ニールセンから取得した値。

CBET 設定

CBETステップサイド 有効:すでにソースにある 
Nielsen ウォーターマー
クはそのまま残ります。 
MediaLive 既存のウォーター
マークがないオーディオの
部分にのみ新しいウォーター
マークを挿入します。

無効:既存の Nielsen ウォー
ターマークは削除されます。 
MediaLive オーディオ全体に
新しいウォーターマークを挿
入します。

ソース ID (SID) ニールセンから取得した値。

数字をチェック ニールセンから取得した値。

NAES IIと新しい設定

タイムゾーン ウォーターマークに適用する
タイムゾーンを選択します。
または、デフォルトの UTC 
のままにしてください。

ニールセン透かしを ID3 に変換する

チャンネル内の 1 つ以上の入力においてオーディオにニールセン透かしが含まれている場合、こ
れらの透かしを ID3 メタデータに変換するようにチャンネルを設定できます。これらの透かしは、
ニールセンがサポートする測定および分析機能の一部です。

このオプションは、以下の場合にのみ適用されます。
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• チャンネル内の 1 つ以上の入力においてオーディオにニールセン透かしが含まれている。

• チャンネル内の少なくとも 1 つの出力にニールセン ID3 タグを含めることができる。例: HLS 出力
グループ。

• 少なくとも一部の再生デバイスがニールセン SDK を実装していることが判明している。この SDK 
は ID3 タグを処理する機能を提供します。

透かしを ID3 タグに変換しても、元の透かしは削除されません。ID3 タグを含めた出力には、透かし
と ID3 タグの両方が含まれます。ID3 タグを含めない出力には、透かしのみが含まれます。

オーディオから透かしを削除することはできませんが、ニールセン SDK を実装していない再生デバ
イスでは、透かしが単に無視されます。

Note

この機能と、出力に ID3 メタデータを挿入 する機能を混同しないでください。

透かしを ID3 タグとして設定するには

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [General settings] (全般設定) セクションの
[Nielsen Configuration] (ニールセン設定) ペインで、[Enable Nielsen configuration] (ニールセン
設定を有効にする) を選択します。

2. フィールドを以下のように設定します。

• Nielsen PCM to ID3 tagging (ニールセン PCM を ID3 タグ付け): [ENABLED] を選択します。

• Distributor ID (ディストリビューター ID): 必要に応じて、ニールセンから取得したディスト
リビューター ID を入力します。ここに入力した ID は、常にソース透かし内にあるソース ID 
(SID) とともに ID3 メタデータに追加されます。

3. 出力グループに移動し、さらに ID3 タグを含める出力に移動します。出力グループは、アーカ
イブグループ、HLS グループ、または UDP グループにする必要があります。出力グループが 
HLS の場合、出力は標準出力であることが必要です (オーディオのみの出力ではありません)。

(出力グループがの場合MediaPackage、出力を設定する必要はありません。 出力が標準出力の
場合、ID3 タグは常にパススルーされます。)

4. [Archive] (アーカイブ) 出力グループの場合は、[Output settings] (出力設定) セクションを次のよ
うに設定します。
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• [PID settings] (PID 設定) を選択します。

• [Nielsen ID3] (ニールセン ID3) で、[PASSTHROUGH] (パススルー) を選択します。

5. [HLS] 出力グループの場合は、[Output settings] (出力設定) セクションを次のように設定しま
す。

• [Standard hls] (標準 HLS) を選択します。

• [PID settings] (PID 設定) を選択します。

• [Nielsen ID3 behavior] (ニールセン ID3 動作) の場合は、[PASSTHROUGH] (パススルー) を選
択します。

6. [UDP] 出力グループの場合は、[Output settings] (出力設定) セクションを次のように設定しま
す。

• [Network settings] (ネットワーク設定) を選択します。

• [PID settings] (PID 設定) を選択します。

• [Nielsen ID3] (ニールセン ID3) で、[PASSTHROUGH] (パススルー) を選択します。

パイプラインロックの実装

パイプラインロック機能により、標準チャンネルの 2 つのパイプラインからの出力は、互いにフ
レーム単位で正確になります。パイプラインロックは特定の出力タイプにのみ適用されます。

パイプラインロックには次の 2 つのモードがあります。

• パイプラインロック (デフォルト): 2 つのパイプラインを互いにロックします。

• エポックロック:Unix エポックを基準にしてパイプラインをロックします。

該当する出力タイプではパイプラインロックを無効にすることはできません。ただし、自分のワーク
フローに合うように動作を設定する必要があります。

Note

出力ロックという用語はご存知かもしれません。では MediaLive、パイプラインロックとい
う用語が使われています。どの用語を使用しても、その効果は同じです。つまり、フレーム
単位の正確な出力です。

パイプラインロック (出力ロック) 780
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トピック

• パイプラインロックの要件

• ステップ 1: 入力の検証

• ステップ 2: ロックを設定する

• トラブルシューティング

パイプラインロックの要件

トピック

• チャンネル要件

• 出力タイプ

• エポックロッキングと SCTE 3.5

チャンネル要件

チャンネルは標準チャンネルでなければなりません。チャンネルには複数の入力を接続できます。つ
まり、チャンネルは入力の切り替えを実装できます。

出力タイプ

パイプラインのロックは、次のタイプの出力グループでのみ機能します。

• HLS

• MediaPackage

• Microsoft Smooth

• UDP

チャンネルには、サポートされている出力グループ以外の出力グループを含めることができます。 
MediaLive これらの出力グループにはパイプラインロックは実行されません。つまり、他の出力グ
ループでは、2 つのパイプラインが互いにフレーム精度が高いという保証はありません。

エポックロッキングと SCTE 3.5

HLS MediaPackage または出力グループでエポックロックを使用することには制約があります。

HLS 出力グループ
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エポックロックを使用するチャンネルの HLS 出力グループでは SCTE 35 パススルーまたはマニ
フェストデコレーションを有効にすることはできません。チャンネルを保存すると、検証エラーが発
生します。このコンフリクトの解決方法を決める必要があります。

• チャネル全体でエポックロックを有効にしないでください。チャネル全体で通常のパイプライン
ロックモードに設定し、HLS 出力グループでは SCTE 35 パススルーを維持できます。

• HLS 出力グループの SCTE 35 パススルーを無効にする:HLS 出力グループでは、エポックロック
を維持したまま SCTE 35 パススルーとマニフェストデコレーションを無効にできます。他の出力
グループでは SCTE 35 パススルーを引き続き有効にできます。

MediaPackage 出力グループ

MediaPackage 出力グループでは、入力に SCTE 35 メッセージが含まれる場合は制約が適用されま
す。

• チャンネルでエポックロックが有効になっていない場合、入力からの SCTE 35 MediaLive メッ
セージを自動的に通過させ、マニフェストデコレーションを自動的に有効にします。

• エポックロックを有効にすると、出力グループの SCTE 35 MediaLive パススルーとマニフェスト
デコレーションが自動的に無効になります。 MediaPackage

どの機能を残しておきたいかを決める必要があります。SCTE 35 メッセージは保存できます (その
場合は、チャネル全体でエポックロックを無効にする必要があります)。または、エポックロックを
有効にしても SCTE 35 メッセージのパススルーが失われるという方法もあります。前述と同様の制
約が適用されるので、出力を HLS 出力グループとして設定しても利点はないことに注意してくださ
い。

ステップ 1: 入力の検証

アップストリームのシステムに問い合わせて、チャンネルに接続されているすべての入力が以下の要
件を満たしていることを確認する必要があります。

サポートされている入力タイプ

チャンネルには HLS 入力を含めることはできません。

埋め込みタイムコードの要件

入力には埋め込みタイムコードを含める必要があります。次のルールが適用されます。

ステップ 1: 入力を確認する 782
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• いずれのロックモードについても、入力にタイムコードが埋め込まれている必要があります。

• エポックロックモードの場合、埋め込みタイムコードはエポック時間から 2 分以内である必要が
あります。タイムコードが 2 分以上ずれている場合は、 MediaLive ソースがパイプラインロック
の要件を満たしていないと見なします。

フレームレート要件

入力フレームレート (またはフレームレート) と希望する出力フレームレートの間の変換は単純でな
ければなりません。つまり、次のステートメントのいずれかを適用する必要があります。

• 出力フレームレートは、入力フレームレートの整数倍でなければなりません。例えば、入力フレー
ムレートは 45 FPS、出力フレームレートは 90 FPS になります。

• 入力フレームレートは、出力フレームレートの整数倍でなければなりません。例えば、入力フレー
ムレートは 60 FPS、出力フレームレートは 30 FPS になります。

これらのルールでは、フレームレートが整数になる可能性があることに注意してください。例えば、
入力フレームレートが 29.97 FPS で出力フレームレートが 59.94 FPS の場合。

以下は複合的なフレームレートの例です。以下の組み合わせのいずれかがチャンネルに当てはまる場
合は、入力を使用できません。

• 入力 FPS は 59.4、出力 FPS は 60 です。

• 入力 FPS は 45、出力 FPS は 60 です。

• 入力 FPS は 29.97、出力 FPS は 23.978 です。

ステップ 2: ロックを設定する

パイプラインのロックは常に有効になっています。ただし、 MediaLive 出力グループでパイプライ
ンロックを正常に実行できるようにチャンネルを設定する必要があります。

Note

このセクションの内容は、「設定:チャンネルの作成 」で説明する一般的なチャンネルの作
成手順に精通していることを前提としています。

ステップ 2: ロックのセットアップ 783
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モードを設定する。

以下のモードのいずれかを使用して、パイプラインロックを実行するようにチャンネルを設定できま
す。

• パイプラインロック:2 つのパイプラインを互いにロックします。

• エポックロック:Unix エポックを基準にしてパイプラインをロックします。

パイプラインのロックモードを設定する

1. 作成するチャンネルのナビゲーションペインで、[General settings] (全般設定) を選択します。
次いで、 [Global configuration] (グローバル構成) を選択します。

2. [Enable global configuration] (グローバル設定の有効化) を選択します。

3. 出力ロックモードで、PIPELINE_LOCKING または EPOCH_LOCKING モードを選択します。オ
プションの詳細については、フィールドの横にある [Info] (情報) リンクを選択してください。

HLS MediaPackage、または Microsoft Smooth 出力グループのセットアップ

HLS 出力グループまたは Microsoft Smooth 出力グループでは、各ビデオエンコードのフレームレー
トを設定する必要があります。

パイプラインのロックをセットアップする

1. 作成しようとするチャンネルのナビゲーションペインで、[HLS or Microsoft Smooth] グループを
選択します。必要に応じて、各出力に出力とビデオエンコードを作成します。

2. ビデオエンコードを含む各出力で、ビデオエンコードを選択します。[Codec settings] (コーデッ
ク設定)フィールドで、コーデックを選択します。追加のフィールドが表示されます。

3. [Frame rate] (フレームレート) セクションを選択し、以下のフィールドを設定します。

• [Framerate control] (フレームレート制御): [Specified] (指定) を選択することをお勧めします。
オプション Initialize_from_source は、パイプラインのロックではうまく機能しません。

• フレームレート分子とフレームレート分母: 出力について望ましい解像度を設定します。入力
フレームレートから出力フレームレートへの変換で要件が満たされていることを確認します。

4. 繰り返し、各出力のビデオエンコードのフレームレートを設定します。
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UDP 出力グループのセットアップ

UDP 出力グループでは、セグメンテーションマーカーに関する情報を取得し、各ビデオエンコード
のフレームレートのセグメンテーションマーカーを設定する必要があります。

パイプラインのロックをセットアップする

1. 出力でのセグメンテーションの設定方法に関する情報が必要です。この情報は、コンソールの
[Create channel] (チャンネルの作成) ページにあるフィールドに表示されます。フィールドを表
示するには、ナビゲーションペインで [Archive group] (アーカイブグループ) を選択します。次
いで、出力を選択して [Network settings] (ネットワーク設定) を選択します。以下のフィールド
の徳也にある [Info] (情報) リンクを選択します。

• セグメンテーションマーカー

• セグメンテーション時間

• EBP 先読みミリ秒

• フラグメント時間

• セグメンテーションスタイル

• EBP 配置

• EBP オーディオ間隔

2. ダウンストリームシステムの連絡先に話しかけて、これらのフィールドの推奨値を取得します。

3. 作成しようとするチャンネルのナビゲーションペインで、[Archive output] (アーカイブ出力) グ
ループを選択します。必要に応じて、出力を作成します。次いで、[Output settings] (出力設定]) 
で、[Network settings] (ネットワーク設定)を選択します。追加のフィールドが表示されます。

4. [Container settings] (コンテナ設定) を選択し、ステップ 1 のリストに表示されたセグメンテー
ションフィールドについて値を設定します。フィールドによっては、選択したセグメンテーショ
ンマーカーに適用されない可能性があります。

5. 必要に応じて、出力にビデオエンコードを作成し、ビデオエンコードを選択します。[Codec 
settings] (コーデック設定)フィールドで、コーデックを選択します。追加のフィールドが表示さ
れます。

6. [Frame rate] (フレームレート) セクションを選択し、以下のフィールドを設定します。

• [Framerate control] (フレームレート制御): [Specified] (指定) を選択することをお勧めします。
オプション Initialize_from_source は、パイプラインのロックではうまく機能しません。
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• フレームレート分子とフレームレート分母: 出力について望ましいフレームレートを設定しま
す。入力フレームレートから出力フレームレートへの変換で要件が満たされていることを確認
します。

トラブルシューティング

パイプラインをロックすることで、 MediaLive パイプラインロックを実行する出力グループで、標
準チャンネルの 2 つのパイプラインが互いにフレーム精度を維持することが保証されます。

パイプラインが同期していないことに自らまたはダウンストリームシステムが気付いた場合は、次の
トラブルシューティングを実行します。

• MediaLive チャンネル内の入力タイプに応じたパイプラインロックをサポートしていることを確認
してください。

• タイムコード要件が満たされていることを確認してください。

• 入力ソースにタイムコードが埋め込まれていることを確認します。

• エポックロックモードを選択した場合は、埋め込まれたタイムコードがエポックタイムから 2 
分以内であることを確認します。

入力ソースにタイムコードが埋め込まれていないセクションがある場合、 MediaLive フレーム
単位のパイプラインロックの実行を停止します。 MediaLive おおよそのパイプラインロックの
実行に自動的にフォールバックします。埋め込まれたタイムコードが再び表示されるたびに、 
MediaLive フレーム単位のパイプラインロックが再開されます。

• MediaLive 影響を受ける出力グループでパイプラインロックがサポートされていることを確認して
ください。パイプラインロックはすべての出力グループタイプには適用されません。

• 必ず Initialize_From_Source にならないようにフレームレートコントロールを変更してください。

• 入力フレームレートと出力フレームレートが互いに単純に変換されたものであることを確認してく
ださい。

• ソース内のフレームレートが変更されると、 MediaLive その間パイプラインロックを実行できな
くなる可能性があります。これは、ビデオのそのセクションでは単純なフレームレート変換が行わ
れないためです。

• UDP 出力グループでセグメンテーションマーカーを設定することも忘れないでください。サポー
トされている他の出力グループについては、常に出力がセグメント化されるので、このことを気に
する必要はありません。
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• 想定するセグメンテーションマーカータイプをダウンストリームシステムが設定していることを確
認します。

パイプラインの冗長性を実装する

2 つのエンコーディングパイプラインを持つチャンネルを設定して、チャンネル処理パイプライン内
での回復性を実現できます。

2 つのエンコーディングパイプラインでチャンネルを設定すると、両方のパイプラインがソースコン
テンツを取り込み、出力を生成します。現在のパイプラインで障害が発生した場合、ダウンストリー
ムシステムはコンテンツを受信していないことを検出し、他の出力に切り替えることができます。ダ
ウンストリームのシステムの中断はありません。 MediaLive 2 番目のパイプラインを数分以内に再起
動します。

2 つのエンコーディングパイプラインを持つチャンネルは、標準チャンネルと呼ばれます。

パイプラインの冗長性を実装する必要がない場合は、チャンネルを単一パイプラインチャンネルとし
て設定します。1 つのパイプラインに障害が発生すると、 MediaLive 出力の生成を停止して下流シス
テムに配信します。
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パイプラインの冗長性を実装するかどうかを決定する

実装するチャンネルクラスを決定するには、パイプラインの冗長性を実装する必要があり、それが可
能かどうかを判断する必要があります。

ステップ 1: パイプラインの冗長性の実装の必要性を判断する

パイプラインの冗長性を実装する必要があるかどうかを判断してください。冗長なパイプラインの明
らかな利点と合わせて、以下の点を考慮してください。
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• に出力を送る場合はAWS Elemental MediaPackage、で入力の冗長性をサポートするためにパイ
プラインの冗長性を実装したほうがいいかもしれません。 MediaPackage MediaLive チャンネル
の 2 つの入力に同一の出力を送信します。 MediaPackage にパイプライン障害が発生した場合 
MediaLive、 MediaPackage 使用する入力をシームレスに切り替えるロジックがあります。

• 標準チャンネルのメリットを、単一パイプラインチャンネルと比較した標準チャンネルの処理料
金の差と比べて検討します。チャンネルの料金については、「https://aws.amazon.com/medialive/ 
pricing/」を参照してください。

• パイプラインの冗長性をまだ実装する必要はないと判断した場合、後で実装できるようにオプショ
ンを残しておく設定のしかたがあります。このセクションの後半では、そのように設定する手順を
説明します。

ステップ 2: パイプラインの冗長性の実装が必要かどうかを判断する

標準チャンネルを設定することに決めた場合、標準チャンネルを設定できるかどうかを判断する必要
があります。以下の手順に従ってください。

• アップストリームシステムに連絡して、入力ごとに 2 つのソースストリームを送信できるかどう
かを判断します。送信できない場合、標準チャンネルとして設定することはできません。

複数入力チャンネルでは、すべての入力に 2 つのソースストリームが含まれている必要がありま
す。複数のアップストリームシステムからのソースコンテンツがある場合は、すべてのアップスト
リームシステムが 2 つのソースを提供できる必要があります。アップストリームシステムが 2 つ
のソースを提供できない場合、標準チャンネルとして設定することはできません。

• ダウンストリームのシステムに問い合わせて、ダウンストリームのシステムが 2 MediaLive セット
の同一の出力を処理し、必要に応じて切り替えることができるかどうかを確認してください。この
決定セクションで前述したように、常に 2 MediaPackage つの出力を処理できることに注意してく
ださい。

ダウンストリームシステムにこの能力がない場合、標準チャンネルとして設定するメリットはあり
ません。

ステップ 3: 正しい手順に従う

チャンネルに実装するパイプラインの冗長オプションを特定したら、以下のセクションを参照してく
ださい。

実装を決定する 788

https://aws.amazon.com/medialive/pricing/
https://aws.amazon.com/medialive/pricing/


MediaLive ユーザーガイド

• パイプラインの冗長性をすぐに実装し、アップストリームシステムが 2 つのソースストリームを
提供できる場合は、「the section called “標準チャンネル”」を参照してください。

• 現時点ではパイプラインの冗長性を実装する必要はないけれども、後でパイプラインの冗長性に簡
単にアップグレードできるようにしたい場合、「the section called “アップグレードオプション付
きの単一パイプラインチャンネル”」を参照してください。

• 現時点でも将来的にもパイプラインの冗長性を実装しない場合は、「the section called “アップグ
レードなしの単一パイプラインチャンネル”」を参照してください。

標準チャンネルのセットアップ

新しいチャンネルでパイプラインの冗長性を実装する場合は、入力を標準クラスの入力として設定
し、チャンネルを標準チャンネルとして設定してください。

ワークフローの計画を立てる際には、以下のガイドラインに従ってください。

• アップストリームシステムがソースコンテンツの 2 つのインスタンスを提供できることを確認し
ます。the section called “ソース形式とパッケージングを評価する” を参照してください。

• 入力を作成するときは、すべての入力を標準クラスの入力として設定します。

一部の入力 (CDI 入力と RTP 入力) は、常に標準クラスの入力として設定されています。その他す
べての入力については、[Input class] (入力クラス) フィールドを [Standard input] (標準入力) に設
定できます。

• チャンネルを作成するときは、次の操作を行います。

• 通常は、 チャンネルを標準チャンネルとして設定します。the section called “チャンネルと入力
の詳細” を参照してください。

• 入力をチャンネルにアタッチするステップでは、標準クラスの入力のみをアタッチします。単一
クラスの入力を標準チャンネルに接続しようとすると、チャンネルを作成できません。

• 上流システムに連絡して、2 つのコンテンツソースを提供するよう依頼してください。

パイプラインの冗長性の仕組み

標準チャンネルを設定すると、チャンネルにはパイプライン 0 とパイプライン 1 とうい 2 つのパイ
プラインができます。各入力には 2 つのパイプラインも含まれます。コンテンツソースは各パイプ
ラインに接続されています。
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次の図に示すように、アップストリームシステムはコンテンツの 2 つのインスタンスを入力として
提供します。1 つのインスタンスは青い線で示されたパイプラインに、もう一方のインスタンスは緑
の線で示されたパイプラインに移動します。これらの各ラインは、チャンネル内の 2 つのパイプラ
インのいずれかに接続されています。チャンネルは、ダウンストリームシステムの出力の 2 つの同
一のインスタンスを生成します。ダウンストリームシステムは、1 つのインスタンス (青いパイプラ
インからの出力) を処理し、もう一方のインスタンス (緑のパイプラインからの出力) を無視するとい
う選択をします。

障害処理

何らかの問題が発生してパイプラインが機能しなくなることがあります。

• 失敗したパイプラインが、ダウンストリームシステムが処理しているパイプライン (例えば、青い
パイプライン) の場合、ダウンストリームシステムは他の出力に切り替えることができます。

• 数分後、障害が発生したパイプラインは自動的に再起動し、出力を生成します。ダウンストリーム
システムは、緑のパイプラインからの出力を処理し続けるか、青いパイプラインに戻ることができ
ます。 MediaLiveこの決定はには影響しません。

この図では、アップストリームシステムが引き続きソースコンテンツを青いパイプラインに送信し
ており、これはアップストリームシステムが動作しているけれどもパイプライン 0 が失敗したこと
を示しています。ダウンストリームシステムは、グリーンパイプラインのソースコンテンツを使用し
て、代わりにパイプライン 1 の処理を開始しました。
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アップグレードオプション付きの単一パイプラインチャンネルのセット
アップ

初めてチャンネルを作成するときには、パイプラインの冗長性なしでもチャンネルを設定できます。
ただし、後でパイプラインの冗長性を簡単にアップグレードできるようにしておきたい場合がありま
す。

ワークフローの計画を立てる際には、以下のガイドラインに従ってください。

• 入力を作成するときは、すべての入力を標準クラスの入力として設定します。

一部の入力 (CDI 入力と RTP 入力) は、常に標準クラスの入力として設定されています。その他す
べての入力については、[Input class] (入力クラス) フィールドを [Standard input] (標準入力) に設
定できます。

• チャンネルを作成するときは、次の操作を行います。

• チャンネルを単一パイプラインチャンネルとしてセットアップする the section called “チャンネ
ルと入力の詳細” を参照してください。

• 入力をチャンネルにアタッチするステップで、アタッチする入力が標準クラスの入力であること
を確認します。

• 上流システムに連絡して、1 つのコンテンツソースを提供するよう依頼してください。

単一パイプラインチャンネルの仕組み

アップグレードオプション付きで単一パイプラインチャンネルを設定すると、チャンネルは単一パイ
プラインチャンネルでありながら入力はすべて標準クラスの入力になります。

• チャンネルには 1 つのパイプライン (パイプライン 0) が含まれます。

• 各標準クラスの入力には 2 つのパイプラインが含まれます。ただし、1 つのコンテンツソースに
接続されているパイプラインは 1 つのみです。もう一方の入力パイプラインは無効化されていま
す。

次の図に示すように、アップストリームシステムは、ソースコンテンツの 1 つのインスタンスを入
力として、青い線で示されたパイプラインに提供します。入力は、その 1 つのインスタンスをチャ
ンネル内の 1 つのパイプラインに提供します。チャンネルは、ダウンストリームシステムの出力の 1 
つの同一のインスタンスを生成します。入力内のもう一方のパイプライン (緑のパイプライン) は常
に無効化されています。
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障害処理

パイプラインが機能しなくなるような問題が発生した場合は、 MediaLive 出力の生成を停止しま
す。ダウンストリームシステムは出力の受信を停止します。

アップグレードの可能性なしの単一パイプラインチャンネルのセットアッ
プ

現時点でも将来的にもパイプラインの冗長性を実装しない場合、チャンネルを単一パイプラインチャ
ンネルとして設定し、可能であれば入力を単一クラスの入力として設定します。

Note

このオプションを実装する前に、「setting up without pipeline redundancy, but with the 
option to easily upgrade later on」(後に備えてアップグレードオプション付きでパイプライ
ンの冗長性をセットアップする方法) についての説明をお読みください。

ワークフローの計画を立てる際には、以下のガイドラインに従ってください。

• 入力を作成するときは、入力を次のように設定します。

• CDI 入力と RTP 入力を標準入力としてセットアップします。それがこれらの入力を設定する唯
一の方法だからです。

• 他のすべての入力を単一クラス入力として設定します。この方法で入力を設定するには、[Input 
class] (入力クラス) フィールドを [Single input] (単一入力) に設定します。

• チャンネルを作成したら、次の操作を行います。

• チャンネルを単一パイプラインチャンネルとしてセットアップする the section called “チャンネ
ルと入力の詳細” を参照してください。

• 入力をチャンネルにアタッチするステップで、識別した入力をアタッチします。入力は、標準ク
ラスの入力と単一クラスの入力の両方になる可能性があります。
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• 上流システムに連絡して、1 つのコンテンツソースを提供するよう依頼してください。チャンネル
に CDI 入力または RTP 入力が含まれている場合でも、これらの入力のアップストリームシステム
はソースを 1 つだけ提供する必要があります。

単一パイプラインチャンネルの仕組み

アップグレードプロビジョニングなしで単一パイプラインチャンネルを設定する場合、チャンネルは
単一パイプラインチャンネルになります。入力は、単一クラス入力と標準クラスの入力の組み合わせ
になる可能性があります。

• チャンネルには 1 つのパイプライン (パイプライン 0) が含まれます。

• チャンネルにアタッチされる各単一クラス入力には、1 つのパイプラインが含まれています。入力
は 1 つのコンテンツソースに接続されます。

次の図に示すように、アップストリームシステムは、ソースコンテンツの 1 つのインスタンスを
入力として、青い線で示されたパイプラインに提供します。入力は、その 1 つのインスタンスを
チャンネル内の 1 つのパイプラインに提供します。チャンネルは、ダウンストリームシステムの
出力の 1 つの同一のインスタンスを生成します。

• チャンネルに接続されている各 CDI 入力または RTP 入力には、2 つのパイプラインが含まれま
す。ただし、1 つのコンテンツソースに接続されているパイプラインは 1 つのみです。もう一方の
入力パイプラインは無効化されています。

次の図に示すように、アップストリームシステムは、ソースコンテンツの 1 つのインスタンスを
入力として、青い線で示されたパイプラインに提供します。入力は、その 1 つのインスタンスを
チャンネル内の 1 つのパイプラインに提供します。チャンネルは、ダウンストリームシステムの
出力の 1 つの同一のインスタンスを生成します。入力内のもう一方のパイプライン (緑のパイプラ
イン) は常に無効化されています。
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障害処理

パイプラインが機能しなくなるような問題が発生した場合は、 MediaLive 出力の生成を停止しま
す。ダウンストリームシステムは出力の受信を停止します。

既存のチャンネルのパイプラインの冗長性の変更

既存のチャンネルでパイプラインの冗長性を有効または無効にするには、チャンネルクラスを更新す
る必要があります。

チャンネルを単一パイプラインチャンネルに変更する

標準チャンネルを単一パイプラインに変更して、チャンネルのパイプラインの 1 つを削除し、パイ
プラインの冗長性を排除できます。

チャンネルクラスを変更するには、チャンネルがアイドル状態である必要があります (実行中ではな
い)。

チャンネルクラスを単一パイプラインチャンネルに変更するには

1. [Channels] (チャンネル) ページでチャンネルを選択します。(チャンネル名は選択しないでくだ
さい。)

2. メニューで、[Actions] (アクション)、[Other channel actions] (他のチャンネルのアクショ
ン)、[Update channel class to SINGLE_PIPELINE] (チャンネルクラスを SINGLE_PIPELINE に
更新) の順に選択します。

3. ダイアログボックスで [Confirm] を選択します。 MediaLive 以下のアクションを実行します。

• チャンネルの 2 番目のパイプライン (パイプライン 1) が削除されます。

• 各出力グループの 2 番目の送信先アドレスが削除されます。

• 入力の 2 番目のエンドポイントは削除されません。入力は変更されません。代わりに、チャ
ンネルを再起動すると、2 MediaLive つ目のエンドポイントは無視されます。

これらのアクションを実行している間 MediaLive 、チャンネルのステータスは更新中です。更
新が完了すると、ステータスは IDLE に変わります。

4. プッシュ入力ごとに、2 番目のエンドポイントに入力をプッシュする必要がなくなったことを
アップストリームシステムに通知できます。各出力グループのダウンストリームシステムに、2 
番目の送信先からの出力がなくなったことを通知したい場合もあります。
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チャンネルクラスを標準に変更する

単一パイプラインチャンネルを標準チャンネルに変更できます。当初、標準クラス入力とアップグ
レードの可能性を持つ単一パイプラインチャンネルを設定する場合は、この手順に従います。

以下の手順を実行します。

• アップストリームシステムで、ソースコンテンツの 2 つのインスタンスの送信を開始するように
配置します。

• チャンネルを停止します。

• チャンネルクラスを標準クラスに変更します。このリストの後にある手順を参照してください。

これで、標準クラスの入力を持つ単一パイプラインチャンネルから、標準クラスの入力を持つ標準
チャンネルにアップグレードしました。

• チャンネルを再起動します。

チャンネルクラスを変更するには

1. 出力グループごとに 2 番目の送信先アドレスを取得します。各アドレスは、各出力グループの
ダウンストリームシステムにあります。

例えば、チャンネルに HLS 出力グループ (HTTPS サーバーをダウンストリームシステムと
して使用するもの) とアーカイブ出力グループ (Amazon S3 バケットをダウンストリームシ
ステムとして使用するもの) がある場合、HTTPS サーバーの新しい送信先アドレスへの URL 
と、Amazon S3 バケット内の新しいフォルダへの URL を入力する必要があります。

チャンネルを最初にセットアップしたときに送信先アドレスを計画したのと同じ方法で、ここで
これらの送信先を計画してください。各ダウンストリームシステムの所有者に連絡する必要があ
る場合があります。

2. [Channels] (チャンネル) ページでチャンネルを選択します。(チャンネル名は選択しないでくだ
さい。)

3. メニューで、[Actions] (アクション)、[Other channel actions (他のチャンネルのアクショ
ン)]、[Update channel class to STANDARD (チャンネルクラスを STANDARD に更新)] の順に選
択します。

4. ダイアログボックスで [Confirm] (確認) を選択します。
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5. [Update channel class to STANDARD] (チャンネルクラスを STANDARD に更新) ページで、
ステップ 1 で識別した送信先アドレスを入力します。チャンネルの出力グループごとに 1 つの
フィールドがあります。

6. [送信] を選択します。 MediaLive チャネルを更新し、パイプライン 1 という新しいパイプライ
ンを作成します。このパイプラインのソースは、以前は休止状態になっていた URL です。チャ
ンネルを開始すると、その URL MediaLive からコンテンツを取り込んで出力を生成し、その出
力を各出力グループの新しい宛先に送信します。

クラスの変更 — オプション B

単一パイプラインチャンネルを標準チャンネルに変更できます。当初、単一パイプライン入力を持つ
単一パイプラインチャンネルを設定する場合は、この手順に従います。

以下の手順を実行します:

• アップストリームシステムで、ソースコンテンツの 2 つのインスタンスの送信を開始するように
配置します。

• チャンネルを停止します。

• 各単一クラス入力をデタッチします。入力をデタッチするには、チャンネルを編集して、アタッチ
された入力を削除します。

• 各入力を編集して標準クラスに変換し、2 番目のソースを追加します。

• チャンネルを編集してチャンネルクラスを標準チャンネルに変更します。このリストの後にある手
順を参照してください。

• チャンネルを編集して、各入力を再アタッチします。

これで、チャンネルを単一クラス入力を持つ単一パイプラインチャンネルから、標準クラスの入力
を持つ標準チャンネルにアップグレードしました。

• チャンネルを再起動します。

チャンネルクラスを変更するには

1. 出力グループごとに 2 番目の送信先アドレスを取得します。各アドレスは、各出力グループの
ダウンストリームシステムにあります。
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例えば、チャンネルに HLS 出力グループ (HTTPS サーバーをダウンストリームシステムと
して使用するもの) とアーカイブ出力グループ (Amazon S3 バケットをダウンストリームシ
ステムとして使用するもの) がある場合、HTTPS サーバーの新しい送信先アドレスへの URL 
と、Amazon S3 バケット内の新しいフォルダへの URL を入力する必要があります。

チャンネルを最初にセットアップしたときに送信先アドレスを計画したのと同じ方法で、ここで
これらの送信先を計画してください。各ダウンストリームシステムの所有者に連絡する必要があ
る場合があります。

2. 新しく追加されたパイプラインにコンテンツを提供する 2 番目のソースの 2 番目の URL を含め
るように、すべての単一クラス入力の URL を編集します。

• プッシュ入力の場合は、2 番目の 入力ソースのにアドレスを含めるように入力を編集しま
す。そのアドレスをアップストリームシステムの所有者に提供して、ソースコンテンツをその
アドレスにプッシュできるようにします。また、アップストリームシステムから、新しいソー
スのプッシュ元のアドレスを見つける必要があります。このアドレスがチャンネルの入力セ
キュリティグループの対象であることを確認してください。

• プル入力の場合は、ダウンストリームシステムの所有者から新しいアドレスを取得します。
そのアドレスを含めるように入力を編集します。2 番目のパイプラインが作成されると、 
MediaLive は 2 番目のソースコンテンツ (2 番目のパイプライン用) をプルできます。

3. [Channels] (チャンネル) ページでチャンネルを選択します。(チャンネル名は選択しないでくだ
さい。)

4. メニューで、[Actions] (アクション)、[Other channel actions (他のチャンネルのアクショ
ン)]、[Update channel class to STANDARD (チャンネルクラスを STANDARD に更新)] の順に選
択します。

5. ダイアログボックスで [Confirm] (確認) を選択します。

6. [Update channel class to STANDARD (チャンネルクラスを STANDARD に更新)] ページで、
ステップ 1 で識別した送信先アドレスを入力します。チャンネルの出力グループごとに 1 つの
フィールドがあります。

7. 「送信」を選択します。 MediaLive チャネルを更新し、パイプライン 1 という新しいパイプラ
インを作成します。チャンネルを開始すると、 MediaLive このパイプラインからの出力を各出
力グループの新しい宛先に送信します。
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チャンネルでの回復性の実装

AWS Elemental MediaLive には、チャネルの回復性を提供するいくつかの機能があります。

• 自動入力フェイルオーバー – 1 つの入力フェイルオーバーペアに 2 つの入力を設定できます。この
ように設定すると、アップストリームシステム、またはアップストリームシステムとチャンネルの
間で障害が発生した場合に回復性が得られます。詳細については、「the section called “自動入力
フェイルオーバー”」を参照してください。

• 入力損失動作 — MediaLive ビデオ入力が失われたときの動作を制御するようにチャンネルを設定
できます。この機能はすべての入力、つまり自動入力フェイルオーバーで設定された入力と、そう
でない入力をカバーします。

詳細については、「the section called “インプットロスハンドリング”」を参照してください。

• パイプラインの冗長性 — 2 つのパイプラインでチャンネルをセットアップして、チャンネルパイ
プライン内での回復性を実現できます。この機能は、チャンネルのチャンネルクラス機能によって
制御されます。詳細については、「the section called “パイプラインの冗長性”」を参照してくださ
い。

SCTE-35 メッセージの処理

SCTE-35 メッセージおよび SCTE-104 メッセージを処理するように AWS Elemental MediaLive チャ
ネルを設定できます。これらのメッセージは、広告配信有効（広告配信可能イベント）、その他の広
告なしイベント、およびその他の広告なしイベント（番組やチャプターなど）に関する情報を提供し
ます。

トピック

• メッセージの処理について

• [Getting ready] (準備中): SCTE-35 ソース (セグメントまたはマニフェスト) を設定します。

• 準備開始: 広告表示モードの設定

• 出力でマニフェストデコレーションを有効にする

• 出力で広告表示のブランキングを有効にする

• 出力でブラックアウトを有効にする

• SCTE-35 パススルーまたは削除を有効にする

• スケジュールを使用した SCTE-35 メッセージの挿入

• POIS シグナルコンディショニング
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メッセージの処理について

SCTE-35 メッセージは、ソース MPEG-2 トランスポートストリーム (TS) に含めることができる
メッセージです。SCTE-104 メッセージは、AWS Elemental Link ハードウェアデバイスからのソー
スコンテンツに含めることができるメッセージです。SCTE-104メッセージは、入力を取り込むとす
ぐに自動的にSCTE-35メッセージに変換されます。 MediaLive

Note

の広告機能を使用するには、SCTE-35 規格に精通している必要があります。また 
MediaLive、オプションで SCTE-67 規格にも精通している必要があります。また、入力を
エンコードするときに、以上の標準規格を実装する方法についても知っておく必要がありま
す。
このセクションでは、「設定:チャンネルの作成 」で説明しているチャンネルの作成または
編集に精通していることを前提としています。

入力側での SCTE-35 のサポート

入力側では、SCTE-35 メッセージは MPEG-2 トランスポートストリーム (TS) を含む入力にのみ表
示されます。入力がこれらのメッセージを含む場合、メッセージが取り込み中に処理される (渡され
る) か、無視されるようにチャンネルを設定できます。

出力側での SCTE-35 のサポート

出力側では、入力を (削除するのではなく) 渡すよう設定した場合、入力からの SCTE-35 メッセージ
が、その出力タイプに適切なキュー情報に変換されるよう、各出力を設定できます。このキュー情報
の形式は次のどちらかまたは両方となります。

• TS 出力の SCTE-35 メッセージ

• マニフェスト (またはスパーストラック) デコレーション

いくつかの出力にキュー情報を含めるように、そしていくつかは除外するように設定するため、各出
力を個別に設定します。

広告表示情報の付属として、キュー情報内の動画、オーディオ、字幕をブランクアウトするようセッ
トアップすることもできます。

トピック
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• 入力タイプでサポートされている機能

• サポートされている出力機能

• 処理機能 – デフォルトの動作

• 機能別の処理の範囲

• 出力タイプでサポートされている機能

入力タイプでサポートされている機能

SCTE 35 メッセージは、以下のタイプの入力にのみ表示できます。 MediaLive

• Elemental Link 入力

• HLS 入力

• MediaConnect インプット

• RTP 入力

• トランスポートストリーム (TS) 入力

• AWS CDI 入力

次の表は、どの入力に広告掲載情報が含まれる可能性があるか、 MediaLive およびその情報をどの
ように処理するかを示しています。表を読むには、最初の列で入力内容を探し、その行をすべて読ん
でください。

入力 トランスポート
ストリームでの 
SCTE-35 メッ
セージの解釈

入力マニフェス
トの広告表示情
報の解釈

Elemental Link Yes 該当しない

HLS はい はい

MediaConnect Yes 該当しない

RTMP No 該当しない

RTP Yes 該当しない
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入力 トランスポート
ストリームでの 
SCTE-35 メッ
セージの解釈

入力マニフェス
トの広告表示情
報の解釈

トランスポート
ストリーム (TS) 
ファイル

Yes 該当しない

AWS CDI Yes 該当しない

サポートされている出力機能

マニフェストデコレーション

マニフェストが広告表示情報で修飾されるように、出力を設定できます。マニフェストデコレーショ
ンは、広告表示情報の 2 つのソースで動作します。

• 入力がトランスポートストリーム (TS) の場合、チャンネル入力で見つかった広告表示情報

• SCTE-35 メッセージからの利用可能情報をスケジュールを使用して出力に追加しました。 
MediaLive

マニフェストデコレーションは HLS 出力、 MediaPackage 出力、および Microsoft Smooth 出力にの
み適用されます。

• マニフェストが次のいずれかのスタイルに従ってデコレーションされるように、HLS 出力を設定
できます。

• Adobe

• Elemental

• SCTE-35 拡張

• MediaPackage 出力は常にマニフェストが装飾されるように設定されます。マーカースタイルは
常に SCTE-35 拡張スタイルです。AWS Elemental MediaPackage から配信する出力に SCTE-35 
メッセージを実際に使用しない場合は、AWS Elemental MediaPackage 側でチャネルを設定して
マーカーを取り除くことができます。

• Microsoft Smooth 出力の設定により、元の SCTE-35 メッセージのコンテンツに対応する指示をス
パーストラックに含めることができます。
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希望する動作に合わせてチャンネルを設定する必要があります。詳細については、「the section 
called “ マニフェストデコレーション”」を参照してください。

ブランキングとブラックアウト

TS 入力の SCTE-35 メッセージのキューアウトとキューインの指示は、ビデオ、オーディオ、キャ
プションストリームの特定のコンテンツと一致します。このコンテンツを出力でブランクアウトする
ように設定できます。

• 広告表示のコンテンツをブランクアウトするには、広告表示ブランキング機能を使用します。

• 他のメッセージのコンテンツをブランクアウトするには、ブラックアウト機能を使用します。

希望する動作に合わせてチャンネルを設定する必要があります。

詳細については、「the section called “広告表示のブランキング”」および「the section called “ブラッ
クアウト”」を参照してください。

SCTE-35 パススルー

入力からのすべての SCTE-35 メッセージが出力に渡されるよう、TS 出力をセットアップできま
す。または、出力からこれらのメッセージを削除するようセットアップできます。

必要な動作はチャンネルで設定する必要があります。詳細については、「the section called “SCTE 
3.5 メッセージのパススルー”」を参照してください。

スケジュールを使用した SCTE-35 メッセージの挿入

チャンネルスケジュールを使用して、TS 出力に SCTE-35 メッセージを挿入できます。例えば、
チャンネルスケジュールにアクションを追加して、実行中のチャンネルにスプライス挿入を挿入でき
ます。

この機能の主なユースケースは、入力に SCTE-35 メッセージがまだ含まれていない場合
に、SCTE-35 メッセージを出力に追加することです。

詳細については、「the section called “メッセージを挿入します。”」を参照してください。

処理機能 – デフォルトの動作

SCTE-35 MediaLive によるデフォルト処理は次のとおりです。
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• パススルーなし – SCTE-35 メッセージを任意のデータストリーム出力から削除します。例外が 1 
つあります。 MediaPackage 出力の場合、パススルーは常に有効になっています。

• ブランキングまたはブラックアウトなし – 動画コンテンツはいずれのイベントでもブランクアウ
トされません。コンテンツはそのまま残されます。

• マニフェストデコレーションなし – SCTE-35 メッセージからイベント情報への変換は、いずれの
出力マニフェストやデータストリームでも行われません。例外が 1 つあります。 MediaPackage 
出力の場合、マニフェストのデコレーションは常に有効で、無効にすることはできません。

この動作を必要としている場合、この SCTE-35 セクションをこれ以上読む必要はありません。

通常、これらのデフォルト値は、チャンネル出力に広告表示情報を含める場合にのみ変更します。以
下に、デフォルトを変更した場合の例を示します。

• パススルーを有効にします。

• チャンネルに HLS、、または Microsoft Smooth 出力グループが含まれている場合は 
MediaPackage、マニフェストデコレーションを有効にします。

• コンテンツプロバイダーとの契約に応じて、動画コンテンツを空白またはブラックアウトします。

機能別の処理の範囲

SCTE-35 の機能別に影響する出力グループと出力の範囲は異なります。

ブラックアウトまたは広告表示のブランキング

ブラックアウトは、グローバル出力レベルに適用されます。ブラックアウトを有効にすると、すべて
の関連コンテンツが、すべての出力グループのすべての出力でブランキングされます。

広告表示のブランキングは、グローバル出力レベルでも適用されます。ブランキングを有効にする
と、すべての出力グループのすべての出力ですべての広告が非表示になります。
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デコレーション

マニフェストデコレーションは、出力グループレベルに適用されます。出力グループでマニフェスト
デコレーションを有効にすると、その出力グループのすべての出力にマニフェストがデコレーション
されます。

SCTE-35 のパススルーまたは削除

SCTE-35 のパススルーまたは削除は、出力レベルに適用されます。個々の TS 出力でパススルーま
たは削除を有効にできます。メッセージは、特定の出力に限り、パススルーされるか削除されます。

出力タイプでサポートされている機能

このセクションでは、さまざまなタイプの出力に適用される SCTE-35 機能について説明します。

トピック

• MPEG-2 コンテナのアーカイブ出力

• フレームキャプチャ出力

• HLS 出力

• MediaPackage (出力)

• Microsoft Smooth 出力
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• RTMP 出力

• UDP 出力

MPEG-2 コンテナのアーカイブ出力

アーカイブ出力 (MPEG-2 コンテナー内のトランスポートストリーム) では、次の SCTE-35 
MediaLive 機能をサポートします。

• SCTE-35 メッセージのパススルー – サポートされています。

• マニフェストデコレーショ – これらの出力にはマニフェストがないため、サポートされていませ
ん。

• ブランキングとブラックアウト – 該当します。チャンネルレベルで機能が有効になっている場
合、出力のコンテンツはブランクまたはブラックアウトされます。

入力からメッセージを削除し (パススルーを無効にして)、ブランキングとブラックアウトは有効にし
ないように設定してください。この場合、(入力で) メッセージでマークされた動画コンテンツは (出
力で) マークされません。

• その動画コンテンツの権利をお持ちの場合は、この方法で設定しても問題はありません。

• 権利がない場合、そのコンテンツを見つける唯一の方法は、SCTE-35 メッセージの場所を特定す
る IDR i-frame を探すことです。

フレームキャプチャ出力

フレームキャプチャ出力では、次のような SCTE-35 MediaLive 機能をサポートします。

• SCTE-35 メッセージのパススルー – 該当しません。

• マニフェストデコレーショ – これらの出力にはマニフェストがないため、サポートされていませ
ん。

• ブランキングとブラックアウト – 該当します。チャンネルレベルで機能が有効になっている場
合、出力のコンテンツはブランクまたはブラックアウトされます。

フレームキャプチャ出力は、SCTE-35 メッセージのパススルーをサポートしていません。ただし、
ブランキングまたはブラックアウトが (チャンネルレベルで) 有効になっている場合、SCTE-35 メッ
セージが存在しない場合でも、ブラックアウトの開始と停止の間にあるコンテンツはブランキングま
たはブラックアウトされます。
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HLS 出力

HLS 出力 (トランスポートストリーム) では、次の MediaLive SCTE-35 機能をサポートします。

• SCTE-35 メッセージのパススルー – サポートされています。

• マニフェストデコレーション – サポートされています。

• ブランキングとブラックアウト – 該当します。チャンネルレベルで機能が有効になっている場
合、出力のコンテンツはブランクまたはブラックアウトされます。

MediaLive 以下のパススルーとマニフェストデコレーションの組み合わせをサポートします。

• パススルーが有効で、デコレーションが有効です。

• パススルーが無効で、デコレーションが有効です。

• パススルーが無効で、デコレーションも無効です。この組み合わせの設定には注意してください。
ただし、ブランキングとブラックアウトは無効のままにしておきます。この場合、(入力で) メッ
セージでマークされた動画コンテンツは、(出力で) マークされません。さらに、マニフェストに
は、その動画コンテンツを識別するための情報がありません。

• その動画コンテンツの権利をお持ちの場合は、この方法で設定しても問題はありません。

• 権利がない場合、そのコンテンツを見つける唯一の方法は、SCTE-35 メッセージの場所を特定
する IDR i-frame を探すことです。

MediaPackage (出力)

MediaPackage 出力では、次のような SCTE-35 MediaLive 機能をサポートします。

• SCTE-35 メッセージのパススルー – 常に有効になっています。

• マニフェストデコレーション – 常に有効になっています。

• ブランキングとブラックアウト – 該当します。チャンネルレベルで機能が有効になっている場
合、出力のコンテンツはブランクまたはブラックアウトされます。

Microsoft Smooth 出力

Microsoft スムーズ出力では、次のような SCTE-35 MediaLive 機能をサポートします。

• SCTE-35 メッセージのパススルー – 該当しません。SCTE-35 メッセージは、この出力には含まれ
ません。
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• マニフェストデコレーショ – これらの出力にはマニフェストがないため、サポートされていませ
ん。ただし、スパーストラックに命令を含めるようにを設定できます。

• ブランキングとブラックアウト – 該当します。チャンネルレベルで機能が有効になっている場
合、出力のコンテンツはブランクまたはブラックアウトされます。

次の組み合わせになるように設定することに注意してください。

• スパーストラックが有効化されていません。

• ブランキングとブラックアウトが有効になっていません。

この場合、(入力で) メッセージでマークされた動画コンテンツは、(出力で) マークされません。

• その動画コンテンツの権利をお持ちの場合は、この方法で設定しても問題はありません。

• 権限がない場合は、Microsoft Smooth 出力でこれらのブランクとブラックアウトをプログラムで
見つけることはできません。

RTMP 出力

RTMP 出力では、次の SCTE-35 MediaLive 機能をサポートします。

• SCTE-35 メッセージのパススルー – 該当しません。

• マニフェストデコレーション – サポートされていません。

• ブランキングとブラックアウト – 該当します。チャンネルレベルで機能が有効になっている場
合、出力のコンテンツはブランクまたはブラックアウトされます。

UDP 出力

UDP 出力 (トランスポートストリーム) では、次の SCTE-35 MediaLive 機能をサポートします。

• SCTE-35 メッセージのパススルー – サポートされています。

• マニフェストデコレーショ – これらの出力にはマニフェストがないため、サポートされていませ
ん。

• ブランキングとブラックアウト – サポートされています。
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入力からメッセージを削除し (パススルーを無効にして)、ブランキングとブラックアウトは有効にし
ないように設定してください。この場合、(入力で) メッセージでマークされた動画コンテンツは、
(出力で) マークされません。

• その動画コンテンツの権利をお持ちの場合は、この方法で設定しても問題はありません。

• 権限がない場合、そのコンテンツを見つける唯一の方法は、SCTE-35 メッセージの場所を特定す
る IDR i-frame を探すことです。

[Getting ready] (準備中): SCTE-35 ソース (セグメントまたはマニフェスト) 
を設定します。

チャンネルに HLS 入力がある場合は、SCTE-35 メッセージの送信元を識別するように入力を設定す
る必要があります。考えられるソースが 2 つあります。

• トランスポートストリーム (TS) のセグメント。このタイプのソースは、SCTE-35 メッセージを含
むことができるすべての入力に適用されます。特定の SCTE-35 パケット識別子 (PID) が選択され
ていない限り、TS に存在する最初の PID が使用されます。

• HLS 入力マニフェスト内のタグ。このタイプのソースは HLS 入力にのみ適用されます。

HLS 以外の入力のソースを設定するには

1. [Create/Edit channel] (チャンネルの作成) ページのナビゲーションペインで、[Input 
attachments] (入力アタッチ) を選択します。

2. [General input settings] (全般入力設定) で、以下のフィールドに値を入力します。

• SCTE-35 PID: PID 値を入力します。値が空白の場合、入力に存在する最初の SCTE-35 PID 
が選択されます。

3. 必要に応じて、他の入力アタッチについても繰り返します。

Note

HLS 入力について次の手順に従うだけです。他のすべての入力の場合、SCTE-35 メッセー
ジのソースは常に TS セグメントです。
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HLS 入力のソースを設定するには

1. [Create/Edit channel] (チャンネルの作成) ページのナビゲーションペインで、[Input 
attachments] (入力アタッチ) を選択します。

2. HLS 入力ごとに、[Network input settings] (ネットワーク入力設定) で [HLS input settings] (HLS 
入力設定) の [HLS input] (HLS 入力) を選択します。追加のフィールドが表示されます。

3. SCTE-35 ソースから SEGMENTS (デフォルト) or MANIFEST。

トピック

• サポートされるマニフェスト形式

• SCTE-35 MediaLive メッセージを作成する方法を教えてください。

• MediaLive メッセージの挿入方法:preroll

サポートされるマニフェスト形式

HLS 入力マニフェストを SCTE-35 ソースとして使用するように設定した場合は、次のセクションを
お読みください。

MediaLive ソース HLS マニフェスト内の EXT-X-CUE-OUT タグと、オプションで EXT-X-CUE-IN タ
グから SCTE35 スプライス挿入メッセージを生成できるようになりました。これらのタグでサポー
トされている形式の例を次に示します。

• #EXT-X-CUE-OUT:DURATION=60.000

• #EXT-X-CUE-OUT:DURATION="60.000"

• #EXT-X-CUE-OUT:60.000

• #EXT-X-CUE-OUT:"60.000"

• #EXT-X-CUE-IN

SCTE-35 MediaLive メッセージを作成する方法を教えてください。

それぞれについてEXT-X-CUE-OUT、 MediaLive 以下のデータを含むスプライスインサートタイプの 
SCTE-35 メッセージを作成します。

• splice_event_id: 現在の入力から作成される最初の CUE-OUT メッセージは 1 から始まる数字
で、1 から始まる。 MediaLive
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• out_of_network_indicator: true (1)

• program_splice_flag: true (1)

• duration_flag: true (1)

• break_duration:

• auto_return: 1

• reserved: 0

• duration: マニフェストからの継続時間。90kHz ティックに変換されます。例えば、15 秒は 
1350000 ティックです。

• splice_immediate_flag: 0 (false)

• splice_time: 入力マニフェストで、この EXT-X-CUE-OUT に続くビデオセグメントの最初のフ
レームのビデオ PTS を使用します。

• unique_program_id: 0

• avail_num: 現在の入力から作成される最初の CUE-OUT メッセージでは 1 から始まる数値。 
MediaLive

• avails expected: 0

それぞれについてEXT-X-CUE-IN、 MediaLive 以下のデータを含むスプライスインサートタイプの 
SCTE-35 メッセージを作成します。

• splice_event_id: マニフェスト内の最新の EXT-X-CUE-OUT の ID。

• out_of_network_indicator: false (0)

• program_splice_flag: true (1)

• duration_flag: false (0)

• splice_immediate_flag: 0 (false)

• splice_time: 入力マニフェストで、この EXT-X-CUE-IN に続くビデオセグメントの最初のフ
レームのビデオ PTS を使用します。

• unique_program_id: 0

• avail_num: EXT-X-CUE-OUT の直近の値

• avails expected: 0
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MediaLive メッセージの挿入方法:preroll

MediaLive CUE-OUT に対応する SCTE-35 メッセージを挿入する際にプリロールを含めます。この
プリロールは、SCTE-35 メッセージ内の splice_time の 5 秒前です。

MediaLive プリロールに必要なバッファリングがチャンネルにない場合は、プリロールを減らしま
す。バッファは秒単位で以下の積です。

• 入力セグメント期間。入力マニフェストで指定されます。

• バッファに含めるセグメントの数。この値は、HLS 入力をアタッチするときの [Buffer segments]
(バッファセグメント) フィールドで設定します。

例えば、セグメント期間が 6 秒、セグメント数が 3 の場合、バッファは 18 秒です。

適切なプリロールを確保する

計算された入力バッファが 5 秒未満の場合は、 MediaLive プリロールを減らします。 MediaLive プ
リロールを 0 に減らすことができます。つまり、SCTE35 メッセージの PTS 値がスプライス時間の 
PTS と等しくなるということです。

プリロールが不十分にならないように、バッファは少なくともプリロールに 1 セグメントを加えた
値にすることをお勧めします。以下の手順に従います。

• ステップ 1: 入力の最小バッファを秒単位で計算する: 秒単位のプリロール + 秒単位の 1 セグメン
トの長さ

• ステップ 2: その最小バッファ内のセグメント数を計算する:最小バッファをセグメント長で割る

• ステップ 3: その最小値を四捨五入して整数にします。または、その最小値が 3 未満である場合、
その数値を 3 に切り上げます。

• ステップ4: この数字 (または必要に応じて、より大きな数字) を入力アタッチの [Buffer segments]
(バッファセグメント) に入力します。

例えば、セグメントの長さが 2 秒であると仮定します。

• ステップ 1: 5 + 2 = 7

• ステップ 2: 7 秒を 2 で割った = 3.5

• ステップ 3: 4 に切り上げます。

• ステップ4: この数字 (または、より大きな数字) を入力アタッチの [Buffer segments] (バッファセ
グメント) に入力します。
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準備開始: 広告表示モードの設定

SCTE 35 処理のモードを設定する必要があります。ブランキング、ブラックアウト、 MediaLive マ
ニフェストデコレーションの機能は、モードによって異なります。

広告表示モードを設定するには

1. 作成するチャネルのナビゲーションペインで、[General settings] (全般設定) を選択しま
す。[Avail configuration] (表示の設定) を選択します。

2. フィールドに以下のように入力します。

フィールド 説明

利用可能な設定 SCTE 35 メッセージに関する決定を処
理する POIS サーバーが組織にある場合
は、ESAM を選択して今すぐお読みくださ
い。the section called “POIS シグナルコン
ディショニング”
それ以外の場合は、SCTE-35スプライスイン
サートまたはSCTE-35タイムシグナルアプ 
リを選択してください。選択するモードは、 
ソースに存在することが予想されるメッセー
ジタイプと、それらのメッセージの処理方法
によって異なります。このページの後の表を
参照してください。

広告枠オフセット 必要に応じて値を設定します。 MediaLive コ
ンソールのフィールドの詳細については、
フィールドの横にある [情報] リンクを選択し
てください。

web_delivery_allowed_flag

地域ブラックアウトフラグなし

通常は [フォロー] のままにします。これらの
フィールドの詳細については、「the section 
called “広告表示のブランキングの制限フラ
グ”」を参照してください。
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次の表は、2 つの異なる広告使用モードの仕組みを示しています。各モードで広告が利用可能と見な
されるメッセージタイプとセグメンテーションタイプの組み合わせを示しています。どちらのモード
でも、 MediaLive スプライスインサートメッセージとタイムシグナルメッセージの両方が表示され
ることに注意してください。

この表を読むには、最初の列でメッセージタイプを探し、2 番目の列でセグメンテーションタイプを
探してください。3 番目と 4 番目の列では、モードがスプライス挿入モードで、モードがタイムシグ
ナル MediaLive APOS モードの場合に、このメッセージの組み合わせを有用なものとして扱うかど
うかを指定しています。

メッセージタイプ ID セグメンテーション 
タイプと ID

スプライス挿入モー 
ドではこのメッセー 
ジを広告として扱い 
ますか?

タイムシグナル 
(APOS) モードではこ
のメッセージを広告
として扱いますか?

分割記述子なし No No

プロバイダーアド
バタイズメント 
(0x30/0x31)

はい、広告として扱 
います。

No

ディストリビュータ 
ー広告 (0x32/0x33)

はい、広告として扱 
います。

No

プロバイダープレー 
スメントの機会 
(0x34/0x35)

はい、広告として扱 
います。

No

ディストリビュー
ター紹介の機会 
(0x36/0x37)

はい、広告として扱 
います。

No

ブレーク (0x22/0x23) はい、広告枠として 
扱います。

No

スプライスインサー 
ト

その他: プログラム、
チャプター、ネット
ワーク、スケジュー
ル未設定

はい、広告として扱 
います。

No
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メッセージタイプ ID セグメンテーション 
タイプと ID

スプライス挿入モー 
ドではこのメッセー 
ジを広告として扱い 
ますか?

タイムシグナル 
(APOS) モードではこ
のメッセージを広告
として扱いますか?

分割記述子なし 時報メッセージには 
適用されません。

時報メッセージには 
適用されません。

プロバイダーアド
バタイズメント 
(0x30/0x31)

はい、広告として扱 
います。

No

ディストリビュータ 
ー広告 (0x32/0x33)

はい、広告として扱 
います。

No

プロバイダープレー 
スメントの機会 
(0x34/0x35)

はい、広告として扱 
います。

はい、広告として扱 
います。

ディストリビュー
ター紹介の機会 
(0x36/0x37)

はい、広告として扱 
います。

はい、広告として扱 
います。

ブレーク (0x22/0x23) はい、広告枠として 
扱います。

はい、広告として扱 
います。

タイムシグナル

その他: プログラム、
チャプター、ネット
ワーク、スケジュー
ル未設定

No No

出力でマニフェストデコレーションを有効にする

以下の出力については、元の入力の SCTE-35 メッセージを解釈し、対応する指示を出力マニフェス
トに挿入できます。

• HLS

• Microsoft Smooth (指示はスパーストラックに挿入されます)。
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MediaPackage HLS 出力の一種である出力は、マニフェストデコレーションを有効にして設定され
ます。これらの出力でデコレーションを無効にすることはできません。

マニフェストデコレーションは、出力グループレベルで有効にします。この機能を特定の出力グルー
プで有効にすると、そのグループに属するすべての出力でマニフェストデコレーションが行われま
す。

マニフェストデコレーションを一部の出力に含めて、他の出力に含めない場合は、指定したタイプの 
2 つの出力グループ (2 つの HLS 出力グループなど) を作成する必要があります。

トピック

• デコレーションの有効化 – HLS

• デコレーションの有効化 – Microsoft Smooth

• マニフェストとスパーストラックでの SCTE-35 イベントの処理方法

• サンプルマニフェスト – HLS

デコレーションの有効化 – HLS

マニフェストデコレーションは出力グループレベルで有効にします。つまり、該当グループに属する
すべての出力のマニフェストに SCTE-35 コンテンツに基づく指示が含まれます。

デコレーションを有効にするには

1. 作成するチャンネルで、広告表示モードが設定済みであることを確認します。the section called 
“準備を整える: 広告利用モードを設定する” を参照してください。

2. ナビゲーションペインで、必要な HLS 出力グループを見つけます。

3. [Ad Marker] (広告マーカー) で、[Add ad markers] (広告マーカーの追加) を選択します。

4. [HLS ad markers] (HLS 広告マーカー) で、広告マーカーのタイプを選択します。マーカーのタ
イプ別の詳細については、「サンプルマニフェスト – HLS」を参照してください。

5. 必要に応じて操作を繰り返し、他のタイプのマーカーを追加します。

各出力のマニフェストには、選択したタイプ別に異なるタグのセットが含まれます。

デコレーションの有効化 – Microsoft Smooth

Microsoft Smooth の場合、マニフェストデコレーションを有効にすると、スパーストラックに指示
が挿入されます。
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マニフェストデコレーションは出力グループレベルで有効にします。つまり、該当グループに属する
すべての出力のスパーストラックに SCTE-35 コンテンツに基づく指示が含まれます。

デコレーションを有効にするには

1. 作成するチャンネルで、広告表示モードが設定済みであることを確認します。the section called 
“準備を整える: 広告利用モードを設定する” を参照してください。

2. ナビゲーションペインで、必要な Microsoft Smooth 出力グループを見つけます。

3. [Sparse track] (スパーストラック) で、[Sparse track type] (スパーストラックタイプ) として
[SCTE_35] を選択します。

4. 出力で暗号化が有効になっている場合に限り、[Acquisition point ID] (取得ポイント ID) を入力し
ます。証明書のアドレスを入力します。

マニフェストとスパーストラックでの SCTE-35 イベントの処理方法

マニフェストデコレーションまたはスパーストラックが有効になっている場合、 MediaLive 最大 3 
種類の情報を挿入します。この情報を挿入するためのトリガーはモードに依存します。

情報のタイプ

指示のタイプ 挿入時

Base64 出力内のすべての SCTE-35 メッセージに関
する情報がマニフェストに組み込まれます。 
SCTE-35 メッセージ全体が base64 形式で追
加されます。

キューアウト、キューイン 広告表示に対応する SCTE-35 メッセージで
は、キューアウト、キューインの指示が挿入さ 
れます。

ブラックアウト SCTE-35 拡張広告マーカースタイルにのみ
適用されます (HLS 出力については、「the 
section called “デコレーションの有効化 – 
HLS”」を参照してください)。

広告表示に対応していない SCTE-35 メッセー
ジでは、ブラックアウトが有効になっている場
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指示のタイプ 挿入時

合、ブラックアウト開始/終了の指示が挿入さ
れます。ブラックアウトが有効になっていない
場合、これらの指示は挿入されません。

スプライス挿入モード

次の表は、 MediaLive スプライス挿入モードが有効な場合の処理について説明しています。この表
は MediaLive 、ソース内で特定のメッセージタイプとセグメンテーションタイプが見つかった場合
の対応方法を示しています。

この表を読むには、最初の列でメッセージタイプを探し、2 番目の列でセグメンテーションタイプを
探してください。次に、他の 3 つの列を読み進めます。「はい」 MediaLive は、このメッセージタ
イプとセグメンテーションタイプが見つかったときに、このタイプの情報をマニフェストに挿入する
ことを示します。

メッセージタイ
プ ID

セグメンテー
ションタイプ

Base64 情報を挿
入します。

カットアウト、
キューイン情報
を挿入します。

ブラックアウト
情報を挿入しま
す。

分割記述子なし Yes  

プロバイダー広
告

はい Yes

ディストリ
ビューター広告

はい Yes

配置機会 はい Yes

[Break] (ブレー
ク)

はい Yes  

スプライスイン
サート

その他: プログ
ラム、チャプ 
ター、ネット

はい はい Yes
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メッセージタイ
プ ID

セグメンテー
ションタイプ

Base64 情報を挿
入します。

カットアウト、
キューイン情報
を挿入します。

ブラックアウト
情報を挿入しま
す。

ワーク、スケ
ジュール未設定

分割記述子なし 時報メッセージには適用されません。

プロバイダー広
告

はい Yes  

ディストリ
ビューター広告

はい Yes

配置機会 はい Yes

[Break] (ブレー
ク)

はい Yes  

タイムシグナル

その他: プログ
ラム、チャプ 
ター、ネット
ワーク、スケ
ジュール未設定

Yes いいえ Yes

タイムシグナル APOS モード

この表は、タイムシグナル APOS MediaLive モードが有効な場合の処理について説明しています。
この表は、 MediaLive ソース内で特定のメッセージタイプとセグメンテーションタイプが見つかっ
た場合の対応方法を示しています。

この表を読むには、最初の列でメッセージタイプを探し、2 番目の列でセグメンテーションタイプを
探してください。次に、他の 3 つの列を読み進めます。「はい」 MediaLive は、このメッセージタ
イプとセグメンテーションタイプが見つかったときに、このタイプの情報をマニフェストに挿入する
ことを示します。
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メッセージタイ
プ ID

セグメンテー
ションタイプ

Base64 情報を挿
入します。

カットアウト、
キューイン情報
を挿入します。

ブラックアウト
情報を挿入しま
す。

分割記述子なし Yes

プロバイダー広
告

Yes

ディストリ
ビューター広告

Yes

配置機会 Yes

[Break] (ブレー
ク)

Yes    

スプライスイン
サート

その他: プログ
ラム、チャプ 
ター、ネット
ワーク、スケ
ジュール未設定

Yes

プロバイダー広
告

Yes

ディストリ
ビューター広告

Yes

配置機会 はい Yes

[Break] (ブレー
ク)

はい Yes  

タイムシグナル

その他: プログ
ラム、チャプ 
ター、ネット
ワーク、スケ
ジュール未設定

はい Yes
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サンプルマニフェスト – HLS

MediaLive 次の HLS マニフェストスタイルの出力をサポートします。

• Adobe

• Elemental

• SCTE-35 拡張

このセクションでは、出力マニフェストの各スタイルの広告マーカーのタグ付けについて説明しま
す。

Note

MediaLive 入力ソースに添付されたマニフェスト内の広告効果デコレーション情報を解釈し
ません。

広告マーカー: Adobe

広告表示ごとに CUE: DURATION を挿入します。途中で参加するクライアントプレーヤーに対し
て、現在利用できる広告表示があることを示すために CUE-OUT CONT (継続タグ) を挿入すること
はしません。広告表示の最後に CUE-IN タグは挿入されません。

構造

Segment Tag タグ数

広告表示が始まるセグメン
ト。

1 つの CUE: DURATION タ
グ

1

タグの内容

• CUE:DURATION には以下が含まれています。

• duration – 継続時間 (小数秒単位)

• id – すべての広告表示の CUE タグ間で一意の ID

• タイプ — SpliceOut

• time – 広告表示の PTS 時間 (小数秒単位)
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例

これは広告表示が 414.171 PTS までのタグです。

#EXT-X-CUE:DURATION="201.467",ID="0",TYPE="SpliceOut",TIME="414.171"

広告マーカー: Elemental

構造

Segment Tag タグ数

広告表示が始まるセグメン
ト。

CUE-OUT 1

後続の各セグメント。 CUE-OUT-CONT 0〜n

広告表示が終わるセグメン
ト。

CUE-IN 1

タグの内容

• CUE-OUT (DURATION を含む)

• CUE-OUT-CONT (経過時間と継続時間を含む)

• CUE-IN (コンテンツなし)

例

#EXT-X-CUE-OUT:30.000  
.
.
.
# EXT-X-CUE-OUT-CONT: 8.308/30  
.
.
.
# EXT-X-CUE-OUT-CONT: 20.391/30
.
.
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.
# EXT-X-CUE-IN 

広告マーカー: SCTE-35 拡張

構造

Segment Tag タグ数

広告表示が始まるセグメン
ト。

OATCLS-SCTE35 1

広告表示が始まるセグメン
ト。

ASSET 1

広告表示が始まるセグメン
ト。

CUE-OUT 1

後続の各セグメント。 CUE-OUT-CONT 0〜n

広告表示が終わるセグメン
ト。

CUE-IN 1

タグの内容

• OATCLS-SCTE35 (元の SCTE-35 広告表示メッセージの base64 エンコードされた raw バイト
を含む)。

• ASSET (元の SCTE35 メッセージに指定されていた CAID または UPID を含む)。

• 広告表示ごとに 1 つの CUE-OUT。

• CUE-OUT-CONT (以下を含む):

• 広告表示の経過時間。

• 元の SCTE35 メッセージで宣言されている継続時間。

• SCTE35 (元の SCTE-35 広告表示メッセージの base64 エンコードされた raw バイトを含
む)。

以上の行は、広告表示が終了するまで繰り返されます。

• CUE-IN (広告表示の終了を示す)。
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例

#EXT-OATCLS-SCTE35:/DA0AAAAAAAAAAAABQb+ADAQ6QAeAhxDVUVJQAAAO3/PAAEUrEoICAAAAAAg
+2UBNAAANvrtoQ==   
#EXT-X-ASSET:CAID=0x0000000020FB6501   
#EXT-X-CUE-OUT:201.467
.
.
.
#EXT-X-CUE-OUT-CONT:ElapsedTime=5.939,Duration=201.467,SCTE35=/DA0AAAA+…AAg
+2UBNAAANvrtoQ==
.
.
.
#EXT-X-CUE-IN

出力で広告表示のブランキングを有効にする

広告表示のブランキングを有効にして、広告表示に対応する SCTE-35 メッセージのコンテンツをブ
ランクアウトできます。詳細については、「準備開始: 広告表示モードの設定」の広告表示モードを
参照してください。

類似の機能はブラックアウトです。

ブランキングには以下の処理が伴います。

• このイベントに関連付けられている動画コンテンツを、指定したイメージに置き換えるか、黒のイ
メージに置き換える。

• このイベントに関連付けられているオーディオを削除する。

• このイベントに関連付けられている字幕を削除する。

マニフェストデコレーション/引き渡しとの比較

広告表示のブランキングは、すべての出力に一括して適用されます。一部の出力 (HLS 出力など) を
ブランクアウトして、他の出力 (Microsoft Smooth 出力など) をブランクアウトしないという選択は
できません。 all-or-nothing これは決定です。

マニフェストデコレーションと引き渡しの対象範囲はより狭く、これらの機能に対応する出力にのみ
適用されます。
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Important

次のような状況に陥らないように注意してください。

• パススルーは行いません。

• 特定の出力ではマニフェストデコレーションを行いません (サポートされていないか、サ
ポートされていないため)。

• ブランキングは実装している。

この場合、ブランクされたコンテンツがどこにあるかを示すマーカーはありません。このブ
ランキングの発生箇所を確認する唯一の方法は、SCTE-35 メッセージがあった場所を示す 
IDR i-frame を探すことです。

トピック

• ブランキングの有効化

• 広告表示のブランキングのトリガー

• 広告表示のブランキングの制限フラグ

ブランキングの有効化

広告表示のブランキング機能を有効にする場合は、この手順に従います。

ブランキングを有効にするには

1. 作成するチャネルのナビゲーションペインで、[General settings] (全般設定) を選択します。

2. 広告利用モードをまだ設定していない場合は、設定してください。the section called “準備を整
える: SCTE-35 ソースを設定する” を参照してください。このモードは、考えられるすべてのイ
ベントのうち、どのイベントを非表示にするかを特定し、動画が非表示になるタイミングを決定
します。

3. [一般] 設定のまま、[有効ブランキング] の [状態] で [有効] を選択します。

4. [Avail blanking image] (表示のブランキングイメージ) で、適切な値を選択します。

• [Disable] (無効化): シンプルな黒のイメージを使用してブランクアウトします。

• [Avail blanking image] (表示のブランキングイメージ): 指定したイメージを使用してブラ
ンクアウトします。[URL] フィールドに、S3 バケット内のファイルへのパスを入力しま
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す。 MediaLiveとの統合では、バケット名にドット表記を使用しないでください。例え
ば、mycompany-videos は受け入れられますが、mycompany.videos は受け入れられませ
ん。ファイルのタイプは .bmp または .png であることが必要です。また、S3 バケットにア
クセスするためのユーザー名と Systems Manager パスワードパラメータを入力します。the 
section called “パスワードパラメータを作成する機能について” を参照してください。

広告表示のブランキングのトリガー

広告表示のブランキングでは、どの SCTE-35 イベントに伴ってコンテンツのブランクアウトが発生
するかを、広告表示モードの設定でコントロールします。

スプライス挿入モードのトリガー

このセクションでは、広告表示モードがスプライス挿入モードであるときに、どのメッセージタイプ
と分割タイプの組み合わせが、広告表示のブランキングでブランクアウトされるかについて説明しま
す。

メッセージタイプ ID セグメンテーションタイプ スプライス挿入モードではこ
のメッセージを広告として扱
いますか?

分割記述子なし No

プロバイダーアドバタイズメ
ント (0x30/0x31)

はい、広告として扱います。

ディストリビューター広告 
(0x32/0x33)

はい、広告として扱います。

プロバイダープレースメント
の機会 (0x34/0x35)

はい、広告として扱います。

ディストリビューター紹介の
機会 (0x36/0x37)

はい、広告として扱います。

スプライスインサート

ブレーク (0x22/0x23) はい、広告枠として扱いま
す。
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メッセージタイプ ID セグメンテーションタイプ スプライス挿入モードではこ
のメッセージを広告として扱
いますか?

その他: プログラム、チャプ 
ター、ネットワーク、スケ
ジュール未設定

No

分割記述子なし 時報メッセージには適用され
ません。

プロバイダーアドバタイズメ
ント (0x30/0x31)

はい、広告として扱います。

ディストリビューター広告 
(0x32/0x33)

はい、広告として扱います。

プロバイダープレースメント
の機会 (0x34/0x35)

はい、広告として扱います。

ディストリビューター紹介の
機会 (0x36/0x37)

はい、広告として扱います。

ブレーク (0x22/0x23) はい、広告枠として扱いま
す。

タイムシグナル

その他: プログラム、チャプ 
ター、ネットワーク、スケ
ジュール未設定

No

タイムシグナル APOS モードのトリガー

このセクションでは、広告表示モードがタイムシグナル APOS モードであるときに、どのメッセー
ジタイプと分割タイプの組み合わせが、広告表示のブランキングでブランクアウトされるかについて
説明します。
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メッセージタイプ ID セグメンテーションタイプ タイムシグナル APOS モード
ではこのメッセージを広告と
して扱いますか?

分割記述子なし No

プロバイダー広告 No

ディストリビューター広告 No

配置機会 No

[Break] (ブレーク) No

スプライスインサート

その他: プログラム、チャプ 
ター、ネットワーク、スケ
ジュール未設定

No

分割記述子なし 時報メッセージには適用され
ません。

プロバイダー広告 No

ディストリビューター広告 No

配置機会 はい。広告は広告として扱わ
れます。

[Break] (ブレーク) はい、広告として扱います。

タイムシグナル

その他: プログラム、チャプ 
ター、ネットワーク、スケ
ジュール未設定

No

広告表示のブランキングの制限フラグ

入力の制限

SCTE-35 メッセージのタイプが time_signal である場合、これらのメッセージには分割記述子が含ま
れています。
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SCTE-35 メッセージのタイプが splice_insert である場合、これらのメッセージには分割記述子が含
まれているときと含まれていないときがあります。

入力内の SCTE-35 メッセージに分割記述子が含まれている場合、これらの分割記述子には常に 2 つ
のタイプのフラグが含まれます。各フラグの値は、「true」または「false」であり、状況に応じてブ
ランクアウトするかどうかについて追加のガイダンス情報を提供します。

• web_delivery_allowed_flag

• true の場合、ウェブ配信用のストリームに広告表示イベントのコンテンツを含めることに制限は
ありません。ウェブ配信用のストリームのコンテンツはブランクアウトする必要がありません。

• false の場合は、制限が適用され、コンテンツをブランクアウトする必要があります。

• no_regional_blackout_flag

(このフラグの文言は紛らわしいです。regional_delivery_allowed_flag "と考えてください)。

• true の場合、リージョンのマーケット用のストリームに広告表示イベントの動画を含めることに
制限はありません。リージョンのマーケット用のストリームのコンテンツはブランクアウトする
必要がありません。

• false の場合は、制限が適用され、コンテンツをブランクアウトする必要があります。

どちらのフラグも存在しない場合 (通常 splice_inserts で発生) は、両方とも false と見なされます。
ブランキングが発生します。

両方のフラグが存在する場合 (通常 time_signal の場合で、1 つのフラグしか存在しないのは珍しいこ
とです)、一方のフラグの「false」が他方のフラグの「true」よりも優先されます。ブランキングが
発生します。

通常、入力内のメッセージでは、これらのフラグのうち 1 つだけが false に設定され、1 つの制限の
みが適用されます。通常、リージョン配信の制限とウェブ配信の制限が両方とも適用されることはあ
りません。これは、コンテンツのリージョン配信が制限されているとすれば、ウェブ配信も制限され
ているとは見なされないためです (この場合、リージョンの概念が意味をなさなくなります)。

MediaLive におけるこれらの制限の表現

には 2 つのフィールドがあり MediaLive 、 MediaLive これらのフラグにどのように反応するかを制
御できます。the section called “ブランキングの有効化” を参照してください。通常は、2 つのフィー
ルドを Follow (デフォルト) に設定して、 MediaLive フラグの値が示す動作に従うように指示しま
す。
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出力でブラックアウトを有効にする

ブラックアウトを有効にして、(mode in で定義されたように) その他のイベントタイプの SCTE-35 
メッセージの内容を空白にできます。準備開始: 広告表示モードの設定このタイプには、チャプター
やプログラムが含まれます。

(類似する機能に関する説明が、「the section called “広告表示のブランキング”」にあります。)

ブラックアウトには以下の処理が伴います。

• イベントに関連付けられている動画コンテンツを、指定したイメージに置き換えるか、黒のイメー
ジに置き換える。

• イベントに関連付けられているオーディオを削除する。

• イベントに関連付けられている字幕を削除する。

マニフェストデコレーション/引き渡しとの比較

ブラックアウトは、すべての出力に一括して適用されます。一部の出力 (HLS 出力など) をブラック
アウトして、他の出力 (Microsoft Smooth 出力など) をブラックアウトしないという選択はできませ
ん。これは決定です。 all-or-nothing

マニフェストデコレーションと引き渡しの対象範囲はより狭く、これらの機能に対応する出力にのみ
適用されます。

Important

この点に注意してください。なぜなら、パススルーやマニフェストデコレーションを特定の
出力で行わなかったり (サポートされていないか、サポートしていないという理由で) 行わな
かったとしても、ブランキングを実装しても、ブランキングされたコンテンツが出現する場
所を示す「マーカー」は存在しないからです。このブランキングの発生箇所を確認する唯一
の方法は、SCTE-35 メッセージがあった場所を示す IDR i-frame を探すことです。

トピック

• ブラックアウトの有効化

• ブラックアウトのトリガー

• ブラックアウトの制限フラグ
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ブラックアウトの有効化

ブラックアウト機能を有効にする場合は、この手順に従います。

ブラックアウトを有効にするには

1. 作成するチャネルのナビゲーションペインで、[General settings] (全般設定) を選択します。

2. まだ設定していない場合は、広告表示モードを設定してください。the section called “準備を整
える: SCTE-35 ソースを設定する” を参照してください。このモードは、考えられるすべてのイ
ベントのうちどれがブラックアウトのトリガーとして扱われるかを識別し、それによって動画が
ブラックアウトされるタイミングが決まります。

3. [一般] 設定のまま、[ブラックアウト] スレートの [状態] で [有効] を選択します。

4. [Blackout slate image] (ブラックアウトスレートイメージ) で、適切な値を選択します。

• [Disable (無効化)]: シンプルな黒のイメージを使用してブラックアウトします。

• [Avail blanking image] (表示のブランキングイメージ): 指定したイメージを使用してブラッ
クアウトします。[URL] フィールドに、Amazon S3 バケット内のファイルへのパスを入力
します。 MediaLiveとの統合では、バケット名にドット表記を使用しないでください。例え
ば、mycompany-videos は受け入れられますが、mycompany.videos は受け入れられま
せん。ファイルのタイプは .bmp または .png であることが必要です。また、S3 バケットに
アクセスするためのユーザー名と Systems Manager パスワードパラメータを入力します。こ
のキーの詳細については、「the section called “パスワードパラメータを作成する機能につい
て”」を参照してください。

5. ネットワーク終了ブラックアウトを有効にする (つまり、ネットワーク送信が終了したときにコ
ンテンツをブラックアウトし、ネットワーク送信が再開したときにのみブラックアウトを削除
する) 場合は、引き続き以下をお読みください。これを有効にしない場合は、これで設定完了で
す。

6. [Network end blackout] (ネットワーク終了ブラックアウト) で、[Enabled] (有効) を選択します。

7. [Network end blackout image] (ネットワーク終了ブラックアウトイメージ) で、適切な値を選択
します。

• [Disable] (無効化): シンプルな黒のイメージを使用してブラックアウトします。

• [Network end blackout image] (ネットワーク終了ブラックアウトイメージ): 指定したイメー
ジを使用してネットワーク終了ブラックアウトを行います。[URL] フィールドに、Amazon 
S3 バケット内のファイルへのパスを入力します。 MediaLiveとの統合では、バケット名に
ドット表記を使用しないでください。例えば、mycompany-videos は受け入れられます

ブラックアウト 830



MediaLive ユーザーガイド

が、mycompany.videos は受け入れられません。ファイルのタイプは .bmp または .png 
であることが必要です。また、S3 バケットにアクセスするためのユーザー名と Systems 
Manager パスワードパラメータを入力します。the section called “パスワードパラメータを作
成する機能について” を参照してください。

8. [その他の設定] の [ネットワーク ID] に、ネットワークの EIDR ID を 10.nnnn/xxxx-xxxx-(大文字
と小文字を区別しない) の形式で入力します。 xxxx-xxxx-c この ID を持つネットワーク終了イベ
ントによってのみブラックアウトがトリガーされます。

ブラックアウトのトリガー

ブラックアウト機能は、分割タイプが [Other] (その他) である time_signal メッセージによっての
みトリガーされます。splice_insert メッセージ (すべての分割タイプ) でトリガーされることはな
く、[Other] (その他) を除く任意のタイプの time_signal メッセージでトリガーされることはありませ
ん。

タイプ ID が「スプライス挿入」と「タイムシグナル」である SCTE-35 メッセージには、「その
他」の time_signal メッセージが含まれます。したがって、ブラックアウトを有効にする場合、広告
表示モードは関係ありません。ブラックアウトは、どちらのモードでも同様に機能します。

セグメンテーション ID は、次の表に示すように、イベントに基づいてブラックアウトをトリガーし
ます。

メッセージタイプ ID SCTE-35 分割タイプ ブラックアウト開始 ブラックアウト終了

スプライスインサー 
ト

すべて トリガーではありま 
せん。

トリガーではない。

プロバイダー広告、 
ディストリビュータ 
ー広告、休憩

トリガーではない トリガーではない。

チャプター開始 ブラックアウト開始  

チャプター終了   ブラックアウト終了

ネットワークエンド ブラックアウト開始  

タイムシグナル

ネットワーク開始   ブラックアウト終了
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メッセージタイプ ID SCTE-35 分割タイプ ブラックアウト開始 ブラックアウト終了

プログラム開始 ブラックアウト開始  

プログラム終了   ブラックアウト終了

スケジュール未設定 
のイベントの開始

ブラックアウト開始  

スケジュール未設定 
のイベントの終了

  ブラックアウト終了

例えば、ブラックアウト機能を有効にすると、プログラム開始メッセージが発生すると常にブランキ
ングが発生し、プログラム終了メッセージが発生すると常にブランキングが終了します。

ネットワークイベントに基づくブラックアウトのトリガーは、その他のイベントとは異なることに注
意してください。

• ネットワークでは、「ネットワーク終了」指示に発生したときにブランキングが開始します。

• その他のイベントでは、「イベント開始」指示が発生したときにブランキングが開始します。

終了イベントのトリガー階層

イベントの強度階層は次の表のとおりです。ブラックアウトを終了させることができるイベントは、
ブラックアウトを開始したイベントと同等以上の強度のイベントのみです。

例えば、ブラックアウトを開始したのがプログラム開始である場合、これを終了させることができる
のはネットワーク開始、スケジュール未設定のイベントの終了、またはプログラム終了です。チャプ
ターエンドでは終了できません。 MediaLive チャプターエンドが暗示する「エンド・ブラックアウ
ト」命令を無視します。

SCTE-35 分割タイプ Strength

ネットワーク 1 (最強)

スケジュール未設定のイベント 2

プログラム 3
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SCTE-35 分割タイプ Strength

チャプター 4 (最弱)

ブラックアウトの制限フラグ

入力の制限

ブラックアウトトリガーであるメッセージの分割記述子には、常に 2 つのタイプのフラグが含まれ
ます。これらのフラグは、状況に応じてブラックアウトするかどうかの追加のガイダンス情報を提供
します。

• web_delivery_allowed_flag

• true の場合、ウェブ配信用のストリームにイベントのコンテンツを含めることに制限はありませ
ん。ウェブ配信用のストリームのコンテンツはブラックアウトする必要がありません。

• false の場合は、制限が適用され、コンテンツをブラックアウトする必要があります。

• no_regional_blackout_flag

• true の場合、リージョンのマーケット用のストリームにイベントの動画を含めることに制限はあ
りません。リージョンのマーケット用のストリームのコンテンツはブラックアウトする必要があ
りません。

• false の場合は、制限が適用され、コンテンツをブラックアウトする必要があります。

両方のフラグが存在する場合 (通常はそうで、片方のフラグしか存在しないのは珍しいことです)、
一方のフラグの「false」が他方のフラグの「true」よりも優先されます。ブラックアウトが発生しま
す。

通常、入力内のメッセージでは、これらのフラグのうち 1 つだけが false に設定され、1 つの制限の
みが適用されます。通常、リージョン配信の制限とウェブ配信の制限が両方とも適用されることはあ
りません。これは、コンテンツのリージョン配信が制限されているとすれば、ウェブ配信も制限され
ているとは見なされないためです (この場合、リージョンの概念が意味をなさなくなります)。

これらのフラグの表現は次のとおりです。 MediaLive

には、 MediaLive これらのフラグへの応答方法を制御できる 2 つのフィールドがあります。 
MediaLive the section called “ブランキングの有効化” を参照してください。通常は、2 つのフィール
ドを Follow (デフォルト) に設定して、 MediaLive フラグの値が示す動作に従うように指示します。
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SCTE-35 パススルーまたは削除を有効にする

入力からの SCTE-35 メッセージが次の出力のデータストリームに渡される (含まれる) MediaLive よ
うにチャネルを設定できます。

• アーカイブ出力グループ内の出力

• HLS 出力グループ内の出力。

• MediaPackage 出力グループに出力します。これらのタイプの出力グループでは、パススルーは常
に有効になります。無効にすることはできません。

• UDP 出力グループ内の出力。

• マルチプレックス出力グループに出力します。マルチプレックス出力グループでは、SCTE-35 パ
ススルーがデフォルトで有効になっています。

動画との調整

SCTE-35 メッセージの PTS は、対応する動画フレームの PTS に一致するように調整されます。

引き渡しは出力レベルで適用

SCTE-35 の引き渡しまたは削除は、出力レベルに適用されます。メッセージは、特定の出力に限
り、引き渡されるか削除されます。ほとんどの出力において、デフォルトの動作 (設定フィールドを
変更しない場合) はメッセージを削除することです。 MediaPackage出力の場合、デフォルトの動作
はメッセージをパススルーすることですが、この動作は変更できません。

入力からのパケット識別子 (PID) の選択

ソースに複数の SCTE-35 PID が含まれている場合は、特定の PID を選択して出力に渡すことがで
きます。デフォルトでは、入力に存在する最初の SCTE-35 PID MediaLive が選択されます。これ
は、[Input attachment] (入力アタッチ) の [General input settings] (全般入力設定) から特定の PID 値
を選択することで変更できます。選択した PID 値が入力に存在しない場合、SCTE-35 PID は入力か
ら渡されず、アラートがトリガーされます。

アーカイブ出力のパススルーの有効化

アーカイブ出力のパススルーを有効または無効にする場合は、この手順に従います。

パススルーを有効にするには

1. 作成しているチャンネルで、設定する出力が含まれている [Archive] (アーカイブ) 出力グループ
を見つけます。
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2. その出力を選択します。

3. [PID settings] (PID 設定) で、以下のフィールドを設定します。

• [SCTE-35 control] (SCTE-35 コントロール): [Passthrough] (パススルー) に設定します。

• [SCTE-35 PID]: デフォルトの PID を使用するか、SCTE-35 メッセージの送信先の PID を入力
します。

4. 必要に応じて、当該または他の Archive (アーカイブ) 出力グループに属する他の出力に同じ操作
を繰り返します。

入力内のすべての SCTE-35 メッセージが、設定した出力のデータストリームに挿入されます。

HLS 出力のパススルーの有効化

HLS 出力のパススルーを有効または無効にする場合は、この手順に従います。

パススルーを有効にするには

1. 作成しているチャンネルで、設定する出力が含まれている HLS 出力グループを見つけます。

2. その出力を選択します。

3. [PID settings] (PID 設定) で、以下のフィールドを設定します。

• [SCTE-35 behavior] (SCTE-35 動作): [Passthrough] (パススルー) に設定します。

• [SCTE-35 PID]: デフォルトの PID を使用するか、SCTE-35 メッセージの送信先の PID を入力
します。

4. 必要に応じて、当該または他の HLS 出力グループに属する他の出力に同じ操作を繰り返しま
す。

入力内のすべての SCTE-35 メッセージが、設定した出力のデータストリームに挿入されます。

UDP 出力のパススルーの有効化

UDP 出力のパススルーを有効または無効にする場合は、この手順に従います。

パススルーを有効にするには

1. 作成しているチャンネルで、設定する出力が含まれている UDP 出力グループを見つけます。

2. その出力を選択します。

3. [PID settings] (PID 設定) で、以下のフィールドを設定します。
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• [SCTE-35 control] (SCTE-35 コントロール): [Passthrough] (パススルー) に設定します。

• [SCTE-35 PID]: デフォルトの PID を使用するか、SCTE-35 メッセージの送信先の PID を入力
します。

4. 必要に応じて、当該または他の UDP 出力グループに属する他の出力に同じ操作を繰り返しま
す。

入力内のすべての SCTE-35 メッセージが、設定した出力のデータストリームに挿入されます。

入力から SCTE-35 パケット識別子 (PID) を選択する

入力から特定の SCTE-35 を選択したい場合、こちらの手順に従います。

PID を選択するには

1. 作成または編集しているチャンネルで、PID を選択したい入力アタッチメントに移動します。

2. その入力アタッチを選択します。

3. [General input settings] (全般入力設定) で、以下のフィールドに値を入力します。

• SCTE-35 PID: PID 値を入力します。値が空白の場合、入力に存在する最初の SCTE-35 PID 
が選択されます。

4. 必要に応じて、他の入力アタッチについて繰り返します。

スケジュールを使用した SCTE-35 メッセージの挿入

チャンネルスケジュールを使用して、SCTE-35 メッセージをコンテンツに挿入します。例えば、
チャンネルスケジュールにアクションを追加して、特定の時間に実行中のチャンネルにスプライス挿
入を挿入できます。

この機能の主なユースケースは、ソースコンテンツに SCTE-35 メッセージが含まれていない場合
に、SCTE-35 メッセージを追加することです。

SCTE-35 メッセージをコンテンツに挿入するには、スケジュールにアクションを作成します。詳細
については、「設定:スケジュールの作成」を参照してください。

SCTE-35 MediaLive メッセージをチャネルに挿入した後、 MediaLive 入力に含まれていた SCTE-35 
メッセージを処理するのと同じ方法でメッセージを処理します。この処理は、チャンネルを作成し、
次のオプションを設定するときに定義します。
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• ブランキング

• ブラックアウト

• マニフェストデコレーション

• パススルー

これらのオプションの概要については、「the section called “機能別の処理の範囲”」と「the section 
called “出力タイプでサポートされている機能”」を参照してください。

POIS シグナルコンディショニング

POIS サーバーがコンテンツ内の SCTE-35 メッセージに対してシグナルコンディショニングを実
行できるように、AWS Elemental MediaLiveチャネルを設定できます。 MediaLiveコンテンツに 
SCTE-35 メッセージが見つかるたびに、そのメッセージを MediaLive POIS サーバーに送信しま
す。POIS サーバーは、新しい SCTE 35 メッセージを作成したり、元のメッセージを別のコンテン
ツに置き換えたり、既存のメッセージを削除したり、何もしなかったりする応答を返します。

Note

POIS シグナルコンディショニングを実装するには、組織が POIS サーバーにアクセスでき
る必要があります。

トピック

• サポートされているバージョンの仕様。

• POIS シグナルコンディショニングについて

• POIS シグナルコンディショニングの設定

サポートされているバージョンの仕様。

MediaLive ESAM API を使用して POIS サーバーと通信します。 MediaLive ESAM 仕様の次のバー
ジョンに従います。

OpenCable 仕様代替コンテンツリアルタイムイベントシグナリングおよび管理 API、OC-SP-ESAM-
API-I03-131025
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POIS シグナルコンディショニングについて

POIS サーバーがコンテンツ内の SCTE-35 MediaLive メッセージを処理するようにチャネルを設定
できます。

Note

POIS シグナルコンディショニングを実装するには、組織が POIS サーバーにアクセスでき
る必要があります。

サポートされているコンディショニングアクション

MediaLive コンテンツに SCTE-35 メッセージが見つかるたびに、そのメッセージを MediaLive POIS 
サーバーに送信します。POIS サーバーは次のいずれかの方法で応答します。

• 置換:元の SCTE-35 メッセージの内容を置き換えてに送信します。 MediaLive出力には元の SCTE 
35 メッセージのみが含まれますが、新しい内容が含まれます。

• 削除:SCTE 35 MediaLive メッセージを削除するように指示します。出力には元の SCTE 35 メッ
セージは含まれません。

• No op: MediaLive 何もしないように指示します。出力には、元の内容を含む元の SCTE 35 メッ
セージが含まれます。

POIS サーバーが返す SCTE 35 メッセージは SCTE 35 標準に完全に準拠しています。

チャネル数と POIS サーバの数

• MediaLive 各チャネルは 1 つの POIS サーバーとしか通信できません。

• 1 つの POIS MediaLive サーバは複数のチャネルと通信できます。この場合、POIS サーバーは 
POIS 取得ポイント ID とゾーン ID を独自に組み合わせて各チャネルを識別します。

POIS シグナルコンディショニングと標準チャネル

チャネルが標準チャネル (2 つのパイプライン) の場合、各パイプラインは SCTE 35 メッセージを 
POIS サーバーに送信します。POIS サーバーは各要求に応答します。各パイプラインは独自の応答
を処理します。通常、POIS サーバーは両方のパイプラインに同じ命令を送信します。
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POIS シグナルコンディショニングの設定

POIS シグナルコンディショニングでは、 MediaLive チャンネルと POIS サーバーに同じ情報を設定
する必要があります。

必要な情報

POIS オペレータから次の情報を入手してください。

• POIS サーバーのエンドポイント。これは、 MediaLive イベントの送信先となる POIS サーバーの 
URL です。URL はからアクセスできる必要があります。 MediaLive

• アクイジションポイント ID とゾーン ID (オプション)。これらの 2 つのフィールドにより 
MediaLive 、と POIS サーバーがチャンネルの共通識別子を持つことが保証されます。

• POIS エンドポイントの認証情報 (POIS サーバーが認証情報を必要とする場合)。

チャネルを設定します。

POIS サーバに関する情報を使用してチャネルを設定する必要があります。

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. チャンネルの詳細を表示します。「一般設定」セクションで、「利用可能な設定」を展開しま
す。

3. フィールドに以下のように入力します。

• アベイライル設定:ESAM

• POIS エンドポイント:POIS オペレーターから取得した URL。

• 取得ポイント ID: POIS オペレーターから取得した値。

• ゾーン ID: POIS オペレーターから取得した値。

• 広告使用可能オフセット:POIS オペレータから別の値を入力するように指示されない限り、0 を
入力します。

• POIS エンドポイント認証情報 (オプション): POIS サーバがユーザー名とパスワードを必要と
する場合は、これらのフィールドに入力してください。

出力間でのエンコードの共有

1 つのチャネル内の複数の出力間で 1 つのエンコードを共有できます。チャンネル内の新しいエン
コードの基礎となるように、エンコードのクローンを作成できます。

エンコードの共有とクローン作成 839
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エンコードを共有する

これらの出力に同一のエンコードを使用する場合は、複数の出力間でエンコードを共有できます。エ
ンコードを共有する場合、チャンネルにはエンコードのインスタンスが 1 つしかありません。影響
を受けるすべての出力は、そのエンコードを使用します。

たとえば、次の出力グループを含むチャンネルがあるとします。

• 1 つのアーカイブ出力グループ、1 つの動画エンコード

• ABR スタックに 3 つのビデオエンコードを持つ 1 つの HLS 出力グループ。

• RTMP 出力グループが 1 つで、ビデオエンコードが 1 つです。

RTMP 出力グループのビデオエンコードは、HLS 出力グループのビデオエンコードの 1 つと同じ場
合があります。したがって、5 つのビデオエンコードを作成する代わりに、4 つのエンコードを作成
します。RTMP 出力グループを設定して、HLS 出力グループから適切なエンコードを共有します。

エンコード共有は、動画、オーディオ、字幕に適用されます。エンコードを共有すると、フィールド
への入力の労力が軽減されます。また、出力間で同一のエンコードを作成するときにエラーが発生す
るリスクも低減します。誤って1つのフィールドを別の方法で入力する可能性はありません。

エンコード共有には、次のルールが適用されます。

• エンコードを共有すると、エンコードのソースセレクターを含むすべてのフィールドを共有しま
す。

すべての設定フィールドを共有するが、異なるソースに基づいている 2 つのエンコードを作成す
る場合は、できない単一のエンコードインスタンスを共有します。代わりにすべきだエンコードを
複製する。

• 任意のエンコードは、必要な数の出力間で共有できます。

• チャンネルで複数のエンコードを共有できます。

• 共有できるのは同じチャンネル内だけです。チャンネル間で共有することはできません。

チャンネルの作成時にエンコードのクローンを作成する手順については、を参照してください。the 
section called “セットアップビデオ”,the section called “オーディオ設定”, およびthe section called “字
幕の設定”。

エンコードを共有する 840
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エンコードを複製する

チャンネル内の新しいエンコードの基礎となるように、エンコードのクローンを作成できます。

たとえば、チャンネルにいくつかのフィールドを共有する 2 つのオーディオエンコードがあるとし
ます。最初のオーディオエンコードを作成します。次に、最初のエンコードを複製して 2 番目のエ
ンコードを作成し、2 番目のエンコードのフィールドを変更します。この場合、2 つのエンコードは
個別のインスタンスです。

エンコード共有には、次のルールが適用されます。

• エンコードを複製すると、2 番目のエンコードのフィールドを変更しなくても、エンコードのイン
スタンスが 2 つあります。

• エンコードのクローンを作成して新しいインスタンスを作成したら、エンコードのソースセレク
ターを含む任意のフィールドを変更できます。

• 共有とクローン作成を組み合わせることができます。たとえば、エンコード A をクローンしてエ
ンコード B を作成できます。次に、2 つ以上の出力間でエンコード B を共有できます。

• チャンネル内で複数のエンコードのクローンを作成できます。

• クローンを作成できるのは、同じチャンネル内だけです。チャンネル間で複製することはできませ
ん。

チャンネルの作成時にエンコードのクローンを作成する手順については、を参照してください。the 
section called “セットアップビデオ”,the section called “オーディオ設定”, およびthe section called “字
幕の設定”。

SMPTE 2038 メタデータの処理

次の入力に含まれる SMPTE 2038 MediaLive ストリームから特定の補助データを抽出するように設
定できます。

• Elemental Link 入力

• HLS トランスポートストリーム (TS) 入力

• MediaConnect インプット

• RTP 入力

エンコードを複製する 841
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Note

このセクションでは、「設定:チャンネルの作成 」で説明しているチャンネルの作成または
編集に精通していることを前提としています。

トピック

• MediaLive抽出できるメタデータ

• 整然とした形式の SMPTE 2038 ストリーム

• インプットの設定

• SMPTE 2038 MediaLive ストリームの使用方法

• KLV メタデータの出力設定

MediaLive抽出できるメタデータ

MediaLive ソース内の SMPTE 2038 ストリームから次のデータを抽出できます。

キャプション

• ARIB 字幕 – ARIB STD-B37 バージョン 2.4 に準拠する字幕。

• 埋め込み字幕 – SMPTE 334 に準拠する補助字幕として配信される字幕。補助字幕自体
は、EIA-608 規格 (CEA-608 または line 21 字幕) または CEA-708 規格 (EIA-708) に準拠している
必要があります。

• テレテキスト字幕 – OP47 テレテキスト形式 (SMPTERDD-08) の字幕。TU-R BT.1120-7 に準拠し
ている必要があります。

タイムコード

• タイムコード — SMPTE の 12 M タイムコードです。 MediaLive このタイムコードを埋め込みタ
イムコードソースとして認識します。

役に立つメッセージを追加します。

• 104件のメッセージを切り取る。

MediaLive抽出できるメタデータ 842
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Metadata

• KLV メタデータ — SMPTE 336M-2007 に準拠したデータ。

整然とした形式の SMPTE 2038 ストリーム

MediaLive データを適切に抽出して処理するには、入力の SMPTE 2038 ストリームが特定の基準を
満たす必要があります。

• SMPTE 2038 ストリームはすべての PMT に存在する必要があります。

• SMPTE 2038 ストリームが配置されている PID は、ストリーム内で変化してはなりません。PID 
を変更してその PID で識別される新しい PMT を送信することはサポートされていません。

• トランスポートストリームには、SMPTE 2038 ストリームが 1 つの PID にのみ含まれている必要
があります。複数の PID に存在する場合、最初に表示される PID MediaLive を識別できる保証は
ありません。別の PID を選択する可能性があり、意図しない結果になります。

入力が Elemental Link 入力の場合、埋め込みキャプション (存在する場合)、タイムコード、および 
KLV メタデータ (存在する場合) は常に SMPTE 2038 ストリームに含まれることに注意してくださ
い。ストリームは常に正しい形式になっています。

インプットの設定

SMPTE 2038 ストリームのデータを使用する場合は、SMPTE 2038 を読み取るように入力を設定す
る必要があります。 MediaLive

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページで、該当する入力の [Input attachment] (入力アタッチ) 
を見つけます。

2. 「一般入力設定」で、「SMPTE 2038 を優先」を次のいずれかに設定します。

• 優先 — 特定のデータ項目について、 MediaLive まず SMPTE 2038 PID 内のデータを検索しま
す。SMPTE 2038 ストリームにデータが見つからない、または SMPTE 2038 ストリームがない
場合は、 MediaLive ストリーム内の他の場所でデータを検索します。

• 無視 (デフォルト) — SMPTE 2038 MediaLive ストリームは検索されません。特定のデータ項
目がストリームの他の場所にない場合でも、SMPTE 2038 MediaLive ストリームを検索しま
せん。たとえば、タイムコードソースを（チャンネルの「一般設定」セクションで）埋め込
みに設定できます。Ignore を設定すると、タイムコードソースがビデオストリームにない場
合、SMPTE 2038 MediaLive ストリームではタイムコードソースが検索されません。

整然とした形式の SMPTE 2038 ストリーム 843
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エレメンタルリンク入力では、KLV メタデータは常に SMPTE 2038 に格納され、別の PID には
含まれないことに注意してください。そのため、ソースに KLV メタデータが含まれていると言わ
れた場合は、必ず [優先] を選択してください。

SMPTE 2038 MediaLive ストリームの使用方法

入力に SMPTE 2038 を優先するように設定した場合、 MediaLive 以下のルールに従ってデータを使
用します。

キャプション

ARIB 、Embedded、またはTeletextを指定するキャプションセレクターを使用して入力を設定できま
す。この場合、 MediaLive まず SMPTE 2038 ストリームで指定されたタイプのキャプションを探し
ます。そこに字幕が見つからない場合、 MediaLive はストリーム内の他の場所を探します。

どこにいても、出力のキャプションの設定に従って、 MediaLive キャプションを通常の方法で検
索、 MediaLive 抽出、処理します。

タイムコード

入力に SMPTE 2038 ストリームが含まれている場合、 MediaLive まず SMPTE 2038 ストリーム内
の SMPTE 12M タイムコードを探します。 MediaLiveタイムコードが見つからない場合は、ビデオ
ストリームに直接埋め込まれているタイムコードを探します。 MediaLive SMPTE 12M タイムコー
ドを最も近いビデオフレームに関連付けます。

MediaLive タイムコードの使用方法については、を参照してください。the section called “実行時の
出力タイムコードの仕組み ”

利用可能なメッセージを追加します。

入力にSMPTE 2038を使用したい場合は、見つかったSCTE MediaLive 104メッセージを抽出し、
すぐにSCTE 35メッセージに変換します。そうすれば、あらゆるソースからの SCTE 35 メッセー
ジを処理するのと同じようにメッセージを処理できます。詳細については、「the section called 
“SCTE-35 メッセージの処理”」を参照してください。

KLV メタデータ

入力に SMPTE 2038 を使用したい場合は、見つかった KLV MediaLive データをすべて抽出します。

KLV メタデータを次の 1 つまたは複数の出力グループに渡すことを選択できます。 MediaLive KLV 
を SMPTE 2038 ストリームにラップします。

SMPTE 2038 MediaLive ストリームの使用方法 844
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• アーカイブ

• MediaPackage

• HLS (TS コンテナを使用)

• UDP/TS

セットアップ手順は次のとおりです。

KLV メタデータの出力設定

次の 1 つまたは複数の出力グループの KLV メタデータをパススルーするように選択できます。

Note

このセクションの情報は、「設定:チャンネルの作成 」で説明している一般的なチャンネル
の作成手順を理解していることを前提としています。

アーカイブ

1. 「チャンネルの作成」ページの「出力グループ」セクションの「アーカイブ」グループで、出力
を選択します。

2. 「出力設定」で「コンテナ設定」を選択し、次に「PID 設定」を選択します。

3. 以下のフィールドを設定します。

• KLV: パススルーを選択

• KLV データ PID: KLV メタデータが必要な PID を入力します。

MediaPackage

MediaPackage 出力はパススルー用に自動的に設定されます。入力に KLV MediaLive メタデータが
見つかると、PID 501 MediaPackage の出力に渡されます。

HLS

KLV メタデータは、標準 HLS コンテナ (TS コンテナ) を含むすべての出力に渡すことができます。

1. 「チャンネルの作成」ページの「出力グループ」セクションの「HLS」グループで、出力を選択
します。

KLV メタデータの出力設定 845
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2. 「出力設定」で、「HLS 設定」が「標準 HLS」 に指定されていることを確認します。

3. HLS 設定で PID 設定を選択します。

4. 以下のフィールドを設定します。

• KLV: パススルーを選択

• KLV データ PID: KLV メタデータが必要な PID を入力します。

UDP/TS

1. 「チャンネルの作成」ページの「出力グループ」セクションの「UDP」グループで、出力を選択
します。

2. 「出力設定」で「ネットワーク設定」を選択し、「PID 設定」を選択します。

3. 以下のフィールドを設定します。

• KLV: パススルーを選択

• KLV データ PID: KLV メタデータが必要な PID を入力します。

ACL を使用して Amazon Simple Storage Service に配信する

チャネルでは、宛先が Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) のバケットである出力が 1 つ
以上ある場合があります。バケットが別のバケットによって所有されている場合AWSアカウント (別
の組織) の場合は、通常、他のアカウントを出力ファイルの所有者にします。

所有権は、設定することで譲渡できます。MediaLiveバケットに配信するときに特定のアクセスコン
トロールリスト (ACL) を含めます。

ACL の使用準備の詳細については、以下を参照してください。

• アーカイブまたはフレームキャプチャ出力の場合 —the section called “出力へのアクセスの制御”

• HLS 出力の場合 —the section called “出力へのアクセスの制御”

コンソールでは、機能をイネーブルにするフィールドは、各出力グループのセクションにあります。
フィールドについて、以下のセクションで説明します。

• アーカイブ出力の場合 —the section called “送信先フィールド”

• フレームキャプチャ出力の場合 —the section called “送信先フィールド”

• HLS 出力の場合 —the section called “送信先フィールド — Amazon S3”

Amazon S3 アクセスコントロールリスト (ACL) 846
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AWS Elemental MediaLive リソースのタグ付け

タグとは、ユーザーまたは AWS が AWS リソースに割り当てるメタデータラベルです。各タグ
は、キーと値から構成されます。ユーザーが割り当てるタグでは、ユーザーがキーと値を定義しま
す。たとえば、1 つのリソースのキーを stage と定義し、値を test と定義します。

タグは、以下のことに役立ちます。

• AWS リソースの特定と整理。多くの AWS のサービスではタグ付けがサポートされるため、さま
ざまなサービスからリソースに同じタグを割り当てて、リソースの関連を示すことができます。た
とえば、AWS Elemental MediaLive チャネルと、AWS Elemental MediaTailor設定に割り当てたエ
ンドポイントに同じタグを割り当てることができます。

• AWS のコストの追跡。これらのタグは、AWS Billing and Cost Management ダッシュボードで有
効にします。AWS では、タグを使用してコストを分類し、毎月のコスト配分レポートを提供しま
す。詳細については、「AWS Billing ユーザーガイド」の「Use Cost Allocation Tags」(コスト配
分タグの使用) を参照してください。

以下のセクションでは、AWS Elemental MediaLive のタグに関する詳細情報を提供します。

AWS Elemental でサポートされているリソース MediaLive

AWS Elemental MediaLive の以下のリソースはタグ付けをサポートしています。

• チャネル

• 入力

• 入力セキュリティグループ

• AWS Elemental Link デバイス

• マルチプレックス

• 予約

タグの追加と管理の詳細については、「タグの管理」を参照してください。

タグの制限

AWS Elemental MediaLive リソースのタグには、以下の基本的な制限が適用されます。

リソースのタグ付け 847
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• リソースに割り当てることができるタグの最大数: 50

• キーの最大長 – 128 文字 (Unicode)

• 値の最大長 – 256 文字 (Unicode)

• キーと値の有効な文字 – a～z、A～Z、0～9、スペース、および特殊文字 (_ . : / = + - @)

• キーと値は大文字と小文字が区別されます

• aws: をキーのプレフィックスとして使用しないでください。AWS 用に予約済みです。

さらに、AWS Elemental は AWS Identity and Access Management (IAM) MediaLive のタグベースの
アクセスコントロール機能をサポートしていません。

タグの管理

タグは、リソースの Key および Value プロパティで構成されています。

AWS Management Console を使用してタグを管理できます。AWS Elemental MediaLive コンソー
ル、、または MediaLive API を使用してAWS CLI、これらのプロパティの値を追加、編集、または
削除することもできます。

AWS Management Console を使用したタグ付け

AWS Management Console の Tag Editor を使用してタグを管理することをお勧めします。タグ
エディタでは、統一された方法で一元的にタグを作成および管理できます。タグエディタは、 
MediaLive内部や他のサービス間のタグの一貫性など、最良の結果をもたらします。 MediaLive

詳細については、AWS Management Console の開始方法のタグエディタの使用を参照してくださ
い。

タグ付けには以下を使用します。 MediaLive

MediaLive コンソールを使用してタグを管理する方法については、以下を参照してください。

• the section called “チャンネルと入力の詳細” — チャンネル作成時にタグを含める方法についての
情報

• the section called “チャンネルの編集と削除” — 既存のチャンネルでタグを変更する方法について
の情報

• the section called “入力” — 入力にタグを含める方法についての情報

タグの管理 848
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• the section called “入力セキュリティグループ” — 入力セキュリティグループにタグを含める方法
についての情報

• the section called “マルチプレックスとプログラムの作成” — マルチプレックスにタグを含める方
法についての情報

MediaLive API を使用してタグを管理する方法については、以下を参照してください。

• AWS Elemental MediaLive API リファレンスのリソース

での入力サムネイルの表示 AWS Elemental MediaLive

AWS Elemental MediaLiveチャンネルの入力から動画のサムネイルを生成できます。各チャンネルの
サムネイルはコンソールに表示できます。 MediaLiveAWSAPI の 1 つを使用して、サムネイルをプ
ログラムで操作することもできます。

サムネイルの生成方法

チャンネルでサムネイルを有効にしていて、そのチャンネルが実行中の場合、2 秒ごとに JPEG 
MediaLive サムネイルが生成されます。サムネイルは、次のサムネイルに置き換えられるまで 2 秒間
しか存在しません。各入力には独自のサムネイルがあります。つまり、単一パイプラインチャンネル
には 1 つのサムネイルが、標準チャンネルには 2 MediaLive つのサムネイルが生成されます。

サムネイルが生成されるとすぐに、 MediaLive コンソールのチャンネル詳細ページに表示されま
す。また、サムネイルはバイナリデータとしても利用できるようになります。AWSAPI を使用して
バイナリデータをプログラム的に操作できます。

サムネイルの暗号化

MediaLive 各サムネイルは作成時に常に暗号化されます。

トピック

• チャンネル内のサムネイルを有効にする

• コンソールにサムネイルを表示する

• プログラムによるサムネイルの取得

• サムネイルの制限

サムネイル 849
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チャンネル内のサムネイルを有効にする

各チャンネルでサムネイル機能を有効にする必要があります。

サムネイルを有効または無効にできるのは、チャンネルがアイドル状態 (実行中でない) のときだけ
です。

トピック

• IAM アクセスを提供する

• コンソールでのサムネイルの有効化

• プログラムによるサムネイルの有効化

IAM アクセスを提供する

サムネイル機能を動作させるには、Amazon S3 MediaLive へのアクセスが必要です。

• MediaLiveAccessRole 組織が信頼できるエンティティを使用している場合は、チャネル設定の 
[チャネルと入力の詳細] ページに移動し、[一般情報] セクションを確認してください。このセク
ションに [ロールを更新] ボタンが表示される場合は、そのボタンを選択します。ボタンが表示さ
れない場合、信頼されたエンティティはすでに必要なアクセス権を持っていることになります。

• 組織がカスタムの信頼済みエンティティロールを使用している場合は、IAM 管理者が適切な信
頼済みエンティティロールを更新する必要があります。追加するオペレーションについて詳しく
は、こちらをご覧くださいthe section called “リファレンス: 信頼されたエンティティアクセスの概
要”。thumbnailsそのページでを検索してください。ロールを更新する方法については、を参照
してくださいthe section called “ステップ 2: 複合オプションによるセットアップ”。

コンソールでのサムネイルの有効化

Note

このセクションでは、「設定:チャンネルの作成 」で説明しているチャンネルの作成または
編集に精通していることを前提としています。

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. 「チャンネルの作成」ページまたは「チャンネルの編集」ページで、「一般設定」を選択し、
「サムネイル設定」セクションを開きます。

サムネイルを有効にする 850
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3. 「サムネイル設定を有効にする」を選択します。「状態」で、「自動」または「無効」を選択し
ます。

プログラムによるサムネイルの有効化

サムネイル機能を有効にするには、チャンネルの JSON ThumbnailConfiguration にパラメー
ターのグループを含めてください。Stateパラメータを AUTO (有効にする場合は) DISABLED または
に設定します。

次の例は、JSON 内のチャネル用パラメータの相対位置を示しています。

{ 
  "ChannelClass": "SINGLE_PIPELINE", 
  . 
  . 
  .  
  "EncoderSettings": { 
    . 
    . 
    . 
    "TimecodeConfig": { 
      "Source": "EMBEDDED" 
    }, 
    "ThumbnailConfiguration": { 
      "State": "DISABLED" 
     }, 
    . 
    . 
    .

コンソールにサムネイルを表示する

MediaLive 実行中のチャンネルで現在アクティブな入力のサムネイルを生成します。標準チャンネル
の場合、2 MediaLive つのサムネイルを生成します。パイプラインが 1 つのチャンネルの場合は、1 
MediaLive つのサムネイルを生成します。

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションバーから [チャネル] を選択します。チャンネルのリストで、チャンネルを名前で
選択します。「詳細」ページが表示されます。
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Status セクションにはサムネイルフレームが含まれます。チャンネルに 2 つの入力がある場合、
画面には入力ごとに 1 つのタブが表示されます。

チャンネルが実行中で Details ページが表示されると、アクティブなタブのパイプラインのサムネイ
ルが 2 秒ごとに自動的に更新されます。 MediaLive このページが表示されない場合、サムネイルは
生成されません。

チャンネルが稼働していない場合、フレームは黒くなります。

チャンネルの実行が停止すると、サムネイルプレビューは更新されなくなります。数秒後、現在のサ
ムネイルがメッセージに置き換わります。

プログラムによるサムネイルの取得

MediaLive 実行中のチャンネルで現在アクティブな入力のサムネイルを生成します。標準チャンネル
の場合、2 MediaLive つのサムネイルを生成します。パイプラインが 1 つのチャンネルの場合は、1 
MediaLive つのサムネイルを生成します。

を使用すると、AWS CLIサムネイルをプログラム的に操作できます。以下の情報は、の基本的な使
用方法に精通していることを前提としています。AWS CLIベーシックについては、「AWS CLI コマ
ンドリファレンス」を参照してください。

DescribeThumbnails コマンドを実行します。このコマンドは、インターフェイスごとに異なる
方法で表されます。

• AWS CLI では、コマンドは describe-thumbnails です。

• API では、コマンドは describe-thumbnails/kmsKeyId の HTTP GET で表されます。

• AWSSDK では、コマンドはその SDK 言語に適した構成で表されます。

を使用してサムネイルを取得するには AWS CLI

1. チャンネルでサムネイルが有効になっていることと、チャンネルが実行中であることを確認して
ください。

2. このコマンドを入力します。

aws medialive describe-thumbnails --channel-id value --pipeline-id value --thumbnail-type
value
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実行する条件は以下のとおりです。

channel-id は必須です。

pipeline-id0 または 1 です。両方のパイプラインのサムネイルが必要な場合は、コマンドを 
2 回入力します。

thumbnail-type は常に CURRENT_ACTIVE です。このオプションは、値が 1 つしかない場合
でも必須です。

3. レスポンスが画面に表示されます。例:

{ 
    "ThumbnailDetails": [ 
        { 
            "PipelineId": "0", 
            "Thumbnails": [ 
                { 
                    "Body"base64 string of the JPEG image", 
                    "ContentType": "image/jpeg", 
                    "ThumbnailType": "CURRENT_ACTIVE", 
                    "TimeStamp": "2023-07-15T21:01:11" 
                } 
            ] 
        } 
    ]
}

サムネイルが無効になっている場合、レスポンスは次のようになります。

{ 
    "ThumbnailDetails": []
}

サムネイルの制限

表示または取得できるサムネイルの数には制限があります。上限は以下のとおりです。

A number of API transactions per second, per account, in one Region

サムネイルの制限 853
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トランザクションの上限は、コンソールに表示するサムネイルと AWS API を使用して取得する
サムネイルなど、すべてのサムネイルで共有されます。現在の制限については、Service Quotas 
MediaLive  コンソールのページを参照してください。

コンソールでは、チャンネルの詳細ページが表示され、アクティブなタブ (つまり、チャンネル内の 
1 つのパイプラインのみ) にのみチャンネルのサムネイルが生成されます。関連するパイプラインで
は、 MediaLive 約 2 秒ごとに API を呼び出します。

タイムコード

MediaLive 入力パイプラインと出力パイプラインのタイムコードが含まれています。2 つのタイム
コードは互いに独立しています。入力タイムコードは設定できません。出力タイムコードの動作は設
定できます。出力タイムコードをメタデータとして含めたり、出力タイムコードをビデオフレームに
書き込んだりするように出力を設定することもできます。

トピック

• タイムコードとタイムスタンプについて

• 出力タイムコードの開始時間を設定します。

• タイムコードメタデータを出力に含めます。

• タイムコードを出力に書き込みます。

タイムコードとタイムスタンプについて

MediaLive 入力パイプラインと出力パイプラインのタイムコードがあります。2 つのタイムコードは
互いに独立しています。

入力タイムコード

MediaLive には、入力フレームにタイムコードが埋め込まれている場合にのみ機能する機能がありま
す。これらの機能には、パイプラインロックやウォーターマークが含まれます。入力にタイムコード
が埋め込まれていない場合、 MediaLiveこの機能は実装されません。たとえば、パイプラインをロッ
クすると、パイプラインはフレーム単位で正確にロックされません。(タイムコードがパイプライン
のロックにどのように影響するかについての詳細は、を参照してください。the section called “パイ
プラインロック (出力ロック)”

入力タイムコードソースは設定できません。

出力タイムコード
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MediaLive SMPTE タイムコードを実装します。つまり、 MediaLive 各出力フレームにフォーマット
のタイムコードを割り当てます。HH:MM:SS:FFタイムコードは午前 0 時にロールオーバーされま
す。

チャンネルの出力タイムコードを初期化するには 3 つの方法があります。

• Embedded (デフォルト): 埋め込まれたタイムコードを使用して出力タイムコードを初期化しま
す。 MediaLive 入力に取り込んだ最初のフレームのタイムコードを使用します。入力にタイム
コードが含まれていない場合は UTC を使用します。 MediaLive

• UTC: 最初のフレームがパイプラインの出力側に入った瞬間に、出力タイムコードを UTC 時間に
初期化します。

• ゼロベース:出力タイムコードを 00:00:00:00 に初期化します。

出力タイムコードは、HLS 出力用の PDT や、ユーザーが選択できる ID3 メタデータのタイムコード
などの機能に使用されます。出力タイムコードをメタデータとして含めたり、出力タイムコードをビ
デオフレームに書き込んだりするように出力を設定することもできます。

出力タイムコードをメタデータとして含めたり、出力タイムコードをビデオフレームに書き込んだり
するように、出力ビデオを設定することもできます。

タイムスタンプ

MediaLive すべての出力コンテンツにタイムスタンプを添付します。ダウンストリームシステムは
タイムスタンプを使用して同期します。タイムスタンプは 90 kHz のクロックサイクル数などの値で
す。

タイムスタンプとタイムコードを混同しないでください。これらは違います。

出力タイムコードの開始時間を設定します。

出力タイムコードの開始時間を設定できます。

Note

この手順は、で説明されているチャンネルの作成または編集に慣れていることを前提として
います。設定:チャンネルの作成

1. 「チャンネルを作成」ページの「一般設定」セクションで、「タイムコード設定」を選択しま
す。

出力タイムコードを設定する 855



MediaLive ユーザーガイド

2. 「ソース」で、出力のタイムコードを初期化するオプションを選択します。

• EMBEDDED — ソースビデオに埋め込まれているタイムコードを使用します。

MediaLive ソースビデオのタイムコードを、次のように検索します。

• H.264 — ISO/IEC 14496-10-2005 のセクション D.1.2 に従って、pic_timing タイプの SEI 
メッセージに挿入されたタイムコード

• H.265 — ITU-T H.265 のセクション D.2.26 に従って、タイムコードタイプの SEI メッセージ
に挿入されたタイムコード

• MPEG2 – ISO/IEC13818-2-2000 (R2006) のセクション 6.2.2.6 に従って、各 GOP ヘッダー
に挿入されたタイムコード

• SYSTEMCLOCK – UTC 時間を使用します。

• ゼロベース — 00:00:00:00 を使用します。

3. (オプション) Sync threshold に、出力タイムコードを入力タイムコードに同期させるためのしき
い値 (フレーム単位) を入力します。このフィールドの詳細については、「the section called “同期
しきい値について”」を参照してください。

実行時の出力タイムコードの仕組み

チャンネルの初期開始または再起動

チャンネルを開始すると、チャンネルは出力パイプラインの開始タイムコードを設定します。

• 埋め込まれたタイムコードを参照するように開始時間を設定すると、チャンネルは入力タイムコー
ドをサンプリングします。ソースに埋め込まれたタイムコードが見つからない場合は MediaLive 
UTC にフォールバックします。

• または、タイムコードを現在の UTC 時間に設定します。

• または、タイムコードを 00:00:00:00 に設定します。

チャンネルは出力フレームごとに新しいタイムコードを生成します。

入力が切り替わります

MediaLive チャンネルが別の入力に切り替わっても、タイムコードは再初期化されません。そのた
め、入力の切り替えによって出力タイムコードが中断されることはありません。

一時停止と一時停止解除
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チャンネルを一時停止しても、 MediaLive フレームのエンコードは続行され、すぐに破棄されま
す。ただし、 MediaLive エンコードを続けるため、タイムコードは増え続けます。したがって、一
時停止を解除すると、出力にタイムコードの連続性がなくなります。

同期しきい値について

タイムコード同期しきい値フィールドは、出力タイムコードを入力タイムコードと同期させます。ド
リフトはいくつかの状況で発生する可能性があります。たとえば、 MediaLive フレームをドロップ
したり繰り返したりしてそれを補うといった処理上の問題が発生することがあります。または、入力
タイムコードストリームに不連続性がある可能性があります。

同期の目的

同期は、( MediaLive 生成される) 出力タイムコードが元の入力タイムコードと一致することがワー
クフローにとって重要な場合に便利です。

• ダウンストリームシステムで特定のフレームを識別する必要があることがわかっている場合は、
マッチングが重要になることがあります。

通常、ダウンストリームシステムは、元の入力タイムコードに基づいてこれらのフレームを既に識
別しています。したがって、ダウンストリームシステムが目的のフレームを見つけるためには、出
力タイムコードが元の入力タイムコードと一致している必要があります。

• 出力タイムコードの主な目的が各出力フレームを一意に識別することである場合、マッチングは重
要ではありません。

同期の仕組み

入力タイムコードと出力タイムコードが指定したフレーム数だけずれたら、 MediaLive 出力タイム
コードシーケンスに不連続点を挿入し、出力タイムコードを現在の入力タイムコードと一致するよう
に設定します。

同期の主な欠点は、メタデータにタイムコードの不連続性を導入し、各出力タイムコードが一意であ
ることを保証できないことです。

タイムコードメタデータを出力に含めます。

個々の出力エンコードにタイムコードメタデータを含めるようにチャンネルを設定できます。タイム
コードメタデータは、フレームキャプチャを除くすべての出力グループでサポートされます。

タイムコードは出力エンコードの標準に従って挿入されます。

タイムコードメタデータ 857
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• H.264 — タイムコードは、ISO/IEC 14496-10-2005 のセクション D.1.2 に従い、pic_timing タイプ
の SEI メッセージに挿入されます。

• H.265 — ITU-T H.265 のセクション D.2.26 に従って、タイムコードタイプの SEI メッセージにタ
イムコードが挿入されます

• MPEG — タイムコードは ISO/IEC 13818-2-2000 (R2006) のセクション 6.2.2.6 に従って、各 
GOP ヘッダーに挿入されます

タイムコードメタデータを出力に含めるには

出力側では、各ビデオエンコードで、タイムコードを含めるかどうかを指定します。デフォルトで
は、タイムコードはビデオエンコードに含まれません。

1. 「チャンネルの作成 (Create Channel)」ページの「出力グループ (Output groups)」セクション
で、出力グループを選択し、次に出力を選択します。

2. [Stream settings] (ストリーム設定) セクションを表示し、[Video] (ビデオ) セクションを選択し
ます。コーデック設定で、このビデオエンコードのコーデックを選択します。追加のフィールド
が表示されます。

3. 「タイムコード」を選択し、「タイムコード挿入」でオプションを選択します。

• DISABLED – このエンコードにはタイムコードのメタデータは含まれません。

• PIC_TIMING_SEI (H.264 または H.265 用) または GOP_TimeCode (MPEG) — このエンコー
ドにはタイムコードメタデータが含まれます。

タイムコードを出力に書き込みます。

出力タイムコードを書き込むエンコードを設定できます。タイムコードは動画の一部になります。

タイムコード書き込み機能はタイムコードメタデータ機能とは独立していることに注意してくださ
い。タイムコードを書き込むのに、タイムコードメタデータを有効にする必要はありません。

タイムコードをビデオ出力に書き込むには

1. 「チャンネルの作成 (Create Channel)」ページの「出力グループ (Output groups)」セクション
で、出力グループを選択し、次に出力を選択します。

2. [Stream settings] (ストリーム設定) セクションを表示し、[Video] (ビデオ) セクションを選択し
ます。コーデック設定で、このビデオエンコードのコーデックを選択します。追加のフィールド
が表示されます。

タイムコードの書き込み 858
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3. 「タイムコード」を選択し、「タイムコードバーンイン」設定で「タイムコードバーニン」を選
択します。追加のフィールドが表示されます。

4. ビデオフレーム内のタイムコードのスタイルと位置を設定します。オプションの Prefix フィー
ルドに、任意の記述子を入力します。たとえば、UTC-1 と指定します。

トリックプレイトラックを実装する
トリックプレイは、デジタルビデオプレーヤーで早送りや巻き戻し機能など、アナログプレーヤーの
一部の機能を模倣するために使用されます。多くの場合、これらの機能には、トリックプレイトラッ
ク、つまりビデオプレーヤーを使用しているユーザーのためのビジュアルキューが含まれます。では
AWS Elemental MediaLive、出力グループにトラックアセットを含めることができます。その出力グ
ループのダウンストリームシステムでは、これらのアセットを使用して、トリックプレイの実装にビ
ジュアルキューを実装できます。

MediaLive には、これらのアセットを含める方法が 2 つあります。

• HLS 仕様に準拠した i-frame のみのマニフェスト。

• イメージメディアプレイリストの仕様、バージョン 0.4 に準拠したトリックプレイトラック。

MediaLive これらのメソッドを以下のようにサポートします。

• HLS 出力グループでは、 MediaLive 両方の方法をサポートします。

• MediaPackage 出力グループでは、 MediaLive Image Media プレイリスト仕様によるトリックプ
レイをサポートします。

トリックプレイトラックの実装を選択する

同じ出力グループ内の 1 つまたは両方のトリックプレイ方法に従うことができます。

いずれかの方法に従う前に、出力グループのダウンストリームシステムに連絡して、トリックプレイ
の実装方法を確認してください。以下をご確認ください。

• ダウンストリームシステムでトリックプレイトラックはサポートされますか。そうだとすれば、ど
のトリックプレイ仕様に従うのですか?

• サポートされている実装は必須ですか、それともオプションですか。これらの実装はどちら
も、HLS マニフェストに特定のラインを導入します。ラインがないと、ダウンストリームのシス
テムは? からの出力を処理できなくなります。 MediaLive
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ダウンストリームシステムは、これらの実装の両方をオプションと見なしている可能性がありま
す。

• i-frame のみのマニフェスト方式を選択した場合は、HLS 仕様に従ってダウンストリームシステム
がその方式をサポートしていることを確認します。ダウンストリームのシステムにバリエーショ
ンがあると、ダウンストリームのシステムがからの出力を処理できなくなる可能性があります。 
MediaLive MediaLive メソッドのカスタマイズはサポートされていません。

• イメージメディアプレイリスト方式を選択した場合は、イメージメディアプレイリストの仕様に
従って、ダウンストリームシステムがこの方法をサポートしていることを確認します。ダウンスト
リームのシステムにバリエーションがあると、ダウンストリームのシステムがからの出力を処理で
きなくなる可能性があります。 MediaLive MediaLive実装のカスタマイズはサポートされていませ
ん。

トピック

• i-frame でトラックをトリックプレイする

• イメージメディアプレイリスト仕様によるトリックプレイトラック

i-frame でトラックをトリックプレイする

HLS 出力グループでは、i-frame のみのマニフェストを提供することにより、トリックプレイトラッ
クに対応できます。

メソッドの仕組み

HLS 出力グループを作成する際には、通常の方法で 1 つ以上のビデオ出力を作成します。出力グ
ループ構造を思い出すには、「the section called “HLS または出力グループ MediaPackage ”」の図
表を参照してください。出力グループで、HLS 仕様に準拠した i-frame のみのマニフェストを作成す
るフィールドを有効にします。

MediaLive エンコードごとに 2 つの子マニフェストを生成します。1 つは通常の方法で動画を処理す
るためのマニフェストで、もう 1 つは I フレーム専用マニフェストです。i-frame のみのマニフェス
トを使用すると、ダウンストリームプレーヤーがリクエストする特定のビデオフレームを識別して、
トリックプレイトラックを構築できます。したがって、このトリックプレイトラックメソッドは、出
力グループに追加のエンコードを生成しません。

各 i-frame のみのマニフェストには、以下が含まれます。

i-frame でトラックをトリックプレイする 860
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• マニフェストが i-frame のみであることを示す 1 つの #EXT-X-I-FRAMES-ONLY  タグ。

• 多数の #EXT-X-BYTERANGE  エントリ。各エントリは i-frame の位置を識別します。

セットアップ

HLS 出力グループ全体について、トリックプレイトラックを 1 回セットアップします。

Note

このセクションで説明する内容は、チャンネルを作成する一般的な手順を理解していること
を前提としています。

i-frame のみのマニフェストをセットアップするには

HLS 出力グループを作成する際には、次の手順を含めます。

1. [HLS output group] (HLS 出力グループ) の [Manifest and segments] (マニフェストとセグメント) 
で、[I-frame only playlists] について [Enabled] (有効) を選択します。

2. 出力グループの残りのフィールドを通常どおりに設定します。動画、オーディオ、字幕の出力と
エンコードを設定する通常どおりに設定します。

イメージメディアプレイリスト仕様によるトリックプレイトラック

HLS MediaPackage または出力グループでは、Image Media Playlist 仕様、バージョン 0.4 に準拠し
たアセットを提供することで、トリックプレイトラックをサポートできます。 MediaLive 実装は仕
様の時間ベースの方法に従います。仕様はこちらです。

https://github.com/image-media-playlist/spec/blob/master/image_media_playlist_v0_4.pdf

Roku はこの仕様を実装するプラットフォームの一例です。

メソッドの仕組み

出力グループを作成する際には、動画、オーディオ、字幕のエンコードの標準出力を通常の方法で作
成します。出力グループ内のエンコードの構造を示す図表については、「the section called “HLS ま
たは出力グループ MediaPackage ”」を参照してください。

イメージメディアプレイリスト仕様によるトリックプレイトラック 861
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フレームキャプチャエンコード 1 つを含む出力も 1 つ作成します。エンコードは一連の JPEG ファ
イルで、各ビデオセグメントが 1 つのファイルとなり、キャプチャはビデオエンコードのセグメン
テーションに従います。このエンコードは、ダウンストリームプレイヤーでトリックプレイトラック
の実装に使用できるアセットです。

MediaLive メインマニフェストと子マニフェストを通常の方法で作成します。メインマニフェスト
には、フレームキャプチャエンコードの EXT-X-IMAGE-STREAM-INF タグが含まれます。フレーム
キャプチャエンコードの子マニフェストは EXT-X-IMAGES-ONLY タグを含みます。これらのタグの
内容と形式は、イメージメディアプレイリストの仕様に準拠しています。

セットアップ

出力グループのトリックプレイトラックをセットアップするには、フレームキャプチャで構成される
ビデオエンコードを含む追加の出力を作成します。1 つの出力グループに最大 3 つのフレームキャプ
チャ出力を追加し、チャンネルに最大 3 つのフレームキャプチャエンコードを追加できます。

Note

このセクションで説明する内容は、チャンネルを作成する一般的な手順を理解していること
を前提としています。

HLS 出力グループにフレームキャプチャエンコードを設定するには

HLS 出力グループにフレームキャプチャエンコードを作成するには、特殊なタイプの出力を作成
し、そのビデオコーデックを Frame Capture に設定します。

1. [HLS output group] (HLS 出力グループ) の [HLS outputs] (HLS 出力) で、[Add output] (出力の追
加) を選択して別の出力を追加します。

2. その出力では [設定] を選択し、[出力設定] で [HLS 設定] を [フレームキャプチャ hls] に設定しま
す。

3. 「ストリーム設定」で「ビデオ」を選択し、以下を含むビデオフィールドを設定します。

• [Width] (幅) と [Height] (高さ) — ダウンストリームシステムに連絡して正しい値を取得しま
す。値を推測する場合、ダウンストリームプレーヤーの環境が最適ではない可能性がありま
す。

• [Codec settings] (コーデック設定) — [Frame capture] (フレームキャプチャ) を選択します。

• [Capture interval] (キャプチャ間隔) — このフィールドの値を変更しないでください。空のま
まにして、フレームキャプチャでデフォルトの間隔が使用されるるようにしておきます。

イメージメディアプレイリスト仕様によるトリックプレイトラック 862
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4. [Audio 1] (オーディオ 1) を選択し、[Remove audio] (オーディオの削除) を選択して、コンテナ
が 1 つのエンコード (ビデオエンコード) のみを持つようにします。

MediaPackage出力グループにフレームキャプチャエンコードをセットアップするには

MediaPackage 出力グループにフレームキャプチャエンコードを作成するには、標準出力を作成し、
そのビデオコーデックをフレームキャプチャに設定します。

1. MediaPackage 出力グループの「出力」で、「MediaPackage 出力を追加」を選択して別の出力
を追加します。

2. その出力については、[Settings] (設定) を選択してから [Stream settings] (ストリーム設定) を選
択します。[Stream settings] (ストリーム設定) で [Video] (ビデオ) を選択します。

3. [Codec settings] (コーデック設定) で、[Frame capture] (フレームキャプチャ) を選択します。

4. 次のような、その他のビデオフィールドを設定します。

• [Width] (幅) と [Height] (高さ) — ダウンストリームシステムに連絡して正しい値を取得しま
す。値を推測する場合、ダウンストリームプレーヤーの環境が最適ではない可能性がありま
す。

• [Capture interval] (キャプチャ間隔) — このフィールドの値を変更しないでください。空のま
まにして、フレームキャプチャでデフォルトの間隔が使用されるるようにしておきます。

5. [Audio 1] (オーディオ 1) を選択し、[Remove audio] (オーディオの削除) を選択して、コンテナ
が 1 つのエンコード (ビデオエンコード) のみを持つようにします。

出力は ABR スタックの一部であり、HLS MediaPackage または出力グループの他のエンコードと同
じ宛先になります。

簡単な色空間変換の処理

ビデオソース内のカラースペースとカラースペースのメタデータをどのように取得し、 MediaLive 
ビデオ出力で操作するかを制御できます。各出力ビデオエンコードをカラースペースを変換または通
過させたり、カラースペースメタデータを含めたり除外したりするように設定できます。

すべてのビデオは特定のカラースペースに属します。カラースペースは動画の色の範囲を定義しま
す。ビデオには、カラースペースに関する情報を提供するカラースペースメタデータを含めることが
できます。メタデータがない場合でも、ビデオにはカラースペースが残っていますが、カラースペー
スを操作することはできません。 MediaLive

ビデオ — 色空間変換 863
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デフォルトの動作

デフォルトの動作では、カラースペースを通過し、カラースペースのメタデータをパススルーしま
す。

トピック

• このセクションが自分のチャンネルに当てはまるかどうかを確認してください。

• 色空間とビデオ解像度

• 色空間に関する一般的な情報

• カラースペースを通過させる。

• 色空間の変換

• 入力を設定する。

• 各出力での色空間処理の設定

• 色空間の処理方法が異なる場合の結果

• リファレンス:フィールドの場所

このセクションが自分のチャンネルに当てはまるかどうかを確認してくだ
さい。

このガイドには、カラースペースの処理に関するセクションが 2 つあります。このわかりやすい処
理セクションと、です。 the section called “ビデオ — 複雑な色空間変換”

現在のセクションでは、入力カラースペースとカラースペースのメタデータがすべてクリーンな場合
に行うことができる手順について説明しています。このセクションの手順は、他のセクションの手順
よりも短くなっています。

コンテンツがこれらの手順の要件を満たしているかどうかを確認するには、次の表を参照してくださ
い。表の各行には、このわかりやすい取り扱いに関するセクションで説明するさまざまなシナリオが
示されています。コンテンツに当てはまるシナリオを見つけてください。これらのシナリオのどれに
も当てはまらない場合は、必ずお読みくださいthe section called “ビデオ — 複雑な色空間変換”。

チャネルでの処理のタイプ。 カラースペースの特徴 入力内のメタデータの特徴

すべての出力でカラースペー
スを通過することになりま
す。

色空間はどのような色空間で
もかまいません。変換可能
な、 MediaLive または変換で

カラースペースのメタデータ
は正しいか、出力から削除す

このセクションが自分のチャンネルに当てはまるかどうかを確認してください。 864
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チャネルでの処理のタイプ。 カラースペースの特徴 入力内のメタデータの特徴

きる色空間でなくてもかまい
ません。

る準備ができている必要があ
ります。

変換する場合、 MediaLive カ
ラースペースまたはカラース
ペースは変換可能なカラース 
ペースの 1 つでなければなり
ません。

カラースペースは 1 つのソー
ス内で変更できますが、要件
を満たす必要があります。

カラースペースのメタデータ
が存在し、カラースペース
と一致している必要がありま
す。

少なくとも 1 つの出力でカ
ラースペースを変換しよう 
としています。他の出力でカ
ラースペースを通過させてい
る可能性があります。

パススルーの場合、ソースカ
ラースペースはどのカラース
ペースでもかまいません。変
換できる色空間、 MediaLive 
または変換できる色空間でな
くてもかまいません。

カラースペースのメタデータ
は正しいか、出力から削除す
る準備ができている必要があ
ります。

少なくとも 1 つの出力でカ
ラースペースを変換してい 
て、3D LUT ファイルを使用
している。

変換する場合、 MediaLive カ
ラースペースまたはカラース
ペースは変換できるカラース 
ペースのうちの 1 つでなけれ
ばなりません。

カラースペースは 1 つのソー
ス内で変更できますが、要件
を満たす必要があります。

カラースペースのメタデータ
が存在し、カラースペース
と一致している必要がありま
す。

3D LUT ファイルを使用して 
いる場合、コンテンツは適
切に構成されていると仮定し
ます。3D LUT ファイルの使
用方法については、このセ 
クションでのみ説明していま
す。(には記載されていません 
)。the section called “ビデオ 
— 複雑な色空間変換”

このセクションが自分のチャンネルに当てはまるかどうかを確認してください。 865
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チャネルでの処理のタイプ。 カラースペースの特徴 入力内のメタデータの特徴

パススルーの場合、カラース
ペースはどのカラースペース
でもかまいません。変換でき
る色空間、 MediaLive または
変換できる色空間でなくても
かまいません。

カラースペースのメタデータ
は正しいか、出力から削除す
る準備ができている必要があ
ります。

色空間とビデオ解像度

色空間は色の範囲を指します。 MediaLive 以下のカラースペースをサポートします。

• SDR (標準ダイナミックレンジ)

• HDR (ハイダイナミックレンジ) 色空間

解像度は動画のピクセル数を指します。 MediaLive 以下の解像度をサポートします。

• SD (標準解像度)。

• HD (高解像度)。

• UHD (超高精細)。UHD の場合、最大 4K MediaLive の解像度。

色空間と解像度は通常、以下の組み合わせで使用します。

• SDR 色空間は、SD、HD、および UHD ビデオに関連付けることができます。

• HDR 色空間は、HD または UHD ビデオに関連付けることができます。

HDR カラースペースは通常 SD MediaLive コンテンツに関連付けられていませんが、この組み合わ
せの取り込みには対応しています。

色空間に関する一般的な情報

以下に示しているのは、色空間に関する一般的な情報です。

トピック

• カラースペースのコンポーネント

色空間とビデオ解像度 866
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• MediaLive対応しているカラースペース規格

カラースペースのコンポーネント

カラースペースには次の 4 つの要素があります。

• ビデオコンテンツに適用される特定のカラースペース。色空間は、コンテンツに適用できるピクセ
ルカラーの範囲を指定します。

• 使用されている色空間を識別する色空間メタデータ。このメタデータが存在する場合、コンテンツ
はカラースペース用にマークされていると言われます。

• カラースペースに適用される明るさ関数。明るさ関数は各ピクセルの明るさを制御します。明るさ
は、ガンマテーブル、電気光学伝達関数 (EOTF)、伝達関数とも呼ばれます。

• 使用されている輝度関数を識別する輝度メタデータ。

• カラースペースに適用される表示メタデータ。すべての規格にこのメタデータがあるわけではあり
ません。

動画には特定の色空間と特定の輝度関数が使用されている場合があります。ビデオには、色の特徴を
説明するカラースペースのメタデータが含まれている場合もあります。

MediaLive対応しているカラースペース規格

各カラースペース標準は、カラースペースに関する特定の標準と、3 つのカラーデータセットの特定
の標準に準拠しています。

この表を読むには、最初の列でカラースペースを探し、そのカラースペースと 3 つのカラーデータ
の標準を確認してください。

MediaLive 「カラース
ペース」を表す用語

準拠する色空間の標 
準

この輝度関数 (ガンマ) 
規格に準拠していま 
す。

準拠する表示メタデ 
ータの標準

レック。601 レック。601 BT.1886 該当しません。この 
色空間には表示メタ 
データは含まれませ 
ん。
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MediaLive 「カラース
ペース」を表す用語

準拠する色空間の標 
準

この輝度関数 (ガンマ) 
規格に準拠していま 
す。

準拠する表示メタデ 
ータの標準

レック。709 レック。709 BT.1886 該当しません。この 
色空間には表示メタ 
データは含まれませ 
ん。

[HDR10] レック。2020 SMPTE ST 2084 (PQ) SMPTE ST 2086

HLG または HLG 
2020

レック。2020 HLG (rec。2020 
(ARIB_STD-B67/HLG)

該当しません。この 
色空間には表示メタ 
データは含まれませ 
ん。

ドルビービジョン 8.1 レック。2020 SMPTE ST 2084 (PQ) フレーム単位の独自 
のドルビービジョ
ン8.1メタデータ（ 
RPU）とストリー 
ム単位のSMPTE ST 
2086。

デフォルトの動作

チャンネルのデフォルト動作は、カラースペースを通過し、修正されていないカラースペースメタ
データをパススルーすることです。したがって、カラースペースをすべての出力に渡す場合は、カ
ラースペースの処理に関するこのセクション全体を読むのをやめてもかまいません。

カラースペースを通過させる。

カラースペースを通過するように設定できます。次のルールが適用されます。

• カラースペースは、サポートされているカラースペースでも、サポートされていないカラースペー
スでもかまいません。

• カラースペースのメタデータを含めたり、削除したりするように設定できます。

• 一部の出力ではカラースペースを通過させ、他の出力ではそのカラースペースを変換するように設
定できます。

パススルー 868
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色空間の変換

カラースペース自体を変換したり、動画のピクセルを変更したりするように設定できます。

MediaLive 特定の色空間変換を行うことができます。

チャンネル内の各出力を異なる処理に設定できます。たとえば、ある出力をカラースペースを 
HDR10 に変換するように設定し、1 つの出力を HLG に変換するように設定し、別の出力をカラース
ペースを通過するように設定できます。

トピック

• サポートされている変換タイプ

• 3D LUT ファイルによる処理のSupport

• 入力要件

• 出力要件

• 変換時のメタデータの処理

サポートされている変換タイプ

次の表の 1 列目にある出力カラースペースを確認してください。次に、2 列目を読み込んで、その出
力を生成できるソースカラースペースを探します。他の列では、 MediaLive 従来のカラースペース
マッピングを使用して変換を実行できるか、3D LUT ファイルを使用して変換を実行できるかを指定
します。

ソース内のこれらの 
カラースペースのい 
ずれか

出力に必要なカラー 
スペース。

MediaLive この変換を
標準メカニズムでサ
ポートします。

MediaLive 3D LUT 
ファイルを使用した 
この変換をサポート 
します。

レック。709、ホル
グ、HDR

レック。601 Yes Yes

レック。601、ホル
グ、HDR

レック。709 Yes Yes

レック。601、レッ
ク。709、ホルグ

[HDR10] Yes Yes
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ソース内のこれらの 
カラースペースのい 
ずれか

出力に必要なカラー 
スペース。

MediaLive この変換を
標準メカニズムでサ
ポートします。

MediaLive 3D LUT 
ファイルを使用した 
この変換をサポート 
します。

レッド。601、レッ
ク。709、HDR

HLG いいえ いいえ

[HDR10] ドルビービジョン 8.1 Yes いいえ

ドルビービジョン 8.1 がサポートするあら 
ゆるカラースペース 
MediaLive

いいえ いいえ

3D LUT ファイルによる処理のSupport

変換に 3D LUT ファイルを使用するようにチャンネルを設定できます。または、 MediaLive 標準の
変換メカニズムを使用することもできます。

3D LUT ファイルのリストを指定します。各 3D LUT ファイルには、特定のソースと出力の組み合わ
せのカラーマッピング情報が含まれています。たとえば、あるファイルには Rec. 709 を HDR10 に
変換するための情報が含まれています。

3D LUT ファイルを使用する

3D LUT ファイルの使用には次の規則が適用されます。

• 3D LUT ファイルの調達。3D LUT ファイルを提供する必要があります。 MediaLive にはビルトイ
ンファイルはありません。

• 組み合わせごとに 1 つのファイル。ソースと出力の組み合わせごとに 1 つのファイルを提供する
必要があります。たとえば、Rec. 601 を HDR10 に変換するためのファイルなどです。

• 最大 8 ファイル。チャンネルごとに最大 8 つのファイルを提供できます。つまり、最大 8 
MediaLive つのソース/出力コンバージョンの組み合わせがサポートされます。

• グローバルアプリケーション。MediaLive そのファイルが適用されるすべての出力で特定のファイ
ルを使用する。たとえば、Rec. 601 を HDR10 に変換するファイルがある場合、 MediaLive その
ファイルが適用されるすべての出力でそのファイルを使用します。出力によっては、標準の変換メ
カニズムを使用するようには設定できないものもあります。
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3D LUT ファイルの内容

ファイルの内容には以下の規則が適用されます。

• フォーマット。各 3D LUT ファイルが.cube 3D LUT 形式に従っていることを確認する必要があり
ます。

• 1 つの組み合わせにつき 1 ファイルまでです。各組み合わせに提供できる 3D LUT ファイルは 1 
つだけです。出力によっては、異なる 3D LUT ファイルを使用するよう設定できないものもありま
す。3D LUT MediaLive ファイルのリストを読み取るとき、最初に見つかったファイルをソースと
出力の組み合わせに使用します。

• HDR10 の輝度。MediaLive 最大輝度が 1000 ニットの HDR10 コンテンツを 4000 ニットに変換
できますが、サポートされる最大輝度は 1 つだけです。3D LUT MediaLive ファイルのリストを読
み取ると、HDR10 からの変換ごとに最初のファイルが検索されます。たとえば、1000 ニットの
ファイルと 4000 ニットのファイルが 1 つある場合でも、 MediaLive 最初に見つかったファイルの
みが使用されます。そのため、以下のガイドラインが適用されます。

• 1 つのチャンネルのすべての入力の HDR10 コンテンツがすべて同じ最大輝度であることを確認
する必要があります。ソースの最大輝度が異なる場合、 MediaLive コンテンツは変換されます
が、出力の輝度は最適ではありません。

• HDR10 から変換する各 3D LUT ファイルで、ルミナンス処理がソースの輝度に適していること
を確認してください。

入力要件

MediaLive サポートされているすべての入力タイプで、サポートされているカラースペースを使用で
きます。ただし、次の点に注意してください。

エレメンタルリンク入力

MediaLive AWS Elemental Linkデバイスからソースのカラースペースメタデータを読み取れない。
入力を設定する場合の回避策は、the section called “ステップ 1: 入力の設定”で説明されているよう
に、該当するカラースペースを指定することです。

ドルビービジョン 8.1 に変換するときのソース

• ビデオソースは HD または 4K 解像度である必要があります。つまり、ソースは 1080p 以上であ
る必要があります。
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• ビデオソースは HDR10 でなければなりません。HDR10 MediaLive 以外のコンテンツの一部が見
つかると、その部分の色空間と色空間のメタデータが渡されます。

• ビデオソースをファイルにすることはできません。つまり、ソースを MP4 ファイルまたはトラン
スポートストリームファイルの VOD アセットにすることはできません。

これらの制約はドルビービジョン8.1で規定されており、ドルビービジョン8.1規格を満たすドルビー
ビジョン8.1出力を生成するために必要な最低限のビデオ品質に関するものです。

出力要件

対応している出力タイプ

Dolby Vision 8.1 を除くすべてのカラースペースタイプは、すべての出力グループタイプに設定でき
ます。

ドルビービジョン 8.1 は、以下の出力グループタイプでのみ設定できます。

• アーカイブ

• HLS

• UDP

対応している出力コーデック

次の表は、出力カラースペースでサポートされるビデオコーデックを示しています。

出力カラースペース AVC (H.264) HEVC (H.265)

レック。601 Yes Yes

レック。709 Yes Yes

[HDR10]   Yes

HLG   Yes

ドルビービジョン 8.1   Yes

HDR10 またはドルビービジョン 8.1 出力に対応しているビデオプロファイル

変換 872



MediaLive ユーザーガイド

HDR10 またはドルビービジョン 8.1 出力の場合、ビデオプロファイルに 10BIT という用語が含まれ
ている必要があります。

変換時のメタデータの処理

カラースペースの変換を設定する場合、カラースペースのメタデータを含めるか除外するかを設定で
きます。

• カラースペースメタデータを含める。 MediaLive 新しい色空間を正確に記述するように色空間メ
タデータを変換します。

• 色空間メタデータは省略してください。下流のシステムでは色空間メタデータを正しく処理できな
いため、削除したほうがいいかもしれません。

MediaLive メタデータを削除しても、ソースにはカラースペースは残っていますが、カラースペー
スを識別する情報はありません。メタデータを削除しても、必ずしも色が劣化するわけではありま
せん。メタデータを削除しても、下流のプレーヤーは色をさらに豊かにするための拡張機能を実装
できなくなるだけかもしれません。

入力を設定する。

Note

このセクションでは、「設定:チャンネルの作成 」で説明しているチャンネルの作成または
編集に精通していることを前提としています。

このセクションでは、各ソース (入力) の設定方法について説明します。カラースペースを出力に渡
すときと、カラースペースを変換するときの両方に適用されます。

チャンネル内の各入力について、以下の手順に従ってください。

1. 入力が要件を満たしていることを確認してください。

2. 「チャンネルの作成」ページの入力用の「入力添付ファイル」セクションの「一般入力設定」セ
クションで、「ビデオセレクター」フィールドを開きます。

3. 以下のフィールドを設定します。

• カラースペース:「フォロー」を選択します。

(他のオプションは複雑な色空間の状況にのみ適用されます)。
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• 色空間の使用量:デフォルトのままにします。[カラースペース] を [フォロー] に設定した場
合、このフィールドは無視されます。

この値の組み合わせは、コンテンツ内のカラースペースメタデータがカラースペースを正しく識
別するため、 MediaLive そのメタデータを使用できることを示しています。

4. コンテンツの Max CLL と Max FALL の値を取得してください。ただし、次の状況に当てはまる
場合に限ります。

• MediaLive AWS Elemental Link入力はなどのデバイス用です。

• 入力カラースペースは HDR10 です。(つまり、Link デバイスからの出力は HDR10 です)。

• カラースペースを経由して出力するつもりです。

MediaLive AWS Elemental Linkデバイスからメタデータを読み取ることはできないため、この情
報が必要です。代わりに、次のステップでカラースペースと表示メタデータ (Max CLL と Max 
FALL) を手動で入力できます。

この入力を HDR10 から別のカラースペースに変換する予定であれば、これらの値は必要ありま
せん。

5. カラースペースの設定を次のように行います。

• 手順 4 の状況が当てはまる場合は、HDR10 を選択します (ソースカラースペースを特定す
るため)。次に、メタデータの値を取得したら、表示される Max CLL フィールドと Max Fall
フィールドにその値を入力します (入力にないメタデータを提供するため)。

• 当てはまらない場合は、「含めない」を選択してください。

各出力での色空間処理の設定

Note

このセクションでは、「設定:チャンネルの作成 」で説明しているチャンネルの作成または
編集に精通していることを前提としています。
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このセクションでは、希望するカラースペース処理（パススルーまたは変換）に合わせてチャンネル
内の各出力を設定する方法について説明します。出力はそれぞれ異なる方法で設定できます。

チャンネル内の各出力について、以下の手順に従ってください。

トピック

• 拡張 VQ モードを設定します。

• 3D LUT ファイルを準備します。

• 3D LUT ファイルを使用するようにチャンネルを設定します。

• パススルーの設定

• 変換するための設定

拡張 VQ モードを設定します。

出力で拡張 VQ モードを有効にするかどうかを決める必要があります。このモードは、H.264 を使用
する出力にのみ適用されます。

1. 次の表の最初の列で予定されている処理を探し、読み進めて実行するアクションを特定してくだ
さい。

2. 拡張 VQ モードを有効にするには、「the section called “動画 – 拡張 VQ”」を参照してください。

計画処理 詳細 アクション

パススルー ビデオ品質を向上させるため
に拡張 VQ を有効にする予定
はすでにあるでしょう。

モードを有効にします。

SDR に変換 入力には SDR と HDR の両方
のコンテンツが含まれます。

このモードを有効にする必要
があります。

SDR に変換 入力には SDR コンテンツのみ
が含まれます。たとえば、す
べての入力が Rec.709 で、そ
の内容を Rec に変換したいと
します。601。

モードの有効化は任意です。
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計画処理 詳細 アクション

あらゆる変換 いずれの入力にも HDR10 ま
たは HLG はありません。

モードの有効化は任意です。

あらゆる変換 ビデオ品質を向上させるため
に拡張 VQ を有効にする予定
はすでにあるでしょう。

モードを有効にします。

3D LUT ファイルを準備します。

出力の色空間を変換する予定で、その変換に 3D LUT ファイルを使用したい場合は、以下の手順を実
行してください。3D LUT ファイルを入手して、アクセス可能な場所に保存する必要があります。

1. the section called “3D LUT ファイル”ルールと要件については以下をお読みください。

2. チャンネル内のすべての出力に対して実行したいコンバージョンの組み合わせを特定してくださ
い。最大 8 つのファイルを指定できるため、変換の組み合わせは最大 8 通り実行できます。

3. それぞれの組み合わせの 3D LUT ファイルを入手してください。HDR ソース用のファイルの場合
は、ソースの最大輝度と一致するファイルを入手してください。

各 3D LUT ファイルが処理するソースと出力の組み合わせを把握しておいてください。ファイル
には、その組み合わせを見つけるためのメタデータは含まれていません。 MediaLive 代わりに、 
MediaLive ファイルを選択する必要があるときは、（次のステップで）チャンネルを設定すると
きに指定した情報を読み取ります。

4. ファイルを Amazon S3 の 1 つ以上のバケットに保存します。このチャネルで使用したいファイ
ルの URL をメモしておきます。Amazon S3 のバケット (1 つまたは複数) MediaLive にアクセス
できることを確認してください。

例

たとえば、Rec にソースがあるかもしれません。601、レコード 709、HDR10。ある出力では 
HDR10 ソースを Rec. 709 に変換し、別の出力では SDR ソースを HDR10 に変換したい場合があり
ます。次の表は、その意図をまとめたものです。
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ソース 参考文書 709 の出力 HDR10 アウトプット

レック。601 標準メカニズムを使用して変
換します。

3D LUT ファイルを使用して 
変換

レック。709 変換なし 3D LUT ファイルを使用して 
変換

[HDR10] 3D LUT ファイルを使用して 
変換

変換なし

そのため、次の 3 つのファイルを提供する必要があります。

• レコード 601 から HDR10 へ

• レコード 709 から HDR10 へ

• HDR10 からレックへ 709

変換がない場合は、ファイルを提供しないほうがいいことに注意してください。 MediaLive ソー
スカラースペースを保持し、カラーマッピングのみを変更する処理はサポートしていません。 
MediaLive そのファイルは絶対に使用しません。

また、出力の違いはごくわずかであるため、Rec. 601 を Rec. 709 に変換するファイルを提供しない
ことにしたことにも注意してください。 MediaLive Rec. 601 のソースを Rec. 709 に変換しますが、
変換には標準のメカニズムを使用します。

3D LUT ファイルを使用するようにチャンネルを設定します。

出力の色空間を変換する予定で、その変換に 3D LUT ファイルを使用したい場合は、以下の手順を実
行してください。 MediaLive これらのファイルを使用するように設定する必要があります。

1. 「チャンネルの作成」ページの「一般設定」セクションで、「色補正設定」を選択します。「色
補正設定を有効にする」 フィールドをスライドさせます。

2. 「グローバルカラーコレクションを追加」を最大 8 回まで選択します。各行に、次の情報を入力
します。

• 3D LUT ファイルの URL。

• このファイルが処理する入力 (ソース) カラースペース。
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• このファイルが処理する出力カラースペース。

ランタイム処理

MediaLive チャンネルを開始すると、3D LUT ファイルが以下のように使用されます。

• MediaLive 各ソースビデオフレームのカラースペースメタデータを読み取ります。たとえば、ある
フレームについて、メタデータがカラースペースを Rec と指定している場合があります。601。

• 出力ごとに設定したカラースペースを読み取ります。たとえば、ビデオ出力が HDR10 に変換する
ように設定されている場合があります。

• MediaLive 各ファイルについて設定した情報を読み取り、ソースと出力に一致する最初のファイル
を見つけます。

ソースと出力が同じ場合 (たとえば、Rec. 601 ソースと Rec. 601 出力)、 MediaLive はファイルを
検索しません。常にカラースペースを通過します。

同じ入力と出力が指定された 3D LUT ファイルが複数ある場合は、 MediaLive 最初に見つかった
ファイルを使用します。

• MediaLive そのファイルを使用して、ソースと出力の組み合わせを変換します。

• この組み合わせに対応するファイルがない場合は、標準のメカニズムを使用して (つまり 3D LUT 
カラーマッピングを使用せずに) MediaLive 変換を実行します。

パススルーの設定

1 つ以上の出力でソースカラースペースを通過するように設定できます。設定する主なフィールド
は、「カラースペース」と「カラーメタデータ」です。

1. 「チャンネルの作成」ページの「出力グループ」セクションで、ビデオを含む出力を選択しま
す。[Stream settings] (ストリーム設定) セクションを表示し、[Video] (ビデオ) セクションを選択
します。

2. コーデック設定では、コーデックを選択します。各コーデックがサポートするカラースペースに
ついては、を参照してください。the section called “出力要件”

3. 「コーデックの詳細」を選択します。追加のフィールドが表示されます。[Additional settings] (追
加設定) を選択します。追加のフィールドが表示されます。

「カラーメタデータ」で、「挿入」または「無視」を選択して、カラースペースメタデータの処
理方法を指定します。
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4. 「カラースペース」を選択します。「カラースペース」設定フィールドが表示されます。

「カラースペースパススルー」を選択します。(または、「含めない」を選択します。これはカ
ラースペースパススルーと同等です。)

変換するための設定

1 つまたは複数の出力でカラースペースを変換するように設定できます。複数のフィールドをそれぞ
れ特定の方法で設定する必要があります。

1. 「チャンネルの作成」ページの「出力グループ」セクションで、動画を含む出力を選択しま
す。[Stream settings] (ストリーム設定) セクションを表示し、[Video] (ビデオ) セクションを選択
します。

2. [Width] (幅) および [Height] (高さ) フィールドに入力して、有効な解像度を指定しま
す。SD、HD、または UHD のいずれの解像度を指定しているかをメモします。

3. 「コーデック設定」 で、コーデックを選択します。各コーデックがサポートするカラースペース
については、を参照してください。the section called “出力要件”

4. 「コーデックの詳細」を選択します。追加のフィールドが表示されます。[プロファイル]、[階層
(H.265 のみ)]、[レベル] の各フィールドを設定します。

• 解像度が SD の場合は、要件に合った値を入力します。

• 解像度が HD または UHD の場合は、要件に合わせて階層とレベルを設定し、プロファイルを次
のように設定します。

• 出力カラースペースが HDR カラースペースになる場合は、名前に 10 ビットが含まれるプロ
ファイルのいずれかを選択する必要があります。

• 出力カラースペースが SDR カラースペースになる場合は、任意のプロファイルを選択できま
す。

5. 「カラースペース」を選択します。「カラースペース」設定フィールドが表示されます。

フィールドを変換先のカラースペースに設定します。

HDR10 を選択すると、「最大コール数」と「最大フォール値」フィールドが表示されます。これ
らのフィールドを入力して、HDR10 出力ビデオの表示メタデータを設定します。

6. 「コーデックの詳細」に戻り、「その他の設定」を選択します。カラーメタデータなど、さらに
多くのフィールドが表示されます。
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「カラーメタデータ」で、「挿入」または「無視」を選択して、カラースペースメタデータの処
理方法を指定します。通常は、下流のシステムでは正しく処理できないことがわかっている場合
にのみ省略します。

色空間の処理方法が異なる場合の結果

このセクションでは、出力でのカラースペースの設定方法に応じて、 MediaLive ソース入力に表示
されるカラースペースとカラースペースのメタデータを処理する方法について説明します。

トピック

• カラースペース変換の一般的な処理プロセス

• カラースペースを通過したときの結果

• カラースペースを SDR に変換したときの結果です。

• カラースペースを HDR10 に変換したときの結果

• カラースペースをドルビービジョン 8.1 に変換したときの結果

カラースペース変換の一般的な処理プロセス

カラースペースの変換を指定する出力では、 MediaLive 出力内の各ビデオフレームに対して次の手
順を実行します。

初期検証

• MediaLive ソースビデオが入力要件を満たしていること、およびサポートされているカラースペー
ス内にあることを確認します。この検証に失敗すると、 MediaLive 必ずカラースペースを通過し
ます。

• ソースビデオが要件を満たしている場合、 MediaLive 出力ビデオとコーデックが正しく設定され
ていることを確認します。この検証に失敗した場合は、 MediaLive 指定されたコーデックを使用
しますが、カラースペースを通過します。

• MediaLive チャンネルが 3D LUT ファイルを使用するように設定されているかどうかを判断しま
す。

設定された 3D LUT ファイルでの処理

MediaLive 各フレームのソースと出力のカラースペースを調べます。
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• ソースとカラースペースが同じ場合、 MediaLive カラースペースは変更されないため、3D LUT 
ファイルは検索されません。例えば、ソースが HDR10 で、出力を HDR10 に設定した場合、 
MediaLive カラースペースはソース内のままになります。

• ソースとカラースペースが異なる場合は、 MediaLive ソースと出力カラースペースの組み合わせ
に対応するファイルを探します。

• ファイルが見つかると、そのファイルを使用して変換されます。

• ファイルが見つからない場合は、標準のメカニズムを使用して色空間を変換します。

3D LUT ファイルが設定されていない状態での処理

チャンネルが 3D LUT ファイルを使用するように設定されていない場合は、 MediaLive 標準のメカ
ニズムを使用してカラースペースを変換します。

各種類のソース/出力変換の結果について詳しくは、以下のセクションを参照してください。

カラースペースを通過したときの結果

カラースペースを通過する出力を 1 つ以上設定する場合は、このセクションをお読みください。次
の表は、 MediaLive ソース内で発生する各タイプのカラースペースの処理方法を示しています。

MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

MediaLive 対応しているすべてのカラースペー
スのコンテンツ

出力の色空間や明るさには影響しません。

存在する 3 つのカラーフォーマットメタデータ
フィールドのいずれかを通過します。

カラースペースを SDR に変換したときの結果です。

色空間を Rec.601 または Rec に変換する出力を 1 つ以上設定する場合は、このセクションをお読み
ください。709。次の表は、 MediaLive ソース内で発生する各タイプのカラースペースの処理方法を
示しています。

MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

同じ SDR 色空間のコンテンツ • 出力の色空間には影響しません。

• 色空間メタデータをパススルーします。

ステップ 3: 結果を出力する 881
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MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

• 明るさメタデータをパススルーします。

他の SDR 色空間のコンテンツ • 選択した SDR 色空間と明るさ関数にコンテ
ンツを変換します。変換では、ピクセルを元
のコード値と同じ色を表すコード値にマッピ
ングします。

• 新しい色空間を指定するように色空間メタ
データを変更します。

• 明るさメタデータをパススルーします。これ
が適切なのは、2 つの SDR 色空間によって
同じ明るさ関数が使用されるためです。

HDR10 のコンテンツ 出力コーデックが H.264 で、拡張 VQ を有効
にしている場合、 MediaLive 次の処理を行いま
す。

• 選択した SDR 色空間と明るさ関数にコンテ
ンツを変換します。変換によって色が小さい
方の色空間に収まります。

• 新しい色空間を指定するように色空間メタ
データを変更します。

• 新しい標準を指定するように明るさメタデー
タを変更します。

• 表示メタデータをすべて削除します。

変換後、コンテンツは新しい色空間に完全に準
拠します。色が濃くなくなります。新しい明る
さ関数と同じ色になります。

拡張 VQ を有効にしていない場合は、 
MediaLive 何も変換されません。色空間メタ
データ、明るさメタデータ、表示メタデータを 
パススルーします。

ステップ 3: 結果を出力する 882
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MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

出力コーデックが H.265 の場合、次の処理が 
実行されます。 MediaLive

• 選択した SDR 色空間と明るさ関数にコンテ
ンツを変換します。変換によって色が小さい
方の色空間に収まります。

• 新しい色空間を指定するように色空間メタ
データを変更します。

• 新しい標準を指定するように明るさメタデー
タを変更します。

• 表示メタデータをすべて削除します。

変換後、コンテンツは新しい色空間に完全に準
拠します。色が濃くなくなります。新しい明る
さ関数と同じ色になります。

ステップ 3: 結果を出力する 883
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MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

HLG のコンテンツ 出力コーデックが H.264 で、拡張 VQ を有効
にしている場合は、 MediaLive 次の処理を行い
ます。

• 選択した SDR 色空間と明るさ関数にコンテ
ンツを変換します。変換によって色が小さい
方の色空間に収まります。

• 新しい色空間を指定するように色空間メタ
データを変更します。

• 新しい標準を指定するように明るさメタデー
タを変更します。

変換後、コンテンツは新しい色空間に完全に準
拠します。色が濃くなくなります。新しい明る
さ関数と同じ色になります。

拡張 VQ を有効にしていない場合は、 
MediaLive 何も変換されません。色空間メタ
データと明るさメタデータをパススルーします 
。

ステップ 3: 結果を出力する 884
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MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

出力コーデックが H.265 の場合、次の処理が 
実行されます。 MediaLive

• 選択した SDR 色空間と明るさ関数にコンテ
ンツを変換します。変換によって色が小さい
方の色空間に収まります。

• 新しい色空間を指定するように色空間メタ
データを変更します。

• 新しい標準を指定するように明るさメタデー
タを変更します。

変換後、コンテンツは新しい色空間に完全に準
拠します。色が濃くなくなります。新しい明る
さ関数と同じ色になります。

カラースペースを HDR10 に変換したときの結果

カラースペースを HDR10 に変換する出力を 1 つ以上設定する場合は、このセクションをお読みくだ
さい。次の表は、 MediaLive ソース内で発生する各タイプのカラースペースの処理方法を示してい
ます。

MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

SDR 色空間のコンテンツ • コンテンツを新しい色空間と明るさ関数に変
換します。変換では、ピクセルを元のコード
値と同じ色を表すコード値にマッピングしま
す。

• 新しい色空間を指定するように色空間メタ
データを変更します。

• 新しい標準を指定するように明るさメタデー
タを変更します。

ステップ 3: 結果を出力する 885
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MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

• Max CLL と Max FALL を入力すると、これ 
らのフィールドの値が表示メタデータに挿入
されます。

コンテンツのピクセル値に変更はありません。
この変換により実際に、小さい方の SDR 色空
間が大きい方の HDR 色空間に合わせて調整さ
れ、同じ色を表す新しいコード値にピクセルが
マッピングされます。

この変換により実際に、既存の色が豊かになる
わけではありません。ただし、コンテンツの明
るい部分は明るく、暗い部分は暗くなります。

HDR10 のコンテンツ • 出力の色空間には影響しません。

• 色空間メタデータをパススルーします。

• 明るさメタデータと表示メタデータをパスス
ルーします。

HLG のコンテンツ • 色空間の変換は行われず、コンテンツのピ
クセル値も変化しません。これが適切なの
は、HDR10 と HLG は同じ色空間を使用する
ためです (明るさ関数と表示メタデータのみ
が異なります)。

• コンテンツを新しい明るさ関数に変換しま
す。

• 色空間メタデータを新しい色空間に変更しま
す。

• 明るさメタデータを変更して、新しい標準を
指定します。

• Max CLL と Max FALL を入力すると、 
MediaLive それらのフィールドの値が表示メ
タデータに挿入されます。

ステップ 3: 結果を出力する 886
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カラースペースをドルビービジョン 8.1 に変換したときの結果

カラースペースを Dolby Vision 8.1 に変換する出力を1つ以上設定する場合は、このセクションをお
読みください。次の表は、 MediaLive ソース内で発生する各タイプのカラースペースの処理方法を
示しています。

MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

HDR10 のコンテンツ 適切なコンテンツをドルビービジョン 8.1 
MediaLive に変換すると、次の変更が行われま
す。

• HDR10 と Dolby Vision 8.1 はどちらも同じ
色空間を使用しているため、ピクセル値は変 
更されません。

• 新しい色空間を識別するために色空間メタ
データが変更されます。

• 新しい輝度関数をコンテンツに適用します。

• コンテンツのドルビービジョン 8.1 ディスプ
レイメタデータを計算します。

変換後、カラースペースは変更されません。た
だし、コンテンツの明るい部分は明るく、暗い
部分は暗くなります。

サポートされているその他のカラースペースの
コンテンツ

MediaLive その部分の色空間と色空間のメタ
データを渡します。

リファレンス:フィールドの場所

カラースペースの処理方法がわかっていて MediaLive、 MediaLive コンソールのどこにフィールドが
あるかを覚えておけばよい場合は、このセクションをお読みください。情報は、チャンネルページ上
のフィールドの位置によって、上から下にソートされます。

リファレンス:フィールドの場所 887
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トピック チャンネルページ上の場所 フィールド

カラースペース入力処理 入力添付ファイル ビデオセレクター

カラースペースの使 
用

最大コール数AWS Elemental Link
デバイスからの入力
の表示メタデータを
入力します。

入力添付ファイル 「ビデオセレクター
」>「カラースペース
設定」 マックス・フォール

3D LUT ファイルを使
用するようにチャン
ネルを設定します。

全般設定 色補正設定 URL

入力カラースペース

出力カラースペース

「ストリーム設定」 
>「ビデオ」

Codec settings (コー
デック設定)

プロファイル

階層

ビデオコーデックの 
出力、設定

「出力グルー
プ」>「出力」

「ストリーム設定」
、「ビデオ」、
「コーデック設
定」、「コーデック
の詳細」

レベル

出力、カラースペー 
スの変換

「出力グループ」、
「出力」

「ストリーム設定」
、「ビデオ」、「カ
ラースペース」

カラースペース設定

カラースペースメタ 
データを出力、含め 
る、または省略

「出力グループ」、
「出力」

「ストリーム設定」
 、「ビデオ」、
「コーデック設
定」、「コーデック
の詳細」、「その他
の設定」

カラーメタデータ

リファレンス:フィールドの場所 888
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トピック チャンネルページ上の場所 フィールド

最大コール数HDR10 に変換する
場合のみ、表示メタ
データを出力、含め
るよう指定

出力グループ、次に
 「出力」

「ストリーム設定」
、「ビデオ」、「カ
ラースペース」、
「カラースペース設
定」

マックス・フォール

品質レベル出力、拡張 VQ の設
定、出力コーデック
が H.264 の場合のみ

「出力」グループ、 
「出力」

「ストリーム設定」
、「ビデオ」、
「コーデック設
定」、「その他の
エンコーディング設
定」

フィルター設定

複雑な色空間変換の処理

Important

the section called “どのセクションを読むべきか”このセクションを読んでおくべきかどうか
を判断してください。

すべてのビデオは特定のカラースペースに属します。カラースペースは動画の色の範囲を定義しま
す。ビデオにはカラースペースのメタデータを含めることができます。このメタデータは、カラース
ペースに関する情報を提供します。カラースペースのメタデータが欠落している場合でも、ビデオに
はカラースペースが残っていますが、ビデオプロセッサーがカラースペースを操作することはできま
せん。 MediaLive

ビデオソース内のカラースペースとカラースペースのメタデータをどのように取得し、 MediaLive 
ビデオ出力で操作するかを制御できます。各出力ビデオエンコードをカラースペースを変換または通
過させたり、カラースペースメタデータを含めたり除外したりするように設定できます。

デフォルトの動作

デフォルトの動作では、カラースペースを通過し、カラースペースメタデータをパススルーします。

トピック

ビデオ — 複雑な色空間変換 889
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• どのセクションを読むべきか

• カラースペースの処理オプション

• 色空間に関する一般的な情報

• カラースペースの処理の一般的な手順

• ソースのカラースペースを評価してください。

• 入力のカラースペースメタデータの処理

• 各出力での色空間処理の設定

• 異なるカラースペースの処理による結果

• リファレンス:フィールドの場所

どのセクションを読むべきか

このガイドには、カラースペースの処理に関するセクションが 2 つあります。the section called “ビ
デオ — 色空間変換”本セクションとセクションです。

the section called “このセクションが自分のチャンネルに当てはまるかどうかを確認してくださ
い。”に記載されている要件をお読みくださいthe section called “ビデオ — 色空間変換”。コンテンツ
がこれらの要件をすべて満たしていない場合は、代わりにこのセクションの手順に従ってください。

このセクションでは、次のような複雑な状況に対処するための手順について説明します。

• コンテンツ内のカラースペースメタデータの正確性の評価。

• コンテンツ内のメタデータをクリーンアップします。

• 1 つの入力で、入力内で色空間が切り替わるコンテンツ。

• サポートされている色空間とサポートされていない色空間を組み合わせたコンテンツの変換。

これらの要件は、ライブストリームに変換する VOD ファイルのコンテンツによく適用されま
す。VOD ファイルは、それぞれ異なるカラースペースを持つ複数の異なるソースをつなぎ合わせて
作成されている場合があります。カラースペースが不明な古いコンテンツや、メタデータが欠落して
いたり、不正確だったりしたコンテンツが含まれている可能性があります。

どのセクションを読むべきか 890
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カラースペースの処理オプション

すべてのビデオは特定のカラースペースに属します。カラースペースは動画の色の範囲を定義しま
す。ビデオにはカラースペースのメタデータを含めることができます。このメタデータは、カラース
ペースに関する情報を提供します。カラースペースのメタデータが欠落している場合でも、ビデオに
はカラースペースが残っていますが、ビデオプロセッサーがカラースペースを操作することはできま
せん。 MediaLive

ビデオソース内のカラースペースとカラースペースのメタデータをどのように取得し、 MediaLive 
ビデオ出力で操作するかを制御できます。

出力ビデオエンコードをそれぞれ設定して、カラースペースをさまざまな方法で処理できます。

オプション カラースペースの処理 カラースペースメタデータの
処理

パススルーとインクルード パススルー パススルー (修正版またはオリ 
ジナル版)

パススルーと削除 パススルー Remove

変換して含める 変換 新しいカラースペースメタ
データを生成

変換と削除 [変換] Remove

アウトプットの処理範囲

チャンネル内の各出力を異なる処理に設定できます。例えば、ある出力をカラースペースを HDR10 
に変換するように設定し、1 つの出力を HLG に変換するように設定し、別の出力をカラースペース
を通過するように設定できます。詳細については、「the section called “パススルー”」および「the 
section called “変換”」を参照してください。

色空間に関する一般的な情報

以下に示しているのは、色空間に関する一般的な情報です。

トピック

• 定義

ハンドリングオプション 891
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• サポートされているカラースペース規格

• カラースペースを通過させる

• 色空間の変換

• 入力と出力の要件

定義

カラースペースには次の 4 つのコンポーネントがあります。

• ビデオコンテンツに適用される特定のカラースペース。色空間は、コンテンツに適用できるピクセ
ルカラーの範囲を指定します。

• 使用されている色空間を識別する色空間メタデータ。このメタデータが存在する場合、コンテンツ
はカラースペース用にマークされていると言われます。

• カラースペースに適用される明るさ関数。明るさ関数は各ピクセルの明るさを制御します。明るさ
は、ガンマテーブル、電気光学伝達関数 (EOTF)、伝達関数とも呼ばれます。

• 使用されている輝度関数を識別する輝度メタデータ。

• カラースペースに適用される表示メタデータ。すべての規格にこのメタデータがあるわけではあり
ません。

動画には特定の色空間と特定の輝度関数が使用されている場合があります。ビデオには、色の特徴を
説明するカラースペースのメタデータが含まれている場合もあります。

サポートされているカラースペース規格

各カラースペース標準は、カラースペースに関する特定の標準と、3 つのカラーデータセットに関す
る特定の標準に準拠しています。

この表を読むには、最初の列でカラースペースを探し、そのカラースペースと 3 つのカラーデータ
の標準を確認してください。

MediaLive 「カラース
ペース」を表す用語

準拠する色空間の標 
準

準拠する明るさ関数 
の標準

準拠する表示メタデ 
ータの標準

レコード 601 または
レック 601

レック。601 BT.1886 該当しません。この 
色空間には表示メタ 

一般情報 892
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MediaLive 「カラース
ペース」を表す用語

準拠する色空間の標 
準

準拠する明るさ関数 
の標準

準拠する表示メタデ 
ータの標準

データは含まれませ 
ん。

レコード 709 または
レック 709

レック。709 BT.1886 該当しません。この 
色空間には表示メタ 
データは含まれませ 
ん。

[HDR10] レック。2020 SMPTE ST 2084 (PQ) SMPTE ST 2086

HLG または HLG 
2020

レック。2020 HLG (rec。2020 該当しません。この 
色空間には表示メタ 
データは含まれませ 
ん。

ドルビービジョン 8.1 レック。2020 SMPTE ST 2084 (PQ) フレーム単位の独自 
のドルビービジョ
ン8.1メタデータ（ 
RPU）とストリー 
ム単位のSMPTE ST 
2086。

カラースペースを通過させる

カラースペースを通過するように設定できます。カラースペースのメタデータを含めたり、削除した
りするように設定できます。パススルーでビデオ出力で希望の品質を実現するには、カラースペース
メタデータが正確である必要があります。

パススルーには以下の組み合わせが考えられます。

• カラースペースを通過させ、カラースペースのメタデータを修正せずにパススルーする (メタデー
タが正確であることがわかっているため)。

• カラースペースを通過させ、修正後にカラースペースのメタデータをパススルーします。

一般情報 893
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• カラースペースを通過させ、修正せずにカラースペースメタデータを削除します。下流のシステム
では適切に処理できないため、カラースペースのメタデータを削除したほうがいいかもしれませ
ん。

MediaLive メタデータを削除しても、ソースにはカラースペースは残っていますが、カラースペー
スを識別する情報はありません。メタデータを削除しても、必ずしも色が劣化するわけではありま
せん。メタデータを削除しても、下流のプレーヤーは色をさらに豊かにするための拡張機能を実装
できなくなるだけかもしれません。

デフォルトの動作

デフォルトの動作では、カラースペースを通過し、修正されていないカラースペースのメタデータを
パススルーします。

色空間の変換

カラースペース自体を変換するように、つまりビデオのピクセルを変更するように設定できます。

MediaLive 対応しているカラースペースだけを変換できます。the section called “対応しているカ
ラースペース” を参照してください。

変換できる組み合わせは次のとおりです。

• 色空間を変換し、色空間のメタデータを含めます。 MediaLive 新しい色空間を正確に記述するよ
うに色空間メタデータを変換します。

• 色空間を変換しますが、色空間メタデータは省略します。下流のシステムではカラースペースのメ
タデータを正しく処理できないため、削除したほうがいいかもしれません。

MediaLive メタデータを削除しても、ソースにはカラースペースは残っていますが、カラースペー
スを識別する情報はありません。メタデータを削除しても、必ずしも色が劣化するわけではありま
せん。メタデータを削除しても、下流のプレーヤーは色をさらに豊かにするための拡張機能を実装
できなくなるだけかもしれません。

Warning

入力にどの色空間が適用されるかをコンテンツプロバイダーが教えてくれない場合は、色空
間の変換を試みるべきではありません。これを行うと、動画の品質が低下する可能性があり
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ます。カラースペースを通過させる必要があります。また、下流のシステムが不正確な情報
を読み取らないように、色空間のメタデータも削除する必要があります。

MediaLive ソースコンテンツのメタデータに基づいて、あるカラースペースから別のカラースペース
に変換します。 MediaLive 動画を調べて、メタデータで識別されたカラースペースと実際に一致し
ているかどうかを判断しようとはしません。

サポートされている変換タイプ

次の表は、出力で特定の色空間に変換できるソースのカラースペースを示しています。

ソース内のこれらのカラース
ペースのいずれか

出力ではこの色空間に変換で
きます。

レック。709、ホルグ、HDR レック。601

レック。601、ホルグ、HDR レック。709

レック。601、レック。709、
ホルグ

[HDR10]

なし。HLG への変換はサポー
トされていません。

HLG

[HDR10]

HDR10 MediaLive 以外のコン
テンツの一部が見つかると、 
その部分の色空間と色空間の
メタデータが渡されます。

ドルビービジョン 8.1

入力と出力の要件

トピック

• サポートされる入力

• 対応している出力タイプ

• サポートされる出力コーデック
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サポートされる入力

AWS Elemental Liveサポートされているすべての入力タイプで、サポートされているカラースペー
スで操作できる。ただし、次の点に注意してください。

• Elemental Link 入力の処理: MediaLive AWS Elemental Linkデバイスからソースの色空間メタデー
タを読み取ることはできません。入力を設定する場合の回避策は、で説明されているように、該当
するカラースペースを指定することです。the section called “メタデータを強制的に修正する”

• ドルビービジョン 8.1 への変換:

• ビデオソースは HD または 4K 解像度である必要があります。つまり、ソースは 1080p 以上で
ある必要があります。

• ビデオソースは HDR10 でなければなりません。HDR10 MediaLive 以外のコンテンツの一部が
見つかると、その部分の色空間と色空間のメタデータが渡されます。

• ビデオソースをファイルにすることはできません。つまり、ソースを MP4 ファイルの VOD ア
セットやトランスポートストリームの VOD アセットにすることはできません。

これらの制約はドルビービジョン8.1で規定されており、ドルビービジョン8.1規格を満たすドル
ビービジョン8.1出力を生成するために必要な最低限のビデオ品質に関するものです。

対応している出力タイプ

Dolby Vision 8.1 を除くすべてのカラースペースタイプは、すべての出力グループタイプに設定でき
ます。

ドルビービジョン 8.1 は、以下の出力グループタイプでのみ設定できます。

• アーカイブ

• HLS

• UDP

サポートされる出力コーデック

以下の表は、出力カラースペースでサポートされるコーデックを示しています。

出力カラースペース AVC (H.264) HEVC (H.265)

レック。601 Yes Yes
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出力カラースペース AVC (H.264) HEVC (H.265)

レック。709 Yes Yes

[HDR10]   Yes

HLG   Yes

ドルビービジョン 8.1   Yes

HDR10 またはドルビービジョン 8.1 出力に対応しているビデオプロファイル

HDR10 またはドルビービジョン 8.1 出力の場合、ビデオプロファイルに 10BIT という用語が含まれ
ている必要があります。

カラースペースの処理の一般的な手順

チャンネル内のカラースペースの処理手順は、出力のカラースペースの受け渡しと変換のどちらでも
同じです。

1. すべての入力の色空間を評価し、好みに応じて色空間を処理できるかどうかを判断する必要が
あります。the section called “ソースのカラースペースを評価してください。” を参照してくださ
い。

2. ソースを評価して、カラースペースのメタデータが正しいことを確認する必要があります。

• パススルーの場合:カラースペースのメタデータを組み込む予定がある場合は、そのメタデータ
を評価する必要があります。メタデータが正しくないと、ダウンストリームのプレーヤーはカ
ラースペースを正しく処理できません。

• 変換用: MediaLive このメタデータを読み込んでソースの色空間を決定し、正しい変換式を適用
できるようにします。そのため、出力からメタデータを削除する場合でも、メタデータを評価
する必要があります。

the section called “ステップ 1: メタデータを評価する” を参照してください。

3. カラースペースのメタデータを修正する必要がある場合は、入力で修正してください。各入力は
個別に設定します。

the section called “ステップ 2: メタデータの修正” を参照してください。

4. 出力がカラースペースを通過または変換するように設定し、カラースペースのメタデータを含め
るか除外するかを設定します。the section called “出力を構成する” を参照してください。
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ソースのカラースペースを評価してください。

1. 各入力のコンテンツプロバイダーに問い合わせてください。以下の情報を提供します。

• コンテンツに適用されるカラースペースの名前。

• 各入力が 1 つのカラースペースのみで構成されているのか、複数のカラースペースで構成され
ているのか。

• カラースペースのメタデータが正確かどうか。(この情報は次のセクションで使用します)。

2. 次の情報を読んで、色空間をパススルーしない理由があるのか、それとも変換しないのか判断し
てください。

トピック

• 不明なカラースペース

• パススルーの制限

• 変換に関する制限事項

不明なカラースペース

入力にどの色空間が適用されるかをコンテンツプロバイダーが教えてくれない場合は、色空間の変換
を試みるべきではありません。これを行うと、動画の品質が低下する可能性があります。

カラースペースを通り抜ける可能性があります。この場合、下流システムが不正確な情報を読み取ら
ないように、カラースペースのメタデータを削除する必要があります。

パススルーの制限

サポート対象カラースペースのパススルー

MediaLive サポートしているカラースペースをパススルーできる。

サポートされていないカラースペースのパススルー

MediaLive サポートされていないカラースペースをパススルーできる可能性があります。次のいずれ
かが当てはまる可能性があります。

• MediaLive 入力を取り込み、色空間と色空間のメタデータを渡すことができる可能性があります。

• また、入力は取り込んでも許容できない出力を生成する場合もあります。
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• また、入力の取り込みに失敗して、イベントが入力損失動作ルーチンに従うようになる場合もあり
ます (たとえば、出力にスレートが表示されるなど)。

パススルーと出力コーデック

MediaLive パススルーしたいカラースペースをサポートしている場合でも、出力コーデックが原因で
制限がある場合があります。

1 つの出力でもカラースペースを通過させたい場合は、チャンネル内のすべての入力が、出力のコー
デックでサポートされているカラースペースになければなりません。コーデックについて詳しくは、
を参照してください。the section called “サポートされる出力コーデック”

たとえば、カラースペースを通過させたい出力があるとします。その出力を H.264 でエンコードし
たいとします。チャンネル入力の 1 つにドルビービジョン 8.1 のコンテンツが含まれていると仮定
します。ただし、（入力からの）ドルビービジョンのカラースペースを H.264 に含めることはでき
ません。 MediaLive 設定は受け付けますが、サポートされていないカラースペースの出力部分は劣
化します。

回避策は、すべての入力のすべてのカラースペースでサポートされる出力コーデックを選択すること
です。

チャンネル内のパススルーのルールが全入力のカラースペースに基づいている点に注目してくださ
い。

変換に関する制限事項

MediaLive 特定の色空間への変換をサポートしている場合でも、出力コーデックによって制限がある
場合があります。

出力で特定の色空間に変換する場合、その出力に設定するコーデックがその色空間をサポートしてい
る必要があります。

例えば、H.264 でエンコードしたい出力があって、すべてのソースカラースペースを HDR10 に変換
したいとします。ただし、HDR10 を H.264 に含めることはできません。 MediaLive この方法では設
定できません。H.264 を選択すると、出力カラースペースを指定したフィールドから HDR10 のオプ
ションが削除されます。

回避策は、カラースペース変換でサポートされている出力コーデック (H.265) を選択することです。

チャンネルでの変換のルールは、個々の出力の色空間とコーデックに基づいていることに注意してく
ださい。
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入力のカラースペースメタデータの処理

入力の色空間を評価し、色空間メタデータをクリーンアップする必要があるかどうかを判断する必要
があります。出力の正しい処理を決定するには、この評価を行う必要があります。

トピック

• ステップ 1: ソースの色空間メタデータを評価する

• ステップ 2: メタデータを修正するためのオプション

• ステップ 3: メタデータを修正するように入力をセットアップする

ステップ 1: ソースの色空間メタデータを評価する

出力を設定する前に、入力のカラースペースメタデータを変更する必要があるかどうかを判断する必
要があります。この決定を下すには、入力のメタデータの品質を評価する必要があります。

Important

イベントの入力側での処理は、色空間メタデータの変更に関するもので、色空間そのものを
変更することではありません。処理とは、出力での計画的な処理に備えて、入力の色空間を
正しく識別できるようにメタデータを変更することです。
ビデオを別のカラースペースに変換するのはで行われますthe section called “出力を構成す
る”。

入力を評価するには

1. すべての入力の色空間メタデータの精度に関する情報は、すでに得ているはずです。

2. すべての入力に含まれるすべてのカラースペースのメタデータの存在と正確さを書き留めておき
ます。

以下が当てはまる場合、色空間メタデータは正確です。

• このメタデータは入力に含まれており、カラースペースを正確に識別します。つまり、カラー
スペースは正確にマークされているということです。

カラースペースのメタデータは存在しても、1 つ以上の点で不正確である可能性があります。

• 不正解:メタデータが色空間と一致しません。
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• 不明:メタデータは色空間を不明とマークします。

• サポートされていません: MediaLive メタデータがサポートしていないカラースペースを指定
しています。 MediaLive このメタデータは読み込まれません。

• 見つからない:動画の全部または一部にカラースペースメタデータがない可能性があります。

3. このステップは以下の状況にのみ適用されます。

• MediaLive 入力はなどのデバイス用ですAWS Elemental Link。

• 入力カラースペースは HDR10 です。

• カラースペースを経由して出力するつもりです。

コンテンツの最大CLLと最大FALLの値を取得します。

MediaLive AWS Elemental Linkデバイスからメタデータを読み取れない。ただし、カラースペー
スと表示メタデータ（Max CLLとMax FALL）は、チャンネル設定で手動で入力できます。

この入力を HDR10 から別のカラースペースに変換する予定であれば、これらの値は必要ありま
せん。

ステップ 2: メタデータを修正するためのオプション

ステップ 1 では、入力内のカラースペースメタデータの状態を評価しました。次に、不正確なメタ
データをクリーンアップできるかどうかを判断する必要があります。

MediaLive Dolby Vision 8.1 またはサポートされていないカラースペースを除くすべてのカラース
ペースのカラースペースメタデータをクリーンアップできます。

Note

チャンネル内のカラースペースを変換する場合は、すべての入力のメタデータが正確である
か、クリーンアップされている必要があります。クリーンアップできない入力が 1 つでもあ
れば、出力のカラースペースを変換することはできません。カラースペースを通過するよう
に設定する必要があります。
カラースペースを通過させてそのメタデータを含める場合は、すべての入力のメタデータが
正確であるか、クリーンアップされている必要があります。ダウンストリーム・システムは
このメタデータを読み取るため、正確でなければなりません。クリーンアップできない入力
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が 1 つでもあれば、カラースペースを通過させることはできますが、出力ではカラースペー
スを省略する必要があります。

トピック

• シナリオ A — メタデータが正しい

• シナリオ B — メタデータを強制的に修正できる

• シナリオ C — フォールバックによるメタデータの修正

• シナリオ D — メタデータを修正できない

シナリオ A — メタデータが正しい

入力内容の評価中に、次のことが判明した可能性があります。

• コンテンツが 1 つのカラースペースに含まれていて、カラースペースがサポートされており、カ
ラースペースのメタデータが正確である。

• また、コンテンツのさまざまな部分が異なるカラースペースに属し、各部分の色空間メタデータが
正確である場合もあります。

出力のメタデータを処理するには、次のオプションがあります。

メタデータを含めてください。

の手順に従いthe section called “ステップ 3: 入力を設定する”、キーフィールドを次のように設定し
ます。

• [Color space] (色空間) フィールド — [FOLLOW] (フォロー) に設定します。

• カラースペース使用量フィールド — MediaLive このフィールドは無視されます。

処理中 MediaLive 、カラースペースを識別するためにメタデータを読み取ります。

メタデータを削除します。

カラースペースのメタデータは正確ですが、削除することをすでに決めているかもしれません。たと
えば、カラースペースは入力内や、ある入力と別の入力の間で頻繁に変更される場合があります。 
MediaLive 下流にメタデータの変更を処理できないシステムがあることはご存知でしょう。
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それでも色空間を変換したり、色空間を通過させたりすることはできます。メタデータは信頼性が高
いため、カラースペースを変換しても安全です。

の手順に従いthe section called “ステップ 3: 入力を設定する”、キーフィールドを次のように設定し
ます。

• [Color space] (色空間) フィールド — [FOLLOW] (フォロー) に設定します。

• カラースペース使用量フィールド — MediaLive このフィールドは無視されます。

処理中 MediaLive 、カラースペースを識別するためにメタデータを読み取ります。

シナリオ B — メタデータを強制的に修正できる

入力内容の評価中に、次のことが判明した可能性があります。

• コンテンツが 1 つのカラースペースに含まれていて、そのカラースペースがサポートされてい
る。

• カラースペースのメタデータが不正確です。不正確、欠落、不明、またはサポートされていない 
(サポートされていないカラースペースとして不正確にマークされている) など、 MediaLiveどのよ
うな組み合わせでもかまいません。

これは、入力がデバイスからのものである場合に必ず当てはまるシナリオであることに注意してくだ
さい。AWS Elemental Link

出力のメタデータを処理するには、次のオプションがあります。

メタデータを修正してください。

メタデータを修正できます。の手順に従いthe section called “ステップ 3: 入力を設定する”、キー
フィールドを次のように設定します。

• [Color space ] (色空間) フィールド — 許容できないメタデータを含む色空間に設定します。

• [Color space usage] (色空間の使用) フィールド — [FORCE] (強制) に設定します

処理中に MediaLive 、欠落しているメタデータ、マークされていないメタデータ、不明なメタデー
タのすべてについて、指定されたカラースペースのメタデータを作成します。また、既存のすべての
メタデータが指定された色空間に変更されます。(メタデータが強制的に変更されます)。
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取り込み後は、入力内のすべてのコンテンツが一貫して 1 つのカラースペースとしてマークされま
す。

シナリオ C — フォールバックによるメタデータの修正

入力内容の評価中に、次のことが判明した可能性があります。

• コンテンツのさまざまな部分が異なるカラースペースに含まれている。これらの色空間はすべてサ
ポートされています。

• 1 つのカラースペースのメタデータは、どこでも不正確であるか、正確である場合と不正確な場合
があります。

• 他のすべてのカラースペースのコンテンツのメタデータは正確です。

たとえば、入力に Rec.601 コンテンツがあり、その部分が不正確にマークされているとします。ま
た、欠落している部分、不明な部分、またはサポートされていない部分もあります。入力には、正確
にマークされた HDR10 コンテンツと HLG コンテンツも含まれています。

出力のメタデータを処理するには、次のオプションがあります。

メタデータを修正してください。

の手順に従いthe section called “ステップ 3: 入力を設定する”、キーフィールドを次のように設定し
ます。

• カラースペースフィールド — メタデータが矛盾するカラースペース (上の例では Rec.601) を設定
します。

• [Color space usage] (色空間の使用) フィールド — [FALLBACK] (フォールバック) に設定します

取り込み時に、見つからない MediaLive 、マークされていない、不明なすべてのビデオコンテンツ
について、特定のカラースペースのメタデータを作成します。サポートされているカラースペースの
メタデータは変更されません。(既存のメタデータにフォールバックします)。そのため、正確にマー
クされた Rec.601 や、正確にマークされた HDR10 や HLG のコンテンツは変更されません。

取り込み後は、コンテンツが複数のカラースペースに含まれていても、入力内のすべてのコンテンツ
に一貫してマークが付けられます。

カラースペースメタデータの設定 904



MediaLive ユーザーガイド

シナリオ D — メタデータを修正できない

入力内容の評価中に、次のことが判明した可能性があります。

• コンテンツのさまざまな部分が異なるカラースペースに含まれている。これらの色空間はすべてサ
ポートされています。

• メタデータは複数のカラースペースでは不正確です。(これを、1 つの色空間についてのみメタ
データが正確でないシナリオ C と比較してください)。

あるいは、次のことが判明したかもしれません。

• コンテンツプロバイダは、カラースペースやそのメタデータに関する正確な情報を提供できない。

出力のメタデータを処理するには、次のオプションがあります。

メタデータを削除します。

MediaLive 修正できるのは 1 つのカラースペースのメタデータのみであるため、このコンテンツをク
リーンアップする方法はありません。このシナリオでは、メタデータはカラースペースの種類によっ
て不正確になります。

カラースペースのメタデータを強制することはできません。例えば、付随するカラースペースを正
しく識別することもあれば、そうでないこともあるので、強制的に Rec. 601 にすることはできませ
ん。メタデータが正確でないと、(出力の色空間を変換した場合) 変換が不正確になったり、(出力の
色空間を通過した場合) 表示の質が低下したりします。

の手順に従いthe section called “ステップ 3: 入力を設定する”、キーフィールドを次のように設定し
ます。

• [Color space] (色空間) フィールド — [FOLLOW] (フォロー) に設定します。

• カラースペース使用量フィールド — MediaLive このフィールドは無視されます。

MediaLive 処理中はメタデータを読み込まない。

カラースペースメタデータが正しい他の入力であっても、どの出力でもカラースペースを変換するこ
とはできません。
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ステップ 3: メタデータを修正するように入力をセットアップする

前のステップでは、各入力の色空間メタデータを修正する方法を確認しました。このセクションで
は、必要な修正を行うために各入力を設定する方法について説明します。

Note

このセクションでは、「設定:チャンネルの作成 」で説明しているチャンネルの作成または
編集に精通していることを前提としています。

チャンネルにアタッチされた各入力を設定するには

1. [Create Channel] (チャンネルの作成) ページの [Input attachments] (入力アタッチ) セクション
で、[Video selector] (ビデオセレクタ) の [Video selector] (ビデオセレクタ) を選択します。

2. [Color space] (色空間) と [Color space usage] (色空間の使用方法) で、適切な値を設定します。
この手順の後の表を参照してください。

3. この手順は、HDR10 を選択し、 MediaLive 接続されている入力がなどのデバイス用でAWS 
Elemental Link、コンテンツを別のカラースペースに変換する予定がある場合にのみ適用されま
す。コンテンツの最大 CLL と 最大 FALL の値を指定する必要があります。この情報はコンテン
ツプロバイダーから取得したはずです。

「Max CLL」フィールドと「Max Fall」フィールドに値を入力します。

以下の表の各行は、2 つのフィールドの有効な組み合わせとその組み合わせの結果を示しています。

「カラースペース」フィール
ド

カラースペース使用フィール
ド

結果

フォロー このフィールドは無視されま
す。

パススルー。 MediaLive カ
ラースペースのメタデータは
変更されません。

REC_601 または

REC_709 または

Force クリーンアップ。 MediaLive 
すべてのコンテンツに、指定
された色空間を使用している
ものとしてマークします。
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「カラースペース」フィール
ド

カラースペース使用フィール
ド

結果

HDR10 または

HLG または

ドルビービジョン 8.1

REC_601 または

REC_709 または

HDR10 または

HLG または

ドルビービジョン 8.1

Fallback (フォールバック) クリーンアップ。 MediaLive 
マークされていない、不明と
マークされている、またはサ
ポートされていないカラース
ペースでマークされているコ
ンテンツの一部にのみ、指定
された色空間を使用している
とコンテンツにマークを付け
ます。

各出力での色空間処理の設定

ではthe section called “ハンドリングオプション”、各出力のカラースペースの処理方法が決まってい
るはずです。入力内容を評価したときに、計画を調整した可能性があります。これで、出力の色空間
を処理するための明確な計画ができたはずです。

トピック

• ステップ 1: 拡張 VQ モードについて決める

• ステップ 2: カラースペースを処理するための出力を設定する

ステップ 1: 拡張 VQ モードについて決める

出力で拡張 VQ モードを有効にするかどうかを決定する必要があります。このモードは、H.264 を使
用する出力にのみ適用されます。

次の表の最初の列で予定されている処理を探し、読み進めて実行するアクションを特定してくださ
い。拡張 VQ モードを有効にするには、「the section called “動画 – 拡張 VQ”」を参照してくださ
い。
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計画した変換 詳細 アクション

SDR に変換 入力には SDR と HDR の両方
のコンテンツが含まれます。

このモードを有効にする必要
があります。

SDR に変換 入力には SDR コンテンツのみ
が含まれます。たとえば、す
べての入力が Rec.709 で、そ
の内容を Rec に変換したいと
します。601。

このモードを有効にする必要
はありません。

どんなハンドリングでも いずれの入力にも HDR10 ま
たは HLG はありません。

このモードを有効にする必要
はありません。

どんなハンドリングでも ビデオ品質を上げるために、
拡張 VQ を既に有効にしてい 
ます。

このモードを有効のままにし
ます。

ステップ 2: カラースペースを処理するための出力を設定する

以下の手順に従って、各出力での色空間処理を設定します。出力ごとに異なる色空間処理を設定でき
ます。例えば、ある出力では元の色空間をパススルーするように、別の出力では元の色空間を変換す
るように設定できます。

Note

このセクションでは、「設定:チャンネルの作成 」で説明しているチャンネルの作成または
編集に精通していることを前提としています。

トピック

• パススルーの設定

• 変換するための設定
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パススルーの設定

1 つまたは複数の出力でソースカラースペースをパススルーするように設定できます。設定する主な
フィールドは、「カラースペース」と「カラーメタデータ」です。

1. 「チャンネルの作成」ページの「出力グループ」セクションで、ビデオを含む出力を選択しま
す。

2. [Stream settings] (ストリーム設定) セクションを表示し、[Video] (ビデオ) セクションを選択しま
す。

3. コーデック設定では、コーデックを選択します。各コーデックがサポートするカラースペースに
ついては、を参照してください。the section called “サポートされる出力コーデック”

4. 「コーデックの詳細」を選択します。追加のフィールドが表示されます。[Additional settings] (追
加設定) を選択します。追加のフィールドが表示されます。

「カラーメタデータ」で、「挿入」または「無視」を選択して、カラースペースメタデータの処
理方法を指定します。

5. 「カラースペース」を選択します。カラースペース設定フィールドが表示されます。「カラース
ペースパススルー」を選択します。(または、「含めない」を選択します。これはカラースペース
パススルーと同等です。)

変換するための設定

1 つまたは複数の出力のカラースペースを変換するように設定できます。複数のフィールドがあり、
それぞれ特定の方法で設定する必要があります。

1 つまたは複数の出力でソースカラースペースを変換するように設定できます。

1. 「チャンネルの作成」ページの「出力グループ」セクションで、ビデオを含む出力を選択しま
す。

2. [Stream settings] (ストリーム設定) セクションを表示し、[Video] (ビデオ) セクションを選択しま
す。

3. [Width] (幅) および [Height] (高さ) フィールドに入力して、有効な解像度を指定しま
す。SD、HD、または UHD のいずれの解像度を指定しているかをメモします。

4. 「コーデック設定」 で、コーデックを選択します。各コーデックがサポートするカラースペース
については、を参照してください。the section called “サポートされる出力コーデック”

5. 「コーデックの詳細」を選択します。追加のフィールドが表示されます。[プロファイル]、[階層
(H.265 のみ)]、[レベル] の各フィールドを設定します。
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• 解像度が SD の場合は、要件に合った値を入力します。

• 解像度が HD または UHD の場合は、要件に合わせて階層とレベルを設定し、プロファイルを次
のように設定します。

• 出力カラースペースが HDR カラースペースになる場合は、名前に 10 ビットが含まれるプロ
ファイルのいずれかを選択する必要があります。

• 出力カラースペースが SDR カラースペースになる場合は、任意のプロファイルを選択できま
す。

6. 「カラースペース」を選択します。カラースペース設定フィールドが表示されます。

このフィールドを、変換先のカラースペースに設定します。

HDR10 を選択すると、「最大コール数」と「最大フォール値」フィールドが表示されます。これ
らのフィールドに入力して表示メタデータを設定します。

7. 「コーデックの詳細」に戻り、「その他の設定」を選択します。カラーメタデータなど、さらに
多くのフィールドが表示されます。「カラーメタデータ」で、「挿入」または「無視」を選択し
て、カラースペースメタデータの処理方法を指定します。

異なるカラースペースの処理による結果

このセクションでは、出力でのカラースペースの設定方法に応じて、 MediaLive ソース入力に表示
されるカラースペースとカラースペースのメタデータの処理方法について説明します。

トピック

• カラースペースを通過したときの結果

• カラースペースをSDRに変換したときの結果

• カラースペースを HDR10 に変換したときの結果

• カラースペースをドルビービジョン 8.1 に変換したときの結果

• カラースペースのメタデータを削除したときの結果です。

カラースペースを通過したときの結果

カラースペースを通過する出力を 1 つ以上設定する場合は、このセクションをお読みください。次
の表は、 MediaLive ソース内で発生する各タイプのカラースペースの処理方法を示しています。
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MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

MediaLive 対応しているすべてのカラースペー
スのコンテンツ

出力の色空間や明るさ (ピクセル値) には影響
しません。

存在する 3 つのメタデータセットのいずれかを
パススルーします。

MediaLive サポートしているが出力コーデック
ではサポートされていないカラースペースのコ
ンテンツ。

この変換はサポートされていません。変換後、
コンテンツのカラーマップは完全に間違ってし
まいます。

不明またはサポートされていない色空間でマー
クされたコンテンツ

出力の色空間や明るさ (ピクセル値) には影響
しません。

コンテンツを不明な色空間でマークされたまま
にします。

明るさメタデータと表示メタデータをパスス
ルーします。

コンテンツ (色空間メタデータなし) 出力の色空間や明るさ (ピクセル値) には影響
しません。

コンテンツをマークなしのままにします (色空
間メタデータなし)。

カラースペースをSDRに変換したときの結果

色空間を Rec.601 または Rec に変換する出力を 1 つ以上設定する場合は、このセクションをお読み
ください。709。次の表は、 MediaLive ソース内で発生する各タイプのカラースペースの処理方法を
示しています。

MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

同じ SDR 色空間のコンテンツ • 出力の色空間 (ピクセル値) には影響しませ
ん。

• 色空間メタデータをパススルーします。
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MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

• 明るさメタデータをパススルーします。

他の SDR 色空間のコンテンツ • 選択した SDR 色空間と明るさ関数にコンテ
ンツを変換します。変換では、ピクセルを元
のコード値と同じ色を表すコード値にマッピ
ングします。

• 新しい色空間を指定するように色空間メタ
データを変更します。

• 明るさメタデータをパススルーします。これ
が適切なのは、2 つの SDR 色空間によって
同じ明るさ関数が使用されるためです。

HDR10 のコンテンツ 出力コーデックが H.264 で、Enhanced VQ を
有効にしている場合、 MediaLive 次の処理が実
行されます。

• 選択した SDR 色空間と明るさ関数にコンテ
ンツを変換します。変換によって色が小さい
方の色空間に収まります。

• 新しい色空間を指定するように色空間メタ
データを変更します。

• 新しい標準を指定するように明るさメタデー
タを変更します。

• 表示メタデータをすべて削除します。

変換後、コンテンツは新しい色空間に完全に準
拠します。色が濃くなくなります。新しい明る
さ関数と同じ色になります。

VQ を有効にしていない場合は、 MediaLive 何
も変換されません。色空間メタデータ、明るさ
メタデータ、表示メタデータをパススルーしま
す。
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MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

出力コーデックが H.265 の場合、次の処理が 
実行されます。 MediaLive

• 選択した SDR 色空間と明るさ関数にコンテ
ンツを変換します。変換によって色が小さい
方の色空間に収まります。

• 新しい色空間を指定するように色空間メタ
データを変更します。

• 新しい標準を指定するように明るさメタデー
タを変更します。

• 表示メタデータをすべて削除します。

変換後、コンテンツは新しい色空間に完全に準
拠します。色が濃くなくなります。新しい明る
さ関数と同じ色になります。

結果:出力 913



MediaLive ユーザーガイド

MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

出力コーデックが H.264 で、拡張 VQ を有効
にしている場合は、 MediaLive 次の処理を行い
ます。

• 選択した SDR 色空間と明るさ関数にコンテ
ンツを変換します。変換によって色が小さい
方の色空間に収まります。

• 新しい色空間を指定するように色空間メタ
データを変更します。

• 新しい標準を指定するように明るさメタデー
タを変更します。

変換後、コンテンツは新しい色空間に完全に準
拠します。色が濃くなくなります。新しい明る
さ関数と同じ色になります。

VQ を有効にしていない場合は、 MediaLive 何
も変換されません。色空間メタデータと明るさ
メタデータをパススルーします。

HLG のコンテンツ

出力コーデックが H.265 の場合、次の処理が 
実行されます。 MediaLive

• 選択した SDR 色空間と明るさ関数にコンテ
ンツを変換します。変換によって色が小さい
方の色空間に収まります。

• 新しい色空間を指定するように色空間メタ
データを変更します。

• 新しい標準を指定するように明るさメタデー
タを変更します。

変換後、コンテンツは新しい色空間に完全に準
拠します。色が濃くなくなります。新しい明る
さ関数と同じ色になります。
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MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

ドルビービジョン 8.1 のコンテンツ この変換はサポートされていません。変換後、
コンテンツのカラーマップは完全に間違ってし
まいます。

不明またはサポートされていない色空間でマー
クされたコンテンツ

MediaLive サポートされていないカラースペー
スの入力をどのように処理するかについては何
も約束できません。以下のいずれかが当てはま
る可能性があります。

• MediaLive 入力を取り込んで、色空間とすべ
ての色空間のメタデータを渡すことができる
かもしれません。

• また、入力は取り込まれても許容できない出
力が生成されることもあります。

• また、入力の取り込みに失敗して、イベント
が入力損失動作ルーチンに従うようになる場
合もあります (たとえば、出力にスレートが
表示されるなど)。

コンテンツ (色空間メタデータなし) • 出力の色空間 (ピクセル値) には影響しませ
ん。

• コンテンツをマークなしのままにします (色
空間メタデータなし)。

• 明るさメタデータと表示メタデータをパスス
ルーします。

カラースペースを HDR10 に変換したときの結果

カラースペースを HDR10 に変換する出力を 1 つ以上設定する場合は、このセクションをお読みくだ
さい。次の表は、 MediaLive ソース内で発生する各タイプのカラースペースの処理方法を示してい
ます。
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MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

SDR 色空間のコンテンツ • コンテンツを新しい色空間と明るさ関数に変
換します。変換では、ピクセルを元のコード
値と同じ色を表すコード値にマッピングしま
す。

• 新しい色空間を指定するように色空間メタ
データを変更します。

• 新しい標準を指定するように明るさメタデー
タを変更します。

• Max CLL と Max FALL を入力すると、これ 
らのフィールドの値が表示メタデータに挿入
されます。

この変換により、小さな SDR 色空間が大きい 
HDR 色空間に収まり、ピクセルが同じ色を表 
す新しいコード値にマッピングされます。

この変換により実際に、既存の色が豊かになる
わけではありません。ただし、コンテンツの明
るい部分は明るく、暗い部分は暗くなります。

HDR10 のコンテンツ • 出力の色空間 (ピクセル値) には影響しませ
ん。

• 色空間メタデータをパススルーします。

• 明るさメタデータと表示メタデータをパスス
ルーします。

HLG のコンテンツ • 色空間の変換は行われず、コンテンツのピ
クセル値も変化しません。これが適切なの
は、HDR10 と HLG は同じ色空間を使用する
ためです (明るさ関数と表示メタデータのみ
が異なります)。

• コンテンツを新しい明るさ関数に変換しま
す。
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MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

• 色空間メタデータを新しい色空間に変更しま
す。

• 明るさメタデータを変更して、新しい標準を
指定します。

• Max CLL と Max FALL を入力すると、 
MediaLive それらのフィールドの値が表示メ
タデータに挿入されます。

ドルビービジョン 8.1 のコンテンツ この変換はサポートされていません。変換後、
コンテンツのカラーマップが完全に間違ってい
る可能性があります。

不明またはサポートされていない色空間でマー
クされたコンテンツ

MediaLive サポートされていないカラースペー
スのソースコンテンツをどのように処理するか
については、一切お約束できません。以下のい
ずれかが当てはまる可能性があります。

• MediaLive 入力を取り込んで、色空間とすべ
ての色空間のメタデータを渡すことができる
かもしれません。

• また、入力は取り込まれても許容できない出
力が生成されることもあります。

• また、入力の取り込みに失敗して、イベント
が入力損失動作ルーチンに従うようになる場
合もあります (たとえば、出力にスレートが
表示されるなど)。

コンテンツ (色空間メタデータなし) • コンテンツのピクセル値は変更されません。

• コンテンツをマークなしのままにします。

• 明るさメタデータと表示メタデータをパスス
ルーします。

結果:出力 917
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カラースペースをドルビービジョン 8.1 に変換したときの結果

カラースペースを Dolby Vision 8.1 に変換する出力を1つ以上設定する場合は、このセクションをお
読みください。次の表は、 MediaLive ソース内で発生する各タイプのカラースペースの処理方法を
示しています。

MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

HDR10 のコンテンツ 適切なコンテンツをドルビービジョン 8.1 
MediaLive に変換すると、次の変更が行われま
す。

• HDR10 と Dolby Vision 8.1 はどちらも同じ
色空間を使用しているため、ピクセル値は変 
更されません。

• 新しい色空間を識別するために色空間メタ
データが変更されます。

• 新しい輝度関数をコンテンツに適用します。

• コンテンツのドルビービジョン 8.1 ディスプ
レイメタデータを計算します。

変換後、カラースペースは変更されません。た
だし、コンテンツの明るい部分は明るく、暗い
部分は暗くなります。

サポートされているその他のカラースペースの
コンテンツ

MediaLiveその部分の色空間と色空間のメタ
データを渡します。

不明またはサポートされていない色空間でマー
クされたコンテンツ

コンテンツ (色空間メタデータなし)

HDR10 以外のコンテンツをドルビービジョン 
8.1 に変換しても、ドルビービジョン 8.1 が意
図する用途には適合しません。カラースペー
スを変換すると、コンテンツのカラーマップが
まったく正しくなくなります。

結果:出力 918
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カラースペースのメタデータを削除したときの結果です。

1 つ以上の出力をカラースペースを通過させるように設定したり、カラースペースを変換したりし
て、カラースペースメタデータを削除することを選択した場合は、このセクションをお読みくださ
い。次の表は、 MediaLive ソース内で発生する各タイプのカラースペースの処理方法を示していま
す。

MediaLive 遭遇する色空間 MediaLive カラースペースの処理方法

MediaLive 対応しているすべてのカラースペー
スのコンテンツ

コンテンツ (色空間メタデータなし)

• 出力の色空間や明るさ (ピクセル値) には影
響しません。

• 色空間メタデータを削除します。

出力に色空間メタデータ、明るさメタデータ、
または表示メタデータは含まれません。

不明またはサポートされていない色空間でマー
クされたコンテンツ

MediaLive サポートされていないカラースペー
スの入力をどのように処理するかについては、
一切お約束できません。以下のいずれかが当て
はまる可能性があります。

• MediaLive 入力を取り込んで、色空間とすべ
ての色空間のメタデータを渡すことができる
かもしれません。

• また、入力は取り込まれても許容できない出
力が生成されることもあります。

• また、入力の取り込みに失敗して、イベント
が入力損失動作ルーチンに従うようになる場
合もあります (たとえば、出力にスレートが
表示されるなど)。

リファレンス:フィールドの場所

カラースペースの処理方法を知っていて MediaLive、 MediaLive コンソールのどこにフィールドがあ
るかを覚えておくだけでよい場合は、このセクションをお読みください。

リファレンス:フィールドの場所 919
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トピック チャンネルページ上の場所 フィールド

カラースペース入力処理 入力添付ファイル ビデオセレクター

カラースペースの使 
用

最大コール数AWS Elemental Link
デバイスからの入力
の表示メタデータを
入力します。

入力添付ファイル 「ビデオセレクター
」>「カラースペース
設定」 マックス・フォール

「ストリーム設定」
、「ビデオ」

Codec settings (コー
デック設定)

プロファイル

階層

出力、ビデオコーデ 
ックの設定

「出力グルー
プ」>「出力」

「ストリーム設定」
、「ビデオ」、
「コーデック設
定」、「コーデック
の詳細」

レベル

出力、カラースペー 
スの変換

「出力グループ」、
「出力」

「ストリーム設定」
、「ビデオ」、「カ
ラースペース」

カラースペース設定

カラースペースメタ 
データを出力、含め 
る、または省略

「出力グループ」、
「出力」

「ストリーム設定」
 、「ビデオ」、
「コーデック設
定」、「コーデック
の詳細」、「その他
の設定」

カラーメタデータ

最大コール数HDR10 に変換する
場合のみ、表示メタ
データを出力、含め
るよう指定

出力グループ、次に
 「出力」

「ストリーム設定」
、「ビデオ」、「カ
ラースペース」、
「カラースペース設
定」

マックス・フォール

リファレンス:フィールドの場所 920
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トピック チャンネルページ上の場所 フィールド

品質レベル出力、拡張 VQ の設
定、出力コーデック
が H.264 の場合のみ

「出力」グループ、 
「出力」

「ストリーム設定」
、「ビデオ」、
「コーデック設
定」、「その他の
エンコーディング設
定」

フィルター設定

拡張 VQ モードの設定

拡張 VQ は、出力の動画品質に影響するオプションのモードです。以下の両方が当てはまる場合に、
ビデオエンコードに影響します。

• エンコードで H.264 (AVC) を使用する。

• エンコードで QVBR または CBR のレート制御モードを使用する。

拡張 VQ は以下のように適用されます。

• フレームキャプチャ出力グループには適用されません。

• マルチプレックス出力グループには適用されます。このタイプの出力グループでは、このモードを
有効にする必要があります。

• その他のタイプの出力グループには適用されます。これらのタイプでは、オプションでこのモード
を有効にできます。

• H.264 を使用する出力で HDR 色空間を SDR 色空間に変換する場合に必要です。エンコードで 
VBR を使用している場合でも、この色空間変換を可能にするには、このモードを有効にする必要
があります。詳細については、「the section called “ビデオ — 複雑な色空間変換”」を参照してく
ださい。

Note

レート制御モードが VBR の場合、拡張 VQ モードを設定してもメリットはありません。し
かし、チャンネルでは引き続き、拡張 VQ に対してコストが発生します。

動画 – 拡張 VQ 921
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拡張 VQ モードのメリットの詳細については、「Benefits of enhanced VQ」を参照してください。

このモードの使用料金については、価格表を参照してください。 MediaLive

Note

このセクションでは、「設定:チャンネルの作成 」で説明しているチャンネルの作成または
編集に精通していることを前提としています。
コンソールでこのモードを設定するためのフィールドは、各出力における動画 [Stream 
settings] (ストリーム設定) の [Codec settings] (コーデック設定) セクション内にあります。
これらのフィールドに入力する手順を確認するには、「the section called “セットアップビデ
オ”」を参照してください。

拡張 VQ を有効にするには

H.264 (AVC) をコーデックとして使用するビデオエンコードで拡張 VQ を有効にできます。

1. MediaLive コンソールの「チャンネル作成」ページの「出力グループ」セクションの「ストリー
ム設定」ペインで、「ビデオ」を選択します。

2. [Codec settings] (コーデック設定) セクションで、[Additional encoding settings] (追加のエンコー
ド設定) セクションを展開します。

3. [Quality level] (品質レベル) で、[ENHANCED_QUALITY] を選択します。

4. (オプション) [Filter settings] (フィルター設定) で、[Temporal filter] (テンポラルフィルター) を選
択します。または、フィルターを省略するには、[Don't include] (含めない) を選択します。

フィルターのメリットについては、「Benefits of the temporal filter」を参照してください。

5. [Temporal] (テンポラル) を選択した場合、オプションでデフォルトの強度を変更し、またオプ
ションでシャープニングを有効にします。 MediaLive コンソールのフィールドについて詳しく
は、フィールドの横にある「情報」リンクを選択してください。

拡張 VQ の利点

拡張 VQ を有効にすると、 MediaLive ビットレート (コーデック設定の「レートコントロール」セク
ションのビットレートフィールド) を上げなくても、画質が若干向上します。

したがって、以下の 2 つの方法のいずれかで拡張 VQ を使用できます。

動画 – 拡張 VQ 922
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• 動画品質を改善する。通常、主な改善点は、動きの激しい動画コンテンツの複雑な遷移を滑らかに
することです。

• ビットレートを下げて (多くの場合 5%)、対象となる元の動画品質を維持する。これにより、出力
の帯域幅要件が下がります。

• レート制御モードが QVBR のときにビットレートを変更するには、[Max bitrate] (最大ビット
レート) を変更します。

• レート制御モードが CBR のときにビットレートを変更するには、[Bitrate] (ビットレート) を変
更します。

テンポラルフィルターの利点

テンポラルフィルターは、ノイズが多いソースコンテンツ (過剰なデジタルアーティファクトがある
場合) とクリーンなソースコンテンツの両方に役立ちます。

コンテンツにノイズが多い場合、フィルターはエンコード段階の前にソースコンテンツをクリーン
アップします。これには、以下の 2 つの効果があります。

• コンテンツがクリーンアップされたため、出力の動画品質が向上します。

• MediaLive エンコーディングノイズにビットを浪費しないため、帯域幅が減少します。

コンテンツが適度にクリーンな場合、特にレート制御モードが QVBR のとき、フィルターにより
ビットレートが下がる傾向があります。

レート制御モードの設定
この機能は、フレームキャプチャ出力の動画には適用されません。

チャンネルの作成の一環としてビデオを設定するときに、レート制御モードを設定できます。この機
能により、ビデオの品質とビットレートを制御できます。

Note

このセクションでは、設定:チャンネルの作成  および特に「ビデオのセットアップ」で説明
している一般的なチャンネルの作成手順を理解していることを前提としています。

視覚的に複雑な動画 (鮮やかな服装の群衆が背景となる動きの激しいスポーツイベントなど) をエン
コードするときには常に、高い動画品質と低いビットレートの間にトレードオフが存在します。動画

ビデオレート制御モード 923
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品質が高いほど、より高いビットレートが必要となります。視覚的に単純な動画 (漫画など) の場合
は、トレードオフが少なくなります。

AWS Elemental MediaLive は、動画品質とビットレートのバランスを指定するいくつかのオプショ
ンを提供します。

出力のレート制御モードとビットレートを設定するには

1. [Stream settings] (ストリーム設定) ペインの [Video] (ビデオ) の [Codec settings] (コーデック設
定) で、[H264] を選択します。

2. [Rate Control] (レートの制御) セクションの [Rate control mode] (レート制御モード) 
で、[QVBR]、[CBR]、[VBR] のいずれかを選択します。デフォルトモードは CBR です。最適な
オプションの選択とレート制御モードでのその他のフィールドの入力については、以下のセク
ションを参照してください。

トピック

• 品質が定義された可変ビットレートモード (QVBR)

• 可変ビットレートモード (VBR)

• 固定ビットレートモード (CBR)

品質が定義された可変ビットレートモード (QVBR)

品質定義可変ビットレートモード (QVBR) では、 MediaLive 特定の品質を目指し、その品質に達す
るために必要なビットレートのみを使用します。ビデオ品質は、ビデオが非常に複雑な場合を除き、
指定された品質に一致します。この場合、最大ビットレートを超えないと希望の品質に到達できない
場合は、最大ビットレートを守ります。 MediaLive これは、ビデオが望ましい品質に達していない
ことを意味します。

Amazon などの CDN に配信する場合や、視聴者がモバイルネットワークを利用している場合など、 
CloudFront あなたや視聴者が帯域幅にお金を払っている場合は、このモードをおすすめします。

QVBR モードでは、ターゲット品質を指定することも、 MediaLive ターゲット品質を自分で決定す
ることもできます。

オプション 1: 目標品質を設定する

QVBR モードで指定した目標品質を設定するには、次のフィールドに値を入力します。

品質が定義された可変ビットレートモード (QVBR) 924
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• 最大ビットレート このリストの後の表にある参照してください。

• 品質レベル このリストの後の表にある参照してください。

• [Bitrate] (ビットレート) フィールドも設定する必要があります。[Maximum bitrate] (最大ビット
レート) に入力したのと同じ値を入力します。

このフィールドは QVBR MediaLive モードの品質レベルには影響しませんが、この出力の出力
料金の計算には使用されます。料金の詳細については、価格表を参照してください。 MediaLive 
MediaLive ビットレートを空のままにすると、チャンネル設定の「入力仕様」セクションにある
「最大入力ビットレート」の値を使用して料金が計算されます。

• [Buffer size] (バッファサイズ) を最大ビットレートの 2 倍に設定します。

• [Buffer fill percentage] (バッファ充填率) を 90% に設定します。

• このセクションにある残りのフィールドは無視します。QVBR には使用されません。

Values to use (使用する値): 最も重要な表示デバイスについて最大ビットレートと品質レベルを設定
します。提案については、次の表を参照してください。

表示デバイス 品質レベル 最大ビットレート

主画面 8～10 4,000,000～6,000,000

パソコンまたはタブレット 7 1,500,000～3,000,000

スマートフォン 6 1,000,000～1,500,000

仕組み: ビットレートは (指定された品質以上の品質を得るために) フレームごとに変わることがあり
ますが、最大ビットレートを超えることはできません。エンコーダーは平均ビットレートを維持し
ようとしません。指定された品質を得るために必要な場合は、常に最大ビットレートに達します。一
方、低いビットレートで指定の品質を得られる場合、エンコーダーは高いビットレートを使用しませ
ん。

オプション 2: 品質レベルを決定させる MediaLive

QVBR MediaLive モードで目標品質を決めるように設定するには、以下のようにフィールドを入力し
ます。

• [QVBR quality level] (QVBR の品質レベル) フィールドを空のままにします。

品質が定義された可変ビットレートモード (QVBR) 925
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• [Maximum bitrate] (最大ビットレート) に出力で使用する最大レートを入力します。

• [Bitrate] (ビットレート) フィールドも設定する必要があります。[Maximum bitrate] (最大ビット
レート) に入力したのと同じ値を入力します。

このフィールドは QVBR MediaLive モードの品質レベルには影響しませんが、この出力の出力
料金の計算には使用されます。料金の詳細については、価格表を参照してください。 MediaLive 
MediaLive ビットレートを空のままにすると、チャンネル設定の「入力仕様」セクションにある
「最大入力ビットレート」の値を使用して料金が計算されます。

• [Buffer size] (バッファサイズ) を最大ビットレートの 2 倍に設定します。

• [Buffer fill percentage] (バッファ充填率) を 90% に設定します。

仕組み: 目標品質を指定していません。代わりに、 MediaLive 入力した以下のフィールドに基づいて
希望する品質を推測します。

• 出力ビデオの解像度 (このビデオセクションに表示される [Height] (高さ) と [Width] (幅) のフィー
ルドの値)。

• 最大ビットレート。

ビットレートは（ MediaLive少なくとも特定された品質を得るために）フレームごとに変化する可能
性がありますが、最大ビットレートを超えることはできません。エンコーダーは平均ビットレートを
維持しようとしません。特定された品質を得るために必要な場合は、常に最大ビットレートに達しま
す。一方、低いビットレートで指定の品質を得られる場合、エンコーダーは高いビットレートを使用
しません。

可変ビットレートモード (VBR)

可変ビットレートモード (VBR) では、平均ビットレートと最大ビットレートを指定します。動画の
品質とビットレートは、動画の複雑さによって異なります。

チャンネルの期間にわたって特定の平均ビットレートを維持するには、QVBR の代わりに VBR を選
択します。ビットレートを制限する必要がない場合は、QVBR の使用を検討してください。

VBR モードを設定するには、次のようにフィールドに値を入力します。

• [Bitrate] (ビットレート) (平均ビットレート)。動画の複雑さの予想を評価し、適切な平均ビット
レートを設定するようにします。

ビットレートを空のままにすると、平均ビットレートが 5 Mbps MediaLive に設定されます。

可変ビットレートモード (VBR) 926
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[Bitrate] (ビットレート) に入力する値は、この出力に無関する出力料金にも影響します。
MediaLive ビットレートを空のままにすると、チャンネル設定の「入力仕様」セクションにある
「最大入力ビットレート」の値を使用して料金が計算されます。料金について詳しくは、料金表を
参照してください。 MediaLive

• 予想されるスパイクに対応するように [Maximum bitrate] (最大ビットレート) を設定します。

• [Buffer size] (バッファサイズ) を最大ビットレートの 2 倍に設定します。

• [Buffer fill percentage] (バッファ充填率) を 90% に設定します。

• このセクションにある残りのフィールドは無視します。VBR には使用されません。

仕組み: ビットレートは (最高品質を得るために) フレームごとに変わることがありますが、指定され
た最大ビットレートを超えることはできません。エンコーダーはさらに、チャンネルが進行しても、
ストリームが指定された平均ビットレートを確実に満たすようにします。このモードは、動画が急激
に複雑化することが予想される場合に便利です。エンコーダーは平均ビットレートを目指しますが、
必要に応じて短時間で最大ビットレートに急上昇します。

固定ビットレートモード (CBR)

固定ビットレートモード (CBR) では、ビットレートを指定します。動画の品質は、動画の複雑さに
よって異なります。

可変ビットレートを処理できないデバイスにアセットを配信する場合にのみ、CBR を選択します。

ただし、ビットレートが特定のレートと異なる場合があることを許容できる場合は、VBR または 
QVBR の使用を検討してください。チャンネルの期間中、VBR または QVBR を使用すると、低い
ビットレートと高い品質の両方を得ることができます。

CBR モードを設定するには、以下のようにフィールドに値を入力します。

• ビットレート 動画品質と出力ビットレートのバランスをとるようにビットレートを設定します。
このフィールドを空白のままにすると、ビットレートは 5 Mbps MediaLive に設定されます。

[Bitrate] (ビットレート) に入力する値は、この出力に無関する出力料金にも影響します。
MediaLive ビットレートを空白のままにすると、チャンネル設定の「入力仕様」セクションにある
「最大入力ビットレート」の値を使用して料金が計算されます。料金について詳しくは、料金表を
参照してください。 MediaLive

• [Buffer size] (バッファサイズ) をビットレートの 2 倍に設定します。
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• [Buffer fill percentage] (バッファ充填率) を 90% に設定します。

• このセクションにある残りのフィールドは無視します。CBR には使用されません。

仕組み: 出力は常に指定されたビットレートと一致します。そのビットレートは動画の品質を高める
場合も、品質を低下させる場合もあります。

VPC 経由で出力を配信する

Amazon 仮想プライベートクラウド(Amazon VPC) に出力エンドポイントを持つチャンネルをセット
アップできるようになりました。この配信モードは、チャンネルの重要な出力先が VPC 内のアドレ
スである場合に便利です。

VPC 内の出力先は通常、Amazon EC2 のアドレスです。Amazon S3 の VPC エンドポイントを設
定している場合、Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) のバケットである可能性もありま
す。VPC に出力を送信して、後処理を実行できるようにしたり、ビデオを AWS Direct Connect 経
由で配信できるようにしたい場合があります。

VPC がない場合は、このセクションの読み取りを停止できます。チャネルは常に、エンドポイント
を含む通常の方法で設定します。 MediaLiveチャンネルを通常の方法で設定するために、特別な設定
を行う必要はありません。

ルールと制約

VPC 経由で配信するように設定されているチャンネルには、次のルールが適用されます。

• 既存のチャンネルを変更して VPC への配信を開始するか、VPC 経由での配信を停止することはで
きません。

• チャンネルクラスは、標準パイプラインまたはシングルパイプラインのいずれかです。

• 既存のチャンネルのチャンネルクラスを変更できるようになりました

• チャンネルにマルチプレックス出力グループを含めることはできません。

• チャネルには、VPC 内の送信先、他の場所 (などAWS Elemental MediaPackage) の宛先、および
パブリックインターネット上の宛先を含む出力グループを設定できます。

VPC 配信 928



MediaLive ユーザーガイド

Note

このセクションで説明する内容は、AWS PrivateLink、AWS Direct Connect を使用し、一般
的なネットワーキング慣行に従い、Amazon 仮想プライベートクラウドに精通していること
を前提としています。

トピック

• VPC 配信の仕組み

• Getting Ready

• VPC 配信のセットアップ

• 設定を変更する

• サブネットとアベイラビリティーゾーンの要件の特定

VPC 配信の仕組み

VPC MediaLive 配信は各チャネルに適用されます。VPC 経由で配信するチャンネルと、通常の方法
で配信する他のチャンネルを使用できます。

VPC 配信では、チャネルのエンドポイントは所有する VPC ではなく、お客様の VPC にあります。 
MediaLive この設定では、VPC 内の出力先に到達するためにパブリックインターネットの境界に到
達する必要がないため、セキュリティの向上などの利点があります。

次の図は、VPC 配信の仕組みを示しています。青いボックスは、2 つのパイプラインを持つチャン
ネルです。オレンジ色のボックスは VPC です。2 つのパイプラインのエンドポイントが VPC にあ
ることに注意してください。この例では、VPC 内の EC2 に送信先を持つ出力グループが 1 つだけあ
ります。この出力グループは、EC2 インスタンス上の HTTP サーバーに送信される HLS 出力グルー
プである可能性があります。
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次の図は、3 つの出力グループを持つチャンネルです。

• 1 つの出力グループの送信先は、EC2インスタンスです。

• 上部に表示されている出力先はオンです。 MediaPackage出力はパイプラインの端点を
離れ、AWS (グレーのボックス) の境界まで進み、元の宛先に戻りますAWS Elemental 
MediaPackage。

• 再下部に表示される送信先は、パブリックインターネット上です。出力はパイプラインを離れてか
ら AWS を離れ、パブリックインターネットに入ります。
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VPC への配信は、次のように設定します。

• チャンネルエンドポイントの VPC 内のサブネットとセキュリティグループを特定します。

• VPC 内の送信先を持つ出力グループについて、送信先のサブネットとセキュリティグループを特
定します。

• チャンネルに関連付ける Elastic IP アドレスを識別する必要があるかどうかを判断します。

• のトラステッド・エンティティ・ロールに必要な権限を確認してください MediaLive。チャネルが
コンソールから利用できる組み込みのロールではなく、 MediaLiveAccessRole カスタムの信頼で
きるエンティティロールを使用している場合は、ロールを更新する必要があります。詳細について
は、「the section called “リファレンス: 信頼されたエンティティアクセスの概要”」を参照してく
ださい。

• ユーザーの IAM ポリシーを更新します。詳細については、「the section called “リファレンス: 
ユーザーアクセスの概要”」を参照してください。

• チャンネルを作成するときは、このサブネット、セキュリティグループ、および Elastic IP アドレ
ス情報をチャンネル設定に含める必要があります。
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以下のセクションではこのセットアップについて詳しく説明します。

Getting Ready

Amazon VPC ユーザーは VPC を設定し、チャンネルのサブネットとセキュリティグループを特定す
る必要があります。

VPC をセットアップするには

1. Amazon VPC ユーザーに次のガイドラインを提供してください。

• サブネットとアベイラビリティーゾーンのガイドライン —「the section called “サブネットと
アベイラビリティーゾーンの要件の特定”」を参照してください。

• チャンネルエンドポイントサブネットのセキュリティグループのガイドライン — セキュリ
ティグループは次のルールに従う必要があります。

• セキュリティグループの結合ルールでは、エンドポイントからすべての出力先へのアウト
バウンドトラフィックを許可する必要があります。これらの送信先はお客様の VPC 上にあ
り、送信先は AWS パブリックインターネット上のサービス、および送信先。

• 送信先サブネットのセキュリティグループのガイドライン — セキュリティグループは次の
ルールに従う必要があります。

• セキュリティグループの結合ルールでは、チャンネルエンドポイントからのインバウンドト
ラフィックを許可する必要があります。

2. チャンネルに関連付ける EIP を識別する必要があるかどうかを判断します。チャンネルに VPC 
外の送信先を持つ出力グループがある場合、コンテンツが VPC から離れるためのメカニズム
を提供する必要があります。1 つの方法は、チャンネルエンドポイントに EIP を関連付けるこ
とです。これらのエンドポイントは、「 the section called “VPC 配信の仕組み” 要件に関する
Amazon VPC ユーザーに話しかける」 の図表に表示されます。

EIP をチャンネルエンドポイントに関連付ける場合は、これらの EIP を特定します。

3. Amazon VPC ユーザーがセットアップを実行した後、次の情報を取得します。

• VPC の ID。

• チャンネルエンドポイントのサブネットとアベイラビリティーゾーンの ID。

• 送信先のサブネットとアベイラビリティーゾーンの ID。

• サブネットのセキュリティグループの ID。
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• チャンネルエンドポイントのElastic Network Interface に関連付ける Elastic IP アドレス。

4. VPC 経由での配信は、VPC ネットワークのルーティングと DNS の適切な設定によって異なり
ます。Amazon VPC ユーザーにこれらのガイドラインを提供してください。

• ドメイン名のアドレスが VPC に到達すると予想される場合、または VPC がドメイン名のア
ドレスに到達することが予想される場合は、DNS を設定して、それらのドメイン名を解決す
る必要があります。この要件は、ドメイン名を持つ可能性のある AWS サービスに等しく適用
されます。

• パブリックインターネットとの通信が予想される場合は、VPC に NAT またはインターネット
ゲートウェイが必要です。

• VPC 内では、使用するサブネット間の通信を許可するように、ルーティングテーブルを設定
する必要があります。

• すべての IP アドレスは IPV4 である必要があります。

VPC 配信のセットアップ

Note

このセクションで説明する内容は、チャンネルを作成する一般的な手順を理解していること
を前提としています。また、セットアップ: アップストリームとダウンストリームの準備 に
ついて読んだうえでチャンネルのワークフローを計画したことを前提としています。

VPC 配信をセットアップするには

チャンネルを作成する際には時点で次の手順に従ってください。

1. [Create channel] (チャンネルの作成) ページのナビゲーションペインで、[Channel and input 
details] (チャンネルと入力の詳細) を選択します。

2. 出力配信セクションに値を入力します。

• [Delivery method] (配信方法) — [VPC] を選択します。

• [VPC settings] (VPC 設定) — [Select subnets and security groups] (サブネットとセキュリティ
グループの選択) を選択します。

• [Subnets] (サブネット) — 取得したサブネットのいずれかを選択します。ドロップダウンリス
トには、次のように識別された、すべての VPC のサブネットが表示されます。
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<subnet ID> <Availability Zone of subnet> <IPv4 CIDR block of subnet> 
<VPC ID> <Subnet tag called "Name", if it exists>

例:

subnet-1122aabb us-west-2a 10.1.128.0/24 vpc-3f139646 Subnet for VPC endpoints

サブネットのリストが空の場合は、[Specify custom VPC] (カスタム VPC を指定する) を選択
し、フィールドにサブネット ID を入力します。(サブネット ID のみを入力する必要がありま
す。例: subnet-1122aabb。)

MediaLive このサブネットをパイプライン 0 に関連付けます。

• チャンネルが標準チャンネルの場合は、別のサブネットを追加します。引き続き [Subnets]
(サブネット) で、2 番目のサブネットを選択します。この 2 回目では、最初のサブネットと同
じ VPC 内のサブネットのみがドロップダウンリストに表示されます。

MediaLive このサブネットをパイプライン 1 に関連付けます。

• [Security groups] (セキュリティグループ) - サブネットと同じプロセスに従って、識別した 1 
つ以上のセキュリティグループを選択します。ドロップダウンリストには、選択した VPC に
属するセキュリティグループが次のように表示されます。

<security group ID> <description attached to this security group> <VPC 
ID>

• エンドポイントの EIP — 該当する場合は、取得した Elastic IP アドレスを入力します。 
MediaLive 指定した最初の Elastic IP アドレスを取得し、パイプライン 0 に関連付けます。2 
番目の Elastic IP アドレス (該当する場合) をパイプライン 1 に関連付けます。

3. チャンネルに出力グループを作成する場合は、次のガイドラインに従います。

• VPC または Amazon S3 の送信先を持つチャンネル出力グループについては、URL または
バケットパスを取得します。送信先の構文を変更する必要はありません。Amazon VPC ユー
ザーがルーティングを正しく設定している場合、出力は VPC 内でこれらの出力を正常に検出
します。

• VPC 内にない送信先を持つチャンネル出力グループについては、通常の手順に従います。送
信先の構文を変更する必要はありません。Amazon VPC ユーザーがルーティングを正しく設
定している場合、出力は VPC 外でこれらの出力を正常に検出します。

結果
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VPC 経由の配信を設定すると、VPC に 1 つまたは 2 MediaLive つのエラスティックネットワークイ
ンターフェースが作成されます。1 つのパイプラインチャンネルに 1 つの Elastic Network Interface 
を作成し、標準チャンネルに 2 つ作成します。

Elastic IP アドレスを使用することを選択した場合は、それらの Elastic IP MediaLive アドレスもエ
elastic network interface に関連付けます。

チャンネルの詳細 で配信ポイントのセットアップを表示できます。

設定を変更する

VPC 配信用のチャンネルを設定している場合は、次の点に注意してください。

• 既存のチャンネルを変更して VPC への配信を開始するか、VPC 経由での配信を停止することはで
きません。

• VPC 経由の配信に設定されている既存のチャンネルのチャンネルクラスを変更することはできま
せん。

• VPCを使用する別の入力を追加する場合は、VPC、サブネット、およびアベイラビリティーゾー
ンに関する既に確立されたルールに従っていることを確認します。

• チャネルを削除するか、すべての出力グループを削除すると、Amazon EC2 インスタンスで作成
された Elastic Interface MediaLive ポイントが削除されます。

サブネットとアベイラビリティーゾーンの要件の特定

サブネットとアベイラビリティーゾーンは、次のように適用されます。

• 入力 — MediaLive 一部の入力タイプは VPC 内にあります。つまり、それらは特定のサブネット
にあります。例えば、VPC に RTMP 入力を指定できます。詳細については、「the section called 
“サポートされている入力形式とプロトコル”」を参照してください。

• [Endpoints] (エンドポイント) — チャンネルエンドポイントはサブネット内にあります。

• 送信先 — VPC 内の出力の IP アドレスはサブネット内にあります。ダウンストリームシステムの
計画を立てる際に IP アドレス (およびその暗黙のサブネット) を特定します。

MediaLive エンドポイントと VPC 内のアドレスである出力先の VPC とサブネットを特定する必要
があります。デベロッパーは次の点を考慮する必要があります。
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• セットアップが、サブネット間およびアベイラビリティーゾーン間の割り当てのルールに従ってい
ることを確認する必要があります。the section called “ユースケース A — VPC 入力なし”とそれに
続くセクションを参照してください。

• 各サブネットにはプライベート CIDR ブロック (IP アドレスの範囲) が必要です。

• 各サブネットには、そのブロックに少なくとも 2 つの未使用のアドレスが含まれている必要があ
ります。

トピック

• ユースケース A — VPC 入力なし

• ユースケース B — チャンネルには VPC 入力が含まれます

ユースケース A — VPC 入力なし

このユースケースは、チャンネルに VPC を使用する入力がない場合に適用されます。

• MediaConnect 入力はありません。

• CDI 入力なし

• RTMP VPC 入力なし

• RTP VPC 入力なし

チャンネルが標準チャンネルである場合のセットアップの図を次に示します。この例では、チャンネ
ルに 2 つの出力グループがあります。両方の出力グループの送信先が VPC の EC2 にあると仮定し
ます。
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単一パイプラインチャンネル

以下の場所についてサブネットを特定する必要があります。

• パイプライン 0 のチャンネルエンドポイント (青いボックス内)。

• パイプライン 0 の送信先 (オレンジ色のボックス内)。

セットアップでは、VPC およびサブネットに関する次のルールを遵守する必要があります。

• 場所は任意の数の VPC に設定できます。

• どの VPC またはサブネットが同じでも異なるものでもなくてもかまいません。

セットアップでは、識別するサブネットのアベイラビリティーゾーンに関する次のルールを遵守する
必要があります。

• チャンネルエンドポイントは、1 つ以上の送信先と同じアベイラビリティーゾーン内でも、別の
アベイラビリティーゾーン内でもかまいません。別のアベイラビリティーゾーンにある場合、送
信データ転送料金が発生します。料金の詳細については、「https://aws.amazon.com/medialive/ 
pricing/」を参照してください。

標準チャンネル

以下についてサブネットを特定する必要があります。

• 2 つのチャンネルエンドポイント (青いボックス内)。

• すべての送信先 (オレンジ色のボックス内)。

セットアップでは、VPC およびサブネットに関する次のルールを遵守する必要があります。

• 場所は任意の数の VPC に設定できます。

• チャンネルエンドポイントのサブネットは互いに異なっている必要がありますが、2 つのサブネッ
トは同じ VPC 上にある必要があります。

• 特定するサブネットには、サブネットの一意性に関するその他の要件はありません。

セットアップでは、識別するサブネットのアベイラビリティーゾーンに関する次のルールを遵守する
必要があります。
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• 2 つのチャンネルエンドポイントのアベイラビリティーゾーンは異なる必要があります。

• 各チャンネルエンドポイントは、1 つ以上の送信先と同じアベイラビリティーゾーン内でも、別の
アベイラビリティーゾーン内でもかまいません。または、異なるアベイラビリティーゾーンにある
可能性があります。異なるアベイラビリティーゾーンでセットアップすることを選択した場合、
送信データ転送料金が発生します。料金の詳細については、「https://aws.amazon.com/medialive/ 
pricing/」を参照してください。

ユースケース B — チャンネルには VPC 入力が含まれます

このユースケースは、チャンネルが VPC を使用する入力を含む場合に適用されます。

• MediaConnect インプット

• CDI 入力

• RTMP VPC 入力

• RTP VPC 入力なし

チャンネルが標準チャンネルである場合のセットアップの図を次に示します。この例では、チャンネ
ルに少なくとも 1 つの VPC 入力があります。また、2 つの出力グループがあります。両方の出力グ
ループの送信先が VPC の EC2 にあると仮定します。

単一パイプラインチャンネル

以下の場所についてサブネットを特定する必要があります。

• パイプライン 0 の VPC 入力のエンドポイント (緑色のボックス内)。

• パイプライン 0 のチャンネルエンドポイント (青いボックス内)。

• パイプライン 0 の送信先 (オレンジ色のボックス内)。
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セットアップでは、VPC およびサブネットに関する次のルールを遵守する必要があります。

• 場所は任意の数の VPC に設定できます。

• どの VPC またはサブネットが同じでも異なるものでもなくてもかまいません。

セットアップでは、識別するサブネットのアベイラビリティーゾーンに関する次のルールを遵守する
必要があります。

• VPC 入力のエンドポイントとチャンネルエンドポイントは同じアベイラビリティーゾーンにある
必要があります。このルールは、これらのエンドポイントが両方ともチャンネルパイプライン内に
あり、パイプラインをあるアベイラビリティーゾーンで開始して別のアベイラビリティーゾーンで
終了できないために存在します。

VPC 入力が VPC に既に設定されている場合は、おそらくそのサブネットのアベイラビリティー
ゾーンを共有アベイラビリティーゾーンとして識別するのが最も簡単です。

VPC 入力がまだ設定されていない場合は、2 つのサブネットが同じアベイラビリティーゾーンに
あることを確認してください。

• チャンネルエンドポイントは、1 つ以上の送信先と同じアベイラビリティーゾーン内でも、別の
アベイラビリティーゾーン内でもかまいません。別のアベイラビリティーゾーンにある場合、送
信データ転送料金が発生します。料金の詳細については、「https://aws.amazon.com/medialive/ 
pricing/」を参照してください。

標準チャンネル

以下についてサブネットを特定する必要があります。

• VPC 入力のエンドポイント (緑色のボックス内)。

• チャンネルエンドポイント (青いボックス内)。

• 送信先 (オレンジ色のボックス内)。

セットアップでは、VPC およびサブネットに関する次のルールを遵守する必要があります。

• 場所は任意の数の VPC に設定できます。

• パイプライン 0 の VPC 入力とパイプライン 1 の VPC 入力のサブネットは、同じ VPC 上になけ
ればなりません。これらのサブネットは、同じサブネット上でも異なるサブネット上でもかまいま
せん。
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• パイプライン 0 のチャンネルエンドポイントとパイプライン 1 のチャンネルエンドポイントのサ
ブネットは、互いに異なっている必要がありますが、2 つのサブネットは同じ VPC 上にある必要
があります。

• 特定する VPC またはサブネットには、サブネットの一意性に関するその他の要件はありません。

セットアップでは、アベイラビリティーゾーンの次のルールに従う必要があります。

• 2 つのチャンネルエンドポイントのアベイラビリティーゾーンは異なる必要があります。

• 各パイプラインの中で VPC 入力のエンドポイントとチャンネルエンドポイントは同じアベイラビ
リティーゾーンにある必要があります。このルールは、これらのエンドポイントが両方ともチャン
ネルパイプライン内にあり、パイプラインをあるアベイラビリティーゾーンで開始して別のアベイ
ラビリティーゾーンで終了できないために存在します。

VPC 入力が VPC に既に設定されている場合は、おそらくそのサブネットのアベイラビリティー
ゾーンを共有アベイラビリティーゾーンとして識別するのが最も簡単です。

VPC 入力がまだ設定されていない場合は、サブネットが同じアベイラビリティーゾーンにあるこ
とを確認してください。

• 各パイプライン内では、各チャンネルエンドポイントを 1 つ以上の送信先と同じアベイラビリ
ティーゾーンに配置できます。または、異なるアベイラビリティーゾーンにある可能性がありま
す。異なるアベイラビリティーゾーンでセットアップすることを選択した場合、送信データ転送料
金が発生します。料金の詳細については、「https://aws.amazon.com/medialive/pricing/」を参照し
てください。
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AWS Elemental MediaLive リソースの使用

このセクションでは、 MediaLive リソース (チャネル、デバイス、入力、入力セキュリティグルー
プ、マルチプレックス) を作成、表示、編集、削除する方法について詳しく説明します。

トピック

• AWS Elemental MediaLiveチャンネルでの作業

• リンク入力デバイスでの作業

• AWS Elemental MediaLive での入力の使用

• 入力セキュリティグループの使用

• MediaLive マルチプレックスの使用

AWS Elemental MediaLiveチャンネルでの作業

チャネルは、そのチャネルにアタッチされたインプットからソースコンテンツを取り込み、変換 (デ
コードおよびエンコード) し、新しいコンテンツをアウトプットとしてパッケージ化します。この処
理の実行方法をチャンネルに指示する詳細を使用して、チャンネルを作成して設定します。次に、
チャンネルを実行して処理を開始します。

チャンネルを作成する方法は 3 つあります。

• ゼロから。 MediaLive コンソールの Create フォームには、システムデフォルトを表示するフィー
ルドと、空のフィールドがあります。システムのデフォルトを変更したり、該当する空のフィール
ドに入力したりすることで、ゼロからチャンネルを作成できます。詳細については、「設定:チャ
ンネルの作成 」を参照してください。

• 組み込みまたはカスタムテンプレートを使用する。テンプレートを使用してチャンネルを作成し、
テンプレートを再利用して追加のチャンネルを作成できます。詳細については、the section called 
“テンプレートからのチャンネルの作成”この章の後半のを参照してください。

• 既存のチャンネルのクローンによる。既存のチャンネルのクローンを作成してから新しい (クロー
ン) チャンネルの設定を編集できます。詳細については、the section called “クローンによるチャン
ネルの作成”この章の後半のを参照してください。

チャンネルを作成したら、どの方法で作成したかにかかわらず、同じ方法でチャンネルを編集または
削除します。

チャネル 941
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トピック

• ゼロからのチャンネルの作成

• テンプレートからのチャンネルの作成

• クローンによるチャンネルの作成

• チャンネルの編集と削除

• チャンネルクラスの更新 - パイプライン冗長性

• チャンネル設定の表示

ゼロからのチャンネルの作成

チャンネルを最初から作成する方法については、を参照してください設定:チャンネルの作成 。

テンプレートからのチャンネルの作成

チャネルは、カスタムテンプレートを使用するか、 MediaLive 用意されている組み込みテンプレー
トのいずれかを使用して作成できます。

トピック

• 組み込みテンプレートの使用

• カスタムテンプレートの使用

• テンプレートからのチャンネルの作成

• カスタムテンプレートの作成

組み込みテンプレートの使用

MediaLive には、コンソールからアクセスできる組み込みテンプレートが含まれています。各テンプ
レートには、出力グループと出力のデータが含まれており、そして最も重要なのが、特定のユース
ケース (テンプレートの定義で指定) に合わせて動画をエンコードするためのデータが含まれている
ことです。

組み込みテンプレートを使用すると、入力および出力ターゲットセクション以外のデータが、
[Create channel] (チャンネルの作成) ページのすべてのセクションに入力されます。

組み込みテンプレートでも、既存のフィールドを編集したり、空のフィールドに入力したりできま
す。

ゼロからのチャンネルの作成 942
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カスタムテンプレートの使用

組織内の別のユーザーがカスタムテンプレートを作成した可能性があります。カスタムテンプレート
には、完全なチャンネルの作成に必要なデータのほぼすべてを含めるか、一部のみを含めることが
できます。カスタムテンプレートを作成するには、「the section called “カスタムテンプレートの作
成”」を参照してください。

通常、テンプレートは複数のユーザー間で共有する目的で作成されます。

組織がテンプレートを使用している場合は、テンプレートを作成したユーザーから、使用するテンプ
レートを入手する必要があります。作業中の MediaLive コンソールのコンピュータのフォルダに、
それらを保存する必要があります。このフォルダは「カスタムテンプレートの場所」です。このタス
クはコンピュータの外部にあるファイルシステムで実行します。 MediaLive

カスタムテンプレートを使用すると、 MediaLive によって、JSON ファイルのデータ (入力データを
除く) が、[チャネルの作成] ページのすべてのセクションに入力されます。テンプレートに入力デー
タが含まれていても、そのデータが [Create channel] (チャンネルの作成) ページにプルされることは
ありません。

必要に応じて、既存のフィールドを編集したり、空のフィールドに入力したりできます。

テンプレートからのチャンネルの作成

テンプレート (コンソール) からチャンネルを作成するには

1. カスタムテンプレートを使用する計画の場合は、必ずそれらを使用するように設定してくださ
い。the section called “カスタムテンプレートの使用” を参照してください。

2. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

3. ナビゲーションペインで、[Channels] (チャンネル) を選択します。[Channels] (チャンネル) ペー
ジで、[Create channel] (チャンネルの作成) を選択します。

4. [Create channel] (チャンネルの作成) ページの [Channel and input details] (チャンネルと入力の
詳細) セクションの [Channel template] (チャンネルテンプレート) セクションで、以下のいずれ
かを実行します。

• 組み込みテンプレートを使用するには: [Template] (テンプレート) で、ドロップダウンリス
トの [Channel templates] (チャンネルテンプレート) セクションからテンプレートを選択しま
す。([Existing channels] (既存のチャンネル) セクションにはテンプレートがリストされませ
ん。)

テンプレートからのチャンネルの作成 943

https://console.aws.amazon.com/medialive/


MediaLive ユーザーガイド

• カスタムテンプレートを使用するには: [Select custom template] (カスタムテンプレートの選
択) を選択します。[custom template] (カスタムテンプレート) フォルダに移動してテンプレー
トを選択します。カスタムテンプレートの場所については、「the section called “カスタムテ
ンプレートの使用”」を参照してください。

5. 入力フィールドなど、常に入力が必須のフィールドに入力します。必要に応じて、他のフィール
ドを編集することもできます。詳細については、「設定:チャンネルの作成 」を参照してくださ
い。

カスタムテンプレートの作成

カスタムテンプレートを作成するには、既存の (したがって検証済みの) チャネルからデータをエク
スポートします。 MediaLive コンソールで使用できる JSON ファイルにデータをエクスポートしま
す。

カスタムテンプレートを作成するには (コンソール)

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Channels] (チャンネル) を選択します。[Channels] (チャンネル) ペー
ジで、ラジオボタンではなくチャンネル名を選択します。

3. 「チャンネルアクション」で、「カスタムテンプレートをダウンロード」を選択します。プロン
プトに従って、チャンネルをテンプレートとして保存します。テンプレートは、チャンネルと同
じ名前の JSON ファイルです。

4. (オプション) 適切なエディタでファイルを開き、変更を加えます。例えば、フィールド値を変更
したり、フィールドを追加したり、フィールドを削除したりできます。有効な JSON は維持し
てください。

入力アタッチメントを削除する必要はありません。このテンプレートを新しいチャンネルで使用
すると、 MediaLive 入力添付ファイルを除くすべてのデータがインポートされます。

5. カスタムテンプレートを必要とする他のユーザーに対して、カスタムテンプレートを使用可能
にします。各ユーザーは、自分が作業する MediaLive コンソールのコンピュータからアクセス
可能なフォルダにテンプレートを保存する必要があります。このタスクは外部で実行されます 
MediaLive。

MediaLive ユーザはコンソール上のテンプレートファイルを使用できます。
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クローンによるチャンネルの作成

クローンを作成すると、既存のチャンネルを土台として新しいチャンネルを作成できます。既存の
チャンネルを複製すると、「チャンネルを作成」ページのすべてのセクションに、クローンしたチャ
ンネルのデータが取り込まれます。ただし、次のセクションは除きます。

• 入力セクション。これらのセクションは、クローンされたチャンネルでは常に空です。

• タグ。複製されたチャンネルにはタグはありません。

必要に応じて、既存のフィールドを編集したり、空のフィールドに入力したりできます。

[Channels] (チャンネル) リストにあるチャンネルのクローンを作成できます。([Create channel] 
(チャンネルの作成) を選択した後でチャンネルのクローンを作成することもできます。詳細について
は「the section called “テンプレートからのチャンネルの作成”」を参照してください。)

クローンからチャンネルを作成するには (コンソール)

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Channels] (チャンネル) を選択します。

3. [Channels] (チャンネル) ページで、チャンネル名の横にあるラジオボタンを選択します。

4. [Clone] (クローン) を選択します。

チャンネル作成ページには、入力とタグを除くすべての元のデータが表示されます。

5. チャンネルに新しい名前を付け、入力セクションに入力します。必要に応じて、他のフィールド
を変更します。詳細については、「設定:チャンネルの作成 」を参照してください。

チャンネルの編集と削除

既存の (保存済み) チャンネルを編集して入力の処理方法を変更したり、チャンネルを削除したりで
きます。ただし、チャンネルを編集または削除できるのは、実行中でない場合のみです。

チャンネルの編集

出力グループと出力を編集、追加、または削除することで、既存のチャンネルを編集できます。チャ
ンネルの動画、オーディオ、字幕のエンコードを編集、追加、または削除することもできます。

チャンネルはアイドル状態である必要があります (実行中ではない)。

クローンによるチャンネルの作成 945
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Note

チャンネルを編集してチャンネルクラスを変更することはできません。代わりに、「the 
section called “チャンネルクラスの更新”」を参照してください。

チャンネルを編集するには

1. [Channels] (チャンネル) ページで、チャンネル名でオプションを選択します。

2. [actions] (アクション) を選択してから [Edit] (編集) を選択します。[Edit channel] (チャンネルの
編集) ページが表示されます。このページの詳細は、[Create channel] (チャンネルの作成) ペー
ジのものと同じです このページの使用方法については、「設定:チャンネルの作成 」を参照して
ください。

3. 完了したら、[Update channel] (チャンネルの更新) を選択します。

このチャンネルで別のアクションを実行する前に、入力の [State] (状態) が [Idle] (アイドル) に
戻るのを待ちます。

チャンネルに関連付けられたタグの編集

チャンネルに関連付けられたタグは、チャンネルが実行中またはアイドル状態のときにいつでも編集
できます。さらにタグを追加できます (上限まで)。また、タグを削除することもできます。

チャンネルのタグを編集するには

1. [Channels] (チャンネル) ページでチャンネル名を選択します。

2. [Tags] (タグ) タブを選択します。タグを追加または削除します。既存のタグの値を編集するに
は、タグを削除して再度追加します。詳細については、「the section called “リソースのタグ付
け”」を参照してください。

3. 終了したら、[Save] (保存) を選択します。

チャンネルの削除

[Channels] (チャンネル) リストまたは詳細ビューから、チャンネルを削除できます。

チャンネルはアイドル状態である必要があります (実行中ではない)。

チャンネルの編集と削除 946
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チャンネルを削除するには

1. [Channels] (チャンネル) ページで、チャンネル名でオプションを選択します。

2. チャンネルが実行中の場合は、[Stop] (停止) を選択します。

3. [Delete] (削除) を選択します。

チャンネルクラスの更新 - パイプライン冗長性

既存のチャンネルのチャンネルクラスを変更して、チャンネルのパイプラインの冗長性を有効または
無効にすることができます。

チャンネルクラスとチャンネルにおけるそのロールに関する一般情報については、「the section 
called “パイプラインの冗長性”」を参照してください。

クラスの変更手順については、「the section called “既存のチャンネルの変更”」を参照してくださ
い。

チャンネル設定の表示

チャンネルの設定に関する情報は、AWS Elemental MediaLiveコンソールのチャンネル詳細ページで
確認できます。このページは、チャンネルの実行中に情報を表示するのに役立ちます。(チャンネル
の実行中は、[Edit] (編集) を選択して詳細を表示することはできません)。

設定情報を表示するには (AWS Elemental MediaLive コンソール)

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Channels] (チャンネル) を選択します。(このページのボタンの詳細
については、「the section called “チャンネルの編集”」、「操作:チャンネルの開始、停止、一時
停止」、および「the section called “クローンによるチャンネルの作成”」を参照してください)。

3. チャンネルの詳細を表示するには、そのチャンネルの名前を選択します。[Channel details]
(チャンネルの詳細) ページが表示されます。

4. 以下の場所のいずれかの設定情報を表示します。

• チャンネルの入力仕様の詳細については、[Details] (詳細) タブを選択し、[Input specifications] 
(入力仕様) ペインを確認します。

• チャンネルの送信先のワンクリック表示については (ダウンストリームシステ
ム)、[Destinations] (送信先) タブを選択します。
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• チャンネルの設定に関する基本的な情報については、[Details] (詳細) タブを選択します。

• チャンネルの完全な設定の読み取り専用ビューについては (チャンネルの作成時または編集時
に指定)、[Settings] (設定) タブを選択します。

• チャンネル設定の未加工 JSON コードを表示するには、[Details] (詳細) タブを選択してか
ら、[Advanced details] (高度な詳細) を選択します。この JSON コードはクリップボードにコ
ピーできます。

リンク入力デバイスでの作業

リンク入力デバイスは、AWS Elemental Link接続されているハードウェアデバイスのインター
フェースです。 MediaLive MediaLiveこのハードウェアに関する一般的な情報については、を参照し
てくださいthe section called “AWS Elemental Link”。

の Link 入力デバイスの操作方法については MediaLive、を参照してくださいセットアップ:AWS 
Elemental Link 。

AWS Elemental MediaLive での入力の使用

入力は、トランスコードされてパッケージングされる動画アセットです。ビデオアセットのソースは
アップストリームシステム、 end-to-end つまりアクティビティがのアクティビティよりも先に発生
するワークフロー内のシステムです。AWS Elemental MediaLiveアップストリームシステムは、パブ
リックインターネット上、または Amazon 仮想プライベートクラウド (Amazon VPC) を使用して作
成した Amazon Virtual Private Cloud (Amazon VPC) 内に配置できます。

AWS Elemental MediaLive入力には、 MediaLive アップストリームシステムのソースコンテンツと
チャンネルがどのようにつながっているかを説明する情報が格納されます。

入力のカテゴリ

入力は、複数の方法で分類できます。

• タイプ – 入力には、ソースおよび配信プロトコルのタイプがあります。例えば、HLS 入力または 
RTMP 入力です。詳細については、「the section called “入力:サポートされているコンテナとコー
デック”」を参照してください。

• [Live versus VOD] (ライブと VOD) — 入力はライブ (ストリーミング) 入力またはビデオオンデマ
ンド (VOD) 入力です。詳細については、「the section called “入力:サポートされているコンテナと
コーデック”」を参照してください。
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• プッシュとプル – 入力はプッシュ入力またはプル入力です。

• プッシュ入力では、アップストリームシステムが入力をエンドポイントにプッシュします。
MediaLive入力はこれらのエンドポイントを保持します。

• pull 入力では、 MediaLive 入力を上流システムから引き出します。入力は、アップストリームシ
ステムでこれらの送信元アドレスを保持します。

詳細については、「the section called “入力:サポートされているコンテナとコーデック”」を参照し
てください。

• [Input class] (入力クラス) — 入力は、標準クラスの入力または単一クラス入力として設定できま
す。

• 標準クラス入力は、標準チャンネルまたは単一パイプラインチャンネルで使用できます。

• 単一パイプライン入力は、単一パイプラインチャンネルでのみ使用できます。

入力クラスの目的については、「the section called “パイプラインの冗長性”」を参照してくださ
い。

各入力タイプに適用可能なクラスの詳細については、「the section called “サポートされる入力ク
ラス”」を参照してください。

• 静的と動的 – 入力を作成するときに、静的か動的かを決定します。

• 静的入力には、変更されない URL (コンテンツソースを指す) があります。

任意の入力タイプを静的入力として設定できます。

• 動的入力には、可変部分を含む URL があります。これは入力切り替えでの使用を対象としてい
ます。

MP4 とトランスポートストリーム (TS) の入力のみをダイナミック入力として設定できます。

詳細については、「the section called “入力切り替え”」を参照してください。

入力、入力セキュリティグループ、チャンネル

MediaLive 入力はワークフローの構成要素の 1 つです。他には、入力セキュリティグループとチャネ
ルがあります。これらの 3 つのコンポーネントは相互にリンクされます。入力が必要な場合、入力
セキュリティグループが入力にアタッチされます。すべての入力にこの要件があるわけではありませ
ん。入力はチャンネルにアタッチされます。

入力へのリンクには、以下のルールが適用されます。
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• 入力と入力セキュリティグループの関連付けは、入力側で定義されます。入力を作成または編集す
るときに関連付けを設定します。

• 入力とチャンネルの間の関連付けは、チャンネル側で定義されます。チャンネルを作成または編集
するときに関連付けを設定します。

• 入力にアタッチできる入力セキュリティグループは 1 つだけです。ただし、その入力セキュリ
ティグループはすでに別の入力にアタッチされている可能性があります。1 つの入力セキュリティ
グループが複数の入力に対応できます。

• 1 つの入力は 1 つのチャンネルにのみアタッチでき、複数のチャンネルで同じ入力を使用すること
はできません。

入力の作成

入力の作成について詳しくは、「チャンネルを最初から作成する」を参照してください。

入力の編集

入力を編集するためのルールは次のとおりです。

入力セキュリティグループの変更

• 別の入力セキュリティグループをアタッチすることができます。

エンドポイント (プッシュ入力) またはソース (プル入力) の変更

• VPC 用ではない RTP 入力または RTMP プッシュ入力の場合、入力エンドポイントのフィールド
を編集できます。

• RTP VPC 入力または RTMP VPC プッシュ入力の場合、IP アドレス入力エンドポイントを編集す
ることはできません。これらのアドレスを変更するには、入力を削除して再度作成する必要があり
ます。

• Elemental Link 入力の場合、別の AWS Elemental Link をアタッチできます。

• MediaConnect プッシュ入力の場合、ARN AWS Elemental MediaConnect を編集してさまざまな
フローを参照できます。以前の ARN の出力は削除され MediaConnect、新しい ARN の新しい出
力 (新しい ID を含む) が作成されます。

• プル入力の場合は、入力ソースのフィールドを編集することができます。

インスタンスタイプを変更する

入力の作成 950
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• 入力がチャンネルにアタッチされている場合、クラスを変更することはできません。入力とチャン
ネルのクラスの変更の詳細については、「the section called “既存のチャンネルの変更”」を参照し
てください。

入力タイプの変更

• 入力のタイプは変更できません 例えば、入力を RTMP プッシュとして設定したが、それが実際に
は HLS 入力である場合は、入力を削除してもう一度作成します。

入力とチャンネルの状態に関するルール

これらの編集の実行には、以下のような制約があります。

• 入力がチャンネルにアタッチされている場合は、チャンネルがアイドル状態の場合にのみ入力を編
集できます。

• 入力がチャンネルと入力セキュリティグループにアタッチされている場合は、チャンネルがアイド
ル状態の場合にのみ入力を編集できます。

• 入力がチャンネルにアタッチされていない場合は、入力セキュリティグループにアタッチされてい
ても、いつでも編集できます。

入力を編集するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。入力の名前を選択し、[編集] を選択しま
す。

3. [入力] ページで、必要に応じて以下の変更を行います。

• [名前] を変更できます。

• [Input type (入力タイプ)] は変更できません。入力のタイプが正しくない場合は、それを削除
してから、もう一度作成してください。

• [Input devices (入力デバイス)] は変更できます (Elemental Link 入力にのみ適用されます)。

• 入力がチャンネルにアタッチされている場合、入力クラスを変更することはできません。詳細
については、「the section called “既存のチャンネルの変更”」を参照してください。

• [Source (ソース)] セクションは変更できます (プル入力にのみ適用されます)。

入力の編集 951

https://console.aws.amazon.com/medialive/


MediaLive ユーザーガイド

• [Endpoint (エンドポイント)] セクションは、VPC 用ではない RTP 入力または RTMP プッシュ
入力でのみ変更できます。

• [Input security groups (入力セキュリティグループ)] セクションは変更できます (VPC 用ではな
いプッシュ入力にのみ適用されます)。

• [Tags (タグ)] セクションで、タグを追加または削除できます。既存のタグの値を編集するに
は、タグを削除して再度追加します。詳細については、「the section called “リソースのタグ
付け”」を参照してください。

4. [Update] (更新) を選択します。

この入力で別のアクションを実行する前に、入力の状態が 使用中またはアイドルに戻るのを待
ちます。

入力の削除

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。[入力] ページで、削除する必要のある入力
を見つけて、[状態] 列を確認します。

• 状態が [デタッチ] の場合は、入力を選択して [削除] を選択します。

• ステートが Attached で、入力を削除してもチャンネルは残しておきたい場合は、まず入力をデ
タッチします。次に、この Inputs ページに戻り、入力を選択し、[Delete] を選択します。

• ステートが Attached で、入力とチャンネルの両方を削除したい場合は、まずチャンネルを削除
してください。次に、このインプットページに戻り、インプットを選択し、「Delete」を選択
します。

結果は以下のようになります。

• 入力がエレメンタルリンク入力の場合、 MediaLive 入力を削除します。ただし、Link 入力デバイ
スはデバイスリストに残っているので、いつでも新しい入力に接続できます。

• MediaConnect 入力がプッシュ入力の場合、 MediaConnect 対応する出力は自動的に削除されま
す。アウトプットを削除する必要はありません。

• 入力が RTP VPC 入力または RTMP VPC プッシュ入力の場合、エンドポイントの Elastic Network 
Interface が削除され、サブネット内の IPv4 アドレスが解放され、別のリソースで使用できるよう
になります。ネットワークインターフェイスを削除する必要はありません。
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入力にアタッチされている入力セキュリティグループ (存在する場合) は削除されません。

入力をデタッチします。

入力をチャンネルから切り離すことができます。チャンネルはアイドル状態である必要があります。

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで [Inputs] (入力) を選択します。リスト内の入力を検索し、その名前を選択
します。「入力の詳細」で、入力が接続されているチャンネルの ID を探します。

3. その ID を選択します。そのチャンネルの「チャンネル詳細」ページが表示されます。

4. [チャンネルアクション] を選択し、[チャンネルを編集] を選択します。

5. 左側の入力添付ファイルのリストで、デタッチする入力の名前を探します。名前を選択します。

6. 「入力添付ファイルの詳細」パネルで、「削除」を選択します。入力がデタッチされます。

7. ページの下部にある [チャンネルを更新] を選択します。

入力セキュリティグループの使用

入力セキュリティグループには、ルールのリストが含まれています。各ルールは、コンテンツのプッ
シュが許可される IP アドレス (CIDR ブロック) の範囲です。 MediaLive入力セキュリティグループ
を入力にアタッチすると、その入力にルールが適用されます。その入力セキュリティグループ内の
いずれかの範囲の IP アドレスを持つ上流システムだけが、その入力にコンテンツをプッシュできま
す。 MediaLive その入力セキュリティグループの対象外の IP アドレスからのプッシュリクエストは
無視されます。

1 つの入力セキュリティグループに最大 10 のルール (IP アドレス範囲または CIDR ブロック) を含め
ることができます。

同じ入力セキュリティグループを任意の数の入力にアタッチできます。

トピック

• 入力セキュリティグループの目的

• 入力セキュリティグループの作成

• 入力セキュリティグループの編集

• 入力セキュリティグループの削除
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入力セキュリティグループの目的

入力セキュリティグループは、ソースのアップストリームシステムがパブリックインターネット上に
ある特定のプッシュ入力で使用されます。

• VPC を使用しない RTP 入力および RTMP プッシュ入力に使用されます。

• RTP VPC 入力、RTMP VPC プッシュ入力、 MediaConnect入力、またはエレメンタルリンク入力
には使用されません。これらの入力は、他の方法でセキュリティを実装します。

入力セキュリティグループは、入力へのアクセスを制限します。グループは、不正な第三者が入力
にアタッチされているチャンネルにパブリックインターネットからコンテンツをプッシュするのを防
止します。この機能の保護がないと、 MediaLive 入力された IP アドレスとポートを知っていれば、
サードパーティはコンテンツを入力にプッシュできます。チャンネルを所有するアカウントでアクセ
ス許可を設定しても、サードパーティーによるプッシュを防止できません。入力セキュリティグルー
プだけが防止できます。

入力セキュリティグループは複数の入力にアタッチできます。つまり、1 つの入力セキュリティグ
ループが複数の入力を提供できます。

入力セキュリティグループの作成

入力セキュリティグループを作成し、アクセスルールのリストを指定します。プッシュ入力を作成す
るときは、入力へのアクセスを制限するために、入力セキュリティグループをアタッチする必要があ
ります。

1 つの入力セキュリティグループに最大 10 のルール (IP アドレス範囲または CIDR ブロック) を含め
ることができます。

同じ入力セキュリティグループを任意の数の入力にアタッチできます。

入力セキュリティグループを作成するには

1. アップストリームシステムがプッシュする IP アドレスを特定します。これらの IP アドレスは、
パブリックインターネット上にあるか、LAN または WAN 上にある場合があります。

2. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

3. ナビゲーションペインで、[Input security groups] (入力セキュリティグループ) を選択します。

4. [Input security groups] (入力セキュリティグループ) ページで、[Create input security group] (入
力セキュリティグループの作成) を選択します。
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5. [New security group] (新しいセキュリティグループ) に、1 つ以上の IPv4 CIDR ブロックを入力
します。

各 CIDR ブロックには、サブネットマスクが含まれている必要があります。次の例では、/nn の
部分がサブネットマスクです。

エントリをカンマで区切るか、各エントリを個別の行に入力します。

IP アドレスの範囲に対して CIDR ブロックを形成する方法がわからない場合があります。もし
そうなら、インターネットで「IP CIDR 電卓」を検索して、オンラインコンバーターツールを見
つけてください。

6. この入力セキュリティグループとタグを関連付ける場合は、[Tags] (タグ) セクションでタグを作
成します。詳細については、「the section called “リソースのタグ付け”」を参照してください。

7. [Create] (作成) を選択します。

例 1

192.0.2.0/24

この CIDR ブロックは、192.0.2 で始まるすべての IP アドレスを対象とします。

例 2

192.0.2.111/32

この CIDR ブロックは、192.0.2.111 という単一の IP アドレスを対象とします。

入力セキュリティグループの編集

入力セキュリティグループのすべてのフィールドを編集できます。これらの編集は、実行中のチャン
ネルにアタッチされている入力に入力セキュリティグループがアタッチされている場合でも、いつで
も実行できます。

入力セキュリティグループを編集するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Input Security Groups] (入力セキュリティグループ) を選択します。

3. [Input security groups] (入力セキュリティグループ) ページで、入力セキュリティグループを選
択し、[Edit] (編集) を選択します。
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4. 必要に応じて任意のフィールドを変更し、[Update] (更新) を選択します。

この入力セキュリティグループで別のアクションを実行する前に、入力セキュリティの [State]
(状態) が [In use] (使用中) または [Idle] (アイドル) に戻るのを待ちます。

入力セキュリティグループのタグを追加、削除、編集するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Input Security Groups] (入力セキュリティグループ) を選択します。

3. [Input security groups] (入力セキュリティグループ) ページで、入力セキュリティグループの名
前を選択します。[Edit] (編集) を選択しないでください。

4. この入力セキュリティグループの [Input security group] (入力セキュリティグループ) ページの
[Tags] (タグ) セクションで、タグを追加または削除します。既存のタグの値を編集するには、タ
グを削除して再度追加します。詳細については、「the section called “リソースのタグ付け”」を
参照してください。

この入力セキュリティグループで別のアクションを実行する前に、入力セキュリティの [State]
(状態) が [In use] (使用中) または [Idle] (アイドル) に戻るのを待ちます。

入力セキュリティグループの削除

いずれかの入力にアタッチされていない限り、入力セキュリティグループを削除できます。

入力セキュリティグループを削除するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Input security groups] (入力セキュリティグループ) を選択します。

3. [Input security groups] (入力セキュリティグループ) ページで、削除するグループの [State] (状
態) を確認します。

• [State] (状態) が [Idle] (アイドル) の場合、グループを選択し、[Delete] (削除) を選択します。

• [State] (状態) が [In use] (使用中) の場合、この手順を続行します。

4. 入力セキュリティグループ ID をメモしておきます。(例: 1234567)。

5. グループを選択して [Edit] (編集) を選択します。

6. [Edit input security group] (入力セキュリティグループの編集) ページで、右側にある [Inputs] (入
力) を確認し、入力セキュリティグループにアタッチされている入力の数を数えます。
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7. 最初の入力を選択します。次に、その入力のページで、[Edit] (編集) を選択します。[Edit] (編集) 
ページの [Input security group] (入力セキュリティグループ) で、この入力に新しい入力セキュリ
ティグループを作成するか、別のグループを選択します (同じグループを再選択しないようにし
てください。先ほどメモした ID を確認してください)。この入力が、削除する入力セキュリティ
グループにアタッチされなくなるよう、[Update] (更新) を選択します。

8. この入力グループに関連付けられた入力がまだある場合、ナビゲーションペインで [Input 
security groups] (入力セキュリティグループ) を選択してこれらのステップを繰り返し、この入
力セキュリティグループをすべての入力からデタッチします。

9. 最後の入力をこの入力セキュリティグループからデタッチしたあと、入力セキュリティグ
ループの [State] (状態) が [Idle] (アイドル) を指定するのを待ちます。次に、グループを選択
し、[Delete] (削除) を選択します。

MediaLive マルチプレックスの使用

MediaLive マルチプログラムトランスポートストリーム (MPTS) は、マルチプログラムトランスポー
トストリーム (MPTS) を作成します。RTP または UDP を介したトランスポートストリーム (TS) コ
ンテンツの配信経験があるサービスプロバイダーであれば、 MediaLive マルチプレックスの作成に
関心があることでしょう。

マルチプレックスを設定するには、 MediaLive マルチプレックスを作成します。次に、マルチプ
レックスに MediaLive プログラムを追加します。最後に、プログラムごとに 1 MediaLive つのチャ
ンネルを作成し、各チャンネルをそのプログラムに関連付けます。

マルチプレックスの設定に関する概念については、「the section called “マルチプレックスと 
MPTS”」を参照してください。

トピック

• アクションの要約

• マルチプレックスとプログラムの作成

• チャンネルの作成

• マルチプレックス、プログラム、およびチャンネルの編集

• マルチプレックス、プログラム、およびチャンネルの削除
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アクションの要約

次の表は、マルチプレックス、プログラム、およびチャンネルの作成、編集、および削除の機能をま
とめたものです。

項目 アクション 注意

マルチプレックス 作成  

  [Edit] (編集) マルチプレックスは、アイド
ル状態でも実行中でもかまい
ません。すべてのチャンネル
がアイドル状態または実行中
であるか、アイドル状態と実
行中のチャンネルが混在でき
ます。

例外: [Max Video Buffer Delay] 
(最大ビデオバッファ遅延) 
フィールドを変更する場合、
マルチプレックスはアイドル
状態である必要があります。

  Delete マルチプレックスはアイドル
状態である必要があります。
また、プログラムが関連付
けられていないことが必要で
す。

プログラム 作成 プログラムのマルチプレック
スは、アイドル状態でも実行
中でもかまいません。

  [Edit] (編集) このプログラムのマルチプ
レックスは、アイドル状態で
も実行中でもかまいません。
このプログラムのチャンネル
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項目 アクション 注意

は、アイドル状態でも実行中
でもかまいません。

  Delete このプログラムのマルチプ
レックスは、アイドル状態で
も実行中でもかまいません。
プログラムは関連付けられた
チャンネルを持つことはでき
ません。

チャンネル 作成 このチャンネルのマルチプ
レックスは、アイドル状態で
も実行中でもかまいません。
チャンネルのプログラムは空
でなければなりません。

  [Edit] (編集) チャンネルはアイドル状態で
ある必要があります。この
チャンネルのマルチプレック
スは、アイドル状態でも実行
中でもかまいません。

  Delete チャンネルはアイドル状態で
ある必要があります。チャン
ネルは引き続きプログラムに
アタッチできます。

マルチプレックスとプログラムの作成

MediaLive マルチプレックスは、MPTS 全体のビットレートなど、MPTS の設定情報を提供します。

マルチプレックスは、最初から作成することも、既存のマルチプレックスからクローンを作成するこ
ともできます。マルチプレックスのクローン作成は、チャンネルのクローン作成に似ています。大半
のフィールドの値が新しいマルチプレックスにコピーされます。
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マルチプレックス内にプログラムを作成できます。マルチプレックスにアタッチせずにプログラムを
作成することはできません。

マルチプレックスを作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Multiplexes] (マルチプレックス) を選択します。

3. [Multiplexes] (マルチプレックス) ページで、[Create] (作成) を選択します。

4. [Create multiplex] (マルチプレックスの作成) ページの各フィールドに入力します。

5. [Create] (作成) を選択します。

マルチプレックスが [Multiplexes] (マルチプレックス) ページに追加されます。マルチプレック
スのステータスが IDLE に変わったら、次のステップとして、マルチプレックスにプログラムを
追加します。詳細については、このセクションの後半を参照してください。

クローン作成によってマルチプレックスを作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Multiplexes] (マルチプレックス) を選択し、クローン化を作成するマ
ルチプレックスを選択します。

3. [Details] (詳細) ペインで、[Multiplex actions] (マルチプレックスアクション)、[Clone] (クローン) 
の順に選択します。

プログラムを作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Multiplexes] (マルチプレックス) を選択し、プログラムを追加するマ
ルチプレックスを選択します。

3. [Details] (詳細) ペインで、[Programs] (プログラム) タブを選択します。

4. [Create program] (プログラムの作成) を選択します。

5. [Create program] (プログラムの作成) ページの各フィールドに入力します。

6. [作成] を選択します。

このプログラムの [Program details] (プログラムの詳細) ペインが表示されます。チャンネル状
態は、常に CHANNEL MISSING を指定することに注意してください。
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7. 現時点または後で、このプログラムのチャンネルを作成する必要があります。

• このプログラムにチャンネルをすぐに追加する場合は、[Create channel] (チャンネルの作成) 
を選択できます。

• チャンネルを後で追加する場合は、マルチプレックスの一部ではないチャンネルを作成する場
合と同じ方法で追加できます。

プログラムにアタッチされているチャンネルは、出力グループをマルチプレックス出力グループとす
る通常のチャンネルです。

マルチプレックス内のチャンネルの各フィールドに入力する特別な手順については、「the section 
called “ステップ 5: チャンネルを作成する”」を参照してください。

チャンネルの作成

プログラムにアタッチされているチャンネルは、出力グループをマルチプレックス出力グループとす
る通常のチャンネルです。

新しいマルチプレックスでは、プログラムが正常に作成されたらすぐにチャンネルを作成できます。

マルチプレックスが実行中である場合、チャンネルを追加するためにマルチプレックスを停止する必
要はありません。実行中のマルチプレックスにチャンネルを追加できます。

マルチプレックス内のチャンネルの各フィールドに入力する特別な手順については、「the section 
called “ステップ 5: チャンネルを作成する”」を参照してください。

マルチプレックス、プログラム、およびチャンネルの編集

マルチプレックス、マルチプレックス内のプログラム、およびマルチプレックス内のチャンネルを編
集できます。このセクションで説明するように、使用する項目の状態 (実行中またはアイドル) に基
づく特定のルールがあります。

マルチプレックスの編集

マルチプレックスはほとんど制限なしに編集できます。マルチプレックスは、以下の場合に編集でき
ます。

• マルチプレックスがアイドル状態または実行中であり、[Maximum Video Buffer Delay] (最大ビデ
オバッファ遅延) フィールドを変更しない場合。このフィールドを変更するには、マルチプレック
スがアイドル状態である必要があります。
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• マルチプレックスプログラムのチャンネルがアイドル状態または実行中である場合。

• 作成したばかりのプログラムを While MediaLive が追加中である場合。

マルチプレックスを編集するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Multiplexes] (マルチプレックス) を選択し、編集したいマルチプレッ
クスを選択します。

3. [Details] (詳細) ペインで、[Multiplex actions] (マルチプレックスアクション)、[Edit] (編集) の順
に選択します。

4. 必要なだけ変更を加えて [Save changes] (変更を保存) を選択します。

プログラムの編集

プログラムはいつでも編集できます。マルチプレックスが実行中である場合や、関連付けられたチャ
ンネルが実行中である場合でも編集できます。

プログラムを編集するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Multiplexes] (マルチプレックス) を選択し、編集したいマルチプレッ
クスを選択します。

3. [Details] (詳細) ペインで、[Programs] (プログラム) タブを選択します。

4. [Program actions] (プログラムアクション)、[Edit] (編集) の順に選択します。

5. 必要なだけ変更を加えて [Save changes] (変更を保存) を選択します。

プログラム内のチャンネルの編集

アイドル状態のチャンネルを編集できます。

チャンネルを編集するには

1. チャンネルを停止します。チャンネルは、通常の方法で、[Channels] (チャンネル) ペインから
停止できます。または、[Multiplex] (マルチプレックス) ページから停止できます。詳細について
は、「the section called “マルチプレックス内のチャンネルの停止”」を参照してください。
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2. チャンネルを編集します。詳細については、「the section called “チャンネルの編集”」を参照し
てください。

マルチプレックス、プログラム、およびチャンネルの削除

マルチプレックス、マルチプレックス内のプログラム、およびマルチプレックス内のチャンネルを削
除できます。このセクションで説明するように、使用する項目の状態に基づく特定のルールがありま
す。

マルチプレックスの削除

マルチプレックスを削除するには、マルチプレックスがアイドル状態であり、すべてのプログラムが
空である (チャンネルが関連付けられていない) ことが必要です。

マルチプレックスを削除するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Multiplexes] (マルチプレックス) を選択し、削除するマルチプレック
スを選択します。

3. [Details] (詳細) ペインで、[Multiplex actions] (マルチプレックスアクション)、[Stop] (停止) の順
に選択します。

4. [Programs] (プログラム) ペインで、実行中のチャンネルがある最初のプログラムを選択
し、[Program actions] (プログラムアクション)、[Stop channel] (チャンネルの停止) の順に選択
します。

5. 実行中のすべてのチャンネルに対して、この手順を繰り返します。

6. チャンネルの名前を書き留めてから、[Channels] (チャンネル) ページを表示します。チャンネル
を選択し、[Actions] (アクション)、[Delete] (削除) の順に選択します。

7. [Multiplex] (マルチプレックス) ページに戻ります。

8. [マルチプレックスアクション] を選択し、[マルチプレックスを削除] を選択します。 MediaLive 
マルチプレックスとそのすべてのプログラムを削除します。

プログラムの削除

チャンネルを持たないプログラムを削除できます。マルチプレックスが実行中またはアイドル状態の
ときに、プログラムを削除できます。

マルチプレックス、プログラム、およびチャンネルの削除 963

https://console.aws.amazon.com/medialive/


MediaLive ユーザーガイド

プログラムを削除するには

1. https://console.aws.amazon.com/medialive/ MediaLive  でコンソールを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Multiplexes] (マルチプレックス) を選択し、該当するマルチプレック
スを選択します。

3. [Programs] (プログラム) ペインで、削除するプログラムを選択します。

4. そのプログラムのチャンネルが実行中である場合は、[Program Actions] (プログラムアクショ
ン)、[Stop channel] (チャンネルの停止) の順に選択します。

5. チャンネルが [Idle] (アイドル) 状態に変わるまで待ちます。

6. チャンネルの名前を書き留めてから、[Channels] (チャンネル) ページを表示します。チャンネル
を選択し、[Actions] (アクション)、[Delete] (削除) の順に選択します。

7. [Multiplex] (マルチプレックス) ページに戻ります。

8. [Program actions] (プログラムアクション)、[Delete program] (プログラムの削除) の順に選択し
ます。

チャンネルの削除

マルチプレックスが実行中またはアイドル状態のときに、チャンネルを削除できます。チャンネルは
プログラムからデタッチしません。チャンネルをプログラムからデタッチするという概念はありませ
ん。

チャンネルを削除するには、[Channel] (チャンネル) ページを表示し、通常の方法でチャンネルを削
除します。詳細については、「the section called “チャンネルの削除”」を参照してください。
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AWS Elemental MediaLive でのセキュリティ
AWS では、クラウドのセキュリティが最優先事項です。AWS の顧客は、セキュリティを最も重視
する組織の要件を満たすように構築されたデータセンターとネットワークアーキテクチャから利点を
得られます。

セキュリティは、AWS と顧客の間の責任共有です。責任共有モデルでは、これをクラウドのセキュ
リティおよびクラウド内のセキュリティとして説明しています。

• クラウドのセキュリティ - AWS は、AWS クラウドで AWS のサービスを実行するインフラストラ
クチャを保護する責任を負います。また、AWS は、使用するサービスを安全に提供します。AWS 
コンプライアンスプログラムの一環として、サードパーティーの監査が定期的にセキュリティの有
効性をテストおよび検証しています。AWS Elemental MediaLive に適用されるコンプライアンス
プログラムの詳細については、「コンプライアンスプログラムによる対象範囲内の AWS のサービ
ス」を参照してください。

• クラウド内のセキュリティ - ユーザーの責任は、使用する AWS のサービスに応じて異なります。
また、ユーザーは、データの機密性、企業要件、および適用法令と規制などのその他要因に対する
責任も担います。

このドキュメントは、を使用する際に責任分担モデルを適用する方法を理解するのに役立ちます 
MediaLive。以下のトピックでは、 MediaLive セキュリティとコンプライアンスの目標を満たすよう
に構成する方法を示しています。また、AWS MediaLive リソースの監視と保護に役立つ他のサービ
スの使い方についても学びます。

トピック

• AWS Elemental におけるデータ保護 MediaLive

• AWS Elemental MediaLive 向けの Identity and Access Management

• AWS Elemental MediaLive のコンプライアンス検証

• AWS Elemental MediaLive での耐障害性

• AWS Elemental のインフラストラクチャセキュリティ MediaLive

AWS Elemental におけるデータ保護 MediaLive

AWShttps://aws.amazon.com/compliance/shared-responsibility-model/、AWS Elemental MediaLive 
のデータ保護に適用されます。このモデルで説明されているように、AWS は、AWS クラウド のす
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べてを実行するグローバルインフラストラクチャを保護する責任を負います。顧客は、このインフラ
ストラクチャでホストされているコンテンツに対する管理を維持する責任があります。また、使用す
る AWS のサービスのセキュリティ設定と管理タスクにも責任があります。データプライバシーの詳
細については、データプライバシーのよくある質問を参照してください。欧州でのデータ保護の詳細
については、「AWS セキュリティブログ」に投稿された「AWS 責任共有モデルおよび GDPR」の
ブログ記事を参照してください。

データを保護するため、AWS アカウント の認証情報を保護し、AWS IAM Identity Center または 
AWS Identity and Access Management (IAM) を使用して個々のユーザーをセットアップすることを
お勧めします。こうすると、それぞれのジョブを遂行するために必要なアクセス許可のみを各ユー
ザーに付与できます。また、次の方法でデータを保護することをお勧めします。

• 各アカウントで多要素認証 (MFA) を使用します。

• SSL/TLS を使用して AWS リソースと通信します。TLS 1.2 および TLS 1.3 をお勧めします。

• AWS CloudTrail で API とユーザーアクティビティログをセットアップします。

• AWS のサービス 内でデフォルトである、すべてのセキュリティ管理に加え、AWS の暗号化ソ
リューションを使用します。

• Amazon Macie などの高度なマネージドセキュリティサービスを使用します。これらは、Amazon 
S3 に保存されている機密データの検出と保護を支援します。

• コマンドラインインターフェイスまたは API を使用して AWS にアクセスするときに FIPS 140-2 
検証済みの暗号化モジュールが必要な場合は、FIPS エンドポイントを使用します。利用可能な 
FIPS エンドポイントの詳細については、「連邦情報処理規格 (FIPS) 140-2」を参照してくださ
い。

顧客のメールアドレスなどの機密情報やセンシティブ情報は、タグや 名前 フィールドなどの自由
形式のフィールドに配置しないことを強くお勧めします。これには、コンソール、API、 MediaLive 
または AWS SDK を操作したり、AWS のサービスその他の方法で作業したりする場合も含まれま
す。AWS CLI名前に使用する自由記述のテキストフィールドやタグに入力したデータは、課金や診
断ログに使用される場合があります。外部サーバーへ URL を供給する場合は、そのサーバーへのリ
クエストを検証するために、認証情報を URL に含めないことを強くお勧めします。

外部サーバーに URL を提供する場合、 MediaLive そのサーバーへのリクエストを検証するために 
URL に認証情報を含めないようにする必要があります。外部サーバへの URL に認証情報が必要な
場合は、AWS Systems Manager のパラメータストア機能を使用することをお勧めします。詳細と 
AWS Systems Manager パラメータストアを実装する手順については、「AWS Systems Manager の
要件 — パラメータストアでのパスワードパラメータの作成」を参照してください。
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AWS Elemental MediaLive はお客様に関するデータの提供を必要としません。チャンネル、デバイ
ス、入力、入力セキュリティグループ、マルチプレックス、予約のいずれにも、 カスタマーデータ
の提供を必要とするフィールドは存在しません。

MediaLive には、AWS Systems Manager機密情報を安全に処理できるパラメータストアなどの機能
が含まれています。パスワードを渡すときは、常にこれらの機能を使用する必要があります。URL 
にパスワードを含めることで回避しないでください。

内のデータを削除する AWS Elemental MediaLive

チャネルまたは入力などのオブジェクトを作成することで、AWS Elemental MediaLive からデータ
を削除できます。コンソール、REST API、AWS CLI、または AWS SDK を使用して、データを削除
できます。データが削除されます。削除オペレーションを完了してデータを削除したあとは、必要な
ステップはありません。

コンソールを使用してデータを削除するには、以下のセクションを参照してください。

• the section called “チャンネルの削除”

• the section called “リンク入力デバイス”

• the section called “入力の削除”

• the section called “入力セキュリティグループの削除”

• the section called “ マルチプレックス、プログラム、およびチャンネルの削除 ”

• the section called “期限切れの予約を削除する”

AWS Elemental MediaLive 向けの Identity and Access 
Management

AWS Identity and Access Management (IAM) は、管理者が AWSリソースへのアクセスを安全に制御
するために役立つ AWS のサービスです。IAM 管理者は、 MediaLive リソースの使用を認証 (サイン
イン) および許可 (アクセス許可) できるユーザーを制御します。IAM は、追加費用なしで使用できる 
AWS のサービスです。

トピック

• 対象者

• アイデンティティを使用した認証

• ポリシーを使用したアクセスの管理

内のデータを削除する AWS Elemental MediaLive 967



MediaLive ユーザーガイド

• AWS Elemental MediaLive と IAM の連携について

• AWS Elemental MediaLive のアイデンティティベースのポリシーの例

• AWS Elemental MediaLive ID とアクセスのトラブルシューティング

対象者

AWS Identity and Access Management IAMの用途は、 MediaLive で行う作業によって異なります。

サービスユーザー — MediaLive サービスを業務に使用する場合、管理者は必要な認証情報と権限を
提供します。 MediaLive 作業に使用する機能が増えるにつれて、追加の権限が必要になることがあ
ります。アクセスの管理方法を理解しておくと、管理者に適切な許可をリクエストするうえで役立ち
ます。 MediaLive の特徴にアクセスできない場合は、AWS Elemental MediaLive ID とアクセスのト
ラブルシューティングを参照してください。

サービス管理者 — MediaLive 会社のリソースを担当している場合は、おそらくへのフルアクセス権
を持っているでしょう MediaLive。 MediaLive サービスユーザーがどの機能やリソースにアクセス
すべきかを決めるのはあなたの仕事です。その後、IAM 管理者にリクエストを送信して、サービス
ユーザーの許可を変更する必要があります。このページの情報を確認して、IAM の基本概念を理解
してください。会社で IAM をどのように使用できるかについての詳細は MediaLive、「」を参照し
てくださいAWS Elemental MediaLive と IAM の連携について。

IAM 管理者 - 管理者は、 MediaLive へのアクセスを管理するポリシーの作成方法の詳細について確
認する場合があります。IAM で使用できる MediaLive ID ベースのポリシーの例については、を参照
してください。AWS Elemental MediaLive のアイデンティティベースのポリシーの例

アイデンティティを使用した認証

認証とは、アイデンティティ認証情報を使用して AWSにサインインする方法です。ユーザー
は、AWS アカウントのルートユーザー として、IAM ユーザーとして、または IAM ロールを引き受
けることによって、認証済み (AWS にサインイン済み) である必要があります。

ID ソースから提供された認証情報を使用して、フェデレーティッドアイデンティティとして AWS
にサインインできます。 AWS IAM Identity Centerフェデレーティッドアイデンティティの例とし
ては、IAM アイデンティティセンターユーザー、会社のシングルサインオン認証、Google または 
Facebook の認証情報などがあります。フェデレーティッド ID としてサインインする場合、IAM 
ロールを使用して、前もって管理者により ID フェデレーションが設定されています。フェデレー
ションを使用して AWSにアクセスする場合、間接的にロールを引き受けることになります。
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ユーザーのタイプに応じて、AWS Management Console または AWSアクセスポータルにサインイ
ンできます。AWS へのサインインの詳細については、AWS サインイン ユーザーガイドのAWS アカ
ウント にサインインする方法を参照してください。

プログラムを使用して AWSにアクセスする場合、AWS は Software Development Kit (SDK) とコ
マンドラインインターフェイス (CLI) を提供し、認証情報を使用してリクエストに暗号で署名しま
す。AWS ツールを使用しない場合は、リクエストに自分で署名する必要があります。リクエストに
署名する推奨方法の使用については、IAM ユーザーガイドのAWS API リクエストの署名を参照して
ください。

使用する認証方法を問わず、セキュリティ情報の提供を追加でリクエストされる場合もあります。
例えば、AWS では多要素認証 (MFA) を使用してアカウントのセキュリティを高めることを推奨し
ています。詳細については、「AWS IAM Identity Center ユーザーガイド」の「多要素認証」および
「IAM ユーザーガイド」の「AWS での多要素認証 (MFA) の使用」を参照してください。

AWS アカウント ルートユーザー

AWS アカウント を作成する場合は、このアカウントのすべての AWS のサービスとリソースに対し
て完全なアクセス権を持つ 1 つのサインインアイデンティティから始めます。この ID は AWS アカ
ウント ルートユーザー と呼ばれ、アカウントの作成に使用した E メールアドレスとパスワードでサ
インインすることによってアクセスできます。日常的なタスクには、ルートユーザーを使用しないこ
とを強くお勧めします。ルートユーザーの認証情報を保護し、それらを使用してルートユーザーのみ
が実行できるタスクを実行します。ルートユーザーとしてサインインする必要があるタスクの完全な
リストについては、「IAM ユーザーガイド」の「ルートユーザー認証情報が必要なタスク」を参照
してください。

フェデレーティッド ID

ベストプラクティスとして、管理者アクセスを必要とするユーザーを含む人間のユーザーに対し、ID 
プロバイダーとのフェデレーションを使用して、一時的な認証情報の使用により、AWS のサービス 
にアクセスすることを要求します。

フェデレーティッド ID は、エンタープライズユーザーディレクトリ、ウェブ ID プロバイ
ダー、AWS Directory Service、Identity Center ディレクトリのユーザーか、または ID ソースから提
供された認証情報を使用して AWS のサービス にアクセスするユーザーです。フェデレーティッド 
ID が AWS アカウント にアクセスすると、ロールが継承され、ロールは一時的な認証情報を提供し
ます。

アクセスを一元管理する場合は、AWS IAM Identity Centerを使用することをお勧めします。IAM 
Identity Center でユーザーとグループを作成するか、すべての AWS アカウントとアプリケーション
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で使用するために、独自の ID ソースで一連のユーザーとグループに接続して同期することもできま
す。IAM Identity Center の詳細については、AWS IAM Identity Center ユーザーガイドのWhat is IAM 
Identity Center?(IAM Identity Center とは) を参照してください。

IAM ユーザーとグループ

IAM ユーザーは、1 人のユーザーまたは 1 つのアプリケーションに対して特定の許可を持つ AWS 
アカウント 内のアイデンティティです。可能であれば、パスワードやアクセスキーなどの長期的な
認証情報を保有する IAM ユーザーを作成する代わりに、一時的な認証情報を使用することをお勧め
します。ただし、IAM ユーザーとの長期的な認証情報が必要な特定のユースケースがある場合は、
アクセスキーをローテーションすることをお勧めします。詳細については、IAM ユーザーガイド の
「長期的な認証情報を必要とするユースケースのためにアクセスキーを定期的にローテーションす
る」を参照してください。

IAM グループは、IAM ユーザーの集団を指定するアイデンティティです。グループとしてサインイ
ンすることはできません。グループを使用して、複数のユーザーに対して一度に許可を指定できま
す。多数のユーザーグループがある場合、グループを使用することで許可の管理が容易になります。
例えば、IAMAdmins という名前のグループを設定して、そのグループに IAM リソースを管理する許
可を与えることができます。

ユーザーは、ロールとは異なります。ユーザーは 1 人の人または 1 つのアプリケーションに一意に
関連付けられますが、ロールはそれを必要とする任意の人が引き受けるようになっています。ユー
ザーには永続的な長期の認証情報がありますが、ロールでは一時的な認証情報が提供されます。詳細
については、IAM ユーザーガイドのIAM ユーザー (ロールではなく) の作成が適している場合を参照
してください。

IAM ロール

IAM ロールは、特定の許可を持つ、AWS アカウント 内のアイデンティティです。これは IAM ユー
ザーに似ていますが、特定のユーザーには関連付けられていません。ロールを切り替えることによっ
て、AWS Management Consoleで IAM ロールを一時的に引き受けることができます。ロールを引
き受けるには、AWS CLI または AWSAPI オペレーションを呼び出すか、カスタム URL を使用しま
す。ロールを使用する方法の詳細については、IAM ユーザーガイドのIAM ロールの使用を参照して
ください。

IAM ロールと一時的な認証情報は、次の状況で役立ちます。

• フェデレーティッドユーザーアクセス：フェデレーティッドアイデンティティに許可を割り当
てるには、ロールを作成してそのロールの許可を定義します。フェデレーティッド ID が認証さ
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れると、その ID はロールに関連付けられ、ロールで定義されている許可が付与されます。フェ
デレーションの詳細については、IAM ユーザーガイドのCreating a role for a third-party Identity 
Provider(サードパーティーアイデンティティプロバイダー向けロールの作成) を参照してくださ
い。IAM Identity Centerを使用する場合、許可セットを設定します。アイデンティティが認証後に
アクセスできるものを制御するため、IAM アイデンティティセンター は、アクセス許可セットを 
IAM のロールに関連付けます。アクセス許可セットの詳細については、AWS IAM Identity Center 
ユーザーガイドのアクセス許可セットを参照してください。

• 一時的な IAM ユーザー許可：IAM ユーザーまたはロールは、特定のタスクに対して複数の異なる
許可を一時的に IAM ロールで引き受けることができます。

• クロスアカウントアクセス：IAM ロールを使用して、自分のアカウントのリソースにアクセスす
ることを、別のアカウントの人物 (信頼済みプリンシパル) に許可できます。クロスアカウントア
クセスを許可する主な方法は、ロールを使用することです。ただし、一部の AWS のサービスで
は、(ロールをプロキシとして使用する代わりに) リソースにポリシーを直接アタッチできます。
クロスアカウントアクセスにおけるロールとリソースベースのポリシーの違いについては、IAM 
ユーザーガイドのIAM ロールとリソースベースのポリシーとの相違点を参照してください。

• クロスサービスアクセス：一部の AWS のサービス では、他の AWS のサービス の機能を使用し
ます。例えば、サービスで呼び出しを行うと、通常そのサービスによって Amazon EC2 でアプリ
ケーションが実行されたり、Amazon S3 にオブジェクトが保存されたりします。サービスでは、
呼び出し元プリンシパルの許可、サービスロール、またはサービスリンクロールを使用してこれを
行う場合があります。

• 転送アクセスセッション (FAS) – IAM ユーザーまたはロールを使用して でアクションを実行す
るユーザーは、AWSプリンシパルと見なされます。一部のサービスを使用する際に、あるア
クションを実行すると別のサービスの別のアクションが開始されることがあります。FAS は、
を呼び出すプリンシパルの権限を使用しAWS のサービス、リクエストを行い、AWS のサービ
スダウンストリームのサービスに対してリクエストを行います。FAS リクエストが行われるの
は、他の AWS のサービスやリソースとのやり取りを完了する必要があるリクエストをサービス
が受信した場合のみです。この場合、両方のアクションを実行するための許可が必要です。FAS 
リクエストを行う際のポリシーの詳細については、「転送アクセスセッション」を参照してくだ
さい。

• サービスロール - サービスがユーザーに代わってアクションを実行するために引き受ける IAM 
ロールです。IAM 管理者は、IAM 内からサービスロールを作成、変更、削除できます。詳細に
ついては、「IAM ユーザーガイド」の「AWS のサービス にアクセス許可を委任するロールの作
成」を参照してください。

• [Service-linked role] (サービスにリンクされたロール) – サービスにリンクされたロール
は、AWS のサービスにリンクされたサービスロールの一種です。サービスは、ユーザーに代
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わってアクションを実行するロールを引き受けることができます。サービスにリンクされたロー
ルは、AWS アカウント に表示され、サービスによって所有されます。IAM 管理者は、サービス
リンクロールの許可を表示できますが、編集することはできません。

• Amazon EC2 で実行されているアプリケーション：EC2 インスタンスで実行され、AWS CLI ま
たは AWS API 要求を行っているアプリケーションの一時的な認証情報を管理するには、IAM ロー
ルを使用できます。これは、EC2 インスタンス内でのアクセスキーの保存に推奨されます。AWS 
ロールを EC2 インスタンスに割り当て、そのすべてのアプリケーションで使用できるようにする
には、インスタンスに添付されたインスタンスプロファイルを作成します。インスタンスプロファ
イルにはロールが含まれ、EC2 インスタンスで実行されるプログラムは一時的な認証情報を取得
することができます。詳細については、IAM ユーザーガイドのAmazon EC2 インスタンスで実行
されるアプリケーションに IAM ロールを使用して許可を付与するを参照してください。

IAM ロールと IAM ユーザーのどちらを使用するかについては、IAM ユーザーガイドの(IAM ユーザー
ではなく) IAM ロールをいつ作成したら良いのか?を参照してください。

ポリシーを使用したアクセスの管理

AWS でアクセスをコントロールするには、ポリシーを作成して AWSアイデンティティまたはリ
ソースにアタッチします。ポリシーは AWSのオブジェクトであり、アイデンティティやリソースに
関連付けて、これらのアクセス許可を定義します。AWS は、プリンシパル (ユーザー、ルートユー
ザー、またはロールセッション) がリクエストを行うと、これらのポリシーを評価します。ポリシー
での許可により、リクエストが許可されるか拒否されるかが決まります。大半のポリシーは JSON 
ドキュメントとして AWSに保存されます。JSON ポリシードキュメントの構造と内容の詳細につい
ては、IAM ユーザーガイドのJSON ポリシー概要を参照してください。

管理者は AWSJSON ポリシーを使用して、だれが何にアクセスできるかを指定できます。つまり、
どの プリンシパル がどのリソースに対してどのような 条件下で アクションを実行できるかという
ことです。

デフォルトでは、ユーザーやロールにアクセス許可はありません。IAM 管理者は、リソースで必要
なアクションを実行するためのアクセス許可をユーザーに付与する IAM ポリシーを作成できます。
その後、管理者はロールに IAM ポリシーを追加し、ユーザーはロールを引き継ぐことができます。

IAM ポリシーは、オペレーションの実行方法を問わず、アクションの許可を定義します。例え
ば、iam:GetRole アクションを許可するポリシーがあるとします。このポリシーがあるユーザー
は、AWS Management Console、AWS CLI、または AWSAPI からロールの情報を取得できます。
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アイデンティティベースのポリシー

アイデンティティベースポリシーは、IAM ユーザー、ユーザーグループ、ロールなど、アイデン
ティティにアタッチできる JSON 許可ポリシードキュメントです。これらのポリシーは、ユーザー
とロールが実行できるアクション、リソース、および条件を制御します。アイデンティティベースの
ポリシーを作成する方法については、「IAM ユーザーガイド」の「IAM ポリシーの作成」を参照し
てください。

アイデンティティベースのポリシーは、さらに インラインポリシー または マネージドポリシー に
分類できます。インラインポリシーは、単一のユーザー、グループ、またはロールに直接埋め込まれ
ます。マネージドポリシーは、AWS アカウント内の複数のユーザー、グループ、およびロールにア
タッチできるスタンドアロンポリシーです。マネージドポリシーには、AWS マネージドポリシーと
カスタマー管理ポリシーがあります。マネージドポリシーまたはインラインポリシーのいずれかを選
択する方法については、IAM ユーザーガイドのマネージドポリシーとインラインポリシーの比較を
参照してください。

リソースベースのポリシー

リソースベースのポリシーは、リソースに添付する JSON ポリシードキュメントです。リソース
ベースのポリシーには例として、IAM ロールの信頼ポリシー や Amazon S3 バケットポリシー があ
げられます。リソースベースのポリシーをサポートするサービスでは、サービス管理者はポリシーを
使用して特定のリソースへのアクセスを制御できます。ポリシーが添付されているリソースの場合、
指定されたプリンシパルがそのリソースに対して実行できるアクションと条件は、ポリシーによって
定義されます。リソースベースのポリシーで、プリンシパルを指定する必要があります。プリンシパ
ルには、アカウント、ユーザー、ロール、フェデレーションユーザー、または AWS のサービス を
含めることができます。

リソースベースのポリシーは、そのサービス内にあるインラインポリシーです。リソースベースのポ
リシーでは IAM の AWSマネージドポリシーは使用できません。

アクセスコントロールリスト (ACL)

アクセスコントロールリスト (ACL) は、どのプリンシパル (アカウントメンバー、ユーザー、または
ロール) がリソースにアクセスするための許可を持つかを制御します。ACL はリソースベースのポリ
シーに似ていますが、JSON ポリシードキュメント形式は使用しません。

Simple Storage Service (Amazon S3)、AWS WAF、および Amazon VPC は、ACL をサポートす
るサービスの例です。ACL の詳細については、Amazon Simple Storage Service デベロッパーガイ
ドのアクセスコントロールリスト (ACL) の概要を参照してください。
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その他のポリシータイプ

AWS では、その他の一般的ではないポリシータイプもサポートしています。これらのポリシータイ
プでは、より一般的なポリシータイプで付与された最大の許可を設定できます。

• アクセス許可の境界：アクセス許可の境界は、アイデンティティベースのポリシーによって IAM 
エンティティ (IAM ユーザーまたはロール) に付与できる許可の上限を設定する高度な機能です。
エンティティにアクセス許可の境界を設定できます。結果として得られるアクセス許可は、エ
ンティティのアイデンティティベースポリシーとそのアクセス許可の境界の共通部分になりま
す。Principal フィールドでユーザーまたはロールを指定するリソースベースのポリシーでは、
アクセス許可の境界は制限されません。これらのポリシーのいずれかを明示的に拒否した場合、
許可は無効になります。アクセス許可の境界の詳細については、IAM ユーザーガイドのIAM エン
ティティのアクセス許可の境界を参照してください。

• サービスコントロールポリシー (SCP)：SCP は、AWS Organizations で組織や組織単位 (OU) の
最大許可を指定する JSON ポリシーです。AWS Organizations は、顧客のビジネスが所有する
複数の AWS アカウント をグループ化し、一元的に管理するサービスです。組織内のすべての
機能を有効にすると、サービスコントロールポリシー SCPを一部またはすべてのアカウントに
適用できます。SCP はメンバーアカウントのエンティティに対するアクセス許可を制限します 
(各 AWS アカウントのルートユーザー など)。Organizations と SCP の詳細については、AWS 
Organizations ユーザーガイドのSCP の仕組みを参照してください。

• セッションポリシー：セッションポリシーは、ロールまたはフェデレーティッドユーザーの一時的
なセッションをプログラムで作成する際にパラメータとして渡す高度なポリシーです。結果として
セッションの許可される範囲は、ユーザーまたはロールのアイデンティティベースポリシーとセッ
ションポリシーの共通部分になります。また、リソースベースのポリシーから許可が派生する場合
もあります。これらのポリシーのいずれかを明示的に拒否した場合、許可は無効になります。詳細
については、IAM ユーザーガイドのセッションポリシーを参照してください。

複数のポリシータイプ

1 つのリクエストに複数のタイプのポリシーが適用されると、結果として作成される許可を理解する
のがさらに難しくなります。複数のポリシータイプが関連するとき、リクエストを許可するかどうか
を AWS が決定する方法の詳細については、IAM ユーザーガイドのポリシーの評価ロジックを参照し
てください。
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AWS Elemental MediaLive と IAM の連携について

IAM を使用してアクセスを管理する前に MediaLive、どの IAM 機能が使用できるかを確認してくだ
さい。 MediaLive

AWS Elemental MediaLive で使用できる IAM の機能

IAM 機能 MediaLive サポート

アイデンティティベースのポリシー あり

リソースベースのポリシー なし

ポリシーアクション あり

ポリシーリソース はい

ポリシー条件キー (サポート固有) はい

ACL なし

ABAC (ポリシー内のタグ) 部分的

一時的な認証情報 あり

プリンシパル許可 あり

サービスロール あり

サービスリンクロール いいえ

AWSその他のサービスがほとんどの IAM MediaLive 機能でどのように機能するかを大まかに把握す
るには、IAM ユーザーガイドの「IAM AWS と連携するサービス」を参照してください。

の ID ベースのポリシー MediaLive

アイデンティティベースのポリシーのサポート あり

アイデンティティベースポリシーは、IAM ユーザー、ユーザーグループ、ロールなど、アイデン
ティティにアタッチできる JSON 許可ポリシードキュメントです。これらのポリシーは、ユーザー
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とロールが実行できるアクション、リソース、および条件を制御します。アイデンティティベースの
ポリシーを作成する方法については、「IAM ユーザーガイド」の「IAM ポリシーの作成」を参照し
てください。

IAM アイデンティティベースのポリシーでは、許可または拒否するアクションとリソース、アク
ションを許可または拒否する条件を指定できます。プリンシパルは、それが添付されているユーザー
またはロールに適用されるため、アイデンティティベースのポリシーでは指定できません。JSON ポ
リシーで使用できるすべての要素について学ぶには、IAM ユーザーガイドのIAM JSON ポリシーの
要素のリファレンスを参照してください。

の ID ベースのポリシーの例 MediaLive

MediaLive ID ベースのポリシーの例については、を参照してください。AWS Elemental MediaLive 
のアイデンティティベースのポリシーの例

内のリソースベースのポリシー MediaLive

リソースベースのポリシーのサポート なし

リソースベースのポリシーは、リソースに添付する JSON ポリシードキュメントです。リソース
ベースのポリシーには例として、IAM ロールの信頼ポリシー や Amazon S3 バケットポリシー があ
げられます。リソースベースのポリシーをサポートするサービスでは、サービス管理者はポリシーを
使用して特定のリソースへのアクセスを制御できます。ポリシーが添付されているリソースの場合、
指定されたプリンシパルがそのリソースに対して実行できるアクションと条件は、ポリシーによって
定義されます。リソースベースのポリシーで、プリンシパルを指定する必要があります。プリンシパ
ルには、アカウント、ユーザー、ロール、フェデレーションユーザー、または AWS のサービス を
含めることができます。

クロスアカウントアクセスを有効にするには、全体のアカウント、または別のアカウントの IAM エ
ンティティを、リソースベースのポリシーのプリンシパルとして指定します。リソースベースのポリ
シーにクロスアカウントのプリンシパルを追加しても、信頼関係は半分しか確立されない点に注意し
てください。プリンシパルとリソースが異なる AWS アカウントにある場合、信頼できるアカウント
の IAM 管理者は、リソースにアクセスするための許可をプリンシパルエンティティ (ユーザーまたは
ロール) に付与する必要もあります。IAM 管理者は、アイデンティティベースのポリシーをエンティ
ティに添付することで許可を付与します。ただし、リソースベースのポリシーで、同じアカウントの
プリンシパルへのアクセス権が付与されている場合は、ID ベースのポリシーをさらに付与する必要
はありません。詳細については、 IAM ユーザーガイド の「IAM ロールとリソースベースのポリシー
との相違点」を参照してください。
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のポリシーアクション MediaLive

ポリシーアクションに対するサポート あり

管理者は AWS JSON ポリシーを使用して、誰が何にアクセスできるかを指定できます。つまり、ど
のプリンシパルがどのリソースに対してどのような条件下でアクションを実行できるかということで
す。

JSON ポリシーの Action要素には、ポリシー内のアクセスを許可または拒否するために使用できる
アクションが記述されます。ポリシーアクションの名前は通常、関連する AWSAPI オペレーション
と同じです。一致する API オペレーションのない 許可のみのアクション など、いくつかの例外があ
ります。また、ポリシーに複数のアクションが必要なオペレーションもあります。これらの追加アク
ションは、依存アクション と呼ばれます。

このアクションは、関連付けられたオペレーションを実行するための許可を付与するポリシーで使用
されます。

のユーザが作業中にアクセスする必要のある、 MediaLive 他のサービス内およびその他のサービス
のアクションのリストについては MediaLive、を参照してくださいthe section called “リファレンス: 
ユーザーアクセスの概要”。

ポリシーアクションでは、 MediaLive アクションの前に次のプレフィックスを使用します。

medialive

単一のステートメントで複数のアクションを指定するには、アクションをカンマで区切ります。

"Action": [ 
      "medialive:action1", 
      "medialive:action2" 
         ]

MediaLive ID ベースのポリシーの例については、を参照してください。AWS Elemental MediaLive 
のアイデンティティベースのポリシーの例

のポリシーリソース MediaLive

ポリシーリソースに対するサポート あり
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管理者は AWS JSON ポリシーを使用して、誰が何にアクセスできるかを指定できます。つまり、ど
のプリンシパルがどのリソースに対してどのような条件下でアクションを実行できるかということで
す。

Resource JSON ポリシー要素は、オブジェクトあるいはアクションが適用されるオブジェクトを
指定します。ステートメントには、Resource または NotResource要素を含める必要があります。
ベストプラクティスとして、Amazon リソースネーム (ARN) を使用してリソースを指定します。こ
れは、リソースレベルの許可 と呼ばれる特定のリソースタイプをサポートするアクションに対して
実行できます。

オペレーションのリスト化など、リソースレベルの許可をサポートしないアクションの場合は、ス
テートメントがすべてのリソースに適用されることを示すために、ワイルドカード (*) を使用しま
す。

"Resource": "*"

MediaLive リソースタイプとその ARN の一覧については、『サービス認証リファレンス』の
「Resources defined by AWS Elemental MediaLive」を参照してください。どのアクションで各リ
ソースの ARN を指定できるかについては、「AWS Elemental MediaLiveで定義されるアクション」
を参照してください。

MediaLive ID ベースのポリシーの例については、を参照してください。AWS Elemental MediaLive 
のアイデンティティベースのポリシーの例

のポリシー条件キー MediaLive

サービス固有のポリシー条件キーのサポート はい

管理者は AWS JSON ポリシーを使用して、誰が何にアクセスできるかを指定できます。つまり、ど
のプリンシパル がどのリソース に対してどのような条件下で アクション を実行できるかというこ
とです。

Condition 要素 (または Condition ブロック) を使用すると、ステートメントが有効な条件を指定
できます。Condition 要素はオプションです。イコールや未満などの 条件演算子 を使用して条件
式を作成することで、ポリシーの条件とリクエスト内の値を一致させることができます。

1 つのステートメントに複数の Condition要素を指定する場合、または 1 つの Condition要素に
複数のキーを指定する場合、AWS では AND論理演算子を使用してそれらを評価します。単一の条件
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キーに複数の値を指定する場合、AWS では OR論理演算子を使用して条件を評価します。ステート
メントの許可が付与される前にすべての条件が満たされる必要があります。

条件を指定する際にプレースホルダー変数も使用できます。例えば IAM ユーザーに、IAM ユーザー
名がタグ付けされている場合のみリソースにアクセスできる許可を付与することができます。詳細に
ついては、IAM ユーザーガイドのIAM ポリシーの要素: 変数およびタグを参照してください。

AWS はグローバル条件キーとサービス固有の条件キーをサポートしています。すべての AWS グ
ローバル条件キーを確認するには、IAM ユーザーガイドのAWS グローバル条件コンテキストキーを
参照してください。

MediaLive 条件キーの一覧については、『サービス認証リファレンス』の AWS Elemental 
MediaLive「条件キー」を参照してください。どのアクションおよびリソースと条件キーを使用でき
るかについては、「AWS Elemental MediaLiveで定義されるアクション」を参照してください。

MediaLive ID ベースのポリシーの例については、を参照してください。AWS Elemental MediaLive 
のアイデンティティベースのポリシーの例

MediaLive の ACL

ACL のサポート なし

アクセスコントロールリスト (ACL) は、どのプリンシパル (アカウントメンバー、ユーザー、または
ロール) がリソースにアクセスするための許可を持つかをコントロールします。ACL はリソースベー
スのポリシーに似ていますが、JSON ポリシードキュメント形式は使用しません。

MediaLive は ACL をサポートしていません。つまり、ACL を内部で作成する必要はありません。 
MediaLive

MediaLive ただし、Amazon S3 MediaLive バケットに保存されているコンテンツの所有権を譲渡で
きる機能が含まれています。 MediaLive バケットへの配信時に特定のアクセスコントロールリスト 
(ACL) を含めるように設定することで、所有権を移転できます。バケットの所有者が ACL を作成
し、使用する ACL をユーザーに提供します。ACL の詳細については、the section called “Amazon 
S3 アクセスコントロールリスト (ACL)” を参照してください。

MediaLive による ABAC

ABAC (ポリシー内のタグ) のサポート 部分的
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属性ベースのアクセス制御 (ABAC) は、属性に基づいてアクセス許可を定義する認可戦略で
す。AWS では、属性は タグ と呼ばれます。タグは、IAM エンティティ (ユーザーまたはロール)、
および多数の AWSリソースにアタッチできます。エンティティとリソースのタグ付けは、ABAC の
最初のステップです。その後、プリンシパルのタグがアクセスしようとしているリソースのタグと一
致した場合に操作を許可するように ABAC ポリシーをします。

ABAC は、急速に成長している環境でポリシー管理が面倒な状況に役立ちます。

タグに基づいてアクセスを管理するには、aws:ResourceTag/key-
name、aws:RequestTag/key-name、または aws:TagKeysの条件キーを使用して、ポリシーの
条件要素 でタグ情報を提供します。

サービスがすべてのリソースタイプに対して 3 つの条件キーすべてをサポートする場合、そのサー
ビスの値はありです。サービスが一部のリソースタイプに対してのみ 3 つの条件キーすべてをサ
ポートする場合、値は部分的です。

ABAC の詳細については、IAM ユーザーガイドのABAC とは?を参照してください。ABAC をセット
アップするステップを説明するチュートリアルについては、IAM ユーザーガイドの属性に基づくア
クセスコントロール (ABAC) を使用するを参照してください。

で一時的な認証情報を使用する MediaLive

一時的な認証情報のサポート あり

AWS のサービス には、一時的な認証情報を使用してサインインしても機能しないものがあります。
一時的な認証情報を利用できる AWS のサービスを含めた詳細情報については、IAM ユーザーガイ
ドの「IAM と連携する AWS のサービス」を参照してください。

ユーザー名とパスワード以外の方法で AWS Management Console にサインインする場合は、一時
的な認証情報を使用していることになります。例えば、会社の Single Sign-On (SSO) リンクを使用
して AWS にアクセスすると、そのプロセスは自動的に一時的な認証情報を作成します。また、ユー
ザーとしてコンソールにサインインしてからロールを切り替える場合も、一時的な認証情報が自動的
に作成されます。ロールの切り替えに関する詳細については、IAM ユーザーガイドのロールへの切
り替え (コンソール)を参照してください。

一時的な認証情報は、AWS CLI または AWS API を使用して手動で作成できます。作成後、一時的
な認証情報を使用して AWS にアクセスできるようになります。AWS は、長期的なアクセスキーを
使用する代わりに、一時的な認証情報を動的に生成することをお勧めします。詳細については、IAM 
の一時的セキュリティ認証情報を参照してください。
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のクロスサービスプリンシパル権限 MediaLive

フォワードアクセスセッション (FAS) をサポー
ト

Yes

IAM ユーザーまたはロールを使用して AWSでアクションを実行するユーザーは、プリンシパルと見
なされます。一部のサービスを使用する際に、アクションを実行することで、別のサービスの別のア
クションがトリガーされることがあります。FAS は、を呼び出すプリンシパルの権限を使用しAWS 
のサービス、リクエストを行い、AWS のサービスダウンストリームのサービスに対してリクエスト
を行います。FAS リクエストが行われるのは、他の AWS のサービスやリソースとのやり取りを完
了する必要があるリクエストをサービスが受信した場合のみです。この場合、両方のアクションを
実行するための許可が必要です。FASリクエストを行う際のポリシーの詳細については、「アクセス
セッションの転送」を参照してください。

MediaLive両方のサービスと別のサービスの権限を必要とするアクションの例としては、 MediaLive 
コンソールを使用してパスワードパラメータを作成することが挙げられます。コンソールユーザー 
(プリンシパル) には、チャンネルを作成する権限が必要です。また、PutParameterでのアクション
の権限も必要ですAWS Systems Manager。

のユーザが操作中にアクセスする必要のある、他のサービスのアクションのリストについては 
MediaLive、を参照してくださいthe section called “リファレンス: ユーザーアクセスの概要”。

のサービスロール MediaLive

サービスロールに対するサポート あり

サービスロールとは、サービスがユーザーに代わってアクションを実行するために引き受ける IAM 
ロールです。IAM 管理者は、IAM 内からサービスロールを作成、変更、削除できます。詳細につい
ては、「IAM ユーザーガイド」の「AWS のサービス にアクセス許可を委任するロールの作成」を参
照してください。

Warning

サービスロールの許可を変更すると、 MediaLive の機能が破損する可能性があります。 
MediaLive が指示する場合以外は、サービスロールを編集しないでください。
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のサービスにリンクされたロール MediaLive

サービスにリンクされたロールのサポート いいえ

サービスにリンクされたロールは、AWS のサービスにリンクされているサービスロールの一種で
す。サービスは、ユーザーに代わってアクションを実行するロールを引き受けることができます。
サービスにリンクされたロールは、AWS アカウント に表示され、サービスによって所有されま
す。IAM 管理者は、サービスにリンクされたロールのアクセス許可を表示できますが、編集するこ
とはできません。

サービスリンクロールの作成または管理の詳細については、IAM と提携する AWS のサービスを参照
してください。表の中から、Service-linked role (サービスにリンクされたロール) 列に Yes と記載さ
れたサービスを見つけます。サービスリンクロールに関するドキュメントをサービスで表示するに
は、「はい」 リンクを選択します。

AWS Elemental MediaLive のアイデンティティベースのポリシーの例

デフォルトでは、ユーザーおよびロールには、 MediaLive リソースを作成または変更するアクセス
許可はありません。また、AWS Management Console、AWS Command Line Interface AWS CLI、
または AWS API を使用してタスクを実行することもできません。IAM 管理者は、リソースで必要な
アクションを実行するためのアクセス許可をユーザーに付与する IAM ポリシーを作成できます。そ
の後、管理者はロールに IAM ポリシーを追加し、ユーザーはロールを引き受けることができます。

これらサンプルの JSON ポリシードキュメントを使用して、IAM アイデンティティベースのポリ
シーを作成する方法については、IAM ユーザーガイドのIAM ポリシーの作成を参照してください。

各リソースタイプの ARN の形式など MediaLive、で定義されるアクションとリソースタイプの詳細
については、『サービス認証リファレンス』の「アクション、リソース、および条件キー」を参照し
てください。AWS Elemental MediaLive

トピック

• ポリシーのベストプラクティス

• コンソールを使用する MediaLive

• 自分の許可の表示をユーザーに許可する
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ポリシーのベストプラクティス

ID ベースのポリシーは、 MediaLive アカウント内のリソースを誰かが作成、アクセス、削除できる
かどうかを決定します。これらのアクションを実行すると、AWS アカウント に追加料金が発生する
可能性があります。アイデンティティベースポリシーを作成したり編集したりする際には、以下のガ
イドラインと推奨事項に従ってください。

• AWS マネージドポリシーを使用して開始し、最小特権の許可に移行する：ユーザーとワークロー
ドへの許可の付与を開始するには、多くの一般的なユースケースのために許可を付与する AWS マ
ネージドポリシーを使用します。これらは AWS アカウントで使用できます。ユースケースに応
じた AWSカスタマーマネージドポリシーを定義することで、許可をさらに減らすことをお勧めし
ます。詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「AWS マネージドポリシー」または「AWS 
ジョブ機能の管理ポリシー」を参照してください。

• 最小特権を適用する：IAM ポリシーで許可を設定するときは、タスクの実行に必要な許可のみを
付与します。これを行うには、特定の条件下で特定のリソースに対して実行できるアクションを定
義します。これは、 最小特権アクセス許可 とも呼ばれています。IAM を使用して許可を適用する
方法の詳細については、IAM ユーザーガイドのIAM でのポリシーとアクセス許可を参照してくだ
さい。

• IAM ポリシーで条件を使用してアクセスをさらに制限する：ポリシーに条件を追加して、アク
ションやリソースへのアクセスを制限できます。例えば、ポリシー条件を記述して、すべてのリク
エストを SSL を使用して送信するように指定することができます。また、AWS のサービス など
の特定の AWS CloudFormationを介して使用する場合、条件を使用してサービスアクションへのア
クセスを許可することもできます。詳細については、「IAM ユーザーガイド」の IAM JSON policy 
elements: Condition (IAM JSON ポリシー要素：条件) を参照してください。

• IAM Access Analyzer を使用して IAM ポリシーを検証し、安全で機能的な許可を確保する：
IAM Access Analyzer は、新規および既存のポリシーを検証して、ポリシーが IAM ポリシー言
語 (JSON) および IAM のベストプラクティスに準拠するようにします。IAM Access Analyzer は 
100 を超えるポリシーチェックと実用的なリコメンデーションを提供し、安全で機能的なポリシー
を作成できるようサポートします。詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「IAM Access 
Analyzer ポリシーの検証」を参照してください。

• 多要素認証 (MFA) を要求する：AWS アカウント で IAM ユーザーまたはルートユーザーを要求す
るシナリオがある場合は、セキュリティを強化するために MFA をオンにします。API オペレー
ションが呼び出されるときに MFA を必須にするには、ポリシーに MFA 条件を追加します。詳細
については、「IAM ユーザーガイド」の「MFA 保護 API アクセスの設定」を参照してください。
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IAM でのベストプラクティスの詳細については、IAM ユーザーガイドのIAM でのセキュリティのベ
ストプラクティスを参照してください。

コンソールを使用する MediaLive

AWS Elemental MediaLive コンソールにアクセスするには、最小限の許可が必要です。これらの権
限では、 MediaLive 内のリソースの詳細を一覧表示して表示できる必要がありますAWS アカウン
ト。最小限必要な許可よりも制限が厳しいアイデンティティベースのポリシーを作成すると、そのポ
リシーを持つエンティティ (ユーザーまたはロール) に対してコンソールが意図したとおりに機能し
ません。

AWS CLI または AWSAPI のみを呼び出すユーザーには、最小限のコンソール許可を付与する必要は
ありません。代わりに、実行しようとしている API オペレーションに一致するアクションのみへの
アクセスが許可されます。

MediaLiveユーザーとロールが引き続きコンソールを使用できるようにするには、 
MediaLiveConsoleAccessReadOnlyAWSまたは管理ポリシーをエンティティにアタッチしてくだ
さい。詳細については、IAM ユーザーガイドのユーザーへの許可の追加を参照してください。

自分の許可の表示をユーザーに許可する

この例では、ユーザーアイデンティティに添付されたインラインおよびマネージドポリシーの表示を 
IAM ユーザーに許可するポリシーを作成する方法を示します。このポリシーには、コンソールで、
または AWS CLI か AWS API を使用してプログラム的に、このアクションを完了するアクセス許可
が含まれています。

{ 
    "Version": "2012-10-17", 
    "Statement": [ 
        { 
            "Sid": "ViewOwnUserInfo", 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": [ 
                "iam:GetUserPolicy", 
                "iam:ListGroupsForUser", 
                "iam:ListAttachedUserPolicies", 
                "iam:ListUserPolicies", 
                "iam:GetUser" 
            ], 
            "Resource": ["arn:aws:iam::*:user/${aws:username}"] 
        }, 
        { 
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            "Sid": "NavigateInConsole", 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": [ 
                "iam:GetGroupPolicy", 
                "iam:GetPolicyVersion", 
                "iam:GetPolicy", 
                "iam:ListAttachedGroupPolicies", 
                "iam:ListGroupPolicies", 
                "iam:ListPolicyVersions", 
                "iam:ListPolicies", 
                "iam:ListUsers" 
            ], 
            "Resource": "*" 
        } 
    ]
}

AWS Elemental MediaLive ID とアクセスのトラブルシューティング

IAM MediaLive を操作する際に発生する可能性のある一般的な問題の診断と修正には、以下の情報を
参考にしてください。

トピック

• 私にはアクションを実行する権限がありません MediaLive

• 私にはiamを実行する権限がありません:PassRole

• 自分の AWS アカウント 以外のユーザーに MediaLive リソースへのアクセスを許可したい

私にはアクションを実行する権限がありません MediaLive

あるアクションを実行する権限がないというエラーが表示された場合、そのアクションを実行できる
ようにポリシーを更新する必要があります。

次のエラー例は、mateojackson IAM ユーザーがコンソールを使用して、ある my-example-
widgetリソースに関する詳細情報を表示しようとしたことを想定して、その際に必要な
medialive:GetWidgetアクセス許可を持っていない場合に発生するものです。

User: arn:aws:iam::123456789012:user/mateojackson is not authorized to perform: 
 medialive:GetWidget on resource: my-example-widget
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この場合、medialive:GetWidget アクションを使用して my-example-widgetリソースへのア
クセスを許可するように、mateojackson ユーザーのポリシーを更新する必要があります。

サポートが必要な場合は、AWS 管理者に問い合わせてください。サインイン認証情報を提供した担
当者が管理者です。

私にはiamを実行する権限がありません:PassRole

iam:PassRole アクションを実行する権限がないというエラーが表示された場合は、ポリシーを更
新して MediaLive にロールを渡すことができるようにする必要があります。

一部の AWS のサービスでは、新しいサービスロールまたはサービスにリンクされたロールを作成せ
ずに、既存のロールをサービスに渡すことが許可されています。そのためには、サービスにロールを
渡す許可が必要です。

次のエラー例は、marymajor という IAM ユーザーがコンソールを使用して MediaLive でアクショ
ンを実行しようする場合に発生するものです。ただし、このアクションをサービスが実行するには、
サービスロールから付与されたアクセス許可が必要です。メアリーには、ロールをサービスに渡す許
可がありません。

User: arn:aws:iam::123456789012:user/marymajor is not authorized to perform: 
 iam:PassRole

この場合、メアリーのポリシーを更新してメアリーに iam:PassRoleアクションの実行を許可する
必要があります。

サポートが必要な場合は、AWS 管理者に問い合わせてください。サインイン認証情報を提供した担
当者が管理者です。

自分の AWS アカウント 以外のユーザーに MediaLive リソースへのアクセスを許可し
たい

他のアカウントのユーザーや組織外のユーザーが、リソースにアクセスするために使用できるロール
を作成できます。ロールの引き受けを委託するユーザーを指定することができます。リソースベース
のポリシーまたはアクセスコントロールリスト (ACL) をサポートするサービスの場合、それらのポ
リシーを使用して、リソースへのアクセスを付与できます。

詳細については、以下を参照してください。

• MediaLive これらの機能をサポートするかどうかについては、を参照してくださいAWS Elemental 
MediaLive と IAM の連携について。
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• 所有している AWS アカウント 全体のリソースへのアクセス権を提供する方法については、IAM 
ユーザーガイドの所有している別の AWS アカウント アカウントへのアクセス権を IAM ユーザー
に提供を参照してください。

• サードパーティーの AWS アカウント にリソースへのアクセス権を提供する方法については、IAM 
ユーザーガイドの第三者が所有する AWS アカウント へのアクセス権を付与するを参照してくだ
さい。

• ID フェデレーションを介してアクセスを提供する方法については、IAM ユーザーガイドの外部で
認証されたユーザー (ID フェデレーション) へのアクセスの許可を参照してください。

• クロスアカウントアクセスでのロールとリソースベースのポリシーの使用の違いの詳細について
は、「IAM ユーザーガイド」の「IAM ロールとリソースベースのポリシーとの相違点」を参照し
てください。

AWS Elemental MediaLive のコンプライアンス検証

AWS のサービス が特定のコンプライアンスプログラムの対象であるかどうかを確認するには、コン
プライアンスプログラムによる対象範囲内の AWS のサービス のサービスをご覧いただき、関心の
あるコンプライアンスプログラムを選択してください。一般的な情報については、「AWS コンプラ
イアンスプログラム」、「」、「」を参照してください。

AWS Artifact を使用して、サードパーティーの監査レポートをダウンロードできます。詳細について
は、AWS Artifact におけるダウンロードレポートを参照してください。

AWS のサービス を使用する際のユーザーのコンプライアンス責任は、ユーザーのデータの機密性や
貴社のコンプライアンス目的、適用される法律および規制によって決まります。AWS では、コンプ
ライアンスに役立つ次のリソースを提供しています。

• セキュリティとコンプライアンスのクイックスタートガイド - これらのデプロイガイドでは、アー
キテクチャ上の考慮事項について説明し、セキュリティとコンプライアンスに重点を置いたベース
ライン環境を AWS にデプロイするためのステップを示します。

• Amazon Web Services での HIPAA のセキュリティとコンプライアンスのためのアーキテクチャ – 
このホワイトペーパーは、企業が AWS を使用して HIPAA 対象アプリケーションを作成する方法
を説明しています。
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Note

すべての AWS のサービス が HIPAA 適格であるわけではありません。詳細について
は、HIPAA 対応サービスのリファレンスを参照してください。

• AWS コンプライアンスのリソース - このワークブックおよびガイドのコレクションは、顧客の業
界と拠点に適用されるものである場合があります。

• AWSカスタマー・コンプライアンス・ガイド — コンプライアンスの観点から見た責任分担モデル
を理解してください。このガイドは、AWS のサービスセキュリティを確保するためのベストプラ
クティスをまとめ、複数のフレームワーク (米国標準技術研究所 (NIST)、ペイメントカード業界セ
キュリティ標準評議会 (PCI)、国際標準化機構 (ISO) など) にわたるセキュリティ統制へのガイダ
ンスをまとめたものです。

• 「AWS Config デベロッパーガイド」のルールでのリソースの評価 - AWS Config サービスでは、
自社のプラクティス、業界ガイドライン、および規制に対するリソースの設定の準拠状態を評価し
ます。

• AWS Security Hub - この AWS のサービス は、AWS 内のセキュリティ状態の包括的なビューを提
供します。Security Hub では、セキュリティコントロールを使用して AWS リソースを評価し、セ
キュリティ業界標準とベストプラクティスに対するコンプライアンスをチェックします。サポート
されているサービスとコントロールのリストについては、Security Hub のコントロールリファレン
スを参照してください。

• AWS Audit Manager - この AWS のサービス は AWS の使用状況を継続的に監査し、リスクの管理
方法やコンプライアンスを業界スタンダードへの準拠を簡素化するために役立ちます。

AWS Elemental MediaLive での耐障害性

AWS のグローバルインフラストラクチャは AWS リージョンとアベイラビリティーゾーンを中心
に構築されます。AWSリージョンには、低レイテンシー、高いスループット、そして高度の冗長
ネットワークで接続されている複数の物理的に独立し隔離されたアベイラビリティーゾーンがありま
す。アベイラビリティーゾーンでは、アベイラビリティーゾーン間で中断せずに、自動的にフェイル
オーバーするアプリケーションとデータベースを設計および運用することができます。アベイラビリ
ティーゾーンは、従来の単一または複数のデータセンターインフラストラクチャよりも可用性、耐障
害性、および拡張性が優れています。

AWS リージョンとアベイラビリティーゾーンの詳細については、AWS グローバルインフラストラ
クチャを参照してください。
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AWS Elemental のインフラストラクチャセキュリティ MediaLive

マネージドサービスである AWS Elemental MediaLive は AWS グローバルネットワークセキュリ
ティで保護されています。AWSセキュリティサービスと AWS がインフラストラクチャを保護する
方法については、「AWS クラウドセキュリティ」を参照してください。インフラストラクチャセ
キュリティのベストプラクティスを使用して AWS 環境を設計するには、「セキュリティの柱 - AWS 
Well-Architected Framework」の「インフラストラクチャ保護」を参照してください。

AWS公開されている API MediaLive 呼び出しを使用してネットワーク経由でアクセスします。クラ
イアントは以下をサポートする必要があります。

• Transport Layer Security (TLS) TLS 1.2 および TLS 1.3 をお勧めします。

• DHE (Ephemeral Diffie-Hellman) や ECDHE (Elliptic Curve Ephemeral Diffie-Hellman) などの 
Perfect Forward Secrecy (PFS) を使用した暗号スイートです。これらのモードは、Java 7 以降な
ど、最近のほとんどのシステムでサポートされています。

また、リクエストは、アクセスキー ID と、IAM プリンシパルに関連付けられているシークレットア
クセスキーを使用して署名する必要があります。または、AWS Security Token Service (AWS STS) 
を使用して、一時的なセキュリティ認証情報を生成し、リクエストに署名することもできます。
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ユーザーガイドのドキュメント履歴

次の表は、AWS Elemental MediaLive の今回のリリースの内容をまとめたものです。

• API バージョン: 最新

変更 説明 日付

MediaLive アラート MediaLive アラートのリスト
にさらにアラートを追加しま
した。以前は、一部のアラー
トが誤って省略されていまし
た。

2024 年 1 月 9 日

3D LUT ファイルを使用したカ
ラースペース

このガイドには、最近追加さ
れたカラーマッピング用の 3D 
LUT ファイルを使用してカ
ラースペースを変換する機能
に関するセクションが含まれ 
るようになりました。

2023 年 12 月 13 日

カラースペース このガイドには、カラース
ペースの処理に関する 2 つ目
のセクションがあります。信
頼できるカラースペースメタ
データを持ち、サポートされ
ていないカラースペースを含 
まないソースビデオで作業す
る場合の、カラースペースの
変換とパススルーについて説
明しています。

2023 年 12 月 13 日

サムネイルへの IAM アクセス このガイドは、サムネイル機
能を有効にするときに設定す
る必要がある IAM アクセスを

2023 年 10 月 25 日
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説明するように更新されまし 
た。

信頼されたエンティティの 
IAM アクセス (デバイスの場
合) AWS Elemental Link

MediaLive リンクデバイスの
信頼済みエンティティとして
の設定に関するセクションが
改訂され、Secrets Manager 
で必要な操作は 1 つだけであ
ることが明確になりました。

2023 年 9 月 19 日

デバイスの権限 AWS 
Elemental Link

このガイドが更新され、ユー
ザーがLinkデバイスを操作す
るために必要な権限に関する
情報が含まれるようになりま 
した。

2023 年 9 月 11 日

AWS Elemental Link 
MediaConnect フローのソース
としてのデバイス。

このガイドが更新され、 
MediaConnect リンクデバイス
をフローのソースとして設定
する方法に関する情報が含ま
れるようになりました。この
新機能は、 MediaLive デバイ
スを入力のソースとして設定
する既存の機能に追加された
ものです。

2023 年 9 月 11 日

入力をデタッチします。 このガイドには、入力をチャ
ンネルから切り離す方法に関
する情報が含まれるようにな
りました。

2023 年 9 月 7 日

KLV メタデータの受け渡し AWS Elemental MediaLive 
KLV メタデータを入力から抽
出し、TS 出力に渡す機能を
サポートするようになりまし
た。

2023 年 8 月 24 日
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別のリージョンへのデバイス
転送

ユーザーガイドが更新さ
れ、AWSデバイスを別のリー
ジョンに移管する既存の機能
が説明されました。

2023 年 8 月 14 日

リンクアベイラビリティー
ゾーンコントロール

リンクデバイスには、AWS各
デバイスを特定のアベイラビ 
リティーゾーンに関連付ける
ことができる新機能が追加さ
れました。

2023 年 8 月 1 日

SMPTE 2038 の SCTE 104 SMPTE 2038 に関するセク
ションには、これまで欠け 
ていた SCTE 104 メッセー
ジの抽出に関する情報が含
まれるようになりました。 
MediaLive SMPTE 2038 のサ
ポートが最初に導入されて以
来、SCTE 104 メッセージを
サポートしてきました。

2023 年 7 月 31 日

信頼されたエンティティのサ
ムネイルの権限

信頼されたエンティティの権
限に関する情報が更新され、A 
mazon S3 MediaLive にサムネ
イルを保存するために必要な
アクセス権限が含まれるよう
になりました。

2023 年 7 月 13 日

サムネイル このガイドには、チャンネル
の現在の入力をプレビューで
きる新しいサムネイル機能に
関する情報が含まれるように
なりました。

2023 年 7 月 7 日
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チャンネルと 1 秒間隔のマル
チプレックスメトリクス

CloudWatch AWS Elemental 
MediaLiveチャネルとマルチプ 
レックスのメトリックは、最
短で 1 秒の期間をサポートす
るようになりました。この機
能強化により、チャンネルの 
アクティビティをリアルタイ
ムで監視できるようになりま
した。

2023 年 6 月 26 日

インフラストラクチャセキュ
リティ

このセクションの情報は改訂
されました。具体的には、TL 
S 1.2 が必要になり、TLS 1.3 
が推奨されました。

2023 年 6 月 24 日

エポックロッキングと SCTE 
3.5

このガイドが更新され、HLS 
MediaPackage または出力グ
ループに SCTE 35 メッセージ
が含まれている場合にエポッ 
クロックを使用してチャネル
を設定する際の制約について
説明するようになりました。
この制約はエポックロックに
のみ適用されます。通常のパ
イプラインロックには適用さ
れません。

2023 年 6 月 24 日

データ保護 このセクションの情報は改訂
されました。具体的には、TL 
S 1.2 が必要になり、TLS 1.3 
が推奨されました。

2023 年 6 月 24 日
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への配信に関する訂正 AWS 
Elemental MediaPackage

HLS 出力グループを使用し
て標準 MediaPackage API 
MediaPackage を使用する配
信と MediaPackage v2 API 
を使用する場合の情報は、い
ずれも、特にチャネル URL 
の例におけるエラーを修正す
るために改訂されました。 
MediaPackage

2023 年 5 月 31 日

AWS Elemental Link再編成 AWS Elemental MediaLiveに
関する情報は、主に 3 つの
セクションに再編成されまし
た。1 つは機能、もう 1 つは
ナビゲーションバーのセット
アップトピック、もう 1 つは
ナビゲーションバーの操作ト
ピックです。

2023 年 5 月 31 日

タイムコード設定 タイムコードに関するセク
ションの名前が「タイムコー
ドとタイムスタンプ」に変
更されました。セクション
も改訂され、タイムコード
がどのように機能するのかが
わかりやすくなりました。 
MediaLive

2023 年 5 月 22 日
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パイプラインのロック このセクションは、いくつか
の点を明確にするために改
訂されました。パイプライン
ロックは、複数の入力を持つ
チャンネル (入力切り替えを実 
装するチャンネル) でも機能す
るようになりました。入力に 
はタイムコードが埋め込まれ
ている必要があります。チャ
ンネルの「一般設定」のタイ
ムコード設定フィールドは、
パイプラインのロックには影
響しません。

2023 年 5 月 22 日

パイプラインロックの修正 このセクションは、誤った情
報を削除するように改訂され
ました。パイプラインをロッ
クするには、入力にタイム
コードを埋め込む必要があ 
ります。ただし、タイムコー
ド設定ソースを埋め込みに設
定する必要はありません。 
MediaLive 埋め込まれたタイ
ムコードを常に検索します。

2023 年 5 月 22 日

v2 のトラステッドエンティ
ティの権限 MediaPackage

信頼されたエンティティの
権限に関する情報が更新さ
れ、 MediaPackage v2 AWS 
Elemental MediaPackage を使
用するチャネルへの配信に必
要なアクションが含まれるよ
うになりました。この配信で
は、HLS 出力グループを作成 
します。

2023 年 5 月 17 日
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v2 AWS Elemental MediaPack 
age への配信

このガイドには、v2 AWS 
Elemental MediaPackage 
MediaPackage を使用する
チャンネルに配信するための 
HLS 出力グループの設定に関
する情報が含まれています。

2023 年 5 月 17 日

入力による入力フェイル
オーバー AWS Elemental 
MediaConnect

このガイドには、 MediaConn 
ect ソース冗長を実装するフ
ローからの入力とうまく連携
するように入力フェールオー
バーを設定する方法に関する
情報が含まれるようになりま 
した。

2023 年 5 月 12 日

HLS 出力グループのダウン
ストリームシステムの接続
フィールド

HLS 出力グループのダウンス
トリームシステムへの再接続
を制御するフィールドに関す
る情報が追加されました。

2023 年 5 月 5 日

チャンネルメンテナンス チャンネルメンテナンスの管
理に関する情報が拡張されま
した。

2023 年 5 月 4 日

リンク UHD ドルビー入力サ
ポート

Link UHD 入力でサポートさ
れているオーディオコーデッ
クのリストが更新され、ド
ルビーデジタルとドルビーデ
ジタルプラスが追加されまし
た。

2023 年 4 月 18 日

デバイスのタグ付け AWS 
Elemental Link

AWS Elemental LinkAWSデバ 
イスがリソースタグをサポー
トするようになりました。

2023 年 3 月 27 日
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ガイドの再編成 ガイドはフローを改善するた
めに再編成されました。コ
ンテンツは削除されていませ
ん。主な変更点は次のとおり
です。主な手順はナビゲー 
ションパネルの最上位に移
動されました。これらのセク
ションは、「ゼロからのチャ
ンネルの作成」、「入力の作
成」、「出力グループと出力
の作成」、「出力エンコード
の作成」、「スケジュールの 
作成」です。「予約」は「価
格設定」と併せて、ガイド
の冒頭に移動されました。最
後に、リソースの操作に関す
るセクションが「リソースの
取り扱い」にまとめられまし
た。

2023 年 3 月 24 日

MediaLive アラート このガイドには、 MediaLive 
チャンネルの稼働中に生成さ
れる可能性があるアラートの
リストが含まれるようになり
ました。

2023 年 3 月 10 日

自動入力フェイルオーバーの
修正

標準チャネルにおけるパイ
プライン障害 (シナリオ 1) 
MediaLive の処理方法の説明
を修正しました。テキストと
図が改訂されました。

2023 年 3 月 3 日

Atmos搭載ドルビーデジタル
プラスのSupport

サポートされている出力コー
デックのリストに、Atmos搭
載のドルビーデジタルプラス
をサポートするコンテナが特 
定されるようになりました。

2023 年 2 月 21 日
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ニールセンウォーターマーク Nielsen ウォーターマークに関
するセクションが更新され、
ローカルタイムゾーンを指定 
するための新しいフィールド
が追加されました。

2023 年 2 月 20 日

MediaLive 信頼済みエンティ
ティとして設定する

MediaLive 信頼されたエン
ティティとして設定すること
に関するセクションが書き直
されました。情報が再編成さ
れました。ただし、信頼でき
るエンティティを設定するた 
めの基本的なルールに変更は
ありません。

2023 年 2 月 14 日

IAM アクセス権限の設定 ユーザーやその他の AWS ID 
に割り当てる必要がある権限
の特定に関するセクションが
更新されました。情報が再編
成されました。ただし、ガイ
ダンスやサービスやアクショ
ンのリストには変更はありま
せん。

2023 年 2 月 14 日

AWS Identity and Access 
Management

IAM ベストプラクティスに
沿ってガイドを更新しまし
た。詳細については、「IAM 
のセキュリティのベストプラ
クティス」を参照してくださ 
い。

2023 年 2 月 14 日
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説明に基づく SCTE 3.5 メッ
セージの処理

この章には、広告利用モード
とメッセージ内のセグメン
テーション記述子に応じて 
SCTE 35 MediaLive メッセー
ジを処理する方法を説明する
情報が含まれています。この
情報は修正され、スプライス
挿入モードではセグメンテー
ション記述子のないメッセー
ジは広告利用可能として扱わ
れないことが明確になりまし
た。

2023 年 2 月 1 日

新しい指標 このガイドには、ドロップフ
レーム数メトリックと SVQ 時
間メトリックに関する情報が
含まれるようになりました。

2023 年 1 月 26 日

タイムコードバーニング ユーザーガイドには、タイム
コードを出力ビデオに書き込
む方法についての情報が記載
されています。

2023 年 1 月 20 日

インプットロス処理 このガイドには、既存の入力
損失動作機能に関する情報が
含まれるようになりました。 
MediaLive チャンネルへのビ
デオ入力が失われた場合のメ
ディアの処理方法をカスタマ
イズできます。

2023 年 1 月 13 日

ドルビー E 入力 このガイドには、Dolby E 
MediaLive オーディオ入力の
サポートについて説明する新
しいセクションがあります。

2022 年 12 月 22 日
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ドルビー E オーディオ入力 入力でサポートされている
オーディオコーデックのリス
トが更新され、PCM でラップ
された Dolby E が含まれるよ
うになりました。

2022 年 12 月 22 日

リンクレイテンシーコント
ロール

リンクデバイスには、各デバ
イスのバッファサイズ (遅延) 
を設定できる新機能が追加さ
れました。

2022 年 12 月 7 日

ドルビービジョン 8.1 への変
換

Dolby Vision 8.1 への変換に
関するこのセクションは、H 
DR10 MediaLive 以外のコンテ
ンツの一部に遭遇すると、そ
の部分の色空間と色空間のメ
タデータを渡すことを明確に 
するために改訂されました。

2022 年 11 月 15 日

カラースペース カラースペースの処理手順を
改訂しました。具体的には、 
MediaLive ドルビービジョン
のサポートに関する詳細情報
を提供しました。

2022 年 11 月 7 日

SCTE 35 メッセージの POIS 
シグナルコンディショニング

このガイドには、SCTE-35 
メッセージのシグナルコン
ディショニングを実行するた
めの POIS サーバーのチャネ
ル設定に関する情報が含まれ
るようになりました。

2022 年 10 月 14 日

リファレンストピック リファレンストピックは「機
能」セクションから「リファ
レンス」セクションに移動さ
れました。

2022 年 10 月 5 日
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リンク、ネットワーク診断 Link はオンボードネットワー
ク診断ツールを追加しまし
た。

2022 年 9 月 8 日

ドルビービジョン 8.1 プロ
ファイルのサポート

AWS Elemental MediaLiveド
ルビービジョン 8.1 プロファ
イルのカラースペースをサ
ポートするようになりまし
た。

2022 年 9 月 8 日

ドルビーアトモスを搭載した
ドルビーデジタルプラス

このガイドには、 MediaLive 
ドルビーアトモスオーディオ
搭載ドルビーデジタルプラス
のサポートについて説明する
新しいセクションが追加され
ています。

2022 年 9 月 8 日

リモートソフトウェアアップ
デートのリンク

MediaLive リンクデバイスを
コンソールを使用してリモー
トで更新できるようになりま
した。

2022 年 7 月 19 日

リンク、リモート再起動 Link MediaLive デバイスはコ
ンソールから再起動できま 
す。

2022 年 7 月 19 日

予約自動更新 このガイドには、請求対象と
なるリソースを処理するため
に予約を自動的に更新する方
法と予約を購入する方法が記
載されています。

2022 年 1 月 29 日

HLS アクセシビリティキャプ
ション

ユーザーガイドが更新さ
れ、HLS と出力におけるアク 
セシビリティキャプションの
指定に関する情報が追加され
ました。 MediaPackage

2022 年 1 月 29 日
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AWS Elemental Linkオーディ
オセレクター

Link デバイスが入力オーディ
オをエンコードする方法の変
更を反映するようにオーディ
オセレクターガイダンスが更
新されました。

2022 年 6 月 17 日

新しい指標 AWS Elemental 
Link CloudWatch

AWS Elemental Link 
CloudWatch メトリクスセク
ションが更新され、パケット
配信に関連する新しいメトリ
クスが追加されました。

2022 年 3 月 21 日

フレームレート対応 ユーザーガイドが更新され、
フレームレート間の互換性を
確保するためのガイダンスが
追加されました。

2022 年 3 月 18 日

シングル UHD 出力の制限がな
くなりました。

ユーザーガイドが更新され、1 
つの UHD エンコードの制限が 
なくなりました。CDI 入力を
使用する場合も、この制限は
引き続き適用されます。

2022 年 2 月 28 日

AWS Elemental Link 
CloudWatch メトリクス

AWS Elemental Link 
CloudWatch メトリクスをサ
ポートするようになりまし
た。

2022 年 1 月 21 日

プログラム日付/時刻 (PDT) ク
ロック

HLS 出力マニフェストの設定
可能なフィールドのリストが
更新され、新しい PDT クロッ
クソースセレクターが追加さ
れました。

2022 年 1 月 7 日
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ブレークセグメンテーション
タイプ ID が追加されました。

ブレークセグメンテーショ
ンタイプのドキュメント
が Splice Insert テーブルと 
Timesignal APOS テーブルに
追加されました。

2021 年 12 月 8 日

アーカイブ出力 HEVC のサ
ポート

アーカイブ出力が H.265 
(HEVC) コーデックで利用可能
になりました。

2021 年 11 月 22 日

SCTE-35 入力 PID 選択 AWS Elemental MediaLive入
力から特定の SCTE-35 PID 値
を選択できるようになりまし
た。

2021 年 11 月 19 日

ソースビデオのフレームレー
ト

ユーザーガイドでは、入力で
は固定フレームレート (CFR) 
MediaLive のみをサポートす
ることが明記されています。
可変フレームレート (VFR) は
サポートされていません。

2021 年 11 月 12 日

DVB-Sub の引き渡し ユーザーガイドに、PID と言
語コードの選択にかかわら
ず、入力に存在する DVB-Sub 
字幕が常に出力に渡されるこ
とが明記されました。

2021 年 11 月 12 日

CloudWatch 指標:チャンネル
入力エラー秒数

CloudWatch 新しい指標が追加
されました。このメトリクス
は、特定の入力タイプに 1 つ
以上の回復不能パケットが含
まれている秒数を追跡します 
。

2021 年 11 月 12 日
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トランスポートストリーム
ファイル入力

ユーザーガイドでは、最近追
加されたトランスポートスト
リーム (TS) ファイル入力サ
ポートについて説明していま
す。

2021 年 11 月 4 日

ニールセンのウォーターマー
ク

AWS Elemental MediaLive 
Nielsen ウォーターマークの作
成機能をサポートするように
なりました。

2021 年 10 月 28 日

HLS 入力のオーディオ HLS 入力が更新され、 
MediaLive レンディショング
ループでのオーディオの取り
込みがサポートされるように
なったことが明確になりまし
た。

2021 年 9 月 10 日

Akamai ダイジェスト認証 ユーザーガイドでは、Akamai 
の送信先でダイジェスト認証
を使用するときの正しい設定
が文書化されるようになりま
した。

2021 年 9 月 1 日

メンテナンスウィンドウ ユーザーガイドには、最近追
加されたメンテナンスウィ
ンドウ機能が記載されて 
います。この機能により、 
MediaLive チャンネルで定期
的に行われるメンテナンスの
タイミングを制御できます。

2021 年 8 月 26 日
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WebVTT 字幕を使用したフォ 
ントスタイルのサポート

ユーザーガイドでは、出力字
幕が WebVTT の場合、ソース
字幕から出力に色と位置スタ
イルを渡すことをサポートす
る最近実装された機能を説明
しています。

2021 年 8 月 11 日

SCTE-35 メッセージ情報のマ 
ニフェストからの抽出

MediaLive HLS 入力のマニ
フェストから情報を抽出し
て利用し、その情報をスプ
ライスインサートタイプの 
SCTE-35 メッセージに変換す 
る機能がサポートされるよう
になりました。次いで、これ
らのメッセージを出力に含め
るようにチャンネルを設定で
きます。

2021 年 8 月 5 日

WebVTT 出力字幕 MediaLive DVB-Sub または 
SCTE-27 形式のオブジェク
トベースのソースキャプショ
ンを変換することで WebVTT 
出力キャプションを生成する
機能がサポートされるように
なりました。サポートされて
いる字幕に関するセクション
と、字幕の操作に関するセク
ションが改訂されました。

2021 年 6 月 18 日

カラースペース 色空間の取り扱いに関するガ
イダンスを改訂しました。デ
バイスからのカラースペース
メタデータの取り込みに関す
る情報も追加しましたAWS 
Elemental Link。

2021 年 6 月 15 日
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制約の追加:AWS Elemental 
LinkUHD 入力料金

ユーザーガイドには、デバイ
スのタイプから入力を取り込
むための料金に関する情報が
記載されています。

2021 年 6 月 15 日

Amazon CloudWatch メトリク
ス

MediaLive CloudWatch メトリ
クスをサポートするようにな
りました。 MediaLive これら
のメトリクスはの名前空間で
公開されます。 CloudWatch

2021 年 6 月 1 日

UDP 出力によるパイプライン
ロック

MediaLive UDP 出力によるパ
イプラインロックをサポート
するようになりました。

2021 年 5 月 26 日

ソースビデオの向き ユーザーガイドでは、 
MediaLive 横向きの動画方向
のみをサポートすることが明
記されています。

2021 年 5 月 25 日

制約の追加: 入力切替について
の入力タイプ

ユーザーガイドには、入力切
替に含めることができる VOD 
入力のタイプについての説明
があります。

2021 年 5 月 25 日

アウトプットグループでのト
リックプレイ MediaPackage

出力グループにトリックプレ
イトラックを含めることが
できるようになりました。 
MediaPackage

2021 年 5 月 4 日

出力エンコードの共有とク
ローン作成

このガイドには、チャンネル
内の出力間で共有またはク
ローンエンコードについて説
明する新しいセクションがあ
ります。

2021 年 5 月 4 日
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エンコードの共有の計画 エンコード出力の設計に関す
るセクションが改訂され、
チャンネル内の出力内および
出力間でエンコードの共有ま
たはクローン作成に関するガ
イダンスを提供しました。

2021 年 5 月 4 日

パイプラインのロック このガイドには、既存のパイ
プラインロック機能の仕組み
を説明する新しいセクション
があります。

2021 年 5 月 4 日

回復性の改訂 チャンネルにおける回復性オ
プションに関する情報を改訂
しました。ガイドのいくつか
のセクションが改訂されまし
た。

2021 年 4 月 13 日

出力料金を制御するプロパ
ティの明確化

チャンネルでのビデオエン
コードのセットアップに関す
るセクションには、各出力の
料金の計算に寄与するフィー
ルド (解像度、フレームレー
ト、ビットレート) に関する情
報が含まれています。

2021 年 4 月 13 日

QVBR レート制御による出力
料金の計算

QVBR レート制御を使用する
際に正確な出力料金がわかる
ようにビットレートを設定す 
る方法に関する情報を掲載し
ました。

2021 年 4 月 13 日
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TTML 字幕を使用したフォン
トスタイルのサポート

ユーザーガイドでは、出力字
幕が TTML の場合、ソース字
幕から出力にフォントスタイ
ルを渡すことをサポートする
最近実装された機能を説明し
ています。

2021 年 4 月 12 日

モーショングラフィックス
オーバーレイ

AWS Elemental MediaLive 
チャンネル内のビデオに 1 つ
のモーショングラフィックス
オーバーレイを挿入できるよ 
うになりました。

2021 年 4 月 5 日

Amazon S3 アクセスコント
ロールリスト (ACL) のサポー
ト

このガイドには、最近追加さ
れた Amazon S3 への配信時の 
ACL のサポートに関する情報
が記載されました。

2021 年 3 月 30 日

MediaLive ワークフローウィ
ザード

コンソールには、機能する
チャンネルをすばやく作成で
きるワークフローウィザード
が追加されました。

2021 年 3 月 3 日

CDI 入力による自動入力フェ
イルオーバーのサポート

MediaLive 2 つの CDI 入力を
自動入力フェールオーバーペ
アとして設定できるようにな
りました。CDI 入力による自
動入力フェイルオーバーを実
装するには、2 つの CDI 入力
をパートナー入力として設定
する必要があります。

2021 年 2 月 15 日

制約の追加: オーディオセレク
タの最大数

ユーザーガイドでは、1 つの
チャンネルのオーディオ入力
セレクタの最大数を指定して
います。

2021 年 2 月 3 日
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最大フレームキャプチャ出力
とエンコード

フレームキャプチャエンコー
ドの最大数に対する制限の拡
張。

2021 年 2 月 2 日

イメージメディアプレイリス
ト仕様によるトリックプレイ
トラック

HLS 出力グループにトリック
プレイトラックを含めること
ができるようになりました。
このトラックは、イメージメ
ディアプレイリストの仕様、 
バージョン 0.4 に従います。

2021 年 2 月 2 日

入力クリッピング HTTP サーバーに保存されて
いるファイル入力のクリッピ
ングがサポートされるように 
なりました。

2021 年 2 月 1 日

CDI 入力の字幕 CDI 入力に字幕を含めること
ができるようになりました。

2021 年 2 月 1 日

再構成 コンテナとコーデックのセク
ションは、入力コンテナと
コーデック、もう 1 つは出力
コンテナとコーデックの 2 つ
のセクションに分かれていま
す。

2021 年 1 月 27 日

新機能 — VPC 経由での配信 Amazon 仮想プライベートク 
ラウド (Amazon VPC) に出力
エンドポイントを持つチャン
ネルをセットアップできるよ
うになりました。

2021 年 1 月 27 日

クォータセクションが移動 クォータに関する章をガイド
の先頭に移動しました。

2020 年 12 月 11 日
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料金表セクションが移動 料金設定に関する情報は、ガ
イドの冒頭にある「What Is」
(...とは何か) の章から独自の
章に移動しました。

2020 年 12 月 11 日

デバイス移管のアクセス許可 ユーザーアクセスの要件に関
する情報が更新されて、移管
しようとするデバイスへのア
クセスが追加されました。こ
のセクションで、Devices (デ
バイス) という用語を探してく
ださい。

2020 年 12 月 4 日

デバイス移管 ユーザーガイドが更新され、
デバイスを別の AWS アカウ
ントに移管する方法について
の説明が加わりました。

2020 年 12 月 4 日

AWS Elemental Linkハード
ウェアデバイス

各チャンネルにアタッチでき
る Elemental Link 入力を 1 つ
のみというルールはなくなり
ました。つまり、Elemental 
Link 入力を標準チャンネル (2 
つのパイプラインを持つチャ
ンネル) に含めることができま
す。

2020 年 12 月 4 日

出力グループの作成に関する
ドキュメントの改訂

ダウンストリームシステムで
のワークフローの計画に関
するセクションの見直しの一
環として、出力グループの各
タイプでの送信先の設定に関
するセクションを改訂しまし
た。

2020 年 11 月 9 日

1010



MediaLive ユーザーガイド

入力の作成に関するドキュメ
ントの改訂

アップストリームシステムで
のワークフローの計画に関す
るセクションの見直しの一環
として、各タイプの入力を作
成する手順を改訂しました。

2020 年 11 月 9 日

ワークフローの設計に関する
情報の改訂

ワークフローの設計に関する
セクションが改訂され、再編
成されました。

2020 年 11 月 9 日

チャンネルの設計に関する情
報の改訂

チャンネルの設計に関するセ
クションが改訂され、再編成
されました。

2020 年 11 月 9 日

AAC オーディオコーデック AAC コーデックのサポート
されているコーディングモー
ド、プロファイル、サンプリ 
ングレート、およびビット
レートの組み合わせをリスト
するセクションを追加しまし
た。

2020 年 11 月 5 日

制約の追加: スケジュールアク
ションの最大数

ユーザーガイドでは、チャン
ネルスケジュールに含めるこ
とができるアクションの最大
数を指定します。

2020 年 10 月 2 日

オーディオのみの出力 このガイドには、オーディオ
のみを含む出力グループの
セットアップ方法を説明す
る新しいセクションがありま
す。

2020 年 9 月 4 日
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EBU-TT-D 出力字幕 MediaLive 出力の EBU-TT-D 
キャプションをサポートする
ようになりました。サポート
されている字幕に関するセク
ションと、字幕の操作に関す
るセクションが改訂されまし
た。

2020 年 7 月 24 日

入力準備のサポート チャンネルスケジュールで
は、切り替え時に発生する
遅延を減らすために、即時 
入力スイッチに関連する入
力を準備する機能がサポート
されるようになりました。 
MediaLive

2020 年 6 月 18 日

スケジュールアクションのイ
ミディエイトモードを完全に
サポート

チャンネルスケジュールは、
スケジュールのすべてのアク
ションの即時開始タイプにな
りました。

2020 年 6 月 18 日

エレメンタルリンク入力の
クォータ

MediaLive クォータの表に
は、エレメンタルリンク入力
のクォータが含まれるように
なりました。

2020 年 5 月 29 日

デバイスの権限 ユーザーアクセスの要件に関
する情報が更新されて、デ
バイスへのアクセスが追加
されました。このセクション
で、Devices (デバイス) とい
う用語を探してください。

2020 年 5 月 29 日
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リンク入力デバイス AWS Elemental MediaLive 
AWS Elemental Linkデバイ
スのインターフェースであ
るリンク入力デバイスが含
まれるようになりました。 
MediaLive

2020 年 5 月 29 日

SMPTE 2038 の補助データ AWS Elemental MediaLive特
定の入力の SMPTE 2038 スト
リームから特定の補助データ
を抽出する機能がサポートさ
れるようになりました。

2020 年 5 月 29 日

AWS Elemental Link AWS Elemental MediaLive 
ハードウェアデバイスからス
トリーミングされるコンテン
ツを取り込む機能をサポート
するようになりました。AWS 
Elemental Link

2020 年 5 月 29 日

VQ モードの強化 AWS Elemental MediaLive 
は、H.264 ビデオエンコード
で拡張 VQ モードを設定する
機能をサポートするようにな
りました。

2020 年 5 月 6 日

カラースペース AWS Elemental MediaLive 
は、出力の HDR 色空間から 
SDR 色空間への変換をサポー
トするようになりました。

2020 年 5 月 6 日
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SCTE 3.5: フォローモードで
のアクションのスケジュール
設定

チャンネルスケジュールで
は、フォローモードで SCTE 
35 メッセージを挿入するア
クションを入力できるように
なりました。既存の入力ス 
イッチアクションに従うよう
にアクションを設定します。 
MediaLive その入力スイッチ
への入力が終了すると、アク
ションが挿入されます。

2020 年 4 月 24 日

出力グループ作成に関するド
キュメンテーションの改訂

出力グループと出力の作成手
順が改訂され、再編成されま
した。

2020 年 4 月 23 日

冗長 HLS マニフェスト このガイドには、冗長な HLS 
マニフェストに最近追加さ
れたサポートについて説明す
る新しいセクションがありま
す。

2020 年 4 月 23 日

HLS 出力グループのカスタム
マニフェスト

このガイドには、HLS マニ
フェストのパスをカスタマイ
ズする既存の機能を説明す 
る新しいセクションがありま
す。

2020 年 4 月 23 日

チャンネルクラスを変更する
ためのセクション

チャンネルクラスの変更に関
する情報は、検索しやすくす
るために移動されました。こ
の情報は Channel セクション
の独自のサブセクションにな 
りました。 MediaLive

2020 年 4 月 3 日
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「レジリエンシー」セクショ
ン

MediaLive 機能セクションに
は、チャネルの回復力を向上
させるためのさまざまな機能
を一覧表示するサブセクショ
ンが含まれるようになりまし
た。 MediaLiveガイドのいく
つかのセクションが改訂され
ました。

2020 年 4 月 3 日

新しい機能 — 自動入力エラー 入力フェールオーバーペアと
して 2 つの入力を設定できる
ようになりました。これによ
り、アップストリームで問題 
が発生した場合にチャネル内
の耐障害性が確保されます。 
MediaLive

2020 年 4 月 3 日

チャンネルクラス MediaLive Features セクショ
ンには、パイプラインの冗長
性を制御するチャネルクラス
に関するサブセクションが含
まれるようになりました。以
前は、この既存の機能に関す
る情報は、ガイドで見つける
のが困難でした。

2020 年 4 月 3 日

タイムコードとタイムスタン
プ

ユーザーガイドには、入力の
タイムコードや出力のタイム
コードでサポートされている
標準など、出力に含めること
ができるタイムコードの設定
に関する情報が含まれるよう
になりました。

2020 年 3 月 26 日
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HLS 出力用のオーディオレン
ディショングループ

このガイドには、HLS 出力の
オーディオレンディショング
ループの既存の機能を説明す
る新しいセクションがありま
す。

2020 年 3 月 3 日

入力切り替えの制限事項 入力と VPC MediaConnect 入
力の両方を 1 つのチャンネル
にアタッチすることはできな
いというルールは適用されな
くなりました。このルールは
制限のリストから削除されま
した。

2020 年 2 月 2 日

フレームキャプチャ出力の数 チャンネルには、最大 3 つ
のフレームキャプチャ出力グ
ループを含めることができま 
す。以前は、1 つしか含むこ
とができませんでした。

2020 年 1 月 31 日

新しい変数データ識別子:$sn$ 
は、出力に動画のセグメント
番号を挿入します。

AWS Elemental MediaLive 
HLS と出力のすべてのセグメ
ントに ID3 $sn$ タグを挿入
する機能を挿入する可変デー 
タ識別子をサポートします。 
MediaPackage

2019 年 12 月 31 日

ID3 セグメントタギング AWS Elemental MediaLive 
HLS と出力のすべてのセグメ
ントに ID3 タグを挿入する機
能がサポートされるようにな
りました。 MediaPackage

2019 年 12 月 31 日
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ルールと制約のまとめ ユーザーガイドに、AWS 
Elemental MediaLive に適用さ
れる規則と制約の一部を説明
するセクションが追加されま
した。

2019 年 12 月 12 日

マルチプレックスの IAM アク
セス要件

マルチプレックス機能に必要
な操作のリストが ec2 を含
むように改訂されました。 
DescribeAvailabilityZones。

2019 年 12 月 12 日

ニールセンのウォーターマー
ク

AWS Elemental MediaLive で
は、ニールセン透かしを ID3 
メタデータに変換できるよう
になりました。

2019 年 12 月 9 日

SCTE 3.5 はイミディエイト
モードでアクションをスケ
ジュールします。

チャネルスケジュールでは、
アクションを入力してSCTE 
35メッセージをすぐに挿入で
きるようになりました。以前 
は決まった時間にのみ挿入で
きました。

2019 年 11 月 25 日

MediaLive マルチプレックス
の権限

ユーザーアクセスの要件に関
する情報が更新され、マルチ
プレックス機能へのアクセス
が追加されました。

2019 年 11 月 25 日

マルチプレックスと MPTS マルチプレックスを作成して 
MPTS を生成できるようにな
りました。

2019 年 11 月 25 日

カラースペース AWS Elemental MediaLive 
に、色空間を変換するため
のオプション、ビデオの色空
間メタデータを処理するため
のオプションが追加されまし
た。

2019 年 9 月 12 日
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広告表示先: HLS でのマニ
フェストデコレーション

これで、HLS 出力グループ
で、マニフェストデコレー 
ションを有効にし、SCTE-35 
パススルーを無効にできるよ
うになりました。(以前は、両 
方の機能を無効にするか、同
じ出力グループで両方の機能
を有効にする必要がありまし
た)。

2019 年 9 月 12 日

即時入力スイッチのSupport チャンネルスケジュールは、
できるだけ早く入力を切り替
えるリクエスト (即時モード) 
を入力する機能をサポートす
るようになりました。

2019年7月25日

即時入力スイッチのSupport チャンネルスケジュールは、
できるだけ早く入力を切り替
えるリクエスト (即時モード) 
を入力する機能をサポートす
るようになりました。

2019年7月25日

入力クリッピング ファイル入力をクリップし
て、 MediaLive ファイルの一
部だけを取り込むことができ
るようになりました。クリッ
ピング手順は、スケジュール 
で設定した入力切り替えアク
ションに含まれています。

2019年7月25日

ダイナミック入力 MediaLive スケジュールの入
力切り替え機能で、動的入力
への切り替えがサポートされ
るようになりました。動的入
力では、入力を切り替えるた
びに異なるファイルを指定し
ます。

2019年7月25日
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セキュリティ情報 新しい「セキュリティ」の
章には、セキュリティとコ
ンプライアンスの目標を満 
たすように AWS Elemental 
MediaLive を設定する方法に
関する情報が含まれていま
す。

2019 年 5 月 28 日

VPC 入力のクォータ MediaLive クォータのテーブ
ルに VPC 入力のクォータが含 
まれるようになりました。

2019 年 5 月 3 日

チャンネルクラスの変更 既存のチャンネルのチャンネ
ルクラスを変更できるように
なりました

2019 年 5 月 3 日

チャンネルクラスの変更 既存のチャンネルのチャンネ
ルクラスを変更できるように
なりました

2019 年 5 月 3 日

標準チャンネルと単一パイプ
ラインチャンネル

単一パイプラインでチャンネ
ルを設定できるようになり
ました。[チャンネルの作成)] 
ページには、[チャンネルクラ
ス] フィールドが含まれていま
す。

2019 年 4 月 5 日

VPC 配信の信頼済みエンティ
ティのアクセス許可

信頼されたエンティティの権
限に関する情報が更新され、V 
PC 配信機能をサポートするた
めに必要なアクションが含ま
れるようになりました。

2019 年 3 月 22 日
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MediaPackage 出力グループ 出力をに送信できる新し
い出力グループタイプ: 
MediaPackageAWS Elemental 
MediaPackageが追加されまし
た。この新しい出力グループ
タイプにより、HLS 出力が作
成され、への配信が効率化さ
れました。 MediaPackage

2019 年 3 月 13 日

チャンネルパイプラインの一
時停止と一時停止解除のサ
ポート

チャンネルスケジュールは、
チャンネルのパイプラインを
一時停止および一時停止解除
するアクションを入力する機
能をサポートするようになり
ました。

2019 年 3 月 8 日

暗号化された HLS ソースのサ
ポート

MediaLive 暗号化された HLS 
ソースの取り込みをサポート
するようになりました。

2019 年 3 月 5 日

VPC からのプッシュ入力 RTP プッシュ入力または 
RTMP プッシュ入力を作成し
て、Amazon VPC 内のアッ
プストリームシステムからに
コンテンツをプッシュできま
す。 MediaLive入力に関する
章やゼロからのチャンネルの
作成に関する章など、いくつ
かの章が更新されました。

2019 年 2 月 20 日

予約のクォータ MediaLive クォータの表には
予約のクォータが含まれるよ
うになりました。

2019 年 2 月 11 日
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タグ付け チャンネル、入力、入力セ
キュリティグループ、マルチ
プレックス、および予約への
タグのアタッチがサポートさ
れるようになりました。

2019 年 2 月 8 日

フレームキャプチャ出力グ
ループ

一連のフレームキャプチャ
ファイルを Amazon Simple 
Storage Service に送信する新
しい出力グループタイプ (フ
レームキャプチャ出力グルー
プ) が追加されました。

2019 年 1 月 25 日

AWS CloudTrail との統合 MediaLive での API 呼び出し
のロギングがサポートされる
ようになりました CloudTrai 
l。

2019 年 1 月 18 日

AWS Elemental MediaConnect 
との統合

AWS Elemental MediaConnect
フローフォームをチャンネル
の入力として使用するように
設定できます。入力に関する
章とチャンネルをゼロから作
成する方法に関する章に、情
報が追加されました。

2018 年 12 月 7 日

スケジュールのドキュメント
の改訂

チャンネルスケジュールは、
ある入力を別の入力に取り込
むためにチャンネルを切り替
えるようアクションを入力す
る機能をサポートするように
なりました。この章は改訂さ
れました。

2018 年 11 月 8 日
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入力切り替え 入力切り替えがサポートされ
ました。チャンネルは複数の
入力で設定する必要があり、
スケジュールにはある入力か
ら別の入力に切り替えるアク
ションが含まれている必要が
あります。入力切り替えに関
する新しい章が追加されまし
た。さらに、入力切り替えに 
必要な複数の入力に関する情
報が、チャンネルの計画と作
成に関する既存の章に追加さ
れています。

2018 年 11 月 8 日

入力クォータの変更 入力のクォータは、プッ
シュ、プル、VPC プッシュの 
3 つのカテゴリに分類される
ようになりました。

2018 年 11 月 8 日

QVBR レートコントロール 
モード機能

チャンネルの出力でのビデオ
エンコードの設定の一部とし
て、レート制御フィールドの
オプションが新たに追加され
ました。このオプションは、
[quality-defined variable bitrate 
(品質が定義された可変ビット
レート)] (QVBR) です。

2018 年 10 月 17 日

ドキュメントのみの更
新、RSS フィードの導入

このユーザーガイドの更新の
通知を受け取るために RSS 
フィードをサブスクライブす
ることができます。

2018 年 6 月 21 日
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変更 説明 日付

AWS Elemental MediaPack 
age の冗長チャネルの要件

ダウンストリームシステムが 
AWS Elemental MediaPack 
age である場合、そのサービ
スに 2 つのチャネルを設定 
する必要はなくなりました。
「the section called “ステッ
プ 2: ダウンストリームシステ
ムを設定する”」セクションと
「the section called “ステップ 
6: 下流システムとの調整”」セ
クションは、この変更を反映
するように修正されました。

2018 年 8 月 31 日

スケジュール機能 SCTE-35 メッセージと静止イ 
メージオーバーレイをチャン
ネルのスケジュールに追加す
るためのサポートが追加され
ました。これにより、実行中
のチャンネルに含めることが
できます。

「設定:スケジュールの作成」
セクションと「the section 
called “イメージオーバーレ
イ”」セクションが追加されま
した。

2018 年 8 月 24 日

予約機能 処理のために予約を購入する
ためのサポートが追加され
ました。予約では、特定の処
理をより低価格で購入できま
す。「the section called “予
約”」セクションが追加されま
した。

2018 年 6 月 19 日

1023



MediaLive ユーザーガイド

変更 説明 日付

チャンネルログ機能 Amazon CloudWatch Logs へ
のログ情報の送信がサポート
されるようになりました。「
the section called “ログ記録”」
セクションと「the section 
called “CloudWatch ログ”」セ
クションが追加されました。
ログの設定を含むように「
the section called “ユーザーの 
IAM 権限”」セクションが改訂 
されました。

2018 年 13 月 6 日

コンソールのアラート機能 コンソールでチャンネルア
ラートを表示するためのサ
ポートが追加されました。操
作:チャネルの監視 を参照して
ください。アラートの設定に 
関する情報がこの章に移動さ
れました。

2018 年 6 月 6 日

RTMP 出力のサポート 「the section called “ステップ 
6: 下流システムとの調整”」に 
RTMP の情報が追加されまし
た。the section called “RTMP 
出力グループ”セクションが
追加されました。 the section 
called “字幕カテゴリ”RTMP 
CaptionInfo が含まれるよう
になりました。 the section 
called “RTMP 出力”が追加され
ました。

2018 年 4 月 18 日
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変更 説明 日付

入力編集機能、入力セキュリ
ティグループ編集機能

既存の入力の編集と既存の入
力セキュリティグループの
編集がサポートされるよう
になりました。「the section 
called “入力の編集”」を参照
してください。the section 
called “入力セキュリティグ
ループの編集”

2018 年 3 月 23 日

入力削除機能、入力セキュリ
ティグループ削除機能

入力の削除と入力セキュリ
ティグループの削除がサポー
トされるようになりました。
「the section called “入力の
編集”」を参照してくださ 
い。the section called “入力セ
キュリティグループの編集”

2018 年 3 月 23 日

チャンネルの作成 「設定:チャンネルの作成 」が
大幅に改訂されて、特に出力
グループの送信先の設定に関
する情報と例が追加されまし
た。

2018 年 3 月 23 日

入力仕様機能 入力仕様のフィールドを使用
することで、サービスによっ
て十分な処理リソースが割
り当てられ、処理料金が正し
く計算されます。the section 
called “インプットパート 1: イ
ンプットをアタッチする” を参
照してください。

2018 年 2 月 15 日
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変更 説明 日付

チャンネル編集機能 既存の (保存済みの) チャン
ネルのフィールドの編集がサ
ポートされるようになりまし
た。the section called “チャン
ネルの編集” を参照してくださ
い。

2018 年 2 月 15 日

カスタムテンプレート機能 ユーザーは既存のチャンネル
からカスタムテンプレートを
作成し、それらのテンプレー
トを新しいチャンネルにイン
ポートできます。the section 
called “テンプレートからの
チャンネルの作成” を参照して
ください。

2018 年 2 月 15 日

新しいサービスとガイド これは『MediaLive ユーザー
ガイド』の初回リリースで 
す。

2017 年 11 月 27 日

Note

• AWS Media Services は、サービスの非可用性、中断、または障害が、死亡、人身傷害、
財産上の損害、または環境上の損害につながる可能性がある、人命安全業務、ナビゲー
ションもしくは通信システム、航空交通管制、または生命維持装置などのフェイルセーフ
性能を必要とするアプリケーションまたは状況での使用のために設計されておらず、その
ような使用を目的とするものでもありません。

• MediaLive のコンポーネントは、（i）AVC規格に準拠したビデオ（「AVCビデオ」）のエ
ンコード、および（ii）個人的かつ非商業的な活動に従事する消費者によってエンコードさ
れたAVCビデオのデコードや、AVCビデオの提供を許可されたビデオプロバイダーから入
手したAVCビデオのデコードを目的として、AVC特許ポートフォリオライセンスに基づい
てライセンスされています。その他の使用については、ライセンスは付与されず、黙示さ
れるものではありません。 MediaLive のコンポーネントは、（i）mpeg-4ビジュアルスタ
ンダード（「mpeg-4ビデオ」）に準拠したビデオのエンコード（「mpeg-4ビデオ」）お
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よび/または（ii）個人的かつ非営利的な活動に従事する消費者によってエンコードされた
MPEG-4ビデオのデコード、および/またはAVCビデオの提供を許可されたビデオプロバイ
ダーから入手したMPEG-4ビデオのデコードを目的として、MPEG-4特許ポートフォリオ
ライセンスに基づいてライセンスされています。その他の使用については、ライセンスは
付与されず、黙示されるものではありません。追加情報については、MPEG-LA、LLC か
ら入手できます。http://www.mpegla.com を参照してください。

• MediaLive ドルビーデジタルおよびドルビーデジタルプラスが含まれる場合があります
が、これらは国際著作権法および米国著作権法により未発表の作品として保護されていま
す。ドルビーデジタルとドルビーデジタルプラスは機密であり、ドルビーラボラトリーズ
独自のものです。Dolby Laboratories の明示的な許可なく、これらの全部または一部を複
製または開示したり、それらから派生した製品を制作することは禁じられています。© 著
作権 2003-2015 Dolby Laboratories。All rights reserved.
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AWS 用語集
AWS の最新の用語については、「AWS の用語集リファレンス」の「AWS 用語集」を参照してくだ
さい。
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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